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4. 昭和時代初期(昭和 2 年~20 年) (1927~1945) 

日本の植物病理学発達史上，昭和時代は実践時代汽あるいは活動期制とよばれる。 これは植物病理学

が応用菌学的研究から一歩前進して，植物医学としての本領を発揮するに至ったことを指すのであるとい

;, *3 
ノ。

農作物病害においては病原菌の生理学的研究が前時代からひきつづき活発に行なわれ，援病植物の生理

に関する研究も次第に多くなってきたのが目だつ一方，単なる菌学的研究や新種記載等の業績は減じてい

る反面，病害防除に関する試験研究が広く実施されるようになった。

ここでとりあげる昭和時代初期とは同 20年までをさすもので，この間樹病学の分野に限定するならば，

農作物病学における実践時代あるいは活動期にはなお一段階おくれており，病原菌の生理学的研究が盛ん

にとりあげられる一方，その分類学的研究もあいかわらず樹病研究の主要部分を占め，その反面，病害防

除の試験研究は低調で，昭和時代中期になってようやく実践時代あるいは活動期に入るのであるが，これ

は樹病学界における世界的趨勢で，わが国のみがひとり立ちおくれているわけではない。

昭和時代初期はまたわが国有史以来の激動期でもあった。すなわち昭和 6 年前後の満洲事変は日支事変，

大平洋戦争，つづいて第二次世界大戦にまで拡大，昭和 20年 8 月の敗戦を以て幕を閉じるわけであるが，

その間満洲国の独立，いわゆる大東亜共栄圏の提唱により植物病理学者が広く東亜地域で活躍の場を与え

られたが，また戦争の激化にともない応召によって研究生活から離脱するものも続出した。 さらに，戦争

末期になると諸物資の欠乏は研究生活を圧迫，印刷用紙事情が日に日に悪化の一途をたどり，研究成果を

発表するにも意の如くならず，待望の印刷ができても用紙は劣悪で辛うじて判読できる程度のお粗末さで

あった。いよいよ本土空襲が激しさをますにつれて印刷事情は極度に悪化し，昭和20年になるとほとんど

の発表機関は停止のやむなきに至るのであるが，その間の状況は次にあげる数例が如実に物語っている。

“昭和 19 年度 4 月 9 日に総会及講演会を開催の予定であったが各種の事情により中止し……。会報第

13 巻 1~4号を組版し殆ど校了したが昭和 20 年 2 月戦災で焼失した。'哨

日本林学会誌第 26 巻第 10 号(昭和 19 年 10 月発行)，“会告"に次の記事がみられる。

“1.講演大会中止に付会員各位に急告"“予て本誌に会告致しました通り，昨秋季地方別講演会は福岡，

京都，札幌に開会の予定でしたが戦局に鑑み，各地方関係者とも協議の上開会を中止しました……

“2. 会誌発行遅延に付会告" “昨年暮の突発事件により 20 年来の印刷所が擢災した為め 10 月号全部と

11 月号の組版がふいになった。止むなく印刷を大日本印刷株式会社に依頼し目下発行遅延を取戻すペく努

力中です。今暫らく御猶予を願ひます。 昭和 20 年 1 月 10 日 日本林学会"

同会誌第 26 巻第 11 号(昭和 19 年 11 月発行〉“本会記事"には“事務所焼失 20 年 5 月 24 日未明の空

襲により林業試験場の大半を焼失し，本会事務所も其の厄に道ひ・…・・"。

逸見武雄 (1945) (昭 20) はその報文「木材腐朽菌に関する研究J (謄写刷〉の序文に次のように記して

いる。川本輯に登載した論文中 1， 2, 3 及び 4， 5 は何れも昭和 19 年 6 月及び 9 月に速報雑誌「医学と生物」

後1 宮部金吾:懐!日談. 日植病報 10 (2 ・ 3) ， pp. 67~71 (1940). 

制伊藤誠哉:日本植物病理学発達史摘録.植物及動物 8 (1) , pp. 153~157 (1940). 

制日野巌:植物病学発達史.東京， pp. 236 (1949). 

制日本植物病理学会報 13 (1 ・ 2) ， p. 72 (1948). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉 3 ー

に寄稿したもので，同誌第 6 巻第 6 号及び第 10号に掲載せられる予定であった。 6 の本論文は郡場教授定

年記念論文集に寄稿し既に印刷中であったが，同論文集は未完成のまま原稿と共に焼失して仕舞ったか

ら， 7, 9, 10 の論文と共に新たにその予報を執筆したのであって， 8 は日本学術協会報告第 18 巻に掲載さ

れるべき筈であった講演原稿である。併し時局は愈々緊迫し，何れも発行の日を予期することが出来なく

なったから，愛に謄写に附して向学諸氏に配布することにした……。昭和 20 年 5 月 10 日……"。

本編では激動する世界情勢を背景に，多難なわが国情のもとで行なわれた樹病研究のあとをたどること

にする。

樹木のさび菌に関する研究

さぴ菌フロラおよび分類学的研究

層生さぴ菌科 (Melampsoraceae)

Angiosρora divina SYD. (syn. Uredo inflexa S. ITO, Pucci削fa Îl'，もflexa HORI, Kuehneola bambusae 

FUjIKURO) 沢田(1928)65) ，平塚・橋岡(1935)421九平塚 (1936)502>， (1938)60'う (1940)703九 (1941)' 53>，

(1942)80') ，沢田 (1942)831)，平塚 (1943)848)，沢田(1943)863)， (1943)8間，平塚(1944)872) ホウライチク，

マチク，シチク， リョクチク，セキカクチク，タイサンチク 琉球，台湾

Aploρsora lonicerae TRANZ. 平塚(1940) 附>， (1944)872) アラゲヒョウタンボク 本州、l

平塚 (1940)'07) (昭 15) は“山田玄太郎博士陸中国……ニ採集……。今回新ニ我国鋳菌「フロラ」ニ加

へ得タ種類デアル……"としている。

Cerotelium hashiokai HIRATSUKA, f., sp. nov. 平塚(1937)546九 (1943)"町， (1944)872) タイワンウ

ドカズラ 台湾

Calyρtospora geoppertiana KﾜHN (syn. Thekoρsora geopρertiana (KむHN) HIRATSUKA, f.J 

平塚 (1927)') 11) 13), (1929)'6) , (1930)116)，河合・大谷(1931)180) ， 平塚 (1933)日) 275) , (1935)'13)，橋岡

(1936)490) ，平塚 (1936)500) 502) , (1937)548九 (1938)叩l， (1939)653>, (1944)町田 アカトドマツーコケモモ

北海道，樺太，本州，千鳥，朝鮮

Chrysomyxa abietis (WALLR.) UNGER 平塚(1927)') 9) , (1929) 75) , (1938)607九 (1944)肌〉 アカエゾ

マツ，エゾマツ， ドイツトウヒ 北海道

Chrysomyxa cassandrae (PECK et CLINT.) TRANZ. 平塚(1927)η9九(1928)35) ， (1929)'町 77〉，

(1930)川)，河合・大谷 (1931)180)，橋岡 (1936)""，平塚 (1944)872) ホロムイツツラ(ヤケツツヲ〕 北海

道，樺太

Chrysomyxa deformans (DIET.) ]ACQ. (syn. Chrysomyxa abietis HIRATSUKA f. , Barclayella 

deformans DIET.) 平塚 (1927)ベ(1937)"町， (1938)607九 (1944)872) ドイツトウヒ，ェ、ノ、マツ 北海道

Chrysomyxa expansa DIET. 平塚 (1927)町 11) ， (1928)35) 37), (1929)75) ，原(1930) 108l，平塚(1933)27' l, 

(1934)346九平塚・橋岡 (1934)349)，平塚(1935)' 13)， (1938)607)，沢田(1942)831九(1943)8日l，平塚(1943)刷〉，

(1944)872) エゾマツ， トウヒーシロパナシャクナゲ，キパナシャクナゲ，シャクナゲ，エゾシャクナゲ，

ウスキシャクナゲ，モリシャクナゲ，ニイタカシャクナゲ北海道，千島，樺太，本州，台湾

Chrysomyxa komarovii TRANZ. (syn. Chηsomyxa rhododendri (not DE BARY) 平塚(1940)'04)

ゲンカイツツヲ朝鮮
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第 59 図平塚直秀(1936).

� A monograph of the PucciniastreaeJ 

〔プッキニア亜科さび菌誌)のタイトル・ページおよび献呈の辞

Chrysomyxa ledi DE BARY 

平塚(1927) 7) 9) , (1928)3九 (1929)

75) 76) 77) 78) j (1930) 116)，照井(1930)

1叫，河合・大谷(1931) 180)，平塚

(1935)413)，富樫(1936)'28)，平塚

(1944)'72) エゾマツ エゾイソ

ツツジ， ヒメイソツツラ， ホソノて

イソツツジ，カラフトイソツツ

ジ，イソツツジ 北海道，倖太，

千島，本州

Chrysomyxa ledicola LAGERH. 

平塚(1927)九 (1929)75" (1935) 

413) , (1944)872) コノf ノイソツツ

ジ， ヒメイソツツジ 北海道

Chrysomyxa menzleslae 

DlET. 平塚 (1929)7九 (1933)'間，

(1944)872) コヨウラクツツジ

本州

Chrysomyx(l ρirolae ROSTR. 

平塚 (1927) 9) 11), (1929)15), (1930) 

11 6), (1944)872) (Picea spp.) コ

タニワタリ，ジンヨウイチヤク，

マルバイチヤクソウ，エゾイチヤ

クソウ 北海道，樺太

Chrysomyxa rhododendri DE 

BARY 平塚(1927)へ(1929)"り

(1930)"9九吉永・平塚(1930)151)，平塚(1932)229)， (1935)'15) 417)，平塚・橋岡(1935)422)，平塚・吉永

(1935)4叫，富樫(1936)528九平塚(1938)607)， (1939)653), (1940) 707) 708) ，沢田(1942)831う平塚(1943}847J

848) ，沢田 (1943)叩)，平塚 (1944)872) エゾムラサキツツジ，サツキ，キンモウツツジ，ヤマツツヲ，ゲ

ンカイツツヲ，サカイツツジ， ミヤマキリシマ 北海道，四国，本州，九州，台湾，朝鮮

Chrysomyxa succinea (SACC.) TRANZ. (syn. Chrysomyxa alpina HIRA TSUKA, f.) 平塚

(1929)'日間， (1930)1川河合・大谷(1931) 180)，平塚 (1932)23九 (1935)413) ，橋岡 (1936)490う平塚 (1944) B72)

エゾマツ キパナシャクナゲ，ナンコタイザンシャクナゲ 本州，北海道，樺太，千島，台湾

Chrysomyxa taihaensis HIRATSUKA , f. et HASHIOKA , Sp. nov. 平塚・橋岡 (1935)42 2)，沢田

(1942)83ヘ平塚 (1943) 叫)， (1944)872) ニイタカコケモモ 台湾

Chrysomyxa tsugae HIRATSUKA , f., Sp. nov. 平塚 (1937)546)， (1938)605) 607), (1940)706) , (1944)872) 

ツガ本州，四国
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Coleoρucciniella idei HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚 (1937)546九井手(1935)山"平塚(1940)703) , 

(1941)叩， (1942)8円(1944)872) ハマモッコク(シャリンパイ)，ホソパシャリンパイ，アッパシャリンパ

イ九州1，琉球

Cronartium flacci・dum (ALB. et SCHW.) WINT. (syn. Cronartium asclepiadeum FR.) 平塚

(1927)へ (1932)227)， (1935)'08) 415) '17), (1938)607九(1943)846" (1944)872) アカマツーシャクヤク，ベニパ

ナシャクヤク，ボタン 北海道，朝鮮，九州，本州

Cronartium kamtschaticum JφRSTAD [syn. Peridermium ρini (WILLD.)? , Peridermium kurilense 

DIET. , Cronartium ρedicularis TRANZ.J 平塚(1928)37人 (1931)1附， (1935)413) , (1944)872) ハイマツ

ーエゾシオガマ，ヨツパシオヵーマ，シオカeマギク，チシマシオガマ 千島，樺太，本州

平塚 (1928)37) (昭 3) ["千島列島産メラムプソラ科に就きて」に次の記事がみられる。

"Peridermium kurilense DIETEL ハヒ 7 ツ (Pinus pumila REGEL) の枝及び幹に寄生す。 1903 年

7 月H ・ H・占守島に於て採集せられたる珍種たり。 1904 年，草野制氏は此れを Peridermium Pini (WILLD.) 

として・…・・記載せられたるも，翌 1905 年， DIETEL 氏は向標品に拠りて此れを新種と検定し ， Periderｭ

抑似倒的rilense DIETEL と命名せり。 1914 年 TRANZSCHEL 氏が勘察加産のハヒマツの幹及び枝に寄

生せる Peridermium を Cronartium sp. として発表せるところのものは，全く本菌と同一なるものと思

惟せらる。更に，同じくハヒマツの枝叉は幹に寄生せる本菌を 1917年 7 月，新島善直博士は本州信濃国御

嫌に於て採集せられ，叉 1926年 7 月下旬，予は…・・・北海道大雪山実に於て多数採集することを得たり。此

等ハヒマツに寄生せる Peridermium は Cronartium 属の鋳子腔時代なる事は疑なしと錐，未だ其生活史

を明かにせず，目下之れが実験中に属す。"と。

翌年同氏(1929)78) (昭 4) は「千島列島産銭菌類に就て」で次のように付言している。“……其後，

一九二七年 R.H.COLLEY 及び M. W. TAYLOR制両氏は本菌の基本標品とヒマラヤ産の Pinus excelsa 

WALL. に寄生する類似種との形態的比較研究をなして，其の差異を論じ， ヒマラヤ産の種類に Perider司

mium indicum なる名を与へられた。本種は北海道及び勘察加にも産するが樺太では未だ採集されない。"

のちに本菌は樺太および本州でもみいだされた。

Cronartium quercuum MIY ABE 平塚(1927戸，伊藤(誠〕・平塚 (1927)問，平塚 (1936) ll9" 平塚・吉

田(1931)170" 平塚(1932)227) 229)，富樫・小沼(1934)390)，平塚 (1935)'附 415)417) ，平塚・吉永(1935)'24) , 

富樫 (1936)悶)，平塚・橋岡 (1937)551九平塚 (1938)'01" (1941)755) , (1942)7問，沢田 (1942)83 1)，平塚

(1943)847) 8'8九沢田(1943)863)，平塚(1944)872) アカマツ，クロマツーミズナラ，カシワ，コナラ，モン

ゴリナラ，クヌギ，アベマキ，コルクガシ，アラカシ，シラカシ， チョウセングリ， シイ，ナラガシワ，

チョウセンナラガシワ，アオナラガシワ，オオバコナラ 北海道，本州，四国，九州，台湾，朝鮮

Cronartium ribicola FISCH. DE W ALDH. (syn. Cronartium ribicola DIET.) 平塚(1927)9" (1928) 35>, 

(1930)"ベ(1934)346)，平塚・橋岡(1935)山)，橋岡(1936)490う平塚 (1936)502)，高木 (1937)585人平塚

(1938)仰に (1939)653) ， (1941)"幻，沢田 (1942)回目，平塚 (1943)8'8) ， (1944)問〉 チョウセンマツーアカス

制草野俊助:遠藤理学士千島占守島採集菌類.植物学雑 18 (212) , p. 198 (1904). 

制 COLLEY， R. H. & M. W. TAYLOR: Peridermium kurilense DIET. on Pinus pumila PALL. 

and Peridermium indicum n. sp. on Pinus excelsa WALL. Jour. Agr. Res. , 34, pp. 327~ 
330 (1927). 
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北海道，棒マンシュウスグリニイタカスグリ，オオモミジスグリ，トカチスグリ，トガスグリ，

太，台湾，朝鮮

グリ，

北海道産標品は 1905 年札幌で高橋(良〕刊こよって採集されたアカスグリ(栽培種〉および 1922 年富鰹

が北見園ウエンナイ(干し文島〉で採集したトガスグリ葉上のものである。

また 1922 年 8 月樺太産資料は 1906 年三宅勉が南樺太コタンケシおよびマクンコタンでエゾスグリで，

北樺太 Kanmeskoe・Dainialkoa において工藤・館脇両氏がトカチスグリ上に採集した標品である。

平塚 (1936)502) (昭 11) I日本産鋳菌類雑記(其八)J には次のように記されている。
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Cronartium 属菌の鏡子腔時代

うせんまつハ同穫の新寄主植物

高木 (1937)585) (昭 12) は「朝

センマツの病害」“1.房須具利

ノ標品ノ送附ヲ受ケタ。筆者ハ

コノ鏡子腔時代ノ発見サレタノ

ハ今回初メテデアリ，ナホ，て

の毛鋳病(鏡子股世代〉発見の

顛末"に次のように述べてい

…)ノ枝ニ寄生セル一種ノ

鮮に於て新に発見されたるテウ

デアル。"

“昭和十一年五月……京畿

道は管内力rl平郡所在道有林内植

る。

Piηus koγ'ai-栽テウセンマツ

ensis SIEB. et Zucc. に未知

の病害発生し漸次蔓延の兆ある

を認め該標本添付の上其病名並

に防除法に関し林業試験場に照

会する所あり。筆者は同標本に

っき直に病菌鑑定調査の結果房

須具利の毛鋳病 Cronartium

ribicora (ribicola) FISCHER 

の鋳胞子世代〔此世代の菌は

Peγideγ慨i加すz Stγobi 
-

曙
告

第 60 図

KLEB. 

と称せらる〕のものによる被害

高木五六 (1937). I朝鮮に於て新に発見されたる

テウセンマツの病害」のタイトル・ページ
と認定したるも尚念の為鋳菌学

1, pp. 169~181 (1906). 者I 高橋良直:二，三の本邦産寄生菌に就て.札幌博物学会報
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の権威者たる鳥取高等農〔業〕学校教授平塚直秀氏の鑑定を煩したるに全く上記病菌に相違なきことを確め

らる。抑も Cronartium ribicola は・…・・。本邦にては夏胞子，冬胞子世代のものは北海道(札幌〉にてフサ

スグリに，樺太に於ては野生スグリ Ribes rubrum・..…上に発見されたるも鋳胞子世代のものは北海道，

樺太共に未だ発見されず唯大正六年新島林学博士が信州御獄山上ハヒマツ Pinus pumila.. ・ H・の枝に発見

せしものを宮部理学博士は P.strobi の如しと鑑定せし旨の記述あるのみにして制朝鮮に於て今回発見した

る被害は実に顕著のものと云ふベく平塚氏が筆者に寄せられし書翰中に『日本領土内にて鋳子腔時代の発

見は今回が最初でありテウセンマツに Cronartium ribicora (ribicola) を発見されたることは小生にとっ

ては大変興味深く同種は大体に於て欧州一西比利直一日本系の種類であることの証明が愈々確になりまし

たH・ H・』と述べあるを見ても実に此発見は学術的好箇の収穫たるのみならず，叉朝鮮の重要林木たるテウ

センマツの新病被害例として大に警戒を要すo 一"とし， “2. 被害状況"には“昭和十一年五月……及

八月…・・・の京畿道調査に基き記述すれば次の如し。

被害樹種 テウセンマツ……(約八年生〉 被害地及其概況京畿道加平郡内面舛安里道有林，第十林班，

海抜六OOm 東南北の三方峯に固まれたる平坦地なり 被害面積二Oha 被害本数六五O本 被害

発生状況 昭和十一年五月上旬主として下木植栽地叉は多湿の造林地に発生し峰通りの乾燥地帯に発生を

見ず，一時針葉に発生したるも漸次自然消滅したることあり， 今回は幹部に発生し漸次蔓延の兆あり。"

'その後高木 (1939)685) (昭 14) はさらに「警戒を要するこ・三の病害虫」で"...・-・本邦に於て本被害は昭

和十一年京畿道加平郡，道有林テウセンマツ造林地に於ける発見が鳴矢で其後江原道准陽郡蘭谷面所在愛

知機械農場テウセンマツ造林に同様被害を発見し，更に今夏恵山営林署管内に於て……同種被害を発見し

た。本病は概して病勢の進行緩漫なるも若木は老木より比較的速に枯死し老木は数年間生活を継続するも

のあれ共被害相当激しき例あれば充分注意を要すon---J' といっている。

本菌による疾病がその英名 blister rust から発疹さび病とよばれたのは昭和中期制で，なお本病の林業

上の重要性についてはすでに述べた制。

Crossoρsora premnae (PETCH) SYD. (syn. Cronartium ρremnae PETCH) 平塚(1941)751>，

(1943)8山，沢田 (1943)863)，平塚(1944)872) ウオクサギ台湾

Crossoρsora sawadae (SYD.) ARTHUR et CUMMINS (syn. Cronartium sawadae SYD.) 平塚・橋

岡 (1937)551九平塚 (1938)605) ， (1943)848)，沢田 (1943)863)，平塚 (1944)872) ケカンコノキ 台溝、

Gambleola cornuta MASSEE 平塚 (1934)叫へ平塚・橋岡 (1934)34町沢田 (1942)831九平塚(1943)848) , 

(1944)872) アリサンヒイラギナンテン 台湾

平塚 (1934)346) (昭 9) は「日本産鋳菌類雑記(其一)J で次のように述べている。“橋岡君ガ台湾阿里山

デ採集サレタありさんひひらぎなんてん Mahonia lomariifolia TAKEDA ニ寄生セル一銭菌…・・・ヲ

Gambleola cornuta MASSEE ト検定スル0・…・・因ニ本種ハ Gambleola 属ノ唯一種デ，今日迄ハ Mahonia

nepalensis ガ唯一ノ寄主植物トナッテ居リ印度特ニヒマラヤ山岳地方ノ特産種トシテ知ラレテ居タ珍種デ

アノレ。"

橋岡 (1937)悶)(昭 12) もまた「台湾に産する鋳菌のー珍種」で本菌を紹介している。

持1 Cronartium ka1刊tschaticum JφRSTAD のことをいっているのではあるまいか。

制伊藤一雄:林木の耐病性.東京， p. 18 (1959). 

制一一一一:日本における樹病学発達の展望一日本樹病学史一(I ).林試研報 174, p. 110 (1965). 
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Hyalopsora aculeata KAMEI , Sp. nov. 亀井 (α19回32)'36)，平塚 (ο19田32わ)229町)'口31口)， (ο19田33め)274ペ亀井

(ο19悶33め)'附 2叩，平塚 (1935)415) 417)，平塚・吉永(1935)山)，平塚(1936)5附， (1938)607)，伊藤(誠〉・本間

(1938)613) ，亀井 (1940)720九平塚 (1944)872) アオトドマツ シシガシラ 北海道，本州，四国，九州，

律太

Hyalopsora aspidiotus MAGNUS 平塚 (1930)114) 116) , (1932戸川平塚・吉田 (1932)'33九平塚 (1936)

500) , (1939)653) , (1944)872) (Abies alba, A. balsamea)ーウサギシダ 樺太，北海道，朝鮮

Melampsora abietis.populi IMAI (syn. Caeoma abietis-mayrianae IMAI) 伊藤(誠〉・村山 (1943)852) ，

今井 (1942)806)，平塚 (1944)的〉 アオトドマツーセイヨウハコヤナギ北海道

Melampsora arctica ROSTR. 平塚 (1937)54ベ (1944)仰〉 ネコノメザクラーチシマヤナギ，ミヤマヤ

ナギ，~ンヨウチシマヤナギ，マルパヤナキ 千島，北海道

Melampsora chelidoni-ρierotii MATSUMOTO 平塚 (1944)87') オオタチヤナギークサノオウ，ムラ

サキケマン本州

Melampsora coleosρorioides DIET. 吉永・平塚 (1930)"口，平塚・吉永 (1935)4山，平塚 (1938)607九

(1943)848) , (1944)'72) シダレヤナギ，アカメヤナギ，タチヤナギ 四国，台湾，北海道，本州，九州

Melampsora daρhnicola JφRSTAD (syn. Uredo dajうhnicola DIET. , Uredo daphnes NAGAI et 

SHIMAMURA) 永井〔政〉・島村(1933)30'>，平塚(1934)346) ， (1937)546) ナニワズ千島

永井〈政〕・島村 (1933)3叩は千島国後島チヤチヤ岳で発見，これを新種と認めて Uredo daρhnes NAGAI 

et SHIMAMURA, Sp. nov. と記載し，なお r.. ・ H・未ダなにはづ上ノ Melampsora 属菌或ハ他ノ鋳菌属ノ

記載セラレタルモノナケレド恐ラクハなにはづト同科中ノがんぴ属ノ 4 種 Wikstroemia japonica, W. 

sikokiana, W. indica (本邦産〕及ピ W. canescentis (印度)ニ寄生セル Melampsora yoshinagai P. 

Henn. ノ近縁種ナラザノレヤト思考セラル」と記している。

これに対して平塚 (1934)346) (昭 9) は「日本産鋳菌類雑記(其ー)J で次のように述べている。“……少

シ愚見ヲ述べテ見タイ。先ヅ第一ニ両君ハがんぴ属ノ植物ニ寄生スル Melampsora Yoshinagai P. Henn. 

ヲ持チ出ス前ニ同少なにはづ属植物ニ寄生スル既知種 Uredo daphnicola Diet. ナル種類ニ就テ吟味スル事

ヲ忘レテ居ノレ。(恐ラク文献調査ガ粗漏ダツタ為メ見付ケ出シ得ナカツタト思ハレル)0 Uredo daphnicola 

Diet. ハ……なにはづ属ノ一種……ノ葉上ニ発見サレタ……標品ニ基イテ 1898 年ニ Dietel 氏ガ……命名

記載サレタ種類デアツテ，糸状体ノ:存在，夏胞子ノ大サ等ノ点デ永井・島村両君ノ作ラレタ種類ト類似シ

テ居Jレ。 H ・ H・"と。

Melamρsora epiρhylla DIET. 平塚 (1944)87') ナガパヤナギ(カラフトヤナギ，オノエヤナギ) 本

チト|

Melampsora humilis DIET. 平塚・吉永(1935)山，平塚(1938)607)， (1941)755), .(1944)87') ホソパコ

リヤナギ，コリヤナギ，イヌコリヤナギ 四国，本州，九州

Melampsora idesiae MIY ABE 吉永・平塚(1930)'51う平塚・吉永(1935)山)平塚(1944)872) イイギ

リ 四国，本州，九州

Melam戸sora kiusiana HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚 (1943)酬)， (1944)間〉 ヒメヤナギ九州

Melampsora larici-caρraearum KLEB. 平塚 (1927)町山 1幻， (1928)35>, (1929) 77), (1930)'16). 河合・

大谷 (1931) 180九平塚 (1932)山)，橋岡 (1936)490九平塚 (1938)607う(1940)704う(1944)87') カラマツ，グ
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イマツ(?)ーパッコヤナギ，コウライパッコヤナギ北海道，樺太，朝鮮，本州

Mel疥psora larici-eρitea KLEB_ (syn_ Melampsora larici-daρhnoides MATSUMOTO , M. lariciｭ

miyabeana MIYABE et MATSUMOTO, M. larici-opaca MIYABE et MATSUMOTO) 平塚(1927)11)

山，伊藤〈誠〉・平塚(1927)'ベ平塚 (1928)35) ， (1930) 116)，沢田 (1931)201九平塚 (1932)227) 229), (1933)別〉，

平塚・吉永 (1935)'2ペ平塚 (1938)607)， (1939)651) , (1940)川)， (1943)8'7) 8'8) , (1944)872) カラマツーエゾ

ヤナギ，ナガパヤナギ(オノエヤナギ)，キヌヤナギ，タイリクキヌヤナギ，コリヤナギ北海道，樺太，

本州，四国，朝鮮，台湾

平塚 (1927)'2)(昭 2) は松本 (1915)制(大 4) が各々別種とした M. larici-daphnoides MATSUMOTO, 

M. larici-miyabeana MIYABE et MATSUMOTO および M. larici-opaca MIYABE et MATSUMOTO 

をすべて本菌の synonym とした。

Melampsora larici-ρoρulina KLEB. 平塚 (1927)町 12)， (1928) 35), (1929) 77), (1930)"6) , (1932)227に

(1938)607) , (1939)651), (1940)70'九(1944)872) カラマツードロノキ，セイヨウハコヤナギ北海道，樺太，

朝鮮

平塚 (1927)'5) (昭 2) は「メラムプソラ科の数種に於ける冬胞子発芽に就きて」で本菌の発芽について

…冬胞子は再蒸溜水中に浸潰する事に依りて著しく其の発芽を促進せしめ早きは十二月中旬に己に発

芽するを見たり o ・・漫漬せざるも，一月下旬乃至二月上旬に発芽し得。"と述ベている。なお氏 (1932)228)

〈昭 7) は冬胞子の発芽に及ぼす浸漬の影響についてふたたび報じている。

Mèlamρsora larici・urbaniana MATSUMOTO 平塚 (1927)的 12) ， (1932)227) 229) , (1938)附う(1943)847) , 

(1944)872) カラマツ類一オオパヤナギ北海道，本州

平塚 (1932)228) (昭 7) は「越年性冬胞子に及ぼす浸漬の影響に就て」で，本菌の冬胞子を蒸溜水に 6 日

間以上浸潰することによって発芽を著しく促進することができた，としている。

Melampsora laricis HARTIG 平塚(1929) 77)， (1930)'14) 116) , (1944)872) カラマツ ヤマナラシ樺

太，北海道，本州

Melamρsora magnusiana W AGNER 平塚 (1927) 9) 1日間，伊藤(誠〉・平塚(1927) 18)，平塚(1932)問〉，

(1940) 704), (1942)脚)， (1943)附)， (1944)872) クサノオウーヤマナラシ，エゾヤマナラシ，チョウセンヤマ

ナラシ北海道，朝鮮，本州，四国

Melamρsora medusae THÜM. 平塚 (1938)607九 (1939)651九 (1944)872) ドロノキ 北海道

Melampsora microsora DIET_ 平塚 (1944)肌》 タチヤナギ本州

Melamρsora salicis-warburgii SAWADA, sp_ nov. 沢田(1931)20九平塚(1941)削)， (1943)8'町，

(1944)87幻 タイワンヤナギ台湾

Melampsora yezoensis MIYABE et MATSUMOTO 平塚 (1927) 9)，富樫 (1936)52町，平塚(1944)問》

エゾノエンゴサクーシロヤナギ，エゾシロヤナギ北海道，本州

Melamρsora yoshinagai P. HENN. (syn. Melampsora wikstroemiae P. HENN.) 沢田 (1928)65) , 

吉永・平塚 (1930)151);平塚 (1930)"町， (1934)3附，平塚・吉永 (1935)' 17) '2ペ平塚・橋岡 (1937)55 1)，平塚

(1937),46) , (1938)60町 607に沢田 (1942)83 1)，平塚 (1943)847) 8'町，沢田 (1943)863九平塚 (1944)872) インド

凱松本規: Impfversuche mit Melampsora auf Japanischen Weiden. 札幌博物学会報 6， pp. 

22-37 (1915). 
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ガンピ，コガンピ， ミヤマガンピ，ガンピ，キガンピ 台湾，四国，本州，九州

Me1amlりsorella caryophyllacearum SCHROET. (syn. Mela問ρsorella elati担α(ALB. et SCHW.) 

ARTH.] 平塚 (1927)ペ (1928)'日間 3九 (1929)16>，原(1930) 108> , 平塚 (1930) 1l 6> 川〉旧>， 河合・大谷

(1931) 18町，平塚 (1932)口1)削， (1933)214>，平塚・吉永(1935)"'>，平塚 (1935)~叩山，橋岡 (1936)"0)，平

塚 (1936)500) 502)，富樫 (1936)悶)，平塚 (1938)601り (1940)108) ， (1943)841), (1944)812) ァオトドマツ，ア

カトドマツ，モミ，ウラヲロモミ，アオモリトドマツ， シラビソ ミミナグサ， ハコベ，エゾフスマ，エ

ゾノミヤマハコベ，エゾヤマハコベ， タカネミミナグサ， ミヤマミミナグサ， イワツメクサ，ナガパツメ

クサ 北海道，樺太，千島，本州，四国

Melampsoridium alni (THむ M.) DrET. (syn. Melampsoridium alni-p輜dulae HrRATSUKA, f. , M. 

alni・jirmae HIRATSUKA , f.J 平塚 (1927)1) 町山，伊藤(誠〕・平塚 (1927) 18九平塚 (1928)'円 (1929)問，

(1930) 116) 1 山， (1932)221) 229) , (1933)2問，平塚・吉永(1935)'24)，平塚 (1935)山 411) ， (1936)50ベ富樫

(1936)5叩，平塚 (1938)附>， (1939)651) , (1941)155), (1943)841九 (1944)肌〉 カラマツ，グイマツ，オオシユ

ウカラマツ ミヤマハンノキ，カラフトミヤマハンノキ，オオミネパリ，ヤシャブシ. ヒメヤシャブシ

本州，北海道，樺太，四国， jL1札

平塚(1930)口町昭 5) は「山陰地方産メラムプソラ科に就て」で次のように記している。

“一九二七年，著者はヒメヤシヤブシ上の菌をミヤマハンノキに寄生する Melampsoridium Alni 

(Th�.) Diet. と区別して， Melampsoridium Alni-pendulae Hirats. f. と命名せるも，其後各地より得

たる多量の材料によりて其の形態を検し，更に生態的調査をなせる結果，両者は同一種として取扱ふを以

て至当なりとの結論を得たり。"なお ， Mela悦psoridium alni-firmae HrRATsUKA , f. もまた Melamp­

soridium alni (THﾜM.) DrET. の synonym とされている。

Melanゆsoridium betulinum (DESM.) KLEB. 平塚 (1927)') 山， 伊藤(誠〕・平塚 (1927)18) ， 平塚

(1928)間町 (1929)11). (1930) 116) , (1933) 2問，富樫・小沼 (1934)390)，平塚・吉永 (1935)42ぺ橋岡 (1936)490) , 

平塚 (1936)5附，富樫 (1936)528>，平塚 (1938)601) ， (1944)872) グイマツーシラカンパ，ポロナイカンパ，

ダケカンパ，カラフトダケカンノ\，ウダイカンノ\，シコクダケカンパ 北海道，樺太，本州，四国

Melampsoridium hiratsukanum S. ITo, sp. nov. 平塚(1927) 1)町11)， (1928) 35) , (1929) 11), (1930) 

116) 119) 吉永・平塚(1930)山)，河合・大谷(1931)附，平塚(1932)叩) 229) , (1934)346)，富樫・小沼 (1934)削〉，

平塚・吉永(1935)"')，平塚 (1935)'口)，富樫 (1936)528う平塚 (1938)601)， (1940)108)パ1941)155) ， (1942)問)

(1943)開〉 カラマツーケヤマハンノキ，ヤマハンノキ，ヤハズハンノキ 本州，四国，北海道，樺太，九

州，朝鮮

Melampsoridium caゆini (FUCK.) DrET. 平塚 (1927)ペ (1930) 口町 吉永・平塚 (1930)山)，平塚

(1932)22') ，富樫・小沼(1934)'90九平塚 (1935)'べ平塚・吉永 (1935)山)，平塚 (1936)500九平塚・橋岡

(1937)551>，平塚 (1938)601) ，沢田 (1942)831り平塚 (1943)841)倒的，沢田(1943)863)，平塚 (1944)872) サワシ

パ，イヌシデ，アリサンシデ，アカシデ 北海道，本州，四国，九州，台湾

Milesi仰 dryopteridis KAMEI, sp. nov. 亀井(1932)間)，平塚 (1932)山，亀井 (1933)28日，平塚

(1936)500>, (1938)601) ， 伊藤〔誠〉・本間 (1938)6円亀井(1940)問】，平塚 (1943)841)， (1944)872) ァオトド

マツ リョウメンシダ(コガネワラビ) 北海道，本州
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Milesina exigua F ALL 亀井制(1930) 124)，平塚 (1932)229) 231) , (1935)附 415) 417)，平塚・吉永 (1935)'24>.

平塚 (1936)目的，橋岡 (1937)535)，平塚 (1938)607う亀井 (1940)121>，沢田 (1942)831)，平塚 (1943)84町制〉，

(1944)872) モしアオトドマツ，アカトドマツーホソイノデ， :;ュウモン少シダ， イノデ， サカゲイノ

デ，イシカグマ，イワヒメワラビ 北海道，本州，四国，九州，朝鮮，台湾

Milesina frucluosa (FAULL) HIRATSUKA , f. , nov. comb. (syn. Milesia frucluosa FAULL) 平

塚 (1936)500>， (1939)'53) (Abies spp.)ーホソパノイタチシダ朝鮮

Milesina itoana KAMEI , sp. nov. 亀井 (1935)'"に平塚 (1936)目的， (1938)607)，亀井(1940)721九平

塚 (1944)872) アオトドマツ，アカトドマツーオシダ北海道

Milesina jezoensis KAMEI et HIRATSUKA , f. , sp. nov. 亀井 (1931) 175)，平塚 (1932)231に亀井

(1933)加)，平塚(1936)5附， (1938)'01人伊藤(誠〉・本間 (1938)613)，亀井(1940)12九平塚(1944)問〉 アオ

トドマツーエゾデンダ 北海道

Milesina miyabei KAMEI , sp. nov. 亀井 (1932)231) ，平塚 (1932)23日，亀井(1933)山〉，平塚(1934)

附)，平塚・橋間 (1934)3" り平塚 (1936)500) ， (1938)502)，亀井 (1940)問)，沢田(1942)831)，平塚(1943)848). 

(1944)81町 アオトドマツーオシダ，タカネオシダ('"キヒレシダ〉 北海道，本州，台湾

Milesi持a sublevis (FAULL) HIRATSUKA, f. , nov. comb. (syn. Milesina scolependrii (not JAAP.)) 

平塚 (1936)50町， (1938)附>，亀井 (1940)山〉，平塚(1944)812) アオトドマツーコタニワタリ 北海道，本

州

Milesina vogesiaca SYD. 平塚 (1935)' 11)，平塚・吉永 (1935)424)，平塚 (1936)500) ， (1944)812) ( Abies 

alba)ーイタチシダ，オオイタチシダ 四国，本州，九州

Ochroρsora kraunhiae (DIET.) DIET. (syn. Phakoρsora (?) kraunhiae DIET.) 吉永・平塚(1930)

15勺平塚・吉永(1935)42的，平塚(1938)'01)， (1944)812) ヤマフツ 四国，本州，九州

Ochropsora nambuana (P. HENN.) DIET. (syn. Coleosporium nambuanum P. HENN.) 吉永・

平塚 (1930)山九平塚・吉永(1935)'叩，平塚 (1938)'05)， (1944)81幻 アキグしマルパグミ 四国，九州、1.

本州

Phakoρsora ampelopsidis DIET. et SYD. (syn. Phakoρsora vitis SYD.) 平塚 (1928)36) ，沢田

(1928)'5)，平塚 (1930)" 9) ，吉永・平塚 (1930)山)，平塚 (1932)229) ，平塚・橋岡 (1933)21 1)，平塚 (1935)'08)

'0町 41 7) ，平塚・吉永 (1935)424)，平塚 (1936)5附，富樫(1936)日町，平塚・橋岡 (1937)日日，平塚 (1938)601う

(1940)'03), (1941)153) 155) , (1942)804)，沢田 (1942)831九平塚 (1943)841) 848) ，沢田 (1943)863) ，平塚(1944) 間〉

ノブドウ，ヤマブドウ，ブドウ，ツタ，サンカクヅル，ナツヅタ 台湾，北海道，本州，四国，九州，朝

鮮，琉球

Phakoρsora cingens (SYD.) HIRATSUKA, f. (syn. Melamρsora cinegans SYD., Schroeteriaster 

cinegans SYD. , Bubakia cingens (SYD.) S. ITo) 平塚 (1936)叩)， (1937)551)，伊藤(誠)・本間 (1938)

613) 沢田 (1943)863) ，平塚(1944)81 2) タイワンヒトツパハギ，カンコモドキ 台湾

Phakopsora ehretiae HIRATSUKA (syn. Schroeteriaster ehretiae (HIRATSUKA) SYD. et BUTL.. 

Bubakia ehretiae (HIRATSUKA) S. ITo) 平塚・橋岡 (1935)叩》，吉永・平塚 (1930)15 1)，平塚・吉永

(1935)山)，平塚 (1936)497) 503り伊藤(誠〉・本間 (1938)61 3)，平塚 (1940)'03)， (1941)'日入 (1942)80叫， (1944) 

勢1 Milesina 訂ogesiaca SYD. としている。
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872) ，沢田(1943)回日 862) タカサゴチシャノキ， チシャノキ， リュウキュウチシャノキ 台湾，四国，琉

球，本州，九州

Phakopsora formosana SYD. 平塚・橋岡 (1933)277九平塚(1935)40町， (1941)753) , (1942)80叫， (1943)848ヘ

沢田 (1943)865)，平塚 (1944)872) ヒラミカンコノキ，ウラジロカンコノキ 台湾，琉球

Phakopsora glochidii ARTHUR (syn. Schroeteriaster glochidii SYD. , Bubakia glochidii DIET.) 

平塚・橋岡 (1935)山)，平塚 (1936)497)，沢田 (1943)862九(1943)865)，平塚 (1944)872) アカカンコ，セイロ

ンカンコノキ，カキパカンコノキ 台湾

Phakoρsora innata (SYD. et BUTL.) SAWADA , nov. nom. (syn. Aecidium innata SYD. et BUTL.) 

平塚・橋岡 (1937)551) 沢田(1942)83九平塚 (1943)847り沢田 (1943)8叩， (1943)865) ケカンコノキ，ヒラ

ミカンコノキ，カキバカンコノキ，カンコノキ 台湾

Phakopsora meliosmae KUSANO 吉永・平塚 (1930)15 1) ，平塚(1933)2問，平塚・橋岡 (1934)349】，平塚・

吉永(1935)山1，平塚 (1935)409) ， (1937)叩， (1940)708ヘ沢田 (1942)831)，平塚 (1943)847) 848), (1944)町2)

アワブキ， リュウキュウアワブキ， ミヤマハハソ 本州，四国，台湾，九州

Phakoρsora pachyrhizi SYD. (syn. Phakoρsora sojae SA W ADA) 沢田 (1933)308)，平塚(1935)'08)

409) ，平塚・橋岡(1937)551) ，平塚 (1940)708ら(1943)847)削)，沢田 (1943)863)，平塚 (1944)872) クズ，クズ

イモ，ダイズ 台湾，本州，四国，九州，朝鮮

Pucciniastrum actinidiae HIRATSUKA , f. , Sp. nov. 平塚 (1936)5附，平塚・橋岡 (1937)55 1)，平塚

(1937)548入沢田 (1942)83 1) .平塚 (1943)叫)，沢田 (1943)863) ，平塚(1944)872) タイワンサルナシ 台消

Pucciniastrum castaneae DIET. 平塚(1927)ベ(1930)1山 119)，吉永・平塚 (1930)15 1) ，平塚 (1933)174) ，

平塚・橋岡(1933)277)，沢田 (1933)308九平塚・吉永(1935)4山，平塚(1935)4附 417り (1936)500) 503人 (1937)5叫に

(1938)6071, (1943)847) 848)，沢田 (1943)863)，平塚(1944)872) クリ 本州，四国，九州、，1，台湾，朝鮮

Pucciniastrum circaeae (THﾜM.) SPEG. 平塚 (1927)7) 町 9) ll) , (1928)35) 37), (1929)781, (1930)115) 口町

119), (1932)229) , (1933)2叫，平塚・吉永 (1935)叫)，平塚(1936)500) ， (1937)548) , (1940)708)，沢田 (1942)83 1) , 

平塚 (1943)847) 848) (Abies alba)一己ヤマタニダデ，ウシタキソウ，タニタデ， ミズタマソウ，タツタカ

タニタデ 北海道，樺太，千島，本州，四国，台湾，九州

Pucc匤iastrum clemensiae ARTHUR et CUMMINS 平塚(1938)附)， (1941)751う (1943)848) ， (1944)間〉

タイワンニンヲンボク 台湾

Pucciniastrum coriariae DI ET. 平塚(1927戸， (1930) ll;)，沢田 (1931)201九平塚・橋間 (1933) 277); 

平塚 (1936)500) ， (1937) 叫1， (1943) 8481，沢田(1943)863)，平塚(1944)872) タイワンドクウツギ， ドクウツ

ギ台湾，本州

Pucciniastrum corni DIET. (syn. Pucciniast問問 corni HIRATSUKA) 平塚 (1927) 町， (1930) 口町，

吉永・平塚 (1930)151九平塚 (1932)229九平塚・吉永(1935)'叩，平塚(1935)417) ， (1936)500人(1937)548に

く1940)7 叫附〕九，(1ω94必2)8制剛00) ， (1943め〉叩

Pucαci仇ni勿ast門問tm corylμi KOMAR. 平塚(1927)町ベ (1930)115) 1191, (1932)229) , (1933)274) , (1935)408九

(1936) 500)，富樫 (1936)528)，平塚(1937)叫)， (1938)607), (1940)708) , (1941)'町， (1943)開り (1944)872) オ

オパツノハシバミ，ツノハシパしハシバミ 北海道，本州，朝鮮，九州

Pucciniastrum φilobii OTTH 平塚 (1927)8) 9) ll) , (1928)叩， (1932)227), (1936)500) , (1937)548り(1938)
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607) , (1939)6叩， (1943)掛川 (1944)672) アオトドマツーヤナギラン，イワアカパナ，ヤナギアカパナ 北海

道，樺太，本州，朝鮮

Pucciniastrum fagi Y AMADA , Sp. nov. 平塚(1930) 115), (1934)"ベ(1935)415) 417) , (1936)5附.富樫

(1936)528九平塚 (1937)叫)， (1938)607), (1943)847), (1944)872) ブナ 本州，九州

平塚 (1934)"町(昭 9) ["日本産鋳菌類雑記(其二)J によれば“ぶな……ヲ寄主トスル本菌ハ今ヲ去Jレ約

30 年前山田玄太郎，沢田兼吉両氏ガ陸中国各地デ採集サレタ擦品ニ基イテ山田氏ガ新種ト認定サレ，其ノ

公表ハ 1930年著者ノ報交……上ニナサレタ。サテ，コノ鋳菌ノ分布ハ今日迄陸中ノミニ限ラレテ居ル様ニ

思ハレテ居ツタガ，昨秋(1933) 11 月……図ラズモ著者ハ伊豆天城山……デ本菌ヲ発見シタ。主主ニ本菌ガ

本州北部ノミナラズ南部ニモ分布シテ居ルト云フ事ヲ報告スル。"と。

Pucciniastrum hikosanense HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚 (1940)705) ， (1941)751り (1943)制)，

(1944)872) ウリハダカエデ，タイワンウリハダカエデ九州，台湾 本菌は昭和 13 年 (1938) 10 月，香

月保(現繁孝〉が福岡県英彦山において初めて発見，翌 14 年 10 月，平塚もまた岡山中で採集。

Pucciniastrum hydrangeae-�etiolaridis HIRATSUKA , f., sp. nov. 平塚 (1927)7)的ペ伊藤(誠〕・平

塚(1927)山，平塚 (1929) 76), (1930) II日 116) 川九 (1932)悶)， (1933)274) , (1934)"6)，平塚・橋岡(1934)叫〉，

平塚 (1935)川)，平塚・吉永 (1935)'"九平塚 (1936)50ペ (1937)"8)，沢田(1942)叩)，平塚 (1943)附)削)

沢田 (1943)863)，平塚 (1944)872) ツルアジサイ，タイワンツルアジサイ，タイワンゴトウヅル 本州，北

海道，樺太，台湾，四国，九州

平塚 (1934)'46) (昭 9) は「日本産鋳菌類雑記(其ー)J に次のように述べている。“……永井・島村302)両君

ハ札幌農林学会報 第25巻 p. 84 (1933) ニ千島国後島チヤチヤ岳及ピ植内デつるあぢさゐニ寄生スル本菌

ヲ採集シタト記録サレテ居ノレガ，永井君カラ拝借シタ標品ニヨルト意外ニモ Pucciniastrum Hydrangeaeｭ

ρetiolaridis デハナク ， Puccinia 属ノ異種寄生種ノ銭子腔時代 (Aecidium Hydrangeae-ρaniculatae 

DIET. ニ符合スル〉デアル。叉寄主植物モつるあぢさゐデナク，葉ノミデ判定ニ苦シムガのりうつぎ

Hydrangea ρaniculata SIBE. カ或ハコレニ近イモノノ様デアル。デアルカラ Pucciniastrum Hydranｭ

geae-�etiolaridi s ノ千島ニ産スル事ハ猶不明デアルト云フ事ヲ明記シテ置ク。"と。

Pucciniastrum ishiuchii HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚 (1943)845)， (1944)871) ウツギ 本弁|

Pucciniastrum kusanoi DIET. 平塚(1927戸， (1930) 115) 119)，吉永・平塚 (1930)15 1) ，平塚(1932)229に

(1933) 273) 2円 (1935)417)，平塚・吉永 (1935)山)，平塚 (1936)500) ， (1937)山， (1938)叩)， (1940)708) , (1941) 

755) , (1943)間)， (1944)872) アオトドマツーリョウブ 本州，四国，九州

Pucciniastrum malloti HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚・橋岡 (1935)仰に平塚 (1936)500) ， (1937)548) , 

沢田 (1942)"勺平塚 (1943)847)，沢田 (1943)862九平塚(1944)871) アカメガシヲ 台湾

Pucciniastrum miyabeanum HIRATSUKA 平塚 (1927)田へ (1928)'ペ (1930)山) 116) 11円(1932)227)

229) , (1936)500)ベ1937) 548) , (1938) 607り (1940)708) ， (1943)847) (1944)872) アオトドマツームシカリ 北海

道，本州，樺太，九州

Pucciniastrum stachyuri (DIET.) HIRATSUKA , f. et YOSHINAGA , nov. comb. (syn. Uredo 

stachyuri DIET.) 平塚・吉永(1935)'刊，平塚 (1936)500九 (1937)"8) ， (1944)町田 キブシ，ハチヲョウキ

ブシ，ヒマラヤキブシ 四国，九州

Pucciniastrum styracinum HIRATSUKA 平塚 (1927)8) 町， (1930) 115) , (1932)229)，平塚・橋岡(1933)
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277) ，沢田 (1933)308】，平塚(1934)附，平塚・吉永 (1935)424う平塚 (1936)500) 503)ベ1937)548) ， (1938)601に

(1941)75町， (1943)847> 848)，沢田 (1943)863)，平塚 (1944)812> アオトドマツーハクウンボク，エゴノキ，タ

イワンエゴノキ，オオパアサガラ 北海道，本州，九州，台湾，四国，琉球

Pucciniastrum tiliae MIY ABE 平塚 (1927)7) ') 11) , (1930) 1lS>, (1936)同町， (1937)5附， (1 938)601) , 

(1940)川)， (1943)847九(1944)872) アオトドマツ シナノキ，オオパボダイジュ，アムールシナノキ 北海

道，本外1，朝鮮

Pucciniastrum yoshinagai HIRATSUKA , f., sp. nov. 平塚 (1931) '6'う平塚・吉永 (1935)刷，平塚

(1936)500に(1937)548)， (1944)872) ナッツバキ 四国

Pucciniosira clemensiae ARTHUR et CUMMINS 平塚 (1937)問)， (1938)附)， (1943)848人 (1944)肝幻

クロミノヘピノボラズ 台湾

平塚 (1937)叫)(昭 12) は「台湾で採集された鋳菌のー珍種」で次のように記している。“橋岡良夫学士

……が台湾で初めて採集されたー珍種， Pucciniosira Clemensiae ARTH. et CUMM. を紹介する。同種

はクロミノヘピノボラズ……の葉の裏面に寄生するもので…・・。 Pucciniosira 属菌が我国領土内に見出さ

れたのはこれが最初であり，植物地理学上非常に興味深いのである。本種はH ・ H・，その基本標品はH・H・フ

イリツピン諸島ルソン島……山中で Berberis barandana Vm. の葉に寄生せるもので，未だ他所では採

集された報告はない様である。……"と。

Pucciniostele ampeloρsidis SAWADA , sp. nov. 沢田 (1942)832) タイワンウドカズラ 台湾

Thekopsora areolata (FR.) MAGNUS 平塚 (1927)円9) 11) 16), (1928)35), (1929)74う橋岡 (1936)490九

平塚 (1936)5附， (1937)548), (1938)607), (1944)872) エゾマツ，アカエゾマツ(盤果〕ーエゾノウワミズザク

ラ，シウリザクラ 北道道，棒太，本州

Thekopsora hakkodensis S. ITO et HIRATSUKA, f. , sp. nov. 平塚(1927)7) 13)，伊藤(誠〉・平塚

(1927)山，平塚(1929)問， (1932)四日， 富樫・小沼(1934)捌)， 平塚(1936)500) , 富樫 (1936)悶)，平塚

(1937)548) , (1943)847), (1944)872) ハナヒリノキ 本州，北海道

Thekopsora menziesiae HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚 (1927)7)的 11) 13)，伊藤(誠〕・平塚 (1927)'剖，

平塚 (1929)川， (1933)274)，富樫・小沼 (1934)削)，平塚 (1936)5附， (1937)548入 (1944)87 2) ヨウラクツツ

ジ，コヨウラクツツジ 本州，北海道

Thekopsora myrtillina KARST. 平塚 (1927)円町 ium，伊藤(誠〉・平塚(1927)問，平塚 (1928)35) 37) , 

(1929)間 7 7) 78)，原 (1930)'08)，平塚 (1930) 116)旧)，河合・大谷 (1931)'80)，平塚(1933) 274)，平塚・吉永

(1935)'24) ，平塚 (1935)'13) ， (1936)50町，富樫 (1936)528九平塚 (1937)"8)， (1938)605) , (1939)651) 653う (1940)

706) 707) 708), (1943)847), (1944)872) クロウスゴ，ウスノキ，エゾクロウスココスノキ，クロマメノキ，カク

ミノスノキ，オオパスノキ，ネヲキ，カシオシミ，アクシパ，ナツハゼ 本州，北海道，四国，樺太，千

島，朝鮮，九州

Thekopsora ρseudo-cerasi HIRATSUKA, f. , sp. nov. 平塚 (1927)7) 町 16) ， (1929)問， (1936)500ヘ

(1937)548), (1944)872) エゾヤマザクラ，セイヨウミザクラ 北海道

Thekopsora sρarsa (WINT.) MAGNUS 平塚 (1927) 7)9) 13) , (1928)3日37)， (1929)問 78)， (1930) 114) 116九

富樫・小沼 (1934)390)，平塚 (1935)川)， (1936)500) , (1937)刷〉 クマコケモモ 北海道，樺太，千島，本州

Thekopsora triρetaleiae HIRATSUKA , f., sp. nov. 平塚 (1927)η9) 13)，伊藤(誠〉・平塚(1927)18九平
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塚 (1929)7ペ (1930)119) ， (1932)22へ (1933)別)，富樫・小沼(1934)390)，平塚(1935)"'>， (1936)500九富樫

(1936)528) ，平塚(1937)548) ， (1943)附)， (1944)872) ミヤマホツツジ，ホツツヲ 本州，北海道

Thekopso叩 vacciniorum KARST. 平塚 (1927)7) 9) 1日間，伊藤(誠〕・平塚 (1927)山，平塚 (1928)35) 37ら

く1929)74) 7ペ (1930) 116)，河合・大谷(1931) 180) ，平塚 (1933)2問， (1935)413) , (1936)刷)，富樫 (1936)悶"平

塚 (1937)54ペ (1939)6日)， (1944)町田 コケモモ本州，北海道，樺太，千島，朝鮮

Uredinopsis adianti KOMAR. 平塚 (1927)ペ (1932)229) ，亀井 (1933)281>，平塚 (1934)叫〉，平塚・吉

永(1935)47ペ平塚(1938)607九 (1939)間)，亀井(1940)720)，平塚 (1943)847九(1944)87 2) アオトドマツ

クヲャクシダ 北海道，本州，四国，朝鮮

Uredinoρsis athyrii KAMEI , sp. nov. 亀井 (1932)237>，平塚(1932)叩)，亀井(1933) 281>，平塚

(1938) 607) ，亀井 (1940)720)，平塚(1941)751九(1943)84へ(1944)872) アオトドマツーメシダ(ミヤマメシ

ダ〉 北海道，台湾，本州

Uredinopsis filicina MAGNUS 平塚(1927)町 i九 (1929)76)， (1930)"6) , (1933)274)，亀井(1933)加)，平

塚 (1934)3(6) ，平塚.吉永 (ο19田35め)'叫山24刊4叫〉

平塚 (ο19幻35め)408汽 (1ω93羽8)附)， 亀井

(1940) 703)，平塚 (1944)872) アオト

ドマツーミヤマワラビ 北海道，樺

太，本州，千島，四国，朝鮮

Uγedinopsis hirosakiensis KA-

MEI et HIRATSUKA , f. , sp. nov. 

亀井(1932)叩)，平塚 (1932)叩)，

亀井 (1933)281)， (1 934)356九平塚

(1935)叫)， (1938)607)，亀井(1940)

720) ，平塚 (1943)847に (1944)87 2) ア

オトドマツーヒメシダ北海道，朝

鮮，本州

Uredinopsis intermedia KAMEI, 

sp. nov. 亀井 (1932)237九平塚

(1932)227) ，亀井(1933)281)，平塚

(1934)附パエ938)607)，亀井 (1940)

720) ，平塚 (1944)872) アオトドマツ

ーミヤマシケシダ，オオメシダ北

海道，本州

Uredinopsis kameiana FAULL 

亀井 (1940) 720) ，平塚(1944)872) ア

オトドマツ，アカトドマツ，パルサ

ムモミ ， Abies holoPhylla , Abies 

neρhroleρis ワラビ 樺太，北海

第 61 図亀井専次(1940).

rStudies on the cultural experiments of the fern rusts 

of Abies in JapanJ (日本におけるシダーモミ属さび菌

の異種寄生性〉のタイトル・ペーヲ
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道，本州，四国，九州，朝鮮

Uredinopsis ossaeiformis KAMEI , sp. nov. 亀井 (1932)問)，平塚(1932)日1)，亀井 (1933)加)，平

塚(1935)408) ， (1938)叩)，亀井(1940)間)，平塚(1944)872) モしアオトドマツ，アカトドマツーシラネ

ワラビ~ヤマベニシダ 北海道，朝鮮，本州

u何di珂opszs ρteridis DIET. et HOLWAY 平塚 (1927戸， (1929) 76) , (1930) 116) 119ヘ亀井 (1930) 123う

平塚 (1932)229)，亀井 (1933)山)，平塚・吉永 (1935)'24)，平塚(1935)'附 417) ， (1938)附) アオトドマツー

ワラビ 北海道，樺太，本州，九州，台湾，四国，朝鮮

Uredinopsis struthioρteridis STﾖRMER 平塚 (1927)9) 11), (1929)76) , (1930)116) 119) , (1932)目的，亀井

(1933)281) ，平塚 (1938)町)， (1940)703) , (1943)' 47>, (1944)'72) アオトドマツ，モミ，アカトドマッ クサ

ソテツ 北海道，樺太，本州

Uredinopsis woodsiae KAMEI , sp. nov. 亀井 (1932)237)，平塚 (1932)23 1) ，亀井(1933)28九平塚

(1938)607) ，亀井 (1940)720)，平塚(1944)'72) アオトドマツーエゾノイワデンダ(イワデンダ) 北海道，

樺太，本州、l

内生さぴ菌科 (Coleosporiaceae)

Coleosporium asterum (DIET.) SYD. 平塚・本間(1927) 14)，伊藤(誠〉・平塚 (1927)1')，平塚 (1930)

117) ，吉永・平塚 (1930)削，平塚(1931)刷， (1932) 229)，平塚・橋岡 (1933)277)，平塚 (1934)'山，富鰹・小沼

(1934)390) ，平塚 (1935)40町 415) 417)，富轡(1936)52')，平塚 (1938)607) ， (1940)703) , (1941)751) 755) , (1942)799) 

8附， (1943)'47)"削，沢田(1943)'叩，平塚 (1944)"目 アカマツーサワシロギク，シラヤマギク，ヨメナ，

コヨメナ，ビロードヤマシロギク，ヤマシロギク，エゾギク 北海道，本州，四国，九州、L 台湾，朝鮮，

琉球

Coleosρorium cacaliae OTTH 伊藤(誠)・平塚 (1927) 山， 平塚(1929) 78) , (1930) 116九 河合・大谷

(1931)1'ベ平塚 (1932)'29)，富鰹・小沼(1934)390九平塚・吉永(1935)山)，平塚 (1935)413)'凶， (1943)'47>, 

(1944)'72) ハイマツ とミコウモリ，カラフトミミコウモリ，ヨブスマソウ，ゴマナ，カニコウモリ， ミ

ヤマコウモリ，モ~ -::ガサ，オオモミジガサ，タイミンガサ，アラゲヨブスマソウ，ヤブレガサ 北海道，

千島，樺太，本州，四国，朝鮮

本菌の鋳胞子寄主 (0 ， 1) は長い間不明で，日本ではハイマツなどの五葉松と推定されていた制。ごく近

年これはストローブマツおよびチョウセンゴヨウであることが北海道において実験的に明らかにされた制。

Coleosporium campanulae Lﾉv. 平塚(1927)川，沢田(1928)65う平塚(1929) 78)， (1930) 117り吉永・

平塚 (1930)15川平塚 (1932)229ヘ平塚・橋悶(1933)277九平塚(1934)叫)，平塚・橋岡 (1934)349り富樫・小沼

(1934)3附，平塚(1935)415)，平塚・橋間 (1935)'21)，平塚・吉永(1935)'叫，平塚 (1935)'凶，富樫 (1936)悶】，

平塚(1938)607九(1940)70ペ (1941)755九 (1943)'47) 84'九沢田(1943)'附，平塚 (1944)問〉 アカマ、'J，

クロマツ ツリガネニンヲン，イワギキョウ，ソパナ， ツルギキョウ，ニイタカシャラン，ヒナギキョ

ウ，タイザンイワギキョウ，ハナブサソウ， ヒロハシャジン 北海道，千島，本州，台湾，四国，九州，

朝鮮

制平塚直秀:マツの葉さび病.日林誌 42 (4) , pp. 151~156 (1960). 

制佐保春芳:ストローブマツ葉さひ'病に関する研究 (V). 病原菌に関する新知見について. 72 回日林
議 pp. 281~282 (1962). 
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本菌のさび胞子世代はアカマツおよびクロマツに形成されることが平塚 (1934)制) (昭 9) によって確か

められた。

Coleosρorium clerodendri DIET. 沢田 (1928)65>，吉永・平塚 (1930)15日，平塚 (1932)悶)，平塚・橋岡

(1933) 277)，平塚 (1934)345) ，平塚・吉永 (1935)'"に平塚(1935)41町 417)， (1938)607), (1940)7悶， (1941)755), 

(1942)帥"， (1943)847)削)，沢田 (1943)863)，平塚(1944)872) クサギ，マキパクサギ，ヤエザキクサギ，~

ョロクサギ 台湾，四国，本州，九州，琉球

Coleosρorium eゆatorii ARTHUR 平塚 (1927)10)，伊藤(誠〉・平塚 (1927)'8)，沢田 (1928)65)，平塚・

橋凋 (1934)制)，富樫・小沼(1934)目的，平塚 (1938)607九 (1942)79町， (1943)847)制)，沢田 (1943)863)，平塚

(1944)872) チョウセンマツーヒヨドリパナ， ミツバヒヨドリ，ヨツパヒヨドリ，タイワンヒヨドリパナ，

サヲヒヨドリ，フジバカマ 北海道，本州，台湾，朝鮮

後年昭和中期にいたり本菌はストローブマツおよびゴヨウマサの造林木に対する重要病原菌として注目

された引制制。

Coleosporium evodiae DIET. 吉永・平塚 (1930)'51九平塚・橋間 (1934)349) ，平塚・吉永 (1935)424)，平

塚 (1936)503)， (1940)703り (1943)848)，沢田(1943)863九平塚 (1944)872) ハマセンダン(シマクロキ〉 四

国，台湾，琉球，九州

Coleosρorium melamρyri TUL. 吉永・平塚 (1930)'51)，平塚・吉永 (1935)424)，平塚 (1935)408) , 

(1936)503九 (1938)605)， (1944)872) クロマツ ママコナ，ミヤマママコナ，ヒカゲ77 コナ，オオホソパマ

マコナ 四国，朝鮮，本州，九州

Coleosporium ρaederiae DIET. 吉永・平塚 (1930)151) ，平塚・橋間 (1934)349)，平塚 (1936)制)， (1939) 

651) , (1940)703), (1942)叫)， (1943) 848) ，沢田 (1943)86幻，平塚 (1944)問》 へクソカズラ(ヤイトパナ〉 四

国，台湾，本州，琉球，九州

本菌のさび胞子世代寄主 (0， 1) は長い間不明であったが最近ストローブマツおよびチョウセンマツで

あることが明らかにされた制。

Coleosρorium ρetasitis Lﾉv. 吉永・平塚(1930)山)，富樫・小沼 (1934)390) ，平塚(1935)山，平塚・吉

永 (1935)424) ，富樫 (1936)528り平塚 (1943)847) 8'剖，沢田 (1943)862) ，平塚 (1944)872) フキ，タイワンブ

キ 四国，台湾，本州，北海道

本菌のさび胞子世代の寄主 (0， 1) はストロープマツであることが最近明らかにされた制。

Coleosρorium ρhellodendri KOMAR. 平塚 (1927)")，伊藤(誠〉・平塚 (1927)'8)，原 (1930) 108) ，吉永・

平塚 (1930)問、平塚・吉永 (1935)''''，平塚 (1935)414) 417)，富樫 (1936)悶)，平塚 (1938)607) ， (1939)651), 

(1940)70町， (1941)755), (1943)847) アカマツーヒロハキハダ，キハダ，チュウゴクキハダ，エゾキハダ

北海道，四国，朝鮮，本列、L 九州

制千葉修:ストロープマツの葉さぴ病.森林防疫ニユース 8 (9) , pp. 150~152 (1959). 

制佐保春芳:東京大学北海道演習林内に見られるストロープマツ葉鋳病.向上 9 (2) , pp. 34~35 

(1960). 

制練野好之・遠藤 昭: Coleosporium eゆatorii ARTHUR によるキタゴヨウマツの葉さび病につい

て. 日林誌 46 (5) , pp. 178-180 (1964). 
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本菌の異種寄生性は平塚によってすでに 1928年に実験的に明らかにされ，マツであることが知られてい

たが，未発表のまま放置されているという制。本菌によるアカマツ新植造林木のはなはだしい被害および

中間寄主キハダの除去による本病防除の実例が最近報告されている抑制制。

Coleosporium saussureae THﾜM. (syn. Coleosjうorium taisetsuensis S. ITO et HOMMA) 平塚

(1927)川， (1929) 78), (1930) 116) 111)，吉永・平塚(1930)151)，河合・大谷(1931)180)，平塚 (1934)"5)，平塚・吉

永 (1935)424)，平塚 (1935)413) 4叫 417)，橋岡(1936)490九平塚 (1938)帥)，伊藤(誠)・本間 (1938)制>，平塚

(1943)847), (1944)872) ハイマツートナカイアザしヒメヒゴタイ，ホクチアザミ，カラフトアザしミヤ

マアザミ，ナガパキタアザミ，ヌプリポアザミ，キタアザミ，シラネアザミ，トウヒレン，ヤノネアザし

トサトウヒレン，ヤハズトウヒレン，コキパトウヒレン，ヤマヒゴタイ，アキノヤハズアザミ 北海道，

本州、'i，四国，千島， l筆太，朝鮮，九州

Coleosporium senecionis FR. 平塚 (1927)11)，吉永・平塚(1930)15日，平塚 (1931) 168)，河合・大谷

(1931)刷，平塚・橋岡 (1934)'" 人平塚・吉永 (1935)42ペ富樫 (1936)528)，沢田 (1942)8叩，平塚(1943)倒的，

沢田 (1943)86ヘ平塚(1944)問) (Pinus austriana, P. montana , P. silvestris)ーハンゴンソウ，ホソ

パキオン，ニイタカキオン，サワオグルマ 北海道，棒太，本州，四国，台湾，九州|

本菌の鋳胞子寄主は外国においてはオオシュウアカマツその他であることが古くから実験的に明らかに

されていたが，本邦では久しい間不明であった。近年北海道における接種試験結果によれば，これはスト

ローブマツおよびチョウセンゴヨウであるという制。

Coleosporium solidaginis THﾜM. 吉永・平塚 (1930)日九平塚・吉永 (1935)42ぺ平塚 (1938)601) アカ

マツ，クロマツーヤマヲノギク，ヨメナ，ヤマシロギク，シラヤマギク，エゾキク 四国

吉永・平塚 (1930)151)，平塚 (1938)607)は本菌を Coleosporium asterum SYD. と同ーのものとしている。

Coleosporium zanthoxyli DIET. et SYD. 吉永・平塚(1930)151九平塚・橋岡 (1934)'" 九平塚 (1935)

427)，平塚・吉永(1935)4間，平塚 (1936) 503), (1937) 546>, (1942) 79.九(1943)附) 848う沢田(1943)8目、平塚

(1944)812) カラスザンショウ，イヌザンショウ，アコウザンショウ 四国，台湾，本州、1，九州，琉球，朝

鮮

柄生さび菌科 (Pucciniaceae)

Blastospora smilacis DIET. 吉永・平塚(1930) 151)，平塚 (1940)708) ヤマガシュウ 四国，九州

Cumminsiella sanguinea (PECK) ARTHUR 平塚 (1937)550) Mahonia aquilolium ? (北米より輸

入のもの〉

Endophyllum emasculatum ARTH. et CUMM. (syn. Aecidium breyniae (not SYDOW)) 平塚

(1940)703), (1941)753), (1942)804) オオシマカンノコノキ 琉球

制平塚直秀:マツの葉さび病.日林誌 24 (4) , pp. 151~156 (1960). 

制浜武人:コレオスポリウム・フエロデンドリ菌によるアカマツの葉さび病一中間寄主キハダをめぐ

る“百草"騒動記一.森林防疫ニユース 9 (3) , pp. 48~52 (1960). 

制一一一一一:アカマツの葉さび病 Coleosρorium phellodendri KOMAR. に関する研究(I ).被害概

況，病態および防除法. 72 回日林講 pp. 285~288 (1962). 

制一一一一:向上(I1).本病原菌の生活史(アカマツおよびキハダの発病様相).向上 pp. 288~291 

(1962). 

剖佐保春芳:ストロープマツ葉さび病に関する研究 (V). 病原菌に関する新知見について. 72 回日林

講 pp. 281~282 (1962). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉 一 19 ー

G ymnosporangium 属菌 平塚(1935)山)(昭 10) は「赤尾病菌属分類上の 2， 3 の知見」で，“……既

往の研究を見るに，その殆ど全ての場合……分類の標徴として冬胞子時代の諸性質及び鋳子腔時代の寄主

関係のみを重視し，鋳子腔の諸性質を種類識別上のー標徴として取扱へるもの砂なきが如し。予は同属菌

を分類するに当りでは，その各胞子時代の性質を吟味する一方更に鋳子腔の形態上の諸性質をも充分追究

し種類判別上の重要なる標徴とするを妥当と考ふるものなり……。"と述ぺている。

Gy拙托削osψj企(Joγa飽gium α制elaω側，揖悦t犯chieγis FISCHER (s:匂iyn. Gymn凶osp抑0γ叩a側揖giωu附持111 i泌delae YAMADAめ】 平塚.吉

永 (1ω93お5)42ペ平塚 (ο19悶36め)49問町， (ο19悶38め)6帥07円)， (ο19白39め)6日5臼4ペ (ο19倒40め)'刊06ペ (ο19倒41り)'日問》 ネズ一ザイフリボク 四国，

本州

Gymnosρorangium clavariaeforme (JACQ.) DC. 平塚(1931)'68) ， (1934)346) , (1935)408九(1936)49町，

(1939)654) リシリビャクシン，ネズ アカサンザシ 傑太，朝鮮

Gymnosporangium cornぴ'orme SA W ADA 沢田 (1928)651，平塚・橋岡 (1935)山"平塚(1936)'99 1 ，

(1939)6同， (1943)848) タイワンピャクシン 台湾

Gymnosporangium formosanum HIRATSUKA, f. et HASHIOKA, sp. nov. 平塚.橋岡 (ο19田35め)'叫山2引1〉，

平塚〈ο19伺39め)6刷54ペ沢回 (ο19倒42勾〕目叩1日)，平塚 (ο19倒43)8附】，沢回 (ο19叫43め)8師6叩町 ニイタカピヤクシン 台湾

Gymnosρorangium haraeanum SYD. 吉永・平塚(1930)山)，平塚・吉永 (1935)424)，平塚(1935)'08)

415) , (1936)499¥ (1938)607) , (1941)'55), (1942)799) ピャクシン，ハイピャクシン~ヤマピャクシンーポ

ケ(カラボケ)，クヮリン，マルメロ，ナシ，カマツカその他 四国，朝鮮，九州，北海道，本州

平塚(1941)河川昭 16) は「梨赤属病に関する研究」で本菌の中間寄主，冬胞子の性質および薬剤防除試

験等広汎な研究成績を述べているが，その一部を摘記すれば次のとおりである。

“(1)今日日本内地各地の市販ピヤクシン類特に貝塚伊吹の苗木の大半は赤星病擢病個体である。 (2) 鳥

取高農構内梨閤附近の各種ピヤクシン類を調査せるに同梨園に近接せるもの程擢病程度激しく，同国の梨

樹の同病発生の根源、たる事を如実に示している。特に，貝塚伊吹上に発病が甚だしい。 (3) 鳥取市内に植

栽されたるピヤクシン類の同病発生状況を調査せるに，特に貝塚伊吹に於ては羅病歩合80% 以上に達し・・・

…。 (5) 各種ピヤクシン属植物と同病発病との関係を接種試験によって実験せるに，ハヒネズ及びネズの

2 種上には全く発病せざるに反しピヤクシン， ミヤマビヤクシン，ハヒピヤクシン，貝塚伊吹及び玉伊吹

の 5 植物上には発病する。 尚これ等の内，貝塚伊吹， ピヤクシン， ミヤマピヤクシン及びハヒピヤクシン

の 4 植物は同病に対し大なる感受性を有するに反し，玉伊吹は著しき抵抗性を示す。 ......(8)……冬胞子は

野外に於ては気象条件等により年によって多少の差異あるは勿論なれども，鳥取市附近に於ては大体 4 月

10 目前後に到り成熟期に達す。.

Gymnosporangium hemisρhaericum HARA 平塚 (1934)346) ， (1937)5叫， (1938)607う (1939)6同 ミヤ

マピャクシン(シンパク)，ピャクシン ズミノキ(オオズミノキ〉 本州

平塚(1939)654)は“本種は原氏の発見，命名に係る珍種にして，其の異種寄生牲も同氏により実験的に

証明されたり。他種とは夏胞子世代を有する点を異にす"と記している。

Gymnos戸orangium jaρonicum SYD. 吉永・平塚(1930)出)，平塚・吉永 (1935)山)，平塚(1936)"'\

(1938)60九 (1939)6叫， (1941)755) ビャケシン，ハイピャクシンーカマツカ 北海道，本州，四国

Gymnosporangium juniperi LINK 平塚 (1931)168) ， (1936)499) , (1938)607), (1939)654ヘ (1942)"')

ミヤマネズ，ハイネズ，ネズ， リシリビャクシン タカネナナカマド，ナシ，ナナカマド 樺太，本州，
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北海道，朝鮮

Gymnosporangium mかabei YAMADA et 1. MIYAKE 平塚 (1932)22 9)， (1934)"6り(1936)499) ，富樫

(1936)52町，平塚(1938) 607) , (1939)654) , (1940) 704) サワラ，シノブヒパ， ヒムローアズキナシ，ズしウ

ラジロノキ，ナナカ 7 ド 本州，九州，朝鮮

Gymnosporangium nipponicum YAMADA , sp. nov. 平塚(1935)413九富樫 (1936)528)，平塚 (1939)

刷】 ミヤマピャクシンーナナカマド 本州

Gymnosporangium yamadae MIYABE 平塚 (1935)408) ， (1936)49へ (1938)607ヘ (1939)654) ， (1940)703九

(1940)704), (1942)799) ビャクシン，ハイピャクシン， ~ヤマピャクシンーカイドウ，リンゴ，ズしカラ

フトズしカイドウ 北海道，本州，朝鮮

HaploPhragmium kawakamii HIRATSUKA, f. et HASHIOKA (syn. Haploρhragmium derridis 

FUJIK.) 平塚・橋間 (1935)422)，平塚 (1943)848) ，沢田 (1943)863) ドクフヲ 台湾

HaPloravenelia brevispora (HIRATSUKA , f. et HASHIOKA) S. ITO, comb. nov. (syn. Ravenelia 

brevispora HIRATSUKA , f. et HASHIOKA) 伊藤〈誠〉・村山 (1943) 852)，平塚・橋岡 (1935)42日，沢田

(1942)831九平塚(1943)84 8) タイワンコパンノキ 台湾

Haploravenelia formosana (SYD.) S. ITo, comb. nov. (syn. Ravenelia formosana SYD.) 伊藤

(誠〕・村山 (1943)85'2う沢田 (1928)65)，平塚 (1943)848う沢田 (1943)86 3) キンゴウクヮン 台湾

Haploravenelia hobsoni (COOKE) S. ITO , comb. nov. (syn. Ravenelia hobsoni COOKE) 伊藤

(誠〉・村山(1943)852う平塚 (1940)703)， (1941)751) 75 3), (1942)8附， (1943)叫〉 クロヨナ 琉球，台湾

Haρloravenelia ja戸onica (DIET. et SYD.) SYD. (syn. Ravenelia jaρonica DIET. et SYD.) 吉

永・平塚 (1930)15 1)，平塚・吉永(1935)424)，平塚 (1935)41 5) 41η ， (1938)607), (1941)75町 ネムノキ 四国，

九州，本州

Haploravenelia millettiae (HIRATSUKA , f. et HASHIOKA) S. ITO , comb. nov. (syn. Ravenelia 

millettiae (SAWADA) HIRATSUKA , f. et HASHIOKA , Uredo millettiae SAWADA) 伊藤(誠〕・村山

(1943)8悶，平塚・橋岡 (1934)349)，沢田 (1931) 20日， (1942)83九平塚 (1943)848) ムラサキナツフク 台湾

Hemileia gardeniae-floridae SAWADA , sp. nov. 沢田(1931)2叩， (1933)3附，吉永・平塚 (1930) 山》制，

平塚・吉永 (1935)4叫，平塚 (1937)546)， (1938)607), (1940)703>, (1943)制〉 クチナシ 台湾，四国，九州、1 ，

琉球

Hemileia vastatrix BERK. et BR. 沢田 (1933)308)，平塚・橋間 (1935)421)，平塚 (1938)叩)， (1942)803) , 

(1943)848) コーヒーノキ 台湾

Hemileia wrightiae RACIB. 平塚 (1936)502ヘ平塚・橋岡 (1937)551九平塚 (1942)803)，沢田 (1942)831) , 

平塚 (1943)8叫 Wrightia laniti 台湾

Kuehneola callicaゆae SYD. 平塚 (1939)"日， (1940)703), (1942)804) ムラサキシキブ本州，琉球

Maravalia achroa (SYD.) ARTH. et CUMM. (syn. Uromyces achrous SYD.) 三宅(勉) (1937)569う

平塚 (1938)605) ， (1942)803り(1943)附〉 シッソノキ 台湾

三宅(勉) (1937) 569) (昭 12) は「シツソノキの鋳病に就て」次のように述べている。“本年三月頃より本

島〔台湾〕南部地方のシツソノキの葉が黄色となり，新しい枝梢の部分が変色したり轡曲したりして枯れ

発l ただし Hemileia vastatrix BERK. et BR. としている。
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て居るのが人の注意を惹いた。

能く見ると頂端部の葉に黄色の

粉末が著き，葉柄や幼檎にも病

斑が生じ恰も黄色の花が咲いた

様に見え初めは南部地方に認め

られ漸次中部に現はれ新竹地方

で止って，台北地方には現れず

にしまった様である。本年の如

く，春季に連雨のあった為め特

に其発生蔓延が，激しかったも

のと思はれるが，一面シツソノ

キの分布も，島内各地方に広く

なったのにもよると推察され

る。" とし，“病状"をくわし

く記載，つぎに“顕微鏡的観

察"とつづき，“病原菌"では本

菌を Uromyces achrous SYD. 

(Maravalia achroa (SYD.) 

ARTH. et CUMM.J と同定し

ている。“島内シツソノキの来

歴と銭病の分布"の項では“シ

ツソノキは......明治二九年領台

の翌年民政に移った初期に在印

度の領事館より，送って来た数

種のものの内にあったので三O

年春に矯種し移しき苗木を各地

方庁に配布した。叉明治三五年

恒春熱帯植物殖育場創設後は専

ら同所にて殖育し，同年頃台北

第 62 図三宅 勉 (1937). íシツソノキの

鋳病に就て」のタイトル・ベーヲ

- 21 ー

ι 警義 援

V 11 

苗圃より携帯移植した母樹はテラソ母樹園に移植したとの事である。……" とし， 全島にわたる各地方庁

からの報告にもとづいてシツソノキの栽培面積，本病の被害面積をくわしく表示してから“……全島約

二二00甲引の内九六六甲は被害を受けて居る即ち約半数は被害がある。初発見は地方により異るも新竹

州は昭和六年，台中州は昭和九年，台南州は昭和五年，高雄州は昭和三年，台東庁は本年三月としてある。

叉本年の初発は二月上旬 四月であって六月に入つては何処も終:隠したとの事であるが実際六月に入り，

雨が多くなり暑くなった頃には澄黄色の病斑は減じ黒褐色となり，新葉梢の発育が旺盛となって来て居る。

然し之を以て本病が終熔したとするのは早計である。 シツソノキの造林が……盛んに増へ初めたのは昭和

制 l 甲は約 1 ha。
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年聞に入ってからであり，鋳病の発生lこ気づいたのは高雄州、|の昭和三年であり，次で五年，六年が台南及

新竹両州の記録だとすると此間何か関係がある様に思はれる。筆者が本病の標本送附を受け質問せられた

のは確かには記憶しないが大正十二三年嘉義地方のものであったと思ふ。今や全島的に分布した本病に対

しては其根絶は望まれない。春季の天候如何により病勢の強弱はあろうが毎年必ず発病するものと予想し

て差支ない。幸に被害部分は新檎の軟弱部と其葉部であり，成木を枯死するに至らないが，苗聞で発芽し

たてのものには可なりの被害を及ぼすのであるから防除は専ら苗圃に対して施行するのが最有効と考へ

る。"といい，“防除法"でこの報交は終わっている。

Nothorave珂elia ja戸onica DIET. 吉永・平塚(1930) 151) ，平塚・吉永 (1935)山，平塚(1935)408) 418) ，原

(1938)日6) ヒトツパハギ四国，朝鮮

Nysso�sora asiatica LﾜJT. (syn. Triρhragmium thwaitesii BERK. et BR.) 伊藤(誠)・平塚

(1927) 18), 吉永・平塚 (1930) 山)， 平塚(1931) 167) , 富樫・小沼 (1934) 3901, 平塚・吉永 (1935)'叩， 富樫

(1936)日町 メダラ，コシアブラ，イモノキ 本州，北海道，四国

的Issoþsora cedrelae (HORI) TRANZ. (syn. Tri戸hragmium cedrelae HORI) 吉永・平塚 (1930) 151), 

平塚・吉永 (1935)4問，平塚 (1936)503九 (1938)607ら (1939)651) ， (1941)755) , (1942)799) 803) チャンチン 本

州，四国，九州，朝鮮

Nysso戸sora formosana (SAWADA) LﾛTJ. (syn. Tri戸hragmium formosanum SAWADA) 沢田

(1931)201九平塚・橋岡 (1934)34 9)，平塚 (1937)546に(1939)65 1)， (1943)叫〉 タイワンモクゲンヲ(タイワン

センダンボダイヲュ〉 台湾

Nyssojぅsora koelreuteriae (SYD.) TRANZ. (syn. Trijうhragmium koelreuteriae SYD.) 平塚

(1938)607¥ (1939)651) モクゲンヲ 本州

Pileolaria klugkistiana (DIET.) DIET. (syn. Uromyces klugkistianus DIET.) 沢田(1928)65) , 

吉永・平塚 (1930)1叩，平塚 (1932)229う平塚・橋岡(1933)277) ，沢田 (1933)308)，平塚(1935)408) 417) ，平塚・

吉永 (1935)山)，平塚 (1936)503) ， (1938)60円 (1943)"')，沢田 (1943)'63) フシノキ，タイワンヌルデ 台

湾，本チト1. 四国，朝鮮

Pileolaria �istaciae T AI et WEI 平塚 (1937)54ベ (1938)605) ， (1943)脚) ランシンボク 台湾

Pileolaria shiraiana (DIET. et SYD.) S. ITO (syn. Uromyces shiraianus DIET. et SYD.) 伊藤

(誠)・平塚 (1927)1ペ吉永・平塚 (1930)15九平塚(1932) 229)，平塚・橋岡 (1933)277) ，沢田 (1933) 308\ 平塚

(1935)'附 417) ，平塚・吉永 (1935)' 24) ，平塚 (1936)叫)，富樫 (1936)528)，平塚 (1938)607) ， (1940)70九 (1941)

753) 755人 (1942)'0ペ(1943)醐〉 ヤマウルシ，ハゼノキ，ヤマハセ、 四国，本州，朝鮮，台湾，九州、1，琉球

Pileolaria toxicodendri (BERK. et RA v.) ARTH. 伊藤(誠)・平塚(1927) 18\ 吉永・平塚(1930) 1511, 

平塚 (1932) 2291，平塚・橋間 (1934)349九富樫・小沼 (1934)39ペ平塚・吉永 (1935)4山，富樫 (1936)悶〉，平

塚 (1940)7附， (1943) 84') ツタウルシ，タイワンツタウルシ 四国，本州，台湾，九州、|

Pileotelium hyalos�ora (SA W ADA) MAINS (syn. Uromyces hyalosρorus SA W ADA , Maravalia 

hyalosρora (SAWADA) DIET.) 平塚・橋岡(1933)277) ，平塚 (1937)5461， (1938) 607¥ (1940) 7附， (1941) 7531, 

(1942)'04) , (1943)'山 ソウシジュ 台湾，琉球

平根 (1934)343) (昭 9) は iSome remarks on the fungus Uromyces hyalosρorus SA W ADAJ で“本
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菌に関して，沢田 (1913)剥が Uromyces hyalos"ρorus SAWADA なる新種として発表した際の菌の記載の

数箇所に，著者は誤謬を認めた為め，…一全般に亘って，此の菌の形態を記載し， 且つ其の誤謬を訂正し

た。本菌の学名については，其の後 DIETEL (1924)担は，・…・・沢田の記載に依り，これを Maravalia.

属に編入した。然るに......精子器の様子からみて，此の DIETEL の処置が妥当であるか否か，更に考慮

を要す可きものと考へる。今更に記載上から見て，本菌を分類すれば Argomycetella 属に隷入せしむ可き

を至当とするも......多少考慮すべき余地が残されて居る。故に，今後更に，・…・・比較試験がなされる迄は

Maravalia hyalospora (SAWADA) DIET. として置く。"といっている。のちに本菌は上記のとおり

Pileotelium 属に移された。

平根 (1937)"町昭 12) は「相思樹銭病菌 Maravalia hyalosρora (SAW.) DIET. の寄生性に関する研

究 1 .仮葉成熟度の銭菌に対する反応J で“H・...相思樹仮葉に於て，冬胞子に対しては極く幼搬な部分の

みが感受性であるが，夏胞子の場合では該部は全く免疫性で，冬胞子に対し非常に抵抗性か叉は全く免疫

性な比較的幼軟な部分が感受性で、ある。 之より更に成熟せる部分Iは土何れの胞子に対しても全〈免疫性であ

る。.…….日….日，ノ"としし， 向氏 (ο19田38が6印0叫叫2) ， 19幻396帥)) í同 11. 夏胞子の発芽及発芽管の発達に及tぼます仮葉汁液の効果

に就てJ では，“…・・・夏胞子は井水叉は蒸溜水では全然発芽せず，発芽を促進させるためには，成長しつつ

ある仮葉即ち幼激仮葉の抽出液及び圧出液を必要とする。……発芽関与物質は成長しつつある仮葉表面から

水滴中に穆透して来る。併(而)して成長の旺盛な程，該物質の作用は強力であり，成長の停止した部分…

…にはこの物質は全く穆透して来ない。……仮棄には側面の基部に一つの粘液分泌腺があり，この粘液は夏

胞子の発芽に対し，阻害作用を有し・…一。 ……本鋳菌夏胞子に対する免疫性叉は抵抗性の原因の一つは仮

葉表面に於ける夏胞子発芽関与物質の有無によって支配されて居ることは明かである。猶叉，寄主体内に

於ける菌の発達に対して，免疫性部分に何等か阻止作用の存在を暗示して居る様である on--J' といってい

る。さらに実験を進めて同氏 (1940)70吋昭 15) は「同 III. 夏胞子の感染に対し抵抗性を異にする仮葉各

部の細胞学的研究」を“幼搬な感受性部分H，“極く幼搬な免疫性乃至強抵抗性部分"および“成熟せる

免疫性部分"のおのおのについて行なった結果“……本萄に対する寄主の抵抗性の本質的な因子は，仮葉

組織中に含有されて居る有毒な物質の量及性質に因るもので，全く原形質的性質のものである。"と結論

している。

Puccinia buxi DC. 平塚・野見山 (1940)710) マルパツゲ，オオヒメツゲ，アサマツゲ(ツゲ〕 九州

Puccinia culmicola DIET. (syn. Aecidium berberidis-thunbergii P. HENN.) 明日山 (1935)398) , 

吉永・平塚 (1930)山)，富樫 (1936)目的 メギーカモジグサ 四国，本州

Puccinia elaeagni YOSHINAGA 吉永・平塚 (1930)'問.平塚・吉永 (1935)42')，平塚 (1940)"附 ナワ

シログミ 四国，九州

Puccinia erebia SYD. (syn. Uredo clerodendricola P. HENN. et HEDGW.) 沢田 (1933)308)，平

塚・橋岡 (1933)'77)，沢田 (1943)'63う平塚(1941)751) 7問 (1942) 削). (1943)'48) イボタクサギ 台湾，琉

球

Puccinia kusanoi DIET. 吉永・平塚 (1930) 151). 平塚・吉永 (1935)42')，平塚(1935)'''>' (1938) 607ヘ

制沢田兼吉: Uromyces hyalos戸0仰S SA W ADA , sp. nov. causing the disease to the shoots of 
Acacia confusa MERRILL. 植物学雑 27 (313) , pp. 16~20 (1913). 

持2 DIETEL , P.: Kleine Beitr臠e zur Systematik der Uredineen. IV. Ann. Myc. , 22, pp. 269~ 
273 (1924). 
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(1941)753), (1942)80') ネザサ，ヤンパルメダケ，メダケ 四国，琉球，本州

Puccinia longicorni・S PAT. et HARIOT 吉永・平塚 (1930)山九平塚・吉永 (1935)山)，平塚(1938)607)

シャコタンチク 四国

Puccinia mitriformis S. ITo 平塚(1938)帥円 タケ類本州

Puccinia peckereae DIET. et HOLWAY 原 (1938)597) Ribes sp. 本州

Puccinia ρhyllostachydis KUSANO 吉永・平塚 (1930)"1)，平塚・吉永 (1935)'24)，平塚(1938)附l，

(1941)753) , (1942)剛〉 マダケ，ホテイチク 四国，琉球

Puccinia sasae KUSANO 平塚(1938)607) タケ類本州

Puccinia sasaecola HARA 平塚(1938)607に原 (1939)642) スズタケートサミズキ 本州

Puccinia stauntoniae TRANZ. et DIET. 平塚 (1936)502) ， (1938)605) , (1941)75日， (1943)制町 ムペ

〈トキワアケビ〕 九州，本州，台湾

平塚 (1936)5間(昭 11) は「日本産鋳菌類雑記(其八)J で次のように記している。

“井手清治氏が薩摩国桜島北岳デ……採集サレタむペ(ときはあけぴ〉・…・・ノ葉ニ寄生セル Puccinia 属

…・・ヲ Puccinia Stauntoniae Tranzschell et Dietel ト検定ス。同種ハ 1930 年…・・・ニ新種トシテ記載サ

レタ珍種HU--J'

Skierka agallocha RACIB. 平塚 (1940) 703)，平塚・平良 (1940)71 1) オキナワジンコウ(シマシラキ〉

琉球

平塚・平良 (1940)71日(昭 15) は「琉球沖縄島に於て発見されたる鋳菌の 1 珍種」で次のように述べてい

る。“筆者の 1 人(平良〕は昭和 15 年 3 月 H・H・琉球島那覇市奥武山公圏内に於てオキナハヂンカウ(シマ

シラキ〉・H・ H ・-・に寄生する Skierka 属菌の 1 種を発見採集した。筆者等は同菌を詳細に検討の結果，嘗

て 1909 年 RACIBORSKI が蘭印「ヲヤパ」島「パタピヤ」市所産のオキナハヂンカウ上の標品に基いて命

名記載せる Skierka Agallocha に符合する事を認めたので該種と同定した。蓋し， 同種の日本領土内に

於ける最初の発見であり，叉，同属も新に日本鋳菌「フロラJ に加へ得たものである。因に， Skierka 

Agallocha は冬胞子時代のみの標品に基いて記載されたものであり，……今回……採集せるものには冬胞

子堆と共に多数の夏胞子堆も発見する事が出来た。即ち，同種の夏胞子時代の最初の発見である。"

Sphaeroρhragmium acaciae (COOKE) MAGNUS (syn. Tri.ρhragmium acaciae COOKE) 平塚・

橋岡 (1933)277).平塚 (1938)607)， (1942)803' , (1943)削〉 オオパネムノキ，ピルマネムノキ 台湾

Stereostratum corticioides (BERK. et BR.) MAGNUS 吉永・平塚 (1930)15日，平塚 (1935)'15'，平

塚・吉永 (1935) "')，平塚 (1938)"07) メダケ，モウソウチク，マダケ 四国，九州

Uromyces amurensis KOMAR. 平塚 (1927)11九平塚・本間(1927)'ペ吉永・平塚(1930)15日，平塚

(1932)229九平塚・吉永 (1935)424)，平塚 (1935)叫)4 1円 418に富樫(1936)528九平塚 (1937)547に(1938)607) ィ

ヌエンヲュ，カライヌエンヲュ，ハネミイヌエン~ュ，シマエンヲュ 本州，四国，九州、L 北海道，朝鮮

Uromyces garanbiensis (HIRATS. f. , et HASHIOKA) 'SAWADA (syn. Uredo garanbiensis HIRAｭ

TSUKA , f. et HASHIOKA) 平塚・橋岡 (1935)422) ，沢田 (1942)800'，平塚 (1943)8'町，沢田 (1943)862ヘ

(1943)864) タイワンマルパチシャノキ 台湾

Uromyces itoanus HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚・飛永 (1935)423)，沢田制(1928)65'，平塚 (1935)'15' ，

制 Uromyces les.ρedezae-ρrocumbentis (SCHW.) LAGE宜.としている。
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平塚・吉永(1935)42ペ平塚・橋岡 (1935)42 1)，平塚 (1936)叩) 503九 (1937)546) 547) ，沢田(1943)削 ヤハズ

ソウ，マルパヤハズソウ 台湾，四国，九州，本州，朝鮮

ヤハズソウの菌は Uromyces lespedezae-procumbentis (SCHW.) CURT. とされていたが，のちにこれ

とは別種と認められて Uromyces itoanus HIRATS. f., Sp. nov. と命名された。

Uromyces lesρedezae-ρrocumbentis (SCHW.) CURT. 平塚 (1927)' 1)，吉永・平塚 (1930)山)，平塚

(1932)229九平塚・橋岡 (1933)277)，平塚 (1935)'08) m)  "'>'平塚・飛永 (1935)423)，平塚.吉永 (ο19回35)42叫ペ，平

塚 (ο19回37)戸"灯7九 (ο19回38め)60附6町》帥7円円)， (ο19倒40め)'凹叩)， (1ω94引1)戸7目753日叩3) ， (1ω94必2)8帥o附ペ， (ο19倒43)8醐.(8)，沢回 (ο19似43め)8師63) ハギ， ネコハ

ギギ"ヤマハギ，キハギ，メドハギ，マルパハギ， エゾヤマハギ， ヤブハギ，ニシキハギ， タイワンハギ，

ツクシハギ， 己ヤギノハギ，カラメドハギ，イヌハギ，チョウセンキハギ，ニッコウシラハギ 北海道，

四国，九州，台湾，本州、1，朝鮮，琉球

平塚 (1940)'0町(昭 15) は iStudies on Uromyces lespedezae-procumbentis in JapanJ で，本菌のわ

が国における分布，寄主植物を広く調査し，なお広汎な接種試験によって本種の生態種 (spedalized form) 

についても論じている。この論文の和文摘要から概要を記せば次のとおりである。

“1.本種ノ寄主植物トシテ我国領土内ニ於テ今日迄ニ判明セル種類ハはぎ属植物ノ次ギノ 21 種，即チ

(1) えぞやまはぎ， (2) やまはぎ， (3) きはぎ， (4) まるばはぎ， (5) ひめにしきはぎ， (6) をかはぎ， (7) 

てうせんやまはぎ， (8) てうせんきはぎ， (9) にくわうしらはぎ， (10) にしきはぎ，(1りたいわんはぎ，

(12) つくしはぎ， (13) せんだいきはぎ， (14) みやぎのはぎ， (15) めどはぎ， (1めからめどはぎ， (17) 

つるめどはぎ， (18) ねこはぎ， (19) はひめどはぎ， (20) いぬはぎ及ピ (21) まきえはぎデアル。"

“2. 本種ハ幾許カノ生態、種ヲ含ム 1 集合種ナル事ヲ予察セルニヨリ，鳥取市及ピソノ近郊所産ノ各種は

ぎ属植物上ノ本菌ニ就テ接種試験ヲ行ヒタル結果，同地方に分布スル本種ノ、少クトモ次ギノ 3 生態種ニ区

別シ得ノレ事ヲ見出セリ。即チ

( 1) f. sp. macroles，ρedezae HIRATSUKA , f. 一えぞはぎ，やまはぎ，きはぎ，をかはぎ，にくわう

しらはぎ及ピみやぎのはぎニ寄生スルモノ。

( 2) f. sp. lesρedezae-cunneatae HIRATSUKA , f. ーめどはぎニ寄生スルモノ。

( 3 ) f. sp. lesρedezae-ρilosae HIRATSUKA , f. 一ねこはぎニ寄生スルモノ。"

“3. 本種ハ…・・・北ハ北海道ヨリ南ハ琉球，台湾ニ到ル迄広ク分布ア，特ニ本州西南部，四国，九州地方

ニ於テ各種ノはぎ属植物上ニ見出サル。"

Uromyces orobi Lﾉv. 吉永・平塚 (1930)151)，平塚(1932)229)， (1937)54九 (1940)刊8) ナンテシハギ

本チi'I，北海道，四国，九州

Uromyces shikokianus KUSANO 原 (1930)川>，吉永・平塚(1930)血)，平塚・吉永 (1935)山>，平塚

(1937)"η フヲキ，ユクノキ 本州，四国，九州

Uromyces soρhoraeダavescentis KUSANO 平塚 (1935)"8)，平塚・吉永(1935)424)，平塚 (1937)546)叩〉

クララ 四国，朝鮮，九州，本州

鮮

Uromyces tairae HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚 (1940)703う (1941)753)， (1942)804) モンパノキ 琉球

Uromyces truncicola P. HENN. et SHIRAI 平塚 (1937)"7)， (1938)607) エンラュ 本州，九州，朝

Uromyces viciae-unijugae S. ITO 平塚 (1936)502) 503)，富樫 (1936)528)，平塚 (1937)問〉 ナンテンハ
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ギ(タニワタシ) 九州，本州

Uropyxis fraxini (KOMAR.) MAGNUS (syn. Puccinia fraxini KOMAR.) 伊藤(誠〉・平塚(1927)

1ベ平塚(1931)山り富樫・小沼 (1934)削l，平塚 (1935)'08) 山 アオダモ，チョウセントネリコ 本州，

北海道，朝鮮

平塚(1931)167) (昭 6) は“我国ニ於テハ大正 2 年 (1913) 8 月，初メテ三浦〔道哉〕氏ニヨリテ八甲田

山中ニ於テ「アヲダモ」葉土ニ発見サレ，翌年 Sydow 氏父子ニヨリテ報告セラレタリ。其後，田中一郎

氏ハ北海道石狩国野幌原始林内に於テ向植物葉上ニ採集サレタノレモ，未ダ其外ノ地ニ於テ採集サレタル事

ヲ聞カズ。本種ハ東西特産ノ珍種ノーナリ"と記している。

さらに平塚(1935)川)(昭 10) は「日本産鋳菌類雑記(其六)J で次のように述べている。“著者ハ今夏

朝鮮江原道外金剛山中......各地デまんしうとねりこ (Fraxinus rhynchophylla HANCE) ニ寄生セル

Uropyxis Fraxini...・・・ヲ多数採集シタ。……日本領土内ニ於ケル最初ノ報告ハ三浦密成(道哉)氏ノ陸奥国

八甲田山中デ採集サレタあをだも……ノ葉上ノ標本ニヨツテ 1914 年 SYDOW 氏H・ H・ガ発表サレタモノデ

アル。其後著者(……， 1931) ハ田中一郎氏ガあをだもニ寄生スル同菌ヲ石狩国野幌原始林内デ採集サレ

タ事ヲ報:/，叉，富樫浩吾・大沼両氏(..・H・， 1934) ハ陸中国早地峰山中ニ於テ同植物上ニ同種ヲ発見採

集サレタ事ヲ報告サレタ。即チ本種ハ北海道・本州北部・朝鮮・満州ニ広ク分布シテ居ル事ガ判明シタワ

ケデアル。"

Xenostele litseae (DIET. et P. HENN.) SYD. (syn. Aecidium litseae PAT. , Puccinia litseae DIET. 

Xenostele nakanoi (KUSANO et YOSHINAGA) HIRATSUKA , f. et YOSHINAGA , Puccinia nakanoi 

KUSANO et YOSHINAGA) 吉永・平塚 (1930)15日，平塚・吉永 (1935)叫叫，平塚 (1942)制的 シロダモ，ヤ

ブニッケイ，イヌガシ 四国，九州，本州

Xenostele sakamotoi (HIRATSUKA, f. et YOSHINAGA) S. ITo et MURAYAMA , comb. nov. (syn. 

Puccinia sakamotoi HIRATSUKA , f. et YOSHINAGA) 伊藤(誠〉・村山 (1943)852り平塚(1942)800) イ

スノキ 四国

Xenostele takakumensis HIRATSUKA , f., sp. nov. 平塚(1942)800) アオカゴノキ(パリパリノキ〉

四国，九州

Zaghouania phillyreae P AT. 平塚 (1929)'0) ，原 (1934)333>，井手 (1934)35'九平塚 (1934)34ペ (1935)

415り(1937)54ペ (1938)607)， (1942)'03) ヒイラギ，モクセイ，シマモクセイ 本州，九州

平塚 (1929)'川昭 4) は「ヒヒラギに寄生する Zaghouania 属の一種に就て」で次のように述べている。

“著者は本年五月初旬原摂祐氏からヒヒラギ……の葉に寄生した鋳菌の一種を送付され， 其の検定を乞は

れたので，直ちに検鏡を行った結果，該菌は日本では未だ発表された事の無い Zaghouaniaceae に属する

Zaghouania 属の一種である事を発見したのである。本報交に於ては原氏の好意に依て得た標品に基いて

珍奇な該菌の形態と分類学上の位置を述べ，更に Zaghouania 属の研究歴史の概要を掲げて……報ずる

…。"とし，本菌を Zaghouania ρhillyreae PAT. と同定している。

なお，原(1934)333) (昭 9) の「日本に珍しい Zag，仰ania剥菌」には次のよに述べられている。“十数年

前静岡県浜名郡積志村，…ーなどでヒヒラギに寄生する Aecidium 菌を発見して，之を調査した所之に栢

当する菌を見出し能ざりしが故に新種と認めて先づ白井博士著筆者訂正増補日本菌類目録に Aecidium

帯 1 Zaghouania の誤植。
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sizuokaensis Hara , n. sp. (1927) として新名を掲げ，叉樹木病害篇(1927) に其菌の記載の大略を出し

た。昭和 4 年 5 月……伊豆に出張した時，同国白方郡下大見村でヒヒラギの葉に 1 鋳菌を採集し調査する

ことなく直に之を鋳菌専門家平塚直秀氏の下に送付した。 氏は本菌を日本で始めて発見した Zaghouania

Phillyreae P A T. と同定して其詳細を農業及園芸第 4 巻第 9 号に発表された。" “昭和 3 年に筆者は鹿児

島高等農林学校に河越重紀教授を訪問した時間教授は向地のモクセイに 1 鋳菌が出る旨述べられたが，

Zaghouania Phillyreae 記事出づるや直に同地産のモクセイの鋳菌を植木屋から寅ひ取って特に御送付さ

れたのである。故に筆者は一部を自分の下に留め，一部を平塚氏に送付した。之が真正の Zaghouania

Philly向。e Pat. であると信ずる。而して此菌とヒヒラギ上の菌とは発生の位置及び状態が全然異るので，

同一種と認定し能はぬ観がある。……"とし， ヒイラギ上の菌の形態をくわしく述べさらに図もかかげて

し、る。

平塚(1934)"町昭 9) は「日本産鋳菌類雑記(其ー)J で次のように述べている。“著者ハ数年前原摂祐

氏カラ同氏ガ伊豆，遠江両国ノ各地デ採集サレタひひらぎ Osma河thus ilicifolius STANDISH ニ寄生スル

ー鋳菌ノ・…・・検定ヲ乞ハレタノデ，調査ノ結果，コノ鋳菌ハ今迄東亜ニハ見出サレナカツタ Zaghoua珂ia

属ノ一種デ，多少疑ハシイ点ハアルケレドモ仮ニ同属ノ唯一種デアル Zaghouania Phillyreae PAT. ト検

定シテ置クト当時報告シタ。其後，故河越重紀氏カラ同氏ガ鹿児島市外吉野村デ採集サレタ……もくせい

Osmanthus fragrans LOUR. ノ葉ニ生スルひひらぎ上ノモノニ類似セル菌ノ標品ヲ戴イタシ，更ニ地中

海沿岸産ノ Zaghouania Phillyreae PAT. ノ擦品モ手ニ入レル事ガ出来タノデコレ等ノ菌ニ就テ比較研究

ヲ行ツテ見タ。其ノ結果，日本産ノひひらぎ及ビもくせい両植物ニ寄生スル各々ノ菌ハ共ニ Zaghouania

Phillyreae P A T. ト同定シテ何等不都合ガナイト云フ結論ニ達シタノデアル。長イ問地中海治岸地方ト英

国本土ノ一部ニノミ分布シテ居ノレトサレテ居タ此ノ鋳菌ガ遠ク我国ノ太平洋ニモ見出サレタト云フ事ハ非

常ニ興味ガアノレ。……"

不完全さび菌 (Uredinales Imperfecti) 

Aecidium akebiae P. HENN. 吉永・平塚 (1930)15日，平塚 (1935)415)，平塚・吉永 (1935)山〉，平塚

(1938)605) アケビ(ゴョウアケビ)， ミツパアケビ 四国，九州

Aecidium alangii HIRATSUKA , f. et YOSHINAGA , sp. nov. 平塚・吉永(1935)'24) ウリノキ 四国

Aecidium araliae SAW ADA , sp. nov. 沢田 (1943)86') 863)，平塚 (1943)叫)，伊藤(誠〉・村山(1943)852)

タイワンタラノキ 台湾

Aecidium berberidis-morrisonensis SAWADA , Sp. nov. 沢田(1943)86') ニイタカヘビノボラズ

台湾

Aecidium clerodendri P. HENN. 平塚・橋岡 (1935)42 1) ，平塚(1943)制》，沢田(1943)863) リュウセ

ンクヮ，マキパクサギ，ヤエザキクサギ 台湾

Aecidium cunningha>>叫ianum BARCL. 平塚・橋岡(1937)551)，沢田(1942)800)，平塚 (1943)8'8) コケ

モモカマツカ 台湾

Aecidlum deutziae DIET. = Puccinia kusanoi DIET. 吉永・平塚 (1930)山〉，平塚(1932) 229)，平塚・

橋岡 (1934)附，平塚(1935)'叩 417) ，平塚・吉永 (1935)'叫，沢田 (1942)83 1)，平塚 (1943)削〉 ウツギ，ニ

イタカウツギ，マノレパウツギ 本州，台湾，四国

Aecidium elaeagni DIET. 沢田(1928)65)，吉永・平塚 (1930)山>，平塚・吉永(1935)'24)，平塚・橋岡
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(1937)551) ，平塚 (1943)848)，沢田 (1943)8間 タカサゴグしナワシログミ 台湾，四国

Aecidium elaeagni・-umbellatae DIET. 吉永・平塚 (1930)'51)，平塚・吉永 (1935)42ペ平塚(1938)605) , 

(1943)848) アキグミ 四国，九州，台湾

Aecidium enkianthi DIET. 吉永・平塚 (1930)15日，平塚・吉永 (1935)4山，平塚 (1938)607) ペニドウ

ダン，サラサドウダン 四国

Aecidium fatsiae SYD. 沢田 (1928)町，平塚・橋岡(1937)551九平塚 (1943) 848>，沢田(1943)8日〉 カ

ミヤツデ 台湾

Aecidium hamamelidis DIET. 伊藤(誠〉・平塚 (1927)'8>，吉永・平塚 (1930)'5 1) ，平塚・吉永 (1935)42ペ

富樫 (1936)528)，平塚(1938)607)， (1941)755) マンサク 四国，本州

Aecidium hydrangiicola P. HENN. 平塚・橋岡(1937)55九沢田 (1942)831)，平塚(1943)848) キダチ

コガク，ナガパアヲサイ 台湾

Aecidium hydrangeae-ρaniculatae DIET. 吉永・平塚(1930) 151>，富樫・小沼 (1934)390九平塚 (1935)

41臼，平塚・吉永 (1935)4叫 ノリワツギ 四国，九州，本州

Aecidium klugkistianum DIET. 吉永.平塚 (ο19田30め)15日1)，平塚.吉永 (ο19伺35)戸4叫zぺ平塚 (ο194必2)799町〉 イボ

タノキ，ケイボ夕 四国，朝鮮

Aecidium machili P. HENN. 吉永・平塚 (1930)日日，平塚・橋岡 (1933)277ヘ平塚 (1934)346) ，吉永・平

塚 (1935)4刊，平塚・橋岡 (1935)421)，平塚(1935)415) (17) , (1943)8叫，沢田 (1943)863) オオパタブ，ニオ

イタブ，アリサンタブ，アオガシ，ナンヲュウダモ，ウラヲロダモ 四国，台湾，九州，本州

Aecidium meliosmae-myri・anthae P. HENN. et SHIRAI 富樫(1936)528り平塚 (1938)605) ， (1940)削》

アワブキ 四国，本州，朝鮮

Aecidium minoense SYD. 吉永・平塚(1930)151)，平塚・吉永 (1935)424) ナツグミ 四国

Aecidium niitakense HIRA TSUKA , f. , sp. nov. (syn. Aecidium berberidis-morrisonensis SA W A-

DA) 平塚(1938)605) ， (1943)848)，沢田 (1943)863)864) ニイタカヘピノボラズ 台湾

Aecidium osmanthi SYD. et BUTL. 沢田 (1944)886) ギンモクセイ 台湾

Aecidium philadelphi DIET. 吉永・平塚 (1930)151)，富樫・小沼(1934)390)，平塚・吉永 (1935)424) バ

イクヮウツギ四国，本州

Aecidium ρhyllanthi P. HENN. 吉永・平塚 (1930)山，平塚・吉永 (1935)424) ， (1938)60町 コパンノキ

四国，九州

Aecidium 戸ourthiaeae SYD. 平塚・橋岡 (1937)551)，沢田(1928) 日)， (1943)8問 タイワンカナメモチ

台湾

Aecidium pulcherrimum RA VENEL 吉永・平塚 (1930)山)，平塚・吉永(1935)42ペ富樫 (1936)

ヨコグラノキ，クマヤナギ四国，本州

Aecidium quintum SYD. 平塚 (1940)704) アキグミ 朝鮮

Aecidium raPhioleρidis SYD. 平塚 (1939)651)， (1940)7叩， (1941)753) , (1942)刷〉 ハマモッコク(シャ

リンパイ)，ホソパシャリンパイ 九州，琉球

Aecidium securinegae SA W ADA , sp. nov. 沢田 (1943)8間 タイワンヒトツパハギ 台湾

Aecidium urenae SA W ADA 沢田 (1943)附)， (1944)附〉 オオボンデンクヮ 台湾
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Aecidium viburni P. HENN. et SHIRAI 平塚(1942)799) コパノカeマズしケナシカンボク 朝鮮

Caeoma defon仰ns (BERK. et BR.) TUBEUF 平塚・吉永 (1935)42ペ平塚(1938)607) クロベ，ア

スナロ，ヒメアスナロ 四国

Caeoma radiata [radiatum] SHIRAI 富樫(1936)悶)，平塚(1938)607) ヤマザクラ，ウワミズザク

ラ本州

Uredo aggregata SAWADA , sp. nov. 沢田(1943)863) ケカンコノキ 台湾

Uredo broussonetiae SAWADA , sp. nov. 沢田(1943)863) カジノキ，ハマイヌピワ 台湾

Uredo castaneae P. HENN. 沢田 (1928)65) コルクガシ 台湾

Uredo cudraniae SAWADA , sp. nov. 沢田 (1943)863) カクワツヵーュ 台湾

Uredo deutziicola HIRATSUKA , f. , sp. nov. 平塚(1938)60へ (1943)848) オオパウツギ，シワヒメ

ウツギ台湾

Uredo ehretiae BARCL. 沢田 (1928)65>，平塚 (1943)制〉 チシャノキ 台湾

Uredo isachnes SAWADA , sp. nov. 沢田 (1944)886) タイワンハイチゴザサ 台湾

Uredo lasianthi SYD. 平塚・橋岡(1935)421九沢田(1942)回目，平塚 (1943)"8) ミヤマルリミノキ

台湾

Uredo malloti P. HENN. 沢田 (1943)'63) ヤンパルアカメガシワ，アカメガシワ 台湾

Uredo querci SAWADA (syn. Uredo castaneae FUjIK.) 沢田 (1943)863)864) アベマキ 台湾

Uredo scolo�iae SYD. 平塚・橋岡 (1934)349)，沢田 (1943)8間 トゲイヌツゲ台湾

Uredo tectonae RACIB. 沢田 (1931)2叩，平塚・橋岡(1933)277九平塚(1943)848) チーク 台湾

さび菌フロラおよび分類の研究はこの時代に多くの人々によって行なわれ飛躍的な発展をみた。 いうま

でもなく，これらの中には樹病病原さび菌が多数含まれており，とりわけ重要な層生さび菌科および内生

さび菌科における平塚直秀の貢献は偉大である。 氏のさび菌フロラの研究は北は俸太，南は琉球，台湾に

および，なお朝鮮(韓国)，支那(中華民国〉等東洋全般にわたっている。これと平行して分類学的研究分

野でも幾多の重要な新知見を公にしており，その研究報文は汗牛充棟もただならぬものがある。氏の報文

をしさいにみると，ある地方のさび菌フロラを報じ，同時に行なわれた分類学的検討から新知見を別に日

本文で発表，次に一つの属ごとにモノグラフを作成，さらに全般にわたるフロラあるいはリストを公表…

…というように，和・欧両文それぞれで報告されている。分類学的研究であるから当然のことながら，各

論文ごとにみてゆくと同一資料が何回も何回も使用されていて，この点実験的研究と異なりページ数の割

合には驚ろくほどの苦労はなかったかも知れない。 しかし同じような資料によってとりまとめてはいる

が，よくみると後で発表されるものには，新たな寄主あるいは採集地が必ず追加され，常に斬新なものを

と努力されている様子がよくわかる。 それにしても膨大な資料をよく整理したもので，その堪念さはとて

も常人の企図し得るところでなく，またこれらの論文の原稿を書くだけでも大変な労働であったであろう

と思われ，その超人的な活躍ぶりにはただただ頭がさがるのみである。

異種寄生性の研究

明治，大正両時代にひきつづき昭和初期においても各種のさび菌について異種寄生性が実験的に証明さ

れた。すなわち平塚の Pucciniastrum ， Melamρsora， Melamþsoridium , Cronartium , Gy明nosρorangi­

um, Puccina 各属の菌，亀井のめlaloþsora， Milesina , Uredinoρsis 各属の菌およびその他が公表され
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た。

平塚は「日本産鋳菌の異種寄生性に関する既往の研究(明治 32 年~昭和 9 年)J (1935)山) (昭 10) およ

び rConc1usive summary of the positive results of the inoculation experiments with heteroecious 

species of the Japanese rust fungi (l899~1936)J (1937)54町(昭 12) で当時までに判明していた種類に

ついて要領よくまとめている。それで，これらから昭和 2~11 年(1927~ 1936) に発表された樹病関係の

さび菌を抜きだし，さらに昭和 12~20 年(1937~1945) に報告されたものを追加して次表にかかげる。

菌 名 |警官翻|融話題言|実 験 者
内生さび菌科

Coleosρorium asterum (DIET.) SYD. 
7464

>

737

1

‘
740101 

1

3

2

3

1

1

1

1

 

、
、
ノ
、
、
ノ
、
}
ノ
、E
ノ
、
、
ノ
、
、
ノ
、
，
ノ
、

B

ノ

n
U
A
品τ
q
O

訓
告
弓

'
n
u
η
'
A

り

つ
九u
q
o
q
o
q
d
q
L
q
δ

の
L
q
o

口
司u
n汐
凸

w
d
n
v
n
w
d
n

汐

n
w
d
n
w
d

'
E
A噌
E
A

噌
'
A
唱
E
A

唱
E
A
唱
E
A

唱
E
A
唱
E
A

「
‘
、
f
、
、
〆
‘
、
〆
I

、
〆
t
、
，

l

、
，
t
〉
，
‘
、

塚
塚
塚
塚
塚
塚
塚
塚

平
平
平
平
平
平
平
平

ク
ク
ン
ン
ン
ン
パ
ミ

J
フ
リ

ギ
ギ
ツ
ジ

y
f
ド

マ
ロ
ヤ
ヤ
ニ
シ
ヨ
'

ヤ
シ
シ
シ
リ
小
ワ
川
:

ガ
ヨ

ρ
F

ラ
マ
メ
ワ
リ
イ
ツ

t

シ
ヤ
ヒ
イ
ツ
サ
ヨ
ナ
キ

ツ
ツ
ツ
ツ
ツ
ツ

マ

マ
7
7
7

ン
マ
セ

ロ
カ
カ
ロ
ウ
イ

ヨ

ク
ア
ア
ク
チ
ハ

Coleosρorium camρanulae (PERS.) L孟v.

Coleosρorium eupatorii ARTH. 

Coleos舎oγium sauss拭γeae THも M.

層生さび菌科

Cronartium flaccidum (ALB. et SCHW.) WINT.I アカマツ|シャクヤク， 1平塚 (1932)叩〉
ボタン，ベニバナ
シャクヤク

Cronartium quercuum MIYABE I アカマツ|ミ ズナ ラ|平塚.吉回 (ο19田31) 口川0
コ ナ ラ升|陣平塚〈ο19回32)戸2目27η>

モンゴリナラ
カシワ
アカカーシワ
タイワンク。リ

シイ
クヌギf

アベマキ
アラカシ
シラカシ

Hyalo戸sora acul印ta KAMEI I ァオトドマッ|シシガシラ|亀井 (1932)236)
亀井 (1933)目的 28 1)

亀井(1940)叩〉

Melamρsora abietis-poρuli IMAI 

Melamρsora larici-capraearum KLEB. 

アオトドマツ|セイヨウハコヤナギ|今井 (1942)帥的

カラマツ|パッコヤナギ|平塚 (1927)山
平塚 (1932)227)

Melam戸sora larici-φitea KLEB. 1 カラマツ|キヌヤナギ|平塚 (1927)7)川
エゾカワヤナギ|平塚 (1932)2 27)
エゾヤナギ
ナガパヤナギ

Melampsora larici-仰仰lina KLEB. I カ ラ マツ|ドロノキ，セイヨ|平塚(1927)12)
I I ウハコヤナギ |平塚 (1932)227)

Melamρsora larici-urbaniana MA  TSUMOTO 1 カラマツ|オオパヤナギ|平塚 (1927)山
I I I 平塚 (1932)227)

Melampsora magnusiana WAGNER I クサノオウ|ヤマナラシ|平塚(1932)'27)

Melamρsora yezoensis MIY ABE I エゾノエンゴサ|シロヤナギ|平塚 (1932)叩〉
et 加'lATSUMOTOI ク

Melamρsorella caryoρhyllacearum SCHROET_ I アオトドマツ ナグサ|平塚 (1930)118)
平塚 (1932)'27)

Melamρsoridium alni (THむM.) DIET_ 、
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菌 者
| 鋳子腔時代 | 夏胞子・冬胞子
寄主植物 1 時代寄主植物

グイ マツ|ケヤマハンノキ|平塚(1927) 7)
オオシュウカラ|ヤマハンノキ|平塚(1932)227)
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Melampsoridium hiratsukanum S. ITo 
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Milesina dγyoρteridis KAMEI 

Milesina exigua F ALL 

〉ノMilesina itoana KAMEI 

ン-. 7 ゾMilesina jezoensis KAMEI 

シアオトドマツ|オMilesina miyabei KAMEI 

Milesina sublevis HIRATSUKA , f. 
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発亀井 (1932) はエゾメンマとしている。
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菌 名 直吉時訪|露間歪臨]実 験 者
柄生さび菌科

Gymnosρorangium amelanchieris FISCHER ザイフリボク|ネ
(syn. G. idetae YAMADA) 

ズ l平塚 (1936)498)499) 

Gymnosρorangiun haraeanUI仰 SYD.

Gymnosporangium jaρonicum SYD. 
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Gym托osporanginm juniρeri LINK. 

Gymnosporangium miyabei YAMADA 
et 1. MIYAKE 

Gymnosporangium yamadae MIY ABE 

Puccinia brevicornis S. ITO 

Puccinia graminis PERS. 

Pucci抑ia kusanoi DIET. 

ナナカマド|ネ

アズキナシ|ヒ ム

ズ|平塚 (1936)山 49的

ロ|平塚 (1936)削〉

Puccinia sasaecola HARA 

セイヨウリンゴ|ネ ズ|平塚(1936)498)

クロウメモドキ|イワノカリヤス|伊藤(誠) (1934)355') 

メ ギ|カモジグサ|明日山 (1935)398)

ウツギ|メ ダ ケ|明日山 (1936)484)
アズマネザサ

トサミズキ|スズタケ|原 (1939)642)

平塚・吉田 (1931)17町(昭 6) は「松の木癌病菌の異種寄生性に就て」で接種試験結果を述べ，その結論

で次のようにいっている。

‘ー.従来，日本に於ては松の木癌病菌 Cronartium Quercuum の冬胞子寄主植物は，クヌギ，アベマ

キ，コナラ等の落葉性カシハ属植物に限られて居る様に信ぜられて居ったが，……同菌は落葉性のカシハ属

植物であるコナラ， ミヅナラ，クヌギ，カシハ，アベマキ及びカラフトガシハのみならず，常緑葉を持っ

て居る同属のアラカシ，シラカシの外，テウセングリ，シヒにも寄生し得ることを知った。"“二.接種試

験の結果 Cronartium Quercuum はテウセングリにも其の夏胞子を形成する事を認めた……。"“四.

Cronartium Quercuum の鋳胞子をブナの若葉上に接種を試みたところが菌糸は葉肉組織中に蔓延するけ

れども，夏胞子を形成するに至らなかったJ'

平塚(1927)10)(昭 2) は íOn two species of Coleosporium parasitic on the Japanese CompositaeJ 

の和文摘要で“本報交ニ於テハ菊科ニ寄生スル本邦産〔コレヲスポリウム〕中， Coleosporium Eu仰torii

ARTH. 及 C. Sauss附"eae THüM. ノ二種ニ就キテ特ニ今日ニ到ルマデ知ラレザリシ其ノ生活史ヲ明カニ

セリ。即チ，前者ハ本邦ニ於テハ通常ヒヨドリパナ及ピヨツパヒヨドリニ寄生スルモノニシテ，研究ノ結

果，テフセンマツニ其ノ鋳子腔時代ヲ経過スル事ヲ知レリ。更ニ後者ハ今日調査セル範囲ニテハ本邦ニ於

テハ其ノ夏胞子及ピ冬胞子時代ヲタウヒレン，キタアザミ，ヒメヒゴタイ，ミヤマアザミ及ピキクアザミ

ノ五種上ニ経過シ，鋳子腔ヲハヒマツ上ニ形成スル事ヲ明カニセリ"とある。

Coleos戸orium euρatorii は重要で，本菌による葉さび病は近年チョウセンゴヨウ，キタコーョウおよび

ストロープマツ造林木に対してはなはだしい被害を与えることが知られ，種々の試験研究が行なわれてい

る器1-*6
。

制千葉修:ストローブマツの葉さび病.森林防疫ニユース 8 (9) , pp. 150-152 (1959). 

担平塚直秀:マツの葉さび病.日林誌 42 (4) , pp. 151-156 (1960). 

制佐保春芳:東京大学北海道演習林内に見られるストロープ、マツ葉鋳病について.森林防疫ニユース

9 (2) , 34-35 (1960). 

※ 



※ 

日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉

験鱒 磁-rtg

第 63 図平塚直秀 (1932).

匀noculation experiments with some heteroecious species of 

the Melampsoraceae in JapanJ (日本における層生さぴ菌科の

異種寄生性〕のタイトル・ページ

- 33 ー

制一一一一:ストローブマツ葉さび病に関する研究 (III). 各種二・三，五葉松に対する Coleosρorium

eupatorii A. の小生子接種試験について. 71 回目林講 pp. 268-270 (1961). 

荊一一一一:ストローブ、マツ葉さび病に関する研究 (VI). 中間寄主植物の 4年間の生育状況とストロ

ーブマツの羅病状況の変化. 72 回目林講 pp.283-お4 (1962) , 

制陳野好之・遠藤 昭: Coleosporium eupatorii ARTHUR によるキタゴヨウマツの葉さび病.日林誌

46 (5) , pp. 178-180 (1964). 
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土壌伝染病の研究

針葉樹首の微粒菌核病

長谷川・小川 (1939)附)(昭 14) は「森林病虫害図説病害編第 2号」に「カラマツ苗の裾腐病」をあ

げ，その病徴を“......其症状を観るに全葉一斉に乾枯するも根に異状なく，茎部を剥皮すれば地際に近き

部分に於て材は晴褐色を呈し，拡大鏡を以て検すれば患部及び其所の樹皮裏面に黒色小粒状の柄子殻無数

を認め"とし，病原菌に PhomoρSIS ρseudotsugae WILS. をあてている。

その後久しい問，このような病徴および標徴を現わす疾病は“裾魔病"とされていたのであるが，伊藤

(ー) (1957)制(昭 32) は全く異なる病原菌によってこれと酷似する病徴・標徴を呈するもののあることを

報じた。すなわちその病原菌は Sclerotium bataticola TAUB. (Rhizoctonia bataticola (TAUB.) BUTL., 

Macro戸homina ρhaseoli (MAUB.) ASHBY] で，なお病名は“Phomoρsis pseudotsugae WILS." によ

る“裾脅病"と区別するために「微粒菌核病」とすることを提案した。

その後佐藤・庄司 (1959)引は接種試験を含む詳細な研究を行ない，長谷川・小川 (1939)6叫が“ヒノキ

苗の裾魔病" (Phoma hasegawae OGAWA , Sp. nov.) および“カラマツ苗の裾魔病"とした疾病につい

て，“Phoma hasegawae と Phomoρsis ρseudotsugae を病原として報告されたヒノキとカラマツの裾膏

病の病徴および擦徴は， Sclerotium bataticola による微粒菌核病と混同して記載したものと認められる。

そして従来裾腐病として取り扱われてきたものは，ほとんど微粒菌核病であったと考えられる。……"とし

ている。

Sclerotium bataticola は多犯性病原菌として知られているものであるから当然といえば当然のことでは

あるが，微粒菌核病はカラマツのほかスギ，モミ類，アカマツ，クロマツ， ヒノキ， トドマツ，メタセコ

イア等針葉樹首のほか，アカシア類，ネムノキその他広葉樹首にも広く発生することが知られている制。

長谷川・小川(1. C.)6'3)が記述した“ヒノキ商の裾魔病"および“カラマツ商の裾魔病"はともにそれ

らの病原菌をそれぞれ図示していることから，菌それ自体は確認されたにちがいなく，われわれも菌その

ものの存在を否定するものではない。 しかしその後長い間調査しているが，上記の病徴を示す病苗には少

なくともこれまで， Phoma hasegawae OGA W A も，また“Phomoρsispseudotsugae WILS." も全く見

い出されていない。

なお，長谷川・小川(1. C.)6'3)が Phomopsis ρseudotsugae WILS. とした菌は，最近小林(享) (1958)酬

の研究によれば， Phomoρsis occulta TRA V. (syn. Phomoρsis cryρtomeriae KITAJIMA et KAMEI) 

をあてるのが正しく，またこの完全時代は Diaρorthe conorum (DESM.) NIESSL であるという。

Phomopsis occulta はスギのフォモプシス枝枯病の病原菌として知られているものである(なお 137 ペー

ジ参照、)。

ナラタケ病(根朽病〕

ナラタケ (Armillaria mellea (VAHL.) QUﾉL.) (Armillariella mellea (VAHL. ex FR.) KARST.]討

制伊藤一雄:カラマツ苗の裾腐病菌に関する疑義.森林防疫ニユース 6 (8) , pp. 170~172 (1957). 

)引佐藤邦彦・庄司次男:、針葉樹苗の微粒菌核病.林試研報 111 , pp; 51~72 (1959). 

制伊藤一雄:図説樹病新講.東京， pp. 77 ~80 (1964). 

!制小林享夫:スギの Phomoρsis 枝枯病菌 その生活史と分類一.林試研報 107， pp. 1~25 (1958). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , p. 129 (1959). 
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がクワに寄生して“根朽病"をおこすことはすでに古く野村(1903)制(明 36) によって報告された。林木

については宮部 (1917)制(大めがトドマツおよびエゾマツの生立木を侵すことを記し，なお北島 (1920)制

(大 9) は本菌がアカマツの造林木に寄生して大きな被害を与えた長野県岩村田の例を報告している。昭和

年代初期においても，本菌による林木の被害がいくつか述べられている。

北島(1928)5 0) (昭 3) r森林病虫害ノ研究」の“ひのき樹ノならたけ被害"に，“本菌ノ被害ハ〔高知営

林局〕窪川営林署部内森ケ内国有林……ノ扇柏林(大正十一年度植栽〉ニ発生シタルモノニシテH・"と

ある。

長谷川・小川(1938)5附(昭 13) r森林病虫害図説病害編第一編J (pp.7-8) に“ヒノキのナラタケ

病"という項があり，病徴，病原菌および防除法について記し，菌の学名に Armillariamellea (VAHL). 

SACC. をあて，この寄主としてヒノキ，マツ類，エソ‘マツ， トウヒ，ナラ，クヌギ，サクラ，ハンノキ，

ヤマナラシ等をあげている。 なお本菌による疾病に対してナラタケ病という病名を用いたのは，おそらく

これが最初であろう。

西門 (1943)附)(昭 18) r新見営林署部内幼令造林地の扇柏，杉及び松の枯損に関する調査報告J および

同氏 (ο19叫44の)879町昭 19め) r ヒノキ，スギ及びアカマツの幼令林を害するナラタケに就いて(概報)J の内容は

大同小異であるから，後者によってそのあらましを述べる。

まず“一.緒言"で“昭和一七年一0月…・・新見営林署〔岡山県〕長河野醇一氏は同署部内の幼令造林

地に発生のヒノキ及アカマツの枯損株を携へ著者を訪ひ夫の被害状況を報じ，之が原因，対策を求められ

た。該傑本は同月六日採集の物で，見た処ナラタケの害と思推された。只子実体としては極めて微少(小〉

な辛じて肉眼で認める程度の幼茸が少数存在して居るのみであった。一一月八日筆者は……現地に出張し

て，被害の状況を調査した。現地に於ける被害はヒノキ最も注意を惹き，スギ及びアカマツにも現はれて

居り，殆んど凡ての被害樹幹の地際附近には盛んに茸が発生して居た。此茸は当時最盛期を過ぎて居た関

係で何れも多少萎凋し或は一部魔敗し去った物もあったが， ナラタケ CArmillaria mellea (V AHL.) 

Qu孟L.J である事が判明した。……本菌は欧米では既によく研究せられ，本邦でも既に記載されてゐる物で

はあるが，其被害が相当激しいから其発生を報ずる……。"とし，“二.菌の所属並に名称"を記し“三.

被害地域並に程度"の項には“……被害地は岡山県阿哲郡矢神村……，三光山国有林内のスギ， ヒノキの

造林地で昭和一O年三月に植栽した個所である。植栽スギ， ヒノキの聞には天然生のアカマツの稚樹が混

請して居た。発病地は大体南面した梢広い谷間と其西側の(東面〉斜面に多く東側(西面〉斜面には殆ん

ど発生を見なかった。……前記の個所に於ける枯損はヒノキ約八0-ー00本，スギ約二~三0本，アカ

マツ百数十本であった。……枯損は数年前から始まって居たらしく，枯損後三~四年経過したと思はれる

ものあり，叉当年叉は前年に擢病した物もあった。“四.病徴"，“五.菌の形態"はくわしく記載され，

u六.菌の生理生態"とつづき，“七.寄主植物と発病環境"では関係文献の概要をしるしたのち“……

今回調査した……本菌被害地区は数年来牛を放牧した処である。夫れ故ヒノキ及スギの如き植栽樹のみな

らずアカマツ……も亦其地際部のみならず樹幹が傷害を受ける機会は相当にある筈である。斯かる傷害部

は本菌侵入の門戸として好適であるのみならず樹勢の衰弱を来し，本菌の侵害を容易にした点、も想像し得

制野村彦太郎:神奈川県下ニ於ケル桑樹根朽病.東京蚕業講習所蚕事報告 19, pp. 443-461 (1903). 

制宮部金吾:えぞまつ及とどまっの心材腐蝕に就て.北海道林業会報 180, pp. 1-4 (1917). 

制北島君三:あかまっニ寄生スルならたけニ就テ.林試報 21 , pp. 105-113 (1920). 
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るところである。"と結んでいる。

本菌とオニノヤガラとの共棲関係についてはすでに草野 (1911)剖(明 44) によって興味ある現象が報告

されているが，浜田稔 (1939)叫)(昭 14) iStudien �er die Mykorrhiza von Galeola sφtentrionalis 

REICHB. f. - Eine neuer Fall der Mykorrhiza-Bildung durch intraradical RhizomorphaJ では本

菌とラン科植物ツチアケビとの菌根について詳細な発表がなされ，なお同氏 (1940)694)(昭 15) iPhysiolo・

gisch-morphologische Studien �er Armillaria mellea (V AHL.) QUÉL. , mit besonder R�ksicht 

auf die Oxals舫rebildung. Ein Nachtrag zur Mykorrhiza von Galeola se"ρtentrionalis REIHB. f.J 

では本菌の穆酸産生を中心としてその生理学的研究結果が報じられた。

斎藤(雄) (1939)676) (昭 14) は「ヒノキのナラタケ病に就て」で“〔長野県〕奈良井〔帝室林野局〕奈良

井出張所部内造林地ヒノキ並にカラマツ植栽木に根朽病の発生ありて枯死するを認め，昭和十一年……に

被害標本を当局林業試験場に送付しナラタケ菌 H ・H・による病害との御鑑定を得て，其後予防並に駆除に努

めたる結果漸減の傾向にあるものと認めらるるも未だ其被害を根絶するに至らぬ。……けとい “既往に

於けるナラタケ菌の被害と其研究"，“病原菌"と述べ被害の状況"では，“当出張所部内に於てはヒノキ

の植栽後周年より二十年位迄のものに被害枯死せるものを発見する。……当出張所緒川事業区に於て昭和

十三年度に焼却せるヒノキ造林木の樹令別本数左表の如し"とし，面積約 130 ha，本数は 170 本を算えて

いる。次に病徴を述べ，“防除法"でこれは終わっている。

林木の土療線虫病

山口捨雄 (1932) 257) (昭 7) は「あかえぞまつ及ピくろえぞまつノ苗樹ニ寄生スル線虫ニ就イテ」と題す

る報文を発表，これには次のように記されている。“在来北海道ニ於イテ，苗画ニ播種栽培セラルルあかえ

ぞまつ及ピくろえぞまつノ一年生及ビ二年生酋樹ハ一般ニソノ発育不良ニシテ，ソノ原因ノーハ寄生菌類

ニ依Jレ被害ノ結果ト思惟セラレタ 北海道帝国大学農学部演習林附属商圏ニ於イテハ，屡根部ニ寄生スル

ー種ノ線虫ヲ認メシガ，特ニ昭和六年八・九月頃ヨリ同商圏ノ田添氏ガ該植物ニツキ根部ニ関スル実験ヲ開

始サレタル処，タマタマ根部ニ於イテ寄生セル線虫ヲ多数発見サレタ。依ツテ同氏ノ援助ヲ得テ昭和六年

十月……ヨリ被害苗樹一年生及ピ二年生ニ就キ調査ヲ進メ，……分類上ノ所属・学名ヲ同定スルヲ得タリ

。'“1.線虫類 (Nematoda) ノ動物学上ノ位置及生態'仁川 II. 線虫類一般ト産業トノ関係"とつづ

き，“ III. 札幌北大苗圃ニ発生セル線虫"では“今回札幌ニ於ケル北海道帝国大学農学部演習林附属苗圃

ニ於イテ発見セル線虫ヲ同定シ次ノ所属ヲ明カニシ得タリ。 Order Arcaroidea …… Tylenchus pratensis 

de Man ..・H ・. Synonym: Tylenchus penetrans Cobb ……, Aphelenchus neglectus Rensch … 

として形態の記載を行ない，“IV. 寄生ニ由ル影響"については“上記商圏ノ土壌性質ハ粘質壌土ニシテ床

替ハ行ハレズ。一年生ヨリ四年生迄ノ首樹中あかえぞまつノ一年生……， くろえぞまつノ一年生及二年生

・ニ就イテ寄生個体数多ク旦前者ニ於イテ甚シキヲ観察セリ。 シカシテ一本ノ苗樹ニ於イテ白色ヲ呈セ

ル根ノ部分ニ平均十匹函鏡シ樹液ヲ吸収セリ。カカル根ノ部分ハ根ノ成長点ニ当リ，一本ノ首樹ニテハ平均

五個所ヲ有スルヲ以テ一本ノ苗樹ニハ約五十匹内外ノ幼虫及ピ成虫ノ寄生ヲ受ケツツアリ。 ナホ本種以外

ニ根切虫，菌類ニ依ル被害ヲ相当観察シタリ。故ニソノ被害ノ、三者共同ニ依ル結果著シキモノアルベシト

認メタリ。ナホ同苗圃ニ於ケルからまっ，とどまっノ苗樹ニテハ本種ノ寄生ヲ認メズ。"といい，病徴につ

制草野俊助: Gastrodia elafa, and its symbiotic association with Armillaria mellea. 東京帝大農
科大学紀要 4 (1) , pp. 1-65 (1911). 
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第 64 図 山口捨雄(1932). rあかえぞまつ及ビくろえぞまつ

ノ苗樹ニ寄生スル線虫ニ就イテ」のタイトル・ペーヲ

いては“被害ヲ受ケタルあかえ

ぞまつ，くろえぞまつノ外形ヲ

見ルニ葉ハ黄化叉ハ赤褐化シ萎

縮セル状態ヲ呈シ，特徴ハカカ

ル被害樹ヲ抜取リ根毛ヲ指ニテ

挟ミツツ手元ニ引カパ皮部ノ、容

易ニ木質部ョリ離脱ス。シカシ

テ根毛ノ先端部ナル白色ヲ呈ス

ル成長点ニハ約七匹ノ線虫ガソ

ノ頭部ヲ穿入シ樹液ヲ吸収シツ

ツアリ。ソノ結果水分，養分ノ

上昇量ヲ少クシテ樹勢ヲ弱ムル

ナラン o ・..と u、って U、る。

この論文は線虫による林木の

被害に関する本邦最初の報文

で，なお近年一戸稔 (1961)制

(昭 36) は“わが国でのネグサ

レセンチュウの記録は山口捨雄

氏 (1932) が北海道から林木商

圏でアカエゾマツおよびクロエ

ゾマツ幼苗の根部を魔らせる線

虫として Tylenchus pratensis 

を報告したのが最初である。…

…"と明記しているように，山

口(1. C.)257)論文は農業・林業を通じてネグサレセンチュウを記述したわが国最初の報文である。なお山口

(1. C.)257)によって Tylenchus ρratensis DE MAN と同定された線虫には後に Pratylenchus �enetl'ans 

(COBB) CHITWOOD et OTEIFA という学名があてられ，和名をキタネコブセンチュウとされた。

従来わが国における線虫の研究は非常に低調であったが，近年畑作農業の振興政策がとりあげられるに

及び線虫被害が大きくクローズ・アップされ，諸般の調査研究が急ピッチで推進されたのであるが，林業で

も最近ようやく本格的にこれがとりあげられるようになった。

もっとも，林業において線虫被害が全く知られていなかったのではなく，肉眼観察で比較的容易に認め

られる，ネコブセンチュウの被害については，キリやクリ等で知られていた引が，調査研究はほとんど皆

無の状態であった。

最近になって土壌線虫の林木への加害状況がようやく明らかになり，根こぶ線虫としては Meloidgyne

制一戸稔:ネグサレセンチユウ (Pratylenchus) の種類，生態およびその防除.線虫とその防除(其

のめ. pp. 51-65 (1961). 

後2 伊藤一雄:図説樹病講義.東京， pp. 49-51 (1955). 
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incognita var. acrita CHITWOOD (サツマイモネコブセンチュウ)， Meloidogyne sp. が，また根魔線虫と

しては PraりIlenchus ρenetrans (COBB) CHITWOOD et OTEIFA (キタネコブセンチュウ)， P. coffeae 

(ZIMM.) GOODEY (ミナミネグサレセンチュウ)， P. vulnus ALLEN et JENSEN (クルミネグサレセン

チュウ〉が，そして Tylenchorhynchus spp. (イシュクセンチュウ)， Trichodorus spp. (ユミ r、リセン

チュウ〉等も見出され，これらに対する防除試験も行なわれて，ある程度の成果がおさめられている制→口。

ネムノキ苗の立枯性病害(立枯病，萎凋病〕

笠井 (1935)439J(昭 10) は「省営ノ苗圃ニテノ合歓木(ねむのき〉苗木枯死ノ原因」で次のように述べて

いる。まず“序言"で“本報告ハ羽越線ニ於ケル線路飛砂防止林ニ用ヰラレテヰルねむのき幼荷の枯死ノ

原因ニ関スルモノデアツテ今カラ約 5 年前ノ|日稿ニ属スル。…・・・此ノ 5 年間ニ日本及ピ外国カラ此/問題

ニ関スル研究ノ発表アルヲ待ツテ居タガ，併シ未ダニ何等発表ガ無イノデ主主ニ自分デ公表スルコトニシタ

ノデアル。 H・H・本報告ニ記述セントスル内容ハ昭和 3 年 7 月 H ・ H・羽越線羽後亀田駅付近ノ亀田苗圃ニ発生

セルヲ手初メトシ，昭和 4 年 8 月間線新発田苗圃ニ，更ラニ叉昭和 5 年 7 月奥羽本線神宮寺苗圃ニ発生シ

テ，・…・・ねむのきノ幼苗ヲ枯死ニ至ラシメタル疾病ノ原因ノ調査デアル。而シテ其ノ枯死ハ正シク Fusari­

um ト称スル菌ノ一種ニ基因スルコトヲ確定シタノデアル。…"とし，“飛砂防止林々木トシテノねむの

き"，“ねむのきノ苗木ノ枯死"とつづき，“ねむのきト Fusarium 菌"の項では， .'...・..ねむのき苗木ノ

枯死ノ原因ヲ為ス Fusarium 菌ノ存在ヲ見タコトハ決シテ突飛ナコトデハナイト云ヒ得ル。現ニねむのき

ガ隷属スル萱科植物ノ他ノ色々ノ草木叉ハ成木ガ Fusarium 菌ノ為メ萎凋スルニ至ルコ卜亦決シテ実例ニ

乏シクナイ。然ルニ之レヲ文献ニ徴シテ見テモ，叉ハ本邦ノ専門家ニ間合ハセテ見テモ， Fusarium 菌ニ

因ノレねむのきノ幼苗ノ立枯現象ニ関スル研究報告ハ未ダ世ニ公ニサレテ居ラヌラシイ?・…・"として若干の

文献について言及，“……之ヲ要ス Jレニ私ノ寓目見聞ノ範囲デハねむのきノ撤苗ガ Fusarium 菌ノ為ニ枯

死スル現象ニ就テノ業績ハ日本ニモ欧米ニモ発表セラレテ居ナイモノト J思ハレルノデアル。"といってい

る。さらに語をついで，“H・ H・萱科トイヘパにせあかしあモ亦萱科植物ノ一員デアル。主主ニ吾々~…・・亀田

苗圃ニテにせあかしあガねむのきト同様擢病スルトイフ事実ニ一大注意ヲ払ハネパナラヌノデアル。・・

制橋本平一:福岡県の林業苗畑における線虫病について.日林誌 44 (9) , pp. 248~252 (1962). 

制一一一一:林業苗畑におけるスタントネマトーダおよびネグサレセンチュウに対する殺線虫剤の効
果について.同 45 (1) , pp. 33~36 (1963). 

制一一ー一一:林業苗畑における線虫病の実態についての 2~3 の知見.福岡林試時報 16, pp. 153~ 
167 (1963). 

制真宮情治:林業における線虫問題.森林防疫ニユース 12 (10) , pp. 200~203 (1963). 

制一一一一一:苗木に寄生するネグサレセンチュウ (Pratylenchus spp.) について(予報). 75 回目林

講 pp. 368~371 (19臼).

制一一一一一:苗木に寄生するネグサレセンチュウについて(予報).線虫寄生が苗木の生育におよぽす
影響 (2). 76 回目林講 pp. 345~347 (1965). 

勢7 横川登代司:一苗木に加害する線虫類(予報). 72 回日林講 pp. 263~266 (1962). 

則一一一一:苗木を加害する線虫類と防除ーネグサレセンチュウに対する殺線虫剤の効果についてー.
74 回目林講 pp. 279~2泡1 (1963) ・

制一一一一:苗木に寄生する線虫実態調査からの 2， 3 の知見. 75 回日林講 pp. 365~368 (1964). 

骨 10 横尾多美男:林業と線虫について(1)， (2) , (3). 林業技術 252, pp. 12~15; 253, pp. 18~22; 
254, pp. 24~30 (1963). 

長 11 千葉修・真宮靖治:苗畑における土壌線虫の被害と防除. (最近の林業技術 No.l). 東京， pp.48 
(1964). 
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然ラパにせあかしあノ板ニ寄生シテ枯死ニ至ラシムル Fusarium 菌ノ文献アリヤト探シテ見タ所，主主ニー

ツアルコトヲ知ツタ。其レハ….. Fusarium Pseudoacaciae Rapaics ト云フモノデアツテ， Rapaics 氏

ガ 1913 年はんがり一国……デ目撃シタ……モノデアルo ・ H・依ツテ見ルト此ノはんがりーデノ出来事ハ苗

木ニ於テデハナイニシテモ兎モ角モにせあかしあノ根ノ Fusarium 菌ト云フ点、デハ吾ガ亀田苗圃デノ出来

事ト一致スル。故ニ吾国ノにせあかしあノ Fusarium 菌即チねむのきノ Fusarium 菌ハ或ハ此ノ Fusari­

tim Pseudoacaciae Rapaics ト同一ノモノデアルカモ知レナイ。……"と述べ“ねむのきノ箇 Fusarium

ノ観察"ではこれを種々の培地に培養し，その肉眼的および顕微鏡的特徴を記して図示し，さらに“本病

ノ，予防及駆除"でこの報交は終っている。

近年の研究剖引によってネムノキ苗の立枯病(萎凋病)をおこす病原菌は Fusarium lateritium (NEES) 

SNYD.. et HANS. (Gibberella lateritium (NEES) SNYD.. et HANS.) と同定， form についても検討さ

れて Fusarium lateritiU1刊 (NEES) SNYD. et HANS. f. mori (DESM.) MATUO et SATO (Gibberella 

lateritiU1仰 (NEES) SNYD. et HANS. f. mori (DESM.) MATUO et SATO) とされた。なおこの菌はニ

セアカシア苗をも侵し，幼苗には立枯病〈萎凋病〉を，また木化の進んだものでは枝枯病あるいは芽枯病

をおこすもので，かつて南部 (1920)制が「ハリエンジユの芽枯病菌」として Gibberella 押wricola SACC. 

を，原 (1927)的は「実験樹木病害篇J (p. 236) で「ハリエンラユの枝枯病」菌として Gibberella baccata 

(WALLR.) SACC. をあてているが，これらにはすべて上記の菌名をあてるべきだという。

1935 年ごろ北米合衆国 North Carolina 州で発見され，その後蔓延して太平洋側南部諸州のネムノキ

を枯死させている mimosa wi1t という疾病がある。これは苗木のみならず成木をも枯らすもので，緑陰

樹や庭園樹として植栽されたネムノキに甚大な被害を与えている重要病害である。本病の病原菌もやはり

Fusarium 属のもので， Fusarium oxysporum SCHL. f. perniciosum (HEPTING) SNYD. とよばれてい

る発生前制持70 本菌のわが国における存在は今日までのところ知られていない。

なおネムノキの枝に寄生する Fusarium 菌として本邦で最近見い出されたものに Fusarium sρlendens 

MATﾜO et T. KOBAYASHI (lかJうocrea splendens PHIL. et PLOWER) がある制。

西門・山内 (1936)5山(昭 11) の「ネムノキ苗木立枯病の一因としての Neocosmospora vasinfecta の本

邦に於ける発生及び其の形態」と題する報交には次のように記されている。まず“一.緒言"に“北陸山

陰等の日本海治岸の砂丘地方で……ネムノキ苗の育成が行はれて居るが近来そのネムノキの苗圃に一種の

立枯病が貰延して来た。 昭和九年九月著者は金沢営林署から斯うした被害苗の送附を受け病菌の研究を依

引佐藤邦彦:飼・肥料木苗の主要病害.山林 868， pp. 1-11 (1956). 

者2 松尾卓見・佐藤邦彦: Fusarium lateritium の新しい 2 品種について.日本菌学会報 3 (1-6) , pp. 

120-126 (1962). 

制南部信方:庭木盆栽類の病害に就て.病虫害雑 8 (4) , pp. 200-202 (1921). 

制 HEPTING ， G. H.: A destructive disease of the mimosa tree in the Carolinas. Pl. Dis. Reptr. 

2ゆ， pp. 177-178 (1936). 

制←一一一一: A vascular wilt of the mimosa tree (Albizzia julibris幻.担). U. S. Dept. Agr. Cir. 

535, pp. 10 (1939). 
制 SNYDER ， W. C. , E. R. TOOLE and G. H. HEPTING: Fusaria associated with mimosa wilt, 

sumac wilt , and pine pitch canker. Jour. Agr. Res. , 78, pp. 365-382 (1949). 

相伊藤一雄:林木の耐病性.東京， pp. 174-177 (1959). 

制松尾卓見・小林享夫: A new Fusarium , the conidial stage of Hypocrea splendens PHIL. et 

PLOWR. 日本菌学会報 2 (4) , pp. 13-15 (1960). 
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頼された。それで著者は此種の立枯病に関する研究に着手し爾来之を続けて来た。"と研究着手の発端を

述べ，ついでは......著者が……被害苗を検した処によると笠井氏439) の記述に粉々類似したフザリウム菌の

存在して居る事が判然と見出された。而も該葱の純粋培養をネムノキ苗に接種してその病原性を確める事

が出来た。けれども同時に被害部には Neocosmosρora vasinfecla E. F. SMITH らしい菌によりても惹

起さるる物である事を知り得た。それで前記の Fusarium 菌に就きでは別に詳細に報告する事として主主に

はその Neocosmosρora 属菌に就きて少しく記述して見度い。・…・・本報告はこの Neocosmospora vasinｭ

fecta E. F. SMITH の本邦に於ける発生を報ずる物で続いて BUTLER (1910) 氏以来否定されて来た該菌

と立枯病との関係に就きて或る修正を試みんとする物である。"といっている。“二.発病の状況"では

“金沢営林署の調査によると本病は新開墾地に設定した商闘では其発生が極めて少く連年栽培せる苗聞に

被害の多い物である。その一年生苗では五月中旬に発芽して後六月中旬までは特別な異状らしい点を認め

得ないが六月下旬から七月上旬にかけて降雨があると其後に急激に発病する。被害苗は急に落葉し其後葉

を新生するに至らずに遂に枯死に至る物が頗る多い。市も其病勢は極めて激烈で全圃場の酋が為に枯死す

るに至る事が少くない。昭和十年上記(金沢営林署部内〉念仏苗圃に於ける如きは其例で二十余万本の苗

木中文字通り九九%までが被害枯死して辛じて残存せる物は僅かに二~三千本にすぎないといふ事実があ

った。同年十月著者は同地に赴いて親しく惨事を目撃し本病被害の如何なる物であるかを知った0.. ・H・"と

病状および被害状況を述ぺている。“三.供試材料H，“四.形態学的性質"とつづき，“五.所属並に名称"

では文献および外国産の培養と比較の結果，“H・H・上述の様であるから本菌は Neocosmosρora vasinfecta 

E. F. SMITH なりとして差支なき物の様である。"といっている。“六.病原性"の項では，“Neocos­

mosρora vasinfecta E. F. SMITH 菌は BULTER (1910) 氏以来久しく其西瓜，梅等に対する病原性を

否定されて来た物である。 けれども本著者の実験よると本菌は少くとも環境さへ適当であるならばネムノ

キ，西瓜，綿等の苗を侵害する物である。……著者の接種試験によると本菌の培養を接種した種子叉は之

を接種した土嬢に播種したネムノキ種子は著しく其発芽を阻害せられ場合によると少しも発芽せない。の

みならず本菌は既に発芽した商をも侵害枯死せしむる物である事が分った。従って従来の様に本菌を二次

的の寄屍菌なりと考ふる事は危険なりと考へられる。"と述べられている。

西門・山内 (1936)517) (昭 11) は「ネムノキ苗の立枯病に就いてJ で上とほぼ同一内容の短報を発表，つ

づいて翌年同氏ら(1937) (昭 12) は「ネムノキ苗立枯の一因としてのネオコスモスポラ・パシンフエクタ

菌に就て第一報本邦に於ける発生及形態」問" r同第二報発育と培養温度との関係j576' および「同

第三報 ネムノキ苗，ワタ苗等に関する病原性と環境要素特に温度との関係j577)で本菌に関する詳細な報

告を行ない，さらに同氏ら(1937) rOn Neocosmospora vasinfecla Smith, a causal fungus of seedl-

ing哨ilt of silk-tree, Albizzia julibrissin Durrazj573'および rTemperature relations to the vegetative 

and reproductive growth and the pathogenicity of Neocosmosρora vasinfecla Smithj5聞と題して英

文でも発表している。

昭和 27 年 (1952) には山形県西田川郡袖浦村宮ノ浦苗畑に本病が大発生し，被害面積 1，000m2，被害本

数まき付当年生苗 120，000 本がほとんど全滅汽同初年(1953) には石川県下のまき付床でその 80% 以上

が立粘性病害によって被害をうけた記録制があるように，これは今日でもネムノキの最も重要な病害であ

制〔佐藤邦彦) :森林防疫ニユース (8) , p. 38 (1952). 

制〔石川県火打谷林業場) :向上 (24) , p. 249 (1954). 
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る国。そして同一苗畑でも Fusarium 菌と Neocosmosρora 菌の両者が検出されることが少なくないが，

全般的にみてどちらかというと Fusarium 菌による方が被害が多いようである。

キナの疫病

沢田 (1936)52町(昭 11) は「台湾に発生する規那疫病に就てJ，まず“台湾に於ける発生及被害"状況を

“台湾に於て規那の商が苗圃に於て多数枯死して大被害を蒙りたるは，大正十二年高雄州、卜…・・に起りたる

を始とす。同園に於ては大正十一年より規那栽培を開始し，大正十二年 Cinchona succiruba 及 C.

Ledgeriana 等の苗木を養成したるに，夏季に於て多数の一年生苗木の枯死を来し，漸次猶娠を極めたる

に，従業員が之れに対して採るべき処置法を知らざりし為，遂に殆んど全滅に瀕せりといふ。叉台東庁…

・・に於ては昭和十二年一年生苗木は夏季 2， 3 箇月の聞に於て約二万本の内其半数以上を枯死せしめたり。

…叉昭和十年台東庁……星規那国に於ても多数の被害を受けたりと聞く。而して是等は何れも H・H・同一

病害の発生と見倣し得るが如し。"と記している。“発生の条件"，“病徴"，“病原菌の分離"，“魔敗菌科

(Pythiaceae) 菌糸の純粋分離法"μ病原性の確定"とつづき，“病原菌"の形態的特徴を記載，本菌の

“培養"条件を調べ“接種試験" によってその病原性を確認，“病原菌の分類"では“......Phytoph thora 

の内外の種類及系統約 100 種を……比較するも……，我菌は明かに区別せらる。叉我菌に符合する既知種

類なく，叉規那を侵したる菌類中に我菌に符合するものなし。依って未記録種と認め Phytophthora

(Pythiomorpha) Cinchonae Sawada と命名す。従って此病原菌の和名を規那台湾疫病菌とし，病名を規

那台湾疫病と呼び印度及比律賓に発生する疫病と区別せんとす。"といっている。なおこの報交には“防

除法"についても述べられている。

紫紋羽病菌の分離および純緯培養

三宅 (1920)制(大 9) に本菌の生理学的研究を行ない，担胞子の発芽は容易で細い初生菌糸 (primary

hyphae) までは比較的速やかに生育するが，これが太い栄養菌糸 (vegetative hyphae) になるのは寄主の

生体内であるとし，これは人工培地に培養不可能な菌であると考えたようである。三宅(1. c.) の研究は

詳細をきわめ，当時としてはひじように高度なものであったがために，本菌の純粋培養は不可能なものだ

という見方が広くなされたとしてもそれは無理からぬところである。 それ以後おそらく何人かの研究者に

よって本菌の純粋培養が試みられたであろうが，後述するように多くの菌類と異なり，これが人工培地に

生育して特徴のある紫褐色の栄養菌糸になるまでには独特の経過をたどり， しかも多くの日数を要するも

のであるから，途中で実験を放棄し，‘三宅さんがあんなにくわしくやっても成功しなかったのだから，や

はり駄目だ'とあきらめてしまったとしても，それは決して責められないであろう。

本病は農業，園芸，蚕糸業および林業共通の病気で被害も多く極めて著名なものであるにもかかわらず，

三宅(1. c.) 以後見るべき研究がほとんどなく二十数年を経過した大きな原因のーっとして本菌を人工培

地に純粋培養することができなかったことがあげられるであろう。本菌の人工培養成功が報じられたのは

第二次世界大戦も終末に近く，日本の敗色がようやく濃厚に感じられる昭和 19年 (1944) であった。

吉井・伊藤(ー) (1944)醐〉は「甘藷紫紋羽病菌に就て(予報)一本菌の分離並にその寄主侵入方法につい

て 」で次のように述べている。“紫紋羽病菌は寄主範囲の甚だ広い病菌であり……。甘藷ことにその塊

根は本菌により極めて侵され易く，その被害も時に甚大なるものがあるが，未だ本病に関する実験的報告

引佐藤邦彦:飼・肥料木苗の主要病害.山林 868, 1~11 (1956). 

制三宅市郎:紫紋羽病菌ニ就テ.蚕試報 4， pp. 273~395 (1920). 
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第 65 図吉井甫・伊藤一雄(1944). 1甘藷紫紋羽

病菌に就て(予報)J のタイトノレ・ペーヲ

以降抑制になってはじめて詳細な研究成績が公にされた。

に接しない。筆者等は甘藷に寄

生せる本菌の分離を試みてこれ

に成功し，次でその寄生性，培

養上，生理上の諸性質，被害部

の病理解剖等に関して実験を行

ひ多少得る処があった。ここに

ーその一部分の概要を報告する次

，第である。"とし，叫病原菌の分

ー離"の項で権病境根からの分離

方法を述べ，次に“病原菌の寄

主体侵入方法"についてややく

わしく記している。

同年伊藤(ー) (1944)'75) 1紫紋

羽病に関する研究 III. 病原菌の

E 担胞子よりの分!離に就て(予

報)J ・には，担胞子の発芽から

初生菌糸，次に一風変った経過

をたどって人工培地上で栄養菌

糸が生育する状況が概説されて

いる。

との前後から印刷事情が悪化

じはじめ，さらに翌昭和 20年敗

戦を迎えてから数年間は発表機

関がすべて停止されたため，以

上の報告はいずれも予報にとど

まり，学会発表の記録も印刷l不

能になりペ昭和 24 年(1949)

ー本菌の人工培養のいきさつについて，乞われるままに草した一文に伊藤(ー) (19四〕制(昭 27) は当時の

ことを次のように記している。“今や 10 年ひと昔前のことである。当時九州大学植物病理学教室で教えを

うけでいた私は， 10 月下旬のある日，吉井〔甫〕先生から『紫紋羽病菌の分離と人工培養をやってみない

か。自分も以前ちょっとつついてみたがうまくゆかなかった。 もし君がやってダメでも，もともとだから

出伊藤一雄:紫紋羽病に関する研究 U. 病原菌の分離及び培養上の性質(予報〉日植病報 13 (1, 2), 
p. 62 (1948). 

制一一一一一: Studies on “ Murasaki.monpa" disease caused by Helicobasidiurn.'Mompa T ANAKA. 

林試研報 43， pp. 1~126 (1949). 

制一一一一:紫紋羽病に対する禾本科植物の免疫性.農業及園芸 27 (1), pp. 85~86 .(1952). 
制一一一一:紫紋羽病菌の人工培養.農業技術. • 7 .(1J).: pp. 36~37 (1952). 
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ね』といわれた。紫紋羽病というのは……クワその他多くの植物の地下部を侵し，防除の厄介なもので…

・。この病原菌の人工培養が，いまだ何人によっても成功された確実な記録がないと吉井先生が話される

のをきいて，無智な私にはいささか意外であった。 ちょうどその年，鹿児島及び熊本県で甘藷が本病のた

めひどい被害をうけていると吉井先生に通知があったので，実験材料の蒐集と被害状況の見学に鹿児島県

財部町にやっていただいた。現地で農事試験場の多国勲氏のご案内で甘藷畑を調査したのであるが，本病

に躍った甘藷が山と積まれ，あちらにもこちらにも腐敗した藷また藷で，その被害の多いのに，ー警を喫

した則。私が財部町で採集したものと熊本農事試験場から滝元〔清透]先生に送られてきた擢病甘藷から病

原菌の分離にかかった。 まず誰しもすぐ着手することだろうがよく自につく紫褐色の菌糸束と子実体(紋

羽〕を構成する菌糸からはじめた。 バクテリアの混入することが分離のできない原因だろうと考えて，こ

れに主眼をおいて，従来報告されている方法や自分で工夫した方法でいろいろとやってみたがうまくゆか

ない。くる日もくる日も，あくことなくやったのであるがダメである。失敗した試験管が毎日山と積まれ

たが，ちっともそれらしいものが得られない。 ここで『なるほどこれはむずかしいものだなあ』とやっと

わかった。"

“紫褐色菌糸からの分離は一応断念して，次に権病塊根組織から試みた。沢山の塊根から手あたり次第

にやってみたがうまくゆかない。随分ゃったがそれらしいものは全く得られない。いま考えてみるとむだ

なことをやったものである。試験管・シャーレ・培養資材，その他実験材料の浪費を黙認して下さった吉井

先生には申訳ないことをしたと，いまでも時々想い起こしては恥入っている。"

“手あたり次第ではうまくないので，今度は少し系統的・組織的にやってみようと考え，沢山の病塊根を

その被害程度によって 5 階級に分類してみた。すなわち，塊根表面を網目状に菌糸束が蔽っている被害最

軽微なものから，ペトベトに膏敗して塊根の外表が完全に剥離している最重被害程度のものまで，主とし

て肉眼観察と触感によって区分したのである。 このように区分してみると，塊根の表面が紫褐色菌糸で蔽

われてはいるが，握ってみて健全塊根と同様に硬い程度(日， ß) のものと，甚だしく軟化魔敗して塊根外

表がすぐに剥げてしまうもの及び外表が剥げ落ちているもの (0 ， e) が被害の多数を占めており，その中

間，すなわち塊根全表面が菌糸で蔽われてはいるが，甚だしい軟化魔敗は認められず，纏ってみると僅か

に弾力のある被害程度 (r) のものは極めて少いことに気がついたJ'

“次に各被害程度の塊根について病原菌の侵入経過を病理組織学的に追跡してみた。そうすると，この

菌が塊根の外表に侵入貫通するには特異な侵入座を形成することが明かにされた。すなわち外表コルク層

の細胞縫合部に菌糸が束状に集合し，これが次第に菌核状に発達し，菌糸の集団作用と分泌する酵素作用

によって，細胞聞をこぢあけるように強引に侵入してゆき，コルク層下の柔細胞組織に達して，はじめて

急速に蔓延する経過をとるものである。そのため菌糸が外表コルク層を貫通するのは容易でないとみえ

て，これにはかなりの長時日を要するのであるが，コルク層下の柔組織に達してからの蔓延繁殖は極めて

速かである。 なおこの菌核状侵入座とコルク細胞層との聞に間隙ができて，ここから二次的に腐敗細菌類

が侵入して塊根の実質が速かにベトベトに腐敗するものとみられた。 それで，軽微な被害程度い， ß) の

ものでは病原菌がいまだコルク層を貫通せず.したがって塊根実質部組織からの分離ではできないわけで

あり，また被害程度が著しく進行したもの (0 ， のでは腐敗細菌の繁殖が甚だしく，これまた分離ができな

引当時は戦争中で，国策として食糧増産が大きく叫ばれ，雑木林やクワ園が開墾されてサツマイモが作

られた時代であったので，このような大被害が発生したのであろう。
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いのである。それならば，これらの中間のもの，すなわち病原菌がコルク層を完全に貫通し，皮下の柔組

織及び塊根実質に達してはいるが，いまだ腐敗細菌の二次的侵入が起らないものからは分離できそうなも

のである。これが中庸被害程度 Cr) に相当することを明かにし，コルク層下病組織の微小片を培養基に移

して分離実験を試みた。"

“この材料によって何回も繰返して実験を行ったのであるが，一見して病原菌とは縁もゆかりもない多

数の菌が出てくる問に， どうも何となく気になる菌叢がしばしば出現する。 これは発育が甚だおそくやや

密で白色の菌叢である。 紫褐色の菌糸層ばかりみなれて来た私は，この病原菌の菌糸は紫褐色なものとい

う先入感にとらわれていた。この時ふと財部町で実地調査した際の状況を思い起した。それは本病に羅っ

た甘藷塊根附近の地中に，堆肥を中心として白色菌糸塊が認められ，これが紫紋羽病菌の菌糸らしく，こ

のように魔生的(死物寄生的〉性質があるのならば，試験管内に人工培養ができるはずだと確信したいき

さつを想い出したのである。 この菌の菌糸は最初は白色で，後に老成してから紫褐色になるものではない

だろうかとふと気がついた。 このようなことは，着色する菌類の菌糸では普通な現象であることはよく知

られている。それで意を決して，おそるおそる吉井先生に『どうも何となくこれらしいと思われますが』

と申しあげると，先生はその培養をしばらくヲツとみておられたが， IJ'そうらしい。経過をよく観察して，

それから接種試験をやれ』とのことであった。 その後培養基上の変化をみてゆくと，最初白色であった菌

叢は次第に着色し，ついに自然でみられるような紫褐色の菌糸となった。 これを形態比較と接種試験の結

果，紫紋羽病菌であることを立証した。"

“甘藷病組織から本菌の分離培養を一応終って，私は農林省林業試験場に復職した。胞子からの分離培

養が残された問題である。私にとって，幸なことには，林業試験場構内に本病が甚だ多く実験材料にはこ

と欠かないことであった則。かつて本菌の分離培養を行うため詳細な研究をやられた三宅市郎先生の論文

を熟読してみると，胞子の発芽生理について広汎な実験を試みられたにもかかわらず分離培養は不成功に

終り， IJ'これは人工培養のできない菌だろう』と結論しておられる。三宅先生の実験方法をみると，胞子の

発芽は普通の懸滴培養法をとっている。 これでは発芽後の経過を雑菌の混入しない状態で長期間観察する

ことは殆んど不可能であろう。 それで私は，さきに木材腐朽菌の胞子の発芽と分離に実施して非常に好結

果を得た経験から，寒天培養基面に胞子を自然溶下させて，無菌的に長期間経過を観察する実験方法を工

夫した。実際にやってみると，なかなか簡単にはゆかない。担子菌類の多くは胞子の発芽後，短期間で菌

叢が得られる。しかし紫紋羽病菌では胞子の発芽は極めて良好，かつ速かであるが，ある程度発芽管が伸

長すると，普通停止してしまって栄養菌糸の菌叢は得られない。 ところで私はすでに甘藷病組織から本菌

の分離培養を得ているので，胞子からも必ずできるはずだという確信にも似たものをもっていたから，何

回失敗しでも断念しなかった。そしてついに胞子から人工培養することができたJ'

“これまで述べたように，私が本菌の分離培養を得たのは奇想天外な実験方法を案出して，これによっ

て成功したのでは決してない。甘藷病塊根からの分離培養では，分離源を吟味して分離可能な段階(これ

引当時の林業試験場長藤岡光長博士に着任の挨拶にゆくと「君は九大で紫紋羽病の研究をやったそうだ

ね。この試験場の構内には紫紋羽病がよけいあるから実験材料には不自由しない。つづけてやり給

え」といわれて，場内を調べると博士の言の如く構内いたるところに本病がみられ，申訳ないことで

はあるが，心ひそかに快哉を叫んだものである。しかし時移り月変わって今日では場内をくまなくさ

がしでもほとんどみられなくなった。二十数年の歳月は場内の姿を一変させたからである。まさに今
昔の感ありである。
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は甚だ短い期間であるから好適な材料をうるのにやや困難ではあるが〉見出したことにあり，また胞子か

らの場合は発芽後の経過を，他の雑菌が混入しない状態で長時日の間追跡できるように，実験方法に小工夫

を加えたにすぎない。ではなぜそれまで本菌の分離培養が成功されずにいたのであろうか。以前にも多く

の人々が，この問題を解決するために多少は別として，努力されたと聞いている。 これには種々の理由が

あるであろう。 1 つには三宅先生の精細な研究にもかかわらず不成功に終ったということが，その後着手

した人々に大きな心理的影響を与え， Ii'やはり人工培養ができない菌かも知れない』という心の動揺をもた

らし，とことんまでつきつめずに断念したことにもよるであろう。また 1 つには本菌の属する He!icobasi・

dium は Septobasidium と共に，人工培養のできない鋳菌と系統学的に極めて近縁であることも，実験

を行う人々に確信をもって選進し得ないブレーキとなったのではあるまいか。"

“私は恩師吉井先生の透徹した見透しと懇篤なご指導のもとで，鈍なるが故にただ馬車馬のように，失

敗しでも，うまくゆかなくても猪突して，たまたま幸運につきあたったのだと思っている。『知らない』と

いうことは時には恩恵を与え怪我の功名をもたらすものである。いまふりかえってみると，よくも馬鹿ら

しくもなくやったものだ，利口な人聞はとても阿呆らしくてやらないだろうと，その愚鈍さに自らー沫の

あわれさを覚えるほどである。『コロンブスの卵』的な自画自讃するわけではないが，私の報告が出てから

数人の方が本菌の人工培養を行い，そんなにむずかしいものでないことを承認されたようである。病原菌

の人工培養ができるようになったので，一時停滞していた本病の研究が再び新しい見地から行われ，甘藷・

果樹(特に奉果〉・クワなどについて各方面で着々成果をあげておられる。ささやかな努力の結果が，この

方面の仕事をされる人々に少しでも役立つならば，私の喜びはこれにすぎるものはない。"

紫紋羽病菌分離，培養の成功が報じられてからはや二十数年を経過し，今日では何人でも欲すれば比較

的容易にこれをなし得るようになった。筆者が自らやった仕事のことをいささか冗慢のそしりを家知の上

で以上長々と引用したのはその功をほこるためでは決しでなく，またそれにしてはあまりに色あせてしま

った古い業績である。 ではいまさら何故に績々記したかというに，筆者には筆者なりの考えがあってのこ

とである。いわゆる劃期的研究とされる論文を見ると，天の啓示か天才的なひらめきによって何の失敗も

苦心もなくズパリと成功したように書かれているものがその大部分である。天才的な研究者ならばあるい

はそうかも知れない。 しかし多くの研究者にとっては成功するまでの失敗の記録，研究遂行の内幕をこそ

学ぶべきものではあるまいか。筆者が失敗に失敗をかさねてやっと目的を達したいつわらざる記録をおく

めんもなくあえて書きしるすのは，このようなことがこれからの若い研究者の方々にいくらかでも参考に

なりはしないかと考えるからにほかならない。筆者のごとき非凡ならざる研究者は頭が手にわずかばかり

先んじているに過ぎないからである。

白絹病菌

中田 (1925-1929) は「菌核菌一名白絹病菌 (Sclerotium Rolfsii SACC.) に就て第一報嫌触現象

と種類との関係J (1925)制(大 14) ， í同第二報嫌触現象の形態的観察並に其原因J (1925)汽「同 第三

報菌核菌の胞子型及之れと Hypochnus Centrifugus (Lﾉv.) TUL. , H. Solani PRILL. et DELACR., 

H. Cucumeris FR. との系統的関係並に Sclerotium Coffeicolum STAH. との種類的関係に就て」

制中田覚五郎:菌核菌一名白絹病菌 (Sclerotium Rolfsii SACC.) に就て.第一報嫌触現象と種類と

の関係.九大農学芸雑 1 (4) , pp. 177-190 (1925). 

制一一一一:同第二報嫌触現象の形態的観察並に其原因.向上 1 (5) , pp. 310-318 (1925). 
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(1926)制(大 15) ， í同第四報菌核の大小，形状と Strain との関係に就てj (1927) 24) (昭 2) ， í同第五

報菌核菌の培養的生理的並に寄生的性質と Strain との関係j (1928) 60) (昭 3) ， í同 第六報菌核菌の

突然変異の二例J (1928)6"(昭 3) および「同 第七報菌核の連続培養並に淘汰の結果j (1929)町(昭 4)

の一連の研究結果を公表，生理的，遺伝的性質を中心に本菌の Strain (系統〉の比較を行ない，なお本菌

とその近縁菌との分類学的見解についても述べ， Sclerotium rolfsii SACC. -めIpochnus centrifugus 

(L主 v.) TUL. を本菌の学名にしている。

中国が本研究に用いた嫌触現象はその後， くもの巣病菌(イネ紋枯病菌〉と近縁菌との類別その他にも

応用された。

後藤(1930-1938) は íOn the perfect stage of Sclerotium Roぴ'sii SACC. produced on culture 

mediaJ (1930) 106) (昭 5) ， � Sclerotium Rolfsii SACC. in perfect stage. 1. Some correlation between 

sporation and cultural characteristicsj (1933)266)(昭 8) ， IDitto. II. Studies on S. Rolfsii of foreign 

origin in comparison with some strains of Formosaj (1934)叩)(昭 9) ， IObservations on spore 

discharge in perfect stage of Sclerotium Rolfsii SACC.j (1934)332)(昭 9) ， � Sclerotium Rolfsii 

SACC. in perfect stage. III. Variation in the cultures originated from basidiosporesj (1935)402) 

(昭 10) ， �Ditto. IV. Cytological observationsj (1936)486) (昭 11) ， 蓜itto. V. Inoculation studies 

with natural strains, basidiospores, single basidiospore isolates, and some F1-F2- and back cross 

strains observed by matingj (1938)592)(昭 13) ， I完全時代に於ける Sclerotium Rolfsii 菌. VI.遺伝

学的研究J (1938)問〉と，完全時代の形成の稀な白絹病菌について，この担子柄時代を中心に，細胞学的お

よび遺伝学的一連の精細な研究成績を公表している。

遠藤 (1931)153) ， (1932)218>, (1935)'00)は本菌に対する措抗微生物の作用について報じている。

なお本菌の分類学的見解については 131 ぺーヲ参照。

制中田覚五郎:菌核菌ー名白絹病菌 (Sclerotium Rolfsii SACC.) {こ就て.第三報菌核菌の胞子型及

之れと Hypochnus Centrifugus (Lﾉv.) TUL. , H. Solani PRILL. et DELACR. , H. Cucumeris 

FR. との系統的関係並に Sclerotium COffeicolum STAH. との種類的関係に就て.九大農学芸雑

2 (1), pp. 7~19 (1926). 
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針葉樹の病害

スギの溝腐病

北島 (1927)叩(昭 2) I各地方の森林に於て近年注意せらるるに至りたる新病害に就て」に次の記述が

みられる。 “埼玉県浦和町附近の宅地林の杉に，近来新病害が認められる事を，二三年前同県の緑川技師

からの報告を受け，其の当時実地の調査を試みたのであるが，其後神奈川県の一地方にも，同一病害が発

生して居る事を聞いて居る。浦和町附近のものは，林齢約二十年前後のもので，被害樹は全然枯死しない

のであるけれども，樹幹の異常を呈する事で，殆ど使用の途なき迄に惨状を呈するのである。即ち樹幹の

長軸に沿って，数本の而かも長い比較的深い溝が形成されるもので，其の溝の深い部分の材は， 己に腐朽

を来たして居るものが，多数あるのを認めた。著者は被害材の横断面を，多数に作って検した結果，此の

溝の中央部分には，必ず……枯枝を有するのを認めたと同時に，同じ被害樹で尚未だ生きて居る枝の分岐

点の個所には， 虫糞を見且つ其の個所の形成層は，僅に着色して組織中には菌糸の迷走せるを認めるので

ある。市かも斯の如き枝は，一樹の中に多数に見られる。即ち虫の蝕害と共に侵入せる菌糸は杉樹の生育

に伴ひ漸次発育し，菌の寄生を受けない形成層のみが，依然として新組織を構成して行くので，長年月の

聞には，前述した如き数条の溝を，樹幹に形成する訳である。"

翌年北島(1928)50) (昭 3) は「森林病虫害ノ研究」に，“杉樹ノ溝腐病(新称)"とあり，“本病害ハ

〔高知営林局〕須崎営林署部内……ニ発生シタルモノニシテ管内ニ於'ケル他ノ造林地ニ於テ之レヲ認メサ

リキ。元来本病害ハ著者ガ二，三年前埼玉県下ノー私有林ニ於テ始メテ見タル病害ニシテ H ・ H・。偶々本年

熊本営林局…・・ヨリ同局管内高鍋営林署部内ニ発生セリト称シテ送附セラレタル被害樹ヲ見ルニ曇ニ埼玉

県下ニ発生シタルモノト全ク同一病害ナルコトヲ知ノレ……本病害ハ東京地方ヨリ四国九州ニ亘リ分布セル

モノノ如ク尚外ノ地方ニモ発生シ居Jレモノノ如ク察セラルルナリ。"とし，病徴を記してから，本病の病

因については“北海道地方ニ於テハとどまっ，えぞまつ樹幹ニ溝腐病ト称スルモノアリテ其ノ徴候ハ本病

害ニ酷似セルモノノ如ク其病原菌ハ Polyporus Hartigii ト称スル「サJレノコシカケ」 ノ一種ナルモ前述

セル杉ノ溝腐病ノ病原体ハ尚未ダ発見シ能ハス。"といい，溝腐病と称する病名がここに初めて現われた

のである。

次に北島(1933)297) (昭 8) の「樹病学及木材腐朽論J (pp. 82~84) では上記疾病について“病原菌

未定元来本病害は，著者が数年前に埼玉県下のー私有林に於て，初めて認めた病害で，其後昭和二年十月

には，高知県下のスギ林で認め叉神奈川県下のー私有林にも発生してゐる事を聞いてゐる…"と記された。

その後久しい間本病の病因は不明とされてきたのであるが，昭和 27 年(1952) ふたたび本病の発生が埼

玉県下で認められたのを好機として調査研究の結果， これは苗木の時代に赤枯病に羅病，主としてこのfl同

枯型病斑(壊死斑〉が年を経て病状を異にする，ここでいう溝腐病になることが明らかにされ， なおこの

経過は実験的にも証明されている制抑制刑制。本病はその後わが国各地に広く発見されスギ造林木に甚大な

被害を与えていることが判明， これによって枯死することはないが， 利用価値をはなはだしく減じて役に

制伊藤一雄: I役に立たないスギ」になったわけ.森林防疫ニユース(13) ， pp. 90~92 (1953). 

制一一一一:スギ造林木溝腐病の病因に就て.植物防疫 6 (5. 6) , pp. 176~179 (1953). 

制一一一一:図説樹病講義.東京， pp. 88~92 (1955). 

制一一一一:図説樹病新講.東京， pp. 156~160 (1962). 

制一一一一一:スギ赤枯病.日植病報 31 (記念号)， pp. 242~247 (1965). 
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立たないものにしてしまうことが一般的にもよく知られるようになった。それで苗畑における赤枯病はひ

とり苗木だけのものではなく，年を経て全く別の病徴を呈する溝腐病になることから赤枯病の防除には一

層万全を期さなければならないことになった。

スギの黒粒葉枯病

北島 (1927)'2) (昭 2) は「各地方の森林に於て近年注意せらるるに至りたる新病害に就て」で次のよう

に述べている。“六・七年前から，杉十八年生の林に，杉苗赤枯病の被害状況に酷似した病害が，各地の

造林に発生して居るらしい，数年前，林業試験場の河田〔茶〕技師が，茨城県から採集された標本及び夫

れより先き愛知県から来た標本，叉本年七月秋田県下の古河氏所有の杉に発生したものを，赤木持一氏が

持参せられたもの，何れも同一病害である。被害の徴候は，杉苗の赤枯病の如く，下方の技(校)葉より

漸次上方に枯れ上がるけれども，全葉悉く枯死するが如き事はないが，大体の徴候は，赤枯病に類似した

ものであるから，当業者聞には，赤枯病と同一なるものの如く考へて，著者へ質問を送った人もあった。

発生当初は病原菌も何も見えないので，之れを否定或は肯定するに足るだけの，充分なる根拠もなかった

のだが，河田技師が送られた標本で，計らずも病原体を見出して，少なくとも赤枯病菌でない事は，判定

が出来たのであるが，結実体の形が絢変はった種類のもので，著者は今尚之れが種属検索に苦んで居る次

第であるが結実体は，被害葉の上面に構成せらるるもので， 肉眼で見ると，黒色の小体は葉商に散在した

如く見えるが，少し度の高い拡大鏡で見ると，此の黒色の小体は，御皿の如き形をした一種の子嚢盤なる

事が分る。胞子は此の子嚢殺に並立して居る子嚢に形成せられる訳である。"

北島(1. c.)'" をしてその“種属検索"を苦しめた上の菌は昭和中期にいたり沢田(1950)制(昭 25) に

よって Mollisia cryρto畑eriae SAWADA, sp. nov. と命名されたものに該当する。沢田(l.c.) は本菌に

スギ黒粒枝枯病菌という名を与えた。氏は乾燥標本を検したらしく， それで黒粒校枯病菌と名づけている

が新鮮な材料をよくみると， これは針葉を侵すもので大多数の針葉が枯死した結果枝枯症状になるもので

あるから，この病名は黒粒葉枯病と訂正された担。

本菌はスギの造林地で多少を別にすればごく普通にみられるものであるが，大きな被害を与えることは

少ない。しかし昭和 26 年 (1951) には埼玉および群馬県に数百 ha にわたる大面積に本病が発生，被害

林は春季にこれを遠望すると山火にでもあったように鮮紅色を呈し今にも全山枯死するように見えるので

“奇病大発生す"と地方新聞に大々的に報じられた制。外観はなはだ派手な病気であるが，これによって造

林木が枯死することはほとんどなく，やがて 6-7 月の梅雨期に入ると，新葉が展開して緑色を回依して目

だたなくなる。このように本病によってスギは枯死はまぬかれるが， その年の成長は皆無に等ししこれ

によって成長阻害をうけることは当然である。その後久しく本病の顕著な被害を耳にしなかったのである

が，昭和 39 年 (1964) にいたりまたまた東京都，埼玉県，群馬県，栃木県，静岡県，山梨県など関東，中部地

方および関西，四国，九州地方わたる広地域に数万 ha の激害林分が見い出されて大きな問題になった制。

従来本病は重要病害とは認められておらず， したがってこれに関する研究は低認で， その伝染経路，伝

染時期，潜伏期および本病被害と環境因子との関係等， 防除対策を樹立する上の基礎資料に欠けていたの

であるが，再度の大被害を経験した現在，この研究に本腰を入れる必要が痛感されている。

持l 沢田兼吉:東北地方に於ける針葉樹の菌類1.スギの菌類.林試研報 45 ， pp. 27-53 (1950). 

制伊藤一雄:スギの黒粒葉枯病ースギの奇病として騒がれているー.山林 809， pp. 16-18 (1951). 

制一一一一ー:スギの黒粒葉枯病と黒点枝枯病 大被害発生にちなんでー.森林防疫ニユース 14 (3) , 
pp.38-4θ(1965). 
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最近本菌の学名は Chloroscypha seaveri (REHM) SEAVER をあてるのが正しいと報告されている制。

スギの赤枯病病原に関する異説

本病の病原菌についてはすでに前報相において詳述したところである。これに関連して三宅(市) (1935) 

(60) (昭 10) は íUeber die Ursache der Roststerbenkrankheit der Cryptomeria japonicaJ と題する

論文を発表した。まずスギの赤枯病に関する白井 (1903)制(明 36) ， 111村 (1913)制(大 2)，北島 (1916)

制(大 5) の報交にふれたのち，病徴でやはり川村 (1913)，笠井 (1914)*6 (大 3 )，北島 (1916) の記述を

引用， さらに自己の観察結果を述べ， 次lこ患部の解剖所見をくわしく記し， 本病の病原ついて諸学者の

それまでの見解を紹介している。氏は解剖的観察において菌類の菌糸はほとんど全く認められないこと，

および古い病患部からは Alternaria ， Cladosρorium ， Cercos，ρora ， Pestalotia 等の菌類が検出されるが，

新病斑からは微生物が分離されないことから，本病病原が菌類であるという従来の研究結果は大いに疑問

で，自分のみるところでは，この病原は菌類ではなく“der im Interzellularraum bet�dliche Stoff" で

ある。この物質 (Sto的が何であるかは正確にはいえないが， ともかく本病病原を微生物だとする従来の

研究には非常に疑問があるといっている。

三宅(l.C.)46Olの上述の意見はずいぶん変わったもので，異説というよりはむしろ奇説とでもいうべきも

のであろう。スギの広義のいわゆる赤字占症状は生物的あるいは無生物的種々の原因によって起こるもので，

無生的生理障害による場合にも一見赤枯病によく似た症状を呈することはしばしば認められる。氏が調べ

た材料はおそらく無生的原因によって枯死したスギの針葉あるいは校で， われわれのいう真正赤枯病とは

全く異なるものと考えられる。それにしても不思議なのは，氏が調べた“赤枯病"は二，三百年生の老木

から苗木にも発生し，苗木にはひどい被害を与えて枯死させる， といっていることである。赤枯病は決し

て二，三百年生の老木に発生することはないが，苗木を枯死させるといっているところをみると本病らし

くもある。あるいは氏が苗畑でみたのは真正赤枯病で，研究材料としてくわしく調べたのは，無生的原因

によって褐変枯死したスギの枝葉であったのではあるまいか。それはともかく， まことに奇妙なスギ赤枯

病病原学説が出たものである。この論文の著者が余人ならばいざ知らず三宅市郎なるが故にいっそうけげ

んで，何だかキツネにつままれたような妙な気分になるのは筆者だけであろうか。

錦松の成因について

中田 (1930) 137) (昭 5) í錦松に就ての考察」の概要を次にしるす。“名称 錦松とはH・ H・，恐らく其の

幹の形が葡茅(ニシキギ〉に似たるがためかく命名したものと考へられる。古く我国に矢筈松と称するも

のがある。……矢筈松は錦松に外ならざるものと考へられる。……白井光太郎博士の言によれば， 大阪に

ては錦松を矢筈と称び，東京にては岩石松或は荒皮松と称するものなるべしとのことである。……錦松は

…・・黒松と同ーのものであるか，或は……変種として区別すべきものなるかこれに就ては後に述ぶる……"

制小林享夫: Taxonomic notes on Chloroscyphae causing needle blight of Japanese conifers. 林

試研報 176， pp.55~74 (1965). 

者2 伊藤一雄: 日本における樹病学発達の展望一日本樹病学史 . (11). 林試研報 181, pp. 2~25 
(1965). 

剖白井光太郎:吉野郡川上村杉樹寄生菌.大日本山林会報 253， pp. 6~9 (1903). 

制川村清一:杉苗赤枯病ノ研究.林試報 10， pp. 91~107 (1913). 

後5 北島君三:すぎ苗赤枯病ニ就キテ.植物学雑 30 (360) , pp. 41l~414 (1916). 

制笠井幹夫:鉄道防雪林杉苗枯死の源因調査報告. 鉄道院総裁官房研究所業務研究資料 2 (7) , 553~ 
578 (1914). 
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“性状元来錦松は野生のもので，香川，愛媛，兵庫，岡山及広島の瀬戸内海に面せる地方に自生し，叉

朝鮮にも自生している，……近来は人為的にこれが繁殖を計画し，各種の接木法によりてこれの増殖に成

功した…・・・。"“種類主主に注意すべきことはー.錦松の実生は必ずしも錦松を生ぜず，寧ろ錦松を生ずる

こと稀に，其の割合は約一万本に対し一本位なること。二.錦松を接種として接木せしに三割乃至五割は

錦化せざりしこと。三.黒松，赤松及自班(斑)松等何れも錦化し得ること。四.錦松は一般に枯死し易き

こと。五.其の生育は遅々にして笈形なること。等で，これ等より見るときは，錦松は一つの固定せる品

種と見ることは出来ぬ。……私は錦松とは黒松，赤松或は白斑松が病的症状のために異状に発達したるも

のと推定するが至当かと思ふ。"“考察 かく推定するに至りたる理由として，先づ松と植物癌とを対比し

て見たい。一.植物が一般に植物癌菌(病原菌 Bacterium tumefaciens Smith et Townsend [Agroｭ

bacterium tumefaciens (E.F. SMTH et TOWNS.) CONN.) によりて胃さるるときは，細胞は増殖し，

組織は肥大して異状の形をなす。この場合菌が一局部を冒すときには其の部は癌となり，若し連続して冒

すときには其の部は癌系となる。何れにしても其の表面は粗暴重なるを特徴とする。ここに錦松の場合は擢

病部が癌系をなせるものと推定せられる。二.本病は病勢極めて緩慢にして，発病後よく久しきに堪ゆる

が，早晩枯死するものである。これもよく錦松の場合と一致する。三.本病菌は……。恐らく黒松のみな

らず，赤松，白斑松をも冒すものと見られる。四.…・・・。五.本病は接木によりて伝染する。・…・・錦松の接

木の場合に錦化の歩合の少きは，既に接種中の病菌が枯死せしためと考へられる。若しも発病後間もなき

錦松の校を接種とするときには，恐らく全部の松は錦化するものと見られる。六.植物は本病に冒さるる

時には甚しく生長を害して矯生となり叉萎縮する。錦松の盆栽性となるも亦是が為と解釈せられる。.

…かく私が主主に錦松は松の癌に冒されたる一種の病的異状なりと推定するに至りしことに就ては， 尚他に

一つの理由がある……" として根頭がんしゅ病細菌にはなはだしく汚染された土壌を用いて盆栽“臥龍

梅"をつくる香川県高松地方の例をあげ，“……放に以上の梅の盆栽を考ふるに，加傷し次で土壌末を散

粉するのは，全く土壌中に存する癌の病原菌を利用することになり， 云はば癌の病原菌を人為的に接種す

ることになる理である。かく従来高松地方には癌の発生が盛であり， のみならずこれを利用した跡のある

ことは，一面には其と性状を向うする錦松の発生を可能ならしむる理由ともなる。……"といっている。

中田(J.c.) 13円が錦松の成因を根頭がんゅ病細菌による植物組織の肥大増生にもとめた推理はなかなか面

白い。しかし後年，吉井(甫〕・河村(栄) (1947)制(昭22) はその実験結果について“…・・・著者等の実験

によれば，錦松(黒松系〉を接穂或は耐木として正常黒松に接木した場合には，錦松側は常に崎松の様相

を呈するに反し，正常黒松側は常に正常であり， その枝幹は錦松状とはならない。……而してその崎形部

を解剖して見ても tumefaciens 痩癌の一般的性質を持っていない。且つ河村は Bact. tumefaciens を松

に接種し数年間観察を続けたが錦松を生じなかった。これらの事実よりすれば錦松なるものは一種の芽条

変異であるらしく，伝染性痩癌ではないと思はれるoH と述ぺている。

マツ類の褐斑病

北島 (1933)297) (昭 8) I樹病学及木材腐朽論J (pp. 126~ 127) に“マツ針葉の褐斑病"という病名が

みられ，病原菌として“Sφtoria acicola (THむM.) SACCARDO (Cryρtosρorium acicolum THﾜM.)" 

が記されている。

本病は 1876 年以来北米合衆国で知られており brown spot needle blight あるいは brown-spot disease 

制吉井甫・河村栄吉:解剖j植物病理学.東京， pp. 192~194 (1947). 
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。f pine needle という病名でダイオウショウ (Pinus ρalustris)，スラッシュマツ (Pinus caribaea) そ

の他多くのマツ類にはなはだしい被害を与えているものである。そして本病病原菌名についてはいくたの

変遷があったが現在 Scirrhia acicola (DEARN.) SIGGERS に一応おちついている制制。

北島(1.c.)四円は本菌をわが国で発見したのではなく，米国の文献制を紹介しただけのようである。昭和

中期にいたり吉井啓ら (1955)嗣(昭 30) は四国において本菌を採集したと報じている。筆者らも本菌に近

似のものを採集調査しているが，相違する点も若干あるようにもみえていまだそれと決定いたしかねてい

る。

マツ類の葉ふるい病

伊藤(武) (1936)506) (昭 11) は台湾における íLoPhodermium ρinastri 及び均Ipoderma brachysρorum 

に因る松類の葉ふるひ病」について次のように述ぺている。“……主主には本島北部及び中部の松の造林地

或は天然林に於て広く発生し，然も被害甚大であると認められる Loρhodermium Pinastri 及び最近得た

材料中に見出した本邦に於ける最初の記録であり然も台湾赤松には甚大なる被害を及ぼす的少oderma

brachysporum ，こ就いて調査し……。"といい，“1. Lophodermium Pinastri (SCHRAD.)CHEV. に図

る松の葉ふるひ病"では， “……台湾に於ては未だ発表されたのを知らないが，著者は昭和 5 年台北市

内で採集した黒松，琉球松の葉上に本菌を認めたのを初めとして， 台北，新竹両州下の松の造林地或は

天然林に於て台湾赤松 (Pinus massoniana)，琉球松 (P. luchuensis)，黒松， テーダ松 (P. taeda) 等

の針葉に本菌に因る被害を再々実見した。"とし，“病徴"，“病原菌"を記載している。次に“ 2. 同1-

ρoderma brachysρorum (ROSTR.) TUBEUF に因る松の葉ふるひ病"には“本病は Lophodermium

Pinastri に因るものと病徴が甚だよく類似し従来は同一視されてゐた。昨昭和 10 年 11 月台北列卜…・・の台

湾赤松造林地内で……採集された被害標本を検鏡すると，従来の病原菌とは全く異る種類であり，此の別

種の菌による葉ふるひ病も可なり発生してゐる事が明かになった。此の病原菌は外国に於ては……記録が

ある。本邦に於ては未だ本病害に就いての報告がない。本病害は鴻仔山の外，湖底嶺，大屯山造林地内の

台湾赤松針葉上にも発生してゐるのを認めた。殊に大屯山に於ては近時国立公園問題等で世人の注目を惹

いてゐる折附， 台湾赤松の葉のみは他の黒松，琉球松，其他の松類に比して隔段の被害を蒙り，新芽が出

揃ひ擢病葉が脱落するまでの期間全木赤褐変し相当美観を損ひ憂慮すべき状態を呈してゐる。"とし，“病

徴及び病原菌"を記載，“本菌の種名"について検討を行ない，“ 3. 被害の観察"および，“ 4. 防除性"

についても述べている。

カラマツの落葉病

北島 (1931) 187) (昭 6) íカラマツ造林地被害原因に就て」に“大正十三年九月上旬林業試験場技師矢野

宗幹氏は，東京大林区署より造林地害虫の被害調査の依頼を受け， 同署管内岩村田部内寄石山カラマツ林

(長野県北佐久郡三井村〉の被害状況を実査されたるに，全く害虫を認めずして被害原因は一種の菌類の

寄生に図るものなることを認められ，当時被害枝葉を著者に示されたることありたれ之れ著者が本被害

長1 伊藤一雄:林木の耐病性.東京， pp. 44-46 (1959). 

*' SIGGERS, P. V.: Scirrhia acicola (DEARN.) , n. comb. , the perfect stage of the fungus 

causing the brown-spot needle blight of pines. Phytopath. , 29, pp.1076-1077 (1939). 
制 HEDGCOCK， G. G.: Seρtoria acicola and the brown-spot disease of pine needles. Phytopath. , 

19, pp. 993-999 (1929). 
制吉井啓・曾川重夫:松の褐斑性葉枯病菌 2 種について.日植病報 20 (2 ・ 3) ， p. 116 (1955). 
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第 66 図北島君三(1931).

「カラマツ造林地被害原因に就て」のタイトル・ぺージ

を知りたる鳴矢にして，爾来本病害発

生の有無に関しては聞知したることな

かりしが偶々昭和四年東京営林局技師

窪田円平氏は，向年福島営林署部内の

カラマツ林に広大なる面積に亘って一

種の病害の発生したることを著者に話

されたることありたるを以て，之れを

既往に於ける著者の実験記録と相対す

るに被害経過の状態は往年岩村田部内

に発生したるものと甚しく酷似したる

が故に大体に於て同一種の被害にあら

ざるやを想像するに至れれ翌五年著

者は東京営林局の依頼を受け福島営林

署部内に於ける被害状況を調査したる

に，曇に矢野技師の認めたるものは今

回窪田技師の観察せられたるものと全

く同一病害なることを知れると共に，

之れが被害の状況並に被害原因に就き

ても亦大体に於て之れを判明し得たる

を以て，左記に是等の事項及被害林地

に対する処置等に就きて記述し各位の

参考に資せむと欲す。……"という書

き出しにはじまり次の各項目について

述べられている。

“被害林地の位置及被害の徴候"で

はまず 7 個所の調査地をあげてから

‘……右被害地は何れも福島営林署部内安達太郎及吾妻富士両山麓一帯に宣るカラマツ造林地にして，何れ

も明治三十七年乃至三十八年前後の特別経営時代に植栽されたるものにして，是等造林地中の被害甚しき

林地を遠望するときは造林地一帯赤褐色を呈し，其下方部に相隣接するアカマツ林の緑色なるに比して着

色著しく顕著なる色彩を呈せり。被害樹の針葉は七月上旬乃至下旬頃より其の先端叉は中央部付近に赤褐

色の病斑部を二，三個形成し，其の病f~L?!漸次拡大し行きて針葉の一部には尚緑色を帯びる個所ある頃，

叉は針葉全体が赤褐色叉は灰褐色を呈する状態に達せば，僅少なる動揺に由りて直に落葉するものにして，

被害甚しきカラマツは八月下旬頃に殆ど全策変色叉は落葉して，九月上旬に至らば秋芽の伸長を見るも此

の秋芽も亦同一なる病斑を形成して落葉するが如き状態なるを以て，之が為めカラマツの生長は著しく阻

害せらるるは明なることなりとす。而して各被害樹の下方の枝葉は上方のものに比して常に被害大なるも

のなり。"とあり，病徴の記載は今日の眼でみても， ごく一部を除ききわめて正確である。次に林況と本

病被害との関係については，“……林況を異にする各所の林地に於ける被害状態を詳細に観察するに林内
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に殆ど雑木なく，加かも成育も不良にして植栽後一回の間伐をも行はざるが如きカラマツの純林は其の被

害最も大なるものにして，現在に於て殆ど緑葉を留めざるが如き状態なり。而して成育も相当良好にして

且つ一回の間伐を行ひたるも，林内に於ける雑木の発生不良なる部分は前者に比して被害は大ならざるも

…・尚下方の針葉の変色及落葉は多数なるを認めたり。唯主主に被害関係に就て最も興味あることは， カラ

マツの純林中ミズナラ，シデ，ホウ，サクラ，クリ， イタヤ， カエデ等の如き落葉潤葉樹が混生してカラ

マツの下校附近迄発育しカラマツの上部が凡て潤葉樹の高さ以上に抽出せるが如き状態の個所は全く本病

の被害なきか，叉は稀に之れを認むるも甚だ軽微にして殆ど意とするに足らざるが如き程度にあることな

り。 H・"といっているがこれ

は誠にすぐれた観察といわなけ

ればならない。なお“H ・ H・之を

要するに前述したるが如く福島

部内に於けるカラマツ造林地中

各種の落葉潤葉樹が混生せる個

所は全く本病の被害なきか，叉

は稀に見ることあるも頗る軽微

にして斯くの如き関係は本病害

の予防上重要なる事項なりと思

惟す。"で本項目は終っている。

“病原菌の学名及形態"では

次のように述ぺている。“カラ

マツの葉フルヒ病を発生せしむ

る寄生菌として既往に於て知ら

れたるものには Meria laricis 

(Vuillemia) (VUILL.] , Hypo-

dermella Laricis Tub., Myco・

sphaer・ella laricina R. Hartig 

の三種ありて右の外 Lophoder-

mium laricinum Duby あるも

..と L. laricinum および

M.laricis について簡単にふれ

てから， “……而して Myco-

sphaerella laricina R. Hartig 

菌は欧洲カラマツの葉フルヒ病

。を発生せしむる激烈なる活物寄

生菌にして，…-・記載を対照し

て単に被害の徴候より判定する

ときは福島部内カラマツの被害

返~~ 
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第 67 図 HARTIG， R. (1895). 
蓜er Nadelsch�tepilz der Lärche, Sphaerella laricina 
n. sp.J (カラマツの葉ふるい病菌〉のタイトル・ページ
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も亦同一種の寄生菌に原因するが如きも Hartig則氏の研究したる M. laricina 菌の分生胞子時代は

Leptostroma にして，大小二種の分生胞子を生じ……，今回福島部内に発生したるものの分生胞子時代は

不完全菌中の…..Phoma 属なること明なるのみならず，落葉に形成せらるべき子嚢殻の形態も全く不明

なるを以て本菌は Mycosphaer・ella laricina R. Hartig なりとは認むること能はず，而して Phoma 菌属

中カラマツに寄生するものは欧洲カラマツ (Larix europae) の訟果の鱗片に寄生するものに Phoma

lineolata Desm. なる寄生菌あるも，其の胞子は著者の菌に比して約二倍の長さを有し且つ寄生(主)及

寄生部分も異なるを以て，右菌とも全然別種として取扱ふを至当なりと信ず。其の他日本産カラマツに就

きても亦本菌に対する記載全くなきを以て本菌は新種なりと思考し，本菌発見者矢野・窪田両氏に因みて

Phoma Yano-Kubotae nov. sp.*'なる新名称、を適用し邦名をカラマツ葉フルヒ病と呼ばんと欲す。"とし，

次にこの菌の形態を記述し，さらに“以上記述したるが如き形態を有する寄生菌は，大正十三年岩村田部

第 68図矢野宗幹

カラマツ落葉病の最初の発見者一

内に発生したるカラマツの被害薬及び之れと同一病徴

を呈する福島地方産のものにも常に認められ，且つ全

然他種の寄生菌を見ざるを以て大体に於て本菌はカラ

マツの葉フルヒ病の原因をなすものの如く観察せらる

ると雄，果して前述したる Phoma 菌がカラマツの針

葉に対して病原性を有するや否ゃに関して本菌の人工

接種を行ひたる結果に依らざれば明確に断定すること

能はざるものにして，之が病原性の有無に関しては著

者は寄生菌の分離及純粋培養の完成を侠ちて決定すべ

きも，少くとも本菌はカラマツ葉フルヒ病に密接なる

関係あることを肯定せんとするものなり。" としてい

る。

“葉フルヒ病被害と環境の影響"の項では葉ふるい

性病害に関する海外の文献についてこの問題を述ペて

から"...・..以上記述したるが如く……マツ，及〔欧

洲〕カラマツの葉フルヒ病の発生は，植栽地に於ける

気象因子の影響を受くるものなるが如きを以て今回の

福島部内カラマツの被害に関して同地方に於ける既往

十年前に瀕りて気温，湿度，降水日数，日照百分率等

様1 HARTIG , R.: Der Nadelsch�tepilz der Lärche, Sρhaerella laricina n. sp. Forstl-Naturw_ 

Zeits. , 4, pp. 445~457 (1896). 
制これが本病病原菌 Phoma yano-kubotae KITA]IMA の最初でしかも唯一の記載である。日本語によ

る記相文はまずょいとしても，この印刷物は東京営林局林友会発行の「林友」という，いわば営林局

員の親睦のための雑誌で，このようなものに病原菌の新種を記載されては誠に困る。北島氏はおそら

く，さして重要な病気ではなし，いずれ実験を進めて完成のあかつきに学術的印刷物に正規の発表を

しようと考えて，軽い気特でこれを記載したであろうが，その後実験がうまくゆかず，ついに中断，

放棄したらしい。本病は後年カラマツ造林木の最重要病害のーに数えられるようになったため，この

ことはいっそう目だち，はなはだ惜しまれてならない。なお分類学的通説に従えば本菌を Phoma 属

ではなく ， Phyllosticta 属にすべきであった。
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に就きて調査したるも，是等各種の条件が本病害発生の誘因となる可き特異の点、を認むること能はざりき。

唯前述したるが如くカラマツ造林地中に於て各種の落葉潤葉樹が混生して， カラマツの枝下附近迄生育し

たるが如き個所にありでは，本病の被害を全く見ざるか叉は甚しく軽微なる事実は・H ・ H・-・本病害の予防上

の立場よりして頗る興味深き問題なりとすJ' といい，“被害林地に対する処置"の項では“欧洲カラマ

ツの葉フルヒ病被害地に於てブナの下木植栽を実行することに依り，本病の被害を著しく軽減せしめたる

R. Hartig*1 氏の実験成績及各種の落葉潤葉樹の混生したるカラマツ林に全く被害なきか，叉は甚しく軽

微なる H・ H・被害造林地内にミヅナラ，ブナ，イタヤカヘデ，シデ，ホホ，サクラ，クリ等其の他各種の潤

葉樹を発生せしむるは，本病害の予防上効果大なるを以て樹冠の疎開に依りて潤葉樹を発生せしめ得る個

所は速に間伐を行ひて之が発生を促し， 尚進みては之を植栽することも必要なることと信ず。之れ一般に

福島部内に於けるカラマツ造林地に於ては比較的実施し易き方法なると共に，其の効果も亦大なるものと

思惟す。"と結んでいる。なおこの報交には被害林分の写真，被害針葉および病原菌の図がつけられてい

る。

福島県における当時の被害状況について山田昌一 (1931)209) (昭 6) 1"カラマツ病害調査」には次のよ

うに記録されている。“調査個所福島営林署管内，信夫国有林…… 被害個所面積信夫国有林カラマツ

一斉造林地，約二，三十年生のものの被害面積約一千町歩。造林地の殆ど全部被害地概況(略) 被害

発生当時の気象 六月中旬より七月上旬まで連続降雨あり，七月上旬より同下旬まで連続晴天を見たり。

病状(葉に寄生する菌類の害なり。〕カラマツ葉の先半部に先づ赤褐色の斑点を生じ，漸次にして先

半全部赤褐化し，後全葉赤褐化し枯葉落葉す。各林木の全葉に其の害を被る故に遠見すれば赤黄化せるカ

ラマツの一斉林を見る。生長期間中に既に落葉を来す故に，各樹共に応急芽の発生，先端芽の延長発生を

見る。地上には被害枯死葉の堆積を見る。被害地に対する注意 密生せる造林地に被害最も甚し。間伐の

遅れたる如き位置最も甚し。潤葉樹の天然に混入を来せる所被害少し。風衝地に存するもの被害最も多し。

山蔵の吹き通す風衝の谷筋に被害少し。峯筋附近の粗林に被害少し。田所防風地と思はれる所に被害多し。

冬季交通の為め間伐されし所被害少し 被害地附近の天然林相 ミズナラ，コナラの混清林。"

北島(1心)187)の論文は本病に関する最初の報告である。 もっとも南部 (1916)制(大 5) は“カラマツ

の斑点病"という病名のものに， 本病に類似の病害をあげ， その病原菌として Sρhaerella laricina 

HARTIG [11のcosphaerella laricina R. HARTIGJ をあてているが， これは盆栽としたカラマツを調べ

たものではあり，正体不明というほかない。

すでに記したように北島(l.c.) 187) は本病の病名を最初“葉フルヒ病"としたのであるが，のちに同氏

(1933) 291) (昭 8) は「樹病学及木材腐朽論J (pp. 102~107) で Mycosphaerella (Sphaerella) laricina 

R. HARTIG によるものに“葉フルヒ病"をあて，これと区別するためか“落葉病"という病名を用いて

いるのであるが，この病名が今日広く使用されている。

その後絶えて久しく本病の被害について報じられたことはなく， また研究成績の公にされたものもなく

20 年以上を経過した。昭和 28 年になって伊藤(ー) (1953)制は，それより数年前に，本病発祥の地であ

る長野県岩村田で，本病の激害林分を見い出し，との発病，伝染経過および北島 (1931)山》菌の形態的特

長1 HARTIG , R.: Lehrbuch der P自anzenkrankheiten. Berlin , pp. 7l~74 (1900). 

制南部信方:花井及盆栽の病害調査.病虫害雑 3 (2) , p. 168 (1916). 

制伊藤一雄:カラマツの落葉病について.森林防疫ニユース (18) , pp. 149~151 (1953). 
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徴から，本病病原菌の生活史に疑問をいだき， これを明らかにすべく病落葉を東京に持ってきて， その研

究に着手したが成果を得られなかった。ついで山形県最上郡真室川町大字釜淵林業試験場山形分場(旧釜

淵分場〉構内において手近かに多量の好適な材料にめぐまれ，ついに未知の本菌生活史を解明することが

できた。

すなわち伊藤・佐藤・太田(1957)制(昭 32) は次のことを明らかにした。北島 (1931)'87)は，かれが本

病病原菌として記載した Phoma yano-kubotae の“柄子殻"内の“柄胞子"によって本病は伝染・伝矯す

るものと考えたらしいが，これについて実験的にたしかめてはいなかった。ところでこの菌の形態的特徴，

疾病の進展状況などから，生病葉上に形成される“柄子殻"と“柄胞子" は本菌の精子器時代 (spermo­

gonium stage) で，かんじんの伝染源となる胞子型は越冬した前年の擢病葉上に形成されるものではある

まいかと予想された。 1954-1956 (昭 29-31) の 3 か年聞にわたり山形県釜淵の材料によって行なわれた

実験結果は，まさにこの予想をうらがきするものであった。すなわち，北島(1931) 187)のいう“柄胞子"

は発芽能力を全く恨き，これは精子 (spermatia) として取りあっかわれるべきもので， 5 月中~下旬に，

越冬した前年の病落葉組織内にある種の子嚢菌が完熟， 7 月中~下旬まで子嚢胞子の形成がみとめられた。

この子嚢胞子の発芽はきわめて容易で， これによる接種試験および子嚢胞子からの培養による接種試験は

いずれも陽性の結果が得られ， なお着策期間中も， また落葉後もほかの分生胞子時代はみとめられなかっ

た。そして分類学的検討の結果， 11のcosρhaerella ($ρhaerella) laricina R_ HARTIG とは明らかに別種

で，これに該当するものがないので，本若葉病病菌は新たに Mycos，ρhaerella larici-lφtoleρis K. ITO et 

K. SATO , sp. nov. と命名され，北島 (1931) の Phoma yano・kubotae および沢田(1950)制(昭 25) が

命名した Phyllosticta laricis SA W ADA (カラマツ斑葉病菌〕はともに本菌の精子器時代につけられた名

称にほかならないことが立証された。ここに最初の研究者である北島によってなし得なかったことが，二

十数年後ようやく氏の門下らによってついに解決されたわけである。

伊藤(ー) (1953) に前後して井上 (1953)制は北海道における本病の被害状況を報じ，さらにこれは小

野 (1956)桝(昭 31) によって詳報された。昭和 25 年 (1950) ごろからようやく本病は一般林業技術にも

注目され，その後年々本病の被害を耳にすることが多くなり，同 30 年 (1955) 年ごろになると，本病は北

海道，東北地方，北関東地方および甲信地方等に広く分布し，推定被害面積は数万 ha に及ぶことが判

明，カラマツ造林木の最重要病害に数えられ，その防除対策を求める撃がしだいに高まって来た。

ここにおいて昭和 32 年 (1957)-37 年 (1962) の 6 か年にわたり，農林省林業試験場本支分場の樹病研

究部門を結集，なお樹木生理部門，土壌部門の協力をうけて，本病の病原菌，本病の伝染，発生環境，土

壌条件と本病の被害，カラマツの栄養と本病の被害，本病の病態生理，本病に対するカラマツ属 (Larix)

の抵抗性および本病の防除法等広汎な分野にわたる試験研究が行なわれ， その成果は最近ようやく公表さ

れた制。

制伊藤一雄・佐藤邦彦・太田 昇: Studies on the needle cast of Japanese larch-1. Life history 

of the causal fungus , 11ゐICOSρhaerella larici-leptolepis sp. nov_ 林試研報 96， pp. 69-88 (1957). 

制沢田兼吉;東北地方に於ける針葉樹の菌類. 11.スギ以外の針葉樹の菌類.林試研報 46， pp. 111-

150 (1950). 

肘井上元則:北海道におけるカラマツの落葉病.森林防疫ニュース(12) ， pp. 74-75 (1953). 

制小野馨:北海道におけるカラマツ落葉病.北方林業 8 (7) , pp. 148-151 (1956). 
制カラマツ落葉病研究班:カラマツ落葉病に関する調査研究.林試研報 178， pp. 1-179 (1965). 
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これより早く，本病抵抗性について育種的試験研究の成果の一部が報じられ様1-*4 なお本病は韓国にも

分布して少なからぬ被害を与えていることが最近明らかにされた制。

カラマツの胴枯病

長谷川・小川(1939)6' 3) (昭 14) I森林病虫害図説 病害編 第二号」に“カラマツ苗の裾腐病"とい

う病気が述べられ，その病原菌は“Phomopsis Pseudotsugae WILS." とされている。ここで“裾腐病"

という病名でよばれた病徴を呈する疾病の大部分は，現在の微粒菌核病 (Sclerotium bataticola TAUB.) 

であるといってよい (34 ページ参照〕。

ところで長谷川・小川(l.C.)643) は“Phomopsis Pseudotsugae" の菌体を図示しているところからみる

と，その頻度は別にしてカラマツ苗でこの菌を見い出したにちがいない。では一体これはどのような菌で

あろうか?

亀井 (1951)制は「北海道に於ける椴松の胴枯病J で“H・H・終に附記することは昭和 14 年小川隆氏が落

葉松の裾腐病として之に PhomopsisPseudotsugae WILSON を宛てられたことである。同氏は採画にも叉

記相交にも A， B 両型胞子について記述し居られるにも拘らず， B型胞子のみの Phomopisis Pseudotsugae 

に国(同〉定されたのは確かに不適当と云ふペく，目下の処むしろ P. (Phomoμis] occulta (TRA v.] と

なすべきであると思はれる……"と述べている

従来，海外で Phomoρsispseudotsugae WILSON とされていた菌は何であるかはなはだ疑問とされてい

たのであるが，近年この所属に誤りのあることが実証され，これは Phacidiella coniJerarum HAHN , sp. 

nov. (この不完全時代は Phomopsis ではなく ， Phacidiopycnis pseudotsugae (WILS.) HAHN , comb. 

nov.) と正された相発問。

わが国におけるカラマツの Phomopsis は最近の研究によって Phomoρsis occulta TRA V. (Diaporthe 

conorum (DESM.) NIESSL) にほかならぬことが立証され州制，亀井(l.c.) の見解の妥当なことが明か

になった。

ヒノキの漏脂病

林業試験場東北支場佐藤邦彦がかつて秋田営林局の排棄書類中から見い出した病害鑑定書の概要を次に

制伊藤一雄:林木の耐病性.東京， pp. 76-77 (1959). 

制高橋延清・佐保春芳:各種カラマツ類の落葉病に対する抵抗性比較(予報). 9 回日林北海道支講

pp. 18-20 (1960). 

引佐藤邦彦・横沢良憲・庄司次男:カラマツ属各樹種の落葉病と先紡病に対する耐病性. 72 回日林講

pp. 301-303 (1962). 

制千葉茂・永田義明:カラマツ属の育種に関する研究 (2) 落葉病，先枯病に対する樹種聞の差異.

12 回日林北海道支講 pp. 114~119 (1963). 

制高済鏑:韓国で問題になっている山林病虫害.森林防疫ニユース 13 (10) , pp. 249~252 (1964). 

制亀井専次:北海道に於ける椴松の胴枯病.植物防疫 5 (11) , pp. 425~428 (1951). 

*' HAHN , G.G.: Phacidioρ'ycnis (Phomopsis) canker and dieback of conifers. Pl. Dis. Reptr. , 
41, pp. 623~632 (1957). 

制一一一一一: A new species of Phacidiella causing the so-caIled Phomo，ρsis disease of conifers. 

Mycologia 49, pp. 226-236 (1957). 
制伊藤一雄:林木の耐病性.東京， pp. 64-66 (1959). 

制。小林享夫:スギの Phomopsis 枝枯病菌ーその生活史と分類 .林試研報 107, pp.l~25 (1958). 

制伊藤一雄:図説林木病害診断法(針葉樹編).東京， pp. 117-121 (1961). 
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記す。

“山第三九号

大正五年三月十日

農商務省山林局

秋田大林区署御中

大正五年一月十日四業第九む七九号ヲ以テ照会相成候扇柏造林地被害ニ関スル件ニ付当局林業試験場矢

野〔宗幹〕技師及北島〔君三〕技手ノ調査左記ノ通ニ有之此段及回答候也

記

ー.病理学的調査

各地被害ノ;概況ヲ見ルニ仁別沢国有林ノ四十六本中十一本枯死セリ卜云フヲ除ク外各地共全造林木ニ比

シ其ノ枯損歩合極メテ微々タルモノニシテ敢テ意トスルニ足ラサルカ如キモ若シ其ノ樹脂ノ分泌力扇伯枯

死ノ真因ニシテ而モ伝染性ノモノトセパ事態亦等関ニ附スベキ問題ニアラサレハ主主ニ本問題ニ関シ研究調

査ヲ行ヒタリ

大正五年一月十三日附ヲ以テ林業試験場宛送附シ来レル被害扇柏樹ヲ検スルニ樹幹ノ所々ニ縦ニ長キ小

ナル傷ヲ認メ而モ其傷療タルヤ木質部ニ達セスシテ単ニ表皮部ニ止マリ其ノ部分ヨリ分泌スル樹脂ハ其ノ

量多キモノハ表皮ヲ浸潤シテ遂ニ外部ニ流出スレトモ其ノ傷演ノ軽微ニシテ分泌量ノ僅カナルモノハ表皮

内部に沈滞セノレタメ表皮ノ僅ニ隆起セシメヲルヲ認メタリ 依テ考フルニ単ニ傷演ヲ受ケシ部分ヨリ樹脂

ノ過度ナル流出カ根本ノ原因卜ナリテ全木ノ衰弱ヲ来スニハ其ノ傷演ハ余リニ軽微ナリ 而モ松柏科植物

ノ樹脂ノ分泌作用ハ傷疾ヲ受ケタルトキ其ノ内部ニ水分及空気ノ侵入ヲ防ク為ノ一種ノ保護作用ナルヲ普

通トスレトモ若シ或種ノ病原菌ノ寄生ヲ受ケ其ノ刺戟ニ因リテ過多ノ水分及樹脂ヲ分泌セシムル場合ナキ

ヲ保シ難キヲ以テ傷口並ニ其ノ周閥ノ組織ヲ検鏡シタルニ何等病原菌ヲ認ムル能ノ、ザリキ 思フニ斯クノ

如ク幹上ニ見出サノレル傷夷ハ烈風及雨雪ノ時樹木相互ノ動揺ノ激衡ノ為其ノ表面ヨリ強ク打撃サルルヲ以

テ其ノ一部分破壊サルト共ニ組織中ニアル樹脂道モ亦タ破ラレ主主ニ樹脂ノ流出ヲ見Jレニ至ルモノナリト信

ス 而シテ其ノ傷療ノ状態ニハ何等変化ヲ来シ居ラサルヲ以テ根ニ吸収サレタル水分並ニ葉ニ於テ生成サ

レシ含水炭素及含窒有機物ハ自由ニ他ノ健全ナル組織ヲ通シテ流動シ得へクシテ植物ノ生理作用ニハ何等

ノ支障ヲ来ササルノ理ナルヲ以テ枯死ノ原因トシテハ之ヲ他ニ求メサルベカラズ 然ラハ被害ノ原因ハ那

辺ニ存スルカ 是レ大ニ研究ヲ要スノレ問題ナリ 本問題ヲ的確ニ決定セムトセパ単ニ幹部ノ検鏡ノミニテ

ハ不充分ニシテ勢ヒ根，業ノ組織及発育ノ状態並ニ衰弱ノ経過等ニ就キ詳細ニ調査スルノ必要アリト信ス

レトモ送附標本中其ノ枝葉並ニ根部ハ全ク除去サレ充分ナル調査ノ材料ヲ得ル能ハサリキ…・・・(後略〉

二.害虫ノ調査

被害木標本ニ就キ害虫被害ノ有無ヲ調査セルニ次ノ如シ

被害木A 数年前枯死セルモノニシテ樹脂流出セル外樹幹ノ下部ニ天牛蝕害ノ痕アリ 此ノ虫害ハ樹木

枯死後ノモノニアラスシテ尚生存中ニ起レルモノナリ 其ノ虫孔ノ形状及太サ等ヨリ見Jレニすぎくろかみ

きりナルカ如シ 此ノ虫害ハ被害木枯死ノ主要ヲナセルモノト信ス

被害木B 著シク衰弱セルモ未タ枯死セサルモノニシテ樹幹ノ所々ヨリ樹脂ノ流出スルヲ認ムレトモ其

ノ原因ハ虫害ニアラサルカ如シ 其ノ他ニ虫害ノ痕ヲ認メス 大林区署ノ被害状況調査書中ニ被害カ虫害

ニ起因スルモノナリヤ否ヲ判定スルニ足ル材料ナシ
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以上ノ事実ニ拠り被害ト虫害トノ関係ノ有無ヲ考察セパ

(ー〉樹脂流出ノ原因ニ就キテ考フルニ虫害が樹脂流出ノ原因ヲナス例ハ少カラスシテすぎくろかみき

りノ幼虫ノ穿孔ノ為メすぎ樹幹ヨリ樹脂ノ流出スルコトハ普通ニシテ為ニ幼虫ノ舞死スルコトアリ まつ

ハ螺虫其ノ他ノ蝕入ニ因リ樹脂ヲ出シとうひハ天牛の流出スル例ハ少キニアラサレトモ前記被害木ノ患部

ヲ見ルモ昆虫ノ蝕入ニ起因スルモノトハ認メ難シ 故ニ其ノ原因ハ虫害以外ノモノナルヘシ

(二)樹木枯死ノ原因ニ就キテ考フルニ樹脂流出量ノ多量ニシテ表弱ヲ来タシ遂ニ枯死スルニ至ルペキ

モノアルモ被害木 A ノ場合ニ於テ，、虫害以外ノ原因ヨリ来ル樹脂流出ノ病徴ハ認ムレトモ其ノ枯死ノ主因

ハ虫害ナリト信ス ひのきニ寄生シテ之ヲ枯死セシムル天牛類ハ従来唯すぎくろかみきり一種ノミ知ラル

ルモノニシテ本種ハすぎ及ひのきヲ蝕シ之ヲ衰弱セシメ甚タシク枯死セシムルモノナリ 被害木見本ヲ蝕

害セシ種ハ本種ト認ムレトモ只虫孔ニヨリ認定セシモノナルニヨリ或ハ他ノ近住j種ナルヤモ測ラレサレト

モ何レ二シテモ樹木枯死ノ原因ヲナセルモノナリト認ム 而シテ害虫カ枯死ノ原因ヲナスコトハ被害木A

ニ於テノミ認ムルノミニシテ枯死木ノ全部叉ハ大部分力本種ノ被害ナルヤ否ハ主主ニ想定スルコト能ハサレ

トモ右ノ害虫ノ存在ハ其ノ為ニ樹木ノ衰弱及枯死ヲ起スコ卜ヲ相(想〉像シ得ルモノナリ

以上論述スルカ如ク害虫カ樹脂流出ノ原因ヲナスモノト認メ難キヲ以テ多数ノ被害木衰弱ノ原因ハ害虫

ノ為ニアラサルカ如キモ其ノ枯死セルモノノ中二ハ害虫ニ起因スルモノアルヲ以テ害虫ノ為衰弱シ叉ハ枯

死スルモノノ存在スルコトハ相(想〉像スルニ難カラサルナリ 故ニ被害ノ原因調査ニ際シテハ是等ノ原

因ヲ区別シ樹脂流出ノ病徴ヲ呈スル被害ノミニヨリテ枯死スルモノナルカ叉ハ虫害ノ之ニ加ハリテ枯死不

ルモノナルカ若シ両種ノ原因ニヨリテ枯死スルモノトセパ其ノ被害ノ割合等ヲ調査スルアラサレハ被害ト

虫害トノ関係ニ就キ確言スルコト能ハス"

“山第四四号

大正六年三月十四日

農商務省山林局

秋田大林区署 御中

大正六年一月六日四業第九七七九号ヲ以テ照会相成候扇柏造林地被害ニ関スル件ニ就キ昨年来当局林業

試験場ニ於テ調査ノ結果ハ左記ノ通ニ有之候此段及回答候也

記

秋田大林区署管内扇柏造林地被害原因ニ関シテハ大正五年三月十日付ヲ以テ害虫叉ハ病原菌ノ寄生ニア

ラサルコトヲ回答シタリシカ其後山形，新庄及酒田各小林区署管内ニ於ケル実地並被害樹ノ調査ニ依レバ

樹脂流出ノ起源ハ該樹幹(叉ハ校〉ノ若キ部分ノ所々ニ散在スル微細ナル裂傷ニシテ初メパ樹脂ノ分泌量

モ僅少ニシテ僅ニ微量ヲ裂傷ヨリ溢出スルカ叉ハ或時日ヲ経過シタルモノハ其裂傷附近ノ表皮ノ脂池ニ檎

多量ヲ滞溜スルニ過キサレトモ樹幹ノ生長ニ伴ヒ其裂傷モ漸次拡大シテ多量ノ樹脂ヲ分泌シテ其ノ附近ノ

表皮内ニ浸潤シテ之ヲ膨大ナラシメ或ハ大ナル脂池ヲ形成シ幹ヲシテ著シキ崎形ヲ呈セシメ遂ニ全樹ヲ枯

死セシムルニ至ルナリ 即チ現今見ノレトコロノ;被害樹ノ幹部ニアル大形ナル脂池ハ過去十数年前ニ於テ其

部分ノ未タ幼稚ナル時代ニ受ケシ創療が依復セスシテ年月ノ経過ニ従ヒ益々其面積ヲ拡大シ以テ多量ノ樹

脂ヲ分泌滞溜スルニ至リタルモノトス 然リ而シテ此ノ裂傷ノ成因ニハ種々アルベキモ主トシテ同地方ニ

於ケル冬季低温ノ為水分多キ若キ樹檎ノ表皮カ凍結ノ為ニ生スノレ裂関叉ハ凍結シテ弾力ヲ失ヒ居ル樹檎カ

強風其他積雪等ノ際烈シキ動揺ヲ受クルニ当リ表皮ニ生スル裂傷ナルベシ 其他気温低降セサルモ雨季ニ
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当リ叉，、営養豊富ノ為メ著シキ肥大成長ヲ営主タルトキ急ニ乾燥セル空気ニ遭遇セハ亦同一ナル結果ヲ招

クコトアルモノトス 被害ノ原因ニシテ前述ノ如シトセパ将来ノ造林ニ対シテハ位置，傾斜，風向並造林

ノ方法ニ就テ充分ニ注意スルノ要アルヲ認ム

備考

東京大林区署管内山形県西置賜郡小国本村大字小園小坂町字横根国有林内ニ於テモ亦本被害ト同一ナル

徴候ヲ呈スル被害発生シ其原因調査ノ為メ被害標本を送付シ来リシカ之ニハ被害ノ樹ノ地際ニ近キ太キ根

ノ一部ニ白色ノ菌糸ヲ認メタリ 然レトモ之ハ該樹枯死ノー原因タルヲ得レトモ前述ノ被害ニハ直接ノ関

係ナキモノナリト認メタリ"

上の病害はいうまでもなくここで述べようとする漏脂病であるが，学術的印刷物にこの病名が現われる

のははるかに下って北島 (1927)22) (昭 2) ï各地方の森林に於て近年注意せらるるに至りたる新病害に就

て」が最初のようである。これには川東北地方の扇柏の造林地に，而かも広大なる面積に亙て漏脂病と称

せらるる病害が発生して居る事は，砂なくとも東北地方の扇柏造林地を視察した人は，何人も気の附く事

である。被害の進みたるものからは， 多量の樹脂が漏出して居る原因は，或は某種の害虫の寄生に因るも

のなりと云はれ，又一部気象関係に基ずくものなりとも称せらる。漏脂の根本の原因が，是等両者何れに

せよ，始め受けた小なる傷療が， 扇柏の成長に伴ひて快復せざるのみか，漸次其の被害部が拡大され，多

量の樹脂を流下せしむるには，何か其処に意味がなくてはならない。斯くの如き考へから，新らしく得ら

れた材料に就いて， 虫糞を現に出して居るもの，或は夫れと共に微量の樹脂を漏出して居る部分の組織を

検鏡して見ると， 己に此の部分には多数の菌糸の侵入せるを認める外，被害の進みたるにも亦菌糸を見る

のみならず，本菌の結実体ではないかと恩はれるものも見出したのであるが，此の物が，果して病原体で

あるが如何かは，更に被害地に就いて，詳細に観察せなければ，尚明言の限りではない。"と述べている。

さらに北島(1933)297) (昭 8) ï樹病学及木材腐朽論 (pp. 92-94)J の“ヒノキの漏脂病"の項で， こ

の病原を未定とし， なお e，...・-・ヒノキが冬季積雪に覆はれてゐる間は，樹脂は出ないけれども其梢頭が積

雪以上に抽出する様になると， 枝の分岐点及び其の他の部分からも，初め極微量の樹脂の惨出するのを見

る。此微量の樹脂を出す理由に関しては一説に従へば，一種の甲虫が其部分に寄生するに因るものである

と云ひ，叉著者が被害地を実査した結果から見ると，以上の如き被害は同一樹令のヒノキでも，冬季の北

風を受くる北面の林地に甚しくて，南面した個所には軽少なる事実とか，叉は， ヒノキの頭が積雪以上に

出てから，其被害を見る事実の如きことを考察して見ると，冬季に於ける積雪，寒気及び風の如き林地の

気候的環境因子から起る裂傷ではあるまいかと云ふことは，先づ考へなければならない問題と思ふ H・ H・。

…微量の脂を分泌してゐる時代に，其部分の組織を検鋭して見ると，菌糸が己に侵入しているのを認め

る。其菌糸は形成層を侵して，漸次前述したるが如き病徴を呈する。著者は常に被害部に一種の子嚢菌類

に属する菌を認めてゐるけれども，果して本菌が本病害の原因をなすものであるか否かは，未だ確信がな

い。……"と記している

笠井(1940)722) (昭 15) の「鉄道防雪林に於けるヒノキの漏脂病とエゾマツの雪腐病J にも本病の病因

が論じられている。すなわち“此の疾患は専ら東北地方の雪国に於てのみ認めらるるものであって，高さ

数メートル，樹令 20 年前後の防雪林木として働き盛りのヒノキに発生するものである。……鉄道防雪林当

局から私の親しく筒知したところによるも此と病害は大正の未葉から発生したといふ。以前から耳にはし

て居ったものの私が親しく其の病害現地を踏査したのは，づっと後れて昭和十一年六月，奥羽本線神宮寺
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刈和野両駅間 258 粁 480 米の地点左側の防雪林のヒノキ林に於てであった。……"。次に同行の鷲谷技師の

観察要項をかかげて， “……此の鷲谷君の被害に関する観察条項の意味するところはヒノキの漏脂病とい

ふものが物理的原因から惹起さるるものである事柄に其の重点が置かれてゐると見ていいのである。即ち

風による点，寒気による点，積雪面 1 米内外の部分に多い点，柳に風といふ訳で無抵抗なる梢上枝葉の軟

弱な部分には被害を見ないといふ点などが此事柄を物語ってゐるのである。"

…研究材料を色々に観察した結果私は漏脂を起す傷口には下記の事実が伴ってゐることに気付くの

である。1. 傷口は普通樹幹の北向きの側に多いといふ傾向がある。 2. 傷口は枝の附根，即ち分岐個所

附近の樹肌，若くは枝自身の根元即ち樹肌に近い部分に多い。 3. 枝自身に生じてゐる傷口は枝の上面に

存すること多くして，下側に砂ないといふ傾向がある。 4. 傷口は積雪に埋め尽されたる部分の校には比

較的少なくて，積雪面の前後に多い。"“……然らぱ此の傷口なるものは一体如何なる原因に由って生ずる

か，私の興味の中心は其処は横はってゐるので，此の点に関する卑見を述べんとするのが本報告の主眼な

のである。卑見を陳述するに先だち，一応本邦に於て行はれてゐる従来の説を紹介せねばならぬJ' とし

て上記北島の所説の要点を記してから“……かくの如く，在来の説では或る一種の甲虫の業であるとい

ひ，叉は形成層を侵して病徴を惹起する能力ある菌糸の業であると謂はれて居るのである。結局其の真の

原因は未だ明瞭になってゐないと見ていい。"としている。

次に笠井は自分の意見を次のように述ベている。"私は之れを積雪圧 (Sneedrück) に原因するものと信

ぜんとするものである。私は此の漏脂病を調査し初めた頃， 上述の如く従来虫害らしいとか，菌害に基く

とかいふ説があるので，斯かる生物の寄生の存否につき，可なり仔細に探索を試みたのではあったが，畢

寛遂にそのやうな生物に逢着するを得なかったのである。従って私は生物が関与してゐるといふ考方は放

棄せねばならないものとして，日IJの考を起し出したのである。私が本病の原因が積雪圧にありとするは次

の如き事実に立脚してゐるのである。1. 積雪地方のみに見る現象である事。……。 2. 独りヒノキだけ

に見る現象である事。……。 3. 樹令 20 年前後という壮令のヒノキに発現する事。……。 4. 樹幹に於け

る漏脂孔の所在は枚の分岐点に多い事。 H ・ H ・。 5. 校上に於ける漏脂孔は必ずしも然りとはせぬが，併し

多くの校の根元に近い上側に生じてゐる事。……。 6. 虫害や菌害が原因だとすれば，此等生物が雪と関

係があらねばならぬ事。……J “さて然らば同一防雪林中に在る他の針葉樹には無くて何故独りヒノキの

みに於て漏脂病が起るかといふ問題につき，猶ほ一言を費やしたい。私は其れを下の知く解決したのであ

る。多くの天象気候関係のものにして林木の外傷を招致するに至るもの決して少なくない。落雷，降電，

晩霜，暴風などが其れであり，積雪亦其の一例である。 ヒノキの檎葉が水平の位置に拡がってゐるのは，

其の上に雪の積り易い事松杉の類に於けると同日の論ではない。積る雪に重荷を負ってゐるヒノキの枝が

強い北風に，或は吹雪に揺られつづけると，若くは積雪に援められた僅の状態で根付(付根〕のところで

曲り乍ら根雪の中に埋没するといふと，校の基部の樹肌或は校自身の附け根の部分に重荷が掛って無理が

生じ，其の無理の結果が亀裂となり，傷口となり，漏脂孔となるのであると私は信ず。次に私は斯ふも考

へてゐる。すなわちヒノキは由来，雪国を故郷とする樹木ではないので，勢ひ雪に馴れて居らぬ。積雪圧

に耐ゆる性質を欠除してゐるといふ事柄である。一…ヒノキの楠葉の構造と其の故郷とに思ひ合"わせ，

“かくて独りヒノキのみに漏脂病の発現する訳が自ら氷解するに近い。"といっている。これすなわちヒノ

キ漏脂病の病因に関する笠井の雪圧説とよばれるものである。

以上述べてきたとおり，本病の病因について昆虫説，菌類説および雪圧説があり，雪匝説は最後に発表
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されたので一応もっともらしくみえるが果してこれでよいのであろうか。

まず昆虫病因説であるが，今日では昆虫による食害の傷口から樹脂が出て漏脂病になるという単純な見

方をする人はほとんどいない。しかし害虫が本病に全く無関係だということではなく，漏脂病にかかって

衰弱した病樹にスギカミキリ等の昆虫が二次的に寄生して， その死期を一層早めるとの見方をする人はあ

る制。これに対してスギカミキリは活物寄生〈一次寄生〉に近い性質をもっていて，健全なヒノキにも侵

入して枯死させるもので，漏脂病とは直接関係がないとの発表もある制。

雪圧をも含めて気象因子病因説については種々考察しなければならない点がある。北島(1933)29円笠井

(1940) 722)ともに冬季北風を受ける位霞にある造林地に被害がはなはだしいと述べているが，その後の調

査結果は林の向きと本病の被害との聞には無関係である刑制制。

積雪地方における本病の発生状況をみると笠井(l.c.) 722)の観察結果とよく一致するが，しかし本病は北

島，笠井時代に考えられたように積雪地帯にだけに限られるものではなく， ほとんど積雪をみない地方で

もしばしば認められる勢時7。“i馬脂は枝の基部…ーからおこる場合が大多数であるが，まれにはこれに関係

なく何かの損傷部を中心とすることもある。また漏脂のごく初期のものは， 校のつけ根(分岐点〉に初ま

っているのが大部分である。しかし， これがいわゆる漏脂病とよばれるひどV'病状にまで進展してゆく原

因のすべてであるかどうかは， 少しく疑問が持たれる。生きている樹は元来外傷を治療する能力を持って

いるはずである。それが雪圧による損傷に限って癒合しないで，樹脂を流し放しでいるばかりではなく，

病患部が拡大してゆくのは， どのように考えたらよいであろうか?ヒノキはもともと暖い地方の樹種であ

るから，寒い地方に植えられると，小さな傷でも治り難く，傷口が完全に治癒しないうちに冬になり，毎

年これをくり返して，樹脂の移出を停止しない，とでもいうのであろうか? しかし，これでは，患部の治

癒しない理由はつけられでも，恵、部が拡大してゆくことの説明には不充分である。"と伊藤(ー) (1954)剖

(昭 29) が素朴な疑問を投げているように，裏目本等のような湿雪のもたらす環境下では雪圧による外傷

が， また降雪のほとんど見られない地方では強風による枝の基部の損傷が本病発生の誘因になることは充

分考えられるところで，笠井(1. c.) の雪圧説はこの誘因の一部をとりあげたものと解すべきで，真の病

因は別に考えなければならないであろう。その真因を極めるにはモモ樹脂病(ゴム病)やセイヨウミザク

ラ樹脂病の病原探究技法が参考になるように考えられ， ヒノキの水分生理，息部における菌類のみならず

バクテリア等にも関心を払う必要がありはしないだろうか。

ともあれ，明治末期から大正年代および昭和初期にかなり力を入れて植栽された東北地方のヒノキ林は

主として本病によって造林不成績のらく印が押され，第二次世界大戦後国有林関係では東北地方における

ヒノキの造林を中止する方針がとられたときく。

発1 余語昌資・三浦哲夫・遠回暢男:ヒノキの枯死原因.林試秋田支場研究時報 4， pp.41-43 (1952). 

制斎藤孝蔵・江島信吉:大子営林署管内ヒノキ林枯死の原因について. 63 回日林講師. 213-215 

(1954). 

制阿部正:ヒノキ造林地の漏脂病.林業技術 122， p. 37 (1952). 

制吉田正次郎・竹越卓爾:敦賀地方におけるヒノキの漏脂病について. 63 回日林講 pp.209-211

(1954). 

制伊藤一雄:ヒノキの漏脂病について.森林防疫ニユース (29) ， pp. 324-326 (1954). 

制中村克哉・近藤秀明:千葉県戸崎国有林におけるヒノキの漏脂病. 64 回日林講 pp. 246-247 (1955). 

相伊藤一雄:図説樹病新議.東京， pp. 310-313 (1962). 
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ヒノキの徳利病

本病の病因について北島 (1926)制(昭元)は"......本病菌も亦サルノコシカケに属する一種なるが如し

・'とした。ところで，花田 (1927)') (昭 2) は「北島技師の徳利病に就て」で“……尚北島技師は材

質中に繭(菌〉糸を認めたりと発表せられ居るを以て最早動かすべからざる病原菌なるべし。然れども余

は未だ左の諸点に於て疑問を抱く者にして之を以て病菌なりと首肯するを得ざる所なり。即ちー.徴候樹

中生葉を附着せる樹を肥太部に於て伐採検するに其の切断面に於て変色部を認めざること 二.他の健康

樹に比し枝条の多きこと 三.樹皮裂開剥離すること 四.樹脂の穆出すること……"とし，なお“以上

要するに余の見る所によれば所調徳利病と称するは活物寄生菌にあらずして他の原因により枯損し或は枯

死せんとする樹木に死物寄生菌侵入して材質の変色を呈するに至るものなり。従って所謂徳利病なる徴候

は活物寄生菌によりて生ずるものにあらずして不完全なる枝打及枝打に手遅のため樹幹下部に於て膨大部

を生じ右の如き徳利状を呈するに到りしものなりと思科す。而して檎頭の枝条繊弱となれるは其の下部

に於て養分を消費され上部に供給少量となりし結果にして決して所謂徳利病なる病原菌の作用にあらざる

べしと思料する所なり。" と結んでいる。本報交の著者は高知営林局宿毛営林署員で記述に舌足らずなと

ころがあって自分の言わんとするところを明確に表現していないうらみがあるが，材質の変色と肥大を区

別し，枝の着生状態の均衡程度および枝の有無と樹幹の肥大の聞に関連がありそうだといっていることは

傾聴に価すると忠われる。

北島 (1928)50) (昭 3) は「森林病虫害ノ研究」でこれを反駁して“……花田…・・・氏はひのきカ徳利状ヲ

呈スルハ不完全ナル枝打及枝打チ手遅ノ為メ樹幹下部ニ於テ膨大部ヲ生シタノレモノニシテ不完全ナル枝打

及枝打手遅レ其ノモノカ斯クノ如キ肥大部ヲ形成スル直接ノ原因ヲナスモノト断定シ，著者ト全然異リタ

ル意見ヲ発表セラレタリ。氏ヵ斯クノ如キ断定ヲ下サレタル根拠ハ察スルニ・…・・"と花田(1. c.) の見解

を引用し，次に諮をついで，“然カルニ……宮崎県下……及東京〔営林局〕管内ニ於ケル……被害樹ノ、何

レモ多量ノ生葉ヲ有セシモノノミニシテ……己ニ「コルク」状ヲ呈スルモノアルノミナラス……変色セル

部分ニモ菌糸ノ侵入ヲ見ルカ如キ事実並ニ・…・・肥大部ニ異常ナル変色部アリタルハ勿論巻キ込マレタル校

ノ周囲ハ己ニ甚シク魔朽ヲ来セル……。……事実ヨリ判定スルトキハひのき徳利病ニ対スル花田氏ノ所説

ハ尚研究ヲ要スル点アリト認ム可ク病原トむテ〔ハ〕菌類ノ寄生ニ函ルモノナリト信スルナリ。要スルニ

本病害ニ対スル著者ノ意見トシテハ病原菌ハ一種ノ菌室霊ナル可ク此ノ菌輩カひのき樹/……枯枝ヨリ死物

的ニ侵入シ……。" としている。

なお小林〔黍) (1937)562) (昭 12) は「ヒノキ徳利病予防に関する一考察」ではH ・ H・山腹以下の肥沃なる

地域には，大部分本病の発生を見受けられるのでありまして本病発生の素因は，最も立地関係に支配され

るものの様に思はれるのであります。而して病原菌寄生関係，其他難かしい科学方面のことは暫らく置き

ヒノキ純林中其の被害の地況関係に就て申上げますれば，峯筋よりは沢通り，及び山脚部に多く，土地の

肥椿関係は肥沃地のみに限られ，乾燥地よりも，湿潤地に多いように見受けます。叉単木の被害関係は優

勢木に多く被圧木よりも， 上層木に多いのでありまして，林地の状況は，優良なる生育を約束せらるる林

分に多いのを，遺憾とする処であります。……ここに於て，本病発生の主要条件は，土壌中に存するヒノ

キに対する過剰j養分に起因するらしく，即ち土壌中の或る種養分の含有量比……に依り決せらるるものと

信ぜられ，混清林に於きましては，此の過剰なる養分が他樹種により，適当に吸収せらるる結果と思料す

持1 北島君三:属柏樹の新病害に就て(予報).東京営林局 pp. 1-11 (1926). 
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るものであります。……"といい，自分の観察結果にもとづいて予防対策として 4 つの点をあげている。

この報交の著者小林は当時茨城県水戸営林署員であったが本病の発生環境についての観察は膏聖書に値す

る。後年の調査によって，本病病因は未詳ながら，線潤肥沃な立地条件で多発し，林縁木，成長旺盛なも

のが被害をうけやすいことが明らかにされている刑制。

ヒノキの葉ふるい病

西門(1943)8571 (昭 18) r山崎営林署部内幼令造林地のヒノキの葉振ひ病に関する調査報告」に次のよう

に述べられている。 “昭和十八年四月末山崎営林署長浜田虎三技師は同署部内杉山口官行造林地に於ける

幼齢ヒノキが集団的に枯損し被害の少なからざるを認め之を大阪営林局に報告した。局では斎藤源太郎技

手を派して之が調査に当らしめたが次で筆者も之が原因調査の為め五月三日同地に出張し被害の現況を視

察する事となった。かくて右被害は主としてヒノキ業振ひ病に由る事が判明したので同地に於ける該病の

発生状況，病因，防除策等を略述する。 H ・ H・"という書き出しにはじまり， “被害の地域，程度並に病状"

では“本病の発生地は兵庫県宍粟郡千種村岩野辺の杉山口官行造林地内約一二町歩の内で，昭和三年にス

ギ及びヒノキを植栽した処である。H ・ H・植栽後久しく放置されて来たが，昭和十六年八月と十七年二月とに

粉々強度の除伐が行はれ，これまで雑木に被圧されてゐたヒノキが急に裸出する様になった。斯うした林

地に本病が発生したので浜田……署長は今春四月廿九日同地方に赴き，右造林地の山頂近き個所に樹葉が

集団的に白変し，異状を呈するのを遠望し，右植栽ヒノキ枯損の事実を認めたのである。筆者が夫から約

一ヶ月後の五月三十日に同地に赴いた際は完く赤変して居り， 白味は殆んど認められなかった。被害個所

に於てはヒノキは其の九O或は九五%が慢病し，葉は赤変し，緑葉をつけてゐる樹は稀であった。……一本

の樹の全葉が褐変した樹でも小枝は枯死しでも大枝叉は主幹は猶生きてゐたのが多かった。"と病状を述

べ，次に“右被害地域にはヒノキの聞に僅かに混植されて居た杉樹にも被害があり，杉樹の三分のー或は

半分近くは葉が赤変して居るのが多かった。……"とし， なお“上述ヒノキ鱗葉の変色部の内に出来た

微小黒点を顕微鏡下で調べると……其形態から本菌はカピフルヒ病菌属の物で……。 ヒノキの葉振病…...

…菌の学名を Lophodermium Chamaecyparisii Shirai et Hara" としている。

この被害造林木に西門は葉ふるい病粛を見い出したのは確かである。しかし本障害の原因を本病に直結

させているのはどうかと思われる。この造林地は上記のとおり，急に疎開させたものではあり，隣接する

スギにも類似の被害が発生していることからも， その主因は気象災害に求めるべきではなかったか。葉ふ

るい病菌 Loρhodermium chamaecyparisii はかつて考えられていたように，病原性がさほど強いもので

はな u、。

上の報交の末尾近くに西門は岐阜県の例として，“……岐阜部内に於ては春季晩くまで積雪が残留し，幼

令ヒノキが殊に其下部が積雪下に埋められたが為めに下部の葉は生理的機能を害せられた為め衰弱し，葉

振病の侵害の的となり鱗葉の枯死，脱落を来し，小枝より大枝，大枝より樹幹と枯れて行ったので、ある。"

とし，つづいて“山崎部内での場合は永らく雑木の為めに極度に被圧されてゐたのが，給々過度の除伐に

よって急激に強烈な陽光を受くる様になった上，今春の稀れに見る長期に亘る昇(皐〕天の為めに生理障

碍を受けて居た。之れが四月以後になり降雨があったので急速な菌の発達を招来し，一時に多数の枯損樹

を出したものと思惟せられる。"といっているが，本被害の主因を葉ふるい病と考え，本病の被害をはな

組遠藤昭・渡瀬彰:ヒノキのトックリ病と土壌の理化学性. 69 回日林講 pp. 360~361 (1959). 

則一一一一一・一一一一一:向上←特に理学性について. 70 回日林講 pp. 355~357 (1960). 
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はだしくする因子として気象条件をとりあげているようである。

西門 (1944)88 1) (昭 19) は「ヒノキ葉振ひ病に就いて」で"......近時筆者は其発生の激しいこ，三の例

を親しく視察調査する機を得た。即ち昭和一四年六月には岐阜県上郡北部地方で観察し H・H・本年になって

兵庫県宍粟郡千種村……並に広島県比婆郡八鉾村で観察した。前者の場合と後二者の場合では其被害の表

はれ方が可なり異なって居るが何れも葉振ひ病菌の寄生を認めることが出来，該病と断定して誤りないか

ら主主に其発生の概況を報告する。 H・"とし，まず“岐阜県上郡地方に於ける発生"では“発病と環境"

について"...・..本病の発生と積雪とは至大の関係がある。積雪量よりも積雪期間の長短が本病の発生を左

右する。昭和十四年の如きは四月末頃まで積雪が残って居たから本病の発生が殊に著しかった。……本病

の発生は叉地勢とも大きな関係があり，積雪の永く融解し難い様な地勢叉は方向の処に発病が多いo

としている。

“兵庫県宍粟郡千種村に於ける発生"は上記のとおりで，次の“広島県比婆郡八鉾村に於ける発生" に

ついては，“昭和一八年七月……大阪営林局に標本を送附されたので，筆者は之を調査した。当時被害業

組織内には胞子の存在を認め得なかったので，葉振ひ病類似の物としておいた。其後筆者は同署部内に出

張の機を得て，去る昭和一八年一0月……被害の現地を踏査し， その葉振ひ病である事を確めた。"とし

“被害の地域並に程度"，“病状及び病原菌"について記している。

ヒノキ苗の立枯病(くもの巣病)

野原(1936)519) (昭 11) í リゾクトニア菌によるヒノキ稚苗の禽敗病に就て(予報)J に“従来ヒノキ稚苗

に発生した病害は筆者の調査によれば， フザリウム菌による立枯病其他数種を数へられる。然るに昭和九

年......， 其病状は立枯病に類似するも繍異なれる被害を発見した。此被害は…・・・リゾクトニア菌の寄生に

依る病害であることが判明した。 リゾクトニアに依る針葉樹子苗の禽敗病は欧米に於ては其被害著しいが

未だ本邦に於て是がヒノキ稚苗に発生した報告がない。……"とし，“病徴"では“……本病は甲折(析〉

時代の稚商に発生した場合は外観立枯病と略同様な病徴を呈して両者に確然とした区別はないが，只本病

はH・H・必ずしも地際部から経れて倒腰現象を起すものとは限らない。本病は普通葉片から発生……以後漸

次黒変して被害の進行するにつれ，全個体が柔軟となり遂に萎凋倒伏するものである。一二年生直の病徴

を観ると大抵枝葉尖端の組織柔軟な個所から先づ発病して鱗片は次第に魔敗黒変する。病患部は鱗片の葉

色黒変するので健全部と判然した区別がある。然も仔細に観察すれば其病患部には本菌の気中菌糸が蜘妹

の巣状に纏絡するのを肉眼にて容易に検することが出来る。……"とし，ついで“発生個所"，“発生時

期"については，“本病の発生時期は四五月頃から八，九月頃迄で其最も被害激甚な時期は高温多湿の八，

九月頃のやうで二百十日前後の降雨期に著しく発病したのを認めた。"といい，“病原菌"，“防除法"で

この報交は終っている。

この 2 年後，長谷川・小川 (1938)599) (昭 13) í森林病虫害図説 病害編第一号」に“ヒノキ稚苗の

リゾクトニア病"という病名のもとに掲げられているのは本病のようで，のちにこれはくもの巣病とよば

れるもので，野原(1. c.) の上の報文は針葉樹のくもの巣病に関する本邦における初期の記録といってよ

いであろう。

コノテカシワの葉枯病

高木五六(1943)867) (昭 18) は「コノテガシハの葉枯病(仮称)に就て(予報)J で，氏が朝鮮で認めた

コノテカシワの病害について次のように述べている。“最近二，三年間鮮内の各地に於てコノテガシハ・
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…の生垣叉は庭園樹が恰も寒害を被りたる如き徴候を呈し葉は赤褐変し甚しきは，落葉枯死するものさへ

あった。筆者は昭和卜六年H・H・在龍山陸軍官舎の生垣及苗圃の被害を実査した。即ち生垣の被害甚しきも

の殆んど落葉し校の頂部は僅に緑葉を残すものが多く数百戸の陸軍官舎の生垣は将に此被害で全滅を予想

される程度であった。叉苗闘の三，四年生前は其の枝葉恰も火に熔られたやうに褐変したものを多数見受

けた。此外植木にも同一被害で下葉の枯れ上たるものを府内各所で見た……"といい，“被害の徴候"，つ

ぎに“病原菌"では“本被害は Monochaetia sp. 菌の寄生に基因する疾病と認む。樹木病害中本菌と同属

菌が原因するものにクリ葉の炭痘病(葉枯病) M. pachyspora BUBACK.'・・・・及びヒノキの一種 Cham­

aecyparis lausoniana (A. Murr.) PARL の 111司枯病(北米〉等があるが本菌とは全く胞子の形異る。他に

ペスタウ(ロ)チア菌を検出……"とし，“菌の形態"および“防除法"も記している。

アスナロ(ヒパ〉の飛腐病

北島 (1927)22) (昭 2) I各地方の森林に於て近年注意せらるるに至りたる新病害に就て」に次の記事が

みられる。“青森県下，殊に津軽半島方面の漢緩柏(羅漢柏)には『飛魔れ』と称するものが， 己に立木

の時代からあって，羅漢柏材の利用上可なり大きい問題となって居る。比の『飛魔れ』と称する病害は，

樹幹の内方の各部に，主として長軸に長き魔朽部を有するもので，丸太の健で見る時は，全く異状のない

ものの如きも，製材して見ると，魔桁部を多数に有するものがある。著者は大正十五年の八月，被害地の

実査を試みて，当時新らしく頂いた生木に就いて，調査して見ると， Iï'飛魔れ』は勿論立木の時代に，己に

侵入するもので，而かも其の侵入の個所は，殆ど全部枝の分岐点より，発して居る事を認めると同時に，

常に或る種の害虫の侵入せる形跡を見たのである。尚右の害虫は生枝の分岐点にも侵入し，此の部分は己

に材の変色を起して居る事， 及立木に斯の如き病害を発生せしむる傷害買寄生菌は，右の如き害虫の蝕害個

所よりは，最もよく侵入する事から考へると，害虫が本菌侵入の誘因をなすものの如く思はれる。本病菌

の結実体に就き，昨年出張の時注意して検査したのであるが，土場に多数推(堆)積しであった『飛腐れ』

材の横断面に， 病原体らしい菌輩の発生せるを見たのであるが (Gen. Poria sp.) それも確実なる事は断

定は出来ないのである。尚下北半島方面の羅漢柏には. Iï'飛腐れ』が少ないと称せられて居るが，著者は未

だ同地実査の経験もなく，此の理由も亦明にし得ないのである。"

北島 (1933)叩) (昭 8) は「樹病学及木材魔桁論J (pp. 98~100) に“ヒパの飛魔病 病原菌(未定〉…...

本病害はヒパの生立木の心材の各部に寓桁部を生ずるもので，現在青森地方殊に津軽半島方面のヒパ林に

被害大である。此魔朽部は枝の分岐点の部分を一種のカミキリの幼虫の寄生を受けたる個所から，寄生菌

が侵入して生じ，此部分は材質甚く脆く化しH ・ H・。而して青森地方のヒパ材の飛魔は同地方では一般に使

用後，其魔朽は決して進むものではないと称されてゐるが，果して然るや否やは重要な研究問題である。"

と述べている。

さらに北島 (1941)76η(昭 16) は「ヒパ飛寓被害部進展試験」を行ない， 次のように報じている。“…

…青森地方に生育するヒパには其の林地の状況如何に依つては生立木時代に心材部に点々と魔朽部を生ず

るものがある。此の魔朽部は極狭い範囲に留まってゐるけれども被害部が心材部であるので用材の目的に

依つては其の利用率が甚しく減ぜられる。而して之れが……差し当り問題なのは飛腐を有する材が使用さ

れた後で其の魔朽部は拡大するものであるか如何かと云ふ事であったので昭和八年四月実験に着手し同十

四年四月満六ヶ年間経過したので其の結果を記述して飛魔被害材利用上の参考に供したい。……此の試験

材は…・・気乾状態に在るヒパ材を 10x10x70cm の角材に木取り其の木口，側面に飛魔れの被害部を現は
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したもの 60 個と健全なるもの 30 個合計 90 個を…・・三種の異なる土台(地上 25 センチの高さ〉の上に一

定の間隔を置きて並べ全部ボートを使用して土台面に密着せしめ旦つ 6~7 尺の高さによしづの屋根を作

って幾分の日蔭を与へた。尚飛魔被害部と健全部との境界と認められた部分は墨汁を用ひて線を引き，之

れに依って爾後に於ける腐朽の進展如何を検する事とした。……以上の結果から考察して見るとヒパが生

立木時代に受けた飛腐被害部は之等の廃朽部を有する材が用材として使用された後に於ては其の腐朽部は

進展しないものと見て差し支へないものと思ふ……。"

その後この飛魔病の病因は長い間不明のまま過ごされてきたのであるが，計らずも ~IJの方面からの調査

によってこれが解決された。宮城県石巻営林署管内のスギ造林地のある一帯に“飛び魔れ"という病気が

大発生していて，これによって材価を著しく低下しているのでその原因を究明してほしいとの青森営林局

の依頼によって昭和 30 年(1955) 筆者(当時林業試験場釜淵分場長)，余語昌資(当時間場保護研究室長〕

および木村重義(当時林業試験場青森支場勤務)が現地調査および試料の解析を行ない，この“飛び魔れ"

は一次的には材質魔何菌によるものではなく， カミキリムシの 1 種による食害であることが明らかにさ

れ，この昆虫はスギノアカネトラカミキリ (Anaglyptus subfasciatus PIC. var. rufescens HAY ASHI) 

と同定された則。

これが発端となって斎藤諦(1958)引は広く東北地方の調査を行ない，この昆虫はスギのみならずヒノキ，

サワラ， アスナロ等をも加害して“飛び、腐れ"を起こすもので，北島(1. C.)22)によって報告された青森

県津軽半島におけるいわゆるヒパ(アスナロ)飛膏病はスギノアカネトラカミキリによる食害にほかなら

ぬことを報告している。

トドマツのすす病

河野広道(1941)769) (昭 16) は「トドマツの煤病と昆虫との関係j において“北海道のトドマツ造林地

に最近既虫類の被害が目立つ様になり， 同時に 10 年生乃至 20 年生位のトドマツの枝葉が煤病菌によって

蔽はれ，その為に著しく生長を阻害せられるものが多くなった。トドマツの煤病菌の学名は不明であるが，

恐らく Limacinia sp. と思はれる。トドマツに有害な程多量の煤病菌の寄生を誘発する厨虫は，蜜の分泌

量が多く，且つ葉聞に群棲する種類であって，北海道ではマツヲタムシ Mindarusjaponicus TAKAHASHI, 

トドミドリオホアブラ Todolachnus abietis MA  TSUMURA の 2 者による場合が多い。これ等の釘虫の蜜

に集る蟻類や蝿類その他の昆虫類が，煤病菌を伝播する機会を有するものであらうことは勿論である…。"

トドマツの胴枯病

亀井(1939)660) (昭 15) は「椴松茎幹枯死のー原因に就て」と題する短報で次のように記している。“昭

和十四年春融雪後間もなく北大演習林苗圏内に於けるアヲトドマツ十三年生樹十数本の枯死を生せり。檎

頭の数技(枝〕無葉となりし乾枯せるもの，針葉全く赤変して乾枯せる数枝を有するもの並びに樹の上半

が赤変して茎幹の枯死せるもの等あって健全樹と比して鮮明なる対照をなすに至れり，此等枯死の幹枝土

に発見されたる病菌数種中最も多く，被害に関連ありと見らるるものは Phomoρsis 属の一種にして鋭見

(検〕並びに文献に照して P. occulta TRAVERSO に近似せるものと断定し得たり。次に之が寄生性を

持l 余語呂資:カミキリの 1 種によるスギ材の“とびぐされ"森林防疫ニユース 5 (5) , pp. 110~112 
(1956). 

世斎藤 諦:スギノアカネトラカミキリの加害による飛ひ'魔れについて.向上 7 (21) , pp. 242~247 
(1958). 
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第 69 図亀井専次(1939).

「椴松茎幹枯死のー原因に就てJ トドマツ胴枯病

に関する最初の報文ーのタイトル・ページ

確かめんとして被害幹上柄子殻

より得たる柄胞子を分離培養し

得たる A 柄胞子並びに菌糸を

以て健全椴枝(長さ 30 糎径 2-

3 糎〉三本宛に傷を入れ樹皮下

に挿入して接種を試みたるに両

場合を通じ約 10 日後に病班(班)

を生じ 23 日後には柄子殻より

生ずる柄胞子を得たり。更に満

1 ヶ月を経たる後 l 校にありで

は病班(斑〕上下 12 糎に及び 2

糎の径を一周するに至れ!J.か

かる予備的実験の結果より推量

して自然に於ても余り太からざ

る幹枝が比較的短期間に恰も還

〔環〕状剥皮を施せるが如く枯

死に導かるる事を首貢(肯〕し

得。但し此の菌と同属の他の種

類の寄生性に関する諸種文献に

徴する時気象上の影響特に寒気

の影響との関係につき明かにす

ることは必要にして今後の研究

に待つべきものと信ず。"と。

これがトドマツのIlInj枯病に関

するおそらく最初の文献である

が，ついで同氏 (1941)763) (昭

16) は「椴松胴枯病と其接種試

験に就て」で， “札幌地方に於

て床替並に植栽したるアヲトドマツ……の初令木 (20 年以下〕の樹幹，保.iJ校，並に梢条が春季融雪後に異

状を認め遂に粗皮部を生じて胴枯病を形成すること屡々なり。或場合には全木に豆り，或場合には其大半，

時には 2-3 枝に止ることあり， 同一木に於ては年と共に病状尤進するが如し。……"とまず述べ，次に

本菌に Phomoþsis occulta TRA VERSO をあて，培養基上の特徴を記してから..・H・..合計五回に亘る接

種試験の結果を惣(綜〕合するとき次項を確かめ得。1. アヲトドマツ，カラマツには接種奏効す，之は

亦野外の観察と一致す。但しクロエゾマツ，アカエゾ、マツ， スギには奏効せず， オレゴンパインには未詳

なり。 2. 菌糸にでも，分生胞子にでも共に接種可能なり。 3. 焼傷を与へて接種したる場合には接種容易

なれども切傷にては奏効せざりき。 4. 接種後約 10 日にして局部に先づ変色を生じ，次で凹陥部， 樹皮収

縮等の病状を現じ，遂に 20-40 日後に柄子殻を認め得るに至る 0 ・…・・ 5. 病斑廓大は夏秋の候に於て比較
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的速かなり。但し冬期間最低 OOC に下ることある室内に於ても病斑の進展は徐々として行はる 0 ・…・・ 6. aｭ

柄胞子は病淵上初期に現出する柄子殻内に多く生じ， b 柄胞子は病斑上末期に現はるる柄子殻内に生ずる

が如し。"といい，なお“野外採集標本に拠ればアヲトドマツ針葉上に生ずる Phomoρsis あり，但し b­

柄胞子を有せず，及壮老令樹の樹皮上に Diaþorthe と認むべき菌を発見し居れり，之等が如上の種と同ー

なりや否やに就ても目下研究中なり。"で終わっている。

本病はその後北海道に広く見い出され，帯広営林局管内の昭和 25 年ごろまでの被害面積は約 1 ，300 ha, 

被害本数は約 40 万本，被害率はところによって差があるが， 10-60% と報告された。昭和 26 年ごろには

同局弟子屈営林署管内摩周経営区に数百 ha の大面積に大発生刑制，さらに昭和 29 年 (1954) の報告によ

れば，上記摩周経営区の被害は 600ha におよび造林木の 70% 以上が擢病， なお病樹の約 70% は枯死し

たという則。その後この大造林地は本病によってかい滅し，皆植の止むなきにいたったそうである。

本病は北海道のトドマツ造林木の最も重要な病害であるが，亀井の詳細な研究結果は昭和中期にいたっ

てようやく公表された制制。なお最近の研究により本病病原菌の子嚢時代は Diaþorthe cono問問 (DESM.)

NIESSL であることが明らかにされ，これと Phomoρsis occulta TRA v. との同根関係も立証され，さら

にスギの Phomoρsis cryρto押zeriae KITA]IMA et KAMEI制も同一菌であるとされた軒。

エゾマツ苗の雪腐病(雪枯病〕

古川宥恭 (1929)104) (昭 4) は「えぞまつ矯種苗越年の枯損に就て」で，“北海道に於てえぞまつ稚苗が

越年に際して著しき枯損を生ずる事は苗聞に於ても叉天然林に於てもよく知られて居る事実であるが其原

因に関しては未だ余り研究の進められて居るのを聞かない。"といっているが， これはここで述べようと

する雪禽病のことを述ぺたものであろう。そして“…其原因を探究する目的を以て……北大苗圃に於て…

…試験を試みたJ' 結果，切わらで苗床を被覆するとこの枯擦が最も大きいとしている。さらに“融雪時

に於ける停滞水の害並に雪圧による窒息作用に関しては研究不充分であるが......余り大なる作用をなさな

いものの様である。但し雪圧による藁との接触作用は甚大なる〔有害〕作用を及ぼして居る。"とも記し

ている。しかしこの現象を伝染性病害によるものだとは思い及ばなかったようである。

笠井(1940)'22) (昭 15) は「鉄道防雪林に於けるヒノキの漏脂病とエゾマツの雪腐病」中“エゾマツの

雪梼病"の項で次のように述べている。 “此の病害は北海道宗谷線の音威子府苗圃で毎年融雪季に際し

頻々としてエソmマツの稚苗を枯死せしむるものである。為めに積雪地方に於けるエゾマツの育成は至難で

あるとて従来久しく問題視され今日に及んだ訳である。"次に音威子府苗圃におけるそれまでの本病被害

について， “…・・昭和四年春播種エゾ、マツ…・・越冬後の雪魔病に因る損失本数約 100，000 本，更らに昭和

五年度越冬には， 127，000 本の被害を受けて結局山出し苗木数は僅々 30，500 本即ち発芽本数の約 8 分 5 庫

に過ぎない。……エゾマツ育成は一時中止の止むなきに至れり。昭和九年十月……再び試験に着手…・・。

制伊藤一雄:北海道の林業に於ける樹病の問題.林業技術 117， pp. 6-8 (1951). 

拙十一一一:図説樹病講義.東京， pp. 251-259 (1955). 

者3 魚住正:トドマツ胴枯病について 摩局経営区トドマツ造林地に於ける被害概況一・北方林業 117，

pp. 49-50 (1954). 

制亀井専次:北海道に於ける椴松の胴枯病.植物防疫 5 (11) , pp. 425-428 (1951). 

制一一一一:トドマツ胴枯病菌の生態観察に就て.北大農演習林研報 17 (2) , pp. 513-522 (1955). 

制北島君三:すぎ樹枝枯病ニ就テ.林試報 26， pp. 147-166 (1925). 

相小林享夫:スギの Phomoþsis 枝枯病菌ーその生活史と分類一.林試研報 107， pp. 1-25 (1958). 
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昭和九年秋蒔…・・越冬後の苗木寓敗枯死本数 (1 平方米当) 420 本0 ・…・・之によって見ると此の病害の為

めに昭和四年越冬後には約 30%，昭和五年度には 91%， 昭和九年度には 90% のエゾマツ苗木を失ってゐ

るのである。"と記している。

“昭和卜三年四月九日札鉄の鷲谷技師から私への交信には斯ふあった。「本日別途標本送附候。之れはエ

ゾマツ稚苗が北海道に於て一般的に該標本の如く枯死するに至り， エゾマツの養苗は積雪地方に於ては殆

んど不可能なりと考へられつつある現状に候。……原因を為す菌はクモノス菌なりと称せらるるも果して

誤り無きや否や。此菌は……エゾマツ特有なるが如くなるも…・・・他をも害するものなりや……積雪無き苫

小牧地方には此種の被害殆んど無きが如く……積雪の長き地方に行くに従ひ此被害激甚となり……。此の

菌の被害を防止し得る手段が発見せらるるにあらずんば北海道の積雪地方に於けるエゾマツ苗の養成は絶

対に不可能に候付，本問題の解決は北海道造林上重大なる結果を生むものと愚考仕候」鷲谷君の此の文音

にもある如く・-…"と前置きして本病の病徴を述べてから，“……現地の人々は之れを雪腐病と呼び馴れ

て居るが，当を得たる言葉として学術上にも其健襲用したく私は思ってゐる"と病名の由来にふれ，次に

“…・・・本病が菌害に因って醸さるるものだとは考へられ乍ら，其の菌の名称， 性質等が従来閲(閥〉明せ

られなかった為め適切なる駆除予防の方法が知られて居なかった"とし，さらに“エ、ノ、マツ特有の疾病で

あって，同一苗圃上にあってもトドマツやタウヒ等は本病に限らない。"と記している。病徴のくわしい

記述を行なってから，本病病原菌発見の由来について，“昭和卜三年六月私は此の病害の実際を見ること

を主眼とし・…・・て札鉄管内へ出張， 親しく融雪後の音威子府首闘を訪づれ……。研究に必要だと思ふ材料

を得たと共に其時から一ヶ年間毎月一回病苗を……送って貰ふ様頼んで其の通り実行して貰った。毎月到

着した病苗を閲して本病菌の経過を追跡したのである。擢病苗の葉には必ず蜘妹の糸の如くに菌糸が纏絡

第 70 図 Rosellinia heゆotrichioides

HEPTING et DA VIDSON. 

HEPTING , G.H. and R.W. , DA VIDSON (1937). 
1" A leaf and twig disease of hemlock caused bya new 

species of RoselliniaJ (ツガの Rosellinia 菌)による。

してゐる……。併し乍ら単に独り菌糸

ばかり観察して以て菌の種類の決定す

ることは不可能事に属する。……其所

で……他の菌形即ち其の子実体を見届

けなければならない。不幸にして吾が

エゾマツの病葉には独り菌糸のみを見

ること普通で，・…・・子実体の形成を見

るに至らぬこと最初の間精久しきに及

び，従って菌の種類の断案に達しなか

ったのである。幸なるかな頃日に及び

待望の子実体が見付かった。ままに於て

菌の種類，其の名称が治定さるるに至

ったのである。 H ・ H・病原菌の学名は

Rosellinia herpotrichioides Hepting 

et Davidson制といふ。元来此の菌は

…-一今から 4 年前の 1937 年に米国で

剖 HEPTING ， G.H. and R.W. DA VIDSON: A leaf and，~twig!disease of!l四nlock caused by a new 

species of Roselli問。. Phytopath. , 27, pp. 305-310 (1937). 
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発表された新種であって，之れが日本にも産することは今日まで知られて居なかったのである。従って未

だ和名が附いてゐないからエゾマツの雪廃病菌といふ新称を与へて置く。"と述ぺている。

次に原著者により本菌発見の経緯，形態，寄主植物 (hem1ock 米ツガ)等を紹介， エゾマツ雪魔病の

予防駆除法も述べている。なお本報交の末尾に“摘筆に臨んで私は此の菌の治定に関して東京帝国大学農

学部植物病理学教室小川隆氏の与へられた御尽力に心から謝意を表する。"としている。

笠井(l.c.)'22lの前年

に長谷川・小川 (1939)

制)(昭 14) は「森林病

虫害図説病害編第

二号」に“エゾマツ筒

雪枯病"をとりあげ，

病原菌として Roselli-

nia heγ'potγichioides 

HEPTING et DAVID-

SON をあて，なお病徴

および防除法を述べて

いる。

亀井(1941) 762) (昭

16) は「えぞまつ類雪

腐病文献摘録」に次の

ように述べている。

“吾北海道各地の出閣

でえぞまつ稚苗養成困

難を訴へることは誠に

多い。乃ち据置苗や床

替苗が越年後に村損を

生じ，本数の著しい減

退を来すためであるこ

とは今更云ふを要せ

ぬ。之が枯損の原因を

何とすべきか，之が対

策は如何等は寒地造林

施行上に取って極めて

重要の問題であるが，

第 71 図 〔長谷川孝三・小川隆J (1939). 

「森林病虫害図説病害編第二号」中の
エゾマツ苗の雪腐病記載ぺーヲ

尚解決不充分のやうに思はれる，…・・"とし，次に針葉樹の雪腐病に関する内外交献の概要を紹介してか

ら“……以上えぞまつ並に同属の林木の雪腐病に関する記事を摘録して来たが，是によって窺はるる如

く，著者によって病原と目さるる菌が一様でないことは注目すべきところである。……自分が少しやって
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見たところでは，御料林苫小牧事業区十三里林間苗闘で昨年春採集したえぞまつ病木より分離し得た菌は

ハートレ一氏等引の研究の如く数種を数へた。其の中の一種は彼等の記述してゐる黒色不実菌糸と甚だ類

似するものがあるやうに思はれ，興味深く感じてゐる。…… と。

本病の発生生態および防除については原因・柳沢 (1942)794) (昭 17) r雪腐病防除試験に就て」にくわ

しい。本報文の“緒言"には“……林業方面に於ても，積雪下にある苗木の状況が融雪後の生育に多大の

関聯を持ち，特にクロエゾマツに於ては，雪害の多少が得苗率の良否決定の最大因子であり，従来積雪の

多い地方叉は多い年度に於ては， エゾマツ養酋に多大の危険を感じ……。特に高寒地帯の造林が進展する

と共に益々エゾマツ苗木の需要を要すること多く，養苗上の一大障得である雪害に就ても其の拠って起る

原因を調査研究し，その完全なる防除策を見出すはH ・ H・重要なる事と認める。然るに昭和1l~13年の積雪

日数長期に亘り， 融雪後各地のエゾマツ苗木に雪害が発見せられたが……苫小牧苗圃に於ても， その被害

第 72 図原因泰・

「雪腐病防除試験に就て(エゾマツ苗木の雪害に
関する調査研究第一報)J のタイトル・ペーツ

砂からず見出された故に，之が

具体的防除対策の調査研究に着

手した。……"といっている。

川1. 積雪下に於けるエゾマ

ツ苗木の環境と其の被害"で

は，積雪下の環境とこれが植物

体に及ぼす影響を文献によって

述ペてから “……斯の如き環

境に於けるエゾマツ苗木の生理

的変化を考察するに..'.。…・・・融

雪期に於ては半ば融けた雪や，

叉は雪汁の一時的停滞に依る

呼吸障碍等を惹起し，積雪期聞

が長期になればなる程，特に融

雪期が長びく時には，苗木は次

第に衰弱し危険な状態に陥る。

此の様な状態の下に於て発生す

る病害が所謂エゾマツ雪膏病で

ある。笠井幹夫氏並に小川隆

氏の発表に拠ればこの病原菌

は Rosellinia herpotrichioides 

Hepting et Davidson なりと決

定された。" としてこの菌の発

見命名のいきさつ，形態等を記

述しているがなお， “該菌に対

持1 HARTLEY, C. , R. G. PIERCE and G. G. HAHN: Moulding of snow-smothered nursery stocks_ 
Phytopath. , 9, 521~531 (1919). 
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する病理的研究並にエ、ノマツ雪宵病を生ぜしめるのは，ただ Rosellinia 菌のみに依るものか否かといふ

点に就ては，今後の調査研究に侠たねばならぬ。"ともいっている。

“ 11. ェ、ノ‘マツの雪害状況"では次のように記している。“苫小牧苗圃は……冬季間積雪少く……エゾマ

ツ養成に有利であるために，明治 45 年以降毎年多数のエゾマツ苗木を生産し来ったのである。而して

エゾマツの雪害は毎年若干発生して居った様であるが， 昭和 13-14 年冬季は特に珍らしく積雪量多くし

て融害が遅れた為め著しい雪害を見るに及んだ。当時の積雪量を苫小牧苗圃十三哩気象観測所の観測結果

によりて示……"し，“エゾマツ苗木の雪害としてその原因なりと認められるものに次の三項目を考へ得

られる。1. 融雪の停滞水による呼吸障害 2. 雪圧による地面との接触に依り土壌粒子と密着の結果生

ずる窒息作用 3. 雪魔病菌の繁殖に依るエゾマツ葉部の枯死"とまとめている。

次に環境および苗木の状況と本病被害との関係を調査した結果について， “1. 苗木の疎密と被害枯損

率との関係"では，“吉川宥恭 (1929)'附…・・・に拠れば，……播種苗……の枯損は疎生のものよりも密生

のものが逢かに枯損率が少ないと報告が……ある。……本試験地の 1m2 300-2300 本の範囲内に於ては，

苗木の疎密に依る被害率の大小に相関々係は認められなかった。"とし，“ 2. 苗木生立ケ処と被害枯損率

との関係"の項では"...・..本試験地に於ける昭和 14 年度の方位別……被害枯損率は苗顕の北側の畦より

南側の陛に進むに従ひ増加する。而して此の原因は南側が北側に比し，融雪遅き事と南側の苗木は陽光直

射せらるること少く苗木が強健でない事に起因するものと認められる。尚融雪は昭和 14 年度……観察に

拠れば南縁は北縁に比し約 7 日間遅く， 15 年度に於ては 4 日関連れた。……西側に近き箇処被害枯損率最

大…・・なる結果を示したが，西側は……最も陽光の照射少き箇処にして……融雪も最も遅れる処であるか

ら当然雪害多きと認められる。"とし， なお苗木の硬化と被害との関係について“……硬化されるに都合

の悪い気象条件であって， この点だけでも昭和 14 年が 15 年度に比して……雪害が多かった一つの原因と

も考察される。"と述べている。“苗木の大小と被害状況"の項では“……大苗の健全に生育せる苗木は

擢病すること少く，叉仮令擢病しでも被害程度は軽く，之に反し繊弱なる小苗に被害の多いことは明瞭で

ある。即ち……劣勢な繊弱苗は極力関引して被害の対象となるものを除去し健全苗への病害伝播を防止す

る必要があるを識む。"としている。

“ III. 融雪の遅速が被害に及ぼす影響" Iこは"...・..人工的に堆雪叉は排雪を行ひ，融雪の遅速と被害の

多少に就て調査を試み……。……融雪の遅れると共に雪害が増加する関係は〔農〕作物に於ける場合と同

ーなる事が知れる。而して融雪期に於ても尚積雪多量なる場合には，積局的に除雪叉は融雪の促進をする

ことは雪害防止の一策であることが明瞭である。"と。

“ IV. 殺菌剤に依るエゾマツ苗雪害防除試験"では，多数の殺菌剤を供試して苗木消毒と土壌消毒を行

なった結果，ウスプルン，メルクロン散布区は最も防除効果が高いと述べている。

“ V. 調査並試験結果より視たる雪害防止策"として，以上の“調査並試験結果より考察して……"次

の諸事項をかかげて詳細にわたって述べている。

“1. 臥雪前に於ける準備対策(略)， 2. 融雪期に於ける防除対策(略). 3. 融雪後に於ける注意

(略)0"

原因・柳沢両氏はともに樹木生理学および造林学を専門とする研究者であるが，上記業績はエゾマツ苗

雪魔病の発生生態および防除対策を明らにしたすぐれたもので， その後における針葉樹苗雪腐病研究の進

展に与えた影響はきわめて大である。なお防除薬剤として有機水銀剤を見い出したととも特筆すべきで，
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当時の農薬の状況からみてこれ以上のものを見い出すことができなかったことは当然といわなければなら

ない。

長谷川・小川(1939)制〉および笠井 (1940)722) の発表以来エゾマツ苗の雪脅病菌は Rosellinia herpo・

trichioides HEPTING et DA  VIDSON だと久しく信じられて来たのであるが，近年になって伊藤(ー〕

(1955)制(昭 30) はこれに疑問を投げた。すなわち“……わが国にもこのロゼリニア菌があり，エゾマツ

に見出されたことは事実であろうが， この……菌がエゾマツの雪腐病をおこすものであるというたしかな

証明はまだないようである。ロゼリニア菌による病気も， またエゾマツの雪魔病も，菌糸がいちじるしく

からまりついている状況はよく似ている。しかしよく注意して比較してみると， ロゼリニア菌の菌糸は灰

褐色，雪腐病では暗緑色であり， また両者が同一菌だと速断できない大きな特徴として， ロゼリニア菌の

場合はボトリチス (Botrytis) 型の胞子(分生胞子)が患部に形成されるとの記載があるが，一方雪魔病

では今日までのところ， この種の胞子は全く見出されない。……すでに述ぺたように，疑問はたくさんあ

るので， もう少し厳密な研究によって再検討する必要がある。雪禽病菌をロゼリニア・へルポトリキオイ

デスとした根拠はすこぶる薄弱で， これはもっと慎重な検討を行なわなければならないものと考えられ

る。"とした。

北海道でエゾマツ苗の雪腐病を多年手がけている魚住正 (1956)制(昭 31) もまた同じような疑問を持

っていた。

さらに伊藤(ー) (1957)制は静岡県産および北海道産のウラジロモミおよびクロエゾマツの Rosellinia

菌を検し，これを R. heゆotrichioides HEPTING et DA  VIDSON と同定，なおエゾマツ雪腐病菌とこの

菌の培養を比較し，雪魔病菌は R. heゆotrichioides ではなく，これらは全く無関係なものであるとした。

そしてその後決定的な証明は佐藤(邦〕ら(1959)制(昭 34) によって行なわれた。すなわち氏らは雪腐病

菌と R. heゅotrichioides の形態，生理的性質および病原性を比較， これらはおのおの明らかに別種で両

者聞には何等直接の関係はなく，また R. herpotrichioides は比較的高温を好む菌でその菌糸は OOC では

まったく発育せず雪膏病の病原菌とはなり得ないとし この菌による疾病に対して新たに黒色か〈頼〉粒

病という病名を提案した。

笠井 (1940) 722) および長谷川・小川 (1939)削)がエゾマツ苗に見出した菌を R. heゆotrichioides と同

定したことは正しい。しかしこの菌を直ちに雪魔病菌としたところに誤りがあった。以上述べたいきさつ

によって R. herpotrichioides をエゾマツ雪魔病菌だとする説は完全に否定されたわけである。しからば

真の雪腐病菌は何かというと，これは無胞子不完全菌類に属する Rhacodium therryanum THÜM. と同定

され， この菌による雪魔病には暗色雪帯電病という新病名がつけられ， 他の菌によるいわゆる雪腐病と区別

されることになった。暗色雪魔病はエゾマツ苗だけではなく，トドマツ，マツ類，スギその他の針葉樹首に

被害を与え，本邦にも広く分布することが明らかにされている。制なお， Rhacodium therryanum THﾜM. 

制伊藤一雄:図説樹病講義.東京， pp. 101~102 (1955). 

後2 魚住正:エゾマツ雪魔病に対するー私見.北方林業 8 (6) , pp. 134~136 (1957). 
制伊藤一雄:エソ騎マツ苗雪腐病の病原菌について.森林防疫ニュース 6 (10) , pp. 218~221 (1957). 
制佐藤邦彦・太田 昇・庄司次男: Rosellinia heゆotrichioides HEPTING et DA  VIDSON のエゾマ、y

菌雪魔病原としての検討. (第 1 報)， (第 2 報).日林誌 41 (2) , pp. 64~71; 41 (5) , pp. 167~174 
(1959). 

制佐藤邦彦・圧司次男・太田 昇:針葉樹の雪腐病に関する研究ーII. 暗色雪魔病.林試研報 124, pp. 
21~100 (1960). 
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の完全時代は Herpotrichia nigra HARTIG だという意見引もあるが，わが国では未だ Rhacodium 菌

の子嚢時代は発見されていない。ここで気がつくことは亀井(1941)762) が"...・..えぞまつ病木より分離し

得た菌……の中の黒色不実菌糸"といっているものはこの Rhacodium 菌をさしていたのではあるまい

か。

最近の本病に関する詳細な研究によってその発生生態の全貌が判明，なお殺菌剤の進歩とあいまっ

て発時3 原田・柳沢(1942)"9叫の防除対策が発表されてからでも久しい間困難を極めて来た本病防除は今

日では容易に可能になり，ほとんど問題にならなくなった。

なお Rosellinia heゅotrichioides による針葉樹の疾病に対してロゼリニア暗色かび病という病名も提案

された制。

ツガの黒球枝枯病(落葉病〉

北島 (1928)50) (昭 3) ["森林病虫害ノ研究」の“つがノ落葉病(新称)"の項に次のように述べられて

いる。“本病害ハ〔高知営林局]小川営林署部内…・・・並ニ窪川営林署部内……国有林内ノつが天然生ノ幼

令木ノ枝条ノ先端部ニ発生スルモノニシテ曾テ大阪営林局……管内ニ発生セリト称シテ送附シ来レルモノ

モ之レト全く同一ナノレ病害ナリ 本菌ハつがノ若キ枝条ノ先端部ニ寄生スルモノニシテ被害部ノ表面ハ始

(殆〕ト黒色ヲ塁スノレ菌糸ノ繁殖ヲ見，後葉柄ノ部分ニ球形ヲナス子座ノ形成ヲ認ム。菌糸ノ葉ハ裏面ニ

モ漸次蔓延スルモノナルモ子座カ形成サルル頃ニ至レパ被害枝条ハ枯死シ葉ハ脱落シ，先端部カ黒色ヲ長

スル枝条ノミ残留スノレニ至ル 本病害ノ為メ枯死シタル被害情Iハ未タ見タルコトナキモ被害甚シキモノニ

アリテハ其ノ大部分ノ葉ハ落葉スルモノナリ。"とし，次に病原菌の形態を記してから，“H ・ H・前述セルカ

如キ形態ヲ有スル本菌ハ不完全菌擬球殻菌科中ノ・…ーモノ……ニ‘テ柄子殻カ子座中ニ構成セラルル部類ニ

属スルモノナルコトハ明ナルモ既往ニ記載セラレタル各属中ニハ何レモ形態上本菌ニ該当スルモノナリ(

ク)，全ク新属ナルカ如キモ之レカ確定ニハ更ニ多数ノ文献ヲ参照スルノ必要アルヲ以テ寄生菌ノ属名ニ

就キテハ自後ノ調査ニ侍(待)ツコトトス可シ。"といっている。

ずっと後年昭和中期にいたり本病病原菌は Phellostroma tsugae T. KOBAYASHI , sp. nov. と記載さ

れ汽この病名は新にた黒球枝枯病と称された制。もっともこの研究者小林(享)は北島(1. c.) の上記報交

のあることを知らずに発表したのであるが，それは無理からぬところがある。というのは北島(1. c.)聞の

報交は高知営林局の委嘱をうけて同局管内の病虫害調査を行なった復命書を印刷にふした臨時刊行物で，

氏は学問的価値がないと認めたためか，広くこれを配布することをせず，ために北島氏の後継者である筆

者すら，この報交のあることは知っていたが，今日まで閲覧する機会が全くなし今般本稿をとりまとめ

るにあたって令息北島博博士に父君の蔵書中からさがし出していただいてようやく一読することができた

ような次第なのである。

長1 SACCARDO , P. A.: Sylloge Fungorum 14, p. 1189 (1899). 
制桑山 隆・上回良正:針葉樹稚苗雪魔病に対する数種殺菌剤の防除効果.農薬の進歩. 7 (4) , pp. 34-
-4-2 (1961). 

制熊坂一男:根雪前の農薬散布によるトドマツ苗の雪腐病防除について.北方林業 13 (9) , pp. 291-
295 (1961). 

制伊藤一雄:図説苗畑病害診断法(前編).東京， pp. 38-42 (1959). 

発5 小林享夫: A new species of Phellostroma associated with stem and twig blight of Tsuga 

sieboldii CARR. 日本菌学会報 5 (1) , pp. 6~8 (1964). 

制一一一一:ツガの枝枯性病害 2 種.森林防疫ニユース 14 (11) , pp. 232-234 (1965). 
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ビャクシンの芽桔病

西門・宮脇(1944)883) (昭 19) は「ピヤクシンの芽枯病」で“H ・H・今夏六月岡山県浅口郡金光町定金一

平氏は……ピヤクシン圃場に一種，葉のボロポロに落ちる病害があり被害が激しいからとて，之が病原並

に対策を尋ねて来られた。筆者は昭和一八年八月……同地に赴き実地を視察したが， その圃場に栽培の数

千本の苗殆ど全部に，程度の差はあっても被害が表れて居た。調査の結果比被害が一種の Macrophoma

属菌の寄生による事が判り，該菌は其形態並に其他の性質から Macroρhomajuniρerina PECK に相当す

る物と認められた。……"と述ぺ，“病徴"，“病原菌"および川防除法"を記している。なお病名につい
。。。

ては..…被害部は葉が主であるが葉のみには限らないから芽枯病の名称を適用……"している。

広葉樹の枝枯性・胴枯性病害の研究

富樫 (1928)671 (昭 3) は jValsa 菌に依る病害の研究」で，本邦産 Valsa 属菌として V. mali, V. 

ρauloωniae， V. japonica , V. cryptomeriae, Cytosρora chrysosρerma ， V. leucostoma 等をあげたの

ち“其他北海道に於て落葉松に大害を与へて居る一種の Valsa がありますし，叉赤松の枝枯を引起す

Cytospora もあるのであります。……サハラ，シノブヒパに寄生するもの……は，形態的にも此の両者の

Valsa は非常によく似て居ります。そして原摂祐如氏がヒノキの枝に発見記載した V. chamaecyparisii 

Hara と或は同一菌ではないかと思って居ります。叉ネズコ，コノテガシハに寄生する Valsa があります

が， コノテガシハにも形態的に全く異なる二種類の Valsa を区別する事が出来ます。そしてその内の一種

はネズコに寄生するものと同じものであろうと考へて居ります。その他ドイツトウヒ， ……ケンポナ、ン，

ノク・ルしアセビ，ヌルデ，アキニレ，クワ，ヤナギ類，カへデ， エン~ユ等に見出されたものがあるの

であります。"

Prunus (サクラ)属の枝枯・胴枯病

Valsa japonica MIYABE et HEMMI は逸見 (1916)制(大 6) によって新種として記載されたもので，

なおこの寄主としてサクラ類のほかウメおよびモモがあげられている。富樫 (1928~1931) はモモを対象

として V. jゆonica およびその近縁菌の形態，生理ならびにこれらによる疾病の病理学的研究結果を報告

しているので，その概要を次に紹介する。このような研究は対象とされたモモのほか広く樹木類の枝枯・

胴枯病に共通しているからである。

富樫(1930)'45) (昭 5) は íMorphological studies of Leucostoma Leucostoma and Valsa Japonica , 

the causal fungi of canker or die-back disease of peach treesJ で，従来 Valsa leucostoma (PERS.) 

FR. とされている菌と V. jゆonica の詳細な形態学的研究結果を述べている。そして Valsa 属および

Leucostoma 属をそれぞれ独立した属としている V. HﾖHNEL (1918)剖の分類を採用，この観点に立って

Valsa leucostoma (PERS.) FR. の所属を検討し，これを Leucostoma 属に入れるべきものと認めて新に

Leucostoma leucostoma (PERS.) comb. nov. とした。つづいて氏(1930)'46) は jComparative studies 

on the physiology of Leucostoma leucostoma and Valsa jαρonicaJ で胞子の発芽，菌糸の発育，培養

持1 原 撰祐:槍及ぴ杉に寄生する新病菌に就て.大日本山林会報 428， pp. 50~53 (1918). 

後2 逸見武雄: On a new canker"disease of Prunus yedoensis, P. mume and other species caused by 

Valsa japonica MIYABE et HEMMI , sp. n. 東北農科大紀要 7 (4) , pp. 257~319 (1916). 

今日 HÖHNEL, F. VON: Mycologische Fragmente. Ann. Myc. 16, pp. 127 ~ 144 (1918). 
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上の性質等についてこれら両菌の比較検討結果を報じている。

ここで問題になるのは学名“Leucosfoma leucosloma (PERS.)" である。富樫(1931)'07) (昭 6) は「二

種の桃樹枝枯病菌の相違に就て」において次のようにいっている。“……其処で問題となるのは従来 Valsa

leucosfoma (Pers.) Fr.とされて居った学名を，如何に処置するかである。最初に Leucosfoma を属とし

て認めた Hoehnel も叉 Wehmeyer も，総括的に論じたのであって此の種類をば明かに種としては総括的

に論じたのである。故に筆者は L. leucostoma (PERS.) としたのである。処で万国命名規約 Brussels

Code (1910) には重複二命法 (Duplicate binomial) を禁じて居る。然るに同規約の不備から作った米国

植物学者間の規約 Type-basis Code (1919) は之を認めて居り，叉英国の Imperial Botanical Conference 

(Report of Proceedings, 1925) も之を許容する事を主張して居る。只だ此の点に関しでも決定的結論を

見出されたと考へられる一九三O年夏英国で開催された万国植物学会議の内容を未だ知る事が出来ないで

居るが(日本では代表を送らなかったゃうである)，若し予想を裏切って重複二命法を許容しない事にな

れば， L. leucosfoma の学名も当然変へる積りである。然し筆者は旧来属に於ける基本種には，重複二命

法を認めるとしたら，何れだけ便利であるか知れないと云ふ考を抱いて居る事を附記して置く。"

これに対して原(1931)'56) (昭 6) は「桃の胴枯病の病原菌に就て」と題する報交で，本菌の学名にふれ

て次のように記している。“富鰹博士は博士の論文……に於て Leucosfoma leucosfoma (PERSOON) とし

て発表されてゐる。博士の学名を見るや著者は富樫博士に対して属名と種名と同一名所謂重複名を用ゆる

ことは面白くない 既に NITSCHKE 氏が Valsa Persoonii と改めて居る以上 Leucosfoma Persoonii と

御改名あるが至当であると申上げたことがある。然し此際は尚ほ命名規約に於て重複二名法 (Duplicate

binomial) を許した時代であるので博士も著者の提議に賛成せられなかった。昨年英国で開催せられた万

国植物学会会議の議決によると重複二名法は全然認められない様になったのである。故に桃の胴枯病菌も

著者最初の主唱の様に重複名を避けなければならぬ様になったのである。偶々本年四月， 日本植物病理学

会が終って東京帝国大学の植物病理学教室で草野，伊藤，富樫博士等の御出での場所で伊藤誠哉博士から

此話が出たのであった。故に著者は早速前に富樫博士に申上げた様に，現今の第二異名である Valsa Per-

soonii NITSCHKE を生かして Leucosfoma Persoonii (NITSCHKE) TOGASHI とするのが最も可なるこ

とを提議した所，幸に伊藤博士も之に賛成せられ富樫博士も次の論文には此学名を用ゆることを承認せら

れたのである。……"と。

富樫(1931)205) (昭 6) は rStudies on the pathology of peach canker J (p. 2. 脚注)で，重複命名

を捨て， Leucosfoma �ersoonii (NIT.) TOGASHI と新たな combination を作った。ところでその数年

後に出版された D孟FAGO (1935)引の論文には富樫に従って Leucosfoma 戸ersoonii (NIT.) TOGASHI を

採用しているが，さらに数年たって D孟FAGO (1942)担は同一菌に対して Leucosfoma ρersoonii (NIT.) 

V. HÖHN. という命名者名を記している。すなわち，富樫(1931)'0日に先立つこと 3 年前に V. HﾖHNEL 

(1928)制によってこのようにされたのであるが， v. H凸HNEL (1928)制の論文を富樫は知らなかったよう

今日 D孟FAGO ， G: De quelques Vals馥s von HﾖHNEL parasites des arbres � noyau d駱駻issants. 

Mat駻iaux pour la Flore Cryptogamique Suisse. 8, pp. 11-35 (1935). 
制一一一一一一一一: S馗unde contribution � la connaissance des Vals馥s von H�nel. Phytopath. 

Zeits., 14, pp. 103-147 (1942). 
勢3 HÖHNEL, F. VON: Valseen und Cytospora auf Pomaceen in Europa (Qeuvres posthumes 

edit馥s par ]. WEESE). Mitteil. Bot. Inst. Techn. Hochs. Wein 5, pp. 77-86 (1928). 
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である。もっとも V. HﾖHNEL (1928) 論文はわが国ではなかなかみられない刊行物に掲載されているか

ら富樫を責めるのは酷というものである。

それはともあれ， D企FAGO (1942) によればこの菌の先命権は V. HOHNEL (1928) にあるようで，現

今外国では Leucostomapersoonii (NIT.) TOGASHI はほとんど使われず， Leucostoma ρersoonii (NIT.) 

V. HÖHNEL が通りがよいようである。

富樫 (1931)'附(昭 6) は「樹の温度の変化に就てJ 次のように述べている。“植物体内に於ける温度の

変化を知る事は，独り植物生理学的に考へて興味深い問題であるばかりでなく，植物病理学的にも甚だ重

要な問題でなければならない。何ぜならば，植物体内の温度は必ずしも大気の温度と相一致して変化する

ものであるとは思はれないし，外囲の影響或は叉植物体自身の状態に依って当然此の両者聞に相違がなけ

ればならないと想像するに難くないからである。従って或る植物に或る寄生菌の寄生した場合を考察する

時に，単に其の寄生菌を培養して温度に対する生理的反応を知~ ，之を寄主植物の生育して居る空気の温

度とを結び付けて，両者聞に於ける寄生現象を論議する事は梢正鵠を鮫いて居はしないかと思はれる。…

筆者は最近一年間を通じて桃の枝叉比較として桐の幹に於ける温度の変化を測定した。……"といい，“従

来の研究'1 “測定方法"，“測定結果"と順次述べ，“結尾"には次のように記している。“筆者は自記温

度計に依って一年間を通じて桃枝の南北両側及び比較として桐の幹の北東側に於ける温度の変化を観察し

た。其の結果は従来の諸学者の説に肯定的裏書を与へる事〔が〕出来たと同時に，未記録の事実も見出す

事〔が〕出来た。以下順次此等に就て簡略に述べて結尾としゃう。"“1. 日光の直接当らない桃枝に於て

は，生育期の間大略大気の瓶度の変化に従って樹の温度は変化する。然し桐のやうに多汁質な樹は大気よ

り温度の変化は少い。 3. 落葉と共に樹の視度と大気の温度との差が次第に著しくなって来るやうになる。

季節的に云へば光線が弱くなるために桃枝南側に於ては 12 月半から大気との差が少くなり， 1 月半から再

び大となり， 2 月半に最大となる。北側に於てはかかる季節的変化は見られないが，やはり 2 月半に最大

の差を示す。最も差の大きかった場合は桃枝南側は 200C.，北側は 110C.大気より高かった。 6. 更に大気

が寒冷で -100C. 或はそれ以下の温度を示す時には，桃枝北側の温度は -8.5。或は _90C. 位に下降し

て，急に 10 乃至 30C. に上昇する。其の後更に 10， 20 上昇した後下降して大気の温度に近づいて行く。南

側は反対に北側が OOC. を示した時刻から上昇し始め，北側が最低を示した頃に最高の温度を示す。其の後

は北側の温度上昇につれて降下して行く。此の場合に於ける桃枝南北両側の温度の差は普通 160 ， 170 であ

るが，最大の差を示した時には南側は北側より 22.50，大気よりは 24.50 高かった。…… 7. 桐の樹幹北東

側に於ても温度が急激に上昇したり或は降下する事〔が〕あったが，其の回数も少なく且つ其の時の温度

の範囲も狭かった。 9. 総括的に見て休眠期の間桃枝の南側と北側とで温度の変化に非常に相違がある。

南側は北側に比較して非常に暖かく OOC. 以下に降る事は甚だ少い。……叉南側は北側よりも早くから生

長其の他の活動が開始されるものと考へる。"

富樫 (1931)'051 (昭 6) rStudies on the pathology of peach cankerJ は Leucostoma ρersoonii および

Valsa japonica によるモモ胴枯病を研究したもので，特に寄主側の諸性質と病原菌類の寄生性に主点がお

かれていることに特徴がある。本論文には氏(1931)'06) によって長期間にわたって測定された樹体温度の変

化が病原菌の寄生性を考察する上の有力な因子になっている。この内容は“Introductionぺ“Inoculation

experiments" ,“Healing process of the a妊ected tissues" ,“Active acidities in the healthy and 

diseased barks",“Formation of the gum pockets",“Activities of the extra-and intracellular 
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enzymes of the fungi",“Temperature fluctuations in the peach branch",“Consideration on the 

parasitism" および“Summary" の諸項目からなっている。本論文の概要は，富樫(1931)208) (昭 6)

「桃闘の胴枯病に於ける寄生現象に就て」に述べられているので，以下これによって記す。

“四.寄生現象の考察 a. 病気の進捗 L. Persoonii の菌糸発育に対する最高温度は三七度，適温は

二三三二度であり ， V. j仲間ica の最高温度及び適視は各三三度，一五度一二五度である。一方桃の樹

の温度の変化を見るに，若し全く直射光線が当らないものとすれば最も暑い七，八月頃の樹の温度の変化

曲線の大部分は L. Persoonii の適温の範囲内にある。そして九月，六月頃の樹の温度が V. japonica の

桃枝組織内で発育するに最も好都合な曲線を画いて居るのである。然し直射光線が校に直接当って居る場

合には桃枝の最高温度は二種の胴枯病菌，特に V. japonica の発育し得る最高温度以上塗に昇る事は有り

得る事である。実際闘場に於ける観察は此等胴枯病の病斑の拡大が盛夏の候一時中止の状態にある事を示

して居るのであって，実験的結論と一致して居るのである。…… c. 何故日|白]枯病菌は早くから活動し得る

か ……桃樹の胴枯病は大気の温度のみを考慮する時は不可能と思はれる程に，晩冬早々から活動を始め

病斑を拡大している。特に此の事実は桃枝の南側に於て著しいのである。此の闘場の観察も樹の温度の変

化を考へると正しく解し得る事と思ふ。今自記的記録から晩冬，早春に於ける桃枝の最高，最低温度を摘

出してみる事にする。二月の初旬五日間に於ける大気の最低，最高温度は冬零下一三・五度一零度，三­

五度一一七度と云ふ低い温度を示してあったにもかかわらず，南側の最低，最高温度は零下五度一四度， -

0 ・五度一二二度，北側のそれ等は零下一一度-0 ・五度，八度一一六度であり，南側は大気より最低温

度に於て三・五一一じ度，最高温度に於て七度一一五・五度高く，北側は大気よりも最低温度は0 ・五度

三度，最高温度は四・五度一九度高いと云ふ結果を示している。特に樹の温度の変化曲線をよく吟味し

て見ると，二種の11同粘病菌の菌糸発育の適温圏内に入る事が少いとしても，両菌の発育の最低温度五度以

上に，特に挑枝南側の温度曲線の過半以上入って居る事が知られる。即ち二月の初旬に於てさへも己に胴

枯病菌の活動し得る事を物語って居るのである。四月中旬に至れば桃枝南北両側共胴枯病菌発育の最低温

度以下に下る事少なくなり，両菌特に V. jゆonica の菌糸発育の適温圏内に入る事多くなって来る。従っ

て V. ja抑制ca は L. Persoonii よりもより早くから活動し，病斑を拡大し得る事明かである。 d. Sunｭ

scald 北国に於て特に校の南面が局部的に樹皮が浮き上り褐色に枯死する生理的病害即ち Sun-scald を見

ることがある。そしてこの枯死した部分が色々の傷口寄生菌 (Wound parasite) の侵入の門戸となるので

ある。此の病因に関しては色々な説を唱へられて居るが，要する処は晩冬校の南面は直射光線に依って非

常に高く温度が上り，続いて晴天寒冷の夜が来ると温度が急に降下して組織が凍死するためであると考へ

られて居る。盛岡地方の桃樹果園に於ても時析此の Sun.scald なる病害を見る事がある。故に晩冬に於け

る桃枝樹の温度の変化を土台として此の問題を柳か考察して見ゃう。……最も甚だしい具体的な観測例を

挙げて見る。二月一日，此の臼の翰は全誤II定中最も寒く大気の最低温度は零下一三・五度に降ったのであ

るが，其の前夜桃樹南側の温度は急激に而も二回温度が降下し零下一六度を示した。其の後温度は急に上

昇して零下五度に上り長時間此の温度を持続して行った。そして此の日は晴天であり日中大気は七度の最

高温度を示したに過ぎなかったのに，桃枝南側の最高温度は二二度を示したのである。かかる錯雑した而

も急激な樹の温度の変化は非耐寒的性質を有して居る桃枝南側組織に非常な悪影響を及ぼす事は想像する

に難くない。…… f. 樹脂病 樹脂病は酵素の働きに依って植物の組織が溶かされ，溶けたゴム物質が体

外に流出したものであるとは一般に考へられて居る所である。桃樹の胴枯病に於ても樹勢の旺んである場
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合には常に樹脂病を伴ふのである。そして樹脂の流出量の多少は寄生菌の侵害力の強弱を示すのである。

同様な状態の許に接種試験を行って見ると，最も侵害力の強い L. Persoonii を接種した時には流出量が

最も多く，次が V. japonica であり…。樹皮の構成物質から考へ樹脂病に関係あるだろうと思はれる胴枯

病菌の分泌する炭水化物分解酵素を培養濯液に就て調査して見た処……。一方被害桃枝の病理解剖j的実験

結果は，胴紡病菌の接種が起るや否や，先づ内部厚皮及靭皮繊維の細胞中層が溶かされ，続いて創基木質

組織にはゴム腔が形成される事を示して居る。此処に於て胴枯病菌の分泌する酵素の種類と桃枝の構成物

質を考へると被害枝のゴム化が合理的に了解する事が出来ると恩ふ。……要するに単に焼傷を与へた場合

でも桃枝の組織にゴム化が起るのであるから桃樹それ自身にも Hemicellulase ， Pectinase, Cellulase, 

Diastase 等の酵素が存在するものと恩はれるし ， n同枯病菌の寄生した時に樹脂が甚しく流出するのは，此

等寄生菌の酵素は一層而も甚しく組織のゴム化を助長せしめるからであると結論したいのである。……"

胴枯病菌の寄生性およびその病斑拡大を樹体温度と直接の関連において実証したこの業績はまことにお

見事というほかない。氏の研究はモモを扱ったものであるが， これは樹木類一般の校枯性・ HI司枯性疾病に

広く通じる画期的業績で樹病学に寄与したところ甚大なものがある。

キリの腐らん〈繍〕病〈立枯病〉

本病は大正初期に北島 (1915)制(1916)制および逸見 (1916)刑制によってほとんど時を同じくして研究発

表が行なわれ，この病原菌は新たに Valsa ρaulowniae MIYABE et HEMMI と命名されたものである。

それから久しい関本病の試験研究報告に接しなかったのであるが，昭和初期にいたり，富樫の Valsa 菌

による校枯性・胴枯病に関する一連の研究のひとつとしてこれが取り上げられ， なお本病被害のはなはだ

しい東北地方の調査，ひきつづき外科手術による治療法の試験が行なわれ，主として本病の病理学的およ

び治病学的研究分野に大きな進展をみた。次にこれらの報告の概要を記す。

富樫・内村(1933)' 17) (昭 8) は「桐樹の立枯病と温度との関係」で次のように述べている。“従来 Valsa

に属する菌類に依る病害に就て報告されたものは可成り多くある。けれども……同属病原菌及びそれに基

因する病害と温度との関係に就て研究されたものは甚だ少い。……桐樹の立枯病が北海道及び東北地方に

広く分布して，大害を与へて居る事は周知の事実である。然るに此の病害に関しては，……逸見博士が病

原菌 V. Paulowniae.. ・ H・の培養上の諸性質に就て詳細なる研究を発表された以外，見るべき研究報告は皆

無である事は甚だ遺憾に耐えない。……著者等が本病害の病理学的研究に着手した所以も全く此処にある。

本報文には其一部各種温度に於ける立枯病菌の発育と桐樹の温度の変化に基調を置き， 同病害の Parasit.

ism を考察して行きたいと思ふ。"と“緒言"でいい，次に“菌糸の発育に及ぼす温度の影響"を培養基

上でくわしく試験している。そしてその結果から“論議及び Parasitism の考察"を行ない，次のように

“摘要"しているo “1. V. Paulowniae の菌糸発育に対する最低温度は 50C. 以下，適温は 220_270C. ，

最高温度は 300_320じであるものの如く思はれる。此点 V. japonica (サクラのがんしゅ病菌〕と相似

て居るが，より高温に於て発育する V. Mali (リンゴの魔らん病菌]， Leucostoma Persoo時ii (モモの胴

発1 北島君三:桐樹病害調査報告.山林公報 13, pp. 898-900 (1915). 

制一一一一:桐樹ノ魔繍病ニ関スル研究.向上 13, 1223-1238 (1916). 
制逸見武雄:桐樹の立枯病に就て.札幌博物学会報 6 (2) , pp. 133~158 (1916). 

制一一一一一一: On the die.back disease of Paulownia tomentosa caused by a new species of Valsa. 

植物学雑 30 (357), pp. 304~315 (1916). 
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粘病菌〕と異なる処である。 2. lOoC 以上に於ける V. Paulowniae の菌糸の発育は培養が長期に亘ると

加速度的に良好となり，適温に於けると甚しい相違を認め難くなる。叉適温より最高温度に至る迄の温度

の範囲は極めて狭いのみならず，かかる温度に於ける生長は次第に衰へる傾向がある。此等の性質より本

菌は寧ろ低温を好む菌であると云ひ得る。 3. 桐樹の温度の変化と本菌の温度に対する諸性質とを相関聯

して考へると，本菌は東北地方及び北海道に於て桐樹に寄生生活を送るに， よく適応して居る事が知られ

る。と同時により温暖な地方迄分布し得るものと考へられる。"としている。

同年，富樫・内村(1933)31町(昭 8) は rA contribution to the knowledge of parasitism of Valsa 

Paulowniae, in relation to temperaturej と題して上とほぼ同一内容を報じている。

翌年富樫 (1934)388) (昭 9) は「桐の立枯病の分布に就てj，上記本病病原菌の菌糸発育と温度との関係か

ら次のように考察を進めている。“H・...他方寄主である桐樹幹内の温度の変化を観るに，一般的に云ふと最

高温度は大気のそれよりど~

50C. 低く，最低温度は30_40C.
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しめる処であるが，桐樹の温

度の変化を考慮すると更に温

高い。即ち 1 日の温度の変化

が甚だ少い。尤も雨天・曇

天・降雪の日には，最低温度が

大気のそれより 10_20C. 低い

と云ふやうな事もある。最も

寒い 1 月 -2 月初旬に於ては，

殆んど連日零度以下の温度を 制

一層フラットな曲線を重いて 弘

が如く甚だしく低温を示す事

程に低温の樹である。従って

低温を好む V. Paulowniae 

が桐樹に寄生生活を送るには

最も適応して居ると云ひ得

る。のみならず，本病原菌が

北海道東北地方に於て被害大

暖な地方に迄分布し得る可能

性があるものと思はれる。単

富 3

圃 幅制雷 寄金
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第 73 図富樫浩吾・内村家苗(1933).
r A contribution to the knowledge of parasitism of Valsa 
Paulo叩niae， in relation to temperaturej (キリふらん病菌の
寄生性と温度との関係〉のタイトル・ページ
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に数的に考へると V. Paulowniae の最高・適温・最低温度は V. japonica の桃系統菌のそれ等と近似で

あるが，桃樹そのものは時に大気よりも甚だしく高温に昇る事があり. V. japonica が V. Paulowniae の

如く左迄暖い地方迄分布し得ない理由も此処に存するものと推察される。"と。

永井(行) (1936)516) (昭 11) は「東北地方に於ける桐樹の主なる病害」で次のように述べているe “・・・…

岩手，山形，福島三県下を通じて被害最も大なるものは魔欄病である。殊に岩手， 山形岡県下に於ては三

年乃至五年生の桐樹は一本の例外もなく樹幹に病害部を有すると云って過言でない。かつて岩手県川目村

に於て一高本に近い桐苗が新植されたのであるが，魔欄病の為年々枯死するもの続出し，十年後には僅か

に数百本を残すに過ぎなかった様な事実があり桐樹の病害としては最も恐るべきものの一つである。"と

被害状況を記し，川病原菌の侵入期間，方法等に付ては未だ詳細なる研究がないのであるが，侵入部門と

して第ーに考へられる事は，機械的障害により樹の枯死せる組織が露出せる場合，第二は気象上の障害も

しくは生理的障害により外部組織の一部が衰弱せる場合である。例へば暴風の為樹皮が剥離したり，枝打

後，癒合組織の完成される迄の期間，何等かの原因によって枯死せる小枝の残ってゐる場合及び凍傷等は

病原菌の侵入部門として絶好のものと考へられる。 H ・ H・"とし，ついで初期病徴，病原菌の樹体内蔓延の

様相を記し，なお患部における病原菌子実体の形成にふれている。

“由来事寄欄病は九州，朝鮮には存在せず北海道，東北地方に多く大体東京地方を以て其の南限とするも

のである。この点よりみるに本菌は比較的低温に於てもよく発育するものの如くである。"次に"...・..秋

季病勢の進行が停止し癒合組織が完成されても，病害樹皮を其健に残して置くと翌春たとへ胞子による感

染が起らなくとも，組織内に生存せる菌糸によって再び癒合部の樹皮が侵され，病班(斑〉は年と共に拡

大し遂に枯死せしめるに至る。故に治療法としては病害部を削り取る事が必要であるが， どの程度の深さ

に迄削り取る可きか，削り取った後を如何に処置すべきか，或は削り取る可き時期等に付ては今後の試験

に倹たなければならない。"と本病の防除対策にもふれている。

北烏・永井 (1943)853) (昭 18) は「桐樹病害防除試験(第 2 報〉 魔欄病害部の手術方法に関する試験J

結果を次のように報じている。川昭和 11 年春，山形県北村山郡山口村に於て民有桐畑を借受け梼欄病害部

の手術を行ひ以来其経過を観察すると共に 12 年 13 年にも其近辺の桐樹に就て手術を施行し手術方法に

関する試験を継続しつつある……。"としその結果，供試木のうちはH・H ・ 10 本は手術の成績極めて良好

にして数年にして手術傷は癒合し枯死を防く事が出来たのであるが. ..・ H ・ 4 本は結果不良にして病斑は益

々拡大し遂に枯死したものもある。即ち従来迄の試験結果より大体次の如き方法を以て手術を行へば好結

果を得られる事が判明した。"

“ (1) 手術方法は病斑部を外観上の病斑より横の方向には約 lcm 縦の方向には 3cm 位大きく，深さ

は形成層を越えて木質部に達する迄削り取る。もしも削取り不充分で病斑の一部が残存すると其部から再

び病斑が蔓延して来る。 (2) 削り取った痕を其優に放置しておくと木部が露出してゐる為魔朽菌が侵入

し手術部より魔朽を起すか叉は乾燥によって木部に亀裂を生ずる。之を防ぐ為に適当な薬剤を塗布する必

要がある。塗布剤は防魔力があって木質部に浸透しない事，一度塗布したものは容易に剥げない事，価格

の安い事を必要とし，種々の濃度の石灰硫黄合剤，接木蝋等を使用した結果次の処方によるものが現在の

処最も好結果を得ている。〔北島〕第 18 号薬剖……。 (3) 病斑は出来るだけ早期に発見して手術する事。

H・ H・成績不良のものは何れも羅病後三，四年を経過した病斑を手術したもので病斑が非常に大であった事

が失敗の主なる原因と認められる。 (4) 病斑の手術は樹皮の剥げ易い六月頃が最も工程が上って有利で

制 p.256 ページ参照。
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ある。且つ此頃が最も多くの初期

の病斑が発見される時期である。

(5) 削取りの形は病斑の上下を

円くしないで尖〔ら]せた方が手

術傷の癒合が早い。"

外科手術によって本病の治療は

ある程度可能なことは知られてい

るが，主として経済的な理由から a 

この方法は一般的に採用するにい

たっていない。本病は今日でもて

んぐ巣病とともにキリ栽培の成否

を左右する重要病害である。それ

で他の樹種との混植による予防試

領店街寄曲睡普段 t館ら;報3

相 崎容防除試験三(第 2 紛

t昭和 16 年 5 JI 1 眉受理予、

同

昭和 11 年春.山形影lヒ村山宮~UI ロ

*共経過を観察すると共に 12 年，， 13与に

第 74 図 北島君三・永井行夫 (1943).
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本病は欧米諸国においては古く

「桐樹病害防除試験(第 2 報〕腐欄病害部の手術方法
に関する試験」のタイトノレ・ページ

から知られていたもので，すでにこの当時までに北米合衆国から多数の報告が公にされていた自制刑制。

制永井行夫:林野病害の防除.林業技術 147, pp. 17~21 (1954). 

制伊藤一雄:図説樹病講義.東京， pp. 327~328 (1962). 

制富樫浩吾: Valsa 菌三種に於ける二三培養上の比較.札幌農林会報 15 (64) , pp. 29~38 (1923). 

制一一一一 :Fungi collected in the islands of Rishiri and Rebun , Hokkaido. 日本植物学輯報 2 
(2) , pp. 75~111 (1924). 

制 LONG W.H. : An undescribed canker of poplars and willows caused by Cytosρora chrysosρerma. 

Jour. Agr. Res. , 13, pp. 331~345 (1918). 
発6 HUBERT , E.E.: Observations on Cytospora chrysosjうerma in the Northwest. Phytopath. , 10, 
pp. 442~447 (1920). 

発7 POVAH , A.H.W.: An attack of poplar canker following fire injury. Phytopath. , 11 , pp. 157~ 
165 (1921). 

制 SCHREINER ， E.J.: Two species of Valsa causing disease in POρulus. Amer. Jour Bot. , 18, pp. 
1~29 (1931). 
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本菌による被害状況をはじめて報じたのは亀井 (1928) 41) (昭 3) í白楊類の幹枝に寄生して之を枯死に

至らしむるチトスポラ・クリソスペルマ菌と其被害に就て」であろう。すなわち，“自楊はどろと共に吾

が北海道の山野に自生する陽性の潤葉樹で，……其被害事項中でも最大の影響のあるのは山火であるが之

に次いでは病菌害， 虫害， 小動物の害である。……主主に述べんとするチトスポラ・クリソスペルマ菌は大

木の樹幹にも叉細い枝条や苗圃の掃穂等にも病状を起して此を枯死に至らしめ少からぬ損害を見ることは

巴に外国に於て報告されて居る所である。此菌は分類学上…・・・パルサ科パルサ属の一種である。元来パル

サ属の種類は…・・・癌腫叉は粗皮の病状を呈せしめ其一部叉は全木を枯死せしむることは己に知らるる所で

ある。……本菌にありても大同小異の病状を白楊類の樹幹細枝に生ぜしむるが故に強いて和名を付けるな

らば白楊類の粗皮病とでも名付くべきものと思はれる。……吾国でも本菌に就いては大正六年に林学士八

谷正義氏の記載したもの(未発表〉があり大正十二年には農学士富樫浩吾氏の研究がある。……記者は大

正九年に朝鮮から宮部〔金吾〕先生の許に鑑定を求めて送って来たモニリフエラ・ヤマナラシの枝に寄生

せるものを…・・見(検〉鏡して以来札幌附近で採集もしたし其後札幌中島遊園地に於ける，或は大学附属

の植物園に於けるドロの被害木或ひは北見網走地方や胆振紋別地方に於けるヤマナラシの本菌被害事項を

も知ることを得た。 H・"といっている。“本菌の寄生により白楊類の幹枝に現るる病状"の項では病徴，

標徴および菌の形態を述べかっ図示し，“本菌の伝播と其被害事項"には主として米国の文献によってあ

らましを記し，“……吾国に於ては未だ本菌の被害の記事について記されたものはないけれ共記者のこれ

まで接した白楊類の被害報告叉は観察より推察すると本道に於ても本菌による被害が相当に大なるものが

ある事と思はれる。……記者の知れる限りに於て吾国に於ける本菌の採集記録丈を紹介しておかうと思

ふ。けとして“白湯，モニリフエラヤマナラシ，ニグラヤマナラシ，イタリアヤマナラシ， ドロ，"を本菌

の寄主としてあげている。

内藤 (1939)670) (昭 14) は「満洲に於て今後警戒を要する梨賓欄病に就いて. (附)ポプラ類の胴枯病に

就いて」で，“近年，特に喧しく叫ばれて居る満洲緑化の上から見ても，叉，他方，防風林，街路樹等の用

途としても，樹木中ポプラ類の占める地位は，益々重要性を帯びて来た。処が近年 Populus 類の幹を侵

す胴枯病が，至る処蔓延し，何十年も経った立派な並樹が枯死したり，叉，苗圃の採用母株を侵して，全

部の母株を焼却せねばならぬ様になった等の例が，屡である。本病は……Cytospora chrysosperma (Pers.) 

Fr. に帰因するものであるから…・・此処に簡単に其の病徴を記して見ょう。」といい，次に病徴等にふれ

ている。

逸見 (1942)796) (昭 17) は「満洲国及び北支に於ける公園樹と街路樹の二，三病害に就きて」の“柳，

楊類の胴枯病"の項で，“筆者は昭和十五年満洲に於てドロノキ，テリハドロその他の Populus 属植物が

街路樹， 防風林などに極めて普通であることを知ったが， 同十六年北支に於ては夫等の外柳の街路樹に多

く目撃したから，柳，楊類の病害調査は特に大陸に於て重要性を帯びるものと見倣される。三浦 (1928)5臼

及び内藤 (1939)670) 両氏は近年満洲到る処に夫等括書類の桐枯病が蔓延し，……と述べて居る。筆者も亦昭

和十五年八月……錦洲省興城に於て親しく大樹の被害状態を目撃したが， 同十六年八月H・H・北京中南海公

園に於て，叉八月……河北省軍糧域に於て， 移植せられし多数の柳苗が，叉……北京北海公閣に於て，楊

苗が外観全く同一なる疾病に侵され， その被害の決して軽視し得ざることを知ったので， その標本を持ち

帰り，研究の結果，総てが同一病原菌に因るものであることを明かにした。"とし次に病徴，標徴，病

原菌の形態を記載， 内外交献を照合，本病病原菌を Cytospora chrysospenna (PERS.) FR. と同定，な
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お本菌の胞子角の色について諸家の記述と自己の観察を比較，“……この点多少の疑問はあるが，乾燥程

度によって変化するものとすれば，満洲及び北支の菌は北海道及び欧米諸国の夫と同一種と見倣し得るで

あろう"とし，なお文献によって本病の防除法をかかげている。

本病に関する本格的調査研究は改良種ポプラが導入されて栽培が大規模に試みられる昭和中期まで待た

なければならなかった。本病の被害は苗畑時代にはそう目立たないが定植後にはなはだしく，北海道およ

び東北地方，新潟県で見い出され，優良品種とされているイタリア系導入ポプラが本病に感受性であるこ

とも知られている制抑制。なお， Cytosρora chrysosperma (PERS.) FR. と近似の Cytospora nivea (HOF 

FM.) SACC. (Leucostoma nivea (FR.) v. HÖHN.J も発見され，そのほか数種の胴枯性病害があるので，

これらと区別する必要を生じ，英名 Cytosρora canker から病名をキトスポラ胴枯病と改められた制制。

本病病原菌の子襲時代は Valsa sordida NIT. とされているが海外においてもこの時代を見出すことは

きわめて稀なようである。わが国ではこれまで不完全時代 Cytosρora のみが知られ， Valsa 時代はまだ

みとめられていない。

クリの胴枯病

大正初期に北米合衆国東部の一角に突如として発生したクリ桐枯病はきわめて短期間に米国に広く蔓延，

激害を与えて病樹の枯死するもの数知れず，ために莫大な国費を投じて非常に活溌に試験研究が遂行され

た。一方わが国に目を転ずるならばその病原菌の原産地に関する一見はなぱなしい論争がつづけられ，か

っこれが日米関の紛争のたねともなったのであるが，実物をとりあげての研究はまことに家々たるもので，

みるべきものとしては南部 (1918)制(大 7) および辻(1926)制(大 15) の短報あるのみという低調さで大

正年代は終りをつげた。もっとも辻 (1心)の正確な病徴の記載と接種試験の成功は当時のわが国における

この方面の業績としては高く評価されてよいであろう。

本病の分布は辻(1ι〕によれば神奈川，東京，埼玉，岩手，栃木，兵庫，大阪，佐賀，京都およびその

他となっており， かなり広く本病が知られていたことがうかがわれる。ところで昭和年代に入るに及ひ守本

病はわが国でもその重要性がようやく認識され，この病原菌について， また発生環境解析に， あるいは防

除法の究明に，本腰を入れた試験研究がみられるようになった。

昭和 3 年 12 月発行の病虫害雑誌制に次の記事がみられる。“薬胴枯病の被害激甚従来米国地方にて問

題の粟胴枯病は本邦には殆んど発生せざるが如く信ぜられしが，近来園芸的に栽培せらるるに至り各地に

激発し被害激甚にして廃園に帰せんとする処砂からずして彼の先年の桃の炭痘病，二十世紀〔梨〕の黒斑

病の惨害に匹敵すぺく大に警戒を要する現況なり。就中栃木県下の如き最も激甚なり。"と。

これより早く北島(1927)'''(昭 2) は「最近研究せる新樹病に就て」で本病について次のように述べて

いる。“……日本内地に於ては此の病害に関する研究は尚不充分でありまして， 日本種の栗が果して病害

に対して抵抗力大であるか，或は叉更に根本問題として，一体北米合衆国と同一種の寄生菌が有るや否や

制伊藤一雄:ポプラ類の主要病害-v. ポプラ 5, pp. 10-13 (1959). 

制一一一一: Parasitic diseases of pop1ars in Japan. 林野庁. pp. 22 (1959). 

嗣一一一一一:植栽後に発生するポプラの胴枯性病害.ポプラ 11, pp.2-4 (1961). 

制南部信方:栗樹ノ胴枯病ニ就テ.山林公報 6， pp. 551-554 (1918). 

普5 辻良介:苗木ニヨリ伝播スル病害.植物検査嚢 1， pp. 1-124 (1926). 

制病虫害雑誌 15 (12) , p. 712 (1928). 
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大正十二年頃から其の研尚研究を要する点が多く有るが如く認められましたので，と云ふ事に関しでも，

栗樹に寄生して之れに酷似した病気を引究に着手して居た次第であります。先づ日本内地に於きまして，

き起す菌の種類を調査した所が，少くとも三種類あることを知りましたので，之に A， B, C 菌と命名した

のであります……。"と。

同年北島 (1927)20) は「くり胴枯病菌並類似菌ニ関スル研究」と題して詳細な報告を行なった。すなわ

本邦ニ植栽サレタノレくりカ Endothia 菌ノ被害アルコトハ以前ヨリ知ラレタル事実ナ緒ち，“一

殊ニ著者ガ大正十一年及十二年ノ両年ニ豆リ京ルモ貌近漸次其ノ被害ノ程度ヲ増加シ来レルモノノ如シ

都地方ヲ実査シタル結果ニ依レハ笠置及篠村地方ニ於テハ其ノ被害特ニ甚シクくり実ノ収穫ニ及ホス影響

北米合衆国ニ於テ， …・・・…胴枯病菌 Endothia 仰rasitica...・・・ニ対シテハ抵抗

力大ナリト称セラルル日本種及

朝鮮種くり樹ニ著限スルニ至レ

然ルニ日本産くりは果シテ

強キ抵抗力ヲ存スルモノナリヤ

叉日本産くり樹ニ寄生シテ之レ

Endothia ρarasitica に対シテ

リ

ヲ枯死セシムル Endothia 菌ハ

単ニ一種ナリヤ或ハ是等ノ菌類

ハ北米産ノモノト同一種ナリヤ

否ヤ等ノ事項ハ病理学上誠ニ興

味深キ問題ナルノミナラズ我邦

ニ於テモ……くり樹植栽上亦重

要ナノレ事項ナノレヲ以テ大正十二
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ハ実ニ大ナルヲ認メタリ

年ニ開催サレタ林業試験協議会

月岡

ノ協同試験問題トシテ爾来之カ

で究研ノ往既LV
 

タ
ス
ヶ
関
遂
ニ
ヲ
菌
究
病
研
枯

は内外交献の概要を紹介，

f 北

著者

都府・…・・笠重量村…ノくり林ハ本

病害ノ為殆ト枯死シ叉同府下亀

被害樹及被害部ノ徴候

ガ……実査シタ結果ニヨレパ京

E喜

岡町並福知山附近ノくり林ニモ

本病ノ大発生ヲ来セル為多数ノ第 75 図北島君三(1927).

「くり胴枯病菌並類似菌ニ関スル研究」のタイトル・ページ
枯死樹ヲ認メタル外奈良県吉野

郡・…・ニモ大害ヲ見タリ叉・…・・茨城県多賀郡・…・・ニ於ケルなら林中ニ混生セル野生種くり樹ノ多数カ同一

此他東京附近ノ吉祥寺叉鎌倉附近ノくり林ニ亦同病害ヲ見"たとし，次病害ノ為メ枯死セルヲ認メタリ

に本病の病徴を記している。
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“四 本邦内くり樹ニ寄生スル Endothia 菌ノ種類並形態"は次の“五接種試験"とともに本論文の

核心をなすものであるが，“……著者ハ被害地実査ノ時各地ヨリ得タル実験材料ヨリ三種ノ異ナル Endo・

thia 菌ヲ分離シ純粋培養ヲ為スコトヲ得タルヲ以テ今仮ニ是等ノ菌類ニ Endothia A. Endothia B. Enｭ

dothia C. と命名シ其ノ形態及生理上ノ性質ニ就キ北米合衆国……ヨリ分与ヲ受ケタル同国産 E. para・

stica...... ト比較対照シテ其ノ異同ヲ明ニセント欲ス"として，子座，子嚢殻，子嚢および子嚢胞子，柄子

殻，柄子，菌糸のおのおのについて E担dothia A , Endothia B , Endothia C の各菌ごとにくわしい形態

上の記載を行なってから北米産 E. 戸arasitica と比較し， H.H・..前表ニ示セルカ如ク各種ノ Endothia 菌

ノ結実体ニ就キテ形態……等ヲ相比較スルニ其ノ間多少ノ差違アルハ勿論ナルモ別種トシテ認定ス可キ迄

ニ顕著ナル差ヲ認メラレス 唯 Endothia C. 菌ハ......遂ニ子嚢型ヲ発見スルコト能ハス…・・・形態上ノ比

較ノミニテハ何レカ Endothia ρarasitica ニ該当叉ハ近似セルモノナルヤハ決定シ能ハサルヲ以テ以下各

項……ノ実験ヲ行ヒタリ"としている。

“五接種試験前述セル Endothia A. B. C. ノ三種ハ何レモ……通常丹波くりト称スルモノ…・・，

ノ:被害部ヨリ分離培養シタルモノニシテ之ヵ寄生性ヲ確定セム為大正十三年ヨリ十五年ノ三箇年ニ亘リテ

…・"樹令を異にする“野生種くり"，“朝鮮ぐり"および“平壌ぐり"に前後 9 固にわたる接種試験〔付

傷〕を行なった。その結果を“……Endothia A 及ヒ Endothia B ハ完全ニ寄生性ヲ有シ早キハ十一日遅

クモ十五日ニシテー尚ー木ハ萎凋スルヲ認メタ 唯 Endothia C……ハ激シキ寄生性ヲ有セサルヤノ感アリ

…・・北米産胴枯病菌ハ日本産くりニ対シテハ本邦産 Endothia A 及ヒ B ニ劣ラサル寄生力ヲ有スル事ヨ

リ考フレハ・…・・日本産くりカ該病菌ニ対シテ特ニ抵抗力強大ナルモノトハ認メ難シ"といい，なお“朝鮮

ぐり"および“平壌ぐり"に対しては“…...Endothia B 菌最モ寄生力強ヨク Endothia C, Endothia 

A 及ヒ E. parasitica (北米産]ノ三種ノ寄生カ微弱ナルカ如クニシテ大部分ノモノハ被害部カ依復ノ状

態ニアルカ如キ点ヨリ考フトキハ Endothia B, Endothia C 菌ニ対シテハ日本産ト平壌及朝鮮産くりト

ノ筒ニハ大ナル差違ヲ認メサルモ日本産くりニ大ナル寄生力ヲ有スル E. parasitica 及ヒ Endothia A 

ハ甚シク微弱ナル寄生力ヲ有スルカ如シ・…"としている。 “六 各種 Endothia 菌ノ生理試験"では，

各種寒天培養基における培養試験成績をくわしく記載し，次に菌の陳久培養液によるクリ樹の萎淵を実験，

さらに菌叢の発育に及ぼすタンニン酸，クエン酸および糖類の影響を調べた結果を述べている。

最後の“七実験結果ノ摘要"から 2， 3 をあげると次のとおりである。

“(三) 現在北米合衆国ニ於テ被害大ナル胴枯病菌 (E. ρarasitica) ト前述セル三種ノ菌類トヲ比較ス

ノレトキハ Eηdothia A ハ形態及各種ノ生理的性質ニ於テ最北米産ノモノニ酷似シ叉くり樹ニ対スル寄生

性亦異ナルコトナキヲ以テ右両菌ハ同一種ノモノト見倣スへク……。" “(四〕 前述セル三種ノ Endothia

菌ハ日本種くり(栽培種及野生種共)ニ寄生スルモノニシテ就中 A ハ被害最激烈ニシテ B 之ニ次キ C ハ

くり樹カ他ノ原因ニテ衰弱セル場合ニ限リ寄生性アルモノノ如シ"“(六〕 北米産 E. 仰rasitica 菌ハ日

本くりニハ容易ニ寄生スルモノニシテ本邦産くりカ之ニ対シテ抵抗力アルモノトハ認メ難シ 然レトモ朝

鮮ぐり及平壌ぐりハ絢大ナル抵抗力ヲ有スルカ知シ"。なお本論文には接種試験の結果および病原菌をしめ

す 3 図版がついている。

北島(I.C.)2町の論文は前年公表された辻 (1926)剖(大15) のそれとともにわが国におけるクリ胴枯病菌

持1 辻良介:苗木ニヨリ伝矯スル病害.植物検査葉 1， pp. 91~100 (1926). 
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に関する初の本格的研究といってよく，とくに接種試験成績はたいへんよく出ている。なお北島が Endo・

Endothia B としたものも，thia C とした菌には子嚢時代が見出されていないので何ともいえないが，

E. ρarasitica (MURR.) P. J. et H. W. ANDERSON として取り扱ってよいであろう。

この被害のはなはだしい諸県ではその農事試験場でこれに関する試験

研究に着手した。現在見られる当時の資料から次にその概要を紹介する。

青柳(1936)" 3) (昭 11) は「栗胴枯病に関する研究

一方，本病の重要性にかんがみ，

第一報」と題する報交を公にしているがまず“緒

徳島県〉に於ても夙くより栗栽培の行はれつつある那賀，三好両郡其他の山間言"では“……本県(注

地方に於て一種の!洞枯症状により枯死するもの多数続出し為に最近・…・・栗案(栽〉培の漸次隆盛ならんと

しつつある今日斯業……の発展途上に於て一大暗影を与へつつあり……主主に於て昭和八年以来……被害樹

次に“病徴"， “加害状況"を述べより病菌の分離をなし之が純粋培養接種試験等を行ひH・ H・"と記し，

ている。“誘因"の項では， “……俗に栗胴枯病は凍害に依り起ると云はるのも此は所謂凍傷による傷口

クリナの糠て本菌の侵入を容易ならしむる H・ H ・ 0 叉樹勢弱くして枯損状態となりたる栗樹はコシンクイ，

ガタマムシ，天牛，木震虫，其他の害虫……の……喰入傷を有する樹は必ず本病に犯さるる傾向あり H・H ・

施肥過多叉は施肥

合凍傷は多く土際に来る為め接木は高接

若木の場

畑は北傾斜

成木の場合は繊弱

4. 

期の不注意(九月以後落葉迄の聞に於け

2. る多肥〉による秋季徒長

1. 

3. 

なる徒長枝に被害多し

といいJ "...・..次に余の観察せる凍害，並に本病の被害多き畑地の状態を列記せば

の方が安全なり

地に被害少く西南面の強い陽光を受ける

場所に多し"としている。つづいて“発

病時期"“病原菌"では“培養試験成

績"をあげ，“接種試験"結果を記し，

“病原菌ノ形態"，“病原菌糸発育ト温度

トノ関係"“病〈柄)肥子ノ薬剤ニ対ス

ル抵抗性試験"結果および“病原菌ノ越

冬"状態を記している。“栗品種ト本病

トノ関係"については十数品種を用いて

“室内接種試験"および“野外接種試験"

“品種試験は一ヶ年

……"なし、と U、ってU、る。

奈良農試(1937)問J(昭 12) I栗胴枯病

栗胴枯病菌の分離培養

県内十箇所より栗

胴枯病被害校を採集し・…..十二種の糸状

の成績なるを以て之により断定を下し得

成績をあげいるが，
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菌を分離せしが其内胴枯病菌と思(覚〉しきもの五系統，自同枯病菌に近似の形状を有するもの二種と H ・ H ・

…を得たり。吉 栗胴枯病菌の接種試験 ......エンドシア菌の寄生性を確めんが為前後六回の接種試験を

反覆施行し・…・・。本年度に於ける試験結果を綜合するに(イ)無傷接種，和j傷接種は陰性に終れれ(ロ)実

生栗には感染し難く五回実験の内只一回陽性の結果を得たるに過ぎず。(ハ)有傷接種は梢々大なる傷を附

するか或は接種部位を枯死せしむれば比較的接種し易きものの如し。" 空気湿度と柄胞子発生との関係

試験 ・…・・柄胞子飛散制時期を察知すべき前提として，空気湿度が柄子の発生に及ぼす影響を試験せり。

主 栗日同枯病発病の誘因に関する調査 1. 土壌との関係 夏季に於て乾燥甚だしく皐盟主の影響を

蒙ること大なる園地にては被害著し。土嬢膨軟にして耕土深きに於ては発病少きも排水不良土嬢及山地傾

斜地の椿薄土壌にて耕土浅き所は発病多し。 2. 地勢との関係排水良き平坦地，段畑，緩傾斜地に比較

的少なく，南叉は西に面せる傾斜地にして豪雨淋(索〉雨の際水路に当り或は傾斜地の下端にありて雨の

為土砂流入して根元に埋むるが如き部分に栽培せられたる苗木に発病多きことあり。 3. 天候との関係

概して六月頃より夏季に豆り早天続きの天候に遭遇して皐舷を蒙りたるもの及冬季の酷寒の後に発病多き

傾向あり。 4. 苗の養成との関係 肥沃なる苗圃或は水田に於て養成したる苗を開墾地に栽植したるもの

に発病多き事例あり。苗の根系の発育の良否は本病の発生に密接なる関係あるものの如く，之が為め粟苗

の育成に当り矯種後間もなく土中に鰻を挿込みて直根を切断して支根を発達せしめ好成績を挙ぐるものあ

り。 5. 接木との関係 自然生柴栗の樹令の進みたるものに接ぎたるものは若木砧に接ぎたるものに比し

て発病少なきものの如く，砧木の高低に就きでは良否未だ詳ならず……。 6. 其他の関係 移植苗は移植

後二~三年にして発病し始むるもの多きも，植穴を深く穿ち底に堆肥を施し土を覆ひ直根短く支根の良く

発育したる苗の根を拡げて精々浅植とし接口まで覆土すれば発病少きものの如し。品種と発病との関係

は，中晩生に少なく早生に多き傾向あり。天牛，玉虫等の幼虫加害の傷羨より本病を誘発する場合少なか

らず。"

翌年の奈良農試(1937)628) (昭 12) r粟胴枯病に関する調査研究」には次のように述べられている。“才

病徴及病原に関する調査 ……被害株の萎凋せる樹皮を採集して病菌の分離研究を行ひたるに，上記

(Cytosþora , CytosρorellaJ の外エンドシア，デイアポルテ，フオモプシス属の菌類及スエヒロタケの寄生

せるものありたり。クリタマムシ，コスカシパ， ヤマカミキリ， サクセスキクヒムシ等の被害樹傷療の周

囲より或は被害枝の一部に漫々上記各種菌類の寄生を認む。樹幹の枯死せるものは地際部より発芽し相当

伸長成育するも翌春萎凋枯死するもの多く，砧芽の伸長したるものに翌年接直しを行ふも翌年に至り接穂

枯死す。シトスポラ，シトスポレラ等接種試験の結果概ね陰性に終り……高接のもの及実生苗に発病少な

き関係あり。本県に於て栗の栽植後四~五年以内の幼樹が胴枯症状を呈して枯死するは日焼，凍害等に基

く生理的障害並に虫害による傷療の衰弱組織に菌類繁殖したる後生活組織を侵害するものにして， 日焼及

凍害は本病誘因として最も密接なる関係あるものの如く，支根の発育妊盛なる堅実な苗木叉は高接苗に被

害甚だ少なく・…・・。言 誘因に関する調査一.天候土質及地勢との関係 …・・地下水位高き水田或は表

土浅く有機質乏しき土壌にありでは……本病発生し易し。栗の純林に比して潤葉樹との混林に被害少なく，

南西向の陽面は中晩生種にして耐病性強きものを植栽するを安全とす…… 二. 苗の育成との関係

三.其他との関係 粟定植後も過分に肥培したるものに発病多く三~四年間木灰敷草の外特に施肥を

制柄子殻内の柄子は風のみでは飛散することはない。
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行はざるものに発病少なし。……成木にありでは大量結実したる翌年肥切れしたるものに枝幹の一部に発

病し，漸次全樹に及ぶものあり。"

勝叉 (1940)72') (昭 15) [""栗のダイメヤウキクヒムシ並に胴枯病の駆除予防に就て」に次のとおり摘記さ

れている。“…・・・ 三 大名キクヒムシは直接幹枝に喰入して枯死せしめる加害の外胴枯病を誘発する一

因である……。~ 胴枯病治療として叉防除薬剤として傷口に「タール」塗布を行へば薬害無くして最も

有効なると認めた。治療の場合病斑部は丁寧に削除処分することが大切である。巴 胴枯病菌は，切断，

削除，天牛産卵孔等の傷口の他過当の生育に依る表皮の裂傷よりも侵入する様である。故に余り肥沃なる

土地に粟を栽摘するは避くべく其後の肥培管理に注意するは本病予防上必要と認められる。五 胴枯病と

品種の関係は注意すべきものと思はれるが……大丹波は比較的強く銀寄種は弱く見受けた。"と。

以上あげた地方農事試験場の報告は本病の発生環境の解析に極めて重要な所見を述べており，本病発生

の誘因をかなり正確に把握している。特に奈良県立農事試験場の成績はきわめて短いものながら，見るべ

き点、をよくみていて， どなたが担当したのか知らないが当時としては誠に立派な調査といってよいであろ

う。最近岩手，茨城，神奈川，岐阜の各林業試験場および愛媛果樹試験場の共同で西門義一割博士を主任

として行なわれた広汎な実地調査結果は上記奈良県立農事試験場(1. c.) および勝叉(1. c.) のそれと符合

する点が多々ある。

青柳 (1939)638) (昭 14) は「栗胴枯病菌の発育並に感染性に及ぼす単寧酸の影響」で次のように述べて

いる。"...・-・筆者が此実験に着手したのは……栗胴枯病に関する研究中粟品種， 肥料成分等に因る発病の

相違が栗樹中に含まるる単寧酸と如何程の関係を有するやを知り以て耐病要件を知らんとせるにあり。"と

し，その実験結果を“……右に拠れば単寧酸の0 ・ー-0 ・五%を含有するものは之を含まざるものより

も胴枯病菌の発育は良好にしてー・ 0% に達すれば既に其発育は不良となる。之よりて見(見て〉胴枯病

菌は単寧酸の濃度の低き時に於ては却って其発育の促進せらるる事が知られる……。"

“筆者は更に栗樹の胴枯病菌に対する感染度と樹中単寧含量との相互関係を知らんとして各品種の粟に

対し病菌の接種と単寧分析を行った。……"。その結果“……大正早生(銀寄品目〕ー・三0， 乙宗(銀寄

砧) 0 ・九三，長光寺(山砧) 一 .0二，豊多摩早生(今北砧) 0 ・七四%等は何れも単寧酸含量多く

して病菌の感染度も低く，単寧酸 0 ・五%以下のもの何れも感染性大なりし。"としている。次に“・・

…尚肥料成分に依る本病菌の感染性と単寧酸含有量とは相当関係あるものの如く H・"考えられるので，

試験を行なったところ，“……右は実験回数少なく尚今後研究の余地あるも，加里多用区の耐病性と単寧

酸含量の高きは注目を要すべし。以上の実験に拠り栗胴枯病菌の発育並に感染とタンニン酸とは相互関係

を有し，尚栗樹中に於けるタンニン含量は栗品種・肥料・時期等に依り相当の相異を有するものである。"

といっている。

胴枯病抵抗性因子としてクリの樹皮に含まれるタンニンとの関連は海外でもかなり古くから関心がもた

れていた。近年 NlENSTAEDT (1953)制は本病に対し高い抵抗性を示すシナグリ，感受性のアメリカグ

リ，やや抵抗性の日本グリおよびこれらの交雑種を用いてこの問題を詳細に検討，抵抗性あるいは感受性

制西門義ーほか:クリ胴枯病の発生と権病実態調査.農林水産技術会議， pp. lﾏl (1963). 
発2 N lE NSTAEDT , H.: Tannin as a factor in the resistance of chestnut, Castanea Spp. , to the 

chestnut blight fungus , Endothia �arasitica (MURR.) A. and A. Phytopath. , 43 , pp. 32~38 

(1953). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉 - 91 ー

はこれらの樹皮に含まれるタンニンの質および量と至大の関連があるとしている。しかしこの見解に反対

する人も多く，たとえば BAZZIGHER (1957)引は，胴枯病菌はタンニンやフェノール類を分解する酵素を

持っているから， これらの生体内における存在が抵抗性を与えるという考えは否定されなければならない

といっている。

ノニレの文枯病

伊藤(誠〉 ・赤塚 (1940)719) (昭 12) í満洲憾の叉枯病」に“満洲檎といふのは札幌で普通用ゐて居る名

称で，ノニレ， ヒメニレ叉はタウハルニレと呼び……。……此木が街路を飾る生坦となるに至ってから程

なく， ポツポツ校の枯れる病気が発生し，昭和 10 年には惨害を被った所があった。其後年々各所に相当

な被害を持続して今日に及んだものである。……従来本病の発生に就ては満洲，朝鮮等にも何等の記録が

ないやうである。それで今主主に叉枯病なる名称を附したが， 叉部のみに発病するものではないけれど， 同

属の病原菌で起る桑の叉枯病が余りにも有名なものであるから同ーの和名を使用したのである。"といい，

“病状及び病原菌の形態"，“病原菌の分類"では本菌を Thyrostroma C01>>仰ctum (SACC.) V.HﾖHNEL 

(Coryneum comρactum SACC.) と同定，なお“菌の培養並びに防除法"も述られている。

カエデの萎;周病

西門・宮脇 (1942)'27) (昭 17) は「繊樹萎凋病J で次のように述ベている。“昭和一四年の晩春に倉敷市

大原農事研究所構内のカへテ。の一部の枝が急に萎凋し始めたので早速調査し其部分の校が一種 Phomopsis

属菌の寄生を受けて居る事が分った。而も其当時は……一部の校の被害に過ぎなかったが病勢は急激に進

展して其年内には全樹が枯死する迄になった。而も被害枯死部の全面に前記 Phomopsis 菌が認められた。

本病に関して記載された物がないので該病に関する記載を試みる事とした。"といい，次に“病徴..“病

菌の形態"と記し， “病菌の分類"では文献によって検討した結果， これを新種と認めて Phomoρsis

aceris.palmatis sp. nov. と命名， ラテン語の記載文をかかげている。“病菌の培養的性質"につづいて

“本菌の病原性"の項では“……接種試験の結果から本萎凋病菌のカヘデ， ハウチワカへデ， ;l イゲッカ

ヘデ，及びウリハダカヘデ等に対する病原性を明らかにする事が出来た。"としている。

カエデの粗皮病

西門・木村・宮脇(1942)82 2) (昭 17) の「械樹の粗皮病」と題する報文には，まず“病徴"について“樹

校上陽光に面する側に発生するもので二~三月頃から小形豆大の僅かに変色した部分に生ずる。其後病斑

部は漸次増大し大斑となることがある。被害は表皮部に止まる事もあるが亦深く木質部に及ぶ物もある。

・'と記し，“病菌の形態"をくわしく述べ，“病菌の所属並名称"で“・…・・暫く本病菌を Physalosρora

Macrosρora FELTGEN......宛てる事とする。"といい， “本菌の生理"についで“本菌の病原性"につ

いては接種試験の結果， “……供試菌系統によりて其病原性には多少の差はあるが本菌はカヘデ，或はメ

イゲッカヘデの枝梢を侵害し其部に特有の病斑を形成し柄子殻を形成する事が認められた。只ウリハダカ

ヘデに対しては上記試験の範聞では之を侵害するの結果に到つてない。"としている。

サクラの萎;周病

西門・木村 (1938)63日(昭 13) は「桜樹の萎凋病に就いて」次のように述べている。まず“ー.緒言"

*1 BAZZIGHER , G.: Tannin.und phenolsaltende Fermente dreier parasitischer Pilze. Phytopath. 
Zeits. , 29, pp. 299~304 (1957). 
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で“昭和十一年夏当大原農業研究所内の並樹の桜に一種の萎調病が発生した。此桜樹は主として， ソメヰ

ヨシノ……であるが多数の桜樹が被害程度に差はあっても殆んど例外なく萎凋し桜樹植栽上に一大脅威を

感ぜしめた。斯うした萎凋病或は萎凋現象が此以前に全くなかった物か或は発生しでも極く軽微で注意を

惹くに到らなかった物かは判然せなかったが其後倉敷市内及附近に就いて注意すると類似の萎凋を認め得

たから恐らく前から存在した物と想像される。本病は一昨夏急に発生蔓延した事実から夏季高温の節には

比較的短時日に大発生をなし得る物である。此被害桜樹の列に治ふて直ぐ側に用水溝があり周年は冬以来

其流水量が特に多かった事実があったから地下水面の上昇による生理的障碍が本病発生のー原因をなす物

とも想像された。叉被害枯死した校にはH ・ H・昆虫の喰害による小孔の多数存在するのを観察したから昆虫

の被害かとも考へられたが病菌の侵害によるらしい点、も認められた。それで著者は本病の原因に関する研

究に着手して被害組織からの分離試験を行った結果 Fusicoccum 属の菌を分離した。該 Fusicoccum 属

菌が上記萎凋病の主因であるか如何かは更に実験を反覆した上でないと断定は出来ないが，少くとも該菌

は右萎凋病の一因をなす事は確かである。斯うした桜樹の萎凋現象に関しては従来の記述には之を見出し

得なかったから仮りに之を桜樹の萎凋病と呼び其発生を報ずると共に之に関聯する上記 Fusicoccum 属菌

に就きての実験結果を主主に報告する。……"とし， “二.病徴"， “三.供試材料"， “四.本菌の形態"

と述べ，“五.本菌の分類学的考察"の結果，“……本菌は Fusicoccum Pruni POTEB. の記載と最もよ

く一致するから著者の菌には暫く F. Pruni POTEB. の名称を適用する事とする。"とし，“六.本菌の

生理" fこついて若干の試験を行ない“七.本菌の病原性"， “八.本菌殺減並に発育制止に関する試験"

とつづき“九.考察"，“-0. 摘要"でこの報文は終わっている。

広葉樹の絹皮病

北島 (1928)50) (昭 3) r森林病虫害ノ研究」中に“潤葉樹ノ絹皮病(新称)"という一項があり，“本病

害ハ幾内地方ニモアルカ如キモ最モ多ク其ノ被害ヲ認ムルハ四国及九州地方ノ比較的温暖ナル方面ノ森林

ニシテ…"とし， 次に病徴を記してから， “…・・・元来本病害ハ著者カ数年前ヨリ注意シ其ノ結果ノ調査

ニ努メ居リタルモノナルモ今日エ至ルモ未タ不明ナリ……"と述べている。

長谷川・小川(1938)599) (昭 13) は「森林病虫害図説 病害編 第一号」で本病をとりあげ， この病原

菌を Cyphella pulchra BERK. et BROOM. とし，病徴および病原菌の記載を行ない，なお本菌の寄主と

してシイのほかカシ類，アカシデ，シロダモ，サカキ， ヒイラギほか多数の広葉樹をあげている。

後年本病病原菌に関するややくわしい報文引が公表されているが，本菌の分類学的位置および学名は今

日なお疑問とされている。

広葉樹の病害

細菌病

クリの芽柏病

河村(栄) (1934)358) (昭 9) は「栗の芽枯病に就て」と題する論文を公表，この新病害について述べる

とともに本病病原細菌を新種とみとめ Bacterium castaneae KAWAMURA sp. nov. とした。

まず“I. 緒言"には“1931 年 5 月…・・，中田〔覚五郎〕教授は著者と共に福岡県糟屋郡なる九大附

制伊藤達次郎:絹皮病の研究.東大農演習林 8, pp. 79-87 (1951). 



属農場果樹闘に赴かれたる

際，同圏内に栽培せられた

る栗樹に一種の日新しき病

害発生せるを観察せられ，

著者に其研究を慾滋せられ

たり。飯森三男氏の談に拠

れば此病害は既にそれ以前

数年来発生し来りしものに

して…・・。爾来著者は先づ

之が病原を知らんと企て之

を確定するを得たるを以て

柳かこれに就きて述べんと

す。"とあり，次に“ I I.

病徴"を詳細に記述，さら

に“III. 患部の病理解剖的

所見"にふれている。

“IV. 本病の発生と粟の

品種との関係"では，“本

病の天然に於ける発生を見

るに栗の品種によりて差異

あり。今 1932 年 5 月・

…及び 1933 年 5 月……九

大附属農場にて調査せしと

ころを記せば次表の如し。"

とあるが，このうち各品種

と“発病芽率"のみをかか

げれば次のとおりである。

1932 年銀寄 (31%). 乙

宗(4%). 豊多摩早生(0%).

日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤)

本研究をたすに官官 E御指導を織りたる中

使貨を重軽へらíîたる飯森氏に感謝するもの1ì i゙' 

と1ìれiま終豊島するものな静。

惨とすι磁lCI主手1: 1こもま患はるれ E も

重苦茅の縫llilを絡むるや之を絞 L 、

3ft.; .務総粉f1!'援し七言者主繁lHづるや

第 77 図河村栄吉(1934).

「栗の芽枯病に就て」のタイトル・ページ

鹿爪(15%). 足柄早生 (0%)，長興寺 (0%). 霜被 (43%). 岸根 (36%)

- 93 

1933 年銀寄 (49%). 乙宗 (0%). 豊多摩早生 (0%). 足柄早生 (2%). 長興寺 (3%). 岸根 (36%)

“即ち……本病は銀寄，霜被，岸根等に多く発生し乙宗，豊多摩早生，足柄早生等には少きものなり。"

としている。

“ V. 病原菌"では，“A. 病原菌の分離及接種試験"，“B. 病原菌の性質"を形態，培養的性質，生

理的性質のおのおのについて調べ，“本病原細菌の分類学的考察"を行ない，“……既知の植物病原菌中に

本菌と一致するものを認めざれば著者は之にfiBacterium Castaneae n. sp. なる学名を附与せんとす。...

…"とし，本細菌の記載を行なっている。なお本論文には病徴，病態解剖および本細菌菌叢の鮮明な写真
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を 2 図版がかかげられている。

本病病原細菌はのちに転属されて Pseudomonas castaneae (KA W AMURA) SA VULESCU (1947)制と

された。

本病の分布について中国 (1949)拙は“数年来福岡市外九州帝大農学部農場に発生するが， その他の分

布に至りでは明かでない。"としているが，筆者剖は数年前岡山県産標本でこれと認定されるものをみた

ことがある。

アカメガシワの斑点細菌病(細菌性斑点、病〉

滝元 (1930)川 1 (昭 5) は「アカメガシハの細菌性斑点病」で病徴，病原菌の分離および接種試験，病原

菌の形態・生理的性質を述べ，“…・・・本細菌と(は)植物病原菌中無毛細菌に属し，寒天基上黄色の衆落

を生ずる細菌と比較を試みたが，総て別種であった。即ち本細菌は未だ記載されたことのない新種である

から新たに次の学名を選定した。 Aρlanobacter M'ollatii (MallotiiJ n. sp."。本細菌はのちに転属さ

れて Xanthomonas malloti (TAKIMOTO) OKABE制とされた。

力エデの首垂細菌病(新梢首垂病〉

小川 (1937)'791 (昭 12) は「タウカヘデの新梢首垂病」と題する論文で細菌による新病害について次の

ように述べている。

“ 1 . 緒 言 ……東京市H ・ H・雑司ヶ谷苗圃に育成せるタウカヘデに始めて 1 種の病害発生せしは今よ

り約 25 年前なり。爾来甚しき被害なく，大正 12 年春に至り四谷見付に相当の発生を見たるも， 同年 9 月

1 日の関東大震火災は街路樹を焼き払ふと同時に病菌をも殺減せるを以て，其後昭和年代に入りては僅に

麹町九丁目附近に発病するに過ぎざりき。然るに，東京市復興して……道路樹木整然と植栽せられる……

や，該病再び蔓延し，昭和 10 年頃より其発病区域次第に拡大して四谷見付より牛込見付に及び，翌日年

春には四谷見付を越えて四谷塩町に至る間，及び同所より遠隔の芝区将監橋より赤十字社内の街路樹に新

しく発病し，相当の被害あり。此年には叉明治神宮外苑のタウカヘデにも発病せり。……然るに本病に関

しては未だ充分なる調査研究なく，其病原全く不明なりき。筆者は昭和 11 年 5 月 H ・H・新檎枯損せるを認

め研究の結果，本病が未だ学界に発表せられざる細菌による事を闇明せるを以て主主に報告す。・

“ 11. 病状"，“II I. 病原体"では分離，培養，形態，生理的性質について述べ，本細菌の病原性を接

種試験によって調べた結果，“……本病原細菌はタウカヘデの他 14 種 4 変種 1 亜変種の Acer 属植物及び

トチノキ，モクゲンタに対して有すれども，其他の 21 科 25 種 1 亜種の植物には何等の反応なかりき。"と

している。そして本病原細菌を分類学的に検討，これを新種とみとめて， Pseudomonas acernea sp. nov. 

と命名した。

本菌の学名はのちに Xanthomonas acernea (OGAWA) BURKHOLDER (1948戸i と改められた。

発1 BREED , R.S. et al.: BERGEY'S manual of determinative bacteriology. 7 th Edition. Baltimore, 
p. 144, p. 171 (1957). 

発2 中田覚五郎:作物病害図編.東京， p. 419 (1949). 

制伊藤一雄:図説樹病新講.東京， p. 169 (1962). 

制岡部徳夫・後藤正夫:日本に於ける植物細菌病.1.細菌病及びその病菌の種類について.静岡大学
農研報 5， pp .63~71 (1955). 
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モチノキの枝枯細菌病(校枯病〉

“モチノキの枝枯病"として第二号にJ，病害編長谷川・小川(1939)附) (昭 14) í森林病虫害図説

この記事に“本年四月当場(注:東京府下浅)11)附近・…・・。同年 5 月千葉県東葛飾本病が記されている。

とあり， 本病病原細菌を新種とみとめて Pseudo-郡八柱村所在……苗圃に植栽のモチノキに発生せり。"

monas ilicis OGAWA , sp. nov. と命名，英語の記載文をかかげている。

特殊な本病原細菌の学名は変更されなければならないものと思われるが，近年の細菌分類学に従えば，

刊行物に新種として記載されたためか，いまだ細菌学者の再検討がなされていない。

キリてんぐ巣病のウイルス病原説

キリのてんぐ巣病の病原として川上(1902)引(明 35) が Gloeosporium kawakamii MIY ABE を発表

この菌は炭症病をおこすことは堀 (1921)制(大 10) や辻 (1926)制(大 15) によって注意されつつ以来，

てんぐ巣病は Gloeosporium 菌によも，堀(1. c.)，辻(1. c.) をも含めて何人も疑問をはさむことなく，

kawakmii 菌の桐の天狗巣病原説に対

昱loeosporium Kawakamii MIY ABE 

Gloeosporium 

する疑義」で“著者は Gloeosporium

ところが吉井甫 (1931)'凶(昭 6) は

菌の形態・生理・生態に

本菌の寄生と桐の

る疾病であると久しい間考えられてき

ついて述べたる後，

に関する研究

Kawakamii 

た。
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てこの病桐上に普通発見せられる寄

生菌としては五月頃葉・新梢の上に

第 78 図吉井甫(1931).

昱loeosporium Kawakamii 菌の桐の

天狗巣病原説に対する疑義」

Sphaceloma Tsujii 菌が先づ発生す

る。然る後，多くは 7-8 月頃に至つ

て Gloeosporium Kawakamii 菌が発

制川上滝弥:桐樹天巣病(桐樹萎縮病)原論.東京， pp. 19+4 (1902). 

発2 堀 正太郎:東京郊外の桐樹に天狗巣病の発生.日植病報 1 (4) , pp. 70-71 (1921). 

制辻良介:苗木ニヨリ伝播スル病害.植物検査実 1, pp.I-124 (1926). 



- 96 林業試験場研究報告第 193 号

生する。然しながら之等の菌の発生は決定的のものではない。著者は天狗巣病を之等の菌の伝染する恐れ

なき様に保管し，一成長期間に亘ってこの病桐の長期観察を続けた。その結果は桐に寄生する以上の如き

病原菌は全然発生しなかったのであるが，而もこの株より生じたる枝は典型的異状発育をなし，所謂天狗

巣状を曇したのである。以上に拠るに Gloeosporium Kawakamii の如き甚しく短き潜伏日数を有する病

原菌が， そのよって以て発病するものと考へられたる天狗巣病桐上に，春より秋に至る長期間遂に全く発

生しなかったと云ふ事はこの病原菌とこの病害との聞の因果関係を疑問視するに足るものと思はれる。"

といっているのであるが，これは本病のウイルス病原説のそもそもの発端である。

さらに吉井 (1931)215) は IGloeosporium Kawakamii , MIYABE に関する研究 II. 本菌の形態及び

培養」で， 本菌の既往の研究概要にふれてから次のように述べている。“……爾来桐の天狗巣病の予防叉

は駆除をなすには Gl. Kawakamii の撲滅を計ることを唯一の目標となして対策を講じて今日に至れれ

然るに本病害は依然としてその猛威を遣しくし，九州地方に於ける桐樹栽植は次第に衰微し今日に於ては

僅かにその命脈を保てるに過ぎず，殊に福岡県下の如きは実に畑地の境界線上に間々一二本づっ孤立せる

を見るのみにして集団的に栽植せるが如きは全く稀有に属す。大正十四年(1925) 著者は朝鮮水原に於て天

狗巣状をなさざる桐樹……の葉上に生じたる小斑点、に Gl. Kawakamii を見出して甚だしく奇異の感に打

たれ桐に寄生する Gl. Kawakamii なる病菌と桐の天狗巣病との聞には何等の因果関係も存せざるに非ざ

るやの疑を深うしたり。其後昭和三年(1928) 夏福岡県朝倉郡の筑後川堤防附近の桐樹に於て全く Gl.

Kawakamii の発生を見ざるにも拘らず天狗巣状をなしたる枝を有せる桐を発見し，其後福岡県下所々に

於てかくの如き天狗巣桐樹を観察して益々 Gl. Kawakamii の桐の天狗巣病原説に対する疑念を深めたり。

……桐の天狗巣病の病原については諸種の条件によりて或種伝染性病毒なるが如く思考せらるる所惨から

ざるを以て，之を実験的に証明せんことを企図し……既に第三年を迎へたり。"と。この報文において本

病の病原として“伝染性病毒"という語が現われている。

北島(1933)297) (昭 8) I樹病学及木材費朽論」の 228 ページ，“第 105 図 朝鮮に於ける京城産桐と支

那桐が天狗巣に対する被害状態"とあるのは，炭痘病にほかならぬことを，かつて筆者は吉井(甫〉に指

摘されたのであるが，これは全く氏のいうとおりである。

その後本病に関する吉井の報告をみないまま昭和初期を終るのであるが， 中期に入って出版された吉井

・河村 (1947)剖(昭 22) I解剖植物病理学J (pp. 80-81) に“悪性天狗巣はその性質に於て動物の悪性

腫蕩に一致するものがある。これらのうちピルス病であると確認されてゐるものは，接木により，昆虫媒

介により，容易に伝染するのであるが， これは動物腫湯中に汁液伝染をするもののあることと類似点があ

り，叉植物の悪性天狗巣病中にはその性状がピルス病に酷似しながらなほどルス病であることを確認する

に至らないもの〈桐天狗巣病……〕の存することなども動物腫湯のあるものに類するもののやうである。"

と述べられている。

上述のとおり吉井〔甫〉は昭和初期に接木試験によって本病はウイルス性疾病であることをは疑ないと

考えていたようであるが，発表されぬままこの研究は一時中断された。昭和 17 年ごろ筆者は直接このこ

とについてただしたところ“病枝条の接木はひじようにむずかしく，専門の植木屋に接木させても，数十

制吉井甫・河村栄吉:解剖植物病理学.東京， pp. 80-81 (1947). 

上掲引用の部分は吉井が分担執筆，昭和 17， 18 年ごろすでに脱稿していたことを筆者は知っている。
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本試みてわずかに数本が活着するだけである。これはどうも病校条には酸化酵素が著しく多いためらしい。

わずかに成功した例によってこれは接木伝染することを確かめてはいるがH・H・"というような答であった

と記憶する。慎重な氏にとっては， これぐらいの低い成功率では発表するに足りないと考えたのではある

まいか。

筆者が氏の教室を去るすこし前に“伊藤君，君がやる気があるならばキリのてんぐ巣病の研究をとりあ

げてよいよ"といわれたが，筆者の不敏とほかの仕事に追われてついに氏の助言を活かすことができなか

った。しかしその後徳重陽山はこれに真向からとり紐み，高い成功率で接木伝染試験成果をあげたほか本

病に関する諸般の研究を行ない， これがウイルス性疾病であることの証明を行なってみごとに吉井の期待

に答えた。この研究成績は徳重・吉井両者の名で昭和 23 年 (1948) 日本植物病理学会大会において， ま

た翌 24 年 (1949) 度には徳重・吉井・佐藤(敬) 3 名の共同研究として日本林学会九州支部研究発表会で

それぞれ講演されたが， 当時印刷事情が不良のため講演要旨が活字になったのはかなり後のことである剖

*' 。

徳重(1951-1955)制-*17) (昭 26-30) によって発表された本病の伝染，病態解部1]，病態生理等に関する

多数の論文および時を同じくして公表をみた吉井啓 (1950)制ト制。(昭 25) の業績によって本病がウイルス

持1 徳重陽山・吉井甫:桐の天狗巣病の伝染試験.日植病報 14 (3 ・ 4) ， p. 107 (1950). 

制一一一一・吉井 甫・佐藤敬二:桐樹天狗巣病の伝染性に就て.日本林学会九州支部第 1 回研究発表

会抄録 pp. 89-91 (1950). (謄写崩1]).

制一一一一: Witches'.broom of Paulownia tomentosa L.九大農紀要 10 (1) , pp. 45-67 (1951). 

桝一一一一:桐樹天狗巣病天狗巣病桐樹の呼吸作用について.其一.九大農演習林報 19, pp. 71-
82 (1951). 

制一一一一:天狗巣病桐樹の呼吸作用について 11. 九大農学芸雑 12 (4) , pp. 309-314 (1952). 
制一一一一一:向上 111. 同 12 (4) , pp. 315-319 (1952). 

前一一一一:桐樹天狗巣病(桐畑に於ける天狗巣病の発生について).日林誌 34 (1) , pp. 4-7 (1952). 

制一一一一:天狗巣病桐樹葉に於けるクロロゲン酸の過剰集積について.九州病虫研報 1, pp. 32-35 
(1955). 

制一一一一ー:天狗巣病桐樹の酸化酵素について.九大農学芸雑 15 (2) , pp. 145-150 (1955). 
持10 一一一一一:天狗巣病桐樹のアミラーゼ及びパーオキシダーゼ作用について.同 15 (3) , pp. 287-

290 (1955). 

制一一一一:天狗巣病桐樹のカタラーゼについて.同 15 (3) , pp 291-296 (1955). 
後12 _一一一一:天狗巣病羅病桐樹の葉緑素及び光合成作用に就いて.同 15 (3) , pp. 297-302 (1955). 

制一一一一:桐樹天狗巣病葉中の可溶性糖類の滞積について.同 15 (3) , pp. 303-307 (1955). 

州一一一一:天狗巣病桐樹葉の同化澱粉転移阻害について.同 15 (3) , pp. 309-312 (1955). 

制一一一一一:桐樹天狗巣病葉に於ける糖液より澱粉合成作用の低下について.同 15 (3) , pp. 313-
318 (1955). 

制一一一一:天狗巣病桐樹の炭水化物転移作用について.同 15 (3) , pp. 319-326 (1955). 

相一一一一-.天狗巣病桐樹枝に含まれている炭水化物及び窒素量の減少について.同 15 (3) , pp. 327 
-331 (1955). 

特18 吉井啓:桐の天狗巣病( 1), (11). 科学 20 (6) , pp. 283-284; 20 (7) , pp. 315-316 (1950). 

制一一一一:桐の天狗巣病に関する研究(第 1 報〉桐の天狗巣病接種試験に就いて.日林誌 32 (9) , 
pp. 301-305 (1950). 

制一一一一:向上

-366 (1950). 

(第 2 報) 天狗巣病羅病桐の化学的反応に就いて. 同 32 (11) , pp. 361 

柴田一一一一:同 上 (第 3 報〕 天狗巣羅病桐の理学的性質，特に水素イオン濃度及び等電位点

に就いて.同 32 (12) , pp. 396-400 (1950). 
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による疾病であることはもはや動かすことのできない事実として広く知られるようになった。

かつて吉井甫博士は筆者に“徳重君は林学を学んだだけあって接木の技術がひじように優秀であった。

それがキリてんぐ巣病の接木伝染を確証する大きな武器になった"と語ったことがある。このことを後年

徳重博士に話したところ“いや，あんなの，なんでもありませんよ。林業でよく使われている常温接蝋を，

接木伝染試験に用いたまでです"とすこぶる謙虚な言であった。

昭和 12 年ごろ，本病は東京付近では全くみられず， この分布は近畿地方以南と考えられていた。もっ

とも湘(1921)相(大 10) は「東京郊外の桐樹に天狗巣病の発生」と題する報告を行なっているが， これは

今日いう炭痘病であっててんぐ巣病ではないことはすでに述べたとおりである。それが第二次世界大戦後

には広く本病がみられ，東京，埼玉，神奈川，栃木，茨城の各都県で急速な蔓延をみて健全樹を見い出す

ことが図難なほどになった。昭和 34 年 (1959) には福島県の浜通りおよび中通りに侵入していることがわ

かり， キリの名産地会津地方に蔓延することが極力警戒されている。向 35 年には石川県小松地方で一地

域約 3 万本の病樹が発見されて大騒ぎになったことは記憶に新たなところである。その後の調査によれば

本病の分布がいまだ確認されていないのは北海道，新潟県および秋田県ぐらいのもので， ほとんど日本全

土に蔓延している現状である。東北地方の一部を除き，本病のためキリの栽培はほとんど不可能な状態に

おちいっている制刑制。

ところで本病はおそらく昆虫によって媒介伝搬されるものと考えられるが， 徳重博士らの永年の努力に

もかかわらずいまだ不明である。キリにはヨコパイ類等吸収口をもっ昆虫がついているが， これらが本病

病原ウイルスを伝搬するかどうか実験的に証明される段階にはいたっていない制制。このことが，本病の

防除対策をたてる上に大きな障害になっていることは確かで，早急な解決がのぞまれるところである。

キリはそのほとんどが分根によって増殖される。それで本病原ウイルスを保毒している母樹から分根す

れば，その分根苗の多くはてんぐ巣病にかかるはずで， したがって外観的に病徴が現われる前にその樹が

病原ウイルスを保毒しているかどうかを診断同定できる方法がのぞまれる。徳重博土は数か年にわたって

この検定植物 (test plant) の探索につとめ，ゴマノハグサ科植物およびマメ科植物について広汎な試験を

行なったが，今までのところ全く徒労に終わっている。ごく最近韓国の羅落俊 (LA ， Yong Joon) 氏が，

てんぐ巣病枝葉の汁液をカーボランダム法で Nicotiana rustica に接種したところ，接種 10 日後に壊死

斑を形成したと，注目すべき話を筆者にしてくれた。

炭痘病

キリの炭痘病

Gloeosρoyium kawakami・i MIYABE はてんぐ巣病病原として川上 (1902)前(明 35) が報じたもので，

明治およびつづく大正年代にも本菌はてんぐ巣病をおこすものと信じられてきた。もっとも堀(19叫〕制

刑期正太郎:東京郊外の桐樹に天狗巣病の発生.日植病報 1 (4) , pp. 70-71 (1921). 

制伊藤一雄:キリの天狗巣病速急な国家的対策が必要一・森林防疫ニユ{ス (7) ， pp. 34-35 (1952). 
前一一一一一:最近問題になっているキリのてんぐ巣病.同 9 (11) , pp. 221-225 (1960). 
制一一一一一:図説樹病講義東京， pp. 133-142 (1955). 
制一一一:図説樹病新講.東京， pp.235-2必 (1962).

制中村克哉・小林英彦:キリ天狗巣病樹にみられる吸収性昆虫.日林誌 43(4) ， p. 146 (1961). 

射 111上滝弥:栴樹天狗巣病(桐樹萎縮病〉原論.東京， pp. 19+4 (1902). 
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〈大 10) および辻(1926)制〈大 15) は，本菌はキリにてんぐ巣病をおこすほか炭痘病の病徴をもおこすと

考えていた。

吉井(甫) (1931)'15) (昭 6) は íGloeos.ρorium Kawakamii MIYABE に関する研究 11.本菌の形態及

び培養」で， まず氏の観察によればてんぐ巣症状宏呈しないキリの葉上にもこの菌がしばしば見い出され

ることから，本菌のてんぐ巣病

原説に疑問をいだき“……此処

に於て余は先づ桐の天狗巣病と

Gl. Kawakamii の関係の有無

を実験的に証明せんとし両者を

全く切離して試験した……。此

処に於て報告する所のものは，

著者が桐の天狗巣病に非ずとな

したる Gl. Kawakamii は然ら

ば如何なる菌なりやと云ふにあ

りて，主として本菌の形態及堵

養上の性質を明かにせんことを

期した……。"この論文には本

菌の形態について詳細な記述を

行ない，次に分生胞子の発芽形

態を述べ，さらに各種培地上に

おける菌叢の特徴を記している。

“形態"の項目では“……著者

は従来屡々 Gl. Kawakamij を

観察する機会を有したるも，胞

子層内に剛毛を発見したるはこ

の九大系の菌を以て最初のもの

となし， その後同年福岡県浮羽

郡より購入したる桐苗木上に於

ける本病菌(浮羽系〉に於ても

この剛毛の存在を確め得たり。

'';;i.~iol~RìúM KAWAK'JMﾌI 
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第 79 図吉井甫 (1933).

íGloeos.，ρorium Kawakamii MIY ABE に関する研究
1V. 本病菌によって起る桐の炭痘病に就て」のタイトル・ページ

胞子層中の剛毛の存在は Gloeosporium 属より Colletotrichum 属を分つべき両者形態上の唯一の相違点

にして，之を以て見れば本菌は当然 Colletotrichum 属に編入すべきも，本論文に於ては G1. Kawakamii 

の分類学上の位置に関しては論及を避けたり。"とし，測毛を伴う分生子堆を図示している。今日の炭痘

病菌の分類学からすれば，分生子堆における剛毛の存否はそう重大な意味のあるものではない制が，筆者

制辻良介:苗木ニヨリ伝播スル病害.植物検査糞 1， pp. 1-124 (1926). 

制 ARX ， J. A. VON: Die Arten der Gattung Collectotrichum CDA. Phytopath. Zeits. , 29, pp. 413 

-468 (1957). 
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がこれまで関東および関東以北産の本菌を多数調べたが，岡IJ毛を伴う分生子堆を全く見たことがない。し

かしキリに寄生する炭痘病菌は Gl. kawakamii 1 積だけではなく ， Glomerella cingulata (STONEM.) 

SPAUL. et v. SCHRENK もしばしばみられ汽この菌の不完全時代には剛毛を伴うことがめずらしくな

い。なお VON ARX (1957)担は Glomerella cingulata， の分生胞子時代名として Colletotrichum gloeo・

s�orioides PENZ. をあて， Gloeos�orium kawakamii をその synonyms のーとしているが，筆者は

Gloeosporium kawakamii は Glomerella cingulata とは明らかに別種であるとの見解を持つものであ

る制
。

吉井(1931)21 6) (昭 6) jGloeosporium Kawakamii MIY ABE に関する研究 III.分生胞子の発芽に関す

る知見」では本菌の分生胞子の発芽に及ぼす外聞環境の影響，付着器の形成に及ぼす接触刺戟の影響等に

関する実験結果が記されている。

同氏(1933)削(昭 8) 昱loeosporium Kawakamii MIYABE に関する研究 IV. 本病菌によって起る

桐の炭症病に就て」は氏の本シリーズ最終論文でありまた最も充実した業績になっている。まず“緒言"

で，“H ・ H ・ Gloeosporium Kawakamii が桐に寄生してその結果生ずる桐の病害の名称は，堀氏制……の命

名せるものを踏襲して之を桐の炭痘病と呼ぴたり。"とし，“病徴"では本病の病徴について詳細な記載を

行ない，かつ類似の疾病とうそう病(黒痘病〕との相違についても説明している。“接種試験"の項では

自ら行なった 4 回にわたる接種試験成績をあげ，“……本病菌の分生胞子浮滋液を以て桐に噴霧接種する時

は， 3~4 日後に極めて微かなる病胞を生じ 5 日後に至りてその病斑は判然たる褐色の斑点、となり， 7 目

前後にしてその病雌上に胞子層の完成を見る……。 而して極めて幼若なる桐苗に接種する時は，病組織の

枯死に伴ひて，多数の病Ufを生ぜし部分より折曲り，立枯れの病状となることあり……。極めて旺盛なる

発育をなしつつある桐に接種する時は，たとへ轍葉に接種せし場合と錐も，発病までに数回の新葉を形成

する結果，発病期に於てはその撤葉は既に頂芽より数個下方に存することとなり，かつその組織も可なり

輩靭化するに至る…・・・。斯くの如く本病菌の侵害に対し桐は多少共常に発病するものなるも，朝鮮桐 (P.

coreana) は本病菌によって発病することなし……。"と総括している。

“病原菌の寄主体侵入に関する実験"ではその結果を， "Gl. Kawakamii の分生胞子が桐の若き組織上

に到着する時は，・…・・24 時間後には既に発芽して附着器を生じ，なお附着器の下底より侵入糸を生じ，寄

主のクチクラ)習を破りてその表皮細胞内に侵入するものにして，侵入せし菌糸は数回分校し， 3 日後には

広く体内に蔓延するに至る。..・...本病菌は朝鮮桐に対しても，桐に於けると同様に，そのクチクラ層を貫

通して表皮細胞内に侵入するも， その貫通は極めて困難なるが如く，且つ侵入せし菌糸の蔓延も甚しく不

良にして之は単に細胞膜壁の輩聞なるが為ならず，叉組織内に於ける菌糸の発育不良なるによるものと観

察せられたり。"と述べている。つづいて“病組織の解剖"所見をくわしく記述し，“Gl. Kawakamii の

朝鮮桐に対する寄生性"では接種試験および病理解剖の結果"…本病害に対し朝鮮桐……は全く免疫性

を有す。本病菌を朝鮮桐に寄生せしむる時は，桐の場合と同様にそのクチクラ層を貫通して体内に侵入す

制伊藤一雄・千葉修: Studies on some anthracnoses of woody plants-II. Glomerella parasitic 

on paulownia trees. 林試研報 81, pp. 43~58 (1955). 

発2 ARX , ]. A. VON: Die Arten der Gattung Colletotrichum CDA. Phytopath. Zeits. , 29 , pp. 413 

~468 (1957). 

持3 堀正太郎:東京郊外の桐樹に天狗巣病の発生.日植病報 1 (4) , pp. 70~71 (1921). 
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るも，その侵害蔓延の程度は極めて緩漫にして且つ次第に栄養不足の状態となり遂に病販を生ずるに至ら

ざるものにして，之は組織の輩靭なるが為及びその局部細胞よりする或種有害作用の結果によるものと推

察せらる。"と結んでいる。

永井(行) (1936)515) (昭 11) は「東北地方に於ける桐苗木の炭痕病」で次のように述べている。“昨春 4

月林業試験場内に於て桐苗品評会の開催された際，東北地方から出品された苗木の大部分が主幹の樹皮乾

燥して亀裂を生じ象皮状の病害部を有する事が明永〔久次郎〕技師より指摘され当業者の注目を惹いた。右

の苗木の一部は後場内に植栽し病害の経過観察に資したのであるがその中被害の甚だしいものは葉が 4， 5

葉展開の後地上部が枯死するに至り，叉生育極めて良好なるものに於ても病害樹皮下 Callus を生じ且つ

葉には多数の炭痘病阪を生じた。叉樹幹病害部より Gloeosporium 菌の分離に成功したので炭痘病ならん

と思惟し九大吉井甫氏に鑑定を乞ひたる所正しく炭痘病なる事を確言された。爾来筆者は之れが防除試

験に従事して居るのであるが以下昨秋 9 月に行へる東北地方に於ける同病の実地調査の結果を記し其被害

状況の大要を報告する。"として岩手，福島両県における調査のあらましを述べ，病徴および実生直の被害

について記してから，“……根伏による苗木は・…・・当初より相当勢力の強い蔚芽をなすのであるが前記被害

地方に於てはかくの如き苗木が最も甚く本病の被害を蒙って居るのである。……叉 180cm 以上に成育した

苗木も……殆ど例外なく幹の縦軸に沿って 30cm 以上に拡った象皮状の病斑を有し，あるものは病害部乾

燥して亀裂を生じ，……。 かくの如き傷害需は樹の勢力旺盛なる時は数年にして内部に包まれて外部には何

等の傷療も残さない様になるが或る期間傷が露出される事は魔朽菌の侵入に絶好の機会を与へる事となり

甚だ危険である。……南部桐の如く山の傾斜地に栽植した後はその根株より蔵芽させる場合は新植の苗木

に比し，はるかに旺盛な発育をするが之も亦容易に炭痘病に侵され病害部以上が枯死するものが甚だ多い。

為に翌春再び台切りを行ひ新芽を生ずると叉前年同様枯死し数回之を繰返す中遂に根部が腐朽して全樹が

枯死するに至る。"と病状，被害状況をくわしく述べている。

本病はてんぐ巣病，ふらん病とともにキリの三大病害のーに数えられるものであるが，本病原菌につい

てはすでに記したことのほか，昭和中期にはその越冬状態が明らかにされベなお薬剤防除法も一応でき

ている(後述〉。

キリのとうそう病(黒痘病〕

辻 (1926)制(大 15) はキリに Gloeosporium kawakamii MIY ABE とは異なる菌による疾病を見い出

し，これに黒宿病という名を与え，この菌を Gloeosporium sp. とした。

翌年原(1927)3) (昭 2) は「実験樹木病害篇J (p. 117) で辻(1. c.) の見い出した菌を新種とみとめて

Sphaceloma tsujii sp. nov. と L f;こ。

吉井(1933)3叫(昭 8) は iGloeosporium Kawakamii MIY ABE に関する研究 IV. 本病菌によって起

る桐の炭痘病に就て」で本病をとりあげて次のように述べている。“本病害に極めて類似したる病害に

S戸haceloma Tsujii HARA......によって起る桐の黒痘病あり。本病害については既に辻氏……の詳細なる

記載あるも，桐の炭痘病との病徴の異同を列挙すれば凡そ次の如し。" として以下両疾病の相異点をあげ

ている。

制伊藤一雄・千葉 修:樹木炭痘の研究1.キリ炭痘病菌 Gloeosρorium Kawakamii MIY ABE の越冬

について.林試研報 70, pp. 93~101 (1954). 

持2 辻良介:苗木ニヨリ伝播スル病害.植物検査嚢 1, pp. 1~124 (1926). 
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くだって吉井(帯) (1947)引(昭 22) は「解剖j植物病理学j (pp. 90-91) で，本病病斑の解剖l所見を述

べ，木栓層により防衛層を完成する疾病のうち，病斑部に柔細胞の増生を伴う場合の例としてこれを図示

している。

さらに後年本病はキリのみならずココノエギリ(通称タイワンギリ)(Paulownia fortunei) に対しでも

時にいちじるしい被害を与えることが報告されている制。

アオキの炭痘病

すでに逸見 (1921)制(大 10) はアオキの炭痘病菌として Colletotrichum ρollaccii MAGN. を記載した

が，逸見・野島(1927) 5) (昭 2) ["Contributions to the knowledge of anthracnoses of plants. 1. Notes 

on three new or little known anthracnoses of the cultivated plants in Japanj で， Colletotrichum 

ρollaccii MAGN. にも，また Gloeosporium aucubae OUDEM. にも該当しない炭痕病菌を見い出し，こ

れを新種とみとめて ， Gloeos戸orium (Colletotrichum) kiofoense HEMMI et NO]IMA , sp. nov. と命

名，記載を行なった。

オリーブの炭痘病

逸見・倉田・東原(1933) 272) (昭 8) は「オリーブ及び稜稜草の炭痘病に就きてJ で“筆者等は従来本邦に

於てオリーブの炭成病に就き記載せられたるものあるを知らず。然るに昭和 5 年 9 月上旬香川県立農事試

験場オリーブ試験地に於て果実に本病発生し次第に蔓延の徴あるを知り，同場山西……氏は H ・ H・逸見に標

本を送致せられしを以て，倉田は直ちに病原菌を分離培養し，現に其病理学的研究を継続中なり。文献に

徴する本病病原菌は……Gloeosporium Olivarum Alm. に一致す。……"とし，その病徴，被害状況，接

種試験および病原菌の培養上の性質を簡単に記している。

翌年，逸見・倉田 (1934)337) (昭 9) 両氏の名で ["Contributions to the knowledge of anthracnoses of 

plants. II. On Gloeosporium Olivarum ALM. causing the olive anthracnosej と題して報じられて

いるが，この内容は“Symptoms of the disease and morphology of the fungus" , “ Physiology of 

the fungusヘ“Pathogenicity of the fungus" 等から成っている。

キリ実生苗の病害

倉田益二郎(1940)729) (昭 15) が「桐の播種に関する基礎的研究(其ー) 種子に就て」で“桐の繁殖は

従来主として蔚芽，分根によってなされ，殆んど婿種によって行はれなかった。勿論蔚芽，分根による方

が確実で且生育良く，叉品種の国定も確で，甚だ実際上数多の長所を有するのであるが安価に多量生産

し，叉品種改良を行ふ点からは何んと言っても矯種によらねばならぬ。然しながら桐の播種は一般の種子

の場合と多少異り，必しも容易に発芽生育を望まれない。即ち最も良好な場合でも得苗は播種数の 1% に

過ぎず，桐の播種は断念すべきものとされてゐた。"といっている。

キリ種子の発芽は容易であるが，発芽後に稚苗が消失して結局実生苗養成の困難なことはずい分古くか

ら知られていたようで，すでに元禄時代にキリ実生商作りの，いわば秘伝を述べたものがある。すなわち，

宮崎安貞 (1697)制(元禄 10 年) ["農業全書j，“九之巻"の“桐第四"に次のように記されている。“自

制吉井甫・河村栄吉:解剖j植物病理学.東京 pp. 90-91 (1947). 

制伊藤一雄:ココノエギリの病害 3 種.森林防疫ニユース 8 (2) , pp. 27-28 (1959). 
前逸見武雄: Nachtr臠e zur Kenntnis der Gloeosporien. 北大農紀要 9 (6) , pp. 305-346 (1921). 

制宮崎安貞編録・貝原楽軒剛補・土屋喬雄校訂:農業全書(岩波文庫) pp. 294-296 (1949)(昭 24) による.
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桐，是常に板にして寓の器に用ゆる桐なり。此桐には子はなしと云ふ説あれども，花房のやうなる殻の中

にわりて見れば蝿の羽のごとくにて，たねとはみへぬものあり。 されども秋是を取りて雨の直にあたらぬ

所，のきの下，ぬれゑんの下など，とかく日風雨のつよくあたらずしてよく肥へたる地に，小石瓦など取

立て，肥土をも加へたるに蒔き置きて，わらあくたすすがや等をうすくかけ置けば，石瓦の問より生出で

て，雨風にのがれてふとりたるを明る春同じく冬になりて木のほどを見合せ，移しうゆベし。其年移t..:て

は枯るるものなり。 H・H・"と。

降って明治時代にはキリ実生苗作りについて次の記事がみられる。明治 30 年 (1897) 2 月発行，大日本

山林会報第 170 号，質疑応答欄引に「桐首に就ひて質問」とありその内容は次のとおりである。“ー桐苗

は従来種根を以て仕立居候処多数の費用を要するか故に矯種せんとし予て種子を貯へ置き本年三月十日砂

地の畑を耕し畝を造り肥を施し種子を播き其飛散せさらんか為に大豆位の小石を薄く上け其上に藁を以て

押へ置きたるに五月下旬に至り発芽し数百の苗を生せしか漸々亡失し終に皆無に属せり 蓋し其幾分は皐

害雑草の害を蒙むりたるものの如し 二五月十日東南に面したる山林の木竹薪材に皆伐し後数日を経て

柴草枯木雑草等を焼き払ひ栗を播きたるに秋季に至り桐苗丈二三寸より尺に及ふもの合せて数千本生育せ

り依て検するに西方数百聞を隔て数本の老綱あるを発見せり此れに由りて考ふるに該樹の種実脱殻して風

の為に吹き送られ成育せしものならんことを 但土質は細く軽き灰土にして自由に上下する能はさるの傾

斜地にして落実後焼払ふたるものの如し 三五月中旬種子少量宛を石援の聞に入れ置き発芽を験せしに

若干の苗を得丈尺余に達するものあり 四一説に由るときは春彼岸頃整地適宜畝を造り懇々土塊を砕き

槌にて打ち当地面を均し肥を施し種を矯き其上に乾きたる細土を種の隠るる迄に散布し柴草若くは策を其

上にて焼き発芽せしむると 右第ーより第三は実験せし所にして第四は伝説を記す而してーの確たる仕立

法を得す故に前方法にして改良注意すへき点或は他の良方法及種子商と種根苗とは成長後何れか優等なる

や御教示被成下度候"。これに対して本多静六は次のように答えている。“実生の桐生は根分によりしもの

より其性質軟弱にして寒暑風雨虫其他病気の害に羅り易し栗畑並に石垣の聞にて完全に発育せしは栗叉は

石にありて是等の害を保護せられたるによる 種子を播付け細土を散布したる上に葉芝を焼きて発芽せし

むると云ふことは発芽には益なく却って害あるへし但し一度焼きたる地上に矯種すると云ふことなれは虫

並に病気の卵を焼殺し発生後苗安全なるの効あるへし然れ共発芽せしむる丈には別に方法を要せす只細土

を極めて少く蔽ひ種子の漸く隠くるる様になしEつ其飛散を防くか為めに風除のある所に苗床を作り且つ

日除を適宜になし置く時は一升の種子より数十蔦発生するを見る可し只発生後の保護法に未た完全なるも

のを得す今日の所にては寧ろ根分法……によるを便利とするが如し但実生の商は根分苗より弱小なるを常

とすれは山出に一年間還るることあるも山地に植付後の成長には別段の差あらさるへし……。"

直井真澄 (1897)剖(明 30) の「桐の実蒔試験」には次のようにある。“桐樹は之れを繁殖するに実蒔に

ては甚た難し 故に従来傍根を断ちて之を分殖して苗を仕立つ 曾て実生の苗を販売せしことを聞かず…

…小生......廿六年・…・・本多先生命令の下に…・・・桐種子の試験にも着手せり 即ち種子を数へて五千粒及ひ

百粒の二口とし苗床を二ケ所に造り従来の式に依り四月中旬に蒋付けしか種子の不良なるや或は叉蒔付の

方法完全ならざりしにや五千粒の方は十二本百粒の方は三本のみ発生し首長じて六七寸に至りしか八月頃

炎暑の為め一時に皆枯死せり 二度目即廿八年春四月下旬より適宜の場所を撰び是れに三尺四方の床を造

制大日本山林会報 170, pp. 49~50 (189η. 
義2 直井真澄:桐の実蒔試験.大日本山林会報 170, pp. 51-53 (1897). 
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り丁寧に耕て飾にて土塊を飾除き土質軽き故に川砂四五升計りを入れてよく混合し置き四月廿一日蒔付の

際に至り前に造り置たる床を厚板にて打ち地を均し其上に水を注ぎ……然る後撲種壱タ(粒数六千八百)

を散布し叉其上に飾を以て種の隠るる迄川砂を鮪掛け葉を以て薄く覆ひ置き五月十七日より発芽して二三

分に長じたる時葉を地より三四寸計り高め首長するに随ひ不残取除け直に叢簾を以て日除を造り日光を防

ぎたり 八月中旬に調査せし処小なるものはー，二寸大なるものは五，六寸に長す 大小合て四千五百七

十四本あり残りの分も漸々発生の景況を顕せり 然るに其後……九月下旬に至り追々商枯初む 是に於て

炎天打続き地乾く時は水を注き雨天続く時は雨を除け種々予防に注意し漸く五百本計りを残し得たり 同

十月中旬より追々落葉を初めしか十一月中旬に至り寒気の為めか悉く枯死するに至れり 三度目即ち廿九

年H・...苗二三分に長せし時藁を取除き直に日除を造りて種々手当を施すと錐も……非常の降雨相続き為め

に発生の幼苗三分のこを魔敗せしめ残りの一分は追々長して六七寸に達すと雄も苗柔軟にして……僅かに

三百五十本を残したり……十一月上旬より漸次枯れ初め残るもの僅かに二十本に至れり……思ふに実生の

幼苗は寒暑及察雨に最も弱きものなれば日光の防き方水の注き法寒の手当等充分に注意せされば商生育せ

ざるものなり……。"

なお，本多(1908)制(明 41) は“……発芽量ハ室内ノ発芽試験ニテハ其九割ヲ得ペシト雄トモ苗圃ニ於

テハ六回ノ試験ノ結果僅カニ平均六分ニ過キズ尚且ツ発生後極メテ枯死シ易キヲ以テ実際ー升ノ種子ヨリ

三千本以上ノ一年生苗木ヲ得ルコト容易ノ業ニテアラズ故ニ商圃ノ取扱ニシテ其当ヲ得ザルトキハ播種全

ク無効ニ帰スルコトアリペ“……要スルニ桐ノ幼苗ハ厚キ肥土ト過度ノ湿気ト雨ニ打タルルコトトヲ恐ル

ルガ故ニ宜シク此三点ニ注意スベシ"と記し，キリの実生苗養成法をいろいろ述べてし、る。

キリ実生苗が消失する大きな原因としてその病気に気づいた人々もあったにちがいないが，これについ

て病理学的なメスを入れた最初の報文は次のものではあるまいか。

永井(行) (1936)51町(昭 11) は「東北地方に於ける桐樹の主なる病害」で，“H・H・筆者は今春五月桐種子

を播種して従来種子による繁殖が病害の為殆ど不可能の状態に立至ってゐる原因を追究せんとした際，炭

痘病が其の原因のーっとなって居る事を確めた。即ち高さ約二~三糎に生育せる苗の約半数が，梅雨季に

入り本病の為に枯死し，残り半数は良好なる発育を遂げ，高さ約一0-一五糎に達したが，八月十三日よ

り十六日に亘る降雨後続々として本病の為に倒れ始め，同月二十三日には婿種床に一本の桐酋をも見られ

ない全滅の惨状を呈した。これから Gloeosporium 菌を分離して……培養基上に生じた分生胞子を，本葉

四，五葉を有する幼商に噴霧接種した所，五日後に胞子層の形成を見八日後には立枯の状態となった。"

と述べている。なお氏(1936)515)は「東北地方に於ける桐苗木の炭痘病」でも上とほぼ同じことにふれて

いる。

つづいて倉田(益) (1941)770) (昭 16) は「桐の播種に関する基礎的研究(其二〕予備調査試験」で，まず

“桐の実生苗を得ることの困難なことは今日迄既に多くの人々によって，認められてゐる。"ことを文献に

よって紹介，次に自然界で遭遇する実生苗が生育するいくつかの例をあげ，なお自ら矯種試験を行なって

発芽後の1首長を観察している。倉田(益) (1942)口町(昭 17) r同(其五〉稚苗の菌害J では“柄実生苗取得

の困難叉は不可能の原因は既に筆者の研究結果明にされた如く，次の四に区別される。即ち1.雨滴による

転倒消失1.雑草による被圧枯死1.昆虫による種子の喰害1.菌害による死滅……"とし，菌害 A “Me-

持1 本多静六:本多造林学各論第三編.東京， p. 5, p. 18 (1908). ただし増訂 3 版による。
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lanconiaceae に属する所謂炭痘病菌か或はバクテリアの何れか……"一，菌害 B一“本菌は立枯病の一種

で(Fusarium sp.) あって……一，菌害 C一“本菌も立枯病の一種で (Corticium sp.)" ーおよび菌害 D

-“本菌は炭痘病菌の一種……"をあげている。

倉田 (1943)'叫(昭 18) は「桐の耐病性品種」と題する短報において“……実生法の事業化を図るため

本年高萩出張所及大正試験地で行った養苗試験の結果によれば 7 月迄に移植したものは殆んど菌害の発生

なく良好な生育をしたが 8 月迄播種床におき密生させておいたものは菌害著しく枯死したものが多くあ

った。然るに台湾桐 (Paulownia kawakamii , Ito) は日本桐 (P. tomentosa Steud.) と異り 8 月移植区

も菌害を全く受けず良好な生育を遂げ，旦矯種床に据置のものも健全に生育してゐる事実に直面した。叉

生育を阻害する程でなく共日本桐では相当の大苗でも樹幹に炭痘病菌の寄生を見るが台湾桐では滅多に寄

生した個体を認めない。以上の事実から炭痘病寄生のため困難だとされてゐる桐の実生法も台湾桐では面

倒な病菌対策の必要もなく，一層容易に行ひ得るのではあるまいかと考へる。"なお，倉田・中平 (1944)

87町(昭 19) í桐の播種に関する基礎的研究(其七〉 高萩出張所に於ける試験結果に就て 附'日本桐と台

湾桐との比較」でも“H・H・日本桐では炭痘病の被害があったが，台湾桐では羅病するものを見なかった。

即ち後者は著しく耐病性が強いことが認められたが，将来尚探究を続け確定したい。 この耐病性は葉面の

毛茸にも深い関係が存すると考へられるがH・"と述べている。

近年伊藤(ー〕ら (1956)制(昭 31) によってキリ稚苗消失の原因が病理学的に検討され， (1) 土袴の形成

による障害， (2) 商立枯病および， (3) 炭痘病の被害がそれであることが明らかにされた。土祷は稚苗を

緊迫して機械的障害を与えるばかりでなく，炭痘病および苗立枯病発生の大きな誘因になり，苗立枯病菌

としては丹thium， Rhizocfonia および Fusarium が検出されるが主要な菌は Fusarium で， なお

Fusarium はしばしば種子に付着していることも知られた。 しかし稚商消失の最大の原因は炭痘病の被害

で，これによってほとんど全滅におちいるものであるとした。 これらの原因を除去するため，土袴の形成

しない播種床を考案し，種子消毒と土嬢消毒によって苗立枯病の発生を防ぎ，なお最大の原因である炭痘

病の防除には有機水銀剤加用ボルドー液またはダイセン水和剤散布を行ない，以上の諸事項を完全に実施

することによってキリ実生苗の養成は容易に可能であると報じている。

葉の病害

クルミの葉枯病

原(1927)汽昭 2) は「実験樹木病害篇J (pp. 248-249) に“胡桃の葉枯病"という病名でオニグルミ

の疾病をあげ，病原菌を新種とみとめ， Septogloeum juglandis HARA , sp. nov. と命名，なお“...1..著

者は此菌を静岡県水窪町に於て発見せり(大正十五年十月二十日〕。本病は其概観炭痘病 (Marsöhia

Juglandis Sacc. , Gloeosporium Juglandis Mont.) に類似す。・…・・"と記している。

昭和中期にクルミの新病害，自かび葉枯病，その病原菌は Sρhaerulina juglandis K. ITO et T. Koｭ

BAYASHI) (Cercosρorella juglandis K. ITO et T. KOBAYASHI) と命名されたもの引とこれはひじよ

うによく似ており，筆者は最近にいたりあるいは同ーのものではあるまいかと考えるようになったがいま

制伊藤一雄・紺谷修治・渋川浩三・佐藤久男:キリ実生荷の病害とその防除試験.林試研報 91 , pp. 37 
'" 48 (1956). 

制伊藤一雄・小林享夫: Notes on some leaf-spot diseases of broadleaved trees-IV. A new species 

of Sρ'haerulina causing frosty mildew of walnut trees. 林試研報 96， pp. 37-68 (1957). 
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だ確かめる段階にはいたっていない。

ニレの黒斑病

西門・松本(1929)'6)刊(昭 4) は「輸の新病害，黒斑病に関する研究予報」で次のように述べている。

‘一.緒言 著者の一人西門は大正六年十一月 H・ H・初めて倉敷市に於テアキニレ……の葉に一種漆黒色の

班(斑〉点を〔生〕ぜる事を認め， 其以来年々其発生を目撃してゐた。其後大正一0年に至り北米合衆国の

L. E. MILES (1921)則氏は・…"，輸の斑点病と題して Gnomonia ulmea (SCHW.) THEUMEN 菌による

病害を記載した。依って是等両者を比較し其極めてよく類似してゐる事を認めたので，西門は当時標本を

送付して MILES 氏に比較研究を求めた事がある。然し西門の比較では両者の聞に多少の差ある事を認め

てゐたが，其鐙にしでゐる内に荏再今日に及んだ。本病は本邦には極めて普通であるが，其後何等之に就

いて記載した人もなく，叉最近著者等は再び此輸の黒斑病菌に興味を感じたので，少しく実験を始めた0

・…“最近 MILES 氏から送付せられた多数の標本を検査した結果では，本病菌は北米産の Gnomonia

ulmea (SCHW.) THUEM. 菌とは各種の点に於て異り，従来記載せられた菌とも一致せない。故に新種で

あると考へ Gnomonia Oharana n. sp. の新名を以て報じたいと思ふ0・…・・けとし，“二.病徴"，“三.

病菌の形態"では本菌の子嚢胞子時代およひ'分生子時代のおのおのについて詳細な記述を行ない，“四.病

菌の分類学的位置並に名称"の項では，この分生子時代は M'elasmia ulmicola B. et C. の名ですでに

本邦で報じられている刑制制ものとおそらく同一であろうとし，また北海道で普通に見られて Syst何mma

ulmi (SCHLEICH) THEISS. et SYDOW とされていたものはこれに外ならぬとし，なお種々検討の結果，

本菌の子嚢胞子時代に対して“…・・本病菌には Gnomonia Oharana n. sp. の新名を適用す。蓋し近く

創立満十五週年記念式を挙行せんとする我大原農業研究所の名を永く記念せんがためである。" と記して

いる。なお本菌の寄主としてアキニレのほかハルニレ，ノニレおよびオヒョウをあげている。

上とほとんど同一内容のものが，西門・松本(1929)98) I A new disease of elm , caused by Gnomonia 

Oharana n. sp.J と題して英文で報じられており，これには本菌の分生子時代は PlacosPhaeria ulmi P. 

HENN. (Asteroma ulmi (KLOTZ.) COOKE) らしいとしている。

ところで西門・松本 (1929)96)は本菌の不完全時代と認めた Melasmia ulmicola BERK. et CURT. に

ついて"諭属に寄生する菌に Melasmia ulmicola B. et C. 菌がある。 H・...本邦で之が発生を初めて

報じたのは三宅市郎(一九一三〕氏の様である。……" といっているが，これより早く白井 (1905)制「日

本菌類目録」にこの菌名がみられる。そして後年原 (1954)制「日本菌類目録」では本菌の完全時代名とし

て Rhytisma ulmi FR. が記されている。

なお，松本(弘) (1931) 1問(昭 6) は「檎黒斑病菌ノ生活史ニ関スル観察」結果を述べている。

トチの白かぴ病

江上 (1931)'52)(昭 6) は「トチの一新病害に就て(予報)J で，“本年六月……盛岡市……に於て三年生

位のトチの葉に未知の病害発生せるを採集し，更に七月……駒岳山麓仙岩峠のトチの群落に著しく本病の

制 MILES ， L. E.: Leaf spots of the elm. Bot. Gaz. , 71, pp. 161-196 (1921). 

担白井光太郎:日本菌類目録. p. 53 (1905). 

制三宅市郎: Studien �er chinesishe Pilz. 植物学雑 27 (315) , pp. 45-54 (1913). 

制三浦道哉:満蒙植物誌第三輯. pp. 473-474 (1928)55). 

長5 原摂祐:日本菌類目録. p. 317 (1954). 
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蔓延し相当被害の大なるを目撃した。……著者の調べた範聞に於ては本病に関する研究なく従って……。

以下本病に就てH ・ H・調査した結果を述べ予報とする。"とあり， “病徴"，“病原菌の形態"“分生胞子の

発芽試験"と記し，“分類学的考察"では文献と比較の結果，“……之等の事実より吾が菌を新種と認め

Septocylindrium Aesculi TOGASHI et EGAMI の種名を附し病名をトチの白徹病としたいと思ふ。"と

いっている。

マサキの褐紋病

西門・木村・宮脇 (1939)67町昭 14) rマサキの褐紋病に就て」に“著者の一人は昨年八月大阪府池田市…

…でフイリマサキの策に一種特徴ある大形の病成が表はれ被害葉が多数落葉して居るのを見た。右病斑内

叉は落葉には多数の小黒点が表はれて居り之を顕微鏡検査して一種の MacroPhoma 属の柄子殻である事

を認めた。……"との書き出しにはじまり，“病徴"“本菌の形態"とつづきJ‘本菌の分類学的考察"で

は文献によって比較検討し，“……其の以外にはマサキ叉は Evonymus 属に発生する Macroρhoma 属の

記されたものはない。其故著者等の菌は取敢へず Macrophoma Evonymi.japonici sp. nov. の名を以て

記述する。"として和名およびラテン交の記載をしている。次に“本菌の生理"，“本菌の病原性"では接

種試験の結果，“……マ叶キの褐紋病菌はマサキ，コマユしニシキギ， ヒロハノツリパナ等の葉……は，

傷があれば容易に此等の植物に病原性を表し得る物である事が判然した。 只自然に於ける本病の発生状態

を観察した処では単なる傷害実寄生菌とは思はれないが接種の成績は著者等の行った範闘では無傷の葉を侵

害する事はなかった。"と結んでいる。

マサキの灰斑病

商門・木村・官級~ (1939)673)に“マサキの灰斑病を起す Pestalozzia 菌に就いて"という一項があり，こ

れには次のように述べられている。“……マサキの褐紋病の斑点と混在して輪廓の比較的判然した正円乃

至不整円形の褐色の斑点、を認める事がある。該病斑も後には内部が組色し灰白色となり其内に小黒点、が表

はれる。此小黒点は鏡検の結果では Pestalozzia 属菌の胞子層であった。"といい，この菌を“Pestaloz・

zia gracilis Klebahan" と同定，なお“本病は之を其病徴から灰斑病の名を以て呼ぶ事に……"した。

ボケの褐斑病

西門.木村.宮脇 (ο193ω9)戸6肝74ぺ昭 14め)は「ポケの葉を(侵受害する褐斑病菌他一菌に就て」で‘“‘昨夏著者の一

人は大阪府池田市.…...…..で，切花用として栽培されて居るボケの業に一種の斑点が出来，非度く落葉して居

るのを見て，採集し被害葉を鏡検した。其結果，該病斑は一種の Marssonina 属菌の寄生による物である

事が分った。此 Marssonina 菌は其後の調査の結果 Marssonina Mali (P. HENN.) ITO と同一なりと

断じてよい物のようである。"とし，簡単な病徴を記し，菌の形態を記載してから，“......該菌は三宅市郎

(明三七〕氏が初めて採集 P. HENNINGS (一九O五)氏に送られた物で Marssonia Mali P. HENN. と

して発表された物であるか…・・のちに伊藤〔誠哉〕博士によりて Marssonina Mali (P. HENN.) ITo と

改められた物である。"としている。

なお本報交には“上記褐斑病擢病のボケの落葉を検すると其葉函に褐斑病菌の胞子堆と混在し叉は完く

別の部分に之よりも給々大形な小黒点が多数に存在するのを認める。之は Discosia Artocreas (TOD.) 

FR. 菌で……あった。該菌はボケの褐斑病の被害落葉上に単に寄屍的に発生せるものであるか叉はは其落

葉作用に対して或る種の役割を演ずる物であるかの決定は将来の研究に侯つ……。"ともいっている。

西円・宮脇 (1941)781)(昭 16) は「ボケの葉を侵害する菌類に関する続報J で“嚢に…・・ボケの褐斑病に
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就きて報告したが其続報として更に二菌を追加したい。"とし ， Discosia chaenomeles sp. nov. および

Neottiosρora chaenomeles sp. nov. を記載している。

ツバキの漉点病

小川 (1940)"代昭 15) 昱raphiothecium Kusanoi sp. nov. に因るツバキの病成点(予報)J に“数年

以前，房州清澄山東大演習林でツバキの葉に緑白色の艮t点を生じたものを採集し，検鏡の結果，病菌の寄

生に原因するものなる事を知った。即ち漆黒色の病菌子坐と是より生じた黒色剛毛状の菌糸束とを認めた

けれども，当時は未だ病菌胞子の形成を観察して居なかったので，菌の所属を確認するに至らなかった。

其後，昭和年 11 夏再び同地に赴き調査し，尚演習林当局者の好意により送附せられた標本に就て研究し，

本病の性質を幾分閣明する事を得た。未だ病菌の子嚢時代を観察せず，叉其の他の研究調査も不充分であ

るが，従来ツバキにかかる病害の発生を報告せられて居ないから，主主にツバキの 1 新病害として予報する。

"とあり，“病徴"をくわしく述べ，“病原菌"では詳細な記載を行ない，文献によって検討，これ

を新種とみとめて Graρhiothecium kusanoi sp. nov. と命名，ラテン語の記相文をかかげている。“病

理"の項にはミクロトーム切片によって病態解剖j所見を述べ，なお“分布"では“本病は安房国清澄山に

於て発見せられてから未だ其の他の地方に発生したのを観察せられてゐない。本病の被害は相当激しく，

地上 4m 位の高所にあるツバキの葉に発生してゐるのを，樹下より仰ぎ見て，其の斑点を容易に認め得る

程である。・…・・而して本病はヤブツバキにのみ見出されるも観賞用として植栽せられるツバキの諸品種に

発病したのを観察せられてゐない。……"と記している。

ムクゲの褐斑病

後藤 (1942)'叫(昭 17) は íBrown spot disease of Hibiscus syriacus caused by Corynesρora Hibisci 

nov. spec.J と題する論文で，この病原菌を新種と認めて Corynes.ρora hibisci sp. nov. と命名してい

る。本論文の和文摘要から摘記すると次のとおりである。“ムクゲの葉に初夏から始まり秋になる程劇し

い褐色斑点性病害がある。初期は褐色微小点の集合から成る淡褐色斑であるが，後中央部から暗褐色病斑

となり中央裳面に暗色徽が見える様になる。之を鏡検した処 Cercosρora か Helminthosporium に近い

が然し確と之等に同定し兼ねる 1 種の菌が見られた。病菌を分離し接種して本菌は傷があれば速かに侵害

するが之がなくても表皮表面から細胞壁聞を貫いて侵入する菌で可成老成した葉でも接種後 3， 4 日で病斑

が微小点として出現するものであることを確めた。 H ・ H ・

ハンノキ類の褐斑病

西門・宮脇(1942)826) (昭 17) の「ヒメヤシヤブシの褐斑病菌に就きてJ には次のように述べられている。

“ヒメヤシヤブシは…・・砂防地，椿悪林地等の造林上重要な役割を演ずるものである。岐阜営林箸部内関

ケ原苗圃に撫育中のヒメヤシヤブシの苗が枯損するからとて昭和一三年一0月同営林署から其被害を送附

し原因の調査を依頼せられた。其標本に就きて被害部分を鏡検した処，下記二種の菌を得た……。"

“1. Septoria Alni SACC. …・・"。 病徴，病菌の形態，本菌の胞子の発芽を述べてから，文献に記載さ

れている Alnus 属の Sφtoria 属菌類 4種とこの菌を比較検討し， “……著者の菌は上記四菌の内では"

Sφωria alni SACC. と“最も近似の様であるから暫く此菌名を採用する事にする。"とし，本菌の培養

的性質についても述べている。

“ 2. Robillardia alnicola n. sρ. ヒメヤシヤブシ…・・の葉に前記 Septoria alni 菌の寄生による病斑

と略同様な病斑を形成する Robillardia 菌の被害がある。"と記して病徴，病菌の形態を述べてから“病
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菌の名称"で既知の Robillardia 属菌類

にふれ，“……ハンノキ Alnus 属叉は担軽

木科・…・・或は其近似の科に寄生する種類

もなく形態に於て著者の菌と相一致する

と覚ゆる種類も見当らない。夫故本種は

Robillardia alnicola spec. nov. の新

名を適用し記載する。" としてラテン語

の記相文をつけている。

これが Septoria 菌によるハンノキ類

褐斑病のわが国における最初の報交であ

る。つづいて長谷川・小川(1944)870> (昭

19) ["森林病虫害図説病害編第五号j

では“ヤマハンノキの褐斑病"という病

名で本病がとりあげられ，病徴，病原菌

および防除法の各項目にわたって記述さ

れ，なお本病病原菌 Sφtoria alni 

SACC. は“H・ H・ヤマハンノキの他ヤシ

ヤブシ， ヒメヤシヤブシを侵害す。" と

u、ってし、る。

ヤシャブシ類の育荷は‘忌地'のため

ひじようにむずかしいものだとされてい

た。この‘忌地'ということを分析して

みると，どうもこれは上に述べた Sψ­

toria 菌による褐斑病とくもの巣病 (113 ページ参照)がその原因の一部をなしているようである。褐I主f病

はハンノキ類の，ことに当年生稚苗に激害を与えてその成長を著しく阻害し，はなはだしい場合には枯死

に至らしめる。 昭和年代中期にいたり，本病の研究がふたたひ、とりあげられ，病原菌の越冬および本病の

第一次伝染源，ハンノキ類各種における本病の潜伏期等各方面から検討され，病原菌は種子に附着，これ

が第一次伝染源となることも明らかになり，種子消毒およひ@銅水銀剤散布によって本病は防除可能である

ことも報じられている制制。

ギンモクセイの褐斑病

西門・宮脇 (1942)削>(昭 17) は「ギンモクセイの褐斑病に就いて」報じ，本病病原菌を Phyllosticta

osmanthicola TRINCHIERI と同定，病徴，本菌の培養的性質等についても述べ，なおこの病原性を接種試

験によって調べた結果，これはギンモクセイのほか近縁植物であるキンモクセイ，オオパイボタ，オリー

引佐藤邦彦・太田 昇・庄司次男:ヤシヤブシ筒の褐斑病の薬剤l防除試験特に薬剤撒布が苗の生育にお

よぼす効果.林試研報 77， pp. 15~18 (1955). 

制伊藤一雄・渋川浩三: Notes on some leaf-spot diseases of broadleaved trees-III. Seρtoria leaf 

spot of Alni. 林試研報 92， pp. 65~80 (1956). 
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ブをも有傷の場合は侵害するとしている。

サクラの穿孔性病害

赤井(1943)842) (昭 18) は í2， 3 サクラ属植物の葉に於ける穿孔性病害の解剖l に就て」で，てんぐ巣病

(Taρhrina cerasi (FUCK.) SADEB.) [Taphrina wieseri (RATHAY) MIX)制確病葉における穿孔お

よび穿孔性褐斑病〔穿孔褐斑病) (MycosPhaerella cerasella ADERHOLD = Cercospora cerasella SACC.) 

をとりあげ，それぞれについて病態解剖的所見を報じている。

ハナズオウの角斑病

西門・大島 (1944)884) (昭 19) íハナズハウの角斑病及び褐紋病」に“筆者西門は昭和一七年初秋……中

支の栴作病害を踏査したが，其際南京に於て国立農業実験所に栽植せられる多数のハナズハウ(花蘇芳〉

が一種の葉枯病に侵され被害甚だしきものがあった。其被害標本を調査した結果，之は一種未記載の

Cercospora 属菌による事が判明したので該菌に Cercos戸ora Cercidis [NISIKADO) sp. nov. と命名し

た。該菌による病害は方形叉は多角形の極めて著明な病斑を形成するから角斑病と呼ぶ事にする。"と述

べ“病徴'1 “病菌の形態..“病菌の分類学的考察"および“防除法"を記している。

ハナズオウの褐紋病 西門・大島 (1944)884) にはなお，“・…・・角斑病被害葉中に一種異なる褐色斑紋あり

・'とし，病原菌に Pestalozzia (Pestalotia) siliquastri THUEM. をあて，“病徴"および“病菌"

の形態を記し，この病名を褐紋病と命名している。

Exobasidium 属菌によるもち病

ツバキの粉もち病

逸見 (1930)'10)(昭 5) は「二三植物病害の病原菌に就きて」でツバキのもち病をとりあげ，この患部は

新檎および新葉に限られると述ぺ，なおこの病原菌は Exobasidium camelliae SHIRAI ではなく Exo・

basidium vexans MASS. に近いといっている。

赤井(1940)690) (昭 15) は「種名未定の Exobasidium 属菌に因る繕の擢病葉柄及び葉の病態組織に就き

て」で“……本菌に就きて逸見 [1930) は嚢に……茶の餅病菌なる E. vexans に近きものと思惟するも，

学名に就きての決定は後日に譲る旨を発表せり。尚原 [1927) は樹木病害論に於て E. Camelliae Shirai 

var. nudo Shirai が椿の梢に老成せる葉及び新校，葉柄等を侵害する旨を記し居れるが筆者等の調査せる

範囲に於て該菌の詳細なる記載なきを以て，その形態を比較し得ざるは遺憾なり。然れども原 [1929)引は

その後逸見の発表したるものは正しく氏が記るせし nudo 菌なりと述べたるを以て，筆者の供試菌に対し

姑くこの学名を当つることとす。"としている。

これに対して原(1941)748) (昭 16) は「病害雑録」の“山茶の怪異"で赤井 (1940)刷〉の引用に対して，

“……余が記したる前述の老葉は十分開展の意なる旨と(を〕逸見博士が日本植物病理学会にて講演された

山茶の餅病菌につき卑見を申し上げたことがある。夫れが赤井氏によって前記の通り引用されたのである。

白井博士の Exobasidium Camelliae SHIRAI var. lIudo SHIRAI の命名記は不完全ながら農業図(国)第

五巻第五号(明治四十四年五月〉剖に載せである。"といっている。

*' MIX, A. J.: Additional and emendations to a monograph of the genus Taρhr仇a. Trans. 

Kansas Acad. Sci. , 57 (1) , pp. 55~65 (1954). 
担逸見武雄:二三病害の病原菌に就て.農業及園芸 4 (5) , p. 597 (1929) に“原日く H・ H・"として

このことが記されている。

制白井光太郎:椿の怪異に就て.農業国 5 (7) , pp. 20~25 (1911). 
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のちに本菌の学名は Exobasidium nudum (SHIRAI) S. ITo , comb. nov. と改められた則。

もち病の病態解剖

赤井 (1935)日7)(昭 10) ["山茶花の餅病々理解剖について」ペ同氏(1936)'間(昭 11) ["餅病菌に因る繕肥

大芽の維管束変化に就て」ベ同氏(1939)63η(昭 14) ["かしをしみ(ねぢき〉ノ餅病肥大新梢病態解剖ニ就

キテ」ベ同氏 (1939)63 5) [" Exobasidium 属菌の侵害を蒙れる山茶花肥大葉の病態組織に就きてj*2， 同氏

(1939)同町「もち病菌ニ因ル繕肥大芽ノ解剖学的研究」剖，同氏 (1940)690) (昭 15)["種名未定の Exobasidium

属菌に因る倦の羅病葉柄及ひ'葉の病態組織に就きて」と Exobasidium 属菌類による肥大症 (hypertro­

phy) について興味深い一連の解剖学的所見が公にされた。

アオガシおよびタプノキの黒穂病

日野・長岡(1931)'日】(昭 6) ["アヲガシの一新黒穂病に就いて」には次のように述べられている。“大正

十五年四月 H ・ H・，著者の一人日野は宮崎市外勘八山に於てアヲガシ及びタブノキの新芽が黒穂菌に侵され

たのを採集した。 ヤブニッケイの黒穂病と頻る似て居るが，菌痩の外観，黒穂胞子の大さ等に多少の差異

を認めたが発芽試験に成功しなかったため種名を決定することが出来なかった。材料の一部を……原摂祐

氏に送付して意見を求めた所が，恐らく新種ではあるまいかとの返事に接した氏はH ・H・樹木病害篇にこの

菌を Ustilago sp. の名称の下に之を記載した。叉H ・ H・日本菌類目録制には Anthracoide Onumae var. 

nov. (?)として此の菌を登載した。著者等は爾来数年にわたってこの菌の発芽試験を行ってゐたが本年漸

くにして発芽試験に成功し小生子を認める事が出来たので，この新病害の大要を記して同好諸氏の御参考

に資したいと思う……。"といい，“病徴"，“病原菌"を述べ，“寄主と分布"では“寄主はアヲガシと

タブノキに限る。ヤブニッケイには寄生しない。またヤブニッケイの黒穂菌はアヲガシやタブノキには寄

生しない。"とし，“ヤブニッケイ黒穂病菌との比較"を行なっている。そして CC...・..以上の諸点、から考察

して著者等はアヲガシ及びタブノキに寄生する菌を新種と断定し ， Cintractia Machili HINO et NAGAｭ

OKA n. sp. と命名したい。"と結んでいる。

同年， 日野・長岡 (1931) '66' は ["Cintractia Machili n. sp. , a new smut of Machilus longifolia 

BLUME and M. Thunbergii SlEB. et Zucc. var. glaucescens BLUMEj と題する論文を発表，本

病の病徴，病原菌の形態，寄主について述べ， なお分類学的検討の結果， Cintractia machili HINO et 

NAGAOKA , sp. nov. と命名，英語の記相文をかかげている。

数年後伊藤(誠) (1935)43汽昭 10) は本菌を転属して Ustilago machili (HINO et NAGAOKA) S. ITO, 

nov. comb. とした。

ツツジ類の病害

逸見・倉田 (1931)'問(昭 6) は ["Notes on three diseases of azaleas j で次の 3 病害を記載している。

斑点病 Venturia rhododendri TENGWALL (Phyllosticta maximi ELL. et Ev.) 

葉斑病 Cercosρora handelii BUBﾁK 

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , pp. 48~49 (1955). 

制 Exobasidium camelliae SHIRAI var. gracile SHIRAI (Exobasidium gracile (SHIRAI) SYD.) 

制 Exobasidium camelliae SHIRAI 

制 Exobasidium pieridis P. HENN. 

梢白井光太郎・原 摂祐:日本菌類目録 (3 版).東京， p. 20 (1927). 
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黒紋病〔黒脂病J Rhytisma shiraiana HEMMI et KURATA , sp. nov. (syn. Melasmia rhododendri 

P. HENN. et SHIRAI) 本菌は Melasmia rhododendri P. HENN. et SHIRAI制制として知られてき

たものであるが，その完全時代を発見，新種とみとめて上記のように記載した。

褐斑病

逸見・倉田(1930 11 1)， 1931附) (昭 5， 6) r セプトリア菌の寄生に基因する勝蹴の褐斑病に就て(予報)J

には次のように記されている。“本病は主として晩秋より翌年四・五月頃迄の聞に発生し，其の落葉を原因

するもので，近畿地方では大害をなして居るが，筆者等は本邦に於ける本病発生の報告あるを知らない。

而して筆者等が初めて本病の被害激甚なることを知ったのは，昨一千九百二十九年……であったが当時琉

球榔闘の一品種なる玉屋紫の葉が特に著しく侵されて居た。筆者等は直ちに研究に着手し，其病原菌が

Septoria 属菌の一種なることを明にし・…・・。筆者等は最初本病々原菌の形態的並に分類学的研究を行ひ，

海外に於て従来榔閥類の病原菌として知られてゐる Septoria 菌の何れとも重要諸点に於て多少の相違あ

るを知り，学界未知の菌であろうと思考した。 けれども多数の標本を蒐集して精細なる研究を行ひたる結

果，右の如き差異は被害植物の種類叉は品種の相違に帰す可きものにして，本病々原菌は正に欧洲にて大

害をなしつつある Septoria Azaleae Voglino 菌に外ならぬことを確信するに至った……"。次に“歴史

的考察"，“病徴"，“病原菌の形態"，“病原菌の分離及純粋培養"，“病原菌の分類学的考察"，“病原菌の

発育並に発芽と温度との関係"，“接種試験"等多くの項目について報じている。

上とほぼ同一内容のものが，逸見・倉田(1931)1641 rStudies on septorioses of plants. II. Sφtoria 

Azaleae VOGLINO causing the brown-spot disease of the cultivated azaleas in JapanJ と題して英文

で報告された。

花腐菌核病

逸見 (1936)4921 (昭 11) は「榔濁類の花のー病害に就きて」と題する短報で，氏が最初にこれを知ったい

きさつを述べてから，その調査結果にもとづき"...・..昨 1935 年 1 月発行の Phytopathology に・

Freeman WEISS則氏は A Fungus Spot of Azalea Flowers と題する講演を行なって居る。該要旨を読

むと本邦で採集せられし上記病害に外ならぬことが判った…・・"とし，次に病徴を記載しなお“……筆

者は本病は花鱒に発生するに過ぎないから，その時代には極めて観過され易いが，特徴ある菌核を形成す

るものであるから，萎凋後には容易に専問(門〉家の注意を惹く筈であると信ずる。従って最後に筆者は

本病は古くから本邦に存在したものではなく，最近アザレア栽培の流行に基き海外から輸入せられしアザ

レア苗に伴って，比病原菌が本邦に侵入したものであると考ふるのが最も妥当であると主張したい。"と

いっている。

本病病原菌は Sclerotinia 属のものであるが分生子時代が特殊な形態を呈することからのちに WEISS

(1940)刊土新属を創設して，この菌に Ovulinia azaleae WEISS という学名をつけた。赤井(1943戸川昭

18) は「つつじ類ノ花部萎淵を基医スル菌核病菌分生胞子ノ花癖侵入ニ就キテ」および同氏 (1943)"叶郷

燭類の花を侵害する菌核病菌菌核の形態に就てj の 2 報交はともに本菌を扱かったものである。

発1 白井光太郎:日本菌類目録.東京， p. 53 (1905) ・
持2 原摂祐:樹病学各論.静岡， p. 231 (1923). 

制 WEISS ， F.: A fungus spot of Azalea fiowers. Phytopath. , 25 , p. 38 (1935). 
制一一一ー一一一 : Ovulinia , a new generic segregate from Sclerotinia. Phytopath. , 30 , pp. 236-
244 (1940). 
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本病に関してはのちに逸見・赤井 (1959)引(昭 34) によって詳細な研究結果が発表されたが，この病名，

花魔菌核病は逸見 (1953)剖(昭 28) の著書にすでにみられる。

くもの巣病(大粒白絹病)

岩田・細田(1942)'09) (昭 17) は「ヤシヤブシ及ヒメヤシヤブシ苗木の大粒白絹病に就て」に"・-・昭和

一四年七月三重県鈴鹿郡国府村……，亀山営林署石丸苗畑に於てヤシヤブシ及びヒメヤシヤブシの苗木が

一種の病害に甚しく侵され，亀山営林署より其被害標本を本校〔三重高等農林学校〕肥後教授のもとに送

付し来ったので同教授は著者の一人岩田に其研究を慾怒された。……早速被害葉より病原菌の分離を行つ

た所・・・・・・菌核を形成する一種の

菌を分離し得た。そこで之をヤ

シヤブシ及ヒメヤシヤブシ健全

苗に接種を行って見ると明かに

強き病原性を示した……。……

本菌には未だ子実体は検出し得

ないが菌糸及菌核の形態は

Hypochnus Sasakii Shirai と

一致する事が認められた。ヤシ

ヤブシ及びヒメシヤブシのかか

る被害の報告を未だ聞知しない

ので，本病に大粒白絹病の名を

与へ， 主主に......報告する…・・・。"

と前書きし，“発生状況"には

“昭和一四年一一月岩田は初め

て石丸苗圃に実地調査を行ひ，

其後昭和十五年八月，九月，同

一六年八月と前後三回，闘場の

発生状態、に就き観察を行ったが

何れの年も発生を認めた。 H・H・

本病は従来も多少発生してゐた

様であるが昭和一四年は殊に被

害が甚しく，三月に播種し……

た苗木に七月上旬頃より発生を

初め，八月の候に到り蔓延した

そうであるが昭和一四年七月上

旬の気象状態は気温摂氏二五度

持1 逸見武雄・赤井重恭: On the flower-blight of cultivated azaleas caused by Ovulinia azaleae. 

京大農紀要 80， pp. 1-20 (1959). 

相一一一一:農作物病学新講.東京 pp. 173-177 (1953). 
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乃至二八度位で晴曇の状態を繰返し，時に夕立を見，甚だ蒸暑き天候であったので本病の発生に頗る好適

であったものと思はれる。発生は先づ苗圏中に点々と現れ来り，次第に拡大するが苗木の葉は褐変し天候

湿潤の時は菌糸が茎葉上に蔓延纏絡し病葉はべとべとになり互に粘着する。叉土壌表面にも菌糸蔓延し病

植物を引抜くと地際部に菌糸が纏絡してゐるのを認める事が出来る。……昭和一五年八月調〔査〕の際は苗

床上に菌糸の蔓延甚しく，苗床に生育せるトキンサウも著しく被害を受けてゐるのが認められた。"と記し

ている。次に“病徴"を記載し，“病原菌の分離並に接種"について述ベ，“病原菌"では，本菌の“…

…菌糸及び菌核に就き実験観察した所を他の菌核病菌と比較して見る時は本菌の形態は稲紋枯病菌 Hypo­

chnus Sasakii Shirai と一致する事が認められた。"といい，なお培養上の性質を述べている。“寄生性"

については“本菌の寄生性を明かにする為・.....-三科二七種の植物……に……本菌菌糸の小塊を接種H・H・

した。然る所本菌は供試植物の何れに対しでも明かに病原性を示し本菌が多犯性的性質を有することを示

した。市して稲葉鞘に於ては稲紋枯病病徴と全く同様の病徴を示す事を認めた。……"としている。

かなり古くから関西地方には通称‘ベと病'という病気がヤシャブシ類の苗木に発生しではなはだしい

被害を与えているといわれていたのであるが，岩田・細田(1. C.)'09l のこの報交はその正体を初めて明らか

にした貴重な業績といわなければならない。 ヤシャブシ類を養成する苗畑には忌地がおこるためその養苗

は困難なものとされていた。後年の研究によってこの忌地の主体は，上述のくもの巣病と褐斑病 (108 ぺー

ヲ参照〉であることが明らかにされた。今日ではこれらを防除することによってヤシャブシ類苗木の養成

はそうむずかしいものではなくなった。第二次世界大戦後ふたたび本病が各地に発生ベなお紺谷・峰尾

(1961)制(昭 36) は本病およびその防除に関する詳細な研究成績を公表している。

本菌の核に関して深野 (1932)22町(昭 7) は「稲紋枯病菌の細胞学的研究J でへ…・・担子嚢はH・H・，頂に

4 個の小柄を生じ其先端に 1 個宛の担胞子を附す。担子嚢は初め 2 核を有するも外形の膨大する頃癒合核

を生じ，癒合核は次で 2 回の分裂を経て 4 個となり，担胞子発達の途中に核は之に移行す。担胞子はH・H ・

初め l 個の核を有するも発芽前に 2 核となるもの少からず。担胞子は容易に発芽し発芽管は 4 乃至 6 個の

核を有するに至!?，長さ 30-40μ に達すれば隔膜を生じ多核細胞菌糸となる。斯して本菌は其生活史の大

部分多核細胞にして，担子嚢を生ずる直前に至り初めて 2 核細胞を見るものなり。……"と述べている。

後年伊藤(ー〉・紺谷 (1952)制の研究によって深野(1. C.))22町の観察結果の正しいことが再確認された。

本病病原菌について松本(幾〉ら(1932-1933) は jPhysiology and parasitology of the fungi general-

ly referred to as 時ρochnus Sasakii SHIRAI 1. Differentiation of the strains by means of hyphal 

fusion and culture in di妊erential mediaj (1932)248) (昭 7) ， jPhysiology and parasitism of the fungi 

generally referred to as Hypoch持us Sasakii SHIRAI 11. Temperature and humidity relationsj 

(1933)299) (昭 8) ， jDitto. III. Histological studies in the infection by the fungusj (1933)300)と題す

る一連の論文において生理，寄生性および本菌による疾病の病態解剖jについて述べ，さらに氏ら (1934)367に

(1935)458)は本菌および近似菌の分類学的研究結果も公表した(131 ページ参照〕。

なお，遠藤 (1932)217) 218) , (1953)400)は本菌に対する捨抗微生物についてその作用を述べている。

制伊藤一雄:図説樹病講義.東京， pp. 40-41 (1955). 

報2 紺谷修治・峰尾一彦:ヤシャブシ苗のくもの巣病に関する研究.林試研報 134, pp. 1-19 (1961). 

制伊藤一雄・紺谷修治:マメ科樹木の蜘妹巣病病原菌.林試研報 54, pp. 45-72 (1952). 
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病原菌の分類・同定

虎斑竹菌および豹紋竹菌の分類に関する論争

川村(清) (1907)引制(明 40) は氏が岡山県下で発見した虎斑竹(トラフダケ〉の菌を研究，これを隷属

させる既設の属名がないとして新に Mかoshia 属を創設，本菌を Miyoshia fusispora KA W AMURA と

命名，なお虎斑竹の竹種はナリヒラダケに限られると報じた。

その後 20年を経過した昭和初期にいたり朝比奈 (1927) が投じた一石によって斑竹菌の分類学的位置，

見解に大きな波紋がよびおこされた。以下研究報交の発表年代順にそのあとをたどってみよう。

朝比奈泰彦 (1927)川昭 2) は「奮軒独語(其十二)J， I台湾ノ虎斑竹菌」で次のように述べている。“大

正十五年十一月下旬，在台湾扉東ノ友人山口藍君カラー封ノ小包郵便ガ届イタノデ之ヲ開クト菌体ヲ被レ

ル虎斑竹稗ガ十本出タ，……内地産ノ虎斑竹菌ニ関シテハ理学博士川村清一君ノ研究ガアリ引制H・H・，予

ハ此ノー珍物ヲ検スルノ機会ヲ与へラレタル山口君ニ感謝シツツ暇アルゴトニ此菌ヲ調べテ見タ，此菌ノ

寄主タル竹ハ・…・・せきかくちく Bambusa Shimadai Hay. デアルコトガ分ツタ"とし，次にこの菌

体の記載を行なってから，“…・・・此菌ノ分類上ノ位置ヲ索メルト球果菌類 Sphaeriales 中ノ球果菌科 Spha­

eriaceae ニ近ケレドモ被子器ガ鴫ヲ有スル関係上セラトストーマ科 Ceratostomataceae ニ属スモノナル

ベク次ニ其科ノ中デハ胞子ノ形状ヨリセラトスフエリア Cerato叩haeI匂属ニ最モ近ク恐ラク此菌ハ

Ceratosphaeria sp. デアロウ ソコデ此菌ガ内地産ノ虎斑竹菌ト同一デアルカ否カト云フ問題ニナルガ大

体ニ於テ此台湾産ノモノハ非常ニ内地産ニ近イノデアルト思フ，唯記載ノ上デ根本的ニ差違アリト認メナ

ケレパナラヌ点ハ内地産ノ方デハ子嚢胞子ガ無色単房デアルニ対シ台湾産ノモノハ初メ同様デアルガ後ニ

至リ追々ト隔膜ヲ生ジ終ニ八房ヲ有スルニ至リ旦褐色ヲ帯プル様ニナルコトデアルH・H・"と記し，なお菌

体各部を図示している。

朝比奈(1. c.) 1) の報交を見て，川村 (1927)1的は「台湾産斑竹(豹紋竹〉菌ノ卑説」と題する論文を発

表〉これには次のように述べられている。“……朝比奈君ガ……台湾産ノ虎斑竹菌ト題シ……台湾……カ

ラ送ラレタ菌ニ就テ其……分類上……セラトスフエリア Ceratosphaeria 属ニ属スル菌ノ一種デアラウト

述べ，更ニ本種ハ私ガ曾テ記載シタ内地産ノ虎斑竹菌 Miyoshia fusispora KAWAM. ノ記載ト照シ合フ

ト両者非常ニ酷似シテ居ル，……此上ハ両方ノ標本ヲ丁寧ニ比較シテ異同ヲ決定スル必要ガアラウト云フ

意味ノコトガ書イテアッタ 此ノ記事ニ依ッテ私ハ始メテ台湾ニモ類似ナ斑竹菌がアルコトヲ知リ同時ニ

夫レヲ内地ノ虎斑竹菌トハ異レルモノデアルコトハ実物ヲ見ル迄モナク朝比奈君ガ顕微鏡的ニ細カク観察

シテ胞子其他ノ大サヲ……正確ニ計ッテ呉レテルノデ両者間ニ相違ノアルコトガ分ッタ，尚朝比奈君ガ疑

問ト……シテヰル内地産虎斑竹菌ノ子嚢胞子ガ……果シテ単房タルベキヤ多房タルベキヤノ問題ハ何ンデ

モナイコトデ内地産ノ虎斑竹菌ハ成熟セシ後モ決シテ多房ト変ズルコトガナク……。"“…・・私ハ朝比奈君

ノ記載ヲ読ンデ台湾産ノモノハ内地産ノモノト別種ナモノデアルト知ッタ 然シ両者ノ標本ヲ比較シテ…

…見タイト切望シタガ幸ニ朝比奈君ガ台湾産ノ斑竹菌ノ……標本ヲ恵マレタノデ早速ニ比較研究シ"た結

果をかかげている。そして“……竹梓表面ニ印スル斑紋モ亦内地産ノ虎斑竹ガ点々ト大キナ楕円状ノ斑紋

ヲ現ハシ斑紋ガ集合シテヰル場合デモ個々ノ斑紋ガ明瞭デアルニ反シ台湾産ノモノハ斑紋ガ雲形模様ノ如

制Jl I村清一:斑竹ニ就テ.植物学雑 21 (250) , pp. 287~296 (1907). 

制一一一一: Ueber die Flecken-und Buntbambuse. 東大理科紀要 23 (2) , pp. 1~1l (1907). 
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ク融合シテ竹梓ノ半面或ハ全面ヲ斑紋デ覆フテ了ヒ菌ノ繁殖セシ中心点トモ見Jレベキ所ニ精々濃厚ナル黒

褐色小斑紋ヲ現ハシテヰルカラ黒褐色ノ相連続セル雲形斑紋中ニ点々濃黒褐色ノ豹紋ノ様ニ見エル"ので

…本斑竹ヲパ豹紋竹ト呼ブコトニスル……"としている。

“次ニ台湾産豹紋竹菌ノ分類上ノ位置ハ何ウド(デ〉アルカト吟味シテ見Jレトコレハ内地産ノ虎斑竹ト同

属ナノレミヨシア Miyoshia 属ニ入ルペキデアル.即チ子嚢菌類中ノ球果菌類 Sphaeriales ニ属シ……球果

〔菌〕科 Sphaeriaceae...... "のもので“H ・ H・セラトストーマ科 Ceratostomataceae.…・・ニ属スルモノト

スルコトハ不可デアッテ正ニ球果〔菌〕科ニ属スルモノト見倣サネパナラナイ" “然ラパ次ニ属 Genus ハ

何ニ該当スルカト云フニ……我虎斑竹菌ノ如キ性質ノモノガ既定ノ属中ニアルヤ否ヤヲ調査シテ回ッタガ

其結果虎斑竹菌ハ実ニ特殊ナモノデ解釈次第デハ特別ノ一新菌科ヲ制度シテ夫レニ所属セシメテモヨイ程

ノモノデアルト思ツタノデアッタ..・H・本菌属ハ私ガ曾テ新属ヲ制定シタ通リ諸外国ニ類例ノナイ属ノモ

ノトスベキデアルト思フノデアル，然シテ属ノ特徴トスル所ハ内地産虎斑竹菌モ台湾産豹紋竹菌モ同一デ

アルカラ共ニ同属ミヨシア Miyoshia ニ属スベキデアッテ其種名トシテハ豹紋竹菌ノ胞子ハ虎斑竹菌ノ胞

子ニ比シ特ニ大形デアルカラ私ハ前者ニ向ッテ新ニミヨシア・マクロスポラ Miyoshia macrospora ナル

種名ヲ与へント欲スル者デアル"としている。

次に属名に関しては“Miyoshia ナル属名ハ最初牧野氏ニ依ッテ百合科の(ノ〉さくらゐさうニ与へラレ

タ属名デアルガ後デさくらゐさうハ Protolirion 属ノモノニ外ナラナイト分カリ同氏自ラ前ニ制定シタ

Miyoshia ナノレ属名ヲ取消サレタノデ其後私ガ虎斑竹菌ノ一新属トシテ別ニ同ジク Miyoshia ナル属名ヲ

用ヰタノデア Jレガ既ニ取消サレテアルトハ言へ曾テ一旦用ヰラレタ属名ハ之ヲ後ニ再ピ新属名トシテ制定

スルノ不可ナリト云フニ於テハ私ハ其語尾ヲ少シク変へテ Miyoshiella トシタイト思フ……"と Miyoshia

属を Miyoshiella 属に変更する理由を述べている。

原 (1929)70) (昭 4) は「台湾産斑竹(豹紋竹〉菌に就ての疑問」で“H・H・朝比奈泰彦氏は H・H・台湾の虎

斑竹を図説せられ......0 ..・H・分類上の位置を球果菌類 Sphaeriales の Ceratostomataceae 科の Cerato­

sphaeria sp. であると御書きになった。次に川村博士は・…・・朝比奈博士の虎斑菌に対して Miyoshia

macrospora Kawamura の新名を下された。其の理由とする点、は，此菌は被子器がフラスコ形であるの

は球果菌科の菌類と異るけれども，其殻質は炭質であるから，球果菌科に近くて， Ceratostomataceae と

は毛を被る点に於て異るものである。 H・...と申されて居る。"と述べ，次に属徴・属名について検討してか

ら“…・・斯くすると朝比奈博士の御記載になった Ceratostoroma制sp. 即ち川村博士の Miyoshia macroｭ

spora Ka"[amura は Miyoshia 属として存在することを許さなくて， Chaetosphaeria 属に属するもの

と認めて， C. macrospora と訂正しなければなるまいo ..・"といっている。

川村 (1929)町(昭 4) は iOn some new Japanese fungij で，氏 (1927) 19) (昭 2) がさきに邦文で発表

した内客を整理し， Miyoshiella 属を Miyoshia 属の代りに新たに採用する理由を述べてから，台湾産斑

竹(豹紋竹〕菌に対して M:かoshiella macrosρora KAWAMURA , sp. nov. と命名，次に内地産斑竹(虎

斑竹)菌を転属， Miyoshiella 戸sispora KA  W AMURA とよび， Miyoshia fusisρora KAWAMURA をそ

の異名とした。

H野 (19恒)226) (昭 7) は iGenus Miyoshiella to be included in genus ChaetosρhaeriaJ と題する論

文で， )1 1村の Miyoshiella 属と Chaelosρhaeria 属を詳細にわたって検討，本論文の標題に示される結論

制朝比奈 (1927) は Ceratosphaeria と記している。これは原の誤記。
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に到達した。そして台湾産斑竹(豹紋竹〉菌の学名は原 (1929)7町の所説を採用して Chaetosþhaeria 属を

妥当とみとめ，残る内地産斑竹菌(虎斑竹〉菌を Chaetosþhaeria. .fusis.ρora (KAWAMURA) HINO , 

comb. nov. とし ， Miyoshia fusisρora KA  W AMURA および Mかoshiella fusispora KA  W AMURA を

その synonyms とした。

なお日野(1934戸川昭 9) は「虎斑竹菌ノ胞子」で，“虎斑竹菌胞子モ老成スルト多少着色シ多胞トナル

コトハ先年私モ述べテ置キマシタ。ココニ其ノ胞子写真ヲオ目ニカケマス。……コノ写真ノ示ス通リ，虎

斑竹菌ハ典型的ニハ有色多胞タルベキデアリマス。宮崎県産ノモノハソノ傾向ガ精著シイノデアリマス

ガ，陪山県ノモノハ唯一度有隔膜ノモノヲ見タダケデシタ。 コノ点、カラ考ヘルト，気候関係カラ南方ノモ

ノハ典型的ノ特徴タル有色有隔ヲ塁シ易イガ，北方ニナレパナルホドソノ特徴ヲ失ツテ来ルモノト考へテ

居リマス o ・...虎斑竹菌ノ胞子ヲ御鏡検ニナリマス場合ニハ必ズ染色ヲオ願ヒシマス。染色シマセヌト隔

膜ハ多ク見エマセンシ，見逃ガス恐レガアリマス。……"と記している。

しかるになお，川村 (1936)問'(昭 11) は「虎斑竹並ニ豹紋竹ノ斑紋形成菌ニ就テ」と題する論文を発表，

上述朝比奈，原，日野諸氏の見解に反ばくして次のように述べている。まず“(ー〉序論"で，“虎斑竹菌

ニ於テハ，私ハ最初ニH・H ・ (1907)制ニ独文デ記載シ，…・・・新属新種トシテ菌名ヲ Miyoshia fusiformis制

KAWAM. ト与へ，後邦文デモ記述シ産地トシテ知ラルルモノハ，元太ィ虎斑竹ヲ産シテヰタ岡山県真庭

郡ト宮崎県西諸県郡トデ，共ニ寄主タル竹種ハ業平竹デアルコトヲ述べテ置イタ。昭和二年ニ朝比奈博士

ガ台湾….._;......虎斑竹類似ノモノヲ検シ，・…・・「台湾産虎斑竹菌り ト題シ記述セラレ，菌ノ所属トシテ

ハ Ceratosphaeria sp. デアラウト述ペラレ…・・。其後私ハ朝比奈博士カラ与ヘラレタル標本ト，新ニ台

湾…・・・カラ送ツテ貰ツタ標本トニ就テ検スルト，台湾産ノモノハ，内地産ノモノトハ胞子ノ性質上根本的

ニ相違セルモノデ，同属別種ノモノデアルコトヲ知ツタト同時ニ，分類上ノ所属ハ Ceratostomataceae 科

ニ入レルペキモノデナク，矢張 Sphaeriaceae 科ノ中日本特有ノ属タル Mかoshia ニ属スペキモノト認

メ，台湾産ノモノヲ同属ノ一新種トシテ記載シ，之ヲ英文90)デ……図示シテ発表シタ。其際属ノ名称トシ

テ従来ノ Miyoshia ヲパ Miyoshiella トシ，少シク語尾ヲ変更スルコトニシタ。是レ前者ハ私ガ虎斑竹

菌ニ附ケル前ニ牧野博士ガさくらゐさうノ新属名トシテ用ヰテ，問モナクさくらゐさうガ新属ノモノデナ

イコトニ気附イテ取消サレタモノデアルノテ\今ハ虎斑竹菌属以外ニ Miyoshia ナル属名ハ無イノデアル

ガ，さくらゐさうノ!日名ト混同サルル虞ガアルカラ前記ノ様ニシタ。而シテ斑紋竹菌ノ菌種ノ学名トシテ

内地産ノモノヲ Miyoshiella fusiformis ト称シ，台湾産ノモノニハ特ニ Miyoshiella macros戸ora ナル

新学名ヲ与ヘタ。叉此レト同時ニ斑竹ノ名称トシテ内地産ノモノガ，虎斑竹ト古来呼パルルニ対シ，台湾

産ノモノヲパ之ヲ豹紋竹ト称ピ，従ツテ其菌ヲパ豹紋竹菌ト呼ンデ邦文デ書イタコトガアル。然ルニ菌ノ

分類上ノ所属ニ就テハ，是等両斑紋竹菌ノ属ヲ共ニ Miyoshiella トスペキデアルト云フコトノ詳シイ説明

ヲシテ置カナカツタ。其後原摂祐7町民ガ・…・・内地産ノモノ即チ虎斑竹菌ノ学名ニハ Miyoshiella fusぴor・

mis KAWAM. ヲ用ヰ，台湾産ノモノ郎チ豹紋竹菌ニハ特ニ所属ヲ既知ノ ChaetosPhaeria 属ニ変更シテ

ChaetosPhaeria macrospora (KA W AM.) HARA ヲ用ヰテ居ラルルヲ見タ。……叉日野巌340)氏ガ昭和九

年……ニ，虎斑竹菌ノ……学名ニ Chaetosphaeria fusげormis (KA W AM.) HINO ヲ使用シ・…・・タ。"

“以上述ペタ如ク竹ノ斑紋菌ノ両種ニ就キ，私ガ共ニ Miyoshiella 属トスルニ対シ，朝比奈氏ノ、台湾産

制川村清一: Ueber die Flecken・ und Buntbambuse. 東大理科紀要 23 (2) , pp. 1~11 (1907). 

制原記載は fusispora となっている。
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ノモノヲ Ceratosphaeria 属ノモノタルペシトシ，原氏ハ内地産ノモノハ Miyoshiella 属，台湾産ノモノ

ハ Chaetosρhaeria 属ト区別シ，日野氏ハ内地産ノモノモ之ヲ Chaetosρhaeria 属トシテ居ラルルノデア

ル。依ツテ往々私ニ，両斑紋竹菌ノ学名トシテハ何レヲ採ルベキカ，迷フカラ意見ヲ聞カシテ呉レト問ハ

ルル向ガアルノデ，愛ニ私ハ此両斑紋竹菌ニ対スル分類上ノ;意見ヲ一貫シテ述ペルコトニシタ。" 次ニ氏

ハ，“(二〕両斑紋竹菌ノ特徴"， “(三〉豹紋竹菌及虎斑竹菌ヲ Ceratosphaer匂属ノモノト為シ能ハザル

コト"，“〈四〕約紋竹菌ヲ Chaetosphaeria 属或ハ其近似ノ既知ノ菌属ニ属セシメ能ノ、ザルコト"および

“(五〉虎斑竹菌及豹紋竹菌共ニ Miyoshiella 属ニ属シ各々別種ナリ"の各項目について詳細に論じ，“…

…以上纏々述ペタ所ノ理由ニ依リ，私ハ両斑紋竹菌ヲパ同属ノモノトシテ，他ニ類ナキ Miyoshiella 菌属

トシ，虎斑竹菌ヲパ Miyoshiella fusiformis 豹紋竹菌ヲパ Miyoshiella macrospora トシ，同属別種ト

スルノデアル。"と結論している。

日野 (1937)'叫(昭 12) は「邦産 Chaetosphaeria に就て」と題する論文で，本属およびこれに属す日本産

の菌類について詳細な報告を行なった。まず“緒言"で“・…・・昭和 4 年に原摂祐氏は豹紋竹萄は Mかoshi­

ella 属ではなく Chaetosρhaeria 属であると唱へ出してから一層この Chaetosρhaeria 属に対する関心と

興味とを惹き起したが，筆者も亦虎斑竹菌を再検精査して不完全なる菌徴を訂正し該菌の所属を Miyoshi­

ella 属から Chaetosphaeria 属に移したために本邦特産の属 Miyoshiella を抹殺することになって川村清

一氏との聞に意見の対立を見るに至った。川村清一氏は滞欧中の所見に基いて Mかoshiella 属は Chaeto­

sPhaeria 属とは根本的に異るもので依然両属は分つべきであると主張した。それで，一般の方々はその何

れに従ふべきかに迷って居られる向が多く，屡々筆者に対して'"村氏への駁論なり意見なりを発表する方

が学界に忠実であるとて勧告される方が多いので……簡単に所見を述べることにする。……"とし，次に

“ChaetosPhaeria 属の type" では，本属の type specimen をとりよせて検討"・H ・ ..Chaetosρhaeria 属

の type たる C. innumera (BERK. et BR.) TULASNE を検鏡した結果及び他の類縁菌を検鏡した結果

から Chaetos戸haeria 属の特徴を決定・…・・けしている。この属徴をもとにして川Chaetosρhaeria と認む

べき邦産種"で新種を含む 7 種の菌類の記載を行なっているが，それらのうち“従来 Miyoshiella と見倣

された菌種"で，内地産虎斑竹菌を Chaetosρhaeria fusispora (KA W AMURA) HINO，台湾産豹紋竹菌

を ChaetosPhaeria macros戸ora (KAWAMURA) HARA とふたたび明記してそれぞれの形態を述べてい

る。そして“考察"において虎斑竹菌および豹紋竹菌を ChaetosPhaeria 属の特徴と関連して論じてか

ら“......斯くの如く見来れば， Chaetosρhaeria と Miyoshiella とは頗る縁が近く，否寧ろ同じ仲間と見

得られる。 Miyoshiella を単独に見れば著しい差異のあるやうに考へられるが，これは程度の差である。

……"とし，“一…Mかoshiella 属は 1907 年の創設で本邦特有の稀菌とされてゐたが，筆者は本属の菌を

すべて Chaetosρhaeria 属に転属せしめ，この Miyoshiella 属を抹殺いたしたいと思ふ。"と結んでいる。

このようにして，内地産虎斑竹菌よび台湾産豹紋菌の属名に関する長い間の論争にようやく終止符がう

たれ，今日原・日野の見解が広く支持されている。

なお内田繁太郎 (1937)5附(昭 12) は「正法寺虎斑竹の成因J で“陸中〔岩手県〕の国水沢駅を距る東南

三里江刺郡黒石村に，……580 年の古利正法寺(シヤウパフヲ)がある。此寺の山内に古来岡山七不思議の

ーとして秘められた(他に移植すれば固有の虎斑模様が出来ないと云ふ)所謂正法寺の虎斑竹(トラフダ

ケ〉なるものが発生している。余輩偶々昭和 2 年 10月……向山を訪れ其虎斑竹を実査したのであるがH・H ・

・。此竹は一見アヅマネザサに異ならない……。"そしてこの成因について種々調査の結果ホソヘリナガ
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カメムシ (lschnodemus obnubilis DISTANT) という昆虫によるものであることが明らかにされた。珍稀

な虎斑竹の成因としてここに付記しておく。

日野 (1937戸川まタケ類に寄生する本邦産 Chaetosρhaeria 属菌類としてなお次のものを記載している。

Chaetosphaeria yasudai HINO , Sp. nov. マダケ

Chaetosρhaeria hiugensis HINO , Sp. nov. ナリヒラダケ

ChaetosPhaeria sp. メダケ

Chaetosphaeria yosie-hidakai HINO , Sp. nov. スズタケ

沢田 (1942)目。)(昭 17) は「台湾菌類資料 (45)J で ChaetosPhaeria stenostachyae SA W ADA , Sp. nov. 

(シチク斑竹菌〉を記載している。

斑竹菌類

日野・日高 (1934)制)(昭 9) í日向斑竹に就て」および日野 (1940)700) (紹 15) í斑竹ニ関スル研究'1.斑

竹名実考」には次の菌類が記されている。

Asterinella hiugensis HINO et HIDAKA , sp. nov.342) マダケ(日向斑竹〉

Phragmothyriul帽 jaρonicum HINO et HIDAKA, sp. nov.342) マダケ，ナリヒラダケ

Phragmothyrium semiarundinariae HINO et HIDAKA , sp. nov.342) 700) ナリヒラダケ(涙斑竹〉

APiosporella bambusae SYD. (syn. Scirrhia bambusae TRUCONI , Munkiella shiraiana MIYAKE 

et HARA)700) マダケ(胡麻竹)

Phragmothyrium b即時busicola (P. HENN. et SHIRAI) HINO , comb. nov. (syn. Micropeltis 

bambusicola P. HENN. et SHIRAI)700) ネマガリダケ(圏紋竹〕

Puccinia corticioides BERK.700) (Stereostratum corticioides (BERK. et BR.) MAGN.J (しみ竹〉

ChaetosPhaeria yosie-hidakai HINo700) スズタケ(虎竹〉

なお後年山本(和〕ら (1954)引はハチクの斑竹菌として Astrosphaeriella fusco例aculans YAMAMOTO , 

sp. nov. をつけ加えた。

うどんこ病菌科

沢田 (1930) 凶) (昭 5)í分生胞子時代ヨリ観タル台湾産針球菌属」において， うどんこ病菌科 (Erysipha­

ceae) ，針球菌属 (Phyllactinia) について次のように述べている。まず“二既往ニ於ケル針球菌属菌類

ノ分類学的研究概要"で，分生胞子時代および子嚢胞子時代のおのおのについて概説し，川三世界ニ於

ケル Phyllactinia corylea 菌ノ寄主植物"を網羅したのち，“……寄主植物トシテ知ラルルモノ実ニ 49科

109 属 259 種 12 変種ノ多キニ達セリ"としている。次に“四 世界ニ於ケル Ovulariopsis 属菌類ノ寄主

植物"，“五針球菌属菌類ノ性質"を述べてから， M六 台湾産針球菌属ノ菌類"では，川A 台誇ニ於

テ発見サレタル寄主植物"の項で，“著者カ台湾ニ於テ発見シタル Phyllactinia ノ寄主植物ハ次ノ 19 種ナ

リ……"とし，これらの中にはタイワンハンノキ，ノブドウ，ツルコウゾ，カジノキ，タイワンヤナギお

よびナンキンハゼが含まれている。

本間ヤス制(1937)55 3) (昭 12) は íErysiphaceae of JapanJ と題する本菌科のモノグラフを発表した。

制山本和太郎・前回己之助・大安範子:寄生菌に因る斑竹の研究 第 1 報 ハチクの褐色雲紋病(新称〉
所謂雲紋竹に就いて.兵庫農大研報 1 (2)，農学篇， pp. 59-63 (1954). 

引のちに井口と改姓。
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この論文には樹病病原蓄が多数記載され，しかもきわめて重要な見解が述べられているので，そのあらま

しを次に摘記する。

Cystotheca BERK. et CURT. 

Cystotheca wrightii BERK. et CURT. (syn. Sρhaerotheca wrightii (BERK. et CﾚRT.) V. HÖHNEL, 

etc.J シイ，アカガシ，アラガシ，シリフカガシ，ウラヲロガシ

Cystotheca lanestris (HARKN.) MIY ABE (syn. S，ρhaerotheca lanestris HARKN., Cystotheca 

lanestris (HARKN.) SACC. , etc.J クヌギ，ナラガシワ， ミズナラ，カシワ，オパコナラ，コナラ

Sphaerotheca L立V.

Sphaerotheca humuli (DC.) BURR. ユキヤナギ，クサギ

sρhaerotheca japonica (SALM.) HOMMA , comb. nov. (syn. S1りhaerotheca mors-uvae (SCHW.) 

BERK. et CURT. var. jaρonica SALM.J コゴメウツギ

Podosphaera KUNZE 

Podos1うhaera trydacかla (W ALLR.) DEBARY (syn. Erysiρhe tridactyla TUL.) イヌザクラ， ミザ

クラ，ウワミズザクラ，エゾノウワミズザクラ，オオシマザクラ，ソメイヨシノ

Podosphaera spiralis MIY ABE ハルニレ

Erysiphe HEDW. f. 

Erysiphe ρisi DC. (syn. Erysiρhe com例unis FR. , Microsρhaera ρolygoni SAWADA , etc.) コマ

ツナギ，ハギ，クララ，ニシキウツギ，タニウツギその他

Erysiphe heraclei DC. (syn. Erysi，ρhe communis FR. , Erysiρhe ρolygon! (not. DC.) SALM., 

MicrosPhaera polygoni SAWADA , etc.J アラガシ，シラカシ，ウラヲロガシ

Erysiphe aquilegiae DC. (syn. Erysiρhe com抑制ûs QUÉL. , E. polygoni (not DC.) SALM., 

Microsρhaera ρolygoni SA W ADA , etc.) ヒメヤシャブシ

Uncinula Lﾉv. 

Uncinula clintonii PECK (syn. Uncinula kusanoi SYD.) ムクエノキ，エノキ，シナノキ

Uncinula zelkowae P. HENN. ケヤキ

Uncinula clandestina (BIV. BERN.) SCHROET. (syn. Erysiphe clandestina BIV. BERN. , Uncinula 

bivonae LÉv. , Erysiphe bivonae TUL. , Uncinula clandestina (BIV. BERN.) SCHROET. f. japonica 

P. HENN. , etc) オヒョウ，アキニレ，ハルニレ

Uncinula delavayi P A T. チャンチン

Uncinula bifurcata HOMMA , sp. nov. コナラ

Uncinula australiana McALPINE サルスベリ

Uncinula sengokui SALM. ツルウメモドキ

Uncinula salmoni SYD. (syn. Uncinula sengokui SALM. f. SALM.) トネリコ， コノT ノトネリコ，

ヤチダモ，アオダモその他

Uncinula picrasmae HOMMA , sp. nov. ニガキ

Uncinula actinidiae MIYABE (syn. Uncinula necator (SCHW.) BURR. , U. necator (SCHW.) 

BURR. var. actinidiae HARA) コク'7， ミヤママタタピ，マタタビ
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Unci叫ula 世記γ抗icife-

rae P. HENN. ヌノレテヘ

ハゼノキ，ヤマハゼ，ヤ

マウルシ，ウルシ

Uncinula salicis (D 

C.) WINT. (syn. Eryｭ

siPhe salicis DC., Eryｭ

siphe populi DC., etc.) 

ドロノキ，ヤマナラシ，

ノてッコヤナギ， ネコヤナ

ギ，エゾヤナギ，ナガパ

ヤナキ，オオバヤナギそ

の他

Uncinula curvisρora 

HARA (syn. Uncinula 

septata SALM. var. 

curvispora HARA) イ

ヌブナ

Uncinula septata 

SALM. コナラ

Uncinula geniculata 

GERARD ハクウンポク

Uncinula betulae 

HOMMA , Sp. nov. (syn. 

U冗cinula salicis (DC.) 

SYD.) アカカンノ勺シ

ラカンノf

Uncinula car戸inicola

HARA (syn. Uncinula 

geniculata GER. var. 

Uncinula fraxini MIYABE トネリコ，コノT ノトネリコ，ヤチダモ，アオダモ

Uncinula miyabei (SALM.) SACC. et SYD. (syn. Uncinula salicis (DC.) WINT. var. miyabei 

SALM. , U. miyabei SALM.) ミヤマカワラハンノキ， ヒメヤシャブシ，ケヤマハンノキ，ヤマハンノ

キ，ハンノキ，エゾハンノキ，シナノキ，オオパボダイジュ

Uncinula mori 1. MIY AKE ヤマグワ

Uncinula nishidana HOMMA , Sp. nov. アオギリ
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Uncinula necator (SCHW.) BURR. (syn. Erys伊he necator SCHW. , E. spiralis BERK. et CURT., 

etc.) ノブドウ

Typhulochaeta S. ITo et HARA 

Typhulochaeta jalうonica S. ITo et HARA ナラガシワ， ミズナラ，コナラ， トネリコ

Sawadaea MIYABE 

本属は沢田 (1914)削(大 3) によって初めて記載され，本属の菌として Sawadaea aceris (DC.) SAWAｭ

DA 1 種があげられた。本聞は次の 3 種を記載している。

Sawadaea bicornis (WALLR.) MIYABE, nom. nov. (syn. Erysiphe aceri・5 DC. , E. bicornis FR., 

etc.) ミツバカエデ

Sawadaea tulasnei (FUCK.) HOMMA , comb. nov. (syn. Erysiρhe bicornis FR. , Uncinula bicornis 

LÉv. , U. tulasnei FUCK. , Sawadaea aceris MIY ABE , etc.) ウリカエデ，クロピイタヤ，ベニイタヤ，

ヤマモミヲ，イタヤカエデ，オガラパナ

Sawadaea negundinis HOMMA , sp. nov. トネリコパノカエデ

MicrosPhaera Lﾉv. 

広葉樹に寄生する Microsρhaera 属菌はその種名が混とんとしていたのであるが，本聞によって明確に

された。

Microsρhaera alni (WALLR.) SALM. (syn. Microsρhaera ρlatani HOWE, M. jaρonica P. HENN., 

etc.) ケヤマハンノキ，アサダ，クリ，ハシドイ，クマヤナギ， ミツバアケビ，アケビ，ニガキ， ミツバ

ウツキ， ミズキ，エゴノキ，チシマヒョウタンボクその他

Microsphaera calocladoρhora ATKINS. Quercus alba 

MicrosPhaera alphitoides GRIFF. et MAUBL. (syn. MicrosPhara quercina (not BURR.) , M. alni 

SALM. , M. alni f. sp. quercina NEGER, etc.] シイノキ，クヌギ， Quercus alba, ミズナラ，カシ

ワ，イチイガシ，アラガシ，シラカシ，ウパメガシ，コナラ，ウラ."ロガシその他

MicrosPhaera ligustri HOMMA , sp. nov. オオパイボタ

MicrosPhaera divaricata (W ALLR.) L孟v. (syn. Erysiρhe divaricata LK. , Microsρhaera alni 

SALM. var. divaricata SALM. , etc.) サワフタギ

MicrosPhaera coryli HOMMA , sp. nov. オオハシバミ，ハシパミ，オオパツノハシバミ，ツノハシ

ノ~ ~ 

Microsphaera yamadai (SALM.) SYD. (syn. M祥rosPhaera aln� SALM. var. yamada� SALM., 

etc.) オニグルミ，ケンポナシ

MicrosPhaera euPhorbiae (PECK) BERK. et CURT. (syn. Erys~ρhe euρhorbiae PECK , etc.) ヒ

トツパハギ

Aficrosphaera akebi・ae HOMMA , sp. nov. ツクパネウツギ

MicrosPhaera lonicerae (DC.) WINT. (syn. 1\のicrosρhaera alni var. lonicerae SALM.) スイカ

ズラ

MicrosPhaera ρseudo-lonicerae (SALM.) HOMMA , comb. nov. (syn. Micros.ρhaera alni (W ALLR.) 

制沢田兼吉:分生胞子時代ヨリ観タル粉病菌科.台湾農試特報 9. pp. 1-102 (1914). 
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SALM. var.ρseudo.lonicerae SALM. , M. penicillata (WALLR.) Lﾉv. var.ρseudo-lonicerae SACC. 

et TROT.J アオツズラフジ

MicrosPhaera berberidis (DC.) Lﾉv. (syn. Erysiρhe berberidis DC. , PodosPhaera berberidis 

Lﾉv.) オオパメギ， ヒロハヘビノボラズ，メギ

MicrosPhaera grossulari・'ae (W ALLR.) Lﾉv. (syn. Microsphaera sambucicola P. HENN. , etc.) 

エゾニワトコ，ニワトコ

MicrosPhaera dザ'usa COOKE et PECK ホオノキ

Microsphaera b舫mleri P. MAGNUS (syn. Erysi，ρhe polygoni DC. , MicrosPhaera polygoni (DC.) 

SA W ADA , etc.J ニセアカシア，ヨツパハギその他

MicrosPhaera viciae-unijugae HOMMA, Sp. nov. (syn. Erysiphe poか'goni DC. , MicrosPhaera 

ρolygoni (DC.) SAWADAJ ナンテンハギその他

Phyllactinia Lﾉv. 

広葉樹に寄生する Phyllactinia 属菌はそのほとんどがいわゆる‘Phyllactinia corylea' だとされ，この

寄主範囲は極めて広いものと考えられていたが，本間によって次のとおり細分された。

Phyllactinia corylea (PERS.) KARST. (syn. Erysiphe coryli HEDW. f. , Phyllactinia guttata FR., 

Phyllactinia suffulta SACC. , P. saρii SA W ADA , etc.) オオパツノハシバしツノハシバしアサダ，

マンサク，ザイフリボク，クヮリン，ニガキ，ナンキンハゼ，ムラサキヤシオツツヲその他

Phyllactinia moricola (P. HENN.) HOMMA 121) (syn. Phyllactinia corylea KARST. , P. moricola 

(P. HENN.) SAWADA'08), P. broussonetiae-kaemPferi SAWADAl42) , etc.) ツルコウゾ，コウゾ，ヤマ

グワ

Phyllactinia fraxinii (DC.) HOMMA , comb. nov. (syn. Erysiρhe fraxini DC., Phyllactinia guttata 

LÉv. , Phyllactinia corylea KARST , etc.) オニグルミ， ミヤマハンノキ，ケヤマハンノキ，ヤマハンノ

キ，ハンノキ，エゾハンノキ，カワラハンノキ，シラカンノ勺コブシ，コクヮ，ヤチダモ， トネリコ，ア

オダモその他

Phyllactinia quercus (M企R.) HOMMA , comb. nov. (syn. Erysiρhe quercus M色RAT， Phyllactinia 

corylea KARST.) クリ，コナラ，アベマキ

Phyllactini・a imρerialis MIY ABE (syn. Phyllactinia corylea KARST.) キリ

Uncinuloρsis SAWADA 

Uncinulopsis shiraiana (P. HENN.) HARA (syn. Uncinula shiraiana P. HENN. , Phyllactinia 

corylea KARST. , var. subsρiralis SALM. , P. subsρiralis SA WADA , Uncinulopsis subsρiralis 

SAWADA , etc.) エノキ

Oidium euonymi-jaρonicae (ARC.) SACC. (syn. MicrosPhaera euony明i-japonicae (SALM ・〉

HARA , Uncinula euonymi-jaρo削icae (SALM.) HARA , etc.J マサキ

本間のこのモノグラフは充実した内客，明快な記述および完備した索引によってわれわれにとっても極

めて有用な論文である。

Cystotheca wrightii BERK. et CURT. (カシの紫かび病菌) 明日山・小林(義〉・今関 (1936)639)
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Erysi，ρhe 戸olygoni DC. [Micros，ρhaera grossulairae (WALLR.) L企v.]制 ニワトコ 富樫・小沼

(1934)390) 

Microsρhaera alni (WALLR.) WINT. [(WALLR.) SALM.]剖 ヤマハンノキ，アケピ，クマノミι ズ

キ，その他 富樫・小沼(1934)390)，富樫 (1936)528)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)帥〉

Microsρhaera berberidis (DC.) Lﾉv < ヒロハノヘピノボラズ 富樫・小沼 (1934)捌)，富樫 (1936)"'8)

MicrosPhaera quercina (SCHW.) BURR. [Microsρhaera alphitoides GRIFF. et MAUBL.]制ミズ

ナラ 富僅・小沼 (1934)別〉

Phyllactinia broussonetiae，kaemρ'feri SAWADA [Phyllactinia moricola (P. HENN.) HOMMA]制

ツルコウゾ沢田 (1933)308)

Phyllactinia sapii SA WADA [Phyllactinia corylea (PERS.) KARST.]制 ナンキンハゼ 沢田

(1933)308) 

Sawadaea tulasnei (FUCK.) HOMMA イタヤカエデ 富樫・小沼 (1934)390)

Sphaerotheca lanesfris HARK. [Cystotheca lanestris (HARKN.) MIYABE]出コナラ 富樫・小沼

(1934)390) 

Tyρhulωochaeta jaゆρonicαS. ITO e抗t H王ARA (ナラ裏渋病菌〉 明日山.小林〔義) .今関 (ο19白39め〉日

Un町ci仇nul.μ'a acti仇ni似di勿ae M河山f仇IYABE マ夕夕ピ 富樫.小沼 (ο19幻34め)3却90的} 

Uncinula fraxini MIY ABE アオダモ 富樫・小沼(1934)山〉

Unci抑制la geniculata GERARD. ハクウンボク 富樫・小沼 (1934)目的

Uncinula miyabei (SALM.) SACC. et SYD. ヒメヤシャブシ 富樫 (1936)52 8)

Uncinula sengokui SALM. ツルウメモドキ 原 (1931)155)

Uncinula verniciferae P. HENN. ハゼノキ沢田(1933)308)

Oidium cφhalanthi SAWADA , Sp. nov. タマガサノキ 沢田 (1933)308)

Ovulariopsis alni-formosanae SA W ADA タイワンハンノキ 沢田 (1933)308)

Ovulariopsis ampeloρsidis勾 ciliatae SAWADA ケノブドウ沢田 (1933)308)

Ovulariopsis amjうeloρsidis-heferoρhyllae SA W ADA ノブドウ沢田 (1933)308)

O仰laγioρsis broussonetiae-papyriferae SA WADA カジノキ沢田(1933)308)

Ovulariopsis salicis-warburgii SA W ADA タイワンヤナギ沢田(1933)308)

Meliolineae すす病菌

山本(和) (1940~1~41) (昭 15~16) は iFormosan Meliolineae I~VIJ に台湾の植物すす病菌を多数

記載している。次には樹木の菌をぬき出し，少数ながら他の研究者によって記載されたものもあげる。

Amazonia peregrina (SYD.) SYD. (syn. Meliola ρeregrina SYD.) タイヲンセンリョウ 山本

(和) (1940)問〉

Irene arisanensis YAMAMOTO , Sp. nov. アリサンガシ 山本(和) (1941)'87) 

Irene castanoρsisfoliae YAMAMOTO , Sp. nov. オニガシ山本(和) (1941) 787) 

Irene のlclobalanopsicola YAMAMOTO , Sp. nov. ナンパンガシ 山本(和) (1941)787) 

I'rene kiraiensis Y AMAMOTO , Sp. nov. ムシャダモ 山本(和) (1941)'87) 

制本間ヤス(1937)553)。
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lrene konishii YAMAMOTO , Sp. nov. コニシガシ 山本(和) (1941)787) 

lrene lithocarρicola YAMAMOTO , Sp. nov. アミガシ，タイワンガシ， ヒラとガシその他 山本(和〉

(1941)7871 

lrene musyaensis YAMAMOTO , Sp. nov. タイワンコケモモ 山本(和) (1941)787) 

lrene photinicola YAMAMOTO , Sp. nov. ノウコウカマツカ 山本(和) (1941) 787) 

lrene sinsuiensis YAMAMOTO , Sp. nov. シンスイエイガシ 山本(和) (1941)787) 

lrene styracicola YAMAMOTO , Sp. nov. タイワンエゴノキ 山本(和) (1941)787) 

lrene tranvaesiicola YAMAMOTO , Sp. nov. ニイタカカマツカ 山本(和) (1940)市〉

lrenina hydrangeae YAMAMOTO , Sp. nov. カラコンテリギ，キダチコガク 山本(和) (1941)787) 

lrenina lonicerae YAMAMOTO , Sp. nov. ビロードスイカズラ 山本(和) (1941)787) 

lrenina malloticola YAMAMOTO , Sp. nov. アカメガシワ，ウラヲロアカメガシワ 山本(和〉

(1940)745) 

lrenina manca (ELLIS et MARTIN) STEVENS (syn. Meliola manca ELL. et MART.) コウシュ

ンヤマモモ 山本(和) (1940) 745) 

lrenina jうithecolobii YAMAMOTO , Sp. nov. タマザキゴウカン 山本(和) (1941)787) 

lreni・na rhaρhiole戸is YAMAMOTO , Sp. nov. モッコクモドキ 山本(和) (1941)787) 

lrenina rhododendri YAMAMOTO , Sp. nov. キンモウツツジ 山本(和) (1941)187) 

lrenina subapoda (SYD.) STEVENS (syn. Meliola subaρoda SYD.) クスノハガシワ 山本(和〉

(1940)745) 

lrenina turpiniae YAMAMOTO , Sp. nov. タイワンショウベンノキ 山本(和) (1941)787) 

lrenina viburni (SYD.) STEVENS (syn. Meliola viburni SYD.) タカサゴガマズミ 山本(和)

(1940)745) 

lrenoρsis sinsuiensis YAMAMOTO , Sp. nov. クサノハシャシャンポ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola acaciae.confusae SAWADA , Sp. nov. ソウシジュ 沢田 (1931)20日

Meliola acanthopa仰cis YAMAMOTO , Sp. nov. ミツバウコギ山本(和) (1941)787) 

Meliola aceris YAMAMOTO , Sp. nov. クスノハカエデ 山本(和) (1940)山〉

Meliola aethioρS SACC. タガヤサン 山本(和) (1940) 745) 

Meliola alniρhylli YAMAMOTO , Sp. nov. ハンノハエゴノキ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola araliicola YAMAMOTO , Sp. nov. タイワンタラノキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola banosensis SYD. クズ，ムラサキナツハゼ 山本(和) (1940)745) 

Meliola bauhiniicola YAMAMOTO , Sp. nov. キッカボク 山本(和) (1941)787) 

Meliola beilschmiediae YAMAMOTO , Sp. nov. アカハダクズ山本(和) (1941)787) 

Meliola brachyodonta SYD. タイワンフシノキ 山本(和) (1940)745) 

Meliola camelliaecola YλMAMOTO ， sp. nov. シンコウツバキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola castanopsina YAMAMOTO , sp. nov. タイワンヒシグリ，タカサゴジイ，ウライガシ 山本

〈和) (1941)787) 

Meliola chal1ψereiae SYD. カナピキボク 山本(和) (1940) 745) 
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Meliola clerodendri YAMAMOTO , Sp. nov. マキパクサギ山本(和) (1940)問)

Meliola cyclobalanoρsina YAMAMOTO; Sp. nov. アラカシ，ナガパシラカシ，ホソパシラカシ 山

本(和) (1941)7町

Meliola elmeri SYD. トガリパトベラ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola euchrestae YAMAMOTO , Sp. nov. リュウキュウミヤマトペラ 山本(和) (1941)787) 

Meliola fagaricol� YAMAMOTO , Sp. nov. テリパザンショウ 山本〈和) (1940)745) 

Meliola fusisρora YAMAMOTO , Sp. nov. タカサゴジイ 山本(和) (1941) 787) 

Meliola glochidiicola YAMAMOTO , sp. nov. ウラヲロカンコノキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola hederae YAMAMOTO , sp. nov. タイワンキヅタ 山本(和) (1941)787) 

Meliola heliciae YAMAMOTO , sp. nov. タイワンヤマモガシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola heterocePhala SYD. ホソパハギ山本(和) (1940)745) 

Meliola ilicicola YAMAMOTO , sp. nov. タイワンナナメノキ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola kadsurae YAMAMOTO , sp. nov. サネカズラ 山本(和) (1941)787) 

Meliola kansireiensis YAMAMOTO , sp. nov. ケカンコノキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola kawakamii YAMAMOTO , sp. nov. カワカミガシ 山本(和) (1941) 787) 

Meliola kiraiensis YAMAMOTO, sp. nov. オオアミガシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola koae STEVENS ソウシジュ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola kodaihoensis YAMAMOTO , sp. nov. コダイホガシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola 1φtoclada SYD. フカノキ，ヤドリフカノキその他 山本(和) (1941) 787) 

Meliola linderae YAMAMOTO , sp. nov. ホソパヤマコウパシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola lithocaゆina YAMAMOTO , sp. nov. セイショウガシ 山本(和) (1941) 787) 

Meliola litseae SYD. タイワンヤマクロモヲ 山本(和) (1940)問〉

Meliola machili YAMAMOTO , sp. nov. オオタブ\タブ，アリサンタブその他 山本(和) (1941) 787) 

Meliola mephitidiae YAMAMOTO , sp. nov. オオパノレリミノキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola microtricha SYD. シマイヌビワ，ケイヌピワ 山本(和) (1940)日日

Meliola neolitseae YAMAMOTO , sp. nov. カワリシロダモ，ヒロハダモ 山本(和) (1941)787) 

Meliola niessleana WINTER タイワンシラタマ 山本(和) (1941)787) 

Meliola osmanthi SYD. ナガパモクセイ 山本(和) (1940)川》

Meliola osmanthi・aquifolii HARA , sp. nov. ヒイラギ原 (1931)1町

Meliola 抑lmicola WINTER ソテツジュロ 山本(和) (1940)問〉

Meliola ρhyllostachydis YAMAMOTO , sp. nov. カワカムリヤダヶ，ケイチク，モウソウチク 山本

(和) (1941)78η 

Meliola ρileostegiae Y AMAMOTO , sp. nov. シマユキカズラ 山本(和) (1941) 787) 

Meliola ramulicola YAMAMOTO , sp. nov. セイショウガシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola sakahensis YAMAMOTO , sp. nov. アリサンイタビカズラ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola schimicola YAMAMOTO , sp. nov. マルパヒメツバキ 山本(和) (1940) 745) 

Meliola sempeiensis YAMAMOTO , sp. nov. コニシイヌグス 山本(和) (1941)787) 
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Meliola shiiae YAMAMOTO , Sp. nov. タカサゴヲイ，オオクリガシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola smilacis STEVENS タイワンサンキライ，サツマサンキライその他 山本(和) (1940)745) 

Meliola styracis YAMAMOTO , Sp. nov. ウラジロエゴノキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola subacuminata YAMAMOTO , Sp. nov. ヒイランクリガシ 山本(和) (1941) 787) 

Meliola subpellucida YAMAMOTO , Sp. nov. オニガシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola suisyaensis YAMAMOTO, Sp. nov. ニンドウパノヤドリギ 山本(和) (1940)745) 

Meliola symplocacearum Y AMAMOTO , Sp. nov. クロキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola symρloci YAMAMOTO , Sp. nov. ピワパハイノキ 山本(和) (1940)山}

Meliola symplocicola YAMAMOTO , Sp. nov. カンザブロウノキ 山本(和) (1941)787) 

Meliola taityuensis Y AMAMOTO , Sp. nov. アラカシ 山本(和) (1941)787) 

Meliola taiwaniana YAMAMOTO , Sp. nov. クリカシ 山本(和) (1941)187) 

Meliola vacci・ni TOCHINAI et YAMAGIWA , Sp. nov. コケモモ 栃内・山極 (1934)'85)

なお山本(和〕は後年台湾産すす病菌の分類学的研究を大成した到、制。

すす病菌の栄養摂取法

山本(和) (ο19倒41' 8河8帥8へ〉り， 19似42♂8回8'8吋は「庁Pe釘risp卯oriaceae;煤煤病菌の寄生並に腐生」で自分が行なつた研究結果の

摘要に次のように述ベている。

“1. Perisporiaceae の Meliola， Meliolina , lrene, lre削ina， lrenopsis, Dimerium, Dimerina , Peri-

sρorzna 及 Phaeostigme の諸属を含む 38 種の煤病菌に就て，吸器或は吸器状物の形成状態及びその形態

を謁ベた。その結果，内生菌糸から吸器状物を形成するものは Meliolina 属の 1 種， Capitate hypho・

podia から吸器を形成するものは Meliola， lrene, lrenina 及 lr向。ρsis の諸属を含む 24 種， Capitate 

hyphopoda から吸器の形成を認めないものは Meliola ， lrene 及 lrenina の諸属を含む 9 種であった。

叉表生菌糸に前記の如き営養分摂取器官の見られないものは Dimerium， Demerina , Perisρorina 及

Phaeostigme の諸属を含む 4 種であった。……"“2. 是等煤病菌の発育と昆虫との関係に就いて調べた結

果，内生菌糸を有する種類は昆虫と無関係に発育する様である。叉吸器を形成する種類は勿論，吸器を形

成しないでも capitate hyphopoda を有する種類は何れも昆虫と関係なく発育する。然介殻虫或は粉重量が

随伴して，その排世液が附着した場合には表生菌糸は夫を摂取して発育良好になる種類が可なりある。…

…有殻類の介殻虫は平滑な葉面に寄生して居る場合は煤病菌の発育に関係がない。然し瞬化した幼虫が菌

叢内に進入し其処で生棲する場合には関係が生ずる。即ち菌叢上に於ては虫体が成長するに従って，排社世

液を介殻の内面に塗抹する運動が表生菌糸によって次第に妨げられ，介殻の成分に変るべき排池液が其の

健介殻内に排出滞溜され，之が介殻内の表生菌糸によって摂取される。斯る場合には排継液が通常介殻内

に限られて居る故に一般に他の煤病菌の混生が見られない。表生菌糸に Capitate hyphopodia を欠く種

制山本和太郎: Formosan Meliolaceae (Meliolineae) VII. 兵庫農大研報 3 (1)，農業生物学編，
pp. 19~22 (1957). 

制一一一一一: Taxonomy of the Meliolaceae with special reference to the Formosan species. 向

上 3 (2) ，同， pp. 51~93 (1958). 

制一一一一一: Formosan Capnodiaceae. 同上 3 (1) ，同， pp. 32~46 (1957). 

制一一一一一: Capnodiaceae の種類の改正.向上 4 (1)，同， pp. 17~22 (1959). 

制一一一一一: Formosan sooty mould fungi belonging to the Meliolaceae, Parodiellinaceae, Asｭ

terinaceae and Capnodiaceae. 松本教授任教台湾大学三十周年記念論文集， pp. 197~264 (1961). 
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類は介殻虫或は粉訟の随伴によって其の排滑液の附着したと恩はれる Meliolineae :煤病菌叢上に混生して

居る様である。是等は Capnodiaceae の煤病菌の様に昆虫に随伴して発生する様である。"“3. 以上の…

…結果から， Perisporiaceae の煤病菌は営養分の摂取方法によっての 5 型に分たれた。即ち内部寄生菌，

準外部寄生菌，外部寄生菌，外部寄生兼外部腐生菌及外部腐生簡である。"

Coccochora 属および Coccochorella 属菌

Coccochora および Coccochorella 両属について筆者(1965)引はすでに大正年代の論文によって述べた

のであるが，昭和時代にもまたこれに関連する報交が現われた。

福井 (1934)目的(昭 9) の íCoccochora 属の一新種」と題する報文には次のように記されている。“・…・・

私は本年 (1933)'63) 1 月私等の真珠婚を紀念せんが為に， La Raportoj de La Nova Plantparazitfungoj 

と題する小著を，知人並に同好の人々に贈呈した。此の小著の中に於て，私が……シヒ……の葉上に採集

せる一種の寄生菌を調査し，之を学界未発表の新種と認め， Microthyrium Nakaizumiensis と学名を考

定し，和名を『シヒの黒点病菌』と名づけて発表した。而して此の小著を平素尊敬せる……逸見〔武雄〕農学

博士に贈呈したるに，同博士は厚意を以て，嚢に私の記載せる M. Nakaizumiensis 菌は，既に記載せら

れたところの Coccochora Kusanoi 菌に相当するものに非やとて， ..・H・京大の阿部(安部〉氏……並に同博

士が京都…・・に於て採集せられしシヒの葉上に寄生せる Coccochora Kusanoi 菌(暫く逸見博士に従ふ〉の

標本を恵与せられた。而して C. Kusanoi 菌は，元来カシの類に寄生する菌なるを以て，逸見博士はシヒ

の葉に寄生せるものは， New host と朱書せられた。依て私は早速逸見博士より御送附を受けたカシに寄生

せる C. Kusanoi 菌の標本と，私の採集せるシヒ葉の黒点病菌とを比較せるに，其の子座の形態色彩等，

殆んど差異を認め難き迄に酷似せることを知り得た。即ち私が Micr叫hyrium 属として記載したシヒ葉の

寄生菌は，従来植物病理学者が， Coccochora 叉は Coccochorella 属として取扱ったものに外ならぬ事を

明にした。…・・そこで私は更めて本菌を Höhnel 氏に従って Coccochora 属に移すこととする。次に研究

すべきは，シヒの葉上に寄生せるものと， カシの葉上に寄生せるものとが，等しき菌なりや否やの問題で

ある。逸見博士は是等両者を，相等しきものと見倣されたけれども之は単に肉眼上の所見に止まり，鏡検

の結果では無かった様である。"といい， 自分の鏡検結果と文献制とを比較して，“……以上述べた諸点よ

り観察して，シヒの葉上Jこ寄生する Coccochora 菌と，カシ葉上に寄生する Coccochora 菌とは，其の子

座の外観，大さ等は酷似するも，之を別箇の菌として取扱ふべきものと考へる。即ちカシの葉上に寄生す

るものは C. Kusanoi 菌であって，シヒの葉上に寄生するものは，之を別種と認むべきことを主張する。

そこで私は本菌を未報告の一新種となし， Coccochora nakaizumiensis と改め，叉 La Raportoj de La 

Plantparasitfungoj の記載の一部を訂正し，次に之が記相を掲ぐることとする。 Coccochora nakaizuｭ

miensis Fukui (Microthyrium Nakaizumiensis Fukui)" 

逸見 (1934)336) (昭 9) は íCoccochora 属菌と Coccochorella 属菌に就きて」と題する論文でこの両属

についてくわしく述べている。まず“Coccochora 属及び Coccochorella 属の研究史"次に“Coccochora

Kusanoi (P. Henn.) v. H凸hn. 菌の形態"では原 (1916)担の樫葉の汚点、病菌の学名を正し，“Coccocho-

制伊藤一雄:日本における樹病学発達の展望 日本樹病学史一. (11). 林試研報 181, pp. 106~ 110 

(1965). 

制原摂祐:樫葉ノ汚点病.大日本山林会報 402， pp. 46~49 (1916). 
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rella quercicola (P. Henn.) v. Höhn. 菌の形態"の項ではシリフカガシおよびアラガシの葉上で採集さ

れた本菌の形態を記している。“椎に生ずる Coccochora 属菌の種名"において，“筆者の研究室員瀬戸

房太郎氏は. 1925 年 2 月初めて京都市…・・に於て Coccochora Kusanoi (P. Henn.) v. Höhn. に外観極

めて克く一致する菌をシヒの葉上に発見採集したが，続いて同年筆者も亦これをシヒの葉上に発見した。

・…・・瀬戸氏が最初にこれを採集した当時筆者等は Coccochora Kusanoi (P. Henn.) v. Höhn. に外ならぬ

もので，シヒは本菌の新寄主であると思惟したが，発表することなく今日に及んだ。然るに昨 1933年福井

武治氏は......シヒのー病菌を研究し，これを学界未知の菌と認定せられ，和名をシヒの葉黒点、病菌と命

じ，学名を Microthyrium Nakaizumiensis Fukui (Microthyrium nakaizumiense Fukui の誤〉と命

名せられた。筆者は該菌の記載を見て平常 Coccochora Kusanoi ……と同定して居ったものに外ならずと

思惟したからその旨福井氏に報ずると共に筆者等の研究室に保存せられて居たアラガシ及びシヒの標本

を送呈したるに，福井氏は筆者の標本は全く同氏の発表に係はるものと同一である旨を返事せられた。

Microthyrium 属は Perisporiales に隷属するもので Coccochora 属は Dothideales に隷属するもので

あるから，同氏の検定には根本に於て誤のあったものと調はねばならないが，極めて検定の困難な菌であ

ることはこの一事でも知ることが出来るであらう。同年 9 月……開催せられし，第20 回関西病虫害研究会

に於て福井氏は ffCoccochorella の一新種』と題する講演を試み，尚その要旨を謄写版刷にして H・H・配布

せられた。氏は曇に Microthyrium nakaizumie珂se Fukui と命名したものは，筆者が Coccochora Kusa・

noi (P. Henn.) v. Höhn. の新寄主と朱書して贈呈せしものと，同一菌であることを承認せられた。併し

氏はその後の研究によると，アラガシに生ずる Coccochora Kusanoi (P. Henn.) v. Höhn. とシヒに生

ずる菌とは同属に隷属す可きものではあるが別種であって，而も両者共に Coccochorella 属に編入す可き

ものと見倣し，シヒの菌を Coccochorella nakaizumiensis Fukui (原文には Nakaizumiensis と記しで

ある〉とし，アラガシの菌には Coccochorella Kusanoi (P. Henn.) Hara を採用す可き旨主張せられ

た。その後筆者は前節で解説せし如く本菌は矢張り Coccochora 属であらねばならぬことを明になし得た

から，同氏にその旨を通知せしに. 12 月 H・H・同氏も亦前述の属名に就き筆者と同様 Coccochora を用ゆる

ことの正当なるを知り，既に日本植物病理学会報に該属名で論文の寄稿をなし置いたと申越された。併し

前記の講演要旨は誤の億活版刷とせられ……12 月同研究会から……配布せられたから女献として永久に残

ること明かである。 筆者は誤解を招かぬため，愛に筆者自身の調査と研究の結果を発表し，広く同好諸氏

に告ぐることとした。"“シヒに在っても大体アラガシの場合と同様な病状を呈するも，前者に於て一般に

斑紋の色淡く，葉の裏面に全然病状を認め難い。 叉多数の斑紋が相癒合して変色部が葉の全面に及ぶこと

も亦決して備ではない。斯の如き場合には小黒粒点も亦葉の全面に不規則に教生している。……筆者の見

たる子嚢は長さ…・・・にして，福井氏の測定結果と略々一致する。併しアラガシ葉に見たる Coccochora

Kusa仰i (P. Henn.) v. H凸hn. の子嚢よりは粉々小である。福井氏はシヒの菌は一個の子嚢中に通常 3

個の子嚢胞子を蔵するに過ぎないのに，アラカシの菌は常に 8 個であるから両菌は別種であると主張して

居られる。筆者も亦シヒの菌が一子嚢内に子嚢胞子を 3 個しか蔵さぬものの多いことを認めたが，常に果

して 3 個であるかどうかは明瞭に断定し得なかった。子嚢胞子の大さは…・円であったが，アラガシの菌よ

りも稀々小であった。 けれども本菌の胞子は熟度によって大さに差があるもので，筆者の検せし各材料は

何れもアラカシの菌ほど成熟して居なかった様である。福井氏は胞子の形態も亦上部細胞が著しく円昧を

帯びて居る点で異ると主張して居らるるが，筆者は斯かる形態の相違を明瞭に承認し得なかった。上記の
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如くアラガシ菌とシヒ菌とは主として一子糞内に存する子嚢胞子数に於て明かに異るものであるから，若

し子嚢内の胞子数が種別の重要標徴となり得るものとせば，両植物上の簡は別種であって，シヒに生ずる

福井氏の新種を承認しなければならない。 この点に就き筆者は何等の異議をも有さない。けれども子嚢胞

子数の相違が重要視し得ないものと仮定せば， その他の点の僅少な差異は種別の基準と見倣し難いもので

ある。元来一般菌類に於て一子嚢内の胞子数は 2 の倍数なるを原則とし， 4 個， 8 個， 16~国等を普通とする

が，屡々 3 個叉は 6 個等の場合を見受ける。 これは 2 個のものが 4 個に分割する時に発育不全に終りしも

ののあることを意味する。 アラガシ菌に於て 8 個のもの多きも，時にそれより少数のもののあることは，

本菌が胞子分割の過程に於て充分発育し得ないものを生ずる傾向を有することを暗示するものではあるま

いか。シヒの菌に在って 3 個のものの多いのは明かに 4 倒になる分割過程中一個発育不能に終る傾向の著

しく強いことを示すものであらう。筆者は同一菌がアラガシに在つては一子嚢中 8 個の胞子を成就せしむ

る能力を発揮し得るも，シヒに在つては寄主相違に基く何等かの原因で，当然発育すべき胞子が発育不能

に終る傾向を示すものであるとの考察が，決して不合理では無い様に思っている。 もっと多数の標本を蒐

集して比較研究するならば，中間数のものが現はれて両者の相違を承認し得ない様になるのではあるまい

か。兎も角，現在の処では両者を別種とするも，同種とするも見解の相違と見倣して置くより外に方法は

あるまい。"

以上長々と引用したのは，ほかでもなく，思いつきで， あるいはちょっとした機会に採集した標本につ

いて顕微鏡一台だけで行なう分類学の限界をよく物語っていると思われるからである。 このように安易な

分類学を行なって，やたらに新種を作られたのではたまったものでない。不完全菌類についてであるが，

筆者自身が手がけたスズカケノキ Cercospora 菌の分生胞子の形態的変異ははなはだしいもので，淡色で

鞭状の典型的な Cercospora 型から，濃色で俵状の Stigmina 型まで，ずっと連続していることを胞子の

単個培養および接種試験で実証したことがある制。両極端をみるときは明らかに各々異なる属に隷属する

ほどかけはなれているが，実はこれらは同一種にほかならぬことを知って筆者自身非常に意外に思ったと

同時に大いに驚ろき，以来顕微鏡一台で片づける従来の分類学に大きな疑惑をいだいている。

さらに武井 (1934)330)は“附記"で次のように記している。“昭和 8 年 9 月……第 20 団関西病害虫研究

会の席上，私は本菌を Coccochorella 属の一新種として発表したが，其の後更に調査研究の結果 Cocco・

chora 属に移すを適当と認め，其の旨逸見博士にも御通知を発し，且つ……本稿を認め，日本植物病理学

会報で発表する積りで，其の事をも同博士に御通知したが，遺憾ながら本稿が発表の運びに至らなかっ

た。其の後逸見博士は， ... ...Jj'Coccochora 属菌と Coccochorella 属に就て』と題する有益なる論文を発表

せられ，其の論文に於て私の調査が，日本植物病理学会報に発表せられるものとして執筆せられ，旦つ私

が関西病虫害研究会に於て発表した要項に就き，命名上の誤等を指摘せられた。此の点深く博士に感謝す

る

要するにシイの菌に対して福井は Microthyrium nakaizumiensis FUKUI • Coccochorella nakai. 

zumiensis FUKUI • Coccochora nakaizumiensis FUKUI と属名を二転三転，あくまでも新種としたの

に対して逸見はシイの菌もアラガシの Coccochora kusanoi (P. HENN.) HARA であるという終始一貫

した意見をもっていたのである。筆者はこれらの菌を直接調べたことがないので確言をはばかるが，記述

制伊藤一雄・寺下隆喜代・保坂義行: Variation in shape of conidia of Cercospora ρlatanifolia 

ELLIS et Ev. 日林誌 41 (6), pp. 229-237 (1959). 
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から判断する限り逸見の見解にくみするものである。

くもの巣病菌(クスの白絹病菌，クスの大粒白絹病菌，イネの紋枯病菌〕

白井 (1906)制(明 39) は長崎県下で採集されたクスの病害を研究，これを“白絹病"とよびこの病原菌

を新種とみとめ ， Hyρochnus sasakii sp. nov. とした。数年後台湾において沢田(1912戸2剖は，クスの

白絹病をくわしく調べ，これにはそれぞれ病原菌を異にする数種の疾病が含まれていることを明らかにし，

Hypochnus sasakii SHlRAI によるものを大粒白絹病とよび，なおこの菌はきわめて広汎な寄主範闘をも

つもので，イネのいわゆる紋枯

病をおこす菌はこれにほかなら

ぬことを接種試験によって立証

した。

その後久しい間わが国では本

菌は Hypochnus sasakii SHI. 

RAI という学名で呼ばれてき

たのであるが，松本(雛)(1934)

367) (昭 9) は iSome remarks 

on the taxonomy of the 

fungus Hypochnus sasakii 

SHIRAIJ と題する論文で，

BURT (1914)制の分類方式，す

なわち“担胞子の表面が粗槌で

凹凸があり，かつ多くは着色し

ているものを Hy.ρochnus 属，

また表面が平滑で無色のものを

Corticium 属とする" わけ方

に従って紋枯病菌を Corticium

属に転属， Corticium sasakii 

(SHIRAI) MATSUMOTO, 

comb. nov. とした。 しかしそ

の後も依然として本菌の学名

は Hypochnus sasakii SHIRAI 

が広く採用され， Corticium 

、、'-jth

in thc--' wintcr (lf :ï"~めゲ
di市山郁じりf 1"えaωin Gじ口羽anyhc 1aid c_n1_phas﨎 upon a 
]áh':、ど tcnnω “l;t;)çkcn_kr~ilkhdt")οf potil必ずl)icl}:I， i: ，is

thrqughout th心、警oorld， Jn vlcw of tl>c' f"ctγthc吋「仙L
pöt~tô"organbt.n ma;y be idcntical ¥¥'it_h t_l~c 
C(1)Il<;Cl j(.)ll, it b als� to l10tc that 01.11-potλtö 
Lhc �.:ltllrc cksig_l1計cd as P4 in my p印'vious i1 f1pcr(叫

St. Louj~， U. S. ,1\., thc lattcr bcin唱~ is(}lated 什印n sclc，ròti 込

1泊Itato tul)(.:r _",ccurcd on tlle markct of St. Louis, 1918. 
治 Ff<JlH 山ピ 1印。i泌削ogit::al 1a凶ロtor)'， T :l， ihfl~日 1mr町出l むni\"ct~jty，

lTram,. !->:1l'l'or� N:1.1:. Ji品加c.， Vol. XllI, Pt. .3匂3.)

第 83 図松本鏡(1934).

iSome remarks on the taxonomy of the fungus 酌ρochnus

Sasakii SHIRAIJ (イネ紋枯病菌の分類〕のタイトル・ペーヲ

制白井光太郎:崎商ノ白絹病菌 (Hypochnus Sasakii n. sp.) ニ就テ. 植物学雑 20 (239) , pp. 319 

~323 (1906). 

H 沢田兼吉:台湾ニ於ケノレ作物ノ白絹病.植物学雑 26 (305) , pp. 125~138; 26 (306) , pp. 178~ 

193 (1912). 

制一一一一:僚白絹病ニ就テ.台湾農試特報 4, pp. 1~80 (1912). 

制 BURT， E. A.: The Thelephoraceae of North America 1. Ann. Misso. Bot. Gard. , 1 , pp. 185 

~226 (1914). 
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sasakii (SHIRAI) MATSUMOTO はわが国ではあまり顧みられなかった。

そもそも Hypochnus 属 (FRIES 1832) はイボタケ科 (Thelephoraceaeー今日の Phylacteriaceae) の

ものとして創設されたのであるが，その正体がはなはだ不明確で，松本(1. c.) ののち ROGERS (1939)制，

(1949)ベ DONK (1957)制その他により，本属は‘ nomen ambiguum' であることが指摘され，今日で

は Hypochnus 属は抹殺されるべきものである，というのが分類学上の定説になっている。松本(1. c.) が

本菌を Corticium 属に転属した可否についてはあとで論ずるとして，すくなくとも Hyρochnus 属にあら

ずと認めたことは当時としては前進した見解で，わが国の菌学者および植物病理学者はこれをほとんど顧

みなかったとはいえ，卓見といわなければならない。

苗立枯病菌 Corticium vagum BERK. et CURT. (Rhizoctonia solani KむHN) と本菌との異同を研究

した松本(議〉・山本(和〉・平根 (1932)叫)(昭 7)，中国・河村(栄)制(1939) (昭 14) は培養上の性質，嫌触

現象，禾本科植物に対する病原性などから，これら両者は各々別種であるとしているのであるが，わが国

ではこれが通説になっていた。 ところが昭和中期にいたり樹木のくもの巣病菌を研究した伊藤(ー〕ら

(1952)べ (1955)梢はこの菌と苗立枯病菌 Corticium vagum (Rhizocfonia solani) およびイネ紋枯病菌

とを比較検討し，これらはお互に別種とするほどの差はみとめられず，くもの巣病菌および紋枯病菌はそ

れぞれ Corticium vagum の系統あるいは型とするのがよくはないかという見解を公にしている。

海外に目を転ずるならば，商立枯病菌 Rhizocfonia solani KÜHN の完全時代としてわれわれのなじみ

深い Corticium vagum BERK. et CURT. は DONK (1931) によって創設された Botryobasidium 属に

入れられ， B. solani (PRILL. et DEL.) DONK とされた。 しかしその後 ROGERS (1943)肘は古い属名

Pellicularia (COOKE 1876) を持ち出して DONK の意見に反対し，これを Pellicularia filamentosa 

(PAT.) ROGERS, comb. nov. とよんだ。これ以後 Pelli cularia という属名がよく使われるようになり，

EXNER (1953)制は‘ Corticium vagum' , ‘ Corticium sasakii' 等を比較研究し，これらを同一種と認め

て Pellicularia filamentosa (PAT.) ROGERS (Corticium vagum B. et c.) の中に入れ，それぞれ R

filamentosa (PAT.) ROGERS f. solani (KむHN) f. sp. nov. , P. filamentosa (PAT.) ROGERS f. sasa・

kii (SHIRAI) f. sp. nov. とした。

わが国では伊藤(誠) (1955)制は苗立枯病菌に対しては ROGERS (1. c.) に従い Pellicularia filamentosa 

(PAT.) ROGERS を採用し，紋枯病菌には新たに Pellicularia sasakii (SHIRAI) S. ITo , comb. nov. 

と命名，各々を別種としてとりあつかっている。

制 ROGERS， D. P.: The genus Hyρochnus and Fries' observations. Mycologia 31, pp. 297 ~307 
(1939). 

9日一一一一一一: Nomina conservanda proposita and nomina confusa.Fungi. Farlowia 3, pp. 425~ 
493 (1949). 

制 DONK ， M. A.: The generic names proposed for Hymenomycetes-VII. "Thelephoraceae." 

Taxon 6, pp. 17~28; pp. 68~85; pp. 106~123 (1957). 
制中田覚五郎・河村栄吉:稲ノ菌核病ニ関スノレ研究(第 1 報).農事改良資料 139, pp. 1~176 (1939). 

制伊藤一雄・紺谷修治:マメ科樹木の蜘妹巣病病原菌.林試研報 54, pp. 45~72 (1952). 

制一一一一・一一一・近藤秀明;カラマツ苗のくもの巣病菌.林試研報 79, pp. 43~63 (1955). 

条7 ROGERS, D. P.: The genus Pellicularia (Thelephoraceae). Farlowia 1, pp. 95~118 (1943). 
制 EXNER， Beatrice: Comparative studies of four Rhizocfonia occurring in Louisiana. Myco-
logia 45, pp. 698~719 (1953). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , p. 104 (1955). 
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以来ようやく外国でもわが国でも植物病理学者聞には Pellicularia 属が使用され，ある程度なじみにな

りつつあったのであるが，この属名には根本的に疑義がある制。それは Pellicularia COOKE (1876) は

P. koleroga COOKE を type として創設されたものであるが，この属徴にはたまたままぎれこんだかぴ

の胞子が記載されていることもあって ， Pellicularia 属は nomina confusa であるから採用すべきでない

という DONl王 (1954)引の意見が分類学者の間にしだいに重きをなしてきた。そして DONK (1956)制は改

めて‘ Corticium vagum B. et C. (Rhizoctonia solani KﾜHN) ，に検討を加え，氏がここで創設した

Thanatφhorus 属にこれを入れ，新たに Thanateρhorus cucumeris (FRANK) DONK, comb. nov. と

よんだ。この翌年 OLIVE (1957)制はこの菌に対して Ceratobasidium filamentosum (PAT.) OLIVE , 

comb. nov. という名を与えている。しかし TALBOT (1965)嗣はごく最近発表した論文で DONK (1956)制

の見解そのままを採用している。

すなわち‘ Corticium vagum (Rhizoclonia solani) ' の学名にはここ 30 年来次のように幾多の変遷が

みられてまことにまぎらわしい。

Corticium vagum BERK. et CURT. • Botryobasidium solani (PRILL. et DEL.) DONK • Pellicu­

laria filamentosa (PAT.) ROGERS • Pellicularia filamentosa (PAT.) ROGERS f. sp. solani (KﾜHN) 

EXNER • Thanateþhorus cucumeris (FRANK) DONK • Ceratobasidium filamentosa (PAT.) OLIVE 

• Thanateþhorus cucumeris (FRANK) DONK 

最近海外の植物病理学者の一部には Thanateþhorus cucumeris (FRANK) DONK が使われているが，

これで本菌の学名はほんぎまりになったであろうか。

さて問題のくもの巣病菌(イネ紋枯病菌)であるが， DONK (1958)制はこれを Thanatゆhorus 属に編

入している。 しかし最近 TALBOT (1965)嗣は現在のところ正確な分類を行なうことのできない種として

この菌を取りあつかっている。思うにこれは海外の研究者にとって日本の菌を直接調べる機会がないこと

およびこれに関する日本の文献が読まれていないことによるためであろう。ただし松本(1. C.)367) の論文は

外国でもよく引用されている。次に本菌の学名の変遷を記しておく。

Hyρochnus sasakii SHIRAI • Corticium sasakii (SHIRAI) MATSUMOTO • Corticium vagum 

BERK. et CURT. • Pell i cularia filamentosa (P A T・) ROGERS f. sp. sasakii (SHIRAI) EXNER • 

Pellicularia sasakii (SHIRAI) S. ITo • Thanatephorus sp. 

松本(雛〕・山本(和) (1935)458) (昭 10) は「的少och仰5 Sasakii SHIRAI in comparison with Corticium 

制伊藤一縫:稲紋枯病菌について一類似菌との比較を中心にしてー.植物防疫 12 (5) , pp. 185-188 

(1958). 

制 DONK， M. A.: Notes on resupinate Hymenomycetes-I. On Pellicularia COOKE. Reinｭ

wardtia 2, pp. 425-434 (1954). 
制一一一一一一: Notes on resupinate Hymenomycetes-II. The tulasnelloid fungi. Reinwardtia 3, 
pp. 363-379 (1956). 

制 OLIVE ， L. S.: Two new genera of the Ceratobasidiaceae and their phylogenetic significance. 

Amer. Jour. Bot., 44, pp. 429-435 (1957). 
普5 TALBOT , P. H. B.: Studies of ‘ Pellicularia' and associated genera of Hymenomycetes. 
Persoonia 3, pp. 371-406 (1965). 

制 DONK， M. A.: Notes on resupinate Hymenomycetes-V. Fungus 28 , pp. 16-38 (1958). 
氏は本論文において Pachysterigma griseum RACIB. は‘Hyþochnus sasakii SHIRAI' の‘ the

first strain 'かも知れないといっているが，資料不足の故をもって言明を避けている。
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stevensii BURT and Corti・cium koleroga (COOKE) v. HÖHN.J において， くもの巣病菌(イネ紋枯病

菌〉と，これに近縁の上記 2 菌を培養上の特徴，温度関係，菌糸・菌核の形態，病原性等を比較し，これ

らはいずれも別種で， くもの巣病菌は Corticium koleroga COOKE V. HÜHN. よりも，より Corticium

stevensii BURT に近く，系統発生的にみて C. stevensii はくもの巣病菌と C. koleroga の中間にあると

結論している。

すでに述べたように Pelli cularia 属は Pellicularia koleroga COOKE を type として設立されたもの

で，また ROGERS ・ JACKSON (1943)制は Cortici抑担 stevensii BURT=Pellicularia koleroga COOKE 

とした3 しかし最近 TALBOT (1965)制は Pellicularia koleroga , Corticiun stevensii BURT ともに

Ceratobasidium anceρS (BRES. et SYD.) JACKSON の中に入るものであるまいかとしている。

タケ・ササの菌類

Aciculosporium take MIYAKE マダケ 富樫・川村(1942)837)

Aithaloderma ρhyllostachydis HARA , sp. nov. マダケ，メダケ原(1931)155) 

Asterinella hiugensis HINO et HIDAKA , sp. nov. マダケ 日野・日高 (1934)341九日野 (1938)'00)

Asterotheca nigrocornis HINO, gen. et sp. nov. マダケ 日野 (1938)'00)

Astrocystis mirabilis BERK. et BR. マダケ，ホウライチク 原(1931)'日)，日野 (1938)600)

Balansia take (MIY AKE) HARA (syn. Aciculosporium take MIY AKE) (タケのてんぐ巣病菌)

原 (1936)'88)

Coccoidiella arundinariae HARA (タケのクロイボタケ〉 メダケ 日野 (1938)'00九明日山・小林

〈義〉・今関 (1939)639)

Didymosρhaeria stri・'atula PENZ. et SACC. マダケ原(1931)155) 

Epichloe sasae HARA ネマガリタヶ，チシマザサ 富樫・小沼 (1934)39町，富樫 (1936)528)

Haraea japonica SACC. et SYD. チマキザサ 原(1935)'04) (昭 10) は iHaraea 属に就て」で“…

…竹に寄生する菌類につき目下再検して取り纏め中であるがま主には筆者と因縁浅からざる Haraea につき

その一般の形態を記して見たいと思ふ。"といって本属設立の由来，属徴の記載， Haraeajaρonica SACC. 

et SYD. の原記載をうっし，菌の形態を述べ，なお本菌に寄生する新たな菌として Cicinnobolus nigricus 

HARA , sp. nov. を記載している。 Cicinnobolus nigricus HARA はのちに日野 (1939)648) によって転属

されて Cicinnobella nigra (HARA) HINO , comb. nov. とされた。

Leψρtωos砂:phae打ia t~忽'grisoideωS HARA "ダケ日野 (ο19田38め)'凹

且leliωiolωaρhylμ10ωst，ωachydiおS YAMAMOTO , sp. nov. カワカムリヤダケ，モウソウチク，ケイチク 山本

(革和日) (1941)878) 

Myriangium bambusae Hara (Myriangium haraeanum TAI et WEI)制 ハチク，メダケ原

(1935)'03) , 日野 (1938)'0町

Nectria sasae.kurilensis IMAI, sp. nov. クシロザサ 今井(1935)428)

制 ROGERS D. P. , and H. S. JACKSON: Notes on the synonymy of some North American 
Thelephoraceae and other resupinates. Farlowia 1, pp. 263-328 (1943). 

制 TALBOT， P. H. B.: Studies of ‘Pellicularia' and associated genera of Hymenomycetes. 

Persoonia 3, pp. 371-406 (1965). 
者3 日野巌: Icones fungorum bambusicolorum japonicorum. p. 108 (1961). 
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Para持thostomella ρhyllostachydis SAWADA, sp. nov. ケイチク沢田(1944)886)

Phyllachora indocalami SAWADA , sp. nov. ニイタカメダケ(黒腫病菌) 沢田(1943)8叩

Phyllachora ρachinensis SAWADA, sp. nov. パチナダケ(黒腫病菌) 沢田 (1943)862)

Phyllachora shiraiana SYD. シチク(黒脂病菌〉 沢田 (1944)88町

Sphaeropeziza bambusina HARA , sp. nov. カンザンチク 原 (1931)155)

Tubeufia javanica PENZ. et SACC. シチク(表生円星病菌) 沢田(1944)886)

Kuehneola bambusae FUJIK. (Angiopsora divina SYD.J*2 シチク沢田(1928)65)

原 (1942)793) (昭 17) ["鋳病菌と竹類諸属」には次のように記されている。“竹類に寄生する鋳菌にて過

去及び現在 Puccinia 属に所属したる種類が 10 種ある。……竹に寄生する銭菌類とその寄主となる竹の種

類を照し合はせ，最近の竹の分類と比較してみると次の様な関係が認められた。"

1) Puccinia longicornis PAT. et HAR. 寄主:チ7 キザサ，シャコタンチク，クマザ、サ，ヤダケ“本

菌はチマキザサ及びその近縁の竹を侵すもので通常 Sasa 属以外には寄生しないo ..・ H・" の Puccinia

kusanoi DIET. (syn. Uredo arundinariae SYD. , Aecidium deutziae DIET.) 寄主:アケボノザサ，

ツウシチク，ケネザサ，スダレヨ、ン，メダケ，ハコネダケ， ネザサ，カムロザサ，ナリヒラダケ，ヤシャ

ダケ “本菌はメダケ属 (PleioblastusJ に寄生するものでハコネダケ，メダケ，ツウシチクが普通の寄主

である。" 3) Puccinia kusanoi var. azuma KUSANO (Puccinia kusanoi DIET.J制寄主:アズマザ

サ “本菌はアヅマザサ属 (Sasaella) に寄生するが形態は P. Kusanoi 即ち基本種に近似する。…・・

4) Puccinia mitriformis S. ITO 寄主:ネマガリダケ，チマキザサ，クマザサ “本菌はネマガリダケ

に主として寄生し， Sasa 属以外を侵さない"0 5) Puccinia sasae KUSANO 寄主:スズタケ “本菌は

日光でスズタケ (SasamorphaJ にのみ寄生し，夏胞子を有するので次の種と区別される。" 6) Puccinia 

sasaecola HARA (?J*1 寄主:スズタケ “本菌もスズタケにのみ寄生し，他の竹属を侵さない。銭胞子

時代はトサミヅキに生ずる。" 7) Puccinia phyllostachydis KUSANO 寄主:ホテイチク，マダケ，カ

シロダケ，シボチク “本菌はマダケ属 (PhyllostachysJ にのみ寄生する。" 8) Puccinia infiexa (ITO) 

HORI (実は Angiopsora divi・na SYDOW の異名) 寄主:シチク，マチク，ホウオウチク，ホウライチ

ク，ウヤクチク，セキカクチク，ダイサンチク “本菌は主として Bambusa 及び Leleba (共に最近まで

Bambusa 属に一括されていた)に寄生する。……" 9) Puccinia corticioides B. et BR. (実は Stereo・

stratum corticioides (B. et BR.) MAGNUS) “......メダケ，マダケ，ナリヒラダヶ，クマザサ等の諸

属に跨って寄生し，竹の鋳菌中不貞の種である。……"

Puccinia i担iflexa (S. ITO) HORI (syn. Uredo infiexa S. ITo) (Angiopsora divina SYD.J制リョ

クチク，セキカクチク，シチク，マチク 沢田 (192町65】

Uredo isachnes SAWADA, sp. nov. タイワンハイチゴザサ 沢田 (1944)88町

Ustilago isachnes SAWADA , sp. nov. チシマザサ，チゴザサ(黒穂病菌) 富樫 (1936)528)，沢田

(1944)886) 

Ustilago shiraiana P. HENN. ケイチク 沢田 (192町65)

Ascochyta sasae HARA , sp. nov. スズタケ原 (1931)155) 

cercosporella dendrocalmi SAWADA , sp. nov. マチク(葉薄紫細点病菌) 沢田 (1944)886)

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (3) , (1950). 制一一一一:同. 2 (2) , p. 181 (1938). 
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Cercosporidium bambusicolum SAWADA , Sp. nov. タケ(葉黒斑病菌〕 沢田 (1944)8附

Colletotrich即時 hsienjenchang HINO et HIDAKA, Sp. nov. (Gloeosporium hsienjenchang HINO 

et HIDAKA , sp. nov.) タケ(黒色立枯病菌，仙人杖〉 日野・日高 (1934)叫}

Cylindrocladium bambusae HARA , sp. nov. マダケ原 (1931)1551

Dendrograρhium bambusae SAWADA, Sp. nov. リョクチク(円星病菌) 沢田(1943)862)

Lasmenia phyllostachydis SAWADA , Sp. nov. ケイチク，マチク(稗ごま竹病菌〉、沢田 (1944)目的

Macroρhoma dendrocalami SAWADA , Sp. nOv. マチク(葉黒点病菌〕 沢田 (1944)886)

Macrophoma ischurochloae SAWADA , Sp. nov. シチク(葉黒点病菌〕 沢田 (1944)886)

Phyllosticta phyllostachydis HARA , sp. nov. マダケ原 (1931)155)

Phyllosticta take MIY AKﾈ et HARA マダケ 富樫・川村 (1942)837)

Rhabdosjうora pleioblasti HARA , sp. nov. カンザンチク 原(1931)1間

Scaphidium ischurochloae SAWADA , sp. nov. シチク(葉枯病菌〉 沢田 (1944)88町

Sclerotium jゆonicum ENDO et HIDAKA , Sp. nov. マダケ，ハチク(萄菌核病菌〉 遠藤・日高

(1935)401) 

Vermicularia nigronitentis SA W ADA , Sp. nov. ケイチク(漆黒病菌〉 沢田(1943)862)

ソテツジュロ・ビンロージ・ヤシ類の菌類

Guignardia arecae SACC. ピンローヲ(円斑病菌〉 沢田 (1943)862) 864) 

Meliola amρhitricha FR. ソテツヲュロ(小喋病菌〉 沢田 (1942)酬に (1943)862)

Meliola 抑lmicola WINTER ソテツジュロ 山本(和) (1940)間

Exosρorium palmivorum SACC. ソテツジュロ(限点病菌〉 沢田 (1942)830) ， (1943)862) 

Nigrocゆula formosana SAWADA, sp. nov. ソテツヲュロ 沢田 (1944)886)

最近富永・土屋 (1960)引は静岡県および八丈島産のものを調査，これを黒っぼ病と命名した。なお筆者

も宮崎市産のものを検したことがある。

Pestalozzia (PestalotiaJ palmarum COOKE ヤシ，ココヤシ(葉枯病菌〕 沢田(1943)862) ， (1943)'附

Phyllosticta catechu SA WADA , Sp. nov. ピンロ-，; (茶斑病菌〉 沢田 (1943)862九 (1943)864)

針葉樹の菌類

Dasyscyρha caliciformis (WILL.) RHEM (モミノコザラタケ 新称) (Trichoscy.ρhella calycina 

(SCHUM. et FR.) NANNF.J制 モミ 明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Dasyscyρha willkommii HARTIG (Trichoscyρhella willkommii (HARTIG) NANNF.J ハイマツ

富樫 (1936)悶〉 本菌は Larix 属以外には寄生しないはずで，これは富径の mis-identification であ

ろう制刑制
ノ 0

長1 富永時任・土屋行夫: フェニックスの黒っぽ病について.農技研中間報告 13, pp. 68~69 (1960). 
(謄写刷〉

制亀井専次:トドマツがんしゅ病に関する研究.林試北海道支場年報 (1961) , pp. 128~144 (1962)_ 

制 HAHN ， G. G. , and T. T. AYERS: Dasyscyphae on conifers in North America 1. The largeｭ
spored, white-excipled species. Mycologia 26, pp. 73~101 (1934). 

制一一一一一・一一一一一: Role of Dasyscyρha 卸illkommii and related fungi in the production of 

canker and die-back of larches. Jour. For. , 41 , pp. 483~495 (1943). 
制伊藤一雄・陳野好之・小林享夫: Larch canker in Japan. 林試研報 155, pp. 23-47 (1963). 
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Hypoderma brachysporum (ROSTR.) TUBEUF タイワンアカマツ，クロマツ， リュウキュウマツ

伊藤(武) (1936)506) 

LeptosPhaeria thujaecola HARA , Sp. nov. コノテガシワ(葉枯病菌) 原 (1930)山〉

Limacinia sp. トドマツ(煤病菌〉 河野(1941)'69)

Lophodermium nervisequium (DC.) RHEM アオモリトドマツ 富樫・小沼 (1934)390)

Lophodermium ρinastri (SCHRAD.) CHﾉV. タイワンアカマツ， リュウキュウマツ，クロマツ，テー

夕、ツ伊藤(武) (1936)506) 

11ゐlYiangium sp. スギのこぶ上原 (1935)'"町

“白井博士と共に 11ゐ，riangium tuberformis SHIRAI et HARA の学名を撰定する筈であったが，其発

表を見ずして同博士は他界されたのである。"といっているが，こぶを形成する菌と考えたらしい。

Physalospora podocar，ρi HARA , sp. nov. イヌマキ原 (1931)155)

Pithya cu，ρressi (BATSCH.) REHM イブキ沢田(1931)20日

Rosellinia heゆotrichioides HEPTING et DA VIDSON エゾマツ 長谷川・小Jl I (1939)643)，笠井

(1940)722) 

Peridermium pini-densiflorae P. HENN. (Coleosporium asterum (DIET.) SYD.]制 ニイタカアカ

マツ沢田(1943)86') 同町

Cercos戸ora cryptomeriae SHIRAI スギ(赤枯病菌〕 沢田 (1928)65)，富樫・ JII村 (1942)間〉

Cercospora pini-dens伊orae HORI et NAMBU リュウキュウマツ，タイワンアカマツ(葉枯病菌〉

沢田 (1928)間

Macrophoma jun(ρerina PECK ピャクシン(芽枯病菌〉 西門・宮脇 (1944)883)

Monochaeti・a sp. コノテガシワ 高木 (1943)86')

Pestalozzia [Pestalotia] shiraiana P. HENN. マキ沢田 (1928)65)

Phoma hasegawae OGAWA , sp. nov. ヒノキ(槽腐病菌〉 長谷川・小川 (1939)6m なお 34 ペーヲ参

照。

Phoma yano・kubotae KITA]IMA , sp. nov. (Mycosphaerella larici-leptolepis K. ITO et K. SATO]制

カラマツ(落葉病菌〉 北島 (1931)18')

Phomopsis occulta TRA VERSO [Diaporthe conorum (DESM.) NIESSL]剖 トドマツ(胴枯病菌〉

亀井 (1939)660)

Phomopsis ρseudotsugae WILS. (Diapoグthe conorum (DESM.) NIESSL (Phomopsis occulta 

TRAV.)]剖 カラマツ(裾膏病菌〉 長谷川・小川 (1939)制》 なお 57 ペーヲ参照。

Septoria acicola (THﾜM.) SACC. (Scirrhia acicola (DEARN.) SIGGERS]制 マツ(針案褐斑病菌〉

北島(1933)297)

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (2) , (1938). 

制伊藤一雄・佐藤邦彦・太田 昇: Studies on the needle cast of Japanese larch-I. Life history of 

the causal fungus , Mycosphaerella larici-leptoleρis sp. nov. 林試研報 96， pp. 69-88(1957). 

嗣小林享夫:スギの Phomopsis 校枯病菌ーその生活史と分類←.林試研報 107, pp. 1-25 (1958). 

制 SIGGERS ， P. V.: Scirrhia acicola (DEARNふ n. comb. , the perfect stage of the fungus caus・

ing the brown spot needle bIight of pine. Phytopath. , 29, pp. 1076-1077 (1939). 
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Stagonospora pini-pumilae TOGASHI ハイマツ富樫 (1936)528)

広葉樹の菌類

01ρidium viciae KUSANO ナンテンハギ 明日山・小林〈義〉・今関 (1939)639)

Phyto.ρhthora cinchonae SA W ADA, Sp_ nov. アカキナノキ，ポリピヤキナノキ(台湾疫病菌) 沢田

(1936)520) 52 1), (1942)831) 

Rhizoρus nigricans EHRENB. タマザキツヅラフジ〈根腐敗病菌〉 沢田 (1943)8631

Synchytrium minutum (PAT.) GÄUM. クズ沢田 (1933)308)

Aithaloden仰 camelliae HARA , Sp. nov. ツバキ原(1931) 155) 

Aithaloderma japonicus HARA , Sp. nov. アラカシ原 (1931) 155) 

Ascospermum viticola IKAT A チョウセンヤマブドウ(輪斑病菌) 逸見 (1943)843)

Asterina aucubae P. HENN. ヒメアオキ，タイワンアオキ(裏煤病菌) 富樫 (1936)528)，沢田

(1943)863) 

Asterina koshunensis SAWADA , sp_ nov. ヒメフウチョウボク(表煤病菌〕 沢田 (1944)88 6)

Aulographum euryae SYD. ヒサカキ(褐紋病菌〉 明日山・小林(義〕・今関(1939)問}

Beloniella skimmiae MIY ABE et TOGASHI ミヤマシキミ 富樫・小沼 (1934)3901

Botηosphaeria 戸asaniae HARA , sp. nov. シイノキ原 (1931) 15日

ChaetosPhaeria ρhaeostroma (DUR. et MOT.) FUCK. 広葉樹 日野(1937)叫)，明日山・小林(義〕・

今関 (1939)63 9)

Chlorosρlenium aeruginosum (OED.) DE NOT. イヌザクラ(?) 富樫・小沼 (1434)390)

Cicinnobella cystothecae HINO , sp. nov. Cystotheca wrightii (アラカシうどんこ病菌)に寄生 日

野 (1939)叫〉

Cicinnobella nigra (HARA) HINO , comb. nov. (Cicinnobolus nigricus HARA, sp_ nov.) Haraea 

jaρonica (チマキザサの寄生菌)に寄生 日野(1939)64 8) ，原 (1935)'叫

Cicinnobolus euonymi・jaρonici ARCANG. Oidium euonymi-jaρonici SALM. (マサキのうどんこ病

菌〕に寄生 日野・加藤 (1929)73)

Coccomyces 抑制saendae SAWADA , sp. nov_ コンロンク'7 (紫斑黒点病菌〉 沢田 (1944)8間

Corynelia uberata FR. ナギの葉，茎，果実 明日山(1934)328)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)間》

明日山(1934)問)(昭 9) は iCorynelia uberata FR. 土佐ニ産ス」で次のように述べている。 “……本

邦ニ於テハ山田玄太郎博士ヲ通ジテ FITZPATRICK 氏ノ許へ送付サレタ故河越重紀氏ノ標品ノ他ニ採集ノ

記録ハ見当ラナイヤウデアノレ。……昭和 7 年 3 月 29 日高知県幡多郡足摺l阿国有林内皇子谷ニ於テ，若イな

ぎニ寄生セル本菌ヲ見出シタ。……筆者ハ其形態ニツキ観察スノレヲ得タノデ，本邦菌学者ノ手ニヨツテ未

ダ発表サレタ事ノナイ Cory咋elia uberata FR. ノ産地及形態ニ就テ紹介シ，本邦菌類フローラごー科ー属

ノ記録ヲ加ヘタイト思フ oH

Diaporthe aucubae SACC. (syn. Phomopsis aucubae WEST. f. ramulicola (SACC.) TRA v.) アオ

キ(胴枯病菌〕 福井 (1933)264) (昭 8)は宇治山田市で見い出した本菌を調べて Diaρorthe aucubae SACC. 

と同定した。その後明日山(1938)田口は東京で採集した材料によって本菌を Phomopsis aucubae WEST. 

f. ramulicola (SACC.) TRA v. としたのであるが“投稿後に至り，アヲキの Phomopsis に就ては福井
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氏(1933…・・〉が既に神宮外苑で採集，之を胴枯菌と命じ，且つ子嚢時代をも検して Diaρorthe Aucubae 

SACC. として記載して居られるのを知った。分生子時代の形態は大体上記と一致する。依て上記の菌は

Diaporthe Aucubae の分生子時代と認むべき事を附記する。"としている。

Diatrype stigma (HOFFM.) FR. (シトヰタケ〉 広葉樹 明日山・小林(義〉・今関(1939)639)

Didyn(m)ella 例!yricae HARA , Sp. nov. ヤマモモ(褐斑病菌〕 原 (1930)山〉

Didymosphaeria atroρunctata TOCHINAI et YAMAGIWA , Sp. nov. ウラシマツツジ 栃内・山極

(1934)385) 

Dothidea sambuci (PERS.) FR. 広葉樹 明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Endothia singularis (H. et P. SYD.) SHEAR et STEVENS 明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Gnomonia albomaculans FUKUI , Sp. nov. シイノキ(白斑病菌) 福井 (1933)264)

Gnomonia oharana NISIKADO et MATSUMOTO , sp. nov. ハノレニレ，オヒョウ(黒斑病菌〉 西門・

松本 (1929)98)，富樫・小沼 (1934)39町

Gnomonia setacea (PERS.) CES. et DE NOT. ツノハシバミ 富樫 (1936)258)

Guignardia coffeana (NOACK) SAWADA , comb. nov. (syn. Colletotrichum coffea問um NOACK) 

コーヒーノキ(炭痘病菌〕 沢田 (1943)8町

G仡gnardia ilicis-formosanほze SAWADA , Sp. nov. タイワンナナメノキ(裏ごま病菌)沢田 (1943)862)

Guignardia puerariae SAWADA , Sp. nov. クズ(黄褐円紋病菌〉 沢田 (1943)863】

Guignardia rhodomyrti SAWADA , Sp. nov. テンニンクヲ(褐色円星病菌〉 沢田 (1943)附)， (1944)886) 

Hyρocaρnodium quercifolium HARA , sp. nov. アラカシ，シラカシ 原 (1931)155) 

K�anoa jaρonica P. HENN. et SHIRAI アラカシの Coccoidea 菌に寄生原(1935)403)

Limacinia jajうonica HARA サカキ，ヒサカキ，アラカシ 原 (1931)155) 

Lizonia millettiae SA W ADA , sp. nov. ムラサキナツフジ(黒粒病菌) 沢田(1943)863)

LoPhodermium hysterioides (PERS.) SACC. ツバキ，メギ，モクレンその他 明日山・小林(義)・今

関 (1939)639)

Mamiania coryli (BATSCH.) CES. et DE NOT. ツノハシバミ 明日山・小林(義〕・今関(1939)帥》

Marchalia fagarae SAWADA, sp. nov. テリパザンショウ(黒脂病菌) 沢田 (1944)886)

Montagelli・na calmi SAWADA , sp. nov. トウ(褐色葉枯病菌〕 沢田 (1943)866)

Montagnellina rhamni SAWADA , sp. nov. タイワンクロウメモドキ(眼点病菌〕 沢田 (1943)866) , 

(1944)886) 

11めICOSρhaerella alarum ELL. et HALST. カエデ (褐紋病菌〉 原 (1927)3)

11のcosphaerella fici-wightianae SA WADA , sp. nov. アコウ(円星病菌〕 沢田 (1943)862)

品。cosPhaerella myricae SAWADA , sp. nov. ヤマモモ(褐涯病菌〉 沢田 (1943)8閉山)，

Mycos戸haerella ρiρeris SA W ADA , sp. nov. フウトウカズラ(円星病菌〕 沢田 (1943)86ペ (1944)回6)

MycosPhae何lla ρuerariae SAWADA , sp. nov. クズ(灰色斑点病菌) 沢田(1943)862)

Nectria cinnabarina FR. (べニアワツブタケ〕 明日山・小林(義〕・今関 (1939)田町

Nectria ρterosρermi SAWADA , sp. nov. シロギリ 沢田 (1931)201)

Neocosmosρora vasinfecta E. F. SMITH ネムノキ (苗立枯病菌) 西門・山内 (1936)518) なお 39 ぺ
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-:.;参照。

Nitschkia cupularis (PERS.) KARST. ネム，ヌルデ，クスノキその他 明日山・小林〈義〉・今関

(1939)639) 

Paranthostomella decaspermi SAWADA , Sp. nov. コウシュンツゲ沢田 (1942)830り (1943)8間

Pheaodothis ligustri SAWADA , Sp. nov. ノウコウイボタ(黒点病菌〉 沢田 (1943)862)

Phyllachora bauhiniae SA W ADA , Sp. nov. キッカポク(黒脂病菌〉 沢田(1943)8日〉

Phyllachora scoloρiae SAWADA, Sp. nov. トゲイヌツゲ(黒脂病菌〉 沢田 (1943)863)

Physalospora cleyerae SAWADA, sp. nov. マルパサカキ(円斑病菌〉 沢田 (1944)886)

Physalosρora juglandis SYD. et HARA オニグルミ(校枯病菌〉 原 (1927)3)

Physalospora macrospora FELTGEN カエデ〈粗皮病菌〕 西門・木村・宮脇(1942)822) なお 91 ぺー

ツ参照。

Plagiostomella ρleurostoma V. HﾖHNEL Sρindus (クロモジ属) sp. 原 (1931)155)

Polystigma ochraceum (W AHL.) SACC. シウリザクラ 富樫・小沼 (1934)390)，富樫 (1936)528)

Rhytisma acerinum (PERS.) FR. イタヤカエデ(黒脂病菌〉 富樫・小沼(1934)390)，富樫 (1936)52的，

明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

Rhytisma prini SCHW. アオハダ(黒脂病菌〉 富樫・小沼(1934)390)，明日山・小林(義)・今関 (1939)削〉

Rhytisma ρunctatum CPERS.) FR. ヤマモミ三人イタヤメイゲツ(小黒脂病菌〉 富樫・小沼 (1934)

390) , 明日山・小林(義〕・今関 (1939)目的

Rhytisma rhododendri-oldhami SA W ADA , Sp. nov. キンモウツツヲ(黒脂病菌〉 沢田 (1943)8間

Rhytisma salicinum (PERS.) FR. ミネヤナギ， ミヤマヤナギ照井(1930) 144)，富僅・小沼(1934)

390) ，富樫(1936)528)

Rhytisma shiraiana HEMMI et KURATA, sp. nov. (syn. Melasmia rhododendri P. HENN. et 

SHIRAI) ツツ:.;類(小泉脂病菌〉 逸見・倉田 (1931)159)，富樫・小沼 (1934)390)，富樫 (1936)528)，明日

山・小林(義)・今関(1939)639)

Rhytisma viburni P. HENN. アラゲガマズミ 富樫 (1936)528)

Rosellinia aquila (FR.) DE NOT. ホオノキ，ナラその他 明日山・小林(義〉・今関(1939)639)

sρhaerulina myriadea (DC.) SACC. クリ原 (1931)15町

Sphaerulina myriadea (DC.) SACC. var.ρlatani HARA , nov. var. スズカケノキ 原 (1931)155)

Tゅhrina coerulescens (MONT. et DESM.) TUL. モンゴリナラ(麗葉病菌〉 逸見 (1943)附〉

Taphri仰 coryli NISHIDA ツノハシバミ 富樫・小沼 (1934)39的

Taρhrina eρかhylla SADEB. ヤマハンノキ 富樫・小沼 (1934)390)

TaPhrina nikkoensis KUSANO (syn. Exoascus nikkoensis (Kus.) SACC. et TROTT.) オニメグ

スリ， (タカ〕カラコギカエデ(斑点病菌〉 逸見 (1943)8削

Treubiomyces jaρonicus HARA , Sp. nov. アラカシ原 (1931)155) 

Uleomyces decipiens SYD. ウライガシ，アラカシ，シラカシ，シリフカガシ 沢田 (1929)叩町，

(1931)叩〉，原 (1935)403)

Valsa ceratoρhora TUL. (ツノパルサ〉 広葉樹 明日山・小林(義〉・今関 (1939)悶〉
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Venturia rhododendri TENGWALL (syn. Phyllosticta maximi ELL. et Ev.) ツツツ類(斑点、病菌)

逸見・倉田 (1931) 159) 

Wageria tremae SAWADA , Sp. nov. ウラジロエノキ(表煤病菌〉 沢田 (1944)88町

Zukaliopsis gardeniae SAWADA, Sp. nov. クチナシ，ネズミモチ 沢田(1931)20 1)

Cintractia machili HINO et NAGAOKA, Sp. nov. (Ustilago machili (HINO et NAGAOKA) S. ITo) 

アオガシ， タブノキ(黒穂病菌) 日野・長岡 (1931)'附

Corticium salmonicolor BERK. et BR. (赤衣病菌) 沢田 (1933)308)

Exobasidium camelliae-oleiferae SAWADA , Sp. nov. オオシマサザンクヮ(餅病菌) 沢田 (1935)472) ，

(1942)831) 

Exobasidium hemisρhaericum SHIRAI キパナシャクナゲ，シロパナシャクナゲ，ニイタカシャクナ

ゲ 照井 (1930)1州，富穫・小沼 (1934)目的，富樫 (1936)528)，沢田 (1931)201)

Exobasidium gaultheriae SA WADA ニイタカシラタマ 沢田 (1931)20 1)

Exobasidium hexasporium KUSANO (?)*1 ハナヒリノキ 富樫・小沼 (1934)390)

Exobasidium japonicum SHIRAI ヤマツツヲ 富樫 (1936)悶〉

Exobasidium ρieridis-ovalifoliae SAWADA , Sp. nov. カシオシ己 沢田(1931)20 1)

Exobasidium rhododendri CRAMER (Exobasidium jaρonicum SHIRAI)制 ムラサキヤシオツツジ

富樫・小沼 (1934)3州，富樫 (1936)目的

Exobasidium sawadae YAMADA (?)制オオパクスノキ沢田 (1942)831)

Exobasidium vaccini (FUCK.) WOR. クロウスゴ，アクシパ，ナツハゼ，コケモモ 富樫・小沼

(1934)39ペ富樫 (1936)528)

Helicobasidium albicans SA WADA , Sp. nov. カンキツ沢田 (ì928)町

Ustilago inouyei (P. HENN. et SHIRAI) S. ITo et YOSHINAGA , comb. nov. (syn. Uredo inouyei 

P. HENN. et SHIRAI) ナガパイヌグス， タブ〈イヌグス〉 伊藤(誠〉・本間 (1938)613)

Ustilago machili (HINO et NAGAOKA) S. ITO , comb. nov. (syn. Cintractia machili HINO et 

NAGAOKA) ナガパイヌグス，タブ(イヌグス〕 伊藤(誠) (1935)'32) 

Ustilago onumae (SHIRAI) S. ITO , comb. nov. (syn. Anthracoidea onumae SHIRAI) ヤブニッ

ケイ伊藤(誠) (1935)432) 

Aschesronia tamurai P. HENN. シイ，ソヨゴ，イヌツゲに寄生するカイガラムシに寄生。

原 (1938)目的(昭 13) は「所謂シヒノキの斑葉病に就て」で次のようにいっている。は……余は今和名の

如何に出鱈目であるかと云ふ一例に本問題を提出する。即ち Aschersonia Tamurai P. HENN.…・・・にシヒ

ノキの斑葉病と云ふ名があり……それが昭和の最新の分類植物学にまで用ひられて誰しも怪まないのを余

は非常に遺憾とする。明治44年 3 月 H・ H・安田篤氏が植物学各論を出し・…・・同書 p. 543 に Nectrioidaceae 

にシヒノキの斑葉病菌科の和名とシヒノキの斑葉病菌属 Aschersonia MONT. シヒノキ斑葉病菌 Ascher­

sonia Tamurai P. HEMM. (HeNN.) シヒノキの葉に寄生すと云ふ珍無類の名称が出来上った0 ・

Aschersonia Tamurai P. Henn. とは如何なる菌?"として形態を述べてから“f…・・シヒ，ソヨゴ，イ

ヌツゲに寄生する，介殻虫に寄生する。……日本菌類目録第三版…ーにはハツキリと介殻虫の学名……と

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , (1955). 
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名記して植物の寄生菌でないことが明記しであるにも拘らず，山田幸男氏は分類植物学 p. 293 昭和 10 年

3 月にシヒノキの斑葉病菌科としシヒノキの斑葉病菌属及シヒノキの斑葉病菌が再現した。……"

Ceρhalos戸orium puerariae SAWADA, sp. nov. クズ(同心輪紋病菌) 沢田(1943)8附， (1944)88町

Cercosρora acaciae-confusae SAWADA , sp. nov. ソウシジュ(円星病菌〉 沢田 (1928)65)

Cercospora actinostemmae SA W ADA , sp. nov. ゴキヅル(角成病菌〉 沢田(1943)863)

Cercospora aeruginosae COOKE ソメモモノキ 沢田(1942)831) 832) 

Cercospora araliae P. Henn. タラノキ 富樫・小沼 (1934)390)，富樫 (1936)528) タイワンタラノキ

山本(和) (1936)529)，沢田 (1942)83 1)

Cercos戸ora atridis SYD. カンコモドキ(葉枯病菌) 沢田(1943)862)

Cercos戸ora aucubae HARA, sp. nov. アオキ原 (1931)'55)

Cercospora babylonicae SAWADA , sp. nov. (Cercos戸ora salicina ELL. et Ev.]制 シダレヤナギ

(角斑病菌) 沢田(1944)886)

Cercosρora bαkeri Syd. ヤエザキクサギ(円斑病菌〉 沢田(1944)附〉

Cercosρora bakeriana SACC. アカメガシワ(裏煤病菌) 沢回(1943)866) ， (1944)886) 

Cercos戸ora bixae ALLESCH. et NOACK ベニノキ(褐斑病菌〕 沢田(1942)832) ， (1943)862) 

Cercos戸ora buddleiae YAMAMOTO , sp. nov. アフリカフジウツギ 山本(和) (1936) 529)，沢田

(1942)831) 

Cercosρora castilloae SA W ADA , Sp. nov. アメリカゴムノキ(円星病菌〉 沢田(1943)863) 865) 

Cercospora celtidis SAWADA , Sp. nov. エノキ(裏煤病菌〕 沢田 (1943)862)

Cercospora cercidis NISIKADO , Sp. nov. ハナズオウ(角斑病菌) 西門・大島 (1944)883) なお 110

ペーツ参照。

Cercospora circumscissa SACC. ウメ遠藤 (1931) 154) 

Cercospora cladrastidis JACQ. イヌエンジュ 富樫・小沼 (1934)蜘)，富樫(1936)528)

Cercospora clerodendri SAWADA , Sp. nov. (Cercospora clerodendri MIYAKE]制 マキパクサギ

(角斑病菌) 沢田(1942)832) ， (1943)862) 

Cercosρora cocculi SAWADA , sp. nov. (Cercosρora cocculi SYD.]制 アオツズラフジ(小角斑病菌〉

沢田 (1943)866)

Cercosρora coffeicola BERK. et COOKE コーヒーノキ沢田(1943)865)

Cercosρora epicoccoides COOKE et MASS. ユーカリ (角斑病菌〉 山本(和) (1934)制)，沢田

(1942)831), (1943)862) 

Cercosρora evodiae SYD. ハマセンダン〈裏褐円病菌〕 沢田(1944)附〉

Cercosρora fagareae YAMAMOTO , sp. nov. カラスザンショウ 山本(和) (1934)393) 沢田(1942)831)

Cercospora fagaricola SAWADA , sp. nov. (Cercos"ρora xanthoxyli COOKE]引 テリパサ、ンショウ

〈円星病菌) 沢田 (1943)862)

Cercospora flagellariae SAWADA , sp. nov. トウヅルモドキ(褐民病菌〉 沢田 (1942)832)

制山本和太郎:日本と台湾産の Cercosρora 属の種類に認められる異名同種.兵庫農大研報 2 (2) , 
農業生物学編 pp. 29-32 (1956). 
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Cercospora giranensis SAWADA , Sp. nov. ヒラミカンコノキ (裏淡煤病菌〉 沢田 (1943)863)

Cercospora handelii BUBﾁK ツツジ類(葉斑病菌〉 逸見・倉田(1931)159)

Cercospora hydrangeana THARP. キダチコガク，ナガ、パコンテリギ，アヲサイ(輪lXf病菌) 山本

(和1) (1936)"')，沢田(1942)叩)， (1943)862) 86<) 

Cercos戸ora ilicicola (A. MAUBL.) SACC. モチノキ 内藤 (1940)問》

Cercos戸ora ilicis-microccocae SAWADA , sp. nov. タイワンタマミズキ(円星病菌〕 沢閏(1943)862)

Cercospora jasmini SAWADA , sp. nov. (Cercospora jasminicola MULL. et CHUPP]制 モウリン

クヮ(円成病菌〕 沢田 (1943)866) ， (1944)叫町

Cercosρora kashotoensis Y AMAMOTO , sp. nov. イボタクサギ山本(和) (1936)52町，沢田 (1942)83 1)

Cercospora kerriae TOGASHI , sp. nov. ヤマブキ 富樫 (1942)836)

Cercospora lagerstroemiae-subcostatae SA W ADA , sp. nov. (Cercosρora 1か'yt幼hracearu仰，押m HEALD et 

WOLF]戸恭制1 シマサルスベリ 沢田 (ο19目31り〕

Cercωos砂J戸μり切ora 1ωagerstro勺oemiicωola SAWADA, sp. nov. (Cercosρ ora lythracearum HEALD et WOLF] 制

シマサルスペリ(角斑病菌〕 沢田 (1943)8 62)

Cercos戸ora lespedezae ELL. et DEARN. ÿルパハギ山本(和) (1936)529)，沢田 (1942)831)

Cercospora leucosticta ELL. et Ev. (Cercospora meliae ELL. et Ev.]制センダン沢田 (1931)20日

Cercospora liquidambaris SA W ADA , sp, nov. フウ(煤色斑点病菌〕 沢田 (1943)862)

Cercos戸ora lonicericola Y AMAMOTO , sp. nov. スイカズラ 山本(和) (1934)3.3) 

Cercospora machili SAWADA , sp. nov. オオパタブ(褐斑病菌〉 沢田 (1943)862)

Cercos戸ora malloti Ell. et Ev. アカメガシワ(角斑病菌〉 山本(和) (1936)529)，沢田 (1942)831ヘ

(1943)862) 863) 

Cercospora mate SPEG. (NAITO (non SPEG.]制 (Cercospora naitoi TOGASHI]制ナナメノキ内

藤 (1940)口町

Cercosρora melanoleρidis SAWADA , sp_ nov. ヤンパルアカメガシワ(角斑病菌〉 沢田(1942)832) , 

(1943)862) 

Cercospora micromera SYD. ナンキンハゼ(黒色角斑病菌〉 沢田(1943)8叩

Cercos戸ora naitoi TOGASHI , sp. nov. ナナメノキ 富樫(1942)836)

Cercospora nandinae FUKUI sp. nov. ナンテン(紅斑病菌〉 福井(1933)2附 Cercosρora nandiｭ

nae NAGATOMO , sp. nov. 永友(1937)刑) ナンテン(赤斑病菌〉

永友 (1937)別)(昭 12) は íNotes on two diseases of ornamental plants caused by CercosporaJ で

ナンテンの斑点性病害を述べ，病名を赤斑病，そしてその病原菌を新種とみとめて Cercospora nandinae 

NAGATOMO , sp. nov. と記載している。しかしこれら両菌は同ーのもののようで，永友はすでに福井の

報文があることを知らなかったらしい。

Cercosρora nerii-indici YAMAMOTO, sp. nov. キョウチクトウ 山本(和) (1934)393)，沢田 (1942)

831)832) 

後1 山本和太郎:日本と台湾産の Cercos戸ora 属の種類に認められる異名同種.兵庫農大研報 2 (2) , 

農業生物学編 pp. 29~32 (1956). 



-144 林業試験場研究報告第 193 号

Cercos�ora osmanthi・asiatici SAWADA, Sp. nov. ギンモクセイ(褐斑病菌〉 沢田 (1943)862)

Cercosρora penicillata FUCK. ハコネウツギ(灰斑病菌〉 福井 (1933)拙〉

Cecsosρora �erniciosa HEALD et WOLF タマガサノキ沢田 (1931)203) ， (1933)308) 

Cercosρora �hotiniae FUKUI , sp. nov. カナメガシ(褐斑病菌) 福井 (1933)26')

Cercospora 1りithecolobii SAWADA , sp. nov. CCercospora sρilosticta SYD.J引 タマザキゴウクヮン

〈裏灰病菌〉 沢田 (1943)863) 8刷

Cercosρora populi P. CELL. et Ev. ?J Cft今cosρhaerella togashiana K. ITo et T. KOBA Y ASHI]制

ポプラ(褐斑病菌) 原 (1930)叩〉

Cercos�ora pruni-yedoensis SAWADA , sp. nov. CCercospora ρrunicola ELL. et Ev.J制 サクラ

〈穿孔性褐斑病菌) 沢田(1943)862)86.) 

Cercosρora pueraricola YAMAMOTO , sp. nov. クズ〈褐斑病菌，褐色葉枯病菌) 山本〈和) (1934) 

393) ，沢田 (1942)831) ， (1943)862) 863) 86') 866) 

Cercosρora salicicola SAWADA, sp. nov. CCercos�ora salicilia ELL. et Ev.J制 タカサゴアカメ

ヤナギ(角斑病菌) 沢田(1943)863)

Cercos�ora salicina ELL. et Ev. シダレヤナギ山本(和) (1934)制l，沢田 (1947)83 1)

Cercos戸ora saρii-sebiferi SAWADA , sp. nov. ナンキンハゼ(角斑病菌〕 沢田(1943)叫〉

Cercosjうora sawadae YAMAMOTO, sp. nov. Csyn. Cercosþora ρsidii SAWADA (non RANGELJ制

パンジロウ 山本(和) (1934)393)，沢田 (1942)83 1)

Cercospora symβloci SAWADA , sp. nov. サワフタギ(角斑病菌〉 沢田 (1943)862) 864) 

Cercospora taihokuensis SA W ADA , sp. nov. カキパカンコノキ(円星病菌) 沢田(1943)862)

Cescosρora tectoniae STEV. チークノキ 山本(和) (1936) 529)，沢田 (1942)831)

Cercos�ora terminariae SAWAPA, Sp.. nov. CCercosρora. cataρρae HENN.J制 コノTテイシ(円星病

菌〉沢田 (1942)832)

Cercos�ora trel仰e SAWADA , Sp. nov. ワラジロエノキ(角斑病菌〉 沢田(1943)'間

Cercos戸ora ueharae FUKUI , Sp. nov. ヤツデ(黄斑病菌) 福井 (1933)拙〉

Cercosρora violamaculans FUKUI , Sp. nov. シャリンパイ(紫斑病菌〉 福井 (1933)拙〉

Cercosρora viticis SA W ADA , Sp. nov. C Cercosρora viticis ELL. et Ev.J制 タイワンニンジンボク

(角斑病菌〕 沢田 (1943)863)

Cercosρora zelkowae HORI (ケヤキの白斑病菌) C褐斑病菌〕刑制北島 (1928)50)

引山本和太郎:日本と台湾産の Cercosρora 属の種類に認められる異名同種.兵庫農大研報 2 (2) , 

農業生物学編 pp. 29~32 (1956). 

提2 伊藤一雄・小林享夫: Contributions to the diseases of poplars in Japan. II. The Cercospora 

leaf spot of poplars with special reference to the life history of the causal fungus. 林試研

報 59， pp. 1~28 (1953). 

制一一一一・保坂義行: Notes on some leaf-spot diseases of broadleaved trees-II. Seρtoria leafｭ

s叩po悦t 0ぱf Zel幼kouωva seω9 

制一一一一.陳野好之:広葉樹の斑点性病害に関する研究 v. ケヤキの褐斑病.同上 134但4， p卯p.3お3~

47 (1961). 
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Cercospora sp. ボケ〈斑点病菌〉 原 (1927)目

Clasterosporium persicum (SACC.) TSU]1 (syn. Cercospora ρersicae SACC.) ニワザクラ(白粉

病菌〕 逸見 (1943)843)

Cladosporium araliae SAWADA, Sp. nov. タイワンタラノキ〈裏円淡褐病菌〉 沢田(1943)862)

Cladosρorium caesalρiniae SAWADA , Sp. nov. ナンテンカズラ(黒涜病菌) 沢田 (1943)86町

Cladosρorium daphn(ρhylli SAWADA, Sp. nov. ヒメユズリハ(角斑病菌) 沢由 (ο19倒43め)8臼

Cα'lad白osφρoriωum r叫hodomyrげ的ti SAWADA, s叩p ， no仰v. テンニンクヮ(裏煤病菌)沢田 (1943)862り(1944)886)

Cladosporium tectonae SAWADA , Sp. nov. チークノキ 沢田 (1943)862)

Colletotrichum actinidiae TOGASHI et ONUMA , Sp. nov. シラクチヅル 富樫・小沼 (1934)390)

Colletotrichum amρeloρsidis SAWADA, Sp. nov. ケノブドウ(葉脈紡錘病菌〕 沢田 (1944)886)

Colletotrichum elasticae T ASSI インドゴムノキ(輪紋病菌〉 沢田 (1943)863) 86町

Colletotrichum euryae SAWADA , sp. nov. ヒサカキ(毛炭痘病菌〉 沢田 (1944)886)

Colletotrichum fatsiae FUKUI, sp. nov. ヤツデ(黒斑病菌〕 福井 (1933)263)

Colletotrichum hydrangeae SAWADA , sp. nov. カラコンテリギ(円星病菌〉 沢田 (1943)'62)

Colletotrichum magnolium FUKUI , sp. nov. Magnolia ρumilωa 福弁 (ο19回36め)'岨8臼s

Collμetωotかri巾i化chum soゆρhorae-可-jμaρμonzc，ωae HARA , s叩p. nov. エンヲュ(炭痘病菌〉 原(1930)川

Corynesρora hibisci GOTO, sp. nov. ムクゲ(褐斑病菌) 後藤 (1942)792)

Cryptocoryneum millettiae SAWADA, sp. nov. ドクフジ 沢田 (1943)863)

Curvidigitus daρhniρhylli SAWADA, sp. nov. ヒメユズリハ(裏毛病菌〉 沢田 (1948)863)

Cytospora chrysosρerma (PERS.) FR. ポプラ(魔燭病菌，粗皮病菌〉 亀井 (1928)41)，逸見(1942)

797) なお 83 ページ参照。

Dendrodochium amρelopsidis SAWADA, sp. nov. ノブドウ(葉枯病菌〉 沢田 (1944)帥町

D勿lodia arbuticola (FR.) BERK. ウラシマツツ~ 富穫・小沼 (1934)390)

Diρlocladium hydrangeae TOGASHI et ONUMA, sp. nov. サワアジサイ 富鰹・小沼 (1934)39的

Discosia artocreas (TODE) FR. ゴトヅル，ボケ 富樫・小沼 (1934)390)，西門・木村・宮脇 (1939)614)

Discosia chaenomeles NISIKADO, sp. nov. ボケ 西門・宮脇 (1941)78日

Exosρorella rhois・javanicae SAWADA, sp. nov. タイワンフシノキ(角斑病菌〉 沢田 (1943)863)

Fusicoccum ρersicae ELL. et. Ev. サクラ沢田 (1928)65)

Fusicoccum pruni POTEB. サクラ(萎凋病菌) 西門・木村 (1938)63日

Gloeosporium caρρaridis SAWADA, sp. nov. ヒメフウチョウポク(円斑病菌〉 沢田(1944)886)

Gloeosporium (ColletotrichU1的 kiotoense HEMMI et NO]IMA, sp. nov. アオキ(炭痘病菌) 逸

見・野島 (1927) 町

Gloeosρorium machili SAWADA, sp. nov. アオグスモドキ(円紋病菌) 沢田(1943)863)

Gloeosporium olivarum ALM. オレフノキ(オリーブ) (炭痘病菌〉 逸見・倉田 (1931)山)，逸見・

倉国・東原 (1933)山〉

Gloeosρorium ρithecolobiicola SA W ADA, sp. nov. タマザキゴウカン(褐斑病菌，炭痘病菌) 沢田
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(1943)866) 

Gloeosρorium robergei DESM. サワシパ(炭痘病菌〉 逸見 (1943)8<3)

Gloeosρorium siameae SAWADA , Sp. nov. タガヤサン(炭癒病菌〉 沢田 (1943)862)

Gloeosporium yatsude FUKUI , Sp. nov. ヤツデ(炭痘病菌〕 福井(1933)263)

Graphi・othecium kusanoi OGAWA , Sp. nov. ツバキ(斑点、病菌) 小川 (1940)"日

Helminthosρorium machili SAWADA , Sp. nov. オオパタブ沢田 (1943)863)

Heterosporium albizziae (PETCH) NAITO , comb. nov. (syn. Helminthosρorium albizziae PETCH) 

ネムノキ 内藤 (1940)735)

Heterosporium wikstroemiae SAWADA, sp. nov. インドガンピ(裏煤病菌〉 沢田(1944)88町

Isariopsis saρindi SA W ADA, sp. nov. ムクロヲ(角斑病菌) 沢田 (1942)馴)， (1943)862) , (1944)886) 

Kmetia amρelopsidis SA W ADA, sp. nov. ノブドウ(小角斑病菌〉 沢田 (1943)862)

MacroPhoma ehretiae COOKE et MASS. Ehretia formosana 沢田(1931)20 1)

Macroρhoma magnoliae SAWADA , sp. nov. トキヲレンゲ(葉枯病菌〉 沢田 (1942)目的

Macroρhoma quercicola TOGASHI , sp. nov. ミズナラ，カシワ 富樫 (1936)528)

Marssonina mali (P. HENN.) S. ITO ボケ(褐斑病菌) 西門・木村・宮脇(1939)674)

Marssonina martini (SACC. et ELL.) MAGN. (syn. Marsonia martini SACC. et ELL.) ナラガ

シワ，アオナラガシワ(円星病菌) 逸見(1943)843)

Marssonina puerariae SAWADA , sp. nov. クズ(葉枯病菌) 沢田 (1943)附) 866) , (1944) 886) 

Melasmia aceris-triヌdi SAWADA , sp. nov. タイワントウカエデ(黒紋病菌〉 沢田 (1943)8附

Melasmia ? menziesiae DEARN. et BARTH. コヨウラクツツヲ 富樫・小沼 (1934)390)

Microstroma album (DESM.) SACC. var_ ja.ρonicum P. HEEN. ミズナラ 富樫 (1936)528)

AゐIcochaetoρhora japonica HARA et OGAWA , gen. et sp. nov. ケヤキ(円星病菌〉 原 (1936)4")

Myxosporium juglandinum OUDEM. テウチグルミ 逸見・倉田 (1931)山〉

Neottiospora chaenomeles NISIKADO , sp. nov. ボケ 西門・宮脇 (1941)'81】

Passalora bacilligera MONT. et FR. シベリアハンノキ(葉枯病菌〉 逸見 (1943)附〉

Pestalozzia (PestalotiaJ aucubae FUKUI , sp. nov. アオキ(円星病菌) 福井 (1933)263)

Pestalozzia (PestalotiaJ bisschoffiae SA WADA , sp. nov. カラコンテリギ(円星病菌〉 沢田 (1943)'62)

Pestalozzia (PestalotiaJ bladhiae SAWADA , sp. nov. モクタチパナ(微細輪斑病菌) 沢田(1943)

'66) , (1944)886) 

Pestalozzia (PestalotiaJ calami SAWADA, sp. nov. トウ(葉枯病菌〕 沢田 (1943)'附

Pestalozzia (PestalotiaJ ecdysantherae SA W ADA , sp. nov. ゴムカズラ(輪斑病菌〉 沢田 (1943)'65)

Pestalozzia (PestalotiaJ gracilis KLEB. マサキ(灰斑病菌〉 西門・木村・宮脇 (1939j6'3) 

Pestalozzia (PestalotiaJ licicola FUKUI , sp. nov. タラヨウ(褐斑病菌〉福井 (1936)485)

Pestelozzia (PestalotiaJ malicola HORI クヮリン(褐斑病菌) 福井 (1933)264)

Pestalozzia (PastalotiaJ salicis SAWADA , sp. nov. タカサゴアカメヤナギ沢田 (1944)'86)

Pestalozzia (Pestalotia) siliquastri THﾜM. ハナズオウ(褐紋病菌) 西門・大島 (1944)'附

Pestalozzia (PestalotiaJ theae SA W ADA クチナシ(輪斑病菌〉 沢田 (1943)'62)
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Phaeodiscula tremae SAWADA , Sp. nov. ウラヲロエノキ(小円煤病菌〉 沢田 (1944)'86)

Phaeoisarioρsis tetraρanacis SAWADA , Sp. nov. カミヤツデ(角斑病菌〕 沢田(1943)866)
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Phleospora symρloci SAWADA , Sp. nov. タイワンサワフタギ(紫褐角斑病菌〕 沢凹 (1944)886)

Phoma garciniae SAWADA, Sp. nov. フクギ沢田(1944)886)

Phoma lebbek SAWADA , Sp. nov. ピルマネム 沢田 (1931)201)

Phomopsis aceri-μ1m沼tis NISIKADO , Sp. nov. カエデ(萎凋病菌) 西門・宮脇 (1942)問〉

Phyllosticta akebiae NAITO , Sp, nov. アケピ内藤 (1940)735)

Phyllosticta argyrea SPEG. ナワシログミ 内藤 (1940)73 5)

Phyllosticta castaneae ELL. et Ev. クリ 逸見・倉田 (1933)'71)

Phyllosticta coriariae SAWADA, Sp. nov. タイヲンドクウツギ(褐色円星病菌〉 沢田 (1943)866) , 

(1944)886) 

Phyllosticta cylindrospora SAWA t>A , Sp. nov. アコウ(限点病菌〉 沢田 (1943)附)， (1944)886>

Phyllosticta fatsiae HARA , Sp. nov. ヤツデ原 (1931)155)

Phyllosticta fici-wightianae SAWADA , Sp. nov. アコワ(葉給病菌) 沢田 (1943)8附， (1944)醐〉

Phyllosticta gardeniicola SAWADA , Sp. nov. クチナシ(褐色円星病菌〉 沢悶 (1943)862)

Phyllosticta gordoniicola SAWADA, Sp. nov. タイワンツバキ(小星病菌〕 沢田 (1943)862)

Phyllosticta harai TOGASHI , nOffi_ nov. (syn. Phyllosticta aucubae HARA) ヒメアオキ 富樫

(1936)528) 

Phyllosticta heveae ZIMM. パラゴムノキ(葉枯病菌〉 沢田(1943)863)865) 

Phyllosticta kotoensis SAWADA , Sp. nov. コウトウツヅラフヲ(褐斑病菌) 沢田 (1943)附》，

(1944)886) 

Phyllosticta linderae ELL. et Ev. クロモジ 富樫・小沼 (1934)蜘)，富樫 (1936)悶)

Phyllosticta liquidambaricola SA W ADA , Sp. nov. フウ(円星病菌〉 沢田 (1943)862)

Phyllosticta machili SAWADA , Sp. nov. オオパタブ，タプ(円紋病菌〉 沢田(1943)863)

Phyllosticta mussaendae SAWADA , Sp. nov. コンロンク'7 (円星病菌〕 沢田 (1944)886)

Phyllosticta os押zanthicola TRINCHIERI ギンモクセイ(褐斑病菌) 西門・宮脇 (1942)824)

Phyllosticta platanoidis SACC. イタヤカエテコィトマキイタヤ(褐斑病菌〉 富樫・小沼(1934)390) , 

逸見 (1943)8叫

Phyllosticta ρaulownìae SACC. キリ 富樫・川村 (1942)837)

Phyllosticta ρuerariicola SAWADA , Sp. nov. クズ(角円紋病菌，多角円紋病菌〉 沢田 (1943)8間，

(1944)886) 

Phyllosticta quernea THﾜM. モンゴリナラ 逸見・倉田 (1934)338)

Phyllosticta saρindicola SAWADA, Sp. nov. ムクロジ(葉枯病菌〕 沢田 (1944)886)

Phyllosticta siameae SAWADA , Sp. nov. タガヤサン(葉枯病菌) 沢田 (1942)叫)， (1943)8間

Phyllosticta steρhaniae SAWADA, sp. nov. タマザキツヅラフヲ(暗点病菌〉 沢田 (1943)附)865) 

Phyllosticta tambowiensis BUB. et SEREB. (タカ〉カラコギカエデ(褐色円星病菌) 逸見 (1943)制町

Phyllosti・cta wikstoroemiae SA W ADA , sp. nov. インドガンピ(楕円星病菌) 沢田 (1944)886)
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Phyllosticta yogokwa SAWADA, Sp. nov. トキワレンゲ(灰色葉枯病菌〉 沢田(1942)8叩

Polythrincium shiraianum P. HENN. カツラ 富樫・小沼 (1934)390)

Puccinios戸ora tremae SAWADA, Sp. nov. ウラジロエノキ(角斑病菌〉 沢田 (1944)886)

Ramulari・'a clerodendri SAWADA , Sp. nov. ヤエザキクサギ(裏角斑病菌) 沢田 (1944)886)

Ra問ularia fagarae SAWADA , Sp. nov. カラスザンショウ(裏角斑病菌) 沢田 (1944)886)

Ramularia puerariae SAWADA. Sp. nov. クズ(裏黄円星病菌) 沢田 (1943)862)

Rm宵ularia viticis SYD. タイワンニンジンボク(円星病菌) 沢田(1944)886)

Robillardia alnicola NISIKADO , Sp. nov. ヒメヤシャブシ 西門・宮脇 (1942)826)

Sclerotium cinnamomi SAWADA , Sp. nov. クス(白葉枯病菌) 沢閏 (1933)308)

伊藤(武) (1935)433) (昭 10) は「造林木の病害に就て」で本病について次のようにいっている。“H・H・〔台

湾〕羅東出張所では昭和八年度本島種衛一年生苗木を養成します途中に全葉を落し苗木を枯損させる激甚

な病害が発生しました。最初本菌は白絹病〔菌〕の取扱を受けてゐたのですが..・H・昭和八年……沢田兼吉

氏に依って発表されました「樟白葉枯病菌J Sclerotium cinnamomi Sawada に依る被害である事が判明

しました。沢田氏は昭和六年……台東庁で採集された標本に依って……之れに「樟白葉枯病」とか云ふ新

称を与へられたのであります。……此の特徴のある病葉を……昭和六年に羅東出張所管内の造林木の葉上

に，叉……台中出張所管内の樟苗闘で発見されたとの事です，叉私は昭和八年 H ・ H・台北出張所管内の四堵

苗圃で発見した事があります。 尚……随分古く明、治四十五年頃三井合名会社の八結苗闘の内地種の樟に発

生した事があると申されます……。此の激甚な被害に依って昨年度辛い自に遇った羅東出張所では本年度

は最初から防除に勉めたものですから……本年度は六月だけは防除し得たのです。……"と。

ずっと後年，昭和中期に香油リナロールの原料として高知県で栽培されているクス(芳椅〉に本病が発

生，すくなからぬ被害を与えたことが報じられた制。

Septocylindrium aesculi TOGASHI et EGAMI. sp. nov. トチノキ(白徽病菌〉 富僅・小沼

(1934)390>，富樫 (1936)問〉

Septogloeum evonymi TOGASHI. sp. nov. ムラサキツリパナ 富樫 (1936)528)

Septogloeum juglandis HARA , sp. nov. クルミ(葉枯病菌) 原 (1927)3)

Seρtoria abei NAITO, sp. nov. ムクゲ内藤 (1940)734)

Seρtoria abeliceae HIRA YAMA , sp. nov. ケヤキ 平山 (1931)17日 本菌によるケヤキの白星病は後

年くわしく報告された討。

Septoria acerina PECK チョウセンハウチパ(ワ?)カエデ(褐点病菌〕 逸見 (1943)制〉

Sφtoria akebiae NAITO , sp. nov. アケビ内藤 (1940)734) 

Septoria azaleae VOGLINO ツツジ(褐擁病菌) 逸見・倉田 (1930) 111) 

Seρtoria bladhiae SAWADA , sp. nov. マンリョウ(褐斑病菌〕 沢田(1944)886)

Seρtoria caゆinea DAVIS イヌシデ(灰斑病菌〉 逸見 (1943)附)

Septoria celastri HEMMI et NAITO, sp. nov. ツルウメモドキ 内藤(1940)734】

制伊藤武夫:クス白葉枯病について.森林防疫ニュース 10 (9) , pp. 176-178 (1961). 

制伊藤一雄・保坂義行: N otes on some leaf -spot diseases of broadlea ved trees-II . Sφtoria leafｭ

spot of Zelkowa serrata MAKINO. 林試研報 57, pp. 163-182 (1952). 
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5eρtoria corni HEMMI et NAITO, Sp. nov. クマノミズキ 内藤(1940)山〉

Sφtoria corylina PECK ハシバミ(汚斑病菌〕 逸見 (1943)制〉

5eρtoria cotini C. MASS. ツタウルシ 富樫・小沼(1934)390)
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5eptoria merrillii SYD. タイワンフジウツギ(褐色角斑病菌〉 沢田(1943)'66) ， (1944)886) 

Sφtoria millettiae NAITO, sp. nov. ナツフジ 内藤 (1940)73')

5eρtoria quercus THUEM. アオナラガシワ(斑紋病菌〉 逸見(1943)'43)

5eptoria sydowii P. HENN. et SACC. サワフタギ富鰹(1936) ;26)

5eρtoria vibr佖i WEST. コパノガマズミ 内藤(1940)734)

5eρtoria yokokawai HARA ハルニレ(斑点病菌〕 原(1927)3)

sρhaceloma araliae JENKINS ヤツデ黒沢 (1939)附】

5Phaceloma tsujii HARA, sp. nov. キリ(黒痘病菌) (とうそう病菌〕 原 (1927)町

5phaceloma viticola SA W ADA, sp. nov. ミツパツル(癒痴病菌〉 沢田 (1944)886)

勾haeropsis aucubae FUKUI, sp. nov. アオキ果実(黒斑病菌) 福井 (1936)485)

51うondylocladium tremae SA W ADA, sp. nov. ウラジロエノキ (Trema) 沢田 (1931)201)

5trasseria jaρonica HARA, sp. nov. マサキ原(1931)155) 

Tube何ularia ρuerariae SAWADA, sp. nov. クズ(円星病菌〉 沢田(1944)附〉

Tyrostroma comρactum (SACC.) v. HﾖHNEL (syn. Coryneum comρactum SACC.) ノニレ(叉枯

病菌〉 伊藤(誠〕・赤塚 (1940)71町
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材質禽朽菌の分類学的研究

大正年代における材質腐朽菌(木材腐朽菌〉の分類， 同定は主として安田篤によって行なわれたのであ

るが， 昭和時代に入るに及び，この分野は多くの人々の努力によって急速な発展をとげるにいたった。以

下その概要をたどってゆくことにするが，次に記すものすべてがいわゆる材質腐朽を基因するというわけ

ではなく，たんに樹皮あるいは材部に生ずる菌類という見方から拾いあげたものもかなりある。

子嚢菌類

Bulgaria inquinans (PERS.) FR. (syn. Bul.注raria ρolymoゆha (OED.) WETTST.) (クロキクラゲ，

ゴムタケ〉 小林(義) (1937)5附，明日山，小林(義〕・今関(1939)同町

Bulgaria prunicola SYD. 小林(義) (1937)5附

Chlorosplenium aeruginascens (NYL.) KARST. 赤井 (1934)326)

Chlorosρlenium aeruginellum (NYL.) KARST. 赤井 (1934)326)

Chlorosplenium aeruginosum (OEDER) DE NOT. (Chlorociboria aeruginosa (OED.) SEAVERJ 

(ロクショウグサ L キン〉 赤井 (1934)326)，小林(義) (1937)566り明日山・小林(義〕・今関(1939)639) ，北

島・平間 (1944)878)

Chlorociboria versiformis (PERS.) SEA VER (syn. Chlorosplenium versiforme DE NOT.) (ロク

ショウグサレキンモドキ一新称〕 小林(義) (1937)566)，明日 rll ・小林(義〉・今関(1939)639)

Chromocrea gelatinosa (FR. ex TODE) SEA VER (syn. Hyρocrea gelatinosa FR.) (オリーブボタ

ンタケ一新祢) 今井(1935)428)

Chromocrea nigricans IMAI , sp. nov. (カラスノボタン 新称〉 今井 (1935)山〉

Chromocreoρsis microasca S. ITO et IMAI, sp. nov. (オオオリーブボタンタケ 新称〉 伊藤(誠〕・

今井 (1940)718)

Daldinia concentrica (BOLT.) CES. et DE NOT. (チャコブタケ〉 明日山・小林(義)・今関 (1939)削〉

Daldinia eschscholzii (EHRENB.) REHM (チャコブタケモドキ一新称〉 伊藤(誠〕・今井(1940)川》

Glonium interru戸tum SACC. (ヒメモヲタケ〉 明日山・小林(義〉・今関(1939)639)

助ρocrea grandis IMAI , sp. nov. (オオボタンタケ 新称〉 今井 (1935)428)

Hypocrea jaρonica YASUDA (イブキタケ〉 今井 (1935)428)

同，poxylon annulatum (SCHW.) MONT. (クロコブタケ〕 北島(1928)州，北島・平間 (1944)問〉

めゆoxylon atromaculosum S. ITO et IMAI , sp. nov. (クロコブアザタケ一新称〉 伊藤(誠)・今井

(1940)718) 

めφoxylon atropurpureum FR. (シコンコブアザタケ 新称〕 伊藤(誠)・今井 (1940)川〉

Hyρoxylon coccineum (BULL.) FR. (アカコブタケ〉 明日山・小林(義〕・今関 (1939)639に北島・平

間 (1944)87町

劫'poxylon deusfum (HOFFM. ex FR.) GREV. (オオミコブタケ) 伊藤(誠)・今井 (1940)川〉

的'poxylon effusum NITSCHKE (イタコブタケ〕 伊藤(誠〕・今井 (1940)川〉

同，poxylon fusconigrum S. ITO et IMAI , sp. nov. (チャコブアザタケ 新称〉 伊藤(誠〕・今井

(1940)718) 
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月Ipoxylon rubiginosum (PERS.) FR. (アカコブアザタケ一新称) 伊藤(誠)・今井 (1940)山〉

同Ipoxylon macroannulatum S. ITO et IMAI, sp. nov. (オオクロコブアザタケ一新称) 伊藤(誠〉・

今井(1940)718)

同Isterium ρulicare PERS. (クロモミジタケ〉 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

同Isterograρhium deciρiens (DE NOT.) REHM (ユガミモヲタケ〕 明日山・小林(義〉・今関

(1939)639) 

Neobulgaria pura (PERS.) PETRAK (ゴムタケモドキ 新称〉 小林〈義) (1937)566)，明日山・小

林(義〉・今関 (1939)日町

Rhizina undulata FR. (syn. Rhizina inflata (SCHAEFF.) KARST.) (ツチクラゲ〉 明日山・小

林(義〕・今関 (1939)639)

Sarcosoma platydiscus (CASP.) SACC. var. celebicum (HENN.) Y. KOBAYASHI, comb. nov. (オ

オゴムタケ〕 小林(義) (1937)566)，明日山・小林(義〉・今関(1939)目的

Trichocoma paradoxa JUNGH. (マユハキタケ〉 伊藤(誠〕・今井(1940)7181

Ustulina maxima (HALLER.) SCHROET. (syn. U. vulgaris TUL.) (オオミコブタケ〕 明日山・小

林(義〕・今関(1939)639)

Wynnea gigantea B. et C. (ミミブサタケ〉 明日山・小林(義)・今関(1939)目的

おIlaria anisoρleura MONT. (ヒメツクシタケ〉 明日山・小林(義〉・今関 (1939)日町

あIlaria apiculata COOKE (フデタケ〕 明日山・小林(義〕・今関(1939) 639)，伊藤(誠)・今井(1940)718)

あIlaria arbuscula SACC. (エダウチクロサイワイタケ 新称〕 伊藤(誠)・今井 (1940)'18)

お，zaria carpoρhila (PERS.) FR. (ホソツクシタケ〉明日山・小林(義〉・今関 (1939)問〉

めIlaria fusca LLOYD (コハマキタケ一新称〉 伊藤(誠〕・今井(1940)718)

あIlaria globosa (SPRENG. ex FR.) S. ITO et IMAI , comb. nov. (syn. Sphaeria globosa SPRENG. 

ex FR.) (ヒメツクシタケ〉 伊藤(誠)・今井 (1940)口町

おIlaria ρolymoゆha (PERS.) GREV. (マメザヤタケ) 沢田 (1929)100) , 明日山・小林(義)・今関

(1939)639) 

おIlaria tabacina (KICKX.) BERK. (ハマキタケ〕 明日山・小林(義〕 今関 (1939)刷〕

担子菌類

キクラゲ科 (Auriculariaceae)

Auricularia auriculaゴudae (L.) SCHROET. [Auricularia auriculaゴudae (BULL. ex FR.) QUÉL.]制

(キクラゲ〉 松浦・金田(1931)山〉，小林(義) (1942)'15) 

Auriculari・a auriculaヅudae (BULL.) SCHROET. f. 刑ollissima Y. KOBAYASHI, f. nov. (ヤワラ

キクラゲ新称)小林(義) (1942)'1町

Auricularia delicata (FR.) P. HENN. [Hirneola delicata (FR.) BRES. ex BRESAD.]制(アミキ

クラゲ) 沢田(1931)20 1)

Auricularia leucochroma Y. KOBA YASHI , sp. nov. (ウスギキクラゲー新称〉 小林(義) (1942)'15) 

Auricularia mesenterica (DICK.) FR. (ヒダキクラゲ〉 小林(義) (1942)815) 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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Auricularia 仰pyracea Y ASUDA (カミキクラゲ〉 小林(義) (1942)附

Auricularia polytricha (MONT.) SACC. (アラゲキクラゲ〉 松浦・金田 (1931)191) , 小林(義〉

(1942) B15) ，北島・平間 (1944)878)

Auricularia polytricha (MONT.) SACC. f. tenuis Y. KOBAYASHI, f. nov. (ウスアラゲキクラゲー

新称〕 小林(義) (1942)81日

Auricularia semiPellucida Y. KOBA YASHI , sp. nov. (キクラゲモドキ一新称〉 小林(義)(1942)815) 

Hirneola auricula.judae (L.) BERK.• Auricularia auriculaヅudae (BULL. ex FR.) Qu企L. (キク

ラゲ〕 沢田 (1931)20勺明日山・小林(義〕・今関(1939)639)

Hirneola delicata (FR.) BRES.• Auricularia delicata (FR.) P. HENN. (アミキクラゲ〕 沢田

(1931)201) 

Hirneola polytricha MONT......Auricularia ρolytricha (MONT.) SACC. (アラゲキクラゲ一新称〉 沢

田 (1931)肌〉，明日山・小林〈義〕・今関 (1939)日刊伊藤(誠)・今井(1940)川)，今関 (1941)758)

シロキクラゲ科 (Tremmellaceae)

Heterochaete ogasawarasimensis S. ITo et IMAI (ニカワウロコタケモドキ一新称〉 伊藤(誠〉・

今井 (1940)7叩

Tre押~ella boninensis S. ITo et IMAI , sp. nov. (syn. Tremella samoensis LLOYD var. boninensis 

Y. KOBAYASHI) (オガサワラハナピラタケ) 伊藤(誠〕・今井(1940)718)

Tre押wlla fucげ"ormis BERK. (シロキクラゲ〕 沢田 (1934)377)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639九

北島・平間 (1944)878)

コウヤクタケ幸ヰ (Cortíciaceae)

Aleurodiscus acerinus (PERS.) HﾖHN. et LITSCH. (syn. Corticium acerinum PERS.) (ヒピコウ

ヤクタケ， ヒピチョークタケ〔ヒピコウヤクタケ〕制 伊藤(篤) (1929)85>, 明日山・小林(義〉・今関

(1939)639) 

Aleurodiscus amorρhus (PERS.) RABENl王. (syn. Thelephora amorpha FR.) (アカコウヤクタケ)

伊藤(篤) (1929)8')，明日山・小林(義) 今関 (1939)削〉

Aleurodiscus aurantius (PERS.) SCHROET. (syn. Corticium aurantium SACC.) (コガネコウヤク

タケ〉 伊藤(篤) (1929)85) 

Aleurodiscus jゆonicus YASUDA (ニクコウヤクタケ〉 伊藤(篤) (1929)85)，明日山・小林(義〕・今

関 (1939)日町

Aleurodiscus oakesii (BERK. et CURT.) COOKE (syn. Corticium oakesii BERK. et CURT.) (サ

カズキコウヤクタケ，ハイイロコウヤクタケ〔サカズキコウヤクタケ〕制 伊藤(篤) (1929)85) 

Aleurodiscus orientalis LLOYD (アズマコウヤクタケ〉 伊藤(篤) (1929)85) 

Aleurodiscus reflexus Y ASUDA (シックイコウヤクタケ) 伊藤(篤) (1929)町

Aleurodiscus sendaiensis YASUDA (nomen) apud LLOYD (センダイコウヤクタケ 新称) (? J*1 

伊藤(篤) (1929)85) 

Aleurodiscus steroides YASUDA (nomen) apud LLOYD (ウロコタケモドキ〕 伊藤(篤) (1929)8日

Aleurodiscus subcruentatus (BERK. et CURT.) BURT (syn. Stereum subcruentatU1冗 BERK. et 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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CURT.) (チョウクタケ〉 伊藤(篤) (1929)85) ，明日山・小林(義〉・今関(1939)臼町

Aleurodiscus tsugae Y ASUDA (ツガコウヤクタケ〉 伊藤(篤) (1929)町

-153 

Asterostromella epigaea (LLOYD) T. ITO , comb. nov. (syn. Asterostoma ePigaeum LLOYD) (ツ

チコウヤクタケモドキ一新称， ツチウロコタケ ) (Vararia epigaea (LLOYD) S. ITo , comb. nov. ツ

チウロコタケ〕制 伊藤(篤) (1930)山)，明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

Asterostromella investiens (SCHW.) HﾖHN. et LITSCH. (syn. Corticium investiens (SCHW.) 

BRES. , C. alutarium BERK. et CURT.) (コウヤクタケモドキ 新称) (Vararia investi・ens (SCHW.) 

KARST.]引伊藤(篤) (1930) 122) 

Asterostroma cervicolor (BERK. et CURT.) MASSEE (syn. Corticium cervicolor BERK. et CURT.) 

(ホシゲタケ〕 伊藤(篤) (1929)85) 

Corticium boninense S. ITO et IMAI , sp. nov. (オガサワラカミコウヤクタケ 新称〕 伊藤(誠)・

今井 (1940)71 8)

Corticium caeruleul河 (SCHRAD.) FR. (syn. ThelePhora caaulea SCHROET.) (アイイロオオコウ

ヤクタケ一新称，アイイロコウヤクタケ，コンイロコウヤクタケ〔アイイロコウヤクタケ〕制 伊藤(篤〉

(1929)町，明日山・小林(義〉・今関(1939)639)

Corticium confluens FR. (syn. Thelephora confluens FR.) (アカギンタケ) (アカギンコウヤクタ

ケヂ1 伊藤(篤) (1929)町

Corticium cyatheae S. ITO et IMAI , sp. nov. (へゴコウヤクタケ一新称) 伊藤(誠〉・今井(1940)川〉

Corticium galactinum (FR.) BURT (syn. Thelephora galactina FR.) (チチイロオオコウヤクタ

ケ一新称，チチイロコウヤクタケ) (チチイロコウヤクタケ〕引 伊藤(篤) (1929)85) 

Corticium laeve PERS. (syn. Thelφhora laevis PERS. (エピオオコウヤクタケー新称，エピコウヤ

クタケ，シロコウヤクタケ) (Corticium evolvens FR. ェピコウヤクタケ〕制伊藤(篤) (1929)町，明日

山・小林(義〉・今関 (1939)間〉

Cortici附珂 ρortentosum BERK. et CURT. (syn. Stereum ρortentosum (BERK. et CURT.) HδHN. 

et LITSCH.) (ヤケイロオオコウヤクタケ一新称， ヤケイロコウヤクタケ〔ヤケイロコウヤクタケ〕制 伊

藤(篤) (1929)85) 

Corticium roseum PERS. (syn. Thelephora rosea PERS.) (ウスペニオオコウヤクタケ一新称，ウス

ベエコウヤクタケ) (Aleurodiscus roseus (PERS.) v. HﾖHN. et LITSCH. ウスペニコウヤクタケ〕制

伊藤(篤) (1929)85) 

Corticium salmonicolor BERK. et BROOME (syn. Corticium zimmermanni SACC. et SYD.) 

(ニクイロオオコウヤクタケ一新称，セキイピョウキン) (ニクイロオオコウヤクタケ〕引制 伊藤(篤〉

(1929)85) 

Corticium scutellare BERK. et CURT (チャイロオオコウヤクタケー新称〕 伊藤(篤) (1929)85) 

Corticium vagum BERK. et CURT. (syn. Rhizocfonia solani KむHN) (クモノスコウヤクタケ←新

称〉 伊藤(篤) (1929)町，明日山・小林(義〉・今関(1939)639)

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , (1955). 

制カンキツその他の赤衣病菌。
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Corticium verelleum ELLIS et CRAGIN (syn. Corticium bresadolae BOURD.) (ワタゲコウヤク

タケ一新称) (Corticium vellereum ELLIS et CRAGIN ワタゲオオコウヤクタケ〕恥 伊藤(篤〉

(1929)85) 

Cyρhella cyatheae S. ITO et IMAI , sp. nov. (へゴノフウリンタケ 新称〉 伊藤(誠〕・今井 (1940)口町

Cyρhella pulch問 BERK. et BROOM. 長谷川・小川 (1938)田町 広葉樹の絹皮病菌 (92 ペーヲ参照〉

として本菌があてられたが，これには大いに疑問があるという。

Gloeocystidium abeuns (BURT.) T. ITO , comb. nov. (syn. Corticium abeuns BURT) (ナメシネ

パリコウヤクタケ一新称，ナメシコウヤクタケ〉 伊藤(篤) (1929)8町

Gloeocystidium boninensis S. ITO et IMAI , sp. nov. (オガサワラニカワウロコタケ一新称〉 伊藤

(誠〉・今井 (1940)718)

Gloeocystidi附刊 chrysocreas (BERK. et CURT.) T. ITo, comb. nov. (syn. Corticium chrysocreas 

BERK. et CURT.) (コガネネパリコウヤクタケ一新称，コガネコウヤクタケ〉 伊藤(篤) (1929)間

Gloeostereum incarnaium S. ITo et IMAI , gen. et sp. nov. (ニカワウロコタケ 新称〕 今井

(1933)別}

Hymenochaete ( タバコウロコタケ属) Hymonochaete 属菌類は安田によってその一部はすでに記載

されていたが，伊藤(篤)(1930) 122) (昭 5) は íSymbolae ad mycologiam Japonicam. IV , V J で 11

種をあげている。

今関 (1940)712) (昭 15) は「日本産 Hymenochaete 属の研究」でまず川Hymenochaete 属の分類学上

の位置"について諸学者の見解を述べてかから“H・H・筆者の見解も……N. PATOUILLARD 乃至 M. A. 

DONK が説く処の類縁関係を充分認めるのである。然し乍ら……そのまま踏襲することは現在不可能であ

る o ..・ H・現在の処 Hymenomycetes の分類には真に準拠すべきものがない。其故に当面の処置として…・

均Imenochaete 属を Corticiaceae に属せしめることにする。…・・"といっている。次に“Hymenochaete

属の分類"で“・…・・邦産 Hymenochaete 属の研究には伊藤篤太郎博士のものがある。同論文中には 11 種

が記されてゐるが， その中 2 種は Veluticeρs に属する。残りの 9 種が筆者の云ふ Hymenochaete に属

するのであるが，その内 Hymenochaete lirata (LLOYD) T. ITo は LLοYD の命名に拘るが， その

Co-type 標本を見ると LLOYD 自身が屡々我国産の菌に同定を与へた Stereum vibrans に他ならない。

本菌は……真の Hymenochaete と見倣すべきではない。それ故本文ではこの種を除外した。本文中筆者

が報告せるものは 16 種であり， 内 9 種は本邦未記録種， ]吏をにその内 2 種は新種である"としている。な

お伊藤(誠)ト.今井 (ο19但40め〉

Hymen仰ochほ混wte aduω叫sta (L企v.) BRES. (s可yn. Stereum adustu抑，河 L企v.) (オオタパコウロコ夕ケ 新

称) 今関 (ο19但40め)7山

Hymenochaete arida KARST. C(KARST.) FR.J剥 (syn. 局Imenochaete laxa KARST., Corticium 

simulans BERK. et RAV.) (シブオオウロコタケ一新称，シブウロコタケ) (シブウロコタケ〕制 伊藤

(篤) (1930) 122)，今関 (1940)712)

Hyme持ochaete attenuata Lﾉv. (syn. Stereum atte抑制tum L企v.) (ヒメオオウ戸コタケ 新称， ヒ

メウロコタケ) (ヒメウロコタケ〕制 伊藤(篤) (1930) 122)，今関 (1940)712ヘ伊藤(誠〉・今井 (1940)川〉

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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Hymenochaete boninensis YASUDA (syn. Stereum boninense YASUDA) (シマオオウロコタケー

新称，シマウロコタケ) (Lloydella boninensis (YASUDA) S. ITO シマウロコタケ〕制 伊藤(篤〉

(1930)122) 

同Imenochaete cinnamomea (PERS. ex FR.) BRES. (syn. ThelePho何 ci仰amomea PERS. ex 

FR. , Corticium cinnamomeum FR.) (ケイヒウロコタケ一新称) 今関(1940)712)

Hymenochaete corrllgata (FR.) Lﾉv. (syn. Thelephora corrugata FR. , Corticium corrugatum 

FR. , Hymenoc加ete rimosa LLOYD) (ヒピウロコタケ一新称〉 明日山・小林〈義〉・今関 (1939)日町，

今関(1940)" 12)

助menochaete eρisPhaeria (SCHW.) MASSEE (シブウロコタケモドキ一新称〉 今関(1940)1 1 2)

同Imenochaete fomitoporioides S. ITO et IMAI , sp. nov. (トビイロオオウロコタケー新称) (トピイ

ロウロコタケ〕制 伊藤(誠)・今井 (1940)"1 8)

Hymenochaete intricata LLOYD (syn. Stereum intricatum LLOYD) (ミヤベオオウロコタケ一新称〕

伊藤(篤) (1930) 122)，今関 (1940)1山

Hymenochaete lirata (LLOYD) T. ITO , comb. nov. (syn. Stereum 川lymenochaete) liratum 

LLOYD , (シブオオウロコタケ一新称，シブウロコタケ) (Stereum vibrans BERK. et CURT. サピウ

ロコタケ〕制伊藤(篤) (1930)122) 

Hymenochaete mougeotii (FR.) COOKE (syn. Theleρhora mougeotii FR. , Corticium mougeotii 

FR. , Stereum mougeotii FR.) (アカオオウロコタケ一新称， アカウロコタケ〔アカオオウロコタケ〕制

伊藤(篤) (1930) 122)，明日山・小林(義) 今関 (1939)639) ，今関 (1940)712)

同Imenochaete medica (CURR.) LLOYD (syn. Stereum medicum BERK.，月Imenochaete japonica 

YASUDA (nomen) apud LLOYD) (クスリオオウロコタケ一新称， クスリウロコタケ) (Veluticeρs 

medicum (CURREY) COOKE クスリウロコタケ〕制伊藤(篤) (1930) 122) 

最近青島ら (1962)剖は本菌の学名を Veluticeps angularis (LLOYD) AOSHIMA et FURUKAWA , 

comb. nov. と正し，その和名にチズガタサルノコシカケをあてている。

正か押zenochaete 仰lmicola S. ITO et IMAI , sp. nov. (ヤシノオオウロコタケ 新称) (ヤシウロコタ

ケ〕制伊藤(誠〕・今井 (1940)"18)

同Imenochaete ρertenuis S. ITO et IMAI , sp. nov. (カミオオウロコタケ一新称) (ウスカミワロコタ

ケ〕担伊藤(誠)・今井(1940)"山

同Imenochaete rimosa LLOYD, sp. nov. (syn. 同F押zenochaete unicolor Y ASUDA in herb.) (ニッ

コウオオウロコタケ 新称，クロイロウロコタケ，キッコウタケ)(局Imenochaete corrugata (FR.) Lﾉv. 

ヒピウロコタケ〕制伊藤(篤) (1930)山》

局Imenochaete rubiginosa (DICK.) Lﾉv. ((DICKS. ex FR.) ほv.) (syn. ThelePhora rubiginosa 

SCHRAD. , Stereum rubiginosum FR. , S. ferrugineum (BULL.) FR.，地menochaete ferruginea 

(BULL.) MASSEE , etc.) (エビオオウロコタケ 新称，エピウロコタケ)(エピワロコタケ〕引伊藤(篤〉

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清雄・林康夫・古川久彦:木曾地方のヒノキ， サワラの心腐れ病について. 72 回目林講，
p. 309 (1962). 



-156ー 林業試験場研究報告第 193 号

(1930) 122>，明日山・小林(義〕・今関 (1939)叩)，今関(1940)' 12) ，伊藤(誠〉・今井(1940)'18)

均F明me仰n仰och加aetμe r問Mザ:fomar，培gi仇f与切n仰包仰ata IMAZEK王 1 ， Sp. nov. (エピウロコタケモドキ一新称〉 今関 (ο19叫40め)'口1口2

Hy仰，押m咋zenochaete sωallei BERK. et CURT. (syn. Stereum tenuissimum FR. , Hymenochaete tenuissima 

BERK., etc.) (コガネオオウロコタケ一新称， コガネウロコタケ) (コガネウロコタケ〕制伊藤(篤)

(1930) 122) ，明日山・小林(義〕・今関(1939)639) ，今関 (1940)'山

同Imenochaete sρreta PECK (ケイヒウロコタケモドキ 新称〉 今関(1940)'12)

時menochaete tabacina (SOW.) L企v. ((SOW. ex FR.) LÉv]制 (syn. Theleρhora tabacina (SOW.) 

FR. , Stereum batacinum (SOW.) FR. , etc.) (タバコオオウロコタケ 新称， タバコウロコタケ，ハ

シパミタケ) (タパコウロコタケ〕制 伊藤(篤) (1930) 山)， 明日山・小林(義〉・今関(1939)問〉 今関

(1940)712) は“本種は……我国では比較的少い。 伊藤篤太郎博士のH・H・本学名の下に引用されてゐる標本

即ち安田菌類標本中本種と同定されてゐるものの大部分は……H. Yasudai である。……"といっている。

均Imenochaete tuberculosa COOKE (コブウロコタケ一新称) 今関(1940)712)

的menochaete unicolor BERK. et CURT. (アツミヒピワロコタケ一新称〉 今関(1940)'山

的menochaete yasudai IMAZEKI , Sp. nov. (マツノタバコウロコタケ一新称〉 今関(1940)'山

的menochaete (Veluti・ceρs) Sp. (タカネウロコタケ一新称〉 山本(和〉・伊藤(武) (1936)日日

(Veluticφs angularis (LLOYD) AOSHIMA et FURUKAWA チズガタウロコタケ〕制 本菌は後年の

研究によって安田(1017)制が Stereum medicum CURREY (クスリウロコタケ〉としたものと同種で

あることが判名 p これの synonym とされていた Fomes angulus LLOYD という学名から転属されて

Veluticφs angularis (LLOYD) AOSHIMA et FURUKAWA と名づけられた。

Lloydella japonica (YASUDA) S. ITO et IMAI , comb. nov. (syn. Stereum jaρonicum Y ASUDA) 

(ヤマトウロコタケ〉 伊藤〈誠〉・今井(1940)川》

Lloydella okabei S. ITO et IMAI , sp. nov. (オカペウロコタケ 新称〉 伊藤(誠〕・今井 (1940)718)

Penioρhora cinerea (PERS.) COOKE (syn. Corticium cinereum PERS.) (ハイイロカワタケ〉 伊

藤(篤) (1ω929)戸8目5

Peniω0ρhoグa cωor付ti化caliゐS (BULL.) BRES. (syn. Auグiたculωaria coグげtμicalμis BULL.) (カワ夕ケ， コナラカ

ワタケ) (Peniophora quercina (FR.) COOKE カワタケ〕制伊藤(篤) (1929)85) 

Penioρhora cOrticalis (BULL.) BRES. var. komabensis (HENN.) HﾖHN. (syn. Corticium 

komabensis HENN. (コマパカワタケ一新称) (Penioρhora quercina (FR.) COOKE var. komabensis 

(HENN.) v. HﾖHN. et LITSCH.]制伊藤(篤) (1929)85) 

Penioρhora cremea (BRES.) SACC. (SACC. et SYD.]引 (syn. Corticium cremeum BRES.) (ウス

キイロカワタケ) 伊藤(篤) (1929)8町

Penioρhora discoidea HENN. (オオナラカワタケ) (?J引伊藤(篤) (1929)85) 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

持2 青島清雄・林 康夫・古川久彦:木曾地方のヒノキ， サワラの心腐れ病について.72 回日林講，

p. 309 (1962). 

制安田篤: Thelephoraceae , Hydnaceae und Polyporaceae von Japan. 植物学雑， 31 (362) , pp. 

42-63 (1917). 
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Peniophora incarnata (PERS.) KARST. (syn. Theleρhora incarnafa PERS.) (ニクカワタケ〉

(Gloeocystidium incarnatum (PERS.) S. ITO , comb. nov.)制伊藤(篤) (1929)85) 

Penioρhora filamentosa (BERK. et CURT.) BURT (syn. Corticium filamentosum BERK. et 

CURT.) (キカワタケ) (キヒモカワタケ〕制伊藤(篤) (1929)85) 

Peniophora gigantea (FR.) MASSEE (syn. Thelゆhora gigantea FR.) (カミカワタケ〉 伊藤〈篤〉

(1929)85) , 明日山・小林(義〉・今関 (1939)目的

Penioρhora glebulosa BRES. ((FR.) SACC. et SYD.)制 (syn. Thelephora calcea FR.) (ナメシカ

ワタケ〉 伊藤(篤) (1929)8日

Penioρhora laevis (FR.) BURT (syn. Thelephora laevis FR.) (ヒラカワタケ 新称) (Peniophora 

affinis BURT.)*' 伊藤(篤) (1929)85) 

Penio戸hora mutata (PECK) BRES. (syn. Corticium mutatum PECK) (シロチャカワタケ) (Gloeoｭ

cystidium mutatum (PECK) S. ITo , comb. nov.)制伊藤(篤) (1929)間

Penioρhora nuda (FR.) BRES. (syn. Thelephora nuda FR.) (ツクシカワタケ 新称〉伊藤(篤)

(1929)町

Peniophora ρhylloρhila MASS. (ウスキカワタケ 新称) (Vararia pf.ザllophila (MASS.) ROGERS 

et ]ACKS.)制伊藤(誠〉・今井(1940)718)

Penioρhora ravenelii COOKE (クリームカワタケ〉 伊藤(篤) (1929)85) 

Penioρhora similis (BERK. et CURT.) MASSEE (syn. Corticiul11 similis BERK. et CURT.) (キカ

ワタケ〕 伊藤(篤) (1929)85) 

Penioρhora versicolor BRES. ((BRES.) SACC. et SYD.)*' (サピカワタケ〕 伊藤(篤) (1929)85) 

S仰rassis crispa FR.? (ハナピラタケ) (勾arassis cl'ispa (WULF.) FR.) 朝比奈(1929)69)

Sparassis cris仰 (WULF.) FR. (ハナピラタケ〉 明日山・小林(義〕・今関 (1939)日町

Stereofomes pall11icola S. ITO et IMAI , sp. nov. (ドロウマンネンウロコタケ一新称) 伊藤(誠〕・

今井 (1940)川〉

Stereum albidum LLOYD (サギウロコタケ) (Podoscyρha albida (LLOYD) S. ITo , comb. nov.)刺

明日山・小林(義〉・今関(1939)639)

Stereum annosum BERK. et BROOM. (syn. Stereum dUI'um BURT) (オオカタウロコタケ一新称)

今関 (1939)658)

Stereum bicolor (PERS.) FR. (ウラジロウロコタケ) (Lloydella bicolor (PERS.) BRES.)制沢田

(1935)472) ，明日山・小林(義〉・今関 1939)639) ，沢田 (1942)83日

Stereum burtianum PECK (ハナウロコタケ) (Podoscyρha burtina (PECK) S. ITo , comb. nov.)*l 

沢田 (1935)472う明日山・小林(義〉・今関 (1939)問)，沢田 (1942)831)

Stereum fasciatum (SCHW.) FR. (チャウロコタケ〉 沢田 (1931)201) ， (1935)472う明日山・小林

(義)・今関(1939)悶)，今関(1941)758>，沢田(1942)肌〉，西門ら (1942)821)

Stereum frustulosum (PERS.) FR. (カタウロコタケ〉 北島 (1928)49) ， (1935)453)，明日山・小林(義)・

今関(1939)639) ，今関 (1939)制)，北島・平間(1944)878)

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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Stereum gausa戸atum FR. (チウロコタケ〉 西門ら(1942)82 1)

Stereum hirsutum (WILLD.) FR. (キワロコタケ〕 北島(1928)' 9)， 明日山・小林(義〕・今関

(1939)639 1 ，西門ら (1942)82日，北島・平間(1944)878)

Stereum hiugense IMAZEKI , sp. nov. (ヒウガオオウロコタケ一新称〉 今関 (1939)658)

Stereum induratum BERK. (ミヤマウロコタケ) CLloydella subρileata (BERK. et CURT.) V. HδHN. 

et LITSCH. コカサワロコタヶ )*1 逸見(1933)267九今関 (1939)6581 今関(1939)658) は“本種ハみや

まうろこたけナル和名ノ下ニ安田篤氏刺ニヨツテ報告サレ，後逸見武雄氏(1933) モ本菌ニツイテ記サレ

タ。然シ南太平洋ノ Aru 鳥デ得タト云フ本種ノ本体ハ果シテ如何ナルモノデアルカ。"といい疑問種とし

た。

Stereum lobatum FR. (?) 北島・平間(1944)878)

StereU1時 membranaceum FR. (カミウロコタケ) CLloydella umbrina (BERK. et CURT.) S. ITo , 

comb. nov.)制沢田 (1935)472) (1942)831) 

Stereum obliquulum S. ITO et IMAI , sp. nov. (シタウロコモドキ一新称) CPodoscyρha obliquula 

(S. ITO et IMAI) S. ITO , comb. nov.)制伊藤(誠)・今井 (1940)川〉

Stereum obliquum MONT. et BERK. (シタウロコタケ一新称) CPodoscyρha obliquum (MONT. et 

BERK.) PAT.)制伊藤(誠〉・今井 (1940)718)

Stereum princeps }UNGH. CCJUNGH.) L孟v)制(オオウロコタケ〉 明日山・小林(義〕・今関 (1939)目的，

今関 (1939)刷)

Stereum purpureum PERS. CPERS. ex FR.)削〈ムラサキウロコタケ〉 北島・平間 (1944)町田

Stereum roseo.carneum (SCHW.) FR. (スミレウロコタケ〉 西門ら(1942)82 1)

Stereum roseum YASUDA (ウスベニウロコタケ) CLloydella rosea (YASUDA) S. ITO , comb. nov. )制

明日山・小林(義〕・今関(1939)639)，西門ら(1942)82 1)

Stereum 仰gosum FR. CPERS. ex FR.)制(シミダシカタウロコタケ一新称〉 今関 (1939)658)

Stereum spadiceum FR. (チウロコタケ) CStereum gausaρatum FR.)制明日山・小林(義)・今関

(1939)639) 

Stereum sμctabile KLOTZ. (モミジウロコタケ〕 明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Stereum sepium BURT (コカサウロコタケモドキ一新称) CLloydella sepia (BURT) S. ITO , comb. 

nov.)制今関(1939)658)

Stereum subpileatum BERK. et CURT. (コカサウロコタケ一新称) CLloydella subpileata (B. et C.) 

V. HﾖHN. et LITSCH.)制今関 (1939)658)

Stereum sulcatum BURT (カサウロコタケ) CLloydella sulcata (BURT) LLOYD)制沼田 (1931)197九

山本(和〉・伊藤(武) (1932)'問， (1933)叫)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639九沢田(1942)8Jll_

Stereum taxodii LENTZ et McKA Y制 沼田 (1931)山)(昭 6) の「紅桧の蓮根腐菌」に次のように述べ

発i 伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

長2 安田 篤.菌類雑記(四九).植物学雑 30 (351) , pp. 66~68 (1916). 

制青島清雄・P. L. LENTZ , and H. H. McKA Y: Stereum taxodii in }apan and Formosa. Mycologia 

53, pp. 145~154 (1961). 
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られている。“台湾産の紅桧の老大なるものになると，屡々その材部が特異なる腐朽をなしそれが丁度蓮

根の孔の様に，縦に平行した腐朽の「ポケット」を作り……。腐朽の状態が蓮根の孔に似ているので，普

通に蓮根腐と称されてゐる。叉屡々斯る腐朽をなす立木に一種の硬質菌の結実体が附着してゐる。 これが

附着して居るものが，必ず蓮根腐をなす所から，柚夫は此を蓮根の花と称して居る。 H・ H・属名がウロコタ

ケ属 (Stereum) の見当がついたので，その道の専門家である，北米ミゾリー植物園の Burt 氏に送って

鑑実を乞ふた所 Stereum sulcatum Burt であるとの回答に接した。 これならば…・・安田制先生がカヤよ

り採集されたものに関しての記載があり，和名をカサウロコタケとされているものである。……けと。

今関 (ο19回③9め)6日5

リ，台湾デハペにひ材ノ蓮根腐/原因トシテ注自スぺキ害菌デア Jルレ。 台湾産ノ菌ニ就テハ嘗テ沼田大学民

カラ Burt ニ送ラレテソノ同定ヲ得タモノデアリ，ソノ後山本和太郎氏ノ詳シイ報告ガアル。然シ是ヲ北

米産ノ標本(東京科学博物館ニ 2 点所蔵〉 ト比較スルト多少外形的ニ一致シナイ処ガアルガ，命名者自身

ノ鑑定ニ従ツテオク。……腐朽性ニツイテハ詳シク知ラナイガ，白色腐朽デアルコトハ上記ノ遥デアル。然

シ本種ノ腐朽孔ハ山本氏ノ写真ニヨルト極メテ大形不規則形ヲ呈スルモノノ如ク…・・・。" と若干の疑問を

いだいていたようである。

最近青島ら (1961) によって本菌は Stereum taxodii LENTZ et McKA Y とされた。 (223 ベーヲ参照〕。

Stereum surinamense Lﾉv. (サカズキウロコタケ一新称) (Podoscyha surinamensis (Lﾉv.) PAT.)*2 

伊藤(誠)・今井(1940)制"今関(1941)75町

Stereum umbrinul仰 B. et C. (カミウロコタケ) (Lloydella umbrina (BERK. et CURT.) S. Ito , 

comb. nov.)糾 明日山・小林(義〕・今関(1939)639)，西門ら (1942)821)

Stereum vibrans BERK. (BERK. et CURT.)制(サピウロコタケ〉 明日山・小林(義〉・今関 (1939)63町

西門ら (1942)821'

Theleρhora caρerata (BERK. et MONT.) PAT. (syn. Ste何um caperat即時 BERK. et MONT.) (ア

ラゲウロコタケ〉 沢田 (1931)20日

Veluticeρ5 medicum (CURREY) COOKE (クスリウロコタケ) (Velutice�s angularis (LLOYD) 

AOSHIMA et FURUKAWA チズガタサルノコシカケ〕剖 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

ハリタケ科 (Hydnaceae)

Eヒhinodontium (マンネンハリタケ属〉 北島 (1935)453) (昭 10) は「東京営林局管内八ヶ岳国有林の害

菌(高等菌類〉に就て」で“Echinodontium tinctorium E. et E. 本菌は約四十年叉は夫れ以上の「モ

ミ J ["ツガ」等の生立木の心材に寄生して其の地際附近より上部に至る心材の大部分を腐朽せしむる……も

のであって……本邦に於ては本菌に関する記載の公表されたるものなく白井〔光太郎〕博士が嘗て某地で

採集されたのを聞知したのであるが，著者は八ヶ岳に於て初めて之を採集した0" ・H・"と述べているが，こ

の菌は外国に産する E. tinctorium ではなく後出の E. tsugicola である。

北島(1. C.) と同年，今関 (1935)43町(昭 10) は「まんねんはりたけ属ノ研究J で次の 2種を記載してい

勢1 安田 ;篤: Thelephoraceae , Hydnaceae und Polyporaceae von ]apan. 植物学雑 31 (362) , pp. 

42~63 (1917). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清雄・林 康夫・古川久彦:木曾地方のヒノキ， サワラの心腐れ病について.72 回目林講. p. 

309 (1962). 
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る。いずれも珍品で，またその後今日まで本属につけ加えられたものもない。

Echinodontium japonicum IMAZEKI , sp. nov. コウヤク 7 ンネンハリタケ一新称

Echinodontium tsugicola (P. HENN. et SHIRAI) IMAZEKI , comb. nov. (syn. Hydnofomes 

tsugicola P. HENN. et SHIRAI) マンネンハリタケ

Boninohydnum ρini S. ITO et IMAI , gen. et sp. nov. (オガサワラハリヒラタケ←新称) 伊藤(誠)・

今井 (1940)4叩

Echinodontium tsugicola (P. HENN. et SHIRAI) IMAZEKI (7 ンネンハリタケ) Ul::島(1935)453)) ，

今関 (1935)<3へ明日山・小林(義〕・今関(1939)639)，北島・平間(1944)878)

Hericium coralloides (SCOP. ex FR.) S. F. GRA Y (サンゴハリタケ ) [Hericium laciniatum (LEERS) 

BANKERJ*' 伊藤(誠)・今井 (1940)'18)

局Idnum ca抑t.medusae BULL. (シシガシラ ) [Hericium caput-medusae (BULL. ex Fr.) PERS.)*1 

北島・平間(1944)878)

Hydnum erinaceus (BULL.) FR. (ヤマブシタケ) [Hericium erinaceus (BULL. ex FR.) PERS.)則

明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

的dnum copelandii PAT. (サガリハリタケ) [Oxydontia coρelandii (PAT.) S. ITO , comb. nov.)糾

明日山・小林(義)・今関 (1939)日町

めIdnum coralloides (SCOP.) FR. (サンコ。ハリタケ) [Hericium laciniatum (LEERS) BANKER)糾

明日山・小林(義〕・今関(1939)639)

正lydnum ochraceum FR. (ニクハリタケ) [Steccherinum ochraceum (GMEL. ex FR.) S. F. GRA YJ制

明日山・小林(義)・今関(1939)639)

Hydnum ρulcherrinum BERK. et CURT. (アセハリタケ) [Steccherinum ρulcherrinum (BERK. et 

CURT.) BANKERJ恒明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

Hydnum seρtentrionale FR. (ハリヒラタケ) [Steccherinum septentrionale (FR.) BANKERJ制 松

浦・金田(1931)19 1)，明日山・小林(義〉・今関(1939)639) ，北島・平間 (1944)878)

LoPharia mirabilis (BERK.) PAT. [(BERK. et BR.) PAT.)制 (syn.Iゆex noharae (MURR.) SACC. 

et TROTT.) (クシノハシワタケ〉 今関 (1939)658)

シワタケ科 (Meruliaceae)

Coniophora arida FR. [(FR.) KARST.)制(カベタケ) 明日山・小林(義〕・今関 (1939)剛〉

Merulius castaneus LLOYD (オオジワタケ〉 明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

Merulius lacrymans SCHUM. (ナミダタケ) [Gyroρhana lacrymans (WULF. ex FR.) PAT.)*' 北

島 (1928)49)，明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Merulius tremellosus (SCHRAD.) FR. [SCHRAD. ex FR.)J制(シワタケ〉 明日山・小林(義)・今

関(1939)639)

Phlebia trigoso・zonata (SCHW.) LLOYD (シワウロコタケ)[ケシワタウロコタケ〕制沢田 (1935)'72勺

(1942)83') 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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カンゾウタケ科 (Fistulinaceae)

Fisfulina hepatica (SCHAEFF.) FR. (カンゾウタケ〉 松浦・金田 (1931)山'.明日山・小林(義〉・今

関 (1939)639)

サルノコシカケ科 (Polyporaceae)

サルノコシカケ科の分類体系

サルノコシカケ科の本邦における分類学的研究は安田篤によって着手され多数の菌類の記載が行なわれ

た制。しかしこの種菌類の研究にあたって最も重要なことは如何なる分類体系を採用するかという問題に

あるが，安田の研究はほとんど，いわゆる古典派分類体系に従っている。

笠井 (1929)871 (昭 4) は「多孔菌科 (Polyporaceae) の分類に就て」と題する一文を公にしているが，

これはいわゆる古典派分類学に従ったもので.主要属の検索表をその終わりにかかげている。

本科に属す菌類の分類学的研究はその後今関六也によって発展され， 氏 (1943)8501 (昭 18) の「日本産

サルノコシカケ科の諸属」によって革新的分類学が採用され， この分野の研究はようやく一大進展を見る

に至った。次にこの画期的業績の概要を紹介する。

“第 1 章 一…この研究に当って最も重要旦つ困難なのはサルノコシカケ科の分類に如何なる分類体系

を採用するかと云ふ問題である。菌学の組 E. M. FRIES の分類体系は……最も普遍的に採用踏襲される

ものであるが，現代の植物分類学的見地より是を再検討する時は，何人と錐も其処に幾多の矛盾と不合理

とを見出さずには居られない。是れ FRIES の分類が主として子実体の肉眼的形態に基準を置き而も屡々

変転定まるところなき， 極言すれば単なる個体的変異とも云ふべき形質に主要なる分類基準を求めた場合

が少くなかった為である。 H・ H・かかる分類式が科学的にも叉実用的にも多大の疑惑と不便とを招来せる

ことは当然で， 是が建て直しは近世に至って識者の痛切に希求し叉計画するところであった。…… P. A. 

KARSTEN，…・・L. Qu企LET ， N. PATOUILLARD を始めとし，・H・W. A. MURRlIム A. AMES , W. B. 

COOKE 等，最近では…… M. A. DONK ，・…..A. BONDARZEW 及び R. SINGER 等の諸氏は FRIES の

!日式分類を脱脚して真に科学的にして自然的な分類体系を樹立せんとして主なる人々である。"

“新くして一方に於て FRIES 式!日式分類が依然たる根強き地盤に立って一般を風腐しつつあるかたは

ら，他方に於ては是を打破せんとする草新的所説が室長出するのを見るのである。かかる新!日両潮流の併在

は斯学発達の過渡期に当って己を得ないものがある。然し是を実用的立場にある第三者から見る時は，サ

ルノコシカケ科の分類は極めて混沌とし，その何れに従ふべきか唯々混惑を感ずるばかりである。思ふに

サノレノコシカケ科の如き樹病叉は木材の腐桁に関係深き菌類は， 是を純植物学的研究の対象とする学派

L 農林学系の所謂応用菌学的立場に於て取扱ふ学派とがある。前者は一般に新しき見解の下に!日式分類

体系を批判してその不備を徹底的に是正せんとし， 後者は実用的立場に於て便宜上世上に流布する分類式

を踏襲せんとする。而して後者即ち応用学系の研究者の数的優勢は革新的分類学説を動々もすれば等閑視

せんとするのである。而も他函に於ては革新的分類学は今日に於ても万人を首肯せしむるに足る定説が無

く，叉仮令提出された所説自体が合理的なものであっても，その大部分の場合，取扱った資料の質的及び

地域的な狭陸性の為にサルノコシカケ科の全般にわたって， 或は異る地方に於て是を適用せんとしても，

事実上不可能な場合が少くないのである。け

“斯の如き 2 つの大きな障害の存在が革新派所説の普遍化を妨げる最大の原因となって居たのである。

制伊藤一雄:日本における樹病学発達の展望. (l), (II) 参照。
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コじ力、ヶ科の諸・鴎り

第 84 図今関六也 (1943).

「日本産サルノコシカケ科の諸属」のタイトル・ページ

それ故に今日最も緊要なる

は確固たる自然分類体系の

樹立である。而して是が為

には豊富なる資料と精細な

る考察とを基礎とせねばな

らぬことは云ふ迄もない。

我国及び日本を中心とする

大東亜圏はこの点極めて有

意義な地域であり，ここに

産する豊富にして多彩なる

資料を基とし，欧米に発達

し来った学説を参照し，…

…革新的分類学説を補正し

裏付けるならば，最も妥当

なる分類体系を確立し得る

ものと確信するH・ H・。" と

しているが，まこと気宇壮

大，さっそうたる言といわ

なければならない。

“第 2 章 サルノコシカ

ケ科の分類学史"では，

FRIES 学派の分類体系お

よび革新学派の分類体系の

おのおのについて諸学者の

所説を述べてこれらを批判，

本科諸属の歴史的変遷を詳

細に論じ，“第 3章サル

ノコシカケ科子実体の外形並に組織的分化の分類基準としての価値"では外部形態的特徴のほか内部形態

的特徴を重要な分類拠点とする草新派分類学的見解を詳細にわたって各項目ごとに述べている。

“第 4章 サルノコシカケ科に於ける既設諸属の再検討"は本論文の最も重要な部分であり， また独創

性豊かに自己の見解を表明した章でもある。古典派および革新派分類学者によって創設された多数の属を

ひとつひとつとりあげてこれらを批判し， 存続させるべきものは存続させ，抹殺すべきは抹殺し，また異

名とすべきはそのように，まことに明快に処理され，読む者に対して爽快の感を与える。

“第 5 章各論主として日本産サルノコシカケ科菌類に基く分類(科より属迄)"は前章各属の特徴を

基にして既知菌類の所属を系統だてたもので， これには次の各属およびその基準種ならびにそれぞれ含ま

れる種名があげられている。ただし本論文では Porieae (アナタケ族〉についてはふれていない。

1. T問問etes FRIES (ホウロクタケ属) T. acuta (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (Lenzites 
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acuta BERK. , L. jaρonica B. et c.)ーオオカイガラタケ。 T. albida (FR.) BOURD. et GALZ.- ヒメ

シロアミタケ。 T. cinnabarina ]ACQ. ex FR.-シュタケ。 T. dickinsii BERK.ーホウロクタケ。 T.

gilbbsa PERS. ex FR. (Lenzites tenuis LÉv. , L. earlei MURR.)ーオオチリメンタケ。 T. heteroｭ

morpha (FR.) LLOYD ミヤマシロアミタケ。 T. kusanoana IMAZEKI , nom. nov. (Daedalea kusanoi 

MURR.) ーオオミダレアミタケ。 T. meleagris (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (PolYlり0開5)-ーカラク

ニタケ。 T. orientalis (YASUDA) IMAZEKI , comb. nov. (Polystictus)ークジラタケ。 T. sanguinea 

(L. ex FR.) IMAZEKI , comb.nov. (T. sanguinea (L. ex FR.) LLOYD]制 (Polystictus)ーヒイロタ

ケ。その他。

2. Lenzites FRIES (カイガラタケ属) L. betulina L. ex FR.-カイガラタケ。

3. Gloeophyllum KARSTEN (キカイガラタケ属) G. abietinum (BULL. ex FR.) KARST. (Lenｭ

zites) コゲイロカイガラタケ。 G. odoratum (WULF. ex FR.) IMAZEKI , comb. nov. (Trametes)ー

ニオイアミタケ。 G. saeρiarium (WULF. ex FR.) KARST. (Lenzites)ーキカイガラタケ。 G. subferｭ

rugineum (BERK.) BOND. et SING. (Lenzites) ヒロハノキカイガラタケ。 G. trabeum (PERS. ex 

FR.) MURR. (Lenzites , Daedalea, Trametes)ーキチリメンタケ。その他。

4. Daedalea FRIES emend. PATOUILLARD (ニクウチワタケ属) D. biennis BULL. ex FR. 

(POかρorus heteroρorus FR. , P. rufescens FR.)ーニクウチワタケ。

5. Hexagona FRIES emend. (カドアナタケ属) H. apiaria PERS.ーアラゲカドアナタケ。 H.

heteropora (MONT.) IMAZEKI , comb. nov. (Trametes)ーシマアミタケ。

6. Daedaleopsis SCHROETER emend. DONK (チャアミタケ属) D. conchiformis IMAZEKI , sp. 

nov. シヲミアミタケ。 D. confragosa (BOLT. ex FR.) SCHROET. (Trametes rubescens (ALB. et 

SCHW.) FR. , Daedalea confragosa BOLT. ex FR.)ーチャアミタケ。 D. niρ'ponica IMAZEKI , sp. nov. 

ーミイロアミタケ。 D.pa.ρ'yraceoィeStφinata (S. ITo et IMAI) IMAZEKI , comb. nov. (Hexagona)ー

キヌフルイタケ。 D. tenuis (HOOK. ex FR.) IMAZEKI , comb. nov. (Hexagona)ーフルイタケ。 D.

styracina (P. HENN. et SHIRAI) IMAZEKI , comb. nov. (Lenzites, Daedalea)ーエゴノキタケ。 D.

tricolor (BULL. ex FR.) BOND. et SING. (Lenzites)ーチャカイガラタケ。

7. 1ゆex FRIES sensu BONDARZEW et SINGER (ウスパタケ属) 1. lacteus FR. ウスパタケo

1. ρarvulus Y ASUDAーコゴメウスパタケ。

8. Cori・olus QUﾉLET (カワラタケ属) C. consors (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (1ゅex)ーニ

クウスパタケ。 C. hirsutus (WULF. ex FR.) Qu企L. (Polystictus)ーアラゲカワラタケ。 C. neaniscus 

(BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (Polyρorus)ーウラギンタケ。 C.ρargamenus (FR.) PAT. (Polystictus) 

ハカワラタケ。 C. pinisitus (FR.) PAT. (Polystictus) ーフルイカワラタケ(新称)0 C. polyzonus 

(PERS. ex QUﾉL.) IMAZEKI , comb. nov. (Polystictus ρolyzonus PERS. ex LLOYD)ーキツネカワラ

タケ。 C. unicolor (BULL. ex FR.) PAT. (Daedalea) ミダレタケ。 C. versicolor (L. ex FR.) Qu孟L.

(Polystictus) カワラタケ。 C. zonatus (FR.) Qu垂L. (Polystictus)ーカヲラタケモドキ(新称〉。その

他。

9. Oxyporus DONK (シロサ Jレノコシカケ属) O.ρopulinus (SCHUM. ex FR.) DONK (F01叩es

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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ρoρulinus CKE. , F. conatus (WEINM. ex FR.) CKE.)ーシロサルノコシカケ。 O. ravidus (FR.) 

BOND. et SING. (Polyρorus)ーザイモクタケ。

10. Hirshioporus制 DONK (シハイタケ属) H. abietis (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (H. 

laricinus (KARST.) TERAMOTO , comb. nov.]*2 (Lenzites)ーシハイカイガラタケ〈新称) H. abietinus 

(FR.) DONK (Polystictus)ーシハイタケ。 H. fusco・violaceus (EHR. ex FR.) DONK (1ゆex)ーウスパ

シハイタケ。

11. Antrodia KARSTEN (シカタケ属) A. sfereoides (FR.) KARST. (Trametes mollis SOMMERF. 

ex FR.) (Antrodia mollis (SOMMERF.) KARST.]嗣ーシカタケ。

12. 7祈omyces KARSTEN (オシロイタケ属) T. anceμ(PK.) MURR. (Polyρorus)ーエゾオシロ

イタケ(新称〕制。 T. borealis (FR.) IMAZEKI , comb. nov. (PO紗ρo問s)ーエゾタケ(新称)0 T. lacteus 

(FR.) MURR. (Polyporus)ーオシロイタケc T. ostreifonnis (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (Polyｭ

porus) カキガラタケ。 T. ρ rofissilis (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (POか'porus)-イロヅキタケ。

T. pubescens (SCHUM. ex FR.) IMAZEKI , comb. nov. (Polyporus)ーヤキフタケ。 T. sambuceus 

(LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (Polyρorus)ーシロカイメンタケ(ホクチタケ)0 T. spraguei (B. et 

C.) MURR. (Polyporus)ーカタオシロイタケ(新称)0 T. spumeus (Sow. ex FR.) IMAZEKI , comb. 

nov. (Polyρorus)ーヒツジタケ。 T. squalens (KARST.) IMAZEKI , comb. nov. (Tl'ametes, Poly，戸orus)

マツノオオウズラタケ制。その他。

13. Hapalopilus KARSTEN emend (アカゾメタケ属) H. cuneatus (MURR.) IMAZEKI , comb. 

nov. (Coriolellus, Polystictus)ーシロカイメンタケ。 H. gyρseus (YASUDA) IMAZEKI, comb. nov. 

(Polystictus)ーシックイタケ。 H. lIidulans (FR.) KARST. (POかρorus)ーアカゾメタケ。その他。

14. Bjerkandera KARSTEN (ヤケイロタケ属) B. adusta (WILLD. ex FR.) KARST. (POか'porus)

ヤケイロタケ。 B. fumosa (FR.) KARST. (POかρorus)ーヒメモグサタケ。

15. Gloeoρorus MONTAGNE (エピウラタケ属) G. amorphus (FR.) KILLERM. (CLEM. et 

SHEAR]制ーウラベニタケ。 G. dichrous (FR.) BRES. エビウラタケ。

16. Laetiporus MURRILL (アイカワタケ属) L. sul，戸hureus (BULL. ex FR.) BOND. et SING. 

(Polyρorus)ーアイカワタケ。 L. sulphureus var. miniallts IMAZEKI (POか'porus miniatus JUNGH.)ー

マスタケ。 L. versisporus (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (Calvatia versispora LLOYD , POかIうorus

calvatioides IMAZEKI)ーヒラフスべ〔オオウズラタケ〕嗣

17. Ischnoderma KARSTEN (ヤニタケ属) 1. resinosum (SCHW. ex FR.) MURR. (Polyporus 

resinosus FR. , P. benzoinus WAHL. ex FR. , P. fuscus PERS. ex LLOYD)ーヤニタケ。

18. Porodisculus MURRILL (ヌルデタケ属) P. .pendulus (SCHW.) MURR. (POlYP01"ZIS pendulus 

持1 Hirschioρorus 

恭2 寺本敏雄:日本産菌類の研究(二).東大農演習林報. 39, pp. 119~218 (1951). 
制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , pp. 272~273 (1955). 
制青島清雄:オホウヅラタケについて.木材工業 17 (187) , p. 13 (1962) によれば Tyromycesanceps 

(PK.) MURR. (エゾオシロイタケ〉および T. squalens (KARST.) IMAZEKI (マツノオオウズラタ

ケ〉は同一種であるという。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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(SCHW.) , P. ρocula (SCHW.) B. et C.)ーヌルデタケ。

19. Piptoporus KARSTEN (カンパタケ属) P. betulinus (BULL. ex FR.) KARST. (Polyporus)ー

カンパタケ。

20. Fomitoρsis KARST. emend. BOND. et SING. (ツガサルノコシカケ属) F. annosa (FR.) 

KARST. (Fomes)ーマツノネクチタケ。 F. corrugata (PERS. ex CKE) IMAZEKI , comb. nov. 

(Trametes)ーシマレングワタケ。 F. komatsuzakii (YASUDA) IMAZEKI , comb. nov. (Polyρoruりー

ガマタケ。 F. ochroleuca (BERK.) IMAZEKI, comb. nov. (Truncospora ochroleuca (BERK.) PILAT)制

(Polyporus)ーウズラタケ。 F. pubertatis (LLOYD) IMAZEKI, comb. nov. (Polyporus)ーホウネンタ

ケ。 F. pinicola (SCHW. ex FR.) KARST. (Fomes)ーツガサルノコシカケ。 F. rhodoρhaeus (Lﾉv.) 

IMA.ZEKI , comb. nov. (Polyporus semilaccatus)ーオオスルメタケ。 F. subzmgulata (MURR.) 

IMAZEKI , comb. nov. (Fomes)ーヒメツガサJレノコシカケ。 F. zonalis (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. 

(Rigidoporus zonalis (BERK.) IMAZEKI)制(POか'porus) スルメタケ。

21. Fomes (FRIES) GILL. sensu BOND. et SING. (ツリガネタケ属) F. fomentarius (L. ex FR.) 

GILL. (KICKX.)*'ーツリガネタケ。

22. Favolus FRIES emend. AMES (ハチノスタケ属) F. alveolarius Bosc. ex FR.) ((Bosc. ex 

FR.) QUÉL.)制 (F. europaeus BATSCH. ex FR.)ーハチノスタケ。 F. arcularius (BATSCH. ex FR.) 

AMES (Polyporuりーアミスギタケ。 F. emerici (CKE.) IMAZEKI , comb. nov. (Polyporus)ースヲ

ウチワタケモドキ(新称) 0 F. grammoceρhalus (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (Polyρorus) スヲ

ウチワタケ。 F. hirtus (QuﾉL.) IMAZEKI , comb. nov. (Polyρorus)ーシロアミヒラタケ(新称)0 F. 

mikawai (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (POかρorus)ーミカワタケ。 F. rhipidium (BERK.) 

(COOKE)制 var.ρusillus IMAZEKI , comb. nov. (Polyρorus)ースズメタケ。その他。

23. Microporus O. KUNTZE emend. PATOUILLARD (ツヤウチワタケ属) M. affinis (BL. et 

NEES) PAT. ((BLUM. et NEES ex FR.) KUNTZE)制(POかstictus)ーツヤウチワタケ。 M. nipponicus 

(YASUDA) IMAZEKI , comb. nov. (Polystictus)ーアカギタケ。 M. obovatus (JUNGH.) IMAZEKI, 

comb. nov. (POか'poruり へラウチワタケ o M. striatulus (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (Polyｭ

stictus)ースヲツヤウチワタケ。 M. subaffinis (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (Polystictus)-ツヤウ

チワタケモドキ。 M. vernicipes (BERK.) IMAZEKI, comb. nov. (POかstictus)ーワニスタケ。その他。

24. Polyporus FRIES, emend. (タマチョレイタケ属) P. tuberaster jACQ. ex FR. (P. tuberaster 

var. jaρonicus SHIRAI) タマチョレイタケ。 P. yasudai LLOYDーヌメリアイタケ。その他。

25. Grifola S. F. GRA Y (マイタケ属) G. frondosus DICKS. ex S. F. GRAY (Polyporus)ーマ

イタケ。 G. intybacea (FR.) IMAZEKI , comb. nov. (Grifola gigantea (PERS. ex FR.) PILAT)引

( Polyporus) トンビマイ。 G. umbellata (FR.) IMAZEKI, comb. nov. ((PERS. ex FR.) PILAT)制

(Polyρorus)ーチョレイマイタケ。

26. Bondarzewia SINGER (ミヤマトンビマイ属) B. montana (Qu孟L.) SING. (Polyporus)ーミヤ

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

帯2 今関六也: A contribution to the fungous flora of Dutch New Guinea. 林試研報 57, pp. 87 
~ 128 (1952). 
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マトンビマイ。

27. Amauroderma (PAT.) MURRILL (コマタケ属) A. juxta.rugosum (LLOYD) IMAZEKI , 

comb. nov. (Poかþorus)ーコマタケ。 A. om�halodes (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (Poly�orus) ナ

ガエコマタケ(新称)。その他。

28. Ganoderma KARSTEN emend. MURRILL (マンネンタケ属) G. boninense PAT.-シママンネ

ンタケ。 G. lucidum (LEYSS. ex FR.) KARST.ーマンネンタケ， レイ、ン。 G. neo.jaρonicum IMAZEKI 

マゴラャクシ。 G. tsugae MURR.ーツガノマンネンタケ。その他。

29. Eぴ"vingia KARSTEN emend. (コフキタケ属) E. applanata (PERS.) KARST. (Ganoderma , 

Fomes leucophaeus (MONT.) CKE.-コフキサルノコシカケ，コフキタケ。 E. tsunodae (Y ASUDA ex 

LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. CTrachyderma tsunodae (YASUDA) IMAZEKI)制 (Poか戸orus，

Ganoderma) エビタケ。

30. 母'dnochaete BRESADOLA (コガネウスバタケ属) H. ravenelii (B. et C.) PAT. (1ゅex

かoensis YASUDA , 1. labacina B. et C.) エヒメウスパタケ。 H. tabaci・noides (YASUDA ex LLOYD) 

IMAZEKI , comb. nov. (Irpex)ーコガネウスパタケ。

31. Cyclomyces KUNZE ap. FRIES (ワヒダタケ属) C. juscus KUNZE ap. FR.-ワヒダタケ。 C.

tabacinus (MONT.) PAT. (Polystictus iodinus MONT. sensu YASUDA et IMAZEKI) キヌハダタケ。

32. Phellinus QUﾉLET emend. (キコブタケ属) P. gilvoides (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. 

(Trametes) ネンドタケモドキ(新称)0 P. gilvus (SCHW.) PAT. (Polyporus) ネンドタケ。 P.

hartigii (ALLESCH.) IMAZEKI , comb. nov. (Fomes)ーモミサルノコシカケ。 P. igniarius (L. 

ex FR.) QUﾉL. (Fomes)ーキコブタケ。 P. rimosus (BERK.) PILAT (Fomes)ーオオメシマコブ。

P. robustus (KARST.) BOND. et SING. CBOND. et GALZ.)*' (Fomes)ーコブサルノコシカケ。 P.

setulosus (LLOYD) IMAZEKI (Fomeり コブサルノコシカケモドキ。 P. yucatanensis (MURR.) 

IMAZEKI , comb. nov. (Fomes)ーメシマコブ。

33. Inonotus KARSTEN emend. (カワオソタケ属) 1. cuticularis (BULL. ex FR.) KARST. 

(PolYlうorus mikadoi LLOYD)ーカワオソタケ〔カワウソタケ〕制。 1. hisρidus (BULL. ex FR.) KARST. 

( Poly�orus) ヤケコゲタケ。 1. ρatouillardii (RICK) IMAZEKI , comb. nov. (Polyporus)ーオニカワ

オソタケ〔オニカワワソタケ〕制。 1. sciurinus IMAZEKI , sp. nov.-ラッコタケ。その他。

34. Cryρtoderma IMAZEKI , gen. nov. (スグリタケ属) C. citrinum IMAZEKI , sp. nov.ーダイ

ダイタケ。 C. deρende珂S (MURR.) IMAZEKI , comb. nov. (Fomes) サガリシマサルノコシカケ。 C.

endotheyU1叫 (BERK.) IMAZEKI , comb nov. (Fomes) タカサゴサルノコシカケ。 C. jastuosum (L企 v.)

IMAZEKI , comb. nov. (Fomes) センダンサルノコシカケo C. kanehirae (YASUDA) IMAZEKI , comb. 

nov. (polyporus)ーユラタケ。 C. lamaense (MURR.) IMAZEKI , comb. nov. (Fomes)ーシマサルノコ

シカケ。 C. lonicerinum (BOND.) IMAZEKI , comb. nov. (Fomes) ウツギノサルノコシカケ(新称〉。

C. mc.gregorii (BRES.) IMAZEKI , comb. nov. (F01但es) ツクシサルノコシカケ(新称)0 C.ρini 

(THORE ex FR.) IMAZEKI , comb. nov. (Trametes , F，仰刊es) マツノカタワタケ。 C.ρullum (MONT.) 

制今関六也: A contribution to the fungous fiora of Dutch New Guinea. 林試研報. 57, pp. 87 

-128 (1952). 

長2 伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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IMAZEKI , comb. nov. (Fomes) ヒメスグリタケ。 C.ρusillum (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. 

C(MURR.) IMAZEK I]制 (Fomes)ーヒメヒヅメタケ。 C. ribis (FR.) IMAZEKI , comb. nov. (Fomes) 

-スグリタケ。 C. substygium (B. et C.) IMAZEKI , comb. nov. (Polyρorus， Fomes)ーキヌハダタケモ

ドキ(新称)0 C. yezoense (TOCHINAI et KAMEI) IMAZEKI , comb. nov. CC. yamanoi IMAzEKI]剖

(Fomes) エゾサルノコシカケ。〔エゾノコシカケ〕制

35. Phaeolus PATOUlLLARD emend. MURRILL (カイメンタケ属) P. schweinitzii (FR.) PAT. 

(Polyporus)ーカイメンタケ。

36. Coltricia MICHELI ex S. F. GRA Y (オツネンタケ属) C. ci持namomea (JACQ. ex FR.) 

MURR. (POかstictus) ニクケイタケ。 C. dependens (B. et C.) IMAZEKI , comb. nov. (Polystictus) 

ヒメカイメンタケ。 C. greenii (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. (Cyclomyces, POか'porus)ーウズラ

タケ，アミウズラタケ。 C. perennis (L. ex FR.) MURR. (Polystictus) オツネンタケ。

37. Onnia KARSTEN (ニセカイメンタケ属) O. cumingii (BERK.) IMAZEKI , comb. nov. 

(Polypo問s)ーサヲタケ。 O. musashiensis (P. HENN.) IMAZEKI , comb. nov. C丹rrhoderma

musashiense (P. HENN.) IMAZEKI]制 (Polyρorus)ームサシタケ。 O.ori・entalis (LLOYD) IMAZEKI , 

comb. nov. (Polyρorus)ーアズマタケ。 O. subpertusa (LLOYD) IMAZEKI , comb. nov. (Polyporus)ー

エゾカワラタケ。 O. tomentosa (FR.) KARST. (Polyρorus， Polystictus)ーニセカイメンタケ。その他。

38. Cryρtoρorus (PECK) HUB゚ ARD (ヒトクチタケ属) C. volvatus (PK.) HUBB. C(PK.) 

SHEAR]制 CPolyρorus] ヒトクチタケ。

以上概要をかかげたように今関の本論文によってサルノコシカケ科の分類は一新され， これ以後わが国

でも革新派分類学に従う気運が漸次高まってきた。 ただ惜しまれることは，このような独創性の豊かな，

そして充実した報交が日本語で書かれたことである。後年これについて今関氏にただしたところ“当時は

第二次世界大戦の最中で， わが国では外国語は敵性語としてきらわれていたことが心理的に大きく影響を

及ぼし，ついに易きについてしまった"と筆者に語ったことがある。それで戦後，必要ならば増補して欧

文で再出版することを数回にわたってすすめたが，ついに実現することなく今日に至っている。氏が創設

した Cηρtoderma 属は海外においては異論がないわけではないが， やはり氏の独創性を高く評価すべき

だと考えられる。 氏の分類体系はのちに伊藤誠哉著日本菌類誌制にほとんどそのままとり入れられたので

あるが，氏はこのことを大きな喜びとしている様子であった。

本論文について強いていわせていただくならば， “……応用学系の研究者……は革新的分類学説を動々

もすれば等閑視せんとする……"ことをなげくならば， 旧式分類による学名および和名と，氏の革新分類

体系のそれとを対照することができるように， 学名・和名の索引を付す配慮をどうしてしなかったのか…

・。これでは“応用学系の研究者"は氏の分類体系に依ろうとしても，それを氏の論文からさがし出すこ

とはとても容易でない。 それにもかかわらず第二次世界大戦後本邦で出版された樹病に関する著書，論文

のほとんど大部分は革新分類体系に則って学名を採用していることは， 相もかわらず旧式分類によってい

る海外のそれにくらべて格段の前進と認めてよいであろう。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

者2 今関六也: Cryρtoderma Pini (BROT. ex FR.)IMAZEKI and C. yamanoi IMAZEKI. 逸見還暦記

念論文集. pp. 174-177 (1951). 
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それはそれとして氏の研究は昭和時代中期以降においても継続発展， T叩ch，び'derma IMAZEKI (エビタ

ケ属〉制および丹rrhoderma IMAZEKI (ツヤナシマンネンタケ属〉叫が新たに創設されて氏の分類体系

はますます充実した。

なお氏がほとんどとりあげなかった本科の Pori氾ae (アナタケ族〕 については昭和時代中期にいたって

青島清雄制桝の分類学的論文が発表された。

マンネンタケ (Ganoderma 属j マンネンタケすなわち霊芝は古来瑞祥として珍重され，形態，色沢の

美は日本でも中華民国(支那〉でも愛玩されていた。 ところでこの菌の分類学は諸学者の見解がおのおの

異なり混とんとしていた。 そしてようやく昭和初期も終り近くになって一応の給着をみたのであるが，以

下その経過の概要を記す。

川村(清) (19四)91) (昭 4) は「日本菌類図説」で“Fomes lucidus の学名を本菌〔マンネンタケ〕に

宛つるは非なり。該菌は茎太短かく，蓋，茎共に質硬からず，乾燥すれば収縮して多くの簸を生じ，日蔭

にて乾燥せしめんとせば微を生ずる程なれ該菌は明治四十四年七月予日光湯本に於て縦樹に生ぜる多数

の標本を採れり。"と記し，マンネンタケには学名 Fomesjaponicus FR. (syn. Fomes lucidus FR. var. 

jaρonicus SACC.) をあて ， Fomes lucidus とは別種であるとしている。

沢田 (1931)20町昭 6) は「台湾産菌類調査報告 第五編」で，マンネンタケ(レイシ，サイワイタケ)

に Ganoderma japonicu初 (FR.) SAWADA をあて ， Fomes japonicus FR. および Fomes lucidus 

(LEYS.) FR. を synonym とし， なお次のように記している。“……霊芝即チまんねんたけハ Fries ニ

ヨリテ Fomes japonicus FR. ト命名セラレタルモノニシテ日本ノ書籍ニハ大抵此学名ガ採用セラル 然

ルニ安田篤(1913)制ハ Fomes lucidus (Leys.) FR. ニ当テタリ 是レ恐ラクハ C. G. Lloyd ノ説ニ従

ヒタルニ非ラサルカ Lloyd (1912) ハ……Fomes valesiacus , F. japonicus 及 F. lauterbachii ノ 3

者ハ欧米産 Fomes lucidus ノ forma ナリト考ヘタリ 然ルニ問氏ノ設ケタル Section Ganoderma ハ

欧州産 Polyporus lucidus (即チ Fomes lucidus) ニヨリテ樹テラレタルモノニシテ此 Section ノ胞子

ノ、著色セル内胞子ヲ被ヘル無色ノ!漢カ突起状ヲナセリ……トセリ・…・・然ルニ台湾産ノ霊芝ノ胞子ハ無色ナ

ル外膜ヲ被ムルコトナク全体褐色ニシテ粗沈ヲ布ケリ Fomes lucidus ハ霊芝ヨリ淡色ニシテ菌傘大形柄

モ亦太ク胞子モ輸大形ナリ。"と。

なお沢田(1934)町内昭 9) は「台湾菌類資料 (31)J で Ganoden仰 lucidum (LEYS.) KARST. を記

してこれをオオマンネンタケと新称"・..本菌の和名を従来マンネンタケと称せり。之れ Ganoderma

japonicum と G. lucidum とを混同せしものある為ならん。古くより G. japonicum 即ち霊芝をマン

ネンタケと称し来れるを以て G. lucidum をマンネンタケと呼ぶは不当且つ混同の恐あり。依って G.

lucidum をオホマンネンタケと呼ばん。"としている。

今関 (1934)355) (昭 9) は「瑞祥植物『万年茸JlJ で次のように述べている。“マンネンタケの学名に就て

制今関六也: A contribution to the fungous fiora of Dutch New Guinea. 林試研報 57, pp. 87 

-128 (1952). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955) にこの属名は登載されているが， 今関の正式な発表はまだな

u、。

制青島清雄:日本産 Poria 属の腐朽菌(1 ).林試研報 46， pp. 155-165 (1950). 

制一一一一:向上 (11). 同 59, pp. 57-64 (1953). 
各5 安田 篤:菌類雑記(一七).植物学雑 27 (316) , pp. 223-224 (1913). 
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従来の慣例では Fomes japonicus Fries を以て本菌を呼んでゐるが，故安田;篤教授は Fomes lucidus 

Fries を宛てて，前記の学名をその異名となし叉台湾の沢田兼吉201)氏は Ganoderma japonicum (Fries) 

Sawada とするを至当なりと云ふ。…・・此処に第一の問題は属を Fomes にするや Ganoderma 乃至

Polyporus にするかであるが……筆者の考では沢田氏と同様 Ganoderma に属せしめるを正当とする。

次に安田氏が云ふ Fomes lucidus Fries とマンネンタケと同一なりや否やの問題である。 Fomes lucidus 

Fries とは欧米其他広く各地に産する菌であって其形状は極めて我マンネンタケと類似するものであるが

欧米の菌学書によってその異同を確めんとしても， 文字の上では両者に区別があるが如くなきが如く確証

をつかみ得ないのである。 I11村博士川は前記安田教授の説に反対し，……Fomes lucidus Fries の学名を

本菌〔マンネンタケ〉に宛つるは非なり……と記されている。叉沢田氏もIJ'Fomes lucidus は霊芝より淡

色にして菌傘大形，柄も太く胞子も絹々大形なり』とて安田氏の説に反対してゐる。 この点に就ては筆者

も研究を重ねて他日解決し度と患っている。然し 111村博士の云ふ Fomes lucidus なる菌は筆者も亦日光

に於て採集しているが形状は同博士の記述に符合するが， 欧米の Fomes lucidus とは一致しない(而し

て該菌はマンネンタケとは異るものである。)……以上マンネンタケと Fomes lucidus とに関して稀々詳

しく之を比較したが要するに両者が同種なりや異種なりやは将来に残された問題で慣用されている Fomes

japonica Fries なる種名も亦確立したものでないと云ふべきである。……日本産で今一つ類似の菌がある。

是は安田教授が……マンネンタケの解説中に後記した小笠原産のものであるが， 同菌はH・H ・ 7 ンネンタケ

とは全然異る種である。……" と。すなわち，この段階では安田，沢田，川村および今関の諸説が混とん

として疑問だらけである。

日野 (1937)54 1) (昭 12) は「霊芝と欧米産 Ganoderma lucidum との異同」において“筆者は先年欧米

の産品を彼地に於て親しく観察する機会を得，彼我の産品を比較研究することが出来たので……"その結

果を報じ，結論として"・..霊芝と欧米産 Ganoderma lucidum との間に著しい差異を認めることが出

来なかった。……筆者は霊芝と欧米産 Ganoderma lucidum とを同一種と認めたい。学名は Ganoderma

lucidum を正名とし Ganoderma japonicum を異名とすることにする。尚，従来本邦で霊芝と俗称され

てゐたもの及び欧米で Ganoderma lucidum と称されてゐたものの中には別種が多数誤って包含されて

いる。それで，将来更に精細なる分類学的検討を加へる必要があるものと思惟する。"といっている。

小林〈義) (1938)621) (昭 13) は「しままんねんたけ九州ニ産ス」ることを記し， この学名に Fomes

lucidus FR. f. boninnensis SACC. をあてている。

今関(1939)657) (昭 14) I日本産マンネンタケ属」によってようやく判然たる分類が行なわれた。まずマ

ンネンタケの属名として Ganoderma を採用，なお次の各種が存在するとした。

1. Ganoderma lucidul珂 (LEYS.) KARST. (syn. Ganoderma lucidus LLOYD, Polyporus lucidus 

LEYS. ex FR. , Fomes lucidus (LEYS.) FR., Polyporus jaρonicus FR., Fomes jaρonicus FR., etc.) 

(マンネンタケ，サイワイタケ， レイシ〉 本州， 四国，九州，八丈島 “最近日野氏は G. japonicum 

(Fr.) Sawada を G. lucidum (Leys.) Karst. の異名とし，我国のマンネンタケは G. lucidum なり

と結論した。従来この両種が同種か否かに就ては幾度となく議論された処であるが，此の問題を解決する

には先づ G.lucidum の本体を知らねばならぬと同時に所謂我々がマンネンタケと通称して居た菌が果し

て 1 種であったかどうかに就て考察しなければならない。筆者の推定によれば別種説側の川村氏は G.

Tsugae Murr.を，沢田氏は G. tropicum CJungh.) Bres. を共に， G.lucidum と誤認して別種説を建て



-170 ー 林業試験場研究報告第 193 号

たもので，何れも欽洲のG. lucidum に対する認識が不足して居た。……日野氏の同種説に就て考へるに，

氏は欧洲の G. lucidum は熟知せらるるが，日本のマンネンタケを以て無条件に 1 種と認めた点に難点、が

ある様である。即ち筆者の見解によれば日野氏が云ふ本邦産の G. lucidum には G. lucidum 及び G.

Curtisii の 2 種が混同されて居る。……"と満々たる自信を持っていっているが，これらについては以下あ

げることによって明らかになるであろう。

2. Ganoderma neo-jaρonicum IMAZEKI, sp. nov. (syn. G. lucidul刊 (non KARST.) HINO) (マ

ゴジャクシ〉 本州，九州“……本種は従来 Polyporus (叉は Fomes) japonicus と呼ばれたものの一部

分であり，叉日野氏の云ふ G. lucidum の一部分である。……"

3. Ganoderma subumbraculum IMAZEKI , sp. nov. (コウモリマンネンタケ一新称〉 四国“Type

標本 l 筒あるのみで其の変異の範聞は不明である。……本標本は川村清一博士より贈られたもので……。

4. Ganode門刊a curtisii (BERK.) MURR. (syn. Polyporus Curtisii BERK., Fomes Curtisii 

(BERK.) SACC.) (ツヤケシサイワイタケ一新称〕 九州 “本種も日野氏が云ふ G. lucidum の一部分で

ある。元来南方系の菌で本邦では九州で発見されただけである。"

5. Ganoderma tsugae MURR. (syn. Fomes tsugae (MURR.) SACC. et D. SACC., Polyporus 

tsugae (MURR.) OVERH.) (ツガノマンネンタケ〉 樺太，北海道，本州，九州 川村が日光で採集した

“マンネンタケ"は本種であるという。

6. Ganoderma sessile MURR. (syn. Ganoderma subρerforatum ATKINSON, Fomes sessilis 

(MURR.) SACC. et D. SACC. , Polyporus valesiacus YASUDA制制) (オオマンネンタケ〉本州安田

(1915)制が Polyporus valesiacus BOUD. (オオマンネンタケ 新称)とした菌は本種にほかならぬとい

フ。

7. Ganoderma tropicum (JUNGH.) BRES. (syn. Polyρorus troρicus JUNGH. , Fomes troρicus 

(JUNGH.) SACC.) (ネッタイマンネンタケ 新称〉 台湾 “本種は元来 Java から報告されたものであ

るが， Asia 熱帯地方に広く分布する菌の如く推察される。従来 G. lucidum は汎世界的に分布するもの

とされ，熱帯地方に於ても度々記録されて居たが筆者の見解では G. lucidum は温帯以北の菌で，熱帯に

産することは疑はしい……"。なお氏は沢田(1934) が“Ganoderma lucidum (LEYS.) KARST. (オホ

マンネンタケ)"とした菌は本種にほかならないといっている。

8. Ganoderma boninense P AT. (syn. Ganoderma boninensis LLOYD, Fomes lucidus f. bo冗in・

ensis SACC., etc) (シ"7'"7'ンネンタケ) 九州，小笠原諸島，南洋諸島

9. Ganode仰向a fornicatum (FR.) PAT. (syn. Polyporus fornicatus FR., Fomes fornicatus FR., 

etc.) (クロガネマンネンタケ一新称) 琉球，台湾，南洋諸島 “本種は熱帯系の菌で我国では琉球以南に

のみ産する……。

本論文において Ganoderma 属を Euganoderma IMAZEKI , nov. (マンネンタケ亜属)， Elfvingia 

(KARST.) IMAZEKI , nov. (コフキサルノコシカケ亜属)および Trachyderma IMAZEKI , nov. (エピ

イロタケ亜属)の 3 亜属に分け， Trachyderma 亜属のものとして Ganoderma tsunodae (YASUDA ex 

制安田 篤:菌類雑記(四六).植物学雑 29 (348) , pp. 420~421 (1915). 

器2_一一一: Thelephoraceae, Hydnaceae und Polyporacea von Japan. 植物学雑 31 (362) pp. 

42~63 (1917). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〕 一 171 ー

FR.) TROTT (エピイロタケ〕を記載している。しかし氏はのちに Elfvingia (1943) および Trachy­

derma (1952) をそれぞれ属として取りあつかった。なお後年，本属に邦産として Ganoderma colossum 

(FR.) BOSE (syn. POゅorus colossus FR.) (ニセカンバタケ一新称) 1 種がつけ加えられたへ

その後川村(清) (1942ワ 811) (昭 17) は「霊芝の学名に就てJ でそれまで出ていた内外の見解を長々と述

べたのち，“……依って霊芝及び其類似の菌種に対しては，古来不確実なる G. [Ga悶 oderma] lucidum 

の名を避けて， G. tsugaιG. sessile, G. Curtisii 等と菌種に応じて確実に之を指示する名を用ふるを

可とし，従って真に我邦の霊芝に該当する菌種に向つては，フリース氏が命名せし所に拠って Ganoderma

jaρonicum FR. を用ふるを可とす。若し我邦の霊芝に G. lucidum なる名を充て用ふる場合には，確実

に此名で示せる文献を附記すべきである。何んとなれば，上に纏々述べたるが如く， G. lucidum は古来

用ゐられている所に依って，必ずしも霊芝を指示する学名なりと為し得ないからである。"といっている。

しかし，さしも混乱したマンネンタケ属の分類も今関(1939)657)の研究によって判然とし，今日なお氏の

見解は本属分類の決定版とされている。

Grifola (マイタケ属) マイタケの学名は高橋(良) (1905)制および安田(1911)制以来 Polyρorus

frondosus FR. があてられ，またチョレイマイタケは白井 (1905)制によって白砂'þorus chu-ling SHIRAI 

と命名されたが，のちに安田 (1917)嗣は POか''þorus umbellata FR. とした。なお111村(清) (1929)91) 

(昭 4) は「日本菌類図説」にトンビマイの学名として POかρorus inかbaceus FR. をあてている。

今関 (1943)851) (昭 18) は「まひたけ属 Grifola S. F. Gray J で草新分類体系に従って属名として

Polyρorus を用いず Grifola 属を採用，次の 4 種を記載している。

Grifola umbellata (PERS. ex FR.) PrLﾁT. (syn. Clado岬1eris UI河bellata Qu立 L. ， Polyporus 

umbellatus FR., Polyporus ramosissimus SCHAEFF. ex SCHROET. , Grifola ramosissima MURR. , 

Polyρilus rm刊osissimus BOND. et SrNG., Polyporus chu-ling SHIRAI) チョレイマイタケ

Grifola frondosus DrcKsoN ex S. F. GRAY. [(DrcKs. ex FR.) S. F. GRAY]制 (syn. Polyporus 

frondosus FR., Polypilus frondosus KARST. , Cladomeris frondosa Qu企 L. ， ? Polyporus intybaceus 

FR.) マイタケ

Grifolia albicans IMAZEKI, sp. nov. (シロマイタケ一新称〉 古来マイタケには黒色と白色の 2 品種

があり黒色品種は白色品種に比して格段に美味だとされ， これについては松浦 (1934)369つも一部言及して

いた。伊藤(ー) (1941)叩) (昭 16) は「マヒタケに関する二，三の研究」で両者の形態，生理的性質および

材質腐朽性を比較， “……形態的に言へば白色系は黒色系に比して菌蓋の色が極めて白色を富み叉菌孔の

形状犬さ及び実質の性質に少しく差違を認め尚培養上の特徴，各樹種に対する腐朽力， BAVENDAMM 氏

反応等に於ても亦若干の差異なしとしないが併し此等を別種として取扱ふべき程大なる相違を認めること

制今関六也:宮崎県下で採集された 2種の熱帯系の茸. Nagaoa 3, pp. 22~25 (1953). 

制高橋良直:まひたけ，殊ニ其学名ニ就テ.植物学雑 19 (216) , pp. 3~6 (1905). 

後3 安田 篤:菌類雑記(四).植物学雑 25 (298) , pp. 441~443 (1911). 

制白井光太郎: On a medica l1y, economical1y and vegetable-pathogenical1y interesting fungus 

chu ling (Polyporus chu-ling nov. spふ植物学雑 19 (223) , pp. 91~92 (1905). 

制安田篤: Thelephoraceae, Hydnaceae und Polyporaceae in Japan. 植物学雑 31 (362) , pp. 
42~63 (1917). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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は出来なかった。"とした。今関(1. c.) はこの“白色系"をマイタケとは別種と認めて新たに Grifolia

albicans と命名，和名をシロマイタケとしたのである。

Grifola gigantea (PERS. 位 FR.) PILﾁT (syn. Poly�orus giganteus FR. , Poly�ilus giganteus 

DONK , Poly�orus intybaceus KAW AMURA) トンビマイ〔トンビマイタケ〕制“とんびまひノ学名トシ

テ従来 Po1yporus intybaceus ガ用ヒラレテ居タガ， P. intybac叩S ノ正体ハ明カデナク，一般ニ P.

frondo唱us ノ異名カ或ハ品種位ニ考へラレテ居リ，決シテとんぴまひソノモノデハナイ。"

最近本属に次の l 種が追加された制。 Grifola abducta (BERK.) AOSHIMA et FURUKAWA , comb. 

nov. (ツガマイ 新称)がこれである。

Hirschioρorus (シハイタケ属〕 今関 (1944)"田〔昭 19) は「しはいたけ Hirschioporus DonkJ で，

まず本“属ノ来歴'二“属ノ形態..“属ノ生態"を詳述， この属に含まれる菌類として次の 4 種をあげて

u、る。

Hirschio戸orus abietinus (DICKSON ex FR.) Donk (syn. Polyρorus abietinus FR., Polystictus 

abietinus SACC. , Coriolus abietinus QUÉL. , Bjerkandera abietina KARST. , Hansenia abietina 

KARST. , Trametes abietina PILÁT , Polystictus ρasio SACC. et CUB.) シハイタケ

Hirschio戸orus fusco-violaceus (EHR. ex FR.) DONK (syn，めIdnum fusco-violaceu附 FR. ， 1ゅex

fusco-violaceus FR. , Irρex violaceus PERS. ex Qu孟 L. ， Ir�ex lameliformis LLOYD) ウスパシハイ

タケ

Hirschio�orus abietis (LLOYD) IMAZEKI (syn. Lenzites abietis LLOYD, Polystictus abietinus 

SHOPE) エゾシハイタケ 氏 (1943)削〉は「日本産サルノコシカケ科の諸属」で本菌の和名をシハイカ

イガラタケとしている。後年本菌の学名は H. laricinus (KARST.) TERAMOTO と改められた制。

Hirschio�orus versatilis (BERK.) IMAZEKI, comb. nov. (syn. Trametes versatilis BERK. , 

Polystictus versatilis FR. , Funalia versatilis MURR. , POかρorus cladotrichus BERK. et CURT. , 

Polystictus cladotrichus SACC. , Polystictus venustus BERK. , Funalis villosa MURR.) シラゲタケ

本属の菌としてのちに Hirschioρorus ρuゆureus (YASUDA) IMAZEKI (syn. 1ゆex ρurρu何us

YASUDA) (ムラサキウスパタケ〕がつけ加えられた。制

Cyclomycesfuscus Kz. [KUNZE ap. FR.J剖(ワヒダタケ〉 逸見・赤井 (1937)日的，明日山・小林(義)・

今関(1939)問〉

Cyclomyces greenii BERK. (ウズタケ) [Coltrica greenii (BERK.) IMAzEKI]則 明日山・小林

(義〉・今関(1939)639)

Cryρtoþorus volvatus (PECK) HUBBARD [(PECK) SHEARJ*' (ヒトクチタケ〉 明日山・小林

(義)・今関 (1939)639)

Daedalea jezoensis Y AMANO , sp. nov. (エゾサルノコシカケー新称) [Cry�toderma yamanoi 

IMAZEKIJ*1 山野 (1930) 148) 149) , (1931)~12) 213) (224 ぺ-~参照〉

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清雄・古川久彦: A note on Grifola abducta (BERK.) AOSHIMA et FURUKAWA, comb. 

nov. 日本菌学会報 4 (4) , pp. 91-93 (1963). 

制寺本敏雄:日本産菌類の研究(二).東大演習林報 39, pp. 119-218 (1951). 
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Daedalea kusanoi MURR. (オオミダレアミタケ) (Trametes kusanoana IMAzEKI]制沢田(1935)

472) ，明日山・小林(義〉・今関(1939)日町，沢田 (1942)回目

Daedalea quercina (L.) PERS. (ミダレタケ) (Trametes kusanoana IMAZEKI オオミダレアミ

タケ〕則松浦・金田 (1931) 四日

Daedalea ungulata LLOYD (ミダレハスタケ) (GloeoPhyllum ungulata (LLOYD) IMAzEKI]制明

日山・小林〈義〉・今関 (1939)目的

Daedalea unicolor (BULL.) FR. (ミダレアミタケ) (Coriolus unicolor (BULL. ex FR.) PAT.J制

明日山・小林(義〉・今関 (1939)639】

Favolus euroρaeus FR. (ハチノスタケ) (Favolus alveolarius (Bosc. ex FR.) Qu邑L.J制松浦

(1930)'町，松浦・金田 (1931) 191>，明日山・小林(義〉・今関 (1939)日町

Fomes annosus (FR.) COOKE (マツノカタワタケ) (Fomitopsis annosa (FR.) KARST.J制 ~t 

島・平間 (1944)町田

F仰nes applanatus (PERS.) GILL. (コフキサルノコシカケ) (Elfvingia applanata (PERS.) KARST. 

コフキタケ〕制北島(1928) 49>，横木 (1930)'50人松浦・金田 (1931)山"沢田(1931)201)，山野(1931)21 1) , 

北島(1935)453ヘ北島・平間(1944)878'

Fomes australis FR. (ウスズミサルノコシカケ) (Elfvingia applanata (PERS.) KARST. コフ

キタケ〕引沢田 (1931)201)

Fomes connatus FR. (シロサルノコシカケ) (Oxyporus ρoρulinus (SCHUM. ex FR.) DONKJ制

明日山・小林(義)・今関 (1939)日9，

Fω刊es deρendens (MURR.) SACC. et TROTT. (syn. 乃Iropolyporus dependens MURR.) (サガリ

シマサルノコシカケ一新称，ツリガネサルノコシカケ) (Phellinus de，ρendens (MURR.) IMAzEKI]*2 

今関(1940)714> ， (1941)758> 

Fomes fastuosus (Lﾉv.) COOKE (syn. POか'porus fastuosus LÉv. , Xanthochrous fastuosus (Lﾉv.) 

PAT. (センダンサルノコシカケ一新称) (マツノサルノコシカケ) (Cryptoderma fastuosum (L企v.)

IMAZEKI]制 今関 (1940)7凶は“安田篤氏ハ本菌ノ寄主ヲ松トシまつのさるのこしかけナル和名ヲ与へ

ラレタガ，是ハ誤リデアル。安田氏ノ資料H ・ H・ハ……小片デ，氏ハ是ニ附着セル赤松様ノ樹皮ヲ見テ斯ク

速断サレシモノト考ヘラレルガ，剥離セルせんだん樹皮ノ小片ハ一見松皮ニ類似シ斯カル誤解モ起リ得ル。

コノ事ニ関シテハ九州帝国大学農学部吉井甫助教授ノ御示教ニ侠ツトコロ多ク，此処ニ記シテ感謝ノ意ヲ

表スル。上記ノ理由ニヨリ和名ヲせんだんさるのこしかけト改メタ。"と記している。

Fomes fomentarius (L.) FR. (ホクチタケ) (Fomes fomentarius (L. ex FR.) KICKX. ツリガネ

タケ〕制北島 (1928) 49>，松浦・金国 (1931)削，北島(1935)453】，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639ヘ

北島・平間(1944)878'

Fomes hamatus (CORNER) IMAZEKI, comb. nov. (syn. Fomes senex (MONT.) FR. var. hamatus 

CORNER (ツリパリサルノコシカケ一新称) (Phellinus hamatus (CORNER) IMAzEKI]制今関

普1 伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

勢2 今関六也: A contribution to the fungous flora of Dutch New Guinea. 林試研報 57, pp. 87-
128 (1952). 
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(1940)71'1 

Fomes hartigii (ALLESCH・) SACC. et TRAV. var. japonica MIYABE et KUSAMA (モミサルノ

コシカケ) [Phellinus hartigii (ALLESCH. et SCHNABL.) IMAZEKI]制亀井・今井(1933)28幻

Fomes hartigii (ALLESCH・) SACC. et. TRA V. (モミサルノコシカケ) [Phellinus hartigii 

(ALLESCH. et SCHNABL.) IMAZEKI]刷北島(1935)453>，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639>，北島

・平間(1944)8間

Fomes igniarius L. [KICKX.]制(ニセホクチタケ) [Phellinus igniarius (L. ex FR.) QUÉL・ キ

コブタケ〕制北島 (1935)'悶，明日山・小林(義)・今関(1939)639ヘ北島・平間 (1944)878)

Fomes japonicus FR. (マンネンタケ ) [Canoderma lucidum (LEYSS ex FR.) KARST.]則松浦

金閏 (1931) 山〉

Fomes lamaoensis (MURR.) SACC. et TROTT. [Cryptoderma lamaense (MURR.) IMAZEKI シ

マサルノコシカケ〕相沢田 (1928)65) 66)

Fomes laricis (JACQ ・) MURR. (エブリコ， トウボシ) [Fomito，ρsis officinalis (VILL. ex FR.) 

BOND. et SING. エブリコ〕刑 逸見 (1932)224)，明日山・小林(義)・今関(1939)639)

Fomes leucophaeus MONT. (キウラサルノコシカケ，ツネノサルノコシカケ) [Elfvingia aρρlanata 

(PERS.) KARST. コフキタケ〕引沢田 (1931)加〉

Fomes mangrovicus IMAZEKI , sp. nov. (オオシマサルノコシカケ一新称) [Phellinus 押wngrovicus

(lMAZEKI) IMAZEKI]制今関 (1941)'問

Fomes melanoporus MONT. (クロサルノコシカケ) [Fomito戸sis castanea IMAZEKI]制明日山・

小林(義〉・今関(1939)削〉，逸見ら (1945)891)

Fomes nigricans KARST. [?]制北島 (1935)'日〉

Fomes noxius CORNER (syn. Fomes lamaoensis (MURR.) SACC. et TROTT. (キコロシサ

ルノコシカケ一新称) [Cryptoderma lamaense (MURR.) IMAZEKI シマサルノコシカケ〕剖 沢田

(1934)377 >, (1942)831) 

Fomes olivaceus Y ASUDA (シイサルノコシカケ) [Fomitopsis olivacea (LLOYD) IMAZEKI et 

AOSHIMA)]刑制 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

Fomes ρinicola (Sw ARTZ) FR. (ツガサルノコシカケ) (Fomitopsis pinicola (Sw ARTZ ex FR.) 

KARST.]*' 北島 (1928)"勺沢田 (1931)叩〉，逸見(1932)220，北島 (1935)“汽明日山・小林(義〉・

今関 (1939)639九北島・平間 (1944)附〉

Fomes ρomaceus (PERS.) BIG. et GILL (サクラサルノコシカケ) (l初ellinus ρomaceus (PERS.) 

Qu企L.]担逸見(1942)798)

Fomes ρullus (MONT. et BERK.) COOKE (syn. Polyρorus pullus MONT. et BERK. (ヒメスグリ

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
器2 今関六也: A contribution to the fungous 丑ora of Dutch New Guinea. 林試研報 57， pp. 87~ 

128 (1952). 

青島清雄氏談によればこれは Phellinus spadiceus (BERK.) AOSHIMA (未発表)の synonym で

あるという。

制青島清雄:シヒサノレノコシカケの胞子の発芽に関する 2， 3 の実験. 日植病報 15 (1) , 9-12 

(1950). 
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タケ新称) [Cryptoderma pullum (BERK. et MONT.) IMAzEKI]引今関 (1940)'凶， (1941)75町

Fo悦es rimosus (BERK.) COOKE (syn. Polyporus rimosus BERK., Xanthochrous rimosus (BERK.) 

PAT.) (オオメシマコブ新称) [Phellinus rimosus (BERK.) PIL孟T)制伊藤(誠)・今井 (1940)71町，

今関 (1940)71')

今関 (1940)'凶は“Fomes rimosus ノ名ハ従来めしまこぶ即チ漢方ノ桑黄ニ宛テラレテ居タガ，ソノ

不可ナルコトハ既ニ筆者ガ記シタ通リデアル。即チ筆者ハめしまこぶヲ F. yucatensis Murr. トシタガ，

是等両菌ノ、剛毛体ノ有無ニヨツテ区別サレ，外形的ニハ極メテ酷似スル。 F. yucatensis ハ本邦デハ広ク

栽培桑ニ発生シ叉筆者ハ九州宮崎県菱ノ山中デ野生桑ノ大樹ニ移シク生ゼルコトヲ実見シテ居ル。然ルニ

小笠原島ニ於テ真ノ F. rimosus ガ桑ニ生ジ居ルハ興味深ク，両種ノ近縁ナルヲ思ハセルモノガアル。"と

記している。

Fo明es robustus KARS'{• Fomes hartigii (ALLES.) SACC. et TRA V. (モミサ Jレノコシカケ〉 北

島(1931) 附， (1935)453九松浦・金田 (1931)19 1)

Fomes robustus KARST. (コブサルノコシカケ一新称) [Phellinus robustus (KARST.) BOVRD. 

et GALZ.)則 明日山・小林(義)・今関 (1939)問〉，北島・平筒 (1944)問〉

Fomes roseus (ALB. et SCHW.) COOKE (パライロサルノコシカケ) [Fomitopsis rosea (ALB. et 

SCHW. ex FR.) KARST.)*l 明日山・小林(義)・今関(1939)639)

Fomes senex NEES et MONT. [Cryptoderma lamaense (MURR.) IMAZEKI シマサルノコシカ

ケ〕制山本(和) (1936)530) 

Fomes setulosus LLOYD (コブサルノコシカケモドキ一新称) [Phellinus setulosus LLOYD)制 今

関(1940)71')， (1941)758) 

Fomes terminaliae S. ITO et IMAI , sp. nov. (ナガミノシマサルノコシカケ一新称) [?)*1 伊

藤(誠)・今井 (1940)'18)

Fomes torulosus (PERS.) LLOYD (コルクタケ ) [Phellinus torulosus (PERS.) BOURD. et 

GALZ.)相沢田 (1934)337九明日山・小林〔義)・今関 (1939)日93，沢田(1942)831)

Fo明es ulmarius FR. (オオシロサルノコシカケ) [Rigidos_ρorus geotroρus (COOKE) IMAzEKI)制

逸見・平山・野島 (1929)'日，逸見 (1932)削，沢田(1934) 377>，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)，伊

藤(誠)・今井 (194θ)'18九沢田 (1942)回目

最近青島ら (1964)制は本菌に対して Leucofomes ulmarius (Sow. ex FR.) KOT. et Pouz. をあて

るのが正しいとしている。

Fomes vegetus (FR.) COOKE [Elfvingia aρρlanaìa (PERS.) KARST. コフキタケ〕制山野 (1931)2 11)

Fomes vegetus (FR.) COOKE var. leucostratus YAMANO , var. nov. [Elfvingia applanata (PERS.) 

KARST. コフキタケ〕引山野(1931)211)

Fomes yucatanensis MURR. (メシマコブ) [Phellinus yucatanensis (MURR・) IMAZEKI)*l 明日

山・小林(義〕・今関 (1939)639)

相伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , (1955). 

制今関六也氏談による。

制青島清雄・古川久彦・林康夫:スギ生立木の腐朽部に認められる菌類. 75 回目林講 pp. 397~398 
(1964). 
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Ganoderma aPPlanalum (PERS.) KARST. (コフキサルノコシカケ) (Elfvingia ajぅ'planala (PERS.) 

KARST. コフキタケ〕制沢田 (1934)3 77)，明日山・小林(義)・今関(1939)帥〉，伊藤(誠〕・今井(1940)

718〉，今関(1941)758>，沢田 (1942)83日

Ganoderma bo引か2ense PAT. (シママンネンタケ〉 明日山・小林(義)・今関 (1939)聞に伊藤(誠〉・

今井 (1940) 718)，今関(1941)758)

Ganoderma fornica抑制 (FR.) PAT. (クロガネマンネンタケ〉 今関(1941)758)，沢田 (1942)肌〉

Ganoderma japonicum (FR.) 5CHW. (マンネンタケ，サイワイタケ (Ganoderma lucidum (LEYSS. 

ex FR.) KARST. マンネンタケ〕剖 、沢田 (1931)四日

Ganoderma lucidul叫 (LEYSS.) KARST. (マンネンタケ) ((LEYSS. ex FR.) KARST.]制明日山・

小林(義)・今関(1939)639)

Ganoderma (Amaurodermus) rugosum (BLUME et NEES) (シユッケツマンネンタケ 新称)

(Amauroderma rugosum (BLUM. et NEES) IMAZEKI]制沢田 (1934)377)， (1942)831) 

Ganoderma lropicum (JUNGH.) BRES. (ネッタイマンネンタケ〉 沢田(1942)8311

Ganoderma lsugae MURR. (ツガノマンネンタケ〉 北島(1935)453う 明日山・小林(義〉・今関

(1939) 639)，北島・平間(1944)問〉

Ganoderma lsunodae (YASUDA) TROTTER (エピイロタケ) [Trachyderma lsunodae (Y ASUDA) 

IMAZEKI エビタケ〕制 明日山・小林〈義)・今関 (1939)639) ，沢田(1942)83日

Gloeo戸orus dichrous (FR.) BRES. (エピウラタケ〕 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639) , 今関

(1941)758) 

lnonolus sciuri即日 IMAZEKI (ラッコタケ〕 北島・平間(1944)878)

Hexagonia apiaria PERS. (荒毛角孔菌一新称) (Hexagona ゆiaria (PERS.) FR. アラゲカドア

ナタケ〕制沢田 (1931)201)

Hexagona papyraceo-resupinate 5. ITO et IMAI , sp. nov. (キヌフルイタケ一新称) (Daedaleo，ρsis 

ρapyraceo-resゆinala (5. ITo et IMAI) IMAZEKI]引伊藤(誠〉・今井(1940)7山

Hexagonia lenuis (HOOK) FR. (フルイタケ) (Daedaleoρsis fenuis (HOOK ex FR.) IMAZEKI]則

明日山・小林(義〉・今関 (1939)間》，伊藤(誠〕・今井 (1940)川)今関 (1941)758)

11'ρex consors BERK. (ニクウスパタケ ) (Coriolus consors (BERK.) IMAZEKI]発1 ~[:;島 (1928)49) ，

明日山・小林(義)・今関 (1939)印〉，今関 (1939)658)，逸見・大野 (1943)8州，北島・平間 (1944)878)

11'ρex fusco-violaceus FR. (ウスパシハイタケ) (Hirschioρorus fusco-violaceus (5CHRAD. ex 

FR.) DONK]則 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)，北島・平間 (1944)878)

Iゅex lacteus FR. (ウスバタケ〉 明日山・小林(義)・今関(1939)日的

lrpex tabacinoides YASUDA (コガネウスバタケ) (Hydnochaele labacinoides (Y ASUDA) IMAZEKI]削

明日山・小林(義〉・今関(1939)639】

Lenziles abielina (BULL.) FR. (コゲイロカイガラタケ一新称) (Gloeoρhyllum abielinum (BULL. 

ex FR.) KARST.]制 北鳥 (1928)山，野口 (1934)'761，明日山・小林(義)・今関 (1939)6391，北島・平

間(1944)878)

相伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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Lenzites acuta BERK. (オオカイガラタケ ) [Trametes acuta (BERK.) IMAzEK I]則 明日山・小

林(義〉・今関 (1939)639)

Lenzites betulina (L.) FR. (カイガラタケ〉 北島 (1928) 49)， (1935)453九松浦・金田 (1931)山)沢

田 (1931)20 1)， (1935)472九明日山・小林(義〕・今関(1939)問)，沢田 (1942)肌)，北島・平間 (1944)878)

Lenzites gibbosa (PERS.) HEMMI , cornb. nov. (オオチリメンタケ) [Trametes gibbosa (PERS. 

ex FR.) FR.]制逸見・池屋 (1939)646)

安田 (1914)制は Lenzites earlei MURRILL に対してオオチリメンタケという新和名を与えたが，沢田

(1931)201) (昭 6) は「台湾産菌類調査報告 第五編」で，この和名を Lenzites tenuis LÉv. にあてている。

逸見ら (1939)附)は東京科学博物館所蔵安田氏蒐集の標品を検したところす L. tenuis Lﾉv. = L. earlei 

MURRILL (オオチリメンタケ〕とあった。一方安田 (1917)制は Daedalea gibbosa PERS と Lenzites

tenius LÉv. を別種とみなしており， また Trametes gibbosa (PERS.) FR. というごく近似の菌も

ある。逸見ら(1. c.) はこれらをいずれも同一種と見なし， Lenzites 属のものとして Lenzites gibbosa 

(PERS.) HEMMI , n. comb. とよぶことにしたのである。

Lenzites repanda (MONT.) FR. (チリメンタケ) [Trametes palisoti (FR.) IMAZEKI]制 沢田

(1931)肌)， (1935)472)，明日山・小林(義〕・今関(1939) 639)，沢田 (1942)即)，北島・平間 (1944)制〉

Lenzites saepiaria (WULF.) FR. (キカイガラタケ) [Gloeoρhyllum sepiarium (WULF. ex FR.) 

KARST.]相 松浦・金田 (1931)山)野口 (1934)376)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)，伊藤(誠〕・

今井 (1940)71 8)

野口制 376)(1934) (昭 9) は「こげいろかひがらたけ及ピ其他二三ノ近似種ニ就テJ で本菌について次の

ように記している。“本種ハ安田氏嗣ガ本邦産ヲ報ヲタノデアルガ，筆者ハ此種ヲ未ダ見タ事ガナイ。本種

ハ……欧米ニ於テハ最モ普通ナ菌ノーツデアル。其故ニ本邦ニモ当然見出サレテヨイモノト考へラレルガ，

筆者の観タ範囲デハ的確ニ L. saepiaria ト同定スベキモノヲ見出シ得ナイ。……L. saepiaria (WUL゙.) 

FR. ト L. subferruginea BERK. トハ肉眼的ニハ殆ド区別シ難イモノデ，ソノ相違ハ棒状体ノ有無ニ存

スルモノデアル。従ツテ L. saφiaria ガ邦産スル事ヲ安田氏ガ報ゼラレタガ， 氏ノ記述中ニハ顕微鏡的

性質ニ就テ何等述ブルトコロガナイカラ，必ズシモ信ヲオキ難イ。結局本種ニツイテハ改メテ探索ノ道ヲ

辿ラネパナラナイモノト考ヘルノデアル。"と。

Lenzites sかracina P. HENN. et SHIRAI (エゴノキタケ) [Daedaleopsis styracina (P. HENN. et 

SHIRAI) IMAZEKI]制北鳥(1928)49ヘ松浦・金田 (1931)山〉，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

Lenzites subferruginea BERK. (ヒロハノキガイガラタケ， オオキカイガラタケ) [Gloeoρhyllum 

subferrugineum (BERK.) BOND. et SING. ヒロハノキカイガラタケ〕制 ~t島 (1928)">， (1935)453) , 

沢田 (1931)20 1)，野口 (1934)376)，沢田 (1935)472)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)印〉，沢田 (1942)肌)，

北島・平間 (1944)878)

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制安田 篤:菌類雑記(二十九).植物学雑 28 (330) , pp. 292~294 (1914). 

制一一一一一一: Thelephoraceae, Hydnaceae und Polyporaceae von Japan (Vorl舫fige Mitteilung) 
向上 31 (362) , pp. 42~63 (1917). 

制のちに今関と改姓.

制安田 篤:菌類雑記(九).植物学雑 26 (308) , pp. 261~263 (1912). 安田は学名を Lenzites

seρiaria (WULF.) FR. としている。
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Lenzites tenuis L邑V. (オオチリメンタケ) (Trametes gibbosa (PERS. ex FR.) FR.]相沢田

(1931)201) ，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639九北島・平間(1944)878)

Lenzites trabea (PERS.) FR. (キチリメンタケ) (Gloeophyllum trabea (PERS. ex FR.) MURR.]引

野口 (1934)376).沢田 (1935)'72り明日山・小林(義〕・今関(1939)639) ，沢田(1942)831り北島・平間

(1944)878) 

Lenzites tricolor (BULL.) FR. (チャカイガラタケ) (Daedaleoρsis tricolor (BULL. ex FR.) 

BOND. et SING.]則 明日山・小林(義〉・今関(1939)639).北島・平間(1944)878)

Lenzites yoshinagai LLOYD (ヒメシロカイガラタケ) (Trametes albida (FR.) BOURD. et GAIZ. 

ヒメシロアミタケ〕制北島(1928)' 9)

Polyporus adustus (WILLD.) FR. (ヤケイロタケ) (ß勾:jer，幼'ka仰ndωe叩 adu削4ωstωuωs (WILLD. e位X FR.) 

KARS訂T]戸特制1 明白山.小林(義〉ト.今関 (ο193'鈎9)6臼帥3拍9町へ〉ヘ，西門ら (ο19似43)削〉， 北島.平間〈ο19倒44の)8肝問7河s

PolかyρOrt仰us anebus BERK. (ヒメベッコウタケ) (Trametes aneba (BERK.) IMAZEKI]制沢田

(1931)201) 

Polyρorus arcularius (BATSCH.) FR. (アミスギタケ) (Favolus arcularius (BATSCH.) AMES]制

沢田(1931)201九松浦・金田 (1931)山】，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

Polyporus betulinus (BULL.) FR. (カンノT タケ) (Piptoporus betulinus (BULL. ex FR.) KARST.]制

逸見・倉田 (1931)1師、北島 (1935)'53).北島・平間(1944)878)

Polyporus bicolor JUNGH制 (ヒメペッコウタケモドキ〉 沢田 (1931)20 1)

Polyρorus brumalis (PERS.) FR. (オツネンタケモドキ ) (Polyporellus brumalis (PERS. ex FR.) 

KARST.]制松浦・金田 (1931)"口

Polyρorus caesius (SCHRAD.) FR. (アオゾメタケ) (乃Iromyces caesius (SCHRAD. ex FR.) 

MURR.]剖明日山・小林(義〕・今関 (1939) 639)，西門ら(1943)859)

POか'porus caηoρhyleus COOKE (チョワツタケ) (Cryptoderma sanfordii (LLOYD) IMAZEKI]制

沢田 (1931)加〉

Polyporus calvatoides IMAZEKI , nom. nov. (syn. Calvatia versisρora LLOYD (ヒラフスベ〉

(Laetiρorus versisporus (LLOYD) IMAZEKI オオウズラタケ〕制今関 (1940)714)

Polyρorus chioneus FR. (シラユキタケ一新称) (乃Iromyces chioneus (FR.) KARST. オオオシロ

イタケア1 西門ら (1943)8問

Polyρorus cumingii BERK. (サヲタケ) (Onnia cumingii (BERK.) IMAZEKI]*' 明日山・小林

(義)・今関(1939)639)，北島・平間 (1944)878)

Polyρorus dryadeus (PERS.) FR. (マクラタケ) (Jnonotus dryadeus (PERS.) MURR.]*I 北島・

平間 (1944)問〉

POか'porus fibrillosus KARST. (カボチャタケ) (Haρlopilus fibrillosus (KARST.) BOND. et 

SING.J制明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清雄氏談によればあとの combination はまだ発表されていないということである。
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Polyporus fiji LLOYD制(シマネンドタケ 新称〉 今関(1941)'58)

Polyporus frondosus FR. (マイタケ) (Grifola frondosus (DICK. ex FR.) S. F. GRAY)制松

浦・金田 (1931)山)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639九伊藤(ー) (1941)'61) なお 171 ページ参照.

Polyporus fumosus (PERS.) FR. (ヒメモグサタケ) (Bjerkandera fumosa (PERS. ex FR.) 

KARST.)*' 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

Polyporus gilvus SCHW. (ネンドタケ) (Phellinus gilvus (SCHW. ex FR.) PAT.)制北島 (1928)49) ，

明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)，西門ら(1943)859)

Polyporus grammoceρhalus BERK. (スジウチワタケ，タケノネッタイウチワタケ ) (Favolus gram・

mocφhalus (BERK.) IMAZEKI スツウチワタケ)*2 今関(1941)758)

Polyporus (乃l7omyces) gutfulatus PECK apud SACC. (シミガタセンペイタケ一新称) (Tyromyces 

guttulatus (PECK) MURR.)担今関 (1939)658)

Polyporus hinoi S. ITo et IMAI , sp. nov. (カネオタケ一新称) (?)制 伊藤(誠〉・今関 (1940)7問

POかρorus hisρidus (BULL.) FR. (ヤケコゲタケ 新称) (lnonotus hispidus (BULL. ex FR.) 

KARST.)拙 明日山・小林(義)・今関(1939)639九北鳥・平間(1944)878)

Polyρoyus illicicola HENN. (ダイダイタケ) (Cryρtoderma citrinum IMAZEKI)制北島 (1928)49) , 

沢田(1931)叩)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639う西門ら (1943)8591，北島・平間 (1944)818)

Polyponts intybaceus FR. (トンビマイ ) (Grifola gigantea (PERS. ex FR.) PILÁT)制松浦・

金田 (1931)山)，明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

POか'porus japonicus FR. (マンネンタケ) (Ganoderma lucidum (LEYSS. ex FR.) KARST.)制

野島(1930)140)

POかþorus mikadoi LLOYD (カワオソタケ) (lnonotus cuticularis (BULL. ex FR.) KARST. カワ

ウソタケ〕制逸見・野島 (1931)'621，松浦・金田(1931)山)，沢田(1931)叩)，明日山・小林(義〉・今関

(1939)6391 

Polyporus mikawai LLOYD (ミカワタケ) (Favolus mikawai (LLOYD) IMAZEKI)*2 明日山・小

林(義〉・今関 (1939) 639)，今関 (1941)'58)

Polyporus montanus BRES. (ミヤマトンピマイ一新称) (Bondarzewia montana (QUﾉL.) SING.)*2 

今関 (1939)658に亀井 (1931)176) 

Polyporus nitidulus BERK. et CURT. (フキイロタケー新称) (?)*2 伊藤(誠〉・今井 (1940)口町

POかρorus obovatus JUNGH. (へラウチヲタケ一新称) (Polyporellus obovatus CJUNGH.) IMAZEKI)制

今関 (1941)758)

POか'porus ochroleucus BERK. (ウズラタケ) (Truncospora ochroleuca (BERK.) PILÁT)制明日

山・小林(義)・今関 (1939)639)

Polyporus orientalis LLOYD (アズマタナ) (Onnia orientalis (LLOYD) IMAZEKI)郁逸見・野

制青島清雄氏談によればあとの combination はまだ発表されていないということである。

拙伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

者3 今関六也: A contribution to the fungous flora of Dutch New Guinea. 林試研報 57, 87-128 
(1952). 
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島(1928)叩，逸見(1932)制l，明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

Polyρorus ostreiformis BERK. (カキガラタケ) (Tyro明~yces ostreiformis (BERK.) IMAzEKI)制

今関(1941) 7叩

Polyρorus picipes ROST (アシグロタケ) (Polyρorellus ρiciρes (FR.) KARST.J引 北島・平間

(1944)"町

Polyporus pocula (SCHW.) BERK. et CURT. (ヌルデタケ) (Pododisculus ρendulus (SCHW.) 

MURR.J制明日山・小林(義)・今関 (1939) 639)，西門ら (1943)8問

Polyρorus projissilis YASUDA (イロズキタケ) (TYI'omyces ρrofissilis (LLOYD) IMAZEKI イロ

ヅキタケ〕担西門ら (1943)859)

Polyρorus ρubescens (SCHUM.) FR. (ヤキフ夕ケ) (Tyromyces ρubescens (SCHUM. ex FR.) 

IMAZEKI)*特制2 明日山.小林(義〕ト.今関 (ο19回39め)6臼39へ》に，北島.平間 (ο19叫44め)8削7刊8

Pofかyρ0仰rus r何esinosus FR. (ヤニタケ) (lschnoderma resinosum (SCHRAD. ex FR.) KARST.J拙明

日山・小林〔義)・今関 (1939)639)

Polyporus rh砂idium BERK. var.ρusillus (Lﾉv.) Y. KOBAYASHI , comb. nov. (ヒナノウチワ

新称)， Polyporus rhi，ρidium BERK.. f.ρusillus (L企 V.) S. ITO et IMAI , comb. nov. (Favolus 

rhipidium (BERK.) COOKE var. pusillus (L企V.) IMAZEKIJ*2 小林(義) (1937) 563)，伊藤(誠〕・今

井 (1940)718)

Polyporus rhodoρhaeus L呈V ， (ベッコウタケ) 明日山・小林(義)・今関 (1939)639】 下記参照。

Polyρorus rhodo戸haeus L立v. (syn. Polyρorus semilaccatus (BERK.) LLOYD) (オオスルメタケ一新

称〕今関 (1941)7叩下記参照。

Polyporus schweinitzii FR. (カイメンタケ) (Phaeolus schweinitzii (FR.) P AT.J制 ~t島(1928)""

(1928)49う(1935)453)，沢田 (1931)201) ，明日山・小林(義〉・今関 (1939)6叩

Polyρorus scruposus FR.制 (キメンタケ〉 今関 (1941)75 8)

Polyporus sel叩ilaccatus BERK., Polyρorus rhodophaeus LÉv., Fomitoρsis s即時ilaccatus (BERK. ex 

COOKE) S. ITO , (Fomito戸sis cytisi問。 (BERK.) BOND. et SING.J (ベッコウタケ〉

ベッコウタケに関する分類学的見解はいくたの変転をみている。本菌のわが国における記載は安田

(1912)制によって行なわれ， 学名として Poly.ρorus semilaccatus BERK. があてられた。その後沢田

(1931)20日(昭 6) は「台湾産菌類調査報告第五編J (p. 71) で， 今関(1935)'四(昭 10) は「東京の名木

ナンツヤモンジヤの死因となったベツカウタケに就て」で， またその他の人々もこの学名を採用してい

る。 ところが， 明日山・小林(義)・今関 (1939)639) (昭 14) は「朝比奈泰彦監修日本隠、花植物図鑑J (p. 

437) で， これに POか'porus rhodophaeus LÉv. をあて，永年使用されてきた Polyporus semilaccatus 

BERK. をその異名としたのであるが，逸見・赤井(1939)64川昭 14) および伊藤(ー) (1941)75"(昭 16) は

これに従っている。その後間もなく今関 (1941)158) は「南洋群島産高等菌類資料」で次のように記してい

制今関六也: A contribution to the fungous fiora of Dutch New Guinea. 林試研報 57， 87~128 
(1952) . 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清雄氏談によれば，あとの combination はなく，また日本産の菌の同定には疑問があるという。
制安田篤:菌類雑記(十).植物学雑 26 (309) , pp. 298~300 (1912). 
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る。“POかρorus rhodoρhaeus L呈v. (syn. Polyρorus semilaccatus (BERK.) LLOYD) オオスルメタ

ケ一新称"“本種ハベっかうたけニ酷似シ， 従来我国デハコノ学名ヲペっかうたけニ充テテ居タ。 P.

rhodoρhaeus ハ熱帯系ノ菌デ我国デハ九州、|ノ南部ニ迄分布シ筆者ハ九大吉井氏ト共ニ宮崎県下デ是ヲ多数

採集シタ。べっかうたけノ学名ハ未ダ明カヂナイガ P. anebus Berk. ニ近イト考へラレル。"と。

ここにおいてペッコウタケに当てるべき学名が明らかでなくなり，所属不明のまま十数年を経過，やっ

と近年になって伊藤(誠) (1955)制(昭 30) は元の安田 (1. c.) 時代にかえり，ただ革新派分類体系に従

って転属， Fomitopsis semilaccatus (BERK. ex COOKE) S. ITO, comb. nov. と記載した。最近青島

(1963)制(昭 38) は，北米合衆国で type specimen を検した結果，従来日本で採用されてきた本菌の学

名はいずれも誤りで，これには Fomitopsis cytisina (BERK.) BOND. et SING. (Fomes fraxineus 

(BULL. ex FR.) COOKE , Polyporus cytisinus BERK.) をあてるべきだと発表，数十年間にわたる混迷

にやっと一応の終止符がうたれた。

POか'porus sendaiensis Y ASUDA (ツヤナシマンネンタケ) (1ラrrhoden刊a sendaiense (YASUDA) 

IMAZEKI)制 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

Polyporus squamosus FR. (アミヒラタケ) (POか'porellus squamosus (HUDS. ex FR.) KARST.)制

北島 (1935)4日)，明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Polyporus (Tyromyces) squalens (KARST.) SACC. (マツノオオウズラタケー新称) (乃Iromyces

squalens (KARST.) IMAzEKI)制制今関(1939)6間

Polyporus subpertusus LLOYD (Onnia sub，ρertusa (LLOYD) IMAZEKI エゾカワラタケ〕制亀井

(1931)176)，山野 (1935)479)480) 

Polyρorus sulρhureus FR. (マスタケ) (Laetiporus sulPhureus (BULL. ex FR.) BOND. et SING. 

アイカワタケ〕制北島 (1928)4ベ (1935)4悶，松浦・金田 (1931) 191)，沢田(1931)加)，逸見 (1932)'24人

(1935)407) ，逸見・赤井 (1937) 537) ，明日山・小林(義)・今関 (1939)63町，沢田 (1942)831勺今関 (1940)'14\

北島・平間 (1944)問)

従来マスタケの学名として Polyporus sulphureus が一般に使用されて来たが，この学名はアイカワタ

ケにあてるべきもので，またマスタケの学名は POか'porus (乃romyces) sambuceus とされた。これに

ついて今関(1940)'川は“……筆者ガ日本隠花植物図鑑 425 頁ニますたけ Polyporus sulphureus トシ

テ解説シタモノハ該種ト P. sambuceus トヲ混同シテ居タコトヲ明記シ訂正スル。……川村博士れ P.

sulphureus ニますたけ・ほくちたけ・ひごたけ等ヲ挙ゲテ居ラレルガ後ノ両名ノ処置ハ知何?筆者ハ未

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 305~306 (1955). 

制青島清雄:ベッコウタケの学名について.日林誌 45 (7) , pp. 231~233 (1963). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清雄:オホウヅラタケについて.木材工業 17 (189) , p. 31 (1962) には次のように記されてい

る. "1t、ままで多くの日本の菌学者が Tyromyces squalens (KARST.) IMAz. の学名とマツノオホ

ウヅラタケの和名の下に報告してきたものは実は安田が報告した Polyρorus ver si s1うorus LLOYD の

学名を持ち，オホウヅラタケの和名を持つ菌を意味したものである。 Tyromyces squalens は針葉樹

の白腐れをおこし ， Polyporus versisporus は典型的な褐色腐れで両者は全く異なるものである。と

ころで POかρorus versisρorus LLOYD (オホウヅラタケ〕は正当な種類であろうか。答は否である。

筆者がアメリカ……で検討したが，これは…・・ Tyromyces ρalustris (BERK. et CURT.) MURR. で

あることが判明した。"
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ダほくちトシテ用ヒテ居ル実物ヲ見テ居ナイノデ明言シ得ナイガ，乾燥子実体ノ実質カラ想像シテ. P. 

sambuceus ノ方ガほくちトシテ差是カニ適当シテ居ルカニ考へラレルノデ， 川村博士ガ列挙サレタ和名ヲ

総テ本種ニ宛テルコトトシタ。従ツテ P. sulphureus ノ和名ニハあひかはたけ唯一ツヲ採用スル。"とし

ている。

Polyporus tabacinus FR. (エピタケ制一新称) [Cyclomyces tabacinus (MONT.) PAT. キヌハダ

タケ?)制北島 (1928)49)

Polyporus varius FR. (アシグロタケ) (Polyρorellus varius (PERS. ex FR.) KARST.)拙 明日

山・小林(義〕・今関(1939)目的

Polyρorus versisρorus LLOYD (オオウズラタケ) (Laet伊orus versisρorus (LLOYD) IMAZEKI)担

明日山・小林(義〕・今関(1939) 639)，今関 (1941)758)

Polypo1tls vinosus BERK. (ブドウタケ) (Fomitoρsis vinosa (BERK.) IMAZEKI)制 明日山・小

林(義)・今関 (1939)639)

Polyρorus volvatus PECK (ヒトクチタケ) (Cryρtoρorus volvatus (PECK) SHEAR)嗣松浦・金田

(1931)191) 

Polyporus zonalis BERK. (スルメタケ) (Rigidoporus zonalis (BERK.) IMAZEKI)制 今関

(1941)758) 

Polystictus abietinus (DICKS.) FR. (シハイタケ) (Hirsclzioρorus abietinus (DICKS. ex FR.) 

DONK)制 北島(1935)453)，明日山・小林(義〕・今関(1939)目的，北島・平間 (1944)878)

Polystictus affinis NEES [(BLUM. et NEES) FR.)制(ツヤウチワタケ) (Microporus affinis 

(BLUM. et NEES ex FR.) KUNTZ.)制沢田 (1931)201) ， (1935)472>，明日山・小林(義)・今関 (1939)639) , 

沢田 (1942)83 1)，北島・平間 (1944)878】

POかstictus carneo-nigra (-niger)制 BERK. (クロウチワタケ〉 沢田 (1931)'0日

Polystictus cinnabarinus JACQ. (SACC.)嗣 (シュタケ) (Trametes cinnabarina (JACQ.) FR.)制

沢田 (1935)472)， (1942)肌〉

Polystictus conclzlfer SCHW. (サカズキカワラタケ一新称) (Coriolus conclzifer (SCHW.) PAT.)制

明日山・小林(義)・今関 (1939)問〉

Polystictus cuneatus ELLIS (シロヒメカイメンタケ) [Hapaloρilus cuneatus (MURR.) IMAZEKI)制

明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

POかstictus dependens BERK. et CURT. (ヒメカイメンタケ) (Coltricia deρendens (BERK. et 

CURT.) CUNN.)*' 明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

Polystictus elongatus BERK. (シロハカワラタケ) (Coriolus elongatus (BERK.) PAT. シロノfカ

ヲラタケ〕担 明日山・小林(義)・今関 (1939)制》

制ェピタケという和名は現在 Traclzyderma tsunodae (YASUDA) IMAZEKI (Poかρorus tsunodae 

YASUDA エビイロタケ)に用いられている。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制青島清氏談によれば，あとの combination はないようで， また台湾産本菌の同定には疑問があると

u、う。
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Polystictus fibula FR. (コカゴメカワラタケ) (Coriolus fibula (Sow.) Qu垂L.]相 北島 (1928)49)

POかstictusflabelliformis KLOTZ. (FR.]制(ウチワタケ) (Microporus flabelliformis (KLOTZ. ex 

FR.) KUNTZ.]則松浦・金田 (1931)山)，沢田 (1931)20日， (1935)軒目，明日山・小林(義)・今関 (1939)639九

伊藤(誠〉・今井 (1940)'18)，今関(1941)758)，沢田 (1942)田口

Polystictus grammoc(iρhalus (BERK.) S. ITO et IMAI , comb. nov. (syn. Polyporus grammoｭ

cephalus BERK.) (ネッタイハウチワタケ一新称) (Favolus grammocephalus (BERK.) IMAZEKI ス

ヲウチワタケ〕制 伊藤(誠〉・今井(1940)718)

Polystictus gyρseus YASUDA (シックイタケ) (Haplopilus gypseus (YASUDA) IMAZEKI]制 明

日山・小林(義〉・今関 (1939)問》

Polystictus hirsutus (WULF.) FR. (アラゲカワラタケ) (Coriolus hirsutus (WULF. ex FR.) 

QUÉL.]制北島 (1928)491 ， (1935)453り逸見・丹羽 (1937)閥、明日山・小林(義〉・今関 (1939)回ペ今

関(1941)758)，沢田 (1942)830) ， (1942)831)，北島・平間(1944)878)

Polystictus iodinus MONT. (キヌハダタケ) (Cyclomyces tabacinus (MONT.) PAT.]制明日山・

小林(義)・今関 (1939)問》

Polystictus luteus BLUM. et NEES (キウチワタケ，シマウチワタケ) (Microporus luteus (BLUM. 

et NEES) KUNTZ. シマウチワタケ〕制沢田 (1931)201)

Polystictus meleagris (BERK.) SACC. (カラクニタケ) (Coriolus meleagris (BERK.) IMAzEKI]嗣

(Trametes meleagris (BERK.) IMAZEKI]制今関 (1941)'叩

Polystictus ochrotinctus (BERK. et CURT.) SACC. (ビスケットタケ) (Microρorus verniciρes 

(BERK.) IMAZEKI ワニスタケ?]制伊藤(誠)・今井 (1940)"8)

Polystictus orientalis YASUDA (クジラタケ) (Trametes ori・entalis (YASUDA) IMAZEKI]制明

日山・小林(義〉・今関 (1939)63町

Polystictus ρargamenus FR. (ハカワラタケ) (Coriolus pargamenus (FR.) PAT.]則 明日山・小

林(義〉・今関 (1939)田町，西門ら (1943)859)

Polystictus ρerennis (L.) FR. (オツネンタケ) (Coltricia perennis (L. ex FR.) MURR.]制松

浦・金田 (1931)191) 

Polystictus persoonii FR. (レングヮタケ) (Fomito�sis insularis (MURR.) IMAZEKI]制北島

(1928)'9) 

POかstictus ρolyzonus (PERS.) BRES. (キツネカワラタケ) (Coriolus ρolyzonus (PERS.) 

IMAZEKI]*1 明日山・小林(義)・今関(1939)同町

Polystictus ravidus FR. (ザイモクタケ) (Oxyporus ravidus (I�R.) BOND. et SING.]制西門ら

(1943)859) 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

持2 今関六也: A contribution to the fungous flora of Dutch New Guinea. 林試研報 57, 87-128 

(1952). 

制青島清雄氏はこの学名を採用。
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Polystictus sanguineus (L.) FR. (ヒイロタケ) (Trametes sanguinea (L. ex FR.) LLOYD]制北烏

(1928)49) ，平山(1929)8円安田制(1929)'附，松浦・金田 (1931) 19九沢田 (1935)472)，明日山・小林(義〕・

今関(1939)639)，伊藤(誠〉・今井(1940)'18九今関(1941)'58)，沢田(1942)叩)，北島・平間 (1944)87剖

POかstictus striatulus LLOYD制 (スヲツヤウチワタケ 新称) 今関 (1941)'58)

Polystictus subaffinis LLOYD (ツヤウチワタケモドキ ) (Microporus subaffinis (LLOYD) 

IMAZEKI]制 明日山・小林(義〉・今関 (1939)削)北島・平田 (1944)問〉

Polystictus subpertusus (LLOYD) YAMANO , comb. nov. (エゾカワラタケ一新称) (Onnia subｭ

ρertusa (LLOYD) IMAzEKiJ*' 山野 (1935)479)叫的

Polystictus tarumayis YAMANO , sp. nov. (タルマイタケ一新称) 山野 (1934)山) (昭 9) は「エゾ

マツ及トドマツ樹根の白斑腐朽菌ニセカイメンタケ及其近似種の性状の差異並に被害駆除予防法に就て」

で，ふたたびニセカイメンタケ POかstíctus tomentosus (FR.) SACC. (次項参照〕について論じているが，

その中で"・-・ニセカイメンタケ発生初期の子実体に近似なる子実体を発生するも此種は材部に何等の腐

朽を及ぼささる……"菌を見い出し， ニセカイメンタケと比較の結果，各々異なるものであるとし，この

近似種の学名について“…・・而して本種は P. tomentosus Fr.菌の近似種 P. perennis Fr.に近似せる

が如きも前者は子実体肉質の薄きと剛毛体を有することとによりて亦 P. perennis Fr. と区別せらるべき

ものなれ即ちニセカイメンタケ近似種は子実体実質の性質上 Polystictus 属に隷属すべき新種なりと認

めたり。"とし“......ニセカイメンタケ近似種は苫小牧御料地樽前山麓地帯……の調査に当りて……筆者

の注目を惹き…・・・しものなり，筆者は本調査を記念し之が学名に Polystictus Tarumayis n. sp. 其和名

にタルマイタケと命名し・…・・" なお和女で記載を行なっている。 しかし本菌の正体は今日未詳とされて

し、る。

Polystictus tomentosa (FR.) SACC. (ニセカイメンタケ一新称) (Onnia tomentosa (FR.) 

KARST.]制山野 (1933)322) (昭 8) は「エゾマツ及トドマツ樹根の白斑腐朽の原因に就て」の“序言"

で， “北海道産エゾマツ， トドマツの生木樹根が腐朽菌に悶りて， 自き斑点に腐朽せらるる事実に就きで

は，嘗て報告せられたるものなし。H・H・" とし，次に“樹根被害部の特徴"， “子実体の特徴" は子実体

と被害部との関係"と述べ，“分類学上に於ける本腐朽菌の位置"については外国文献と比較したのち，

'..・ H ・ Faul 氏の採用せし Polyporus to明白ztosus FR. 菌の特徴とする処に吾腕朽菌のそれは，よく一致す

るものなることを確め，此処に其実〔学? ]名を吾腐朽菌にも適用し， 和名には本菌がカイメンタケと外

観近似せる故を以て誤認せられ易き事実に鑑み「ニセカイメンタヶ」なる名称を与へんとす。……本菌は，

子実体実質の性質上 Saccardo 氏によりて所属を Polystictus 属に変改せられるを以て，筆者も亦之に従

ひ Polystictus tomentosa (FR.) SACC. なる学名を吾腐朽菌にも適用し……" Polyρorus tomentosus 

FR. およびその他をこの synonym として取り扱い，なおこの詳細な記載交をかかげている。

今関 (1943)850) (昭 18) は「日本産サルノコシカケ科の諸属」において本菌の学名として Onnia tomen-

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

柄本論文の末尾に“〔牧野云フ〕右緋色たけノ記事ハ安田君ガマダ達者ナ時分ニ本誌ノ為メニ私ニ送ラ

レタモノデアル"と記されている。

制青島清雄氏によれば Microρorus-no regitimate recombination exists. なお日本の LLOYD の

同定(安田)は誤りであるという。
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tosa (FR.) KARST. を採用した。

PO加tictus tryqueter (FR.) COOKE (トウヒカワラタケ一新称) (Onnia tryqueter (ALB. et 

SCHW. ex FR.) IMAZEKIJ制山野(1935)479>480)

POかstictus velutinus (PERS.) FR. f. glaber LLOYD (ゾウゲタケ) CTyro間~yces ρubescens

(SCHUM. ex FR.) IMAZEKI ヤキフタケ〕制北島・平間(1944)87町

Polystictus vernicipes BERK. (ワニスタケ) [Microporus vernicipes (BERK.) IMAzEKI]制沢

田(1935)472) ， (1942)831) 

POかstictus versatilis BERK. (シンコタケ， シラゲタケ) (Hirschioporus versatilis (BERK.) 

IMAZEKI シラゲタケ〕制沢田(1931)201)

Polystictus versi・color (L.) FR. (カワラタケ) (Coriolus versicolor (L. ex FR.) Qu企L.J制 北

島 (1928)49) ， (1935)453)，松浦・金田(1931) 191>，沢田(1931)20 1)， (1935)'72)，明日山・小林(義〉・今関

(1939)639九沢田(1942) 831)，北島・平間(1944)制】

Polystictus versicolor (L.) FR. var. nigri・cans LASCH. (クロクモタケ) (Coriolus versicolor (L. 

ex FR.) QUﾉL. カワラタケ〕制北島(1928)">， (1935)453)，北島・平間 (1944)問》

Polystictus vinosus (BERK.) SACC. (ブドウタケ) [Fomitopsis vinosus (BERK.) IMAZEKI]剖

伊藤(誠)・今井 (1940)718)

Polystictus xanthopus FR. (ツヤラョワゴタケ) (凡1icroρorus xantho�sis (FR.) P AT.J剖沢田

(1931)201り明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)

POかstictus zonatus (NEES) FR. (クリイロカワラタケ) (Coriolus zonatus (NEES ex FR.) Qu立L.

カワラタケモドキ〕制 北島・平間 (1944)肌〉

Poria cocos (FR.) WOLF (ブクレョウ ) (Pachyma hoelen RUMPH. , Pachyma cocos FR.) 日野・

加藤 (1930)'12) (昭 5) は iNotes on the “ Bukuryô", sclerotia of Pachyma Hoelen , RUMPH.J で古

文献によってその名称を考証， 分布， 医薬としての記事を述べ， 本菌の分類学的検討を行なって多数の

synonyms をあげ，寄主，菌核の外部，内部形態を記載し ， Pachyma hoelen RUMPH. とされてきたブ

クリョウは Pachyma cocos FR. あるいは Poria cocos (FR.) WOLF とおそらく同ーのものであろうと

した。

それから 7 年後，日野(1937)5州(昭 12) は「夜苓ノ子実体」と題する報文を公表“…・・昨夏幸ニモ十

余年ノ苦労ガ報イラレテ邦産夜苓ノ子実体ヲ発見シタ。子実体ノ状況モ北米産品ト差ガナク，菌種モ永年

生 Poria デアルカラ，イヨイヨ彼我産品ハ同一デアルトノ信念ヲ固メタ。胞子ノ形……ハ同様デアルガ，

大サハ邦産品ハ 7.5~9x3μ デアリ，北米産品ハ 7-8x3.5-4μ デアル。コノ差ハ同様ト断定シテ差支ガナ

ィ。私ハ邦産挟苓ノ、欧米産品ト同様デアツテ，学名ハ Poria cocos WOLF トナスベキモノト信ズルH・ H ・

と述ぺている。

研究進展の潮時というものは面白いもので日野とは全く関係なくほとんど時を同じくして，橋本

(1937)5刊(昭 12) は「本邦産夜苓ニ子実体ノ発生ヲ見Jレ」でやはり同じような見解を発表している。

Poria inermis ELLIS (チャアナタケ ) [Fuscoporia inermis (ELLIS et Ev.) CUNN.J引明日山・

小林(義〉・今関(1939)目的

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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Poria obliqua (PERS.) BRES. (カパの癌腫菌) (Fusco�oria obliqua (PERS. ex FR.) AOSHIMA 

カパノアナタケ〕凱小林(義) (1940) 728\ 北島・平間 (1944)87 8)

小林(義) (1940) 728) (昭 15) í樺ノ癌腫体ニ就テ」に次のように記されている。“本年夏， 樺太ノ相浜

ニ於ケル東大演習林内ヲ H・H・見学セシ際，えぞのだけかんばノ樹幹ニ生ズル炭黒色ノ腫物状ノ塊ヲ示サ

レ，古クヨり「アイヌ」人達ガ此物ヲ炭団(タドン〉代リニ囲炉実ノ埋火(ウヅミピ〉ニ用ヒテ居ル由ヲ

伺ツタ。コレニ興味ヲ持チ二三採集シテ帰り調査ノ結果，最近数年間ニ欧米ニテ是レニ関スル研究ガ相次

デ数編モ出版セラレテ居Jレ事ヲ知ツタ。 次ニ記ストコロハ其等ノ;著者ノ研究結果ヲ紹介芳々余ノ観察セル

事実ヲ加ヘタモノデ…"とし，形状を述べてから“…・・今コレニ仮ニ樺ノ癌屋体ナル名ヲ与へ，菌名ト

シテ俸ノ;癌腫菌ト称スル事トスル。"“本物体ハ今迄ニ知ラレテ居ノレ限リニ於テハ全然菌核状デアツテ直接

ニ子実層ヲツクルト云フ事ガナイ。斯様ナ次第二テ古クョリ欧米ニテ知ラレテ居ツタニモ拘ラズ，子実層

ヲ欠ク為メ，ソノ種名ニ関シテハアレヤコレヤト区々ノ推断ガ行ハレテ居ツタ。"としてこれに関する外

国文献の概要を紹介，は……最近北米ニ於テ・…・・CAMPBELL 及ピ DAVIDSON (1938)制共著ニナル論文ガ

出タノデ……"これを参照の結果，“……本菌ノ種名デアルガ，彼等ノ云フ処ニヨレパ欧洲ニテ古クヨリ

知ラレテヰノレ Poria obliqua (PERS.) BRES. デアルラシイ。但シ P. obliqua トシテ認メラレテヰルモ

ノノ中ニハ数種ニ分タレルト息ハレル菌ガ含マレテヰルノデ，先ヅ P. obliqua 群トシテ置イタガ無難デ

アラウト思フ。"と述べ，なお“我国ニテハ前記ノえぞのだけかんばノ他ニ今秋ハ日光ニテだけかんばニ

モ生ズルノヲ見タ。"といっている。

のちに青島 (1951)制は本菌を転属して Fusicoþoria obliqua (PERS. ex FR.) AOSHIMA , comb. nov. 

とし，和名をカパノアナタケとした。

Poria va�oraria PERS. (ワタグサレタケ) (Poria vaρoraria (FR. non PERS.) COOKE ワタグ

サレキン〕制北島(1928)' 9)，明白山・小林(義〉・今関 (1939)日へ北島・平間 (1944)878)

Trametes albida (FR.) BOURD. et GALZ. (ヒメシロアミタケ〉 今関(1939)658)

Trametes confragosa LLOYD (ミイロアミタケ) (Daedaleo�sis niρ'þonica IMAzEKI)制 明日山・

小林(義ト今関(1939)639)

Trametf!s corrugata (PERS.) BRES. (シマレングヮタケ ) (Fomitoρsis corrugata (PERS.) 

IMAZEKI)制 (Earliella corrugata (PERS.) MURR.J嗣今関 (1941)758) 

Trametes dickinsii BERK. (ホウロクタケ〉 逸見(1933)'67>，北島 (1935)'叩，桂 (1937)5附，明日

山・小林(義)・今関 (1939)639)，北島・平間 (1944)刷〉

Tramf!tes jlavf!s誅s BRES. (キイロダンアミタケ一新称) 今関 (1939)658)

Trametf!s heteromor�ha (FR.) LLOYD (ミヤマシロアミタケ 新称〉 今関 (1939)6叩

Trametes heteromor�ha FR. (ヒメシロアミタケ) (Trametes albida (FR.) BOURD. et GAIZ.J嗣

長i 青島清雄:棒の材質腐朽菌カパノアナタケの研究.東大農演習林報 39, pp. 185-207 (1951). 

後， CAMPBELL , W. A. , & R. W. DA VIDSON: A Poria as the fruiting stage of the fungus 

causing the sterile conks on birch. Mycogia 30, pp. 553-560 (1938). 
制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

制今関六也: A contribution to the fungous flora of Dutch New Guinea. 林試研報 57， 87-128 

(1952). 

嗣青島清雄氏談によればこの学名を採用すべきだという。
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北島 (1928) 49)， (1935)453)，明日山・小林(義)・今関 (1939)639)

Trametes kusanoana IMAZEKI (syn. Daedalea kusanoi MURR. (オオミダレアミタケ〉 今関

(1939)"8) 

Trametes lactinea BERK. (?)*l 今関 (1941)15町

Trametes malicola BERK. et CURT. (ニオイヒメアミタケ) 今関 (1939)658)

Trametes muelleri BERK. (カワラケタケ) 沢田 (1931)201り伊藤(誠〉・今井 (1940)118)

Trametes odorata (WULF.) FR. (ニオイアミタケ) (Gloeophyllum odoratum (WULF. ex FR.) 

IMAZEKI)則 明日山・小林(義〉・今関 (1939)639)

Trametes persoonii MONT. (レングワタケ) (Fomitopsis insularis (MURR.) IMAZEKI)*1 沢

田(1935)412に(1942)8")

Trametes ρicei YAMANO , sp. nov. (マルアナエゾサルノコシカケ一新称) (Cryptoderma yamanoi 

IMAZEKI エゾサルノコシカケ〕削山野(1930)"8) "9) 

山野 (1930) 川) (昭 5) は「北海道産えぞまつ心材腐蝕菌の二新種に就て」で次のように述べている。

‘…・北海道に於てエゾマツを侵害する……菌に対して白井光太郎……諸氏は等しく「マツノカタハタケ」

Trametes Pini なる学名を採用せられたり。然れども筆者は……調査の行程に於て，エゾマツに生ずる

「さるのこしかけ」に附せられし学名に疑義を生じ……研究の結果従来北海道に於て，エゾマツの心材腐

蝕を惹起せしむるサルノコシカケに採用せられし Trametes Pini , Polyporus Pini 叉は Fomes Pini マ

ツノカタハタケなる菌は本菌に外観檎相似たるも菌学上 Trametes 属及び Daedalea 属に隷属する別箇な

る二種の菌を混同誤称せしものなることを知れれ而て筆者の関知せる範囲に於て，未だ北海道並に府県

に於て Trametes Pini 17 ツノカタハタケ」の発見せられたるものなし。於斯筆者は従来 Trametes Pini 

の学名の下に誤称せられし，エゾマツ心材腐蝕菌二種の菌名を明かにせんとし本稿を草せり。次に“(ー)

「マツノカタハタケ J Trametes Pini ノ史的考察ト其特徴"，“試料ノ特徴"， "(三)マツノカタハタケ

Trametes Pini ト試料トノ比較"，“北海道産マツノカタハタケ Trametes Pini ニ就テノ卑見"と記し，

“(五)結論"では“苫小牧御料林エゾマツに着生し，心材を巣禽状に腐蝕せしむる菌の子実体に対して従来

Trametes Pini なる学名を与へられたるは之と外観稲相似たるも全く別種なる Trametes 及び Daedalea

両属に隷属すべき心材腐蝕菌の二新種に対して与へられたる誤称なることを確定し得たり。"として

“ Trametes Picei n. sp. (マルアナエゾノコシカケ)"と“Daedalea jezoensis n. sp. (エゾサルノコシ

カケ)"の 2 新種を記載している。

これに対して栃内・亀井 (1933)315) (昭 8) は「エゾマツ心材腐朽病に関する研究予報」で次のように述

べている。“……本病々原菌に関して……山野氏は千歳御料林のエゾマツ本病害の調査研究中に，初而本

病原菌の分類学上の位置に就きて疑問を抱き……之を Trametes Pini とは別種なる事を認め，且つエゾ

マツ心材腐朽病を起こす菌を二種なりとして，其のーを Trametes Picei 他のーを Daedalea jezoensis 

と命名せり。余等は久しく本病原菌の分類学上の位置に就きて疑問を抱き，当教室(注北大農学部〉所

蔵の多数の標品， 及び北海道各地森林のエゾマツ……に着生せるものに就きて研究調査を継続し来りたる

が，近来欧州産 Trametes Pini の標品並に其の純粋培養を入手して，主主に本邦産エゾマツ心材腐朽菌と

Trametes Wini の比較研究を行ふ機会を得， 両者の別を明かにし， 山野氏……とは叉別乎の結論に到達

した…・・" として形態および培養上の詳細な比較を行ない， “……裁に於て余等は，北海道及樺太に於て

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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エゾマツの心材腐朽病を起こす菌は， 従来一般に信ぜられたる如く Tramets Pini にあらず， 全く別種

の菌なりといふ結論に到着し……"たのであるが，ここまでは山野(1. c.) の意見と同一である。

本菌の分類学上の位置については“山野……氏は既に……エゾマツ心材腐朽菌が Trametes Pini とは

別種なる事に着目し， 且つ菌孔の円形なるものと，迷宮状なるものを全々別属別種なる二新種として取り

扱ひ，円形菌孔のものを Trametes Picei 迷宮菌孔のものを Daedalea jezoensis と命名……発表したけ

れども，未だ之に欧文記載を与ふるに至らず。余等の研究によれば，山野氏が別種とし……たるものは，

同一種菌の変異形に外ならず……。 H ・ H・同一菌の子実体が， 内的条件或は外四条件の如何によりて， 菌孔

形状の変異を生ずるものと考へらる。……故に余等は山野氏が Daedalea jezoensis となしたるものは，同

氏の所謂 Trametes Picei と全く同一の菌にして，其の変異形のーの場合に過ぎざるものと思考す。" と

山野(1. c.) の見解に異議をとなえている。

“最後に，・…・・分類学上の位置に関しては…-J1 “従来是は Trametes Pini とせられ，山野氏に至りで

はじめて之を Trametes Pini とは別種の Trametes の一新種とせられたり。然るに余等の研究……によ

れば，本菌子実体の具現する諸性質は Trametes 属の性質に一致せず，むしろ Fomes 属に極めて近縁な

るを認めたり。…・・余等はH ・ H・Lloyd 及び Overholts 両氏の見解に賛し，暫く本菌を Fomes 属の一新種

として取り扱はんとするものなり。本菌の学名としては，……山野氏の Trametes Picei Yamano 及び

Daedalea jezoensis Yamano あり。共に異名として取り扱はる可きにして，余等は本菌の命名に当りて，

先づ山野氏の Picei と云ふ第一異名の種名を採用せんとしたるも， 既に Fomes Piceus Cesati...…ある

によりて不可なれば第二異名の種名 jezoensis を採りて本菌を Fomes jezoensis (Yamano) Tochinai et 

Kamei と命名せり。"

今関(1943)850) (昭 18) は「日本産サルノコシカケ科の諸属」で栃内・亀井(1. c.) の見解を支持して

これらを 1 種とし，氏が創設した新属 Cryptoderma に入れて“C. yezoensis (Tochinai et Kamei) 

Imaz. , comb. nov.-エゾサルノコシカケ"と名づけた。

後年さらに今関 (1951)制(昭 26) は， “……エゾマツ菌の学名としては Trametes Picei Y AMANO , 

Daedalea jezoensis YAMANO, Fomes jezoensis (YAMANO) TOCHINAI et KAMEI , Cryρtoderma 

jezoensis IMAZEKI 等の名が既に与えられたが，……山野氏の原記載が，御料林という分類学上の発表機

関としては極めて不適当な雑誌に和文で発表され，また Type specimen の指定がないことの理由により，

上記の何れをも抹殺した方がよいと考え，あえて Cryptoderma Yamanoi Imazeki, [n�. nov.) なる

新学名を与へ……"た。

Trm仰etes ρini FR. (7 ツノカタワタケ) [Cryptoderma pini (THORE ex FR.) IMAZEKI)後2 ~七

島(1928)'町，逸見(1932)22ペ明日山・小林(義〕・今関 (1939) 639)，北島・平田(1944)878)

Trametes rubesce附 (ALB. et SCHW.) FR. (チャアミタケ) [Daedaleopsis rubescens (ALB. et 

SCHW. ex FR.) IMAZEKI)剖 明日山・小林(義〕・今関 (1939)日的

Trametes serpens FR. (へピアナタケ〉 明日山・小林(義〕・今関(1939)639)

Trametes subrosea WEIR (ケニクアミタケ一新称) [Fomitoρsis roseozonata (LLOYD) S. ITo , 

comb. nov.)*2 今関(1939)658)

制今関六也: Cryρtoderma Pini (BROT. ex FR.) IMAZEKI and C. Yamanoi IMAZEKI. 逸見還暦

論文集. pp. 176-177 (1951). 

後2 伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 
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Trametes tricolor LLOYD (シジミアミタケ新称) (Daedaleopsis conchiformis IMAZEKI)引明

日山・小林(義〉・今関 (1939)帥)今関 (1941)758)

Trametes trogii BERK. (ウサギタケ〉 明日山・小林(義〉・今関 (1939)悶)， 逸見 (1942)796) , 

(1945)'91) 

Trametes versatilis (BERK.) BRES. (シラゲタケ) (Hirschioporus versatilis (BERK.) IMAZEKI)制

明日山・小林(義〉・今関 (1939)帥)，北島・平間(1944)8問

Trametes vittata BERK. (モンパタケ) (Trametes orientalis (YASUDA) IMAZEKI クジラタケ〕制

北島 (1928)'町，明日山・小林(義)・今関(1939)問)

マツタケ目 (Agaricales)

Armillaria corticata (FR.) KARST. (ツパヒラタケ 新称) (Pleurotus dryinus (PERS. ex FR.) 

QUÉL.)制今井 (1938)6附

Armillaria japonica (KAWAMURA) IMAI , comb. nov. (syn. Pleurotus japonicus KAWAMURA) 

(ツキヨタケ) (Lamρteromyces japonicus (KAWAMURA) SING.)制今井 (1938)附〉

Armillaria mellea (V AHL. ex FR.) QUﾉL. (ナラタケ) (Armillariella mellea (VAHL. ex FR.) 

KARST.)剖北島 (1928)49) ， (1935)453)，今井 (1938)帥へ明日山・小林(義〉・今関(1939)639人西門

(1943)'附，北島・平間 (1944)87')

Armillaria mucida SCHRAD. (ヌメリツパタケ) (Oudemansiella mucida (SCHRAD. ex FR.) v. 

HÖHN.)制松浦 (1930) 135>，遠藤 (1934)329)，今井 (1938)609)

ClaudoJうus nidulans (PERS.) PECK (ウスベニクワタケ一新称， キヒラタケ) [Phyllotopsis 

nidulans (PERS. ex FR.) SING. キヒラタケ〕肘木村(勝) (1935)“円今井 (1938)609)

Clitocybe cyathiformis (BULL. ex FR.) QUﾉL. (クロサカズキシメジ一新称) [Cantharellula 

cyathげOr1伺is (BULL. ex FR.) SING. クロサカズキシメジタケ〕制今井 (1938)609)

Clitocybe fallax IMAI , sp. nov. (ニセクロサカズキ←新称) (Clitocybe imaiana SING. ニセクロ

サカズキタケ〕嗣今井 (1938)609)

Collybia abundans PECK (エノキタケモドキ一新称) (?J*2 松浦 (1932)247)

Collybia alphitoρhylla (B. et C.) S. ITO et IMAI , comb. nov. (syn. Agaricus (Mycena) alρhito・

phyllus BERK. et CURT.) (ネッタイヌメリタケ一新称) (Oudemansiella canarii CJUNGH.) v. 

EるHN.)制伊藤(誠〉・今井 (1939)6問

Colかbia lacerata (LASCH) GILL (ヒメヒロヒダタケ一新称) (Fayodia lacerata (ScoP. ex 

LASCH) SING.)*' 今井 (1938)609)

Collybia matris S. ITO et IMAI , sp. nov. (ハハノツエ一新称) (ハハノツエタケ〕制伊藤(誠〉・

今井 (1939)659)

Collybia nameko T. ITO , sp. nov.• Pholiota nameko 

Collybia Plaかρhylla (PERS. ex FR.) Qu企L. (ヒロヒダタケ) (Tricholomoρsis PlatYPhylla (PERS. 

ex FR.) SING.)制今井 (1938)6附

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , (1955). 

H 一一一一ー:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Colかbia velutiρes (CURT.) FR. (エノキタケ) [Flammulina velutipes (CURT. ex FR.) SING.]制

松浦・金田(1931)山)，今井 (1938)6附，明日山・小林(義〕・今関 (1939)639)，北島・平間(1944)問〉

Cortinellus berkeleyanus S. ITo et 1M且 1 (シイタケ ) [Lentinus edodes (BERK.) SING.]制北

島・平間(1944)町田

Cortinellus decorus (FR.) KARST. (キサマツモドキ 新称) [Tricholomopsis decora (FR.) SING. 

キサマツタケモドキ〕制 今井(1938)609)

Cortinellus edodes (BERK.) S. ITO et IMAI (シイタケ) [Le珂tinus edodes (BERK.) SING.]制今

井(1938)609)

Cortinellus edodes (BERK.) SAWADA , comb. nov. (シイタケ) [Lentinus edodes (BERK.) 

SING.]制沢田 (1942)帥)， (1942)旧日

Cortinellus rutilans (SCHAEFF. ex FR.) KARST. (サマツモドキ ) [Tricholomoρsis rutilans 

(SCHAEFF. ex FR.) SING. サマツタケモドキ〕制今井 (1938)609)

Cortinellus shiitake P. HENN. (シイタケ ) [Lentinus edodes (BERK.) SING.]制明日山・小林

(義〉・今関 (1939)639)

Crepidotus a仲lanatus (PERS. ex FR.) KARST. (マ Jルレミノチヤヒラ夕ケ一新称) 今井(ο19回38め)6帥

Creφρidoωtuωs haerens (PK.) SACC. (コチャヒラタケ一新称) [Crφidotus mollis (BULL. ex FR.) 

S. F. GRAY チャヒラタケ〕制今井 (1938)609)

Creρidotus herbarum (PK.) SACC. (コナカブリモドキ ) [Pleurotellus herbarum (PECK) SING. 

コナカブリタケモドキ〕制今井(1938)609)

Crepidotus longistriatus IMAI , sp. nov. (ザラミノチャヒラタケ一新称) 今井 (1938)609)

Crepidotus malachius (B. et C.) SACC. (ヒロハチャヒラタケー新称) [Crψidotus neρharodes 

(BERK. et CURT.) SACC.]制今井 (1938)609)

Creρidotus mollis (SCHAEFF. ex FR.) QUﾉL. [(BULL. ex FR.) S. F. GRAY]制 (チャヒラタケ〉

今井 (1938)609)

Creρidotus palmularis (BERK. et CURT.) SACC. (オガサワラチャヒラタケ一新称〉 伊藤(誠〉・

今井 (1940)718)

Crepidotus subρur仰reus S. ITO et IMAI , sp. nov. (ムラサキチャヒラタケ一新称〕 伊藤(誠〉・

今井 (1940)718)

Creρidotus uber (BERK. et CURT.) SACC. (ムニンヒメチャヒラタケー新称) 伊藤(誠〉・今井

(1940)718) 

Creρidotus viticolus IMAI , sp. nov. (キチャヒラタケ一新称〉 今井 (1938)刷〉

Dictyolus boninensis S. ITO et IMAI , sp. nov. (ムニンチヲミタケ一新称) (?)制 伊藤(誠〉・今井

(1939)659) 

Gymnoρilus astragalinus (FR.) IMAI, comb. nov. (syn. Flammula astragalinus FR.) (アカツ

ムタケ一新称) [Pholiota astragalina (FR.) SING.]制今井 (1938)609)

Gymnoρilus liquiritiae (PERS. ex FR.) KARST. (チャツムタケ一新称〉 今井 (1938)609)

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Gymnopilus noviholocirrhus S. ITO et IMAI , sp. nov. (オガサワラツムタケ一新称〉 伊藤(誠〉・

今井(1940)"8)

Gymnoρilus penetrans (FR.) MURR. (キツムタケ一新称) 今井 (1938)60町

HYPholoma epixanthum (FR.) QUﾉL. (カチグリタケ一新称) (Naematoloma φixanthum (FR.) 

KARST.)引今井(1938)609)

HYPholoma fassiculare (HUDS. ex FR.) QUﾉL. (ニガクリタケ，ヤナギタケ) (Naematolo明a

fassiculare (HUDS. ex FR.) KARST. ニガクリタケ〕制 今井 (1938)6附，伊藤(誠〉・今井 (1940)7 18)，

北島・平間(1944)87町

Hypholoma hydrophyllum (BULL. ex FR.) Qu企L. (ムササビタケ) (Psathyrella hydrophila 

(BULL. ex FR.) A. H. SMITH)制伊藤(誠〉・今井 (1940)718)

Hypholoma lateritium (SCHAEFF. ex FR.) SCHROET. (クリタケ) (Naematoloma sublatericum 

(FR.) KARST.)制今井(1938)609)

Hypholoma stellatifurfllraCeUm S. ITO et IMAI , sp. nov. (キラライタチタケ一新称) (Psathyrella 

stellatifurfuracea (S. ITo et IMAI) S. ITO)制伊藤(誠〉・今井 (1940)川》

めyρholoma stiρatum (PERS. ex FR.) IMAI (イタチタケ) (Psathyrella candolleana (FR.) A. H. 

SMITH)制伊藤(誠)・今井 (1940)川〉

的少holoma sublateritium (SCHRAD.) Qu孟L.→H. lateritium SCHROET. (クリタケ〉 北島・平間

(1944)878) 

Lentinus cochleatus (PERS.) FR. (ミミナミハタケ一新称) (Lentinellus cochleatus (PERS. ex 

FR.) KARST.)制今井(1938)607)

Lentinus lepideus FR. (マツオオヲ〉 松浦・金田(1931)"日，橋岡 (1935)'05)，今井 (1938)609り明

日山・小林(義〉・今関 (1939)問〉

Lentinus flabelliformis (BOLT.) FR. (ヒメオオギナミハ一新称) (Lentinellus flabelliformis 

(BOLT. ex FR.) S. ITO ヒメオオギナミハタケ〕制 今井 (1938)帥的

Lentinus ρalallensis IMAZEKI , sp. nov. (ツヤカワキタケ一新称〉 今関 (1941)"的

Lentinus pulverulentus (ScoP.) FR. (ナミハタケ一新称) (Lentinus adhaerens (ALB. et SCHW. 

ex FR.) FR.)制今井(1938)倒的

Lentinus revelatus BERK. (シロコカワキタケ) (?)制 沢田(1935)"') ， (1942)回目

Lentinus rudis (FR.) P. HENN. (FR.)制(アラゲカワキタケ〉松浦・金田 (1931)19))，沢田(1931)20日

Lentinus subnudus BERK. (シロカワキタケ) (?)*1 沢田 (1931)20日

Lentinus tigrinus (BULL.) FR. (ケガワタケ) (Panus tigrinus (BULL. ex FR.) SING.)則 松

浦・金田(1931)山)，沢田(1931)加)，北島・平間 (1944)問〉

Lentinus tuber-regium FR. (ニセプクリョウ〉 朝比奈 (1934)327九今関 (1941)問〉

Lentinus ursinus FR. (イタチナミハタケ新称) (Lentinellus ursinus (FR.) KÜHNER)制今井

(1938)帥>，伊藤(誠〉・今井(1939)659)

Lentinus velutinus FR. (ビロウドカヲキタケ 新称〉 今関 (1941)日〉

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Lentinus vulpinus (Sow.) FR. (キツネナミハタケー新称) (Lentinellus vulpinus (FR.) KONR. 

et MAUBL.)制今井 (1938)'附

Marasmius androsaeus (L.) FR. (オオヒメホウライタケ一新称) (Marasmius androsaeus (L. ex 

FR.) FR. オチパタケ〕制今井 (1941)7571

Marasmius cryρtomeriae IMAI , sp. nov. (スギノハヒメホウライタケ 新称) (?}*l 今井 (1941)7571

Maras例ius excentriρes S. ITO et IMAI , sp. nov. (ムニンホウライタケ一新称) (?)制伊藤(誠〉・

今井(1939)6591

Marasmius fusco・puゆureus (PERS.) FR. (スミレホウライタケ一新称) (Collybia fuscoρurpurea 

(PERS. ex FR.) SING.}制今井 (1941)7571

Marasmius lateritiosulcatus S. ITO et IMAI , sp. nov. (カラカサホウライタケ一新称 (?)制伊

藤(誠)・今井 (1939)6591

Marasmius rotula (ScoP.) FR. ((L. ex FR.) FR.}制 (シロヒメホウライタケ一新称) 今井

(1938)'09) 

Marasmius tropicaerotula S. ITO et IMAI , sp. nov. (ネッタイシロヒメホウライタケ一新称)

(?}*l 伊藤(誠)・今井(1939)659)

Marasmius umbonifer BERK. et CURT. (シマヒメホウライタケ一新称) (?}*l 伊藤(誠〉・今

井(1939)659)

日野(1943)845) (昭 18) は「やまうばのかみのけニ就テJ で“林中ノ樹幹ニ往々女子ノ髪毛状ノ糸状体

ガ懸絡シテヰルノヲ見ルコトガアル。 之ヲ古クカラ『山格ノ髪毛』トカ『木髪』トカ称シテヰタ。叉，所

々ノ社寺ノ宝物ニ『じ難ノ揃毛』トイフモノガアルガ， 之モ亦『山姥ノ髪毛』ト極メテ類似シタモノデア

ノレ。コノ『山姥ノ髪毛』ト俗称シテヰルモノノ本体ニ関シテハ・…・・南方熊楠(1914) ハ Marasmius 菌ノ

菌糸束デアルコトヲ確メ，白井光太郎 (1914) モ亦之ニ賛シタガ種名ヲ決定シ得Jレニ至ラナカツタ。髪毛

状ノ菌糸束ヲ有スル M'arasmius 菌ハ移シイ数ニノボツテヰルノデ『山姥ノ髪毛』菌ノ同定ニハ頗ル困難

ヲ感ズル。叉，記載上ノ比較ハ往々誤解ヲ生ジ易ク，且ツ原標本ハ欧洲ノ脂葉館ニ在ルノデ比較研究ニ不

便ナタメニ， Ii'山姥ノ髪毛』菌ノ学名決定ハ今日マデ放郷サレテヰタ。筆者ハ先年欧米旅行中ニ幸ニモ親

シク彼地産品ヲ観察シ邦産品ト比較研究スルノ機会ヲ得タノデ， ココニ既往ノ研究結果ヲ……報告スル・・

といい，“本邦ニ於ケル『山姥ノ髪毛』ノ記録"，“本邦やまうばのかみのけ菌形態"を述べ，“やま

うばのかみのけ菌ノ分類学的考察"では次の 6 種を記載している。

Marasmius aurantiacus HINO , Sp. nov. (キホウライタケ一新称)

Marasmius equicrinis MUELLER (クロキヌカミノケタケ一新称) (Marasmius graminum (LIB.) 

BERK. et BR. var. equicrinis (MUELL.) DENNIS ウマノケタケ〕制

Marasmius insignis HINO , Sp. nov. (オオカミノケタケ一新称〉

Marasmius livistoniae HINO , Sp. nov. (ビロウカミノケタケ←新称) (?}H 

Marasmius udoensis HINO , Sp. nov. (ヒウガカミノケタケ 新称)

Marasmius ve抑制tus HINO , Sp. nov. (ヒメカミノケタケ一新称)

Milittia lapidescens HOR. (雷丸菌〉 橋岡 (1937)悶J

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Mycena acicula (SCHAEFF. ex FR.) Qu垂L. (ベニカノアシタケ 新称) [Marasmiellus acicula 

(SCHAEFF. ex FR.) SING.)制今井(1938)6091

Mycena chloroPhos BERK. et CURT. [(BERK. et CURT.) SACC.)制 (トモシピタケ一新称) [ヤ

コウタケ〕制 小林(義) (1937)563)，伊藤(誠〕・今井(1939)659)

Mycena crocata (SCHRAD. ex FR.) GILL (アカチシオタケ一新称〕 今井 (1938)609)

A( cena cyanophos BERK. et CURT. (ヤコウタケ一新称) [品。lcena chloroρhos (BERK. et CURT.) 

SACC.)制 小林(義) (1937)563)，明日山・小林(義〕・今関 (1939)目的

AめIcena galericulata (ScoP. ex FR.) QUﾉL. [(ScoP. ex FR.) S. F. GRAY)制 (オオアシナガタケ

一新称) [クヌギタケ〕制 今井 (1938)同町

Mycena haematopus (PERS. ex FR.) QUﾉL. (チシオタケ〉 今井(1938)60ペ伊藤(誠〉・今井

(1939)6問，明日山・小林(義)・今関 (1939)間〉

Mycena ρoか'gramma (BULL. ex FR.) QUﾉL. [S. F. GRAy)*l (アシナガタケ〕 今井 (1938)609)

Mycena viscalba S. ITO et IMAI , sp. nov. (ムニンシロナメアシタケ一新称) [?)*l 伊藤(誠〕・

今井 (1939)6間

Mycena viscosa (SECR.) R. MAIRE (アカハナメアシタケ一新称〉 今井(1938)609)

OmPhalia camρanella (BATSCH. ex FR.) QUﾉL. (ヒメカパイロタケ) [Xeromρhalia campanella 

(BATSCH. ex FR.) KむHNER et MAIRE)制今井 (1938)609)

Omphalia epichysium (PERS. ex FR.) QUﾉL. (ヒダサカズキタケ一新称) 今井 (1938)刷》

Panus rudis FR. (アラゲカワキタケ) 今井 (1938)6091，今関 (1941)75回

Panus sかpticus (BULL.) FR. (ワサビタケ ) [Panellus sかρticus (BULL. ex FR.) KARST.)制今

井(1938)6091 ，明日山・小林(義)・今関(1939)6391，北島・平間 (1944)帥》

Panus torulosus PERS. (カワキタケ) [Panus conchatus (BULL. ex FR.) FR.)恥今関 (1941)758九

北島・平間 (1944)問〉

Paxillus atrotomentosus (BATSCH.) FR. (モンパタケ) [ニワタケ〕制松浦・金田 (1931) 191) 

Paxillus giganteus (SOW.) FR. (オオイチョウタケ一新称) [Leuco戸axillus giganteus (SOW. ex 

FR.) SING.)制伊藤(篤) (1931) 174) 

Paxillus involutus (BATSCH.) FR. [(BATSCH. ex FR.) FR.)制(ヒダハタケ一新称)今井 (1938)6附

Paxillus panuoides FR. [(FR. ex FR.) FR.)制 (イチョウタケ〉 北島 (1928)'9り (1935)4531 ， 今井

(1938)6091 

Pholiota adiposa FR. [(FR.) QUÉL)引 (ヌメリスギタケ〉 松浦・金田 (1931)削，北島 (1935)4531 ，

今井 (1938)'附，北島・平間 (1944)町田

Pholiota aegerita (PORTA) FR. (ヤナギマツタケ) [Agrocybe cylindracea (D. C. ex FR.) R. 

MAIRE)*l 松村 (1933)30 1)

Pholiota ae問ginosa PK. (ミドリスギタケ一新称) [Gymnoρilus aeruginosus (PECK) SING.)*l 

今井 (1938)'091

Pholiota albocrenulata (PK.) SACC. (シブイロスギタケ 新称〕 今井 (1938)'09)

勢1 伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Pholiota erinaceella PK. (ヒメスギタケ一新称) (Phaeomarasmius erinaceella (PECK) SING.)制

今井(1938)609)

Pholiota ftammans (BATSCH ex FR.) Qu企L. (ハナガサタケ〉 今井 (1938)609)

Pholiota livistonae S. ITO et IMAI , Sp. nov. (ビロウスギタケー新称) (?)剖 伊藤(誠〉・今井

(1940)718) 

Pholiota marginata (BATSCH ex FR.) Qu邑L. (ヒメアヲロガサタケ一新称) (Galerina marginata 

(BA TSCH ex FR.) KÜHNER)制今井 (1938)剛〉

Pholiota mutabilis (SCHAEFF.) FR. (ナメスギタケ) (Kuehneromyces mutabilis (SCHAEFF. ex 

FR.) SING. et SMITH センポンイチメガサタヶ)*1 松浦・金田 (1931)山)，北島・平間(1944)878)

Pholiota nameko (T. ITO) S. ITO et IMAI, comb. nov. (syn. Collybia nameko T. ITO , sp. 

von. ナメコ，ナメラコ ) (Kuehneromyces nameko (T. ITO) S. ITO ナメコタケ〕制

Nα冊."0.
語'

ぷ制pit，酬も Pileu$ 2-8cm子
rar'nosus, primo均onviilms， deinde 
i:T~gulari repandoque". S討P槌 2-8
1滅ヤel 師，YUS ， lutcsc'�ns-; tum.'ful 
丸山ioorstriatus. (1.階的'，'non veZ，tti匁叫戸官te1: pilos 
iρ'CQ1，知)，tem 川r1 b闘志犯 8t制t免許議iLamell揖 adnat田
palliùö・flav血. deinge f¥llvai. ad marginem m匤ute et 
ふ1(0 alba vel lutescens. a必需主argí開n総nuís， mol 
k事的irid田酬s， eU1psoíde宮崎1建oblongo~ellip$oid帆
芝 2.2-3.3 1' 1穫量， 1ム2引ttula.tæ: "(v.v.) 

第 85 図伊藤篤太郎 (1929). iColかbia Nameko , 
sp. nov.: a new edible fungus of JapanJ (日本に

おける新食用菌ナメコ〉のタイトル・ぺ-~

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 

伊藤(篤) (1929)附(昭 4) は iCollybia

Nameko, sρ. nov.: a new edible fungus 

of JapanJ で本菌を新種として Collybia

nameko T. ITO と記載，ブナおよびカ

ジノキ等に発生すると述べ，和名として

ナメコ，ナメラコ，ナメススキをあげ，

なお宮城，福島，秋田その他に分布する

といっている。

今弁 (1933)278) (昭 8) は「食用菌なめ

こニ就キテ」に次のように述べている。

“近来，本邦ニ於イテ章菌類ノ人工培養

並ニ縫諮製造ノ盛ナルニ従ヒ，世人ノ注

目ヲ惹クニ至レル第一ノモノハなめこト

呼パルル輩菌ナリトス。……今従来ノ報

告ニ依リテなめこナル名称ヲ附シアル輩

菌類ヲ求ムレパ…・・・ゑのきたけ Collybia

velutipes (Curt.) Fr. ノ外，なめこ

Collybia Nameko T. Ito , ぬめりすぎ

たけ Pholiota adiposa Fr.，なめすぎ

たけ Pholiota mutabilis CSchae妊.) Fr. 

等ノ数種アリ。尚予ガ札幌附近ニ於イテ

世人ノなめこト呼ピッツアル輩菌ヲ検

セルニ，ゑのきたけH ・ H・，ぬめりすぎた

け H ・ H・ノ外ちゃなめつむたけ Flammula

lubrica Fr.，しろなめつむたけ Flam司
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mula lenta (Pers.) Fr. 及ピ Pholiota 属ニ属スル一種等ノ存在スルヲ認メタリ。依リテ主主ニ此等各種ノ

性状ヲ記述シ進ンデ予ガなめこニ就キテノ私見ヲ公ニセントス。" といい，次に以上 6 種の菌をくわしく

述べてから“・…・・最後ニ考慮スペキハ本菌ト Collybia Nameko トノ異同ニ関スル点ニシテ，予ハ伊藤篤

太郎博士ノ!京標本ヲ検スルノ機ナク是唯同博士ノ記載並ニ図ニヨリテ考察スルニ，胞子ノ色，茎ノ質並ニ

鍔ノ有無ニヨリテ両者ハ全ク異ナルモノノ如ク認メ得ぺシト雄，予ハ福島市々販ノ同地方産なめこ纏詰並

ニ山形県北村山郡楯岡町近傍産なめこノ生品ヲ得テ是ヲ検セルニ此処ニ，述ペタル本菌 Pholiota sp. ト

全ク同一種ナルヲ認メタルガ為ニ疑問ヲ生ヲ一層ノ注意ヲ以テ同博士ノ Collybia Nameko ノ性質ト比較

セルニ傘及ビ摺ノ性質並ニ胞子ノ大イサ及ピ其性質等ニ於イテ極メテ良ク符合スル処アリ。従ツテ種々考

察ノ結果，遂ニ予ノ菌ト同一種ナリト認ムルニ至リ是レヲ Pholiota 属に移シ， Pholiota Nameko (T. 

Ito) S. Ito et Imai ナル新組合学名ヲ与フルコトトナセリ。今其記相文ヲ挙ゲレパ次ノ如シ。……"と記

している。

Pholiota radicosa (BULL. ex FR.) QUﾉL. (ナガエノスギタケ 新称) (Hebeloma radicosum 

(BULL. ex FR.) RICKENJ制今井(1938)609)

Pholiota sρectabilis (FR.) GILL (オオワライタケ) (Gymno，ρilus sρectabilis (FR.) SING.J制今

井 (1938)609)

Pholiota squarrosa (MむLL. ex FR.) QUﾉL. (スギタケ〉 今井 (1938)609九明白山・小林(義〉・今

関 (1939)639)

Pholiota squarrosoides (PK.) SACC. (スギタケモドキ一新称〉 今井 (1938)609)

Pholiota tabacinirugosa S. ITo et IMAI , sp. nov. (シワスギタケ一新称) (?J制 伊藤(誠〉・今

井 (1940)川》

Pholiota unicolor (VAHL. ex FR.) GILL (ヒメイチメガサタケ 新称) (Galerina unicolor (VAHL. 

ex FR.) SING.J制今井 (1938)帥町

Pleurotus aloρeCÎus (BERK. et CURT.) SACC. (ムニンヒメヒラタケー新称) (?J*l 伊藤(誠)・

今井 (1939)659)

Pleurotus cornucoρioides (PERS.) GILL (syn. Pleurotus saρidus (SCHULZ.) SACC.) (タモギタケ，

ニレタケ) (Pleurotus cornucoρiae (PAUL. ex PERS.) ROLL. タモギタケ〕糾 明日山・小林(義〉・

今関 (1939)639)

Pleurotus cornucoρiae (PAUL. ex PERS.) ROLL. (ニレタケ，タモギタケ， ヒメヒラタケ〉 今井

(1938)609) 

Pleurotus cyathecae S. ITo et IMAI , sp. nov. (へゴシロカタハ一新称) (?J*l 伊藤(誠〉・今井

(1939)659) 

Ple仰uげ7仰otωus jμaρ仰o仰ni化cu削S KAWAMURA→Ar円仰，持m叫仰11μllaria ja砂ρonicωa 松浦.金田 (1931)19叩1口円3ヘ， 明日山.小林

〈義〉ト.今関 (ο19回39め)6日3町刊，北島.平間 (ο194“4)

Ple仰uげrotωus 1μi削ρidu削S FR. (ヒメヒラタケ) (?J普1 松浦・金田 (1931)山〉

Pleurotus lividulus (BERK. et CURT.) SACC. (オガサワラヒメカタハ一新称) (?J*' 伊藤(誠)・

今井 (1939)659)

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Pl eurotus ost問atus (JACQ. ex FR.) Qu邑L. (ヒラタケ) 松浦・金田 (1931) 191)，木村(勝) (1935)'"ヘ

今井(1938)609)，明日山・小林(義〕・今関 (1939)639>，伊藤(誠)・今井 (1939)'問，北鳥・平間 (1944)818)

Pleurotus perpusillus FR. (フブキタケ) (?) 松浦・金田 (1931)山》

Pleurotus porrigens (PERS.) FR. (スギヒラタケ一新称) [Pleurocybella ρorrigens (PERS. ex 

FR.) SING.)制逸見 (1932)225)，今井 (1938)609)

Pleurotus serotinus (SCHRAD.) FR. (ムキタケ) [Hohenbuehelia serotina (SCHRAD. ex FR.) 

SING.)則 松浦・金田 (1931) 191)，今井 (1938)609九明日山・小林(義)・今関 (1939)同町，北島・平間

(1944)87町

Pluteus bulbosus IMAI , Sp. nov. (ホテイペニヒダタケ一新称〉 今井(1938)'0町

Pluteus cervinus (SCHAEFF. ex FR.) QUﾉL. (シカタケ〉 今井 (1938)'附

Pluteus horridilamellus S. ITO et IMAI , Sp. nov. (フサペニヒダタケ 新称〉 伊藤(誠)・今井

(1940)718) 

Pluteus leoninus (SCHAEFF. ex FR.) Qu企 L. (ペニヒダタケ一新称〉 今井 (1938)'附，今関

(1940)715) 

Pluteus machidae S. ITO et IMAI , Sp. nov. (マチダペニヒダタケ一新称〉 伊藤(誠〉・今井

(1940)718) 

Pluteus nanus (PERS. ex Fr.) QUﾉL. (ヒメペニヒダタケ一新称〉 今井 (1938)'0町

Pluteus okabei S. ITO et IMAI , Sp. nov. (オカベペニヒダタケ一新称〉伊藤(誠)・今井 (1940)目的

Pluteus ρellitus (PERS. ex FR.) QUﾉL. (ハナヨメタケ一新称) 今井(1938)'09)

Pluteus ρhleboPhorus (DITM. ex FR.) GILL (コシワペニヒダタケー新称) 今井(1938)609)

Pluteus salicinus (PERS. ex FR.) QUﾉL. (ビロウドペニヒダタケ 新称〉 今井 (1938)6附

Psathyra microspora IMAI , Sp. nov. (コツブクズタケ一新称) [Psathyrella micros.ρora (IMAI) 

HONGO)制今井(1938)'09)

Psathyra multissima IMAI , Sp. nov. (センボンクズタケ 新称) [Psathyrella multissima (IMAI) 

HONGO)制今井 (1938)刷〉

Psathyrella disseminata (PERS. ex FR.) QUﾉL. (イヌセンボンタケ) [Pseudocoprinus dissemiｭ

natus (PERS. ex FR.) KÜHNER)制 今井 (1938)'09)，伊藤(誠)・今井(1940)川〉

Rhodotus subpalmatus (FR.) IMAI , comb. nov. (syn. Aga円!cus subpalmatus FR. (ホシアンズタ

ケ新称) [Rhodotus ρalmatus (BULL. ex FR.) R. MAIRE)制今井 (1938)'09)

Schizophyllum commune FR. (スエヒロタケ〕 北島(1928)49) ， (1935)453)，沢田(1931)加)，今井

(1938) '09>，明日山・小林(義)・今関(1939)639) , 伊藤(誠〕・今井 (1939)'四， 今関 (1941)758)，北島・

平間(1944)878)

Stropharia hornemanni (FR.) LUNDELL et NANNF. (ツヅレタケ一新称) (Naematoloma 

hornemanni CFR. ex FR.) SING.J*1 今井 (1938)'09)

StroPharia venenata IMAI , nom. nov. (シピレタケ，ワライタケモド) [Psilocybe venenata 

(IMAI) IMAZEKI et HONGO シビレタケ〕引今井 (1938)'0町

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 
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Tricholoma ulmarium (BULL. ex FR.) KARST. (シロタモギタケ) CLyophyllum ulmari即時

(BULL. ex FR.) KÜHNER)引今井(1938)6附

Trogia crispa (PERS.) FR. (チヲレタケ) (?) 今井 (1938)609)

Volvaria bombycina (SCHAEFF. ex FR.) Qu企L. (キヌオオフクロタケ) CVolvariella bombycina 

(SCHAEFF ex FR.) SING.)制今井(1938)609九伊藤(誠ト今井(1940)718)

Volva打ia microsρira (BERK. et CURT.) SACC. (ムニンヒメフクロウタケ 新称) C Volvariella 

micros戸ira (BERK. et CURT.) S. ITO)制伊藤(誠〉・今井 (1940)川〉

材質寓朽菌の生理学的・病理学的研究

材質腐朽性

腐朽型

すでに古く HARTIG (1878)引は同一腐朽菌が同一樹種に対して常に同一型の腐朽をおこすことを指摘

していた。のち腐朽型について若干の記述があったが，これを系統的に細分した HUBERT (1924)制の区

分は次のとおりである。

A. White rots (白色腐朽〉

1. white pocket rots (孔状白色腐朽)

2. white ring rots (輪状白色腐朽〕

3. white mottled rots (斑入状白色腐朽)

4. white spongy rots (海綿状白色腐朽〉

B. Brown rots (褐色腐朽〕

1. brown pocket rots (干し状褐色腐初)

2. brown ring and stringy rots (輪状および繊維状褐色腐朽〕

3. brown cubical rots (亀裂状褐色腐朽)

4. brown spongy rots (海綿状褐色腐朽〉

5. brown mottled rots (斑入状褐色腐朽〉

F ALCK (1927)制は木材腐朽現象を Korrosion (白色腐朽〉と Destruktion (補色腐朽〉に区分し，こ

れらをおこす腐朽菌をそれぞれ Korrosionspilze および Destruktionspilze あるいは Ligninzersetzer お

よび Zellulosespezialisten とよんでいる。

逸見(1932) 224) (昭 7) は íStudies on some wood.destroying fungi attacking conifers in JapanJ 

で次の 6 種の腐朽菌について寄主および腐朽型を記している。なお腐朽型の和名は同氏 (1932)223) (昭 7)

「針葉樹材質腐朽菌の研究」によった。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , (1959). 

各2 HARTIG , R.: Die Zersetzungerscheinungen des Holzes der Nadelholzb益ume und Eiche. 
Berlin , vii+ 151 + Taf. 21 (1878). 

制 HUBERT ， E. E.: The diagnosis of decay in wood. Jour. Agr. Res. , 29 , pp. 523~567 (1924). 

制 FALCK ， R.: Holzzersetzung, Erregergruppen und echter Hausschwamm. Hausschwammｭ
forschungen. 8, pp. 1~71 (1927). 
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3 含

(523) 

第 86 図 HUBERT ， E. E. (1924). 

侊he diagnosis of decay in woodJ (木材腐朽の診断)の

タイトル・ページ

オオシロサルノコシカ

ケースギーbrown pocket 

No.11 rot(蜂禽状縦孔性褐色

朽〉制

エブリコーグイマツ，

トドマツ， カラマツ­

brown cubical rot (亀

裂性褐色朽〕

ツガサルノコシカケー

トドマツ，エゾマツ，モ

~ ，アカマツ，クロ?

ツ，カラマツ， ツガー

brown cubical rot (亀

裂性褐色朽〕

アズマタケーアカマ

ツ，クロマツ-white po-

cket rot (斑点性白色朽〉

カイメンタケートドマ

ツ，エゾマツ，カラマ

ツ，アカマツ，クロマツ，

ヒメコマツ，ダイオウマ

ツ-brown cubical rot 

(亀裂性褐色朽〉

アイカワタケ トド 7

ツ-brown cubical rot 

(亀裂性褐色朽〉

マツノカタワタケ

トドマツ， エゾマツ，

グイマツ， モミ white 

pocket rot (斑点性白色

朽〉

材質腐朽菌類の樹病学

的研究においては材質腐朽性を記述するのが常道で，従ってこれらの菌類によって起される腐朽型にふれ

ているものが多数報告されている。

逸見・赤井 (1945)890) (昭 20) I木材腐朽菌学J (pp. 20~22) は腐朽型を次のように細分している。

制この腐朽型は本菌によるものではない。 213 ページ参照。
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第 87 図逸見武雄 (1932).

IStudies on some wood-destroying fungi attaking 

conifers in JapanJ (日本における針葉樹材質腐朽菌

の研究〕のタイトル・ベーヲ

いるが，ともにセルローズ溶解は確認されなかったという。

1.白色朽

A. 全体性白色朽

a. 海綿状白色朽

b. 脆弱性白色朽

c. 斑入状白色朽

B. 部分性白色朽

a. 斑点状孔腐性白色朽

b. 蜂商状白色朽

c. 輪状白色朽

II. 褐色朽

A. 全体性褐色朽

a. 亀裂性褐色朽

b. 斑入状褐色朽

c. 海綿状褐色朽

B. 部分性褐色朽

a. 蜂禽状褐色朽

b. 輪状褐色朽

繊維素分解

佐藤(静) (1931)200) (昭 6)

は IUeber die Verarbeitung 

der Zellulose durch einige 

krankheitserregende Pilze J 

で，セルローズとして漉紙片を

利用した培養法およひ'沈澱セル

ローズによる培養法により数種

の植物病原菌のセルローズ溶解

について研究した。これらの菌

類中にはアズマタケおよびオオ

シロサルノコシカケが含まれて

瀬戸 (1936)522) (昭 11) は「植物病原菌類の繊維素分解の比較」でコフキタケ， ッヵーサルノコシカケ，

オオシロサルノコシカケ，オオチリメンタケ，カンパタケ， マンネンタケ，アズマタケ，オニカワウソタ

ケ，カイメンタケ， マスタケ〔アイカワタケ)， ハカワラタケおよびヒイロタケを溜紙片上に接種して菌

糸の発育状態ならびに繊維素溶解作用を調べた。その結果，オオチリメンタケ，アズマタケ，オニカワウ

ソタケはイネいもち病菌と同様， またハカワラタケ，コフキタケ， ヒイロタケはイネ馬鹿酋病菌と同程度

の繊維素分解作用が認められた，と報じている。

伊藤(ー) (1940)717) (昭 15) I材質腐朽菌類の繊維素溶解に就て」には， コロイド状沈澱繊維素を用い



-200 ー 林業試験場研究報告第 193 号

て，ツガ、サルノコシカケ，ワタグサレタケ制，エゴノキタケ，マンネンタケ， マツノカタワタケ， コフキ

タケ， ヒイロタケ， カワオソタケ， ベッコウタケ等 10 種について実験を行ない， これらは繊維素を与え

ることによって発育が著しく良好になり， また沃度液により繊維素反応の陰性な半透明部を現わし， これ

第 88 図 BAVENDAMM ， W. (1928). 

「むber das Vorkommen und den Nachweis von 
Oxydasen bei holzzerstりrenden Pilzen.J (材質腐朽

菌の酸化酵素反応〕のタイトル・ページ

制 268 ページ脚注射参照。

を利用することを示した。

BAVENDAMM 氏反応

BA VENDAMM (1928)糾は寒

天培地に微量のタンニンあるい

は没食子酸等を添加し，これに

材質腐朽菌を培養すると， リグ

ニン溶解菌 (Ligninzersetzer, 

Korrosionspilze) とされている

マツノネクチタケ (Trametes 

radiciperda) CFomitoρsis anｭ

nosa (FR.) KARST.J , ムラサ

キウロコタケ (Stereum ρuゆ­

ureum CPERS. ex FR.J では菌

叢の周囲に褐色の Oxydations­

zone (酸化帯〉が形成されるが，

セルローズ溶解菌 (Zellulose-

spezialisten, Destruktions-

pilze) といわれているナミダ

タケ (Merulius lacrymans) 

CGyro戸hana lacrymans 

(WULF ex FR.) PAT.J および

イドタケ (Conio，ρhora cereｭ

bella) C Coniojうhora �uteana 

(SCHUM. ex FR.) KARST.J 

ではこのような現象は認められ

ず，この Oxydationszone は

材質腐朽菌の酸化酵素によるも

のであるとした。以来これは

BAVENDAMM 氏反応として広

く知られているものである。

わが国でこの反応を最初に応

制 BAVENDAMM ， W.: ﾜber das Vorkommen und den Nachweis von Oxydasen bei holzzerst凸r­

enden Pilzen. 1. Mitteilung. Zeits. f. PJlanzenkrank. u. PJlanzensch. , 38, pp. 257~276 (1928). 
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用したのは逸見・平山・野島(1929)71) (昭 4) のオオシロサルノコシカケについての報文ではあるまいか。

つづいて山本(吉) (1931)210) (昭 6) は「木材腐朽菌類の酸化酵素反応に就きてJ 6 種の菌類を用いて

行なった BAVENDAMM 氏反応の検査結果を次のように述ペている。“……Fomes applanatus C コフキタ

ケ J. Polystíctus ρargameus CハカワラタケJ. POか'porus or冾ntal﨎 (アズマタケ〕の如きリグニン溶解

菌は酸化帯を形成し ， Fomes pin兤ola (ツガサルノコシカケ J. Polyρorus Schwe匤咜z澵 (カイメンタ

ケ〕の如きセルローズ溶解菌は酸化帯を形成せざること BAVENDAMM の所論と一致せり。 POかstíctus

sanguineus (ヒイロタケ〕の腐朽材はBrown rot の如き外観を呈すれども， 本実験に於て該菌は明かに

酸化帯を形成せり…・・・"と。

以上を含めて本邦において BAVENDAMM 氏反応を調べた腐朽菌類を年代順にあげれば次のとおりで

ある。

腐朽菌和名 I ~A…吋| 者研 究

オオシロサルノコシカケ

モミサルノコシカケ +
+
+
+
 

コフキタケ

ハカワラタケ

アズマタケ

カイメンタケ

ヒイロタケ + 
ツガサJレノコシカケ

マンネンタケ

カンノT タケ

十

ツガサルノコシカケ

カタウロコタケ

カワラタケ

カタシラガタケ

+
+
+
 

エノキタケ

カサウロコタケ

ミヤマウロコタケ + 
ホウロクタケ

オオチリメンタケ 十

+ ベッコウタケ

ニクウスパタケ

ブナクワイカピ 十 北島(1936)510】

逸見・平山・野島 (1929) 71) ，逸見・倉田 (1931) 160) 

北島 (1931)'83)

山本(吉) (1931)210九逸見・赤井 (1939)"')

山本(吉) (1931)'10) 

山本(吉) (1931)'10) 

山本(吉) (1931)'10) 

山本(吉) (1 931)21的

山本(吉) (1 931)川〉，逸見・赤井( 1939)67町
伊藤(ー) (1941)759) 

野島 (1931)196).逸見・倉田 (1931)'60)
伊藤(ー) (1941)759) 

逸見・倉田(1 931)'刷

栃内・鎖江(1933)"4) 

栃内・鐘江(1933)"') 

栃内・鐘江 (1933)3川

栃内・鎚江(1933)"') 

栃内・鑓江(1933)"')

山本(和)・伊藤(武) (1933)314) 

井上(義) (1 935)山〉

桂(1937)556) 

逸見・池屋(1939)6'6)

逸見・赤井(1939)間〉
伊藤(ー) (1 940)川〉

逸見・大野 (1943)8叫



-202ー 林業試験場研究報告第 193 号

伊藤(ー) (1940)717) (昭 15) は「材質腐朽菌類の繊維素溶解に就て」と題する報交で，ツガ、サルノコシ

カケ，ワタグサレタケ制，エゴノキタケ，マンネンタケ，マツノカタワタケ， コフキタケ， ヒイロタケ，

シイタケ， カワウソタケおよびベッコウタケの 10 種について， その腐朽材の外観， 腐朽型，および繊維

素分解程度と BAVENDAMM 氏反応との関連について次のように論じている。"...・-・従来材質腐朽菌類の

腐朽性の研究に於て該菌が木材中より主としてリグニンを接取するか叉はセルローズを摂取するかの問題

は甚だ重要なる点とせられ，必ず之を論及するを常としてゐる。而之の決定には腐朽材の肉眼的，顕微化学

的，並に光学的観察(隔には化学分析の結果〉と共に BAVENDAMM (1928) によって発表せられた酸化

酵素反応の有無等の諸点を基礎として論議せられ，特に近年に於ては後者に重要点、が置かれ酸化帯 (Oxy­

dationszonen) の形成により直にリグニン溶解菌に隷属せしむべしとする傾向さへあるやうに思はれる。

併し此の BAVENDAMM 反応が材質腐朽性の診断上しかく信承するに足るものなりや否やにつき疑問をい

だく学者もあり， DAV lDSON 等(1938)刊土多数の腐朽菌につき実験を行ひ，大体に於て信拠し得ぺき反応

であるとし， 叉 GARREN (1938)嗣はあまり重点を置き得ないとの所見を発表した。筆者の実験した 10

種の菌につき腐朽材の肉眼的観察による胸桁型と BAVENDAMM 反応との関係をみるに， 本反応がリグ

ニン溶解性の有無を示す有力なる表徴であると論断し得る場合もあるが，併じ之に依って説明し得ない場

合も亦多々見られる。即ちワタグサレタケ引による brown cubical rot，ベツコウタケによる white rot 

に(は〉前者の著しい例であり，ヒイロタケ，シヒタケ等は後者の例であると称し得るであらう。 ……筆

者の……実験結果より……結言する-…・・ならば， コロイド状繊維素は木質細胞膜を構成する繊維素に比

し，重合度の小なる低級セルローズではあるが，供試菌 10 種とも，之を溶解利用するもので， その間

BAVENDAMM 反応とさしたる相関々係をみだし難い。……筆者のみた範間内に於ては BAVENDAMM 反

応は材質腐朽性診断上一つの参考とはなり得べきも， 之に重点をおいて判然と Korrosionpilze 或は De­

struktionspilze の所属を云々するは妥当を欠く場合多くあるのではあるまいか。……従来材質腐朽性診断

上の最重要事項として取扱はれて来た BAVENDAMM の酸化酵素反応は，一つの参考としては価値ある

べきも，之Jこ大なる信拠を置いて，腐朽菌を二大群別し得る程絶対的なる反応ではないやうに思J惟せられ

る。材質腐朽現象は複雑微妙であり，之はただ厳密な化学的考究によってのみ闇明せらるべく，一，二の

培養基上の反応によって決定づけんとすることの如何と(に)困難なるかが痛感せられる。"といってい

る。

第二次世界大戦後 BAVENDAMM 氏反応と菌の酵素との関係がくわしく研究されてその本態がようやく

明らかにされた。海外の事情を知らずに独自に行なった樋口 (1953)制(昭 28) および樋口・北村(1953)桝

の業績は外国人によって発表された内容に事もおとるところがない。まず樋口(1. c.) は白色朽菌アラゲカ

骨1268 ページ胸I注制参照。

制 DAVIDSON ， R. W. , W. A. CAMPBELL, and D. J. BLAISDELL: Differentiation of woodｭ

decaying fungi by their reactions on gallic or tannic acid medium. Jour. Agr. Res. , 57, pp. 
683~695 (1938). 

制 GARREN ， K. H.: Studies on POかρorus abietinus. II. The utilization of cellulose and lignin 

by the fungus. Phytopath., 28 , pp. 875-878 (1938). 
制樋口隆昌: Biochemical study of wood-rotting fungi ( 1 ). Studies on the enzymes which cause 

BAVENDAMM'S reaction. 日林誌 35 (3) , pp. 77-85 (1953). 

制一一一一一・北村和久:木材腐朽菌の生化学的研究 (第 II報) BAVENDAMM 反応と tyrosinase の

関係について.同 35 (11) , pp. 350-354 (1953). 
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ワラタケについて，その BAVENDAMM 氏反応には laccase 型に属す酵素が多く関与するが，それ以外

に少量の tyrosinase も含まれることを明らかにし，次に樋口・北村(1. c.) は 29 種の材質腐朽菌を供試

して腐朽型および BAVENDAMM 氏反応と酵素との関連を実験し，“……tyrosinase は褐色朽菌にも相当

広く分布しており，白色朽菌にも laccase と tyrosinase を共に含むものが相当見出されるので，白色桁

菌と褐色朽菌の差は結局， laccase が白色朽菌に含まれ褐色朽菌には含まれない事に帰する様に思われる…

…。尚従来 Bavendamm 反応は漠然と phenoloxidase 反応と考えられ， phenoloxidase 中の laccase に

よるか tyrosinase によるか区別されていず叉主としてこの反応に用いられて来た tannic acid , gallic 

acid は tyrosinase によっても laccase によっても共に酸化されて褐色色素を生じ，この物質による反応

には両酵素が関与する可能性が考えられる…・・。……Bavendamm 反応を laccase 反応と tyrosinase 反

応に区別すべきであるという結論に達した。"といっている。すなわち氏らによると褐色朽菌には laccase

は含まれないが tyrosinase を含むものが相当あり，このような菌の BAVENDAMM 氏反応は陽性に現わ

れることがあり，白色朽菌では laccase の含量が tyrosinase に比べて多く，また laccase のみを含むも

のが多いことと， laccase は tyrosinase に比べると分泌され易いので，タンニン酸，没食子酸による

BAVENDAMM 氏反応は大体において laccase 反応と一致する場合が多いとしている。

樋口らの研究は LINDEBERG ら(1948)ペ(1952)制制および FﾅHRACEUS (1952)制のそれに比肩し得

る立派な業績で， 内外これら諸学者の研究によって BAVENDAMM 氏反応の本態が究明されるに及び，

本反応の材質腐朽性診断への応用にはおのずから限度のあることが判明したわけである。

生理的諸性質

腐朽菌の培養

北島 (1930戸内昭 5) は「木材腐桁菌ノ培養試験」で“……木材腐朽菌……ノ人工培養ニ関スル実験ヲ行

ヒ其ノ結果ヨリシテ結実体ヲ見サル場合ニ於ケル腐朽材結実体ノ判定上重要ナル事項ニ就キ調査シ・

ている。そして“本実験ニ使用シタル培養壊ハ著者ノ考案ニ係Jレモノニシテ……口径一糎頚ノ長サ五糎ヲ

有シ底部ハ直径 5 糎ニテ断面ノ厚サー糎ヲ有スル扇円状トナサシメタルモノニシテ之レニ寒天培養基ヲ入

レテ斜面トナシ実験ニ供セリ 而シテ之レヲ用ヒルトキハ菌糸/発育状態、ヲ観察スルニ不便ナル試験管ノ

不利ヲ除クト共ニ他種菌ノ混入叉ハ培養基ノ乾燥等ニ因リテ長期ノ培養ニ欠点ヲ有スルペトリー氏皿ノ不

足ノ点ヲ補ヒ得ルモノニシテ……長期ノ培養ヲ必要トスルモノニハ極メテ有利ナルモノト信ス"としてい

る。これがいわゆる北島氏フラスコ(培養瓶〉で発育緩慢な菌を長期間，雑菌の混入を避けて観察するに

は大変便利である嗣制。氏は本実験において 5 種の寒天培地に 31 種類の腐朽菌を培養して各菌の菌叢の特

制 LINDEBERG ， G.: Some properties of the catecholase of litter.decomposing and parasite 
Hymenomycetes. Physiologia Plantarum 1, pp. 401-409 (1948). 

制一一一一一一， and G. HOLM: Occurrence of tyrosinase and laccase in fruit bodies and mycelia 

of some Hymenomycetes. Ibid. , 5, pp. 100-114 (1952). 
制←一一一一一， and G. FλHRACEUS: Nature and formation of phenol oxidase in Polyporus zonatus 

and P. versicolor. Ibid., 5, pp. 277-283 (1952). 
制 FÃHRACEUS ， G. : Formation of laccase by Polyporus versicolor in di妊erent culture media. 

Ibid., 5, pp. 284-291 (1952). 
制伊藤一雄:シメヂに関する研究.第 1 報形態・担子胞子の発芽並に培養上の性質.日林誌 22 (6). 

pp. 319-336 (1940). 

制一一一一一: Studies on “ Murasaki.monpa" disease caused by Helicobasidium momρa TANAKA. 

林試研報 43， pp. 1-126 (1949). 
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徴を記述している。氏のこの実験は材質腐桁菌類培養の本邦における初期的報告で，その前後からいろい

ろな腐朽菌について多くの人々によって培養実験が行なわれ，菌業の特徴が記述されるようになった。

腐朽菌の対時培養

Petri 皿内培地に菌類を対時培養(混合培養〕 してその接触部附近における菌叢の様相によって，種類

識別のー劫にし， あるいはその特性を病原の防除に応用しようとする試みはしばしば行なわれた制。わが

国では中間 (1925)制剖によって白絹病菌 Sclerotium rolfsii SACC. (Corticium centrifugum (L企v).

BRES.] およびその近縁菌について行なわれたのがよく知られている。

材質腐朽菌については永友(1930)口町， (1931)'93)，逸見・倉田(1931) 160)，栃内・鐘江 (1933)"ペ桂

(1937) 55')，伊藤(ー) (1941)759) その他によって対峠培養の結果が報じられた。

菌糸の発育に及ぼす温度の影響

北島 (1928)46) (昭 3) は「建築土木用材腐朽菌ノ形態並之カ発育ニ及ホス温度ノ影響J の後半で 32 種

の材質腐朽菌についてこの性質を調べ，それぞれ発育限界温度および適温を示している。 このほか材質腐

朽菌の一般生理的性質のーっとして，多くの研究者によって，多数の腐朽菌について実験されている。

菌糸の高熱に対する抵抗力

北島(1928)46) (昭 3) は「建築土木用材腐朽菌ノ形態並之カ発育ニ及ホス温度ノ影響」で， 32 種の腐朽

菌の菌糸の潟熱に対する抵抗力を調べは木材腐桁菌ハ摂氏五五乃至六五度ニテハ三十分内外七O度ニテハ

五乃至二十分内外ニテ死滅スルモノナルヲ以テ「ベニヤ板」ノ如キ薄キ板ヲ人工乾燥スル場合ニ於テハ仮

令其ノ内部ニ菌糸侵入シアルモ板ノ乾燥ニ要スル時間及ヒ温度ニテハ充分ニ死滅スルモノトス 而シテ発

育ニ要スル適温カ最高キひいろたけ，すえひろたけ， もんばたけ等ノ如キモノハ熱ニ対スル抵抗亦大ナル

モノナリ"としている。

菌糸の発育と遊離酸素

北島 (1930) 132) (昭 5) は「木材腐朽菌ノ培養試験」でピロガロールー苛性カリ法による遊離酸素社絶の

状況下で 31 種の腐朽菌菌糸の発育状態を調べた結果を次のように述べている。“……三一種中三O種ハ全

然其ノ発育ヲ認メサリキ唯かたうろこたけ (Stereum frustulosum Fr.) 一種ノミカ六回ノ実験中二回ノ

ミ僅少ナル空中菌糸ヲ認メタルノミニ過キス……本菌ハ酸素ノ欠乏ニ対シテ亦大ナル抵抗力ヲ有スルモノ

ノ如シ"といい，なお“……大部分ノ木材腐朽菌ハ酸素社絶ノ下ニ於テハ全然発育不可能ナルコトハ明ナ

ルコトナリトス 而シテ……無酸素ノ器中ニ一週間培養シタルモノヲ器中ヨリ出シテ実験室内ニ置キ其ノ

生死ヲ検シタルニ大部分ノ腐朽菌ハ何レモ発育シ来レルモ唯なみだたけノミハ遂ニ発育ヲ認メサリキ 即

チ……本菌ハ長時日間酸素杜絶ノ下ニ於テハ死滅スル……"と。

菌糸の発育と電気

服部(定)・田村(1939) '44) (昭 14) は「木材腐朽菌の発育に及ぼす電気の影響」をワタグサレタケ， ヒ

イロタケおよびスエヒロタケについて実験，その結果を次のように総括している。“1.電気は菌の発育を

阻止する効果がある。 2. 電流密度の大なるところでは菌は死滅する。 3. 直流は交流より効果が大である。

制 ZELLER ， S. M. , and H. SCHMITZ: Studies in the physiology of fungi. VIII. Mixed cultures. 
Ann. Missouri Bot. Gard. , 6, pp. 183~192 (1919). 

制中田覚五郎:菌核菌ー名白絹病菌 (Sclerotium Rolfsii SACC.) に就て.第一報嫌触現象と種類と

の関係.九大農学芸雑 1 (4) , pp. 177~190 (1925). 

制一一一一一:向上.第二報 嫌触現象の形態的観察並其原因.同 1 (5) , pp. 31O~318 (1925). 
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4. 高周波電流はあまり大きな効果は期待出来ぬ。電流が菌の発育を阻止すると考へられる事項に(i)熱作

用 (ii) 電気化学作用による有毒物の発生 (iii) 電気珍透作用による電量の移動叉は栄養素の移動 (iv) 破

壊作用等がある。その何れが最も阻止作用顕著であるかはその時の各種条件により差異を生じ一概に明示

することも出来ぬと考へられるが， (iii) Civ) など相当重要なものではないかと思はれる。 Ciii) は特にそ

の感が深い。・・・・・・"。

菌糸の発育と水素イオン・濃度

松井 (1941)773) (昭 16) ， (1942)811) (昭 17) は「水素イオン濃度の変化に依る木材腐朽菌の発育状態に関

する試験並に腐朽菌の発育率曲線に就いてJ ワタグサレタケ，アラゲカワラタケ， ヒイロタケ， カワラタ

ケ， ヒロノT ノキカイガ、ラタケ， ヒトクチタケ， コゲイロカイガラタケを用いて実験し， 各菌ごとにその特

性を述べている。

代 謝 生 理

平山(1935)425) (昭 10) I木材腐初菌の代謝生理に関する考察」には，コフキタケ，ツガ‘サルノコシカケ，

オオシロサルノコシカケ，カンパタケ，マンネンタケ，アズマタケ， カイメンタケ， アイカワタケ〔マス

タケ)，ハカワラタケおよびヒイロタケの 10 種を用いて，“酸素呼吸"を“糖類を炭素源、とせる場合"お

よび“芳香族炭水化物を炭素源とせる場合"の検討を加え..・-・ベンゼン核を持つ有機化合物は微生物

殊に糸状菌により利用され難きものとされたるも， 木材腐朽菌ことに所謂リグニン溶解菌はこのベンゼン

核を破壊し炭素源として摂取し代謝作用を行ふものと考へらるるを以て， ベンゼン核を有する比較的簡単

なる化合物につきて実験を行"なった結果，“H・H・木材腐朽菌は芳香族化合物乃至はベンゼン核を破壊し，

生体の維持及生長に必要なる炭素源として摂取し利用する事可能なるを蓋し，猶菌の種類により，叉炭素

源の種類によりて呼吸の材料としての利用度が量的に叉質的に異る。……"としている。次に“無酸素呼

吸"では実験結果について，“……木材腐朽菌に於ても無酸素呼吸の相当強きものあるを知るを得ベし。

叉この強弱は菌糸の老幼によりて左右せらるるも， その順位を示せば次の如し。" として， オオシロサル

ノコシカケ>カンパタケ〉ツガサルノコシカケ>カイメンタケ>アイカワタケ>アズマタケ>コフキタ

ケ>マンネンタケ>ハカワラタケ>ヒイロタケの願とし， すなわちオオシロサルノコシカケからアイカワ

タケまでの 5 種はいわゆる繊維素溶解菌で以下全部はリグニン溶解菌となっている。“則この結果は無酸

素呼吸の強さに於て両者の聞に著しき特徴の存するを示し， この理由に関しては猶研究を要すべきも甚だ

興味ある事実なりと信ず。"と結んでいる。

なおこの研究はのちに同氏 (1938)608) (昭 13) IStudies on the metabolism of some wood-destroying 

fungiJ と題して英文で公表された。

腐 キ百 菌 の 性

菌類の遺伝あるいは性については古くから研究者の興味をひき，すでに 19 世紀にこれらに関する論文が

発表されている。 そして菌類における雌雄異体 (heterothallism) を実験的に証明したのは BLAKESLEE

(1904) のケカビ (Mucor mucedo) に関するものが最初であるという。

帽菌類 (Hymenomycetes) に関しても欧米諸国では Coprinus sp. , Schizoρhyllum commune (スエ

ヒロタケ)， Hyρholoma spp. , Pholiota spp. , Armillaria mucida, Collybia velutipes (エノキタケ)，

Pleurotus corticatus および Trametes cinnabarina (シュタケ)その他について多数の報告があり， な

かでも KNIEP C1913~1923) ， VANDENDRIES (1923~1927) の業績は有名であった。
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“)8量 .1'l糊.
KNIEP (1928)引はその著

沼

環 腕醐 抑浴

第 89 図 KNIEP ， H. (1928). 

議

iDie Sexualit舩 der niedｭ

eren PftanzenJ で， それま

で発表された多くの研究論文

によって下等植物の性的現象

を系統的に述べており，この

中には帽菌類についてもかな

りのペー少数を費している。

それからわずか数年後に発行

された BULLER (1931)引の

iResearches on fungi IV J 

にもまた高等菌類の性に関す

る詳細な記述がみられる。

KNIEP , BULLER の二大名著

によってこの分野に対する関

心がいっそう高まり，ようや

くわが国でも研究に着手する

者があいついで現われた。

性に直接の関係はないが，

材質腐朽菌菌糸の核につい

て，西門 (1930)目的(昭 5) は

iVorl邑ufige Mitteilung �er 

des zytologische Verhalten 

車 von Myzelzellen mit Sch-

nallenwirtelnJ と題する論文

を公表したが..2 年後に氏

(1932)253) (昭 7) はこれと同

一内容のものを「シユナレ

ン・グィルテルを有する菌糸

細胞の核行為に関する研究iDie Sexualit舩 der niederen PftanzenJ (下等植物の

性〉中スエヒロタケの 4 極性を示したページ (第一報)J として邦文でも発

表している。ここでは後者によってその概要を紹介する。“緒言"で“或る種の担子菌類中の菌糸細胞に

は所謂「シユナレンJ (Schnallen)剖を有するものがある o 此シユナレンといふのは・…・・菌糸の側方に

制 KNIEP ， H.: Die Sexualit舩 der niederen Pftanzen. Jena, vi+544 (1928). 
長2 BULLER , A. H. R.: Researches on fungi IV. Further observations on the coprini together 
with some investigations on social organisation and sex in the Hymenomycetes. London , 
xiii + 330 (1931). 

制英語ではc1amp-connexi on あるいはc1amp.connection。 ピツョウガネのほか，カスガイ連結，控

子体などともよぶ。
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出来るピヂヨガネの様な……形をした細胞附属物の事で池野博士一…は其著植物系統学に於てピヂヨガネ

(錠具〉の訳字を使用して居られる。著者も博士に従ひて「ピヂヨガネ」の女字を使用する。此ピヂヨガ

ネのある菌糸細胞では二個宛の核を有し所謂双核であるといふ事に就きでは Kniep (1915, 1917, 1918, 

1928) の精細な研究がある。……担子菌類の或る種類には叉此の簡単なピヂヨガネの外に二個，三個或は

四個のピヂヨガネが一所から輪状に叢生して Schnallenwirtel (ピヂヨガネ輸業〉を有する物もある。…

…Kniep...(1928) は斯かる菌は場合によると多数の核を有する……と述べて居られる。然し此核の増殖し

て行く過程に就きではまだ何等決定的の実験がない。其故著者は……比過程を明らかにせんとして……"

キウロコタケ CStereum hirsutum (WILD.) FR.J を供試材料として研究を行なった。その結果の摘要と

して次のように記している。“(二〕菌糸の各細胞に於ける細胞核の数は先端細胞に於て極めて多く……

45…個〔内外〕に達する。此に次ぐ第二，第三の細胞は之よりも迄かに少なく各々 11..・及 7 …個である。

〈三〉一つの輪畿に於けるピヂヨガネの数はー乃至四個……である。(四〉二個のピヂヨガネから成って居

る輪叢に於ては二対の核分裂が同時に起るH・H・。斯くて出来る八個の娘核の内四個は上部の細胞に位置す

る。三個或は四個のピヂヨガネから成る輪叢に於ては三対或は四対の核分裂が同時に起る。(五)此他に

ピヂヨガネ形成に関係なく起る核分裂がある。……"と。

なお本研究は西門が Berlin-Dahlem において， Berlin 大学植物生理学教室で主任教授 H. KNIEP 博

士の直接の指導によって行なったものであるという。

ヒラタケ Pleurotus ostreatus (JACQ.) SACC. CPleurotus ostreatus (JACQ. ex FR.) Qu企L.J制

河村(栄) (1933)287) (昭 8) は「ヒラタケの性に就て(予報)J で次のように述べている。“......本菌乃至

Pleurotus 属菌の性の問題に触れた人は無い様である。著者はヒラタケのー箇の子実体から……その担胞

子の単個培養 75 箇を得た。 ところが斯くして得た担胞子単個培養の菌糸はすべてc1amp.connexions を

欠く一次的菌糸であって，之等の培養は二箇の或特定の組合せに於てのみ両者の菌糸間に融合を起し，儒

膜部にc1amp-connexions を生ずることを認めた。……斯くの如き一次的及び二次的菌糸を，鋸屑・米糠

・…・培養基......に植付け，子実体の形成を観察した…・・結果……。……ヒラタケは haploid の状態では子

実体を形成しない。然し diploid の状態では比較的容易に市も確実に之を形成するもので…・・haploid の

子実体は生じなかった。"

“次に前記の担胞子単個培養から任意の数個を選び之れを一組として配偶試験を行った"結果，“両者の

菌糸が融合してc1amp.connexions を有する"場合と“然らざる"場合があった。“この結果よりして，

ヒラタケの胞子は之に由来する菌糸聞の有無により四種……に別れ所謂四極性のものであることを知り得

る。"……“以上の如く， ヒラタケは heterothal1ic のものである事を知り得た。"

なお河村 (1935)445) (昭 10) は「ヒラタケの不和合性交配について」で本菌の極性は遺伝的なもので，

その四極性を示す 4種の haploid 菌糸の核はそれぞれ性因子 AB， ab, Ab および aB を有しているとし

た。次に haploid 菌糸の菌叢が適当な大きさに達した時，その周縁に接してこの haploid 菌糸とは理論

的には和合しない diploid 菌糸を植えつけて培養を続けると， 時に局部的に haploid 菌糸が diploid 化

される場合があることを述べ，新しく知り得た事実として，このような交配においては haploid 菌糸が 1

種の有害作用を受けて倒伏しかっ繊弱化しその発育が阻害されることを認め，この現象は“H・ H・理論的に

和合しないディプロイド菌糸のみがハプロイド菌糸にこの作用を及ぼす……"としている。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (5) , pp. 167~168 (1959). 
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数年後河村(1941)765) (昭 16) は「帽菌の性に関する研究」で本菌の性および遺伝的現象について詳細な

報告を行なった。すなわち，本菌の“ヘテロタリズム及び極性に関する研究"では“担胞子単箇培養の

性状'二“担子嚢及び担胞子の細胞学的観察"および“ヘテロタリズム"その他の諸事項について，次に

“理論的不和合性交配に関する研究"ではこの現象をくわしく実験的に追求している。

ヒイロタケ Polystictus sanguineus (L.) FR. (Trm骨etes sanguinea (L. ex FR.) LLOYD)制

河村(栄) (1934)3問(昭 9) は「ヒイロタケの性に就て」でその実験結果を次のように摘記している。“(1)

本菌は heterothallic である。即ち本菌の担胞子単個培養には子実層を生じないが，夫等単個培養の或る

2 個の組合せに於ては子実層を生じ之に担胞子を形成する。 (2) 本菌は 4極性である。即ち本菌の担胞子

に由来する菌糸の融合後 clamp-connexions の形成の有無により 4種に別れる。 (3) 本菌の担胞子は単核

にして，その単個培養の菌糸は単核細胞よりなり，之に生ずる Oidia は単核……。然るに第 2 次的菌糸は

2 核の細胞よりなり之に生ずる Oidia は 2 核……。 (4) 本菌は産地を異にするものの聞に於ては上述の

如き極性を示さない。即ち担胞子単個培養のすべての組合せに於て第 2 次菌糸を生ずる。 (5)

さらに河村 (1941)765) (昭 16) í帽菌の性に関する研究」で本菌の性およびこれに関連する若干の現象に

ついて詳述しているのであるが， 前報でふれなかった点としては， “……半数時代の菌糸に色の変異を生

ぜるものを得た。この変異菌は正常色菌と交配すれば子実体は正常色即ち緋色となり， この子実層より得

たる半数菌糸は何れも正常菌であった。変異菌同志にては子実層は変異色即ち淡卵黄色を呈し， この子実

層より得たる半数菌糸は何れも変異菌であった。故に著者はこの色の変異を，細胞質変異なりと考へた。"

こと，および，本菌の川全数菌糸"はヒラタケの場合と同様，“之を構成せる半数菌糸単独には全数化す

るを得ざる半数菌糸を全数化した場合があった。且つこの種の交配に於いて，半数菌糸の走向が極めて不

規則となける有害作用が認められたことである。

シイタケ Cortinellus berkeleyanus S. ITo et IMAI (Lentinus edodes (BERK.) SING.)制

シイタケの性に関する研究は及川公平，河村(栄〉および西門らによってほとんど時を同うして公表さ

れた。

河村 (1935)'44) (昭 10) は「シヒタケの性」で次のように記している。“シヒタケ……は我国に於ける重要

なる食菌で，これが性に就て明かにしておく事は学術的にも人工栽培，品種改良の上にも緊要なる事項であ

ると考えられる。著者はかかる観点より本菌に就て若干の実験を行った。……1箇の子実体より H・ H・合計 64

箇の担胞子単箇培養を行った。かくして得た本菌の……単箇培養は各種寒天培養基上に於て白色の菌叢を

生じ，気走菌糸多く繊弱な外観を呈する。その菌糸は無色で隔膜を有し，鋭角に分岐する。而して，かかる

単箇培養を 2箇宛隣接して培養すると……或種の組合せに於てはここに新しく隔膜部に clamp-connexions

を有する菌糸を生じ，他の組合せでは之を生じないのである。この clamp-connexions を有する菌糸は前述

の単個培養の菌糸に比較すると，分岐角度が小さく，精気走菌糸少く外観剛直な白色の菌叢を生ずる。-

担胞子は単細胞で 1 箇の核を有し， これが発芽して生じた菌糸も亦 1 細胞中に 1 筒の核を有しているが，

clamp司connexions を有する菌糸は 1 細胞中に 2 核を有してゐる。即ち前者は monocaryon 菌糸，後者は

dicaryon 菌糸である。次に，之等多数の monocaryon 菌糸の培養から任意の若干を選び，これを用ひて交

配試験を行った。"その結果から“・…・・本菌には 4種の monocaryon 菌糸が存在し，本菌が四極性なる事

を知る。"なお別の組合による交配試験結果は“H・H・本菌にも geographic races が存する事を示"した。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 236 (1955). 
制一一一一:日本菌類誌. 2 (5) , pp. 176-177 (1959). 
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第 90 図河村栄吉(1935). 極性であるとされて

「シヒタケの性」 いる。"

“〔追記 2) 西門義一博士466) よりの書信によれば， 氏は本菌の性に関して既に本年 2 月大阪営林局造林

研究会でその研究結果を発表せられた由である。"

西門・山内 (1935)466) (昭 10) rシヒタケの性とその鋸屑培養に就いて」は，昭和 10 年 2 月広島市で開催

された大阪営林局第 9 回業務研究会における講演筆記で， これにはシイタケは 4極性であることおよび単

相 (haploid) 菌糸と複相 (diploid) 菌糸の聞には成長に差が認められることにふれている。 このことは

また，同年西門・山内(1935)464) rStudies on the heterothallism of Cortinellus Berkeleyanns ITO 

et IMAI , an economically important edible mushroom in JapanJ と題して英文でも発表されたので
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第 91 図河村栄吉(1941).

「帽菌の性に関する研究」のタイトル・ペーヲ

絡

と， hapJoid 菌糸は子実体

を形成することは全くない

が， diploid 菌糸はこれを形成する。よって本菌は heterothallic で 4極性を示めすことが明らかになった。

西門らはさらに，西門・樋口(1937)578) (昭 12) ["シヒタケ菌糸の四極性に関する研究補遺」および西門

(1938)帥) (昭 13) ["シヒタケの性並に其品種改良」と題して続報している。

これに対して異説が西門ら(1. c.) も河村(栄) (1. c.) もシイタケは 4極性であるとしたのであるが，

しひたけ現われた。すなわち及川 (1935)47町(昭 10) は「しひたけノ性」で次のようにいっている。“1.

何故ナラパ単胞子菌糸ハ永ク培養シテ置イテモハ普通ーツノ胞子カラ発育スルモノデナイト考へラレル。

II. ーツノ茸カラ生ヲタ

異群ノモノノ間二於イテ

しひたけノ菌柄ニ見ラレルヤウナ絞状連結ヲ有スル菌糸トハナラヌカラデアル。

単胞子菌糸ニハ二群アツテ同群ノモノ同志デハ絞状連結ヲ有スル菌糸ヲ作ラズ，
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ノミ之ヲ作ル。即チしひたけハ二極性デアルト断言スルコトガ出来ル。実験的ニ証明シタワケデハナイ

ガ， コノ絞状連結ヲ作ツタ組合セカラハ茸ガ生ジ，作ラヌ組合セカラハ茸ガ出来ヌコトハ他ノ茸ノ例ヨリ

見テ肯定出来ノレ。"とし，なお“性的組成ノ異ナル多クノ個体即チ地方種ガ存在スルけともいっている。

著者及川は東北帝国大学理学部生物学教室の人であるが，本論文の緒言に“我カ国ニ於イテ最モ普通ニ

食用ニ供セラレテ居ルしひたけノ生活史ヲ究明スルコトハ決シテ無意味ナコトデハナイ。何故ナレパ外国

ニ於イテハ勿論ノコト，我ガ国ニ於イテモ，生活史ノ重要ナル一点即チ胞子ヨリ茸ヲ生ズルニ要スル性的

行動ノ実際ニツイテ，マダ何等ノ研究モナサレテ居ラナイカラデアル。私ハ田原先生ノ勧メニヨリ昨春来

コノ茸ニツイテ研究シテ居タガ，多少闘明スル処ガアツタノデ，ココニソノ大要ヲ紹介スル"と述べてい

るように， この発表は同年ながら河村(1. c.) および西門ら(1. c.) に先んじておりシイタケの性に関す

る最初の報告といってよいであろう。

劃期的な研究は全く独立に行なわれながら時を同うして発表されることがしばしばあるものだが， シイ

タケの性に関する研究もその 1 例で，及川，河村(栄)，西門らによってそれぞれ何の連絡もなく着手さ

れたにもかかわらず，ほとんど同時に公表されたことははなはだ興味深い。

それはそれとして，シイタケの極性について及川(1. c.) の 2 極性と河村(1. c.) および西門ら(1. c.) の

4極性と対立した意見が出たわけである。その後公表はされないが多くの人々の実験は 4極性という結果

が出て，河村・西門説が圧倒的に支持されてきた。ところが最近，本菌は 2 極性と 4 極性の相異なる交配系

を実際に併せもつものではなく，本質的には 2極性の交配模様を示し， 4極性とされたのは厳密な意味では

正しくなく，これは“被覆 4極性 (masked tetrapolarity)" にほかならないという見解が発表された。制

ベッコウタケ Polyporus rhodo.ρhaeus L企 v. CFomitoρsis cytisina (BERK.) BOND. et SING.)制

伊藤(ー) (1944)874) (昭 19) は「材質腐朽菌の一種ベッコウタケのヘテロタリズムに就て」で次のこと

を述べている。ハンテンポクに形成された本菌の子実体 1 箇から担胞子単箇培養を得て次の実験を行なっ

た。“王手筒培養相互間の交配実験"結果，“......本菌はヘテロタリックで， 且つ四極性を有し， 単箇培養

の Clamp.connection を有せざる菌糸は……半数菌糸，交配菌糸の之を有するものは全数菌糸であろう

と考えられる。半数菌糸及び全数菌糸の形態……，前者の分岐角は後者に比して大である。叉厚膜胞子

(chlamydospore) は両者何れに於ても多数存在し外観上の差違は認められず……"とし，“単個培養相互

間の交配に於て見られる菌叢その他の差違"では“H ・ H・同一単箇培養の対崎培養は何れの因子型に於ても

両菌叢は全然同ーとなり，叉接合因子型聞の対峠に於ても殆ど之と同様である。然るに全数化……せざる

不接合因子型半数菌糸間に於ては両菌叢の接触部に溝状帯が認められ，之は……嫌触現象に類似するもの

であるが， VANDENDRlES (1933-1934)……の他菌に於て指摘した barrage sexuel 現象と恐らく同ーの

ものであろう ru---" といい，“半数菌糸及び全数菌糸の発育程度比較" は，“…・・全数菌糸は半数菌糸に

比して発育稲優れてゐるが，その差は顕著でない。"最後に“半数菌糸及び全数菌糸の材質腐朽力比較"

ではハンテンポク試験片を供試，フラスコ法で培養，重量減少率によって比較の結果を“H・...半数菌糸及

び全数菌糸の材質腐朽力にはさしたる差を見出し難い。"と記している。

この小実験の意義を強いてさがしだすならば， それまでほとんど全く言及されていなかった半数 (ha­

plodia) 菌糸と全数 (diploid) 菌糸の材質腐朽力の比較に関心を持ったことであろう。

制武丸恒雄:菌類の遺伝学的研究 IX. シイタケの交配系.菌草研究報 1, pp. 61-68 (1961). 

刺青島清雄:ベッコワタケの学名について.日林誌 45 (7) , pp. 231-233 (1963). 
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生立木の材質腐朽病病原菌

オオシロサルノコシ力ケ Fomes ulmarius FR. (Rigidoporus geotropus (COOKE) IMAZEKI)制

(Leucofomes ulmarius (Sow. ex FR.) KOT. et POUZ.)制

逸見 (1927)町昭 2) ["奈良公園春日神社境内杉老樹材質質朽のー原因」および同氏(1928)'汽昭 3) ["近

畿地方にて警戒を要する二三の針葉樹材質腐朽菌に就きて」で予報された本菌は，逸見・平山・野島

(1929) 7l) (昭 4) ["杉樹ノ心材脅朽ヲ基因スルおほしろさるのこしかけノ研究」と題する論文でくわしく発

表された。すなわち“緒論 著者等が本研究ヲ開始シタルハ大正十五年六月・…・・ナリ。……逸見及平山ハ

米国樹病学者…・・・トシテ著名ナル C.J. HUMPHREY 博士ト共ニ奈良公園ニ遊ピ，春日神社境内ニテ伐倒

サレタル老杉ノ材質著シク腐蝕シ居ルヲ発見シ，其腐朽状態ヨリ之ガ正ニ菌害ノ一種ナルコトヲ予想シタ

ルニ始リ，同博士ノ慾滋ニヨリテ直チニ研究ニ着手シタルモノナリ。……同年七月......著者等ノ研究室員

同勢六名同地ニ赴キ……精細ナル検索ヲ試ミタル結果，遂ニ其原因ト見倣サルル一種ノ硬質菌ヲ他ノ老杉

ニ発見シ，同時ニ前記寓桁材力。疑モナク菌害ナルノ証拠ヲ把撞スルニ至レリ。爾来数回……同地ニ出張シ

精細ニ各老杉ノ樹幹ヲ調査シテ，同一菌輩ガ広ク同公園ノ老杉ニ蔓延寄生シテ居ノレコトヲ確メタリ。叉他

方ニ於テハ禽朽材ヨリ分離シタル菌糸卜……菌輩ノ子実体ヨリ分離シタル菌糸トノ比較研究ヲ行ヒ， 正ニ

同一菌ナルコトヲ確信スルニ至レリ。而シテ著者等ノ観察ニヨレパ，本菌ノ寄生ヲ受クル老杉ハ直チニハ

枯死スルガ如キコトナク， 外観全ク健全状態ヲ示シ，其心材ノミガ次第二腐蝕セラルルモノニシテ腐桁ノ

程度進捗スルニ至リテ風害等ノ為メ容易ニ校幹ノ挫折ヲ原因スルモノナリ。故ニ風致土ヨリモ経済的見地

ヨりモ寒ニ寒心ニ模エサ、ルモノト謂フ可シ。 昭和三年八月…・・野島ハ……伊勢ニ出張シ，大神宮神苑内ノ

老杉ニモ奈良公園ニ於ケルガ如ク，本菌ノ発生相当アルコトヲ発見セリ。..・H・著者等ハ本菌ガ老杉材質脅

朽菌トシテ最モ恐ル可キモノノーナルニ係ラズ，未ダ学界ニ発表セラレタル記録アルヲ知ラズ。従テ其種

名ニ就キテ慎重考察ヲ試し最近漸クおほしろさるのこしかけ (Fomes ulmarius FR.) ニ外ナラヌコト

ノ確信ヲ得ルニ至レリ。…・・・"と本研究の動機を述ぺ，次に本菌の“形態"をくわしく記載，“分類学的

所見"では，分献および標本によって検討，“……著者等ハ以上記ス処ニヨリテ，杉樹ニ発生スルモノノ

学名ヲ Fomes ulmarius FR. トシ，和名ヲおほしろさるのこしかけトシテ取扱フ可キナリト信ズ。"とし

ている。

川病理学的所見"では次のように述べている。“Fomes ulmarius FR. は元来 Ulmus 属植物ニノミ寄

生スルモノトセラレ，子実体ヲ其根際， 樹幹或ハ本菌ノ為メ生ゼル空洞内ニ発生スルモノナリトサレシ

ガ，・…・・。 著者等ハ本菌ヲ H・H・老杉ニ於テ多数ニ採集シタルノミナラズ，…・・・全ク杉ニ発生セノレモノト同

一菌ト思ハルルモノガむくのき，えのき，くす，けやき等ノ j筒葉樹々幹ニモ発生スルコトヲ知レリ。杉樹ニ

於ケノレ本菌ノ発生状態ヲ見ルニ寄主ハ老成セルモノニ限ラレ， 樹幹叉ハ枝ノ切口，根際，樹幹ノ欠隙及空

洞内ニ現ハルルモ，多クハ枯枝ノ基部ヨリ折損叉は伐採セラレシ樹幹上ノ傷痕ニ発生ス。 ……伐採サレシ

被害老杉ノ樹幹ノ横断面ヲ検スルニ， 主トシテ心材ニ於テ指頭大ヨリ直径 10cm. 位迄ノ切口略々円形ナ

ル縦孔ヲ蜂筒状ニ多数ニ散在シ，孔ノ内部ハ膏朽シ居ルヲ見ル。……コノ孔ノ内部ハ腐朽ノ初期ニ於テ

ハ，半パ腐朽サレテ軟化セル褐色ノ繊維状材質及白色ノ菌糸ニ充満サレ， 更ニ腐朽進メパ柔軟トナリシ材

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 314 (1955). 

制青島清雄・古川久彦・林康夫:スギ生立木の腐朽部に認められる菌類. 75 回日林講. pp. 397~ 

398 (1964). 
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ハ黄褐色ノ粉末トナリ孔ハ空虚トナル。 ー 腐朽ノ進ミタルモノニ於テハ孔ノ長サ及幅ヲ増シ遂ニ樹幹ハ

中空トナノレニ至ノレ0 ・ 老杉樹幹ノ本菌ニ茎因サノレノレ腐蝕状態態ハ HUBERT (1924戸1 ノ所謂“Brown

pocket rot" ニシテ ， 材 ノ Cellulose ヲ先ヅ溶解セシムル為メニ材質ハ褐色ヲ呈スルモノノ如シ。 .. ..本

菌ハ ・ 全ク [BAVENDAMM 氏〕酸化帯ノ形成ヲ認メ …"ず。“ 此事実ハ本菌ガ Cell ulose 溶解

菌ニ属スルコトヲ暗示スルモノニシテ ・。"といい， “分離並ニ培養上ノ性質" 'C菌糸ノ発育ト培養混

度トノ関係" についてもその実験結果を述べている。

本論文は逸見らの材質腐朽菌に関する初期的研究でまた著名なものである。氏らがスギに見出した菌を

Fomes ulmω'ius FR と同定したが， のちに こ の菌はニ L サルノコシカヶ Rigido戸orus ulma円 us (Sow, 

ex FR.) IMAZEKI とされ， スギの葱 Rigidoporus geof1'o戸us (COOKE) IMAZEKI (オオ シロサ ノレ ノコ

シカケ〉とは別種だとされている制。

それはそれとして逸見ら(1. c . ) は この菌の材質腐朽性において重大な誤り をおかしていることが後年

明らかにされた。すなわち氏らは“・ ー 被害老杉ノ樹幹ノ横断面一 ニ ， 主トシテ心材ニ於テ指頭大ヨリ

直径 10 cffi ， 位迄ノ切口 l絡々円形ナル縦孔ヲ蜂筒状ニ多数ニ散在シ 0 ・ e 腐桁ノ進ミタルモノニ於テ，、孔ノ

長サ及幅ヲ増シ遂ニ附幹ハ中空トナルニ至ノレ。"といっているが， 上記 “蜂寵状"腐朽は本菌とは全

く関係なく，これは Slereu1n taxodii LENTZ et McKA y*3によっておこされた腐朽にほかな らないこと

が最近明らかにされたH。すなわち逸見ら(1. c . ) は研究対象としたオオシロサノレノコシカケと無関係な腐

朽部をこの菌によるものと誤認したわけである。

アズマタケ Polyρorus ol'ienlalis LLOYD [Onnia orienlalis (LLOYD) IMAzEKlys 

逸見 (1928)32) (昭 3) は 「近畿地方にて警戒を要する二三の針葉樹材質腐朽菌に就きて」 と 題する報文

中に本菌をとりあげているが， なお逸見・野島(1928)34) I松樹の根に寄生するアヅマタケの研究」でこ

れはくわしく述べられている。すなわち“緒論H で本菌の学名について記してから“ 著者の一人逸

見は 1926 年 8 月 京都市外比叡山麓に近き三宅八幡の境内に於て，初めて本菌を松樹の根に発見したる

が， 爾来之が研究に従事し，京都市内各所， 京都府下愛宕山 .... 滋賀県 .... . . 奈良公園，宮崎県 -等の

各所に於て採集せり o . . . .. . とし，“子実体の形態並に発育状況"“諸種の試薬に対する色素の反応"で

は子実体および培養基上の菌糸が有する美麗な色素について調べた結果を記し， 以下 “培養上の性質"

“菌糸の発育と培養沼度との関係"とつづき，“寄主植物に及ぼす影響"についてはい a 著者等は 1926

年以来本菌に関する研究に・ ・ 従事中なるが，本菌の最も普通に発生するは赤松の根部及根際に して， 著

者等の J[集したる標本内卜八箱中 ー ・ 赤松なりしもの実に三十九箱に達し， 黒松なりし もの四箱な

り。而して杉，縦，仲11 ， 檎の般にあらさるかと疑はれしもの各一箱宛あるも，松樹以外 - に就きでは尚

多少の疑問を保留す。 ー 本菌は最も普通に松樹の板に寄生するものにして，稀には其切株上にも発見せ

らる。而して本菌は尚生活力旺盛なる松樹の根にも，衰弱或は枯死したるものの根にも発生し居れるが，

官 1 H UBERT , E.: The diagnosis of decay in wood. Jour. Agr. R巴s. ， 29 , pp. 523~567 (1924). 

引伊藤誠哉 : 日本菌類誌. 2 (4) , pp. 3 13~314 (1955) 

日従来タイワンペニヒの孔状腐朽菌カサウロコタケ Stereum sulcalum BURT とされていたもの。な

お 158 ぺージ参照。

制青島清雄 . P. L. L ENTZ , and H. l"l McKA Y: Stereum laxodii in Japan and Formosa 
Mycologia 53 , pp. 145~ 1 54 (1961). 

計伊藤誠哉.日本菌類誌. 2 (4) , p. 387 (1955). 
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本菌の移しく多数に発生せる松林は之を離れて観察せば，一般に樹勢粉々衰えたる観あり。叉最も多数の

子実体を発生せしめたる松樹は，大抵枝葉幾分表弱し居れれ斯の如く尚生活力旺盛なるものの根に盛に

発生し居るを見れば，本菌が寄生性を有する事明かにして， 叉樹の衰弱若くは枯死せるものあるは，恐ら

く本菌の寄生に基因せられ， 永年の間に次第に根が腐朽し養分の摂取充分ならざりし結果なりと推察する

を得可し。本菌の侵害を受くる松樹は敢て老樹に限らず，京都市内外にて発見したるものは一般に若く，

約 30 年生位のもの多しon--u" と述べ，なお本菌の魔朽型については“……本菌の赤松の根に示す腐朽は

全く White pocket rot と称するものにして，此点より見るも本菌がリグニン溶解菌に隷属するものなる

こと明白なり。"としている。

カイメンタケ Polyρorus schweinitzii Fl{. CPhaeolus schweinitzii (FR.) PAT.J制〈カラマツ魔心

病菌〉

明治時代に白沢(1904)*' (明 37) によって報告されたカラマツの膏心病はその後永い間病原菌不明とさ

制伊藤誠哉:白本菌類誌. 2 (4) , pp. 380 (1955). 有事

保2 白沢保美:落葉松ノ腐心病.林試報 1, pp. 48~56 ('1904). 

れていた。大正未期にいたりその正体力三

判明したのであるがベその詳報は北島

(1928)47) (昭 3) Iからまつ魔心病ノ病原

菌ニ就テ」に発表された。次にその概要

を記す。

“緒言 …・・・からまつノ魔心病ニ就キ

テ…...白沢保美氏ハ……詳細ナル報告ヲ

発表サレタルコトアリシカ其後本病ニ関

シテ調査研究ノ公表サレタルモノナク旦

其病原菌ノ結実体亦不明ナリキ 白沢博

士……ニ拠リテ明カトナレル……其ノ心

材ノ腐朽状態ヨリ判断スルトキハ病原菌

ノ、かいめんたけ (POかψorus schweinitzit 

FR.) ナルカ如クナリシモ之カ結実体ノ

発生ヲ認メタルモノ無カリシカ大正十三

年十月林業試験場在勤矢野技師ハ・…・・浅

間山麓エ出張ノ節採集シタル…ーからま

っノ樹根三発生セシモノト称シテ著者ニ

恵与サレタル菌輩ノ、…・・・かいめんたけナ

ルコトヲ認メタルニヨリ大体ニ於テ本菌

カ魔心病ノ結実体ナルカ如ク考へラルル

ニ至リタリ….. 其ノ後叉大正十四年八

月......岩村田営林署在勤根岸技手カ浅間

制北島君三:落葉松ノ腐心病ノ正体及属柏葉フルヒ病菌ニ就テ.林学会雑 38, pp. 24~2泡 (1926).
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山麓ニ於テ……魔心病被害木ニ現出セリト称シテ著者宛送附シ来レルモノハ疑モナク先年矢野技師ノ採集

サレタノレモノト同一菌叢ニシテ主主ニ十数年来不明ナリシ浅間山麓からまっノ腐心病ノ病原体ハかいめんた

けト称スル・…・・菌輩ナルコト判明シタルヲ以テ主主ニ本病害……ニ関スル……研究ノ結果ヲ発表セント欲ス

" 。

“造林地ノ:被害状況現在ニ於テ魔心病ノ被害最大ナルハ浅間山麓国有林中追分村ノ裏ニ当ル所ニシテ

同地ハ大正十四年 H・...根岸技手ノ調査セル結果ニ拠レハ四十五乃至六十「パーセント」ノ腐心病被害木ヲ

見タルカ如シH ・H・著者ハ大正十四年十月……北佐久郡……志賀山国有林及上田部内加賀森国有林ニ於テ亦

被害状況ヲ観察セリ。……其ノ他同ジク浅間山麓ト称スルモ生長良好ナル塩野・…・・附近ニ於テハ被害ハ軽

微ナルカ如キ事実ヨリ考フルトキハ本病ノ被害ハ一般ニ生育不良ナル林地ニ大ナルカ如ク考へラル・

といってν、る。

“本菌ニ関スル文献"では内外のカイメンタケについて述べた文献内容の概略を紹介し“被害ノ徴候"

では膏朽材部の外観を述べ，さらに“…・・著者ハ......浅間山麓ニ於テ被害木ヲ伐倒シテ"樹幹の腐朽部を

調ぺたところ，全長 28 尺のうち 14 尺に膏朽がおこっている例をあげている。

川本病害ノ結実体"では外部形態，顕微鏡的特徴および培養上の性質に一部ふれてから，~...・..前述セルカ

如キ形態ヲ有スル本菌ハ……えぷりこ属 (Polyρoruりニ配属スルコト明カニシテ Polyporus schweintzii 

FR. ナル学名ヲ有シ英名ヲ Velvet-top fungus ト云ヒ本邦ニテかいめんたけと称セラノレH と本病病原菌

の同定を行なっている。

“本菌侵入ノ経路H では白井 (1904) および海外におけるそれまでの報告について述ぺたのち“……以

上記載セル如クかいめんたけハ締有ナル場合トシテ樹幹部ヨリ侵入スル外其ノ線部ヨリ侵入スルヲ通常ト

スルモノナルカ如シ 而シテ著者ハ浅間山鍵ニ於テ・…・・被害木ノ根部ヲ検シタルニ......白沢博士……ノ如

ク心材ノ膏朽部ハ常ニ根ノ一部ニ認メラルル傷療ニ連絡セルカ叉ハ根先ノ一部ノ腐朽セルモノニ連ナルヲ

見タル外枝根ヨリ出タル古キ細根ノ枯死セルモノヨリ腐朽ノ侵入セルモノ甚シク多クシテ…・・・著者ハ根ノ

心材部カ未タ魔朽ヲ来サスシテ前述セル細根ノ分岐セル部ノ己ニ淡褐色ニ変色セル個所ノ組織ヲ検鏡シタ

ルニ多数ノ菌糸ノ侵入セルヲ認メタリ 即チ本菌ハ根ノ先端部ノ枯死セル個所及枯死セル細根並ニ損傷/

部分ョリ侵入スルモノナルカ如キモ根/先端及細根ノ枯死スル理由及根ニ受クル損傷ノ原因等ニ関シテ尚

未タ之レヲ審ニスルコト能ハス"と述べているがこの所見は重要で，これについては後でふたたびふれる。

本論文はさらに“魔朽材ノ「セルローズ」及ヒ「リグニン」反応'に“菌ノ分離及純粋培養"，“温度カ

本菌ノ発育ニ及ホス影響"“単寧酸叉ハ拘機酸カ本菌ノ発育ニ及ホス影響"“菌糸ノ発育ト酸素ノ関係"

とつづき，“研究結果ノ摘要"で終わり，なお 1 図版を有する。

本菌による生立木の病害については以上のほか宮部(1917)制(大 6) がエゾマツおよびトドマツについ

て，また逸見 (1928)叩(昭 3) は「近畿地方にて警戒を要する二三の針葉樹材質腐朽菌に就きて」でマツ

の被害例をあげている。

永友 (1934)問) (昭 9) ["針葉樹の心材魔朽を基因するカイメンタケ (POか'porus Schweinitzii FR.) の

研究」には次のように記されている。“……1927 年逸見〔武雄〕教授は京都市下鴨神社境内に於てヒメコ

マツ…・・の生樹にカイメンタケの寄生せるを発見せられ， 著者に之が調査研究を懲惑せられたるが，著者

は其後の研究に因りて本菌は近畿地方より九州地方に亘り各種の松樹に発生することを明らかになし得た

制宮部金吾:えぞまつ及とどまっの心材腐蝕に就て.北海道林業会報 180, pp. 1-4 (1917). 
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り 0 ・…・・"とし，“地理的分布"，“学名の考察"と述べ“形態"を記載し，自ら採集した本菌の寄主とし

てヒメコマツ，アカマツ，クロマツ，ダイオウマツ，エゾ7 ツ， トドマツをあげている。“生理学的性質"

では“培養上の性質"“菌糸の発育と培養温度との関係" "本菌の色素形成と光線との関係" "厚膜胞

子の発芽"rこついてその実験結果を述ぺている。次に“樹病学的考察"では“寄主植物"を文献その他

によって多数あげ，“病原性並に伝染径路"を文献で記し，“本菌に因る各種木材の腐朽試験"を針葉樹

14 種，広葉樹 12 種の材片について行ないJ・ H ・H・針葉樹は一般に広葉樹材より魔朽程度大なることを知れ

れ然れども潤葉樹材中センノキ， サクラ， …・・等は針葉樹材中の禽朽度大なるものと略々伯仲の魔朽度

を示せり。"としている。

本菌によるカラマツの被害はその後富士山麓にも見い出され，現今では広く本邦に見られるようになった。

北島(1. C.)47) は前掲のとおり“H ・ H・本菌ハ根ノ先端部ノ枯死セル個所及枯死セル細根並ニ損傷ーノ部分ヨ

リ侵入スルモノナルカ如キモ根ノ先端及細根ノ枯死スル理由及根ニ受クル損傷ノ原因等ニ関シテ尚未タ之

レヲ審ニスルコト能ハス"としている。これについて，土壌断面を見て排水が不良で地下水位が高い土嬢

と判断される林地に植栽された五葉マツ (white pine) はカイメンタケに侵されるようだ， という観察が

北米で行なわれている制。わが国における調査でもやはり地下水位が高く， 排水不良で断面に還元層がみ

られる土壌ではカラマツの細根が空気(酸素)欠乏のため魔敗枯死， これが本菌侵入の門戸となるとの見

方がなされている制。細根枯死の原因はわからなかったにせよ， 本菌がこの部分を侵入門戸とすることを

明らかにした北島はやはり慧眼といわなければならない。

ホウロクタケ制 Trametes dickinsii BERK. 

逸見(1933)267) (昭 8) I殻斗科樹材の帯電朽を基因するミヤマウロコタケとホウロクタケに就てJ に次の

ようにある。本菌は“……本邦特産の菌なり。而してホウロクタケなる和名は……安田(1912)桝……の命

名発表せるものなれ尚…・・・梅村 (1914)持5...・-・の発表せる記事あれども，何れも簡単なる形態の記載にし

て，筆者は未だ寄主植物に及ぼす影響に就きて論述せられたるものあるを知らず。 ……筆者が蒐集研究し

たる標本は北海道採集のものH・H・。本州採集のもの……， 内寄主の判明せるものはクリ・ナラ・シヒ等な

り。次に四国採集のもの……。以上の如く本菌は北海道・本州及び四国に分布すること明かにして，寄主

は殻斗科属の潤葉樹材に限らるるが如し。 H・"。次に形態のくわしい記載を行なってから，“……本菌は

枯損木の材質を侵害するものの如く，多くは樹木切株上に生ず。叉製材後侵害すること決して稀ならずし

て，橋梁・鉄道枕木及び建築材の恐る可き害菌なれ本菌に因る魔朽材は次第に褐変し，最も烈しく侵害

せられたるものは極めて脆く炭質化し， 赤褐色叉は濃褐色を呈す。 H・H ・FALCK (1927) の Destruktion

に相当するものにして， HUBERT (1924) の所謂 brown cubical rot (亀裂状褐色腐朽〕なる腐桁型に属

するものなること明かなり。"と。

桂(1937)556) (昭 12) I鉄道枕木の腐朽を基因するホウロクタケの研究」に本菌は詳細に述べられてい

る。すなわち"...・..著者は嚢に鉄道枕木腐朽菌類の採集を試みたるに採集品中ホウロクタケは最も多数

にして其分布広く恐るべき鉄道枕木の害菌なることを確信せり。然るに従来の文献を見るに， 嚢に逸見

制 BAXTER， D.V.: Pathology in forest practice. New York & London , p. 145 (1943). 

制伊藤一雄:図説樹病講義.東京， pp. 243~244 (1955). 

制本菌は普通生立木を侵すことはない。

制安田 篤:菌類雑記(十).植物学雑 26 (309) , pp. 298~300 (1912). 

制梅村甚太郎:菌類報知(ー).植物学雑 28 (328) , pp. 195~197 (1914). 
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(1933)267)が本菌の材質膏朽型に就きて発表したる他は何れも単なる分類学的記載に過ぎず。最近著者は本

菌の枕木健朽状態に就きて粉々詳細に観察したるのみならず， 其純粋培養を作り 2， 3 の生理的性質を明

になし得るを得たるを以て，妥に其の結果を発表することとせり。……"といい“本菌に因る鉄道枕木の

魔朽状態並に子実体の形態"では， "...・..著者は枕木に発生せる本菌を東京・神奈川・京都・奈良・兵庫・

広島・熊本及び鹿児島の諸府県下に於て国有鉄道，私設鉄道を通じて，現に敷設しあるか叉は既に撤去せ

られたる枕木及び駅構内並に治線の土留，柵垣，枕木・…・・等にて採集し得たり。著者の調査したる限りの

各所に於ては本菌子実体の発生頻度は，アミスギタケ， ヒイロタケ，マスタケ〔アイカワタケ]，スエヒロ

タケ，クロクモタケ〔カワラタケ]，キガイガラタケ等の腐朽菌に比し逢かに大なるものありき。……本菌

子実体を発生したる材種は其全部を決定し能はざりしも， クリ最も多く次いでナラ， ブナ及びシヒ等な

り。…・・"とし，“H ・ H・次に膏朽枕木材を切断し内部の状態を観察するに，本菌に因る腐朽は特に心材部lこ

著しき傾向あるものの如し。 &P ち防魔剤注入の極めて困難とせられたるナラの心材及びブナの擬心材並に

薬剤注入を施さざるクリ等に被害多きは以て知るべきなり。材質の腐朽部は膏桁初期に於て一般に赤褐色

或ひは褐色にして，健全部との境界梢明瞭なり。膏朽初期の材質には未だ収縮叉は亀裂を生ずること無け

れども，腐何程度の進行せるものに於ては濃褐色を呈し……。 ……腐朽著しき材片は乾燥せば甚だ軽く，

且つ炭質化して極めて脆く容易に指問に於て粉化し得たり 0 ・…一以上の如き枕木材質魔朽状態より推察す

るに，本菌は FALCK (1927) の所謂 Destruktion を原因し ZeJlulosespezialisten に属することは疑を入

れざる処にして…--J' と述べ“子実体の形態"を詳しく記載している。次に“分離並に純粋培養上の性

質"，“菌糸の発育と培養温度との関係"“本菌の湿熱に対する抵抗力"と述べ“BAVENDAMM 氏酸化

酵素反応"については"...・..何れの試薬濃度に於ても……酸化帯の形成を認め得ず。……従って本実験結

果によるも本菌は Destruktionspi1ze に属し，所謂， ZeJlulosespezialisten なること明なるが如し。" と

いっている。なお本報交には上記のほか“他菌と対峠培養に於ける行動"についても述べられている。

台風被害と生立木の材質腐朽

逸見(1935)407) (昭 10) は「殴風被害と樹病学の筒題」で次のように述ベている。“昭和 9 年 9 月 21 日

に関西地方を襲撃した空前の大暴風にはあらゆる方面に於て尊い犠牲を払って居るが， 植物病理専攻学徒

が農作物の被害と共に最も遺憾に感じたことは， 多くの神苑，林泉が見る影もなき迄に荒らし傷つけられ

たことである。……筆者等の観察によれば，所謂老樹名木なるものは，平素外観健康に見ゆるも，その過半

は硬質草菌類に基因せらるる心材費朽性の疾病に躍り，極めて折れ易い状態になって居る。過般の聡風で

は若木や健樹にも倒壊折損したものが相当多いが， 筆者等が神苑，林泉に於ける惨害の跡を訪ぬるに，斯

ふした羅病樹の被害が特に多く目立って居る。筆者は現在京洛の地に住し，親しく夫等の倒伏叉は折損せ

る樹木を目撃し得たるを以て，主として赤井重恭農学士と共に，実地の調査と材料の蒐集に努力を続けて居

る。"といい，“樹木の心材魔朽と硬質草菌類との関係"“老樹名木の病害予防と補強工作"と述べ

“隠風被害調査と近畿地方の主要なる心材魔朽菌"では“筆者等の調査せる処によると， 過般の暴風に因

る折損樹木の硬質菌に基く魔朽型は樹木の種類によって，各巌略々 1， 2 種に限定せられていた。このこと

は近畿地方では樹の材質魔朽を原因する強力な菌の種類が大体限定せられて居ることを示すもので， 頗る

興味のあることではあるまいか。"とし，具体的な例として“カイメンタケに因る老松の心材腐朽"，“オホ

シロサノレノコシカケに因る老杉の心材腐朽"， “オニカハヲソタケに因る老一位樫の心材魔朽'二 “アヅマ

タケに因る松樹根部の腐朽"，“マスタケに因る椎樹の心材腐朽"，“カハヲソタケに因る桜樹の心材腐朽"
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をあげている。次に“樹病学上の 2， 3 基礎問題に対する疑義"では材質腐朽菌の寄主体侵入口， 侵入時

期および潜伏期について疑義を投げかけ， 特に心材魔朽においてこれら諸点の解明が困難なことを指摘し

ている。

伊藤(ー) (1940) 716) (昭 15) は「澗葉樹根株部魔朽の原因をなすべツコウタケに就て」で， “・…・・筆者

は東京市目黒区農林省林業試験場構内のハンテンポク並木(樹齢約 30 年，樹高 16~22m，胸高直径 40~

60cm) 数十本中に，根株及び捜部に本菌子実体の発生せるものがあったので，此を観察して来たが，偶々

昭和 13 年 9 月 1 日関東地方を襲った随風のため此並木の大半は根こそぎ倒れた。……筆者は鵬風直後倒伏

したハンテンボク根株の裏を詳細に観察したが，何等子実体らしいものを発見し得なかった。然るに倒伏

後 7 日にして再び之をみるに， 根及び樹幹の腐朽部に不整形なる子実体の多数形成せられてゐるのを見，

後此等は次第に正形となった。 尚風倒したハンテンポクを地際近くで玉切った切口の腐朽部にも極めて短

期間内に子実体の形成せられるを認めた。"と。

昭和中期に，北海道を襲った台風によって破壊された層雲峡原生林の調査は， この問題に関する多数の

資料と回答を提供している制叶50

アイカワタケ(マスタケ) Polyporus sulρhures (BULL.) FR. CLaetiρorus sulphureus (BULL. 

ex FR.) BOND. et SING.J嗣

逸見 (1935)407) (昭 10) は「随風被害と樹病学の問題J で“マスタケに因る椎樹の心材腐朽"について

“筆者等が過般の暴風被害樹調査に於て新たに獲得せる， 研究問題は多数あるが， 就中その被害樹の最も

多い点に於て，叉その腐朽が極めて鮮かにして， 庸朽部と健全な辺材部との色彩の対照が明瞭なる点に於

て，最も興味を感じたのは椎の心材腐朽性一疾病である…一。 目下……研究に従事中で……他日詳細に発

表する機会を見出す積りであるが，脅朽部は健全部よりも著しく濃い褐色に変じ， 魔朽の甚だしく進展し

たものに在つては，材の脆き炭質に化し， 乾燥すると亀裂を生じ，叉指聞に挟みて採むと容易に粉砕せら

れる。……即ち亀裂性褐色朽に属し， HUBERT (1924) 氏の brown cubical rot を示すものであるが・

筆者等は未だ明かに夫が何菌の被害であるかを証明しない。魔朽の状態から推定し，叉附近の椎に子実体

を発生したことから見て， 恐らくマスタケ〈ー名アヒカハタケ叉はホクチタケ) Polyρorus sulρhureus 

(BULL.) FR. に基因せらるるものであらうと推定して居る。……"と述ぺている。

それから 2 年後， 逸見・赤井 (1937)537> (昭 12) は「椎の心材褐色朽に関する研究」と題する論文で，

上のその後の実験結果を報告している。 まず“緒論"で“......鵬風直後筆者等の調査し得たる多数の折

損樹には 1 個も病原菌子実体の発育を認めざりしが，逸見 (1935)叩〉は種々ある点より帰納して恐らくマ

スタケ・…・・に基因せられしものならんと記せり。爾来筆者等は本病に関する研究に従来し，遂にその病

原菌を確認し得たるを以て， 妥に調査検討の結果を報告せんと欲す。……"といい，“被害樹幹の腐朽状

態"つぎに“病原菌の決定"では膏朽材から分離した病原菌の菌糸と，マスタケ〔アイカワタケ〕子実体

制今関六也・青島清雄・小野馨:北海道エゾマツ， トドマツ原生林の菌害，特に根株腐朽についてー

風害から学ぶものー.森林防疫ニユース 4 (3) , pp. 50~59 (1955). 

世一一一一・一一一一:風害を誘発する立木の根幹腐朽.日林誌 37 (9) , pp. 413~416 (1955). 

制一一一一・一一一一一:菌害.石狩川源流原生林総合調査報告， pp. 239~271 (1955). 

制一一一一一:北海道林業と菌害対策.北方林業. 166, pp. 1~6 (1958). 

制亀井専次:病害および菌害.北海道風害森林総合調査報告， pp. 231~290 (1958). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , pp. 273 (1955). 
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から分離した菌糸とを比較培養し， 菌叢の顕微鏡検査によって第 2 胞子 (Secondary spores) の形成を

み， さらに折損樹にその後生成された子実体を検査して， これはマスタケ〔アイカワタケ〕によるもので

あることを決定した。 この論文には次lこ“折損樹に生じたる子実体と培養基に生じた第 2 胞子の形態"，

“病原菌の発育と培養温度との関係"についても述べられている。

ワヒダタケ Cyclomyces fuscus KUNZE ap. FR. 

逸見・赤井 (1937)問) (昭 12) は「椎の材質膏朽を基因するワヒダタケに就きて」に次のように記して

いる。“ワヒダタケなる和名は……田中(延) (1890)引が命名したるものにして，氏は学名を Cyclomyces

fuscus FR. とせり。其後・…・・安田 (1913)制はこれを Cyclomyces fuscus Kunze と記るせり。…・・・筆者

等が蒐集したる本菌標本 19 箱中 12 箱は椎の枝幹に生じたるものにして，他の 7 箱は寄主不明なり。従っ

て本菌は本邦に於て通常椎の枝幹に生ずるものと断定し得可く， 恐らく椎以外の樹種を侵害せざるものな

らんか。......本菌が東京以南，九州、|宮崎県に亘りて広く分布すること明かなり。"次に形態をくわしく記

載してから “…・・本菌は通常枯死せる椎の校幹樹皮面に発生し居れども，尚枝葉の繁茂せる生樹に於

て，既に枯死せる 1 側面の樹皮上に発育し居ること稀ならず……。叉本菌による材質魔朽状態を見るに，

腐朽は通常樹皮の内面に初まり，次第に心材の中心部に向って進行するものの如く， 周囲部程腐朽程度著

るし・…・・。上記の如く本菌は尚生活力ある椎の樹幹に発育することあるのみならず，魔朽が形成層の部分

に初まるに関はらず，樹の急速なる枯死を招来せざる事より推察するに. 本菌の病原性は割合弱きものに

して，仮令生活組織を侵す力あるとするも，極めて緩漫なるものと見倣さざる可からざるものの如し。斯

の如く本菌は HUBERT (1924) の所謂 White pocket rot.....・にして， F ALCK (1927) の所謂 Korrosions­

pi1ze に属し， リグニン溶解菌(Ligninzersetzer) なること明かなり……。"と述べている。

アラゲ力ワラタケ Polystictus hi何utus (WULF.) FR. (Coriolus hirsutus (WULF. ex FR.) 

QUÉL.J剖

逸見・丹羽(旧倉田) (1937)539) (昭 12)1桜樹の材質禽朽を基因するアラゲカハラタケに就きて」にはま

ず形態が記され，次に“……本菌の侵害を受けたる桜樹校の横断面を見るに， 腐朽は最初菌の侵入せる側

の辺材部に始まり，次第に材の中心に向って進み，遂に心材部をも全然侵害するに至るものの如し。……魔

朽部は全体一様に晒されしが如き白色を呈し柔軟となるも， 健全部との境界に幅広き帯紫褐色の変色帯を

生ずるのみならず，その変色帯と自費部との境界には更に細く濃色線を生ず。……本菌は FALCK (1927) 

の Korrosionspilze に属し， リグニン溶解菌なること明か……"であるといっている。なお本菌菌糸の発

育と温度との関係についても述べられている。

マイタケ Polyporus frondosus FR. (Grifola frondosa (DICKS. ex FR.) S. F. GRAY "イタ

ケ ， Grifola albicans IMAZEKI シロマイタケ〕制 (171 ページ参照〕

伊藤(ー) (1941)761) (昭 16) は「マヒタケに関する二，三の研究j で“マヒタケは古来巨大なる子実体

を形成することと共に極めて美味なる食用菌として賞用されて来たのは世人の汎く知る処である。……本

菌は極めてよく人口に謄1足せるにも不拘， 之に関する研究報告は甚だ少く分類学的記載を除いては重要々た

制田中延次郎:雑録.わひだたけ(新種).植物学雑 4 (44) , p. 385 (1890). 

制安田 篤:菌類雑記(二十一).植物学雑 27 (322) , pp. 469~471 (1913). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 266 (1955). 

制一一一一:日本菌類誌. 2 (4) , pp. 336~337 (1955). 
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るものである。……尚叉古書にも散見せられ一般にも周知の如く本菌に黒色，白色の 2 品種があり..・H・

筆者も亦之に関し興味をいだき若干の比較観察をなし・…・・た。"といい，“宿主植物並に発生状態"では自

ら調査した寄主としてブナ， クリおよびミズナラをあげている。“本菌の学名及び形態"では“黒色系"

および“白色系"のそれぞれについて形態を記し，学名として Polyρorus frondosus FR. を採用してい

る。次に“黒色系"と“白色系"を比較して“担子胞子の発芽"“分離及び培養実験"“菌糸の発育

に及ぼす温度の影響"について実験結果を述ぺている。“本菌に因る各樹種の腐何状態"では，フラスコ

試験法によってクリ， ミズナラ， シラカシおよびアカマツ材片に本菌の“黒色系"および“白色系"を

それぞれ接種した結果，“H ・ H・本菌は各系統とも， ミヅナラ， シラカシを最も甚しく侵し， アカマツに対

しては腐朽力極めて小である。叉辺材部は心材部に比して腐何せられること甚だ大である。次に各系統の

魔桁力を比較すると，各々の聞に大なる差は認められないが， 黒色系……は他の白色系に比し膏朽力稿大

なる結果が出てゐる。……"とし，本菌による膏何材の外観について，“……HUBERT (1931)制によれば

本菌による腐朽型は Brown spongy rot なる由であるが， 筆者の観察するところによれば， 腐朽の末

期には寧ろ White spongy rot と称するを適当とするやうに思はれる。尤も本菌に因る禽朽材・…・・はそ

の初期に於ては White pocket rot 或は White mottled rot CHUBERT (1924) による〕に類似する点

多く， 次に White rot 或は White spongy rot と称すべき状態になる。"としている。“次に本菌の

“BAVENDAMM 氏反応"は陽性の結果が得られた。そして“結言"では“……本菌には黒色品種と白色

品種があると言はれて来た。而して筆者の実験観察はH・ H・やはりその存在を否定することは出来ない。即

ち形態的に言へば白色系は黒色系に比レ…・・， 培養上の特徴，各樹種に対する魔桁力……等に於ても若干

の差異なしとしないが併し此等を別種として取扱ふ……"程の大きな差は認められないと結んでいる。

数年後今関 (1943)85 1) (昭 18) はこれら“黒色系"および“白色系"をそれぞれ別種とし， “白色系"

を新種と認めて新たに記載を行なった (171-172 ページ参照〉。

サクラノサルノコシカケ Fomes ρomaceus (PERS.) BIG. et GUILL. CPhellinus pomaceus (PERS.) 

Qu企L.J制

逸見 (1942)附(昭 17) r満洲国及び北支に於ける公園樹と街路樹の二，三病害に就きてJ 中の“サクラ

ノサルノコシカケに因る桃の心材費朽性疾病"に次のように述べられている。“筆者は昭和十五年八月…

…北京郊外万寿山に於て観賞植物として多数に植栽されて居る山桃(ノモモ P仰nus Davidiana FRANｭ

CHET) の枝葉の繁茂旺盛なる枝幹にサクラノサルノコシカケの子実体が!移しく発生して居るのを見てその

被害決して軽視し得ないものであることを知ったが，被害樹及び被害枝は老幼種々であった。元来山桃は

北支に於ては到る処の公園，離宮に見らるる植物である。同年…・・・蒙彊国宣化に於て-…・・答の生樹に，・

同十六年九月…・・には北支， 河北省……に於て桃及び杏の生樹に之を採集した……。本菌は殆ど Prunus

属樹木のみを侵害するものの如くであるが，その学名に就いて筆者は尚正確なる断定を下し得ない。筆者

が大正四年四月…・・北海道札幌市……に於てエゾヤマザクラの樹皮面に発見せし標本を検して LLOYD 氏

…・・はこれを Fomes ρomaceus PERS. と鑑定したが，安田氏(1923)制は同一標本に対しサクラノサルノ

コシカケ…・・・なる和名を与へられた。……"といい，文献をあげてから，“……仮に……Fomes ρomaceus

勢 1 HUBERT , E. E.: An out1ine of forest pathology. pp. 367-368 (1931). 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 397 (1955). 

制安田 ;篤:菌類雑記(百三十六百四十一).植物学雑 37 (439-444) , pp. 200-208 (1923). 
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(PERS.) BIG. et GUILL. を使用し， この……断定は将来の研究に侠つことにする。"としている。次に

は形態を記載し，本菌の材質鷹桁性については“本菌も…-・リグニン溶解菌であって Korrosionspilze に

属するものの如く……被害枝に就いて調査せし処によると， 完全に宵朽せし部分は純白色に変じ，極めて

脆く柔軟になって居るから，乾燥せるものは極めて軽く，海綿状である。換言すれば White spongy rot 

を基因する菌である 0 ・...

ずっと後年になって本菌の生理および材質腐桁性について詳細な研究成績が公表された則。

ウサギタケ Tramefes frogii BERK. 

逸見 (1942)問) (昭 17) I満洲国及び北支に於ける公園樹と街路樹の二，三病害に就きて」の“ウサギタ

ケに因る柳， 楊類の材質膏朽性疾病"の項には次のように記されている。“ウサギタケは……本邦に於て

は既に北海道及び本州に産することが報ぜられて居るが……生樹の魔朽を基因し， 警戒すべき菌であるこ

とは記載せられて居ない。唯満洲国に於て温水 (1939)問) (昭 14) は本菌が街路樹及び公園樹のドロノキ，

ヤナギ，カエデ等に発生し，考慮を要する樹木害菌であることを簡単に記して居る。筆者は昭和十五年に

満洲国……に於てドロノキ及び柳の生樹並に腐桁せる柵杭に移しく発生して居るのを見た許りでなく，

…杏，……率果の校幹に発生せしものを採集した。北支に在つては，昭和十五年既に北京中南海公園の柳

生樹に，叉蒙彊国宣化で杭木に， ・…・・十六年八月には河北省の北京， ・…-等に於て脅朽せる杭木許りでな

く，公園樹叉は街路樹として同地方に極めて普通なる柳の生樹に本菌子実体が聖書しく発生して居るのを見

た。筆者は生樹校幹に於けるその発育状態を仔細に調査した結果，本菌は少くとも，柳・楊類に於ては，生

活力ある枝幹を侵害し，その材質膏桁を基因し，次第にその樹の活力を脅すものであると推定した。勿論

校の折口その他の傷療から侵入するもので，最初は既に枯死寓桁せる部分に菌糸が蔓延し， 後次第に生活

力ある材質を侵害枯死せしむるものと見倣される。"とし，“……ドロノキの腐朽枝に就いて研究せる結果

から見ると，その材質部は形成層の直下から，中心部迄全体一様に晒されしが如き白色を呈し， 極めて脆

く柔軟な状態に変化して居た。 ……上記の如き腐朽材の変色状態から推定するに，本菌は白色朽を基因す

るリグニン溶解菌であって， Korrosionspillze に隷属するものである。"と述べ， なお本菌の形態を記載

している。

ニクウスパタケ(コパノウスパタケ〕制 lrpex COnS01'S BBRK. (C01'iolus consors (BERK.) 

IMAZEKI]剖

逸見・大野(1943)844) (昭 18) は「木材膏朽菌コパノウスパタケの研究」で，“コパノウスパタケはニク

ウスパタケとも呼ばれる硬質菌で，……近畿地方では各種潤葉樹の枯損せる枝幹叉は切株などに極めて普

通に発生する菌である。筆者等は本菌の樹木材質に及ぼす影響並に菌糸の発育と培養温度との関係等に就

き研究したから，妥にその結果を報告することとする。"とし，まず“菌の形態と名称"を述べ，“木材

魔朽菌としての特性"では，“……筆者等の・…・・蒐集せし標本は頗る多数であるが， 主に本州， 四国及び

九州産のもので，寄主の判別したものは， シヒ，アラガシ，イチヰガシ，クヌギ，ツバキ，ヤナギ類，サ

カキ，ヤマシパカヘデ等であった。 ……何れも枯損木の校幹であって，生樹に対する侵害力は恐らくない

制高井省三:桃生樹の材質白色朽を基因するサクラサルノコシカヶ Phellinus 戸omaceus (PERS.) 

QUÉL. に関する生理学的研究.植物病害研究 5 (3) , pp. 119~125 (1955). 

長2 本菌は普通生樹を侵すことはない。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 262 (1955). 
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ものであらう。潟朽材は横断面に於ても，縦断面に於ても，心材辺材の別なく全面一様に晒されし如く白

変して重量を減ずるが......。上記の如き帯電朽状態から見ると，本菌はリグニン溶解菌 (Korrosionspilze ，

Lignizersetzer) に属すもののようである。……本菌による魔朽型は正に全体性白色朽(逸見ら 1945890)) 

に属する"といい，なお本菌の BAVENDAMM 氏反応は陽性であるとしている。次に“菌糸の発育と培養

温度との関係"，つづいて“摘要"でこの報文は終っている。

モミサルノコシカケ Fomes hartigii ALL. (F. robustus KARST ) (Phellinus hartigii (ALLESCH. 

et SCHNABL) IMAZEK!J制(アスナロ・トドマツの溝魔病菌〉

北島 (1930)山(昭 5) は「ヒパ生立木の溝魔病に就て」で概報を行ない，病名の由来については“H・H ・

元来北海道方面にはエゾマツに溝魔病と称する病害があって， 其の徴候及被害部に発生する菌輩の着色，

大さ，発生状態等に就き記載に照して見ると，事もヒパに発生したものと異る点、を認めなかった……。"と

いっている。

翌年同氏 (1931)1回) (昭 6) は「ヒパ生立木の溝魔病に関する研究」と題してくわしく報告しているの

で，次にその要点を記す。“1.緒言 大正十五年八月ヒパ飛魔病害調査の為め青森営林局管内蟹田及内真

部両営林署部内に出張中樹幹の長軸に治ひて長く且つ比較的幅広く腐朽し飛魔病とは全然其の腐朽状態を

異にする丸太が甚だ多数堆積されあるを見たるを以て各被害丸太に就て詳細に検したるも当時遂に其の病

原体と認むべき菌輩を認むること能はざりき 越へて昭和三年八月当林業試験場技師河田恭氏は青森営林

局管内大畑部内に於てヒパの生立木に発生した Fomes に属する一種の菌輩を採集して著者に恵与された

り 然れども其の発生せる個所の材の状態不明なりしを以て右菌輩は如何なる魔朽状態を呈せる樹幹部に

発生せる結実体なるや全く不明なりき 然るに同年九月並に翌年六月著者は同局管内内真部部内に於ける

ヒパ純林内に於て生立木の樹幹が溝状をなして腐朽せる部分より前述したる菌草の発生せるものを多く採

集し更に周年秋田営林局管内扇田部内長部沢国有林に於てもヒパの生立木に同ーの病害を認め且つ向種の

菌を多数に採集し次に宮城県庁構内のモミの生立木に亦同一菌重量を認め降りて昭和六年六月当場長自(白)

沢〔保美〕博士も青森管内のヒパ林に於て同一菌輩を採集され主主に本菌は東北地方に於てヒパ及びモミの

生立木の樹幹に寄生して其の材を魔何せしめて祷魔病を発生せしむること確認するを得たるを以て以下本

菌に関する研究結果を記述せんと欲す。……"とし，“ 2. 被害の微候"を述べてから，“ 3. 結実体の形

態及学名"の項では外国文献にふれ，本菌の形態をしるしてから"...・..本菌は外観上針葉樹の生立木に

発生する Fomes igniarius Fr. に酷似したる点あるも F. igniarius. Fr. は樹幹に密著して容易に離脱

し能はざるに比し本菌は極めて脱離し易きことに由り容易に両者を判別することを得而して北海道地方に

於てトドマツの生立木に寄生して溝禽病を発生せしむる Fomes Hartigii All. と称する菌輩H剖は其の外

形著色並に内部の色沢等に於て殆んど前述したる菌輩と区別すること能はざる迄に酷似したるを以て昭和

三年八月宮部〔金吾〕博士に之れが異同の鑑定を仰ぎたる……同一種と見て差支えなき旨の回答を得訟に

青森地方に発生せるヒパ溝魔病菌は北海道地方は於てトドマツの溝魔病を発生せしむる Fo明es Hartigii 

All.と同一なること明かとなれり 而して本菌撃の学名に就きでは一説には前記したるが如きを至当とす

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 373 (1955). 

長2 宮部金吾:えぞまつ及とどまっの心材魔蝕に就て.北海道林業会報 180, pp. 1~4 (1917). 

長3 豊平金助:野幌国有林に於けるトドマツのサルノコシカケの発生期に就て.同 15 (8) , pp. 11~13 
(1917). 
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るもの及び他説に従へば Fomes robustus Karst. に該当するものなりと主張せらるるが如し 然るに

1928 年 ENGLER則氏の分類に従へば F. Hartigii All. は F. robustus Karst. の異名なるが如く且つ後者

に対しては既に安田氏刺……がモミサルノコシカケなる名称の下に其の形態上の記載の公表あるを以て著

者はヒパの樹幹に寄生せるものも同氏の命名に従ひ邦名をモミサルノコシカケとし学名を Fomes robustus 

Karst. とせんと欲す。"としている。すなわち ， Fomes hartigii と F. robustus を同一菌とみとめて本

溝魔病菌に F. robustus をあげているが， 後年今関 (1943)制) (昭 18) によってこれらは各々別種とさ

れ，前者は Phellinus hartigii (ALLESCH. et SCHNABL.) IMAZEKI (モミサ Jレノコシカケ)， 後者は

Phellinus robustus (KARST.) BOURD. et GALZ. (コブサルノコシカケ〉とするを妥当とされ， 本病原

菌は Phellinus harti・gii とすべきであるとされた。

北島 (1931)1聞の報告はさらに“ 4. 菌糸の有す色素の反応"，“5. 本菌の分離及純粋培養"“ 6. 本菌

に依り溶解せらるる木質細胞内の成分"， “ 7. 本菌の発育に及ぼす温度の影響"， "8. 本菌の他種針葉樹

に対する魔朽力"と本菌の生理的性質を述べている。

亀井・今井 (1933)回目(昭 8) í トドマツ溝魔病菌に就て」には“北海道に於ける針葉樹三大病害のーと

さるるトドマツ溝魔病菌 Fomes Hartigii (Allesch.) Sacc. et Trav. var. japonica Miyabe et Kusama 

は外国に於て，樫属に寄生すると称さるる Fomes robustus Karsten 並に独逸地方に於て縦属に寄生する

Fomes Hartigii (Allesch.) S. et. T. = Fomes robustus Karst. forma Pinum Bresadola の二菌と其

培養的性質に於て如何なる異同ありやに就きて研究したる結果の一端を報告……"しているがこれら各菌

の異同については明確に論じていない。

カサウロコタケ Stereum sulcatum BURT (Stereum faxodii LENTZ et McKAY)*' (ペニヒの蓬

根宵病菌〉

沼田 (1931) 197) (昭 4) は「紅槍の蓮根寓菌」でこれをカサウロコタヶ Sfereum sulcatum BURT であ

ると述べている (158-159 ページ参照〕。

山本(和〕・伊藤(武) (1932258) , 1933♂319吋(昭 7，めは「紅檎の白色穴宵ー名蓮狼病に関する研究」と

題して， 台湾におけるペニヒの材質商朽性病害を詳細に報じている。“緒言"で“……原生林の紅檎には

屡々樹幹の心材部に縦に走る数条乃至数十条の魔朽よりなる孔道を有し，此等の膏朽子Lは後に更に拡大し，

隣接のものと相癒合して大なる空洞となり，心材の大部分を占むるに至るものあり。此の腐朽孔は恰も蓮

根の孔の如き観を呈する故，斯る材を俗に蓮根材と称し， 材の利用価値著しく低減する為，林業者聞には

従来注意を惹き居りしが……。 昭和六年一月…・・台湾総督府営林署造林課長大石浩氏は……蓮根の華と称

せらるる硬質菌の子実体を本大学-…・・松本教授宛に送り，該菌の鑑定を依頼せり。仰って調査の結果該菌

を Stereum sulcatum BURT と同定し・…・・回答せり 0 ・…・・本菌は北米合衆国及加奈陀地方に於て針葉樹林

に発生し，樹木病害として相当注目を要すべきものなるが，……未だ樹病学的の詳細なる研究報告を見ざ

る状態なれ依って著者等は…・・本問題の研究に着手し・…・"たとしている。“病原菌の形態"を詳述，

“本菌の分類学的位置並学名の考察"を行ない，“病理学的研究"では文献によって本菌寄主 33種 2 変種

特1 KILLERMANN. S.: A. ENGLER u. K. PRANTL.Die Nat�lichen Pf1anzenfami1ien 6, p.192 (1928). 
H 安田篤:菌類雑記(二十). 27 (320) , pp. 386-388 (1913). 

制青島清雄・ P. L. LENTZ, and H. H. McKA Y: Stereum taxodii in ]apan and Formosa. Myco. 
logia 53, pp. 145-154 (1961). 
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をあげている。 それから“……紅檎は

本菌の寄生を受け易く，太平山の紅檎

伐採地に於ける柏夫の言によれば\本

菌の接種を受けて蓮根魔をなせるもの

は全体の 80% 以上に及ぶと言ふ。

…本菌の寄主体侵入の順程につき考察

するに，本菌の菌糸は主として心材を

侵し，生活旺盛なる辺材を侵す事は困

難なるを以て，恐らくは枝幹の創傷等

により辺材部が枯死或は衰弱せらるる

に当り，同処より侵入し直に心材に到

りて該部に繁殖するものなるべしon--­

・・とし，“魔朽材の組織学的観察"を
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行なって"...・..膏朽孔の初期は半ば膏

朽されて絢や柔軟となり色淡き繊維状

を呈するも，後腐朽の進むに伴ひ大部

分は白色繊維状に変り，後更に此の繊

維状物は次第に消失し，遂に周縁部に

僅に繊維状物及菌糸を残し中空とな

り，所謂白色穴腐 (White pocket rot) 

を形成するに至る。"としている。次
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第 93 図 山本和太郎・伊藤武夫(1932).

「紅檎の白色穴腐ー名蓮根禽に関する研究」の
タイトル・ページ

に本菌の“培養基上に於ける性質"を記し，それから“菌糸の発育に及ぼす単寧酸の影響"については

“ Bavendamm (1928) によれば本菌の如き Lignin 分解菌にありては酸化帯……の形成を認められるべき

筈なるも， 本菌は…・・・顕著なる酸化帯の形成を認めざりき，之れ恐らく試薬たる単寧酸の濃度低き為めな

らんと推定す。"と述べ，“本菌の発育と培養温度との関係" ，こついて実験結果をあげている。

エゾサルノコシカケ Cry�otodenna yamanoi IMAZEKI制

山野(1931)212) (昭 6) は「エゾマツ心材白斑腐蝕菌侵入の径路と其予防に就て」で， 氏が命名した

Daedalea jezoensis (エゾノコシカケ，エ、ノサルノコシカケ〉制および Trametes �icei (マルアナエゾノ

コシカケ， マルアナエゾサルノコシカケ〉射によるエゾマツ生立木心材腐朽について北海道苫小牧，支勿

原生林で行なった調査結果を次のように報じている。

まず調査地の地況，林況および菌害の概況を記したのち，“エゾマツ菌害木の外観"“子実体の特徴"

を述べ，“エゾノコシカケ菌侵入の経路並に魔蝕の経過"では，“......エゾマツ樹幹の通心縦断面…・・・を得

て子実体の発生箇所を検したるに悉く枯損校より子実体を発生し-…・・枝痕以外の部より……子実体の発生

したるものを認むることを得ざりき。 ……エゾノコシカケ菌は枯損校心材を通じて樹幹心材を侵害し子実

体は更に侵入部を通じて外部に発生するものなりと認め得ぺし。……"。“腐蝕の経過"では“……侵入点

後1 Daedalea jezoensis Y AMANO および lrametes ρicei YAMANO はのちに同一菌とされ， Cry�toｭ

derma yamanoi IMAZEKI と命名され.和名はエゾサルノコシカケとされた (172， 187ページ参照)。
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第 94 図山野義雄 (1930).

「北海道産えぞまつ心材腐蝕菌の二新種に就て」
のタイトル・ページ

より上下に及ぼす腐蝕に就きでは上方

よりも下方に向ふ傾向を示せり…

とし， “エゾノコシカケ菌のエゾマツ

材質に及ぼす変化"では，本菌の“…

…腐蝕特異性は主としてリグニンを自

体の構成に用ひ，セルローズを残留せ

しむるものにして膏蝕心材小孔の白斑

は残留せしセルローズに因りて白色を

呈せるものなり。……"といい，なお

脅朽材と健全材の化学分析結果を表示

している。

“子実体着生高と材幹被害との関

係"については“…・・子実体発生部は

即ちエゾノコシカケ菌の侵入部位…

…"であり，“……エゾマツ地上高 180

糎(約 6 尺〉に於て被害率 71% を示

し地上高を増すと共に被害率を逓減せ

れ基部に被害率の高き事実は現在の

エゾマツが原生林なるため其下校の心

材を経て……心材部に本菌の侵入せし

ことに起因せるものなり。" としてい

る。“樹令と菌害との関係"では，“樹

令 50 年以下のものに於てはエゾノコ

シカケ菌の被害を認"めず，“樹種の

混渚と菌害との関係"では“……エゾ

マツ及び潤葉樹の混請の度を異にする

標準区を撰びて調査を行ひたる結果は…・・澗葉樹との混滑によるも何等本菌害の軽減する事実を認……

めなかった。最後に本菌害の“予防法"については，“……現在の原生林に於ては先づ菌寄木より処分す

るか小面積に区劃して皆伐を敢行し植栽によりて林分の更正を計るの外途なし。植栽による同令単純林に

ありでは間伐撫育に努め林木の成育を旺盛ならしめ秋季或は早春枝打を行ひ力校以下の生校を切断し枯枝

は決して樹幹に残留せしむ可からず。将来エゾマツ造林は単純林叉はトドマツとの混滑林を以てするを可

とす。……"と結んでいる。

翌年山野 (1932)259) (昭 7) は「ヱ、ノマツの生育状態と菌害との関係及び其予防法」でさらにこれをふえ

んしている。すなわち“直径階と菌害との関係"については“……直径階別菌害木数を覧るに菌害木数

は直径階の進むに従ひて増加し，直径階 26 糎に於て最多菌害木本数を示し，漸次逓減せり。然るに菌害

木の特徴を示す子実体を外部に発現する迄には.本菌の侵入後 18 年以上……を要すること及び…・・ヱゾマ

ツ直径生長経過…・・とを併せ考察すれば，本菌の最も多く侵入する処となりし・…・・直径階は，現在最多菌
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害木本数を示せる直径階 26 糎より小径なる 18 糎以下に在りしものなることを推し得ぺし。……"といい.

次に“ヱゾマツ生育状態と菌害との関係"では“……ヱゾマツ菌害木本数が胸高直径 24-26 糎附近に於

て最高位を示すことは，本魔蝕菌が侵入後 18-78 年を経過し，胸高直径 24-26糎附近に達するに及びて

本子実体を外部に最も多く発事したることを示すものなれ故に本腐蝕菌の侵入は苫小牧エゾマツ天然林
の成立過程より推定するに，ヱゾマツ被庄の下に在りし時期に侵入したるものの如し。 ……本病がヱ、ノ‘マ

ツ老令木に生づる病害なりと称せらるるは， 単に皮相的観察に基けるものにして，其由来を究むればヱゾ

マツ幼令期より壮令期に移らんとする被庄の時期， 即ち胸高直径約 18 糎， その樹令 73-145 年に至る生

育期に於てヱ、ノマツの最も多く侵害せらるる処の病害なりと云はざる可からず。"と，し，“ヱゾマツ生育状

態より見たる菌害予防法" (こついては本菌は“……枯損枝を通じてヱゾマツ心材に侵入するものなるを以

て枯損枝を樹幹に存在せしめざることは，本菌害予防の第一義なり。…・・・被圧の状態に在るヱゾ、マツ林は，

間伐により或は上木を除去し，陽光の射入並に通風を良好ならしめ以てヱゾマツの生育を促し， 併せて本

菌侵入の径路をなす枯損校は，樹幹に接して之を切断除去に努むべきなれ ヱゾマツ人工造林は，天然林

に於て経過する本菌侵入を最も容易ならしむる被圧の期間を安全に経過せしむるを得て， 本菌害予防には

最も理想とする処なれ而て植栽林にありても間伐撫育に努め樹勢を旺盛ならしめ，枯損枝は決して樹幹

に残留せしめざることを要す。"と結んでいる。

ニセカイメンタケ Polystictus tomentosa (FR.) SACC. [Onnia tomentosa (FR.) KARST.]制

山野(1934)392) (昭 9) は「エ、ノ‘マツ及トドマツ樹根の白斑膏朽菌ニセカイメンタケ及近似種の性状の差

異並に被害駆除予防法に就て」で， “……北海道に於ては本菌はエゾマツ幼令木より壮令木に至りて侵害

する処のものにして枯損或は風倒の一因を為すものなり。"とし， その樹根への侵入径路については“・・

…筆者は......エゾマツ及トドマツ生木樹根の根端毅根を追求せしに H・H・髪根先端の生長点は悉く鮮黄色の

菌糸によりて侵されたるものあるを認めたり。依りて本菌糸を…・・分離......培養を行ひたる結果は嚢にニ

セカイメンタケ子実体より分離培養したる同菌の性状と一致するものなることを認めたり。於此処エゾマ

ツ及トドマツ壮令樹にして樹根にニセカイメンタケ子実体の発生せるものの樹根に就て検したるに……毅

根先端の生長点、は鮮黄色の菌糸によりて侵されたるものあるを認め更に……其菌糸を分離培養し培養基上

に於ける此等菌糸の性状より漸く本菌はエゾマツ及トドマツ費量根先端の生長点より侵入漸次樹幹心材に及

ぶものなることを推定するに至れれ斯くして侵入せし菌糸は維管束に入り孔絞(紋〉を通じ或は・…・・隣

接細胞に侵入し漸次樹幹に及ぶものなれ而して春材部は秋材部に比して......叉辺材部は心材部に比して

……容易に菌糸の侵入する処となるを以て初期被害樹根は年輪に沿ひて白斑魔朽の痕を認むるものなり。要

之に本調査に関する限りに於ては本菌は震根の生長点より侵入するものなることを認めたれども Hubert

民剖説述の菌に就て同氏が観察せられたるが如き樹根の傷痕部より侵入する事実は之を吾腐朽菌に於ては

目撃することを得ざりき。"といっている。

“駆除予防法"については“……エゾマツ及トドマツ林に於て欝閉の著しく被圧木の存する林況にあり

では其髪根先端に本菌の侵入せるものを著しく認めし事実， エゾマツ及トドマツの生育旺盛なる林況にあ

りでは髪根先端の本菌に侵されしもの砂き事実並に本菌被害のエ、ノマツ及トドマツ壮令樹の主根が悉く本

菌によりて全く魔朽せるも不定根によりて僅かに余命を繋げるものを往々エゾマツ林中に認むる事実……

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 385 (1955). 
得2 HUBERT , E. E.: An outline of forest pathology (1931) ・
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より類推して之が駆除予防法は (1)欝閉甚しく生育の停止せるが如き林況にありては援根は本菌の侵す

処となり易きを以て間伐を徐々に行ひて被害援根の代償として不定根の発育を促すべし。 (2) 樹根の錯綜

は本菌の地中伝播を速かならしむるものなるを以てエゾマツ及トドマツ造林に当りでは適当なる滴葉樹種

を選択混清すべし。 (3) ・…・・被害木の主根を切断し根倒しとなすことは本菌警の駆除予防上緊要なること

なり。即ち主根の切断によりて樹幹基部は漸次乾燥し子実体発生に不適当となるべく o ・ H ・ (4) ......林内

に於て露出せる直根に機械的傷害実或は焚火の癒痕を与ふることは……容易に他種魔桁菌の侵入を促進せし

むる因となるを以て……慎むべきことなり。"と述べている。

トウヒカワラタケ Polystictus tryqueter (FR.) COOKE (Onnia triqueter・ (ALB. et SCHW. ex FR.) 

lMAZEKI]制およびエゾカワラタケ Polystictus subρertusus (LLOYD) YAMANO (Onnia subpertusa 

(LLOYD) IMAZEKI]勢1

山野 (1935)47町(昭 10) は「エゾマツ心材白斑禽桁菌タウヒカハラタケ及其近似種の性状と侵入の径路

並に予防法に就て」において， トウヒカワラタケ (Pol)stictus tryqueter (FR.) COOKE) およびエゾカワ

ラタケ (Polyρorus subρertusus (LLOYD) YAMANO の侵入径路を次のように述べている。“子実体の発

生せる材幹を一定間隔毎に逐次横断する時は例外なく…・・嘗て皮部の傷害せられたる部の被覆せられし痕

跡に到達すベし。此部位の魔朽は最も著しきを以て魔桁は此部より進展したることを観取し得ベし。……

即ち本調査に依れば，両菌種は樹幹の被りし傷事電部より材部へ侵入したる結果を示せり。"

なお，予防法としては“エゾマツ天然林に於て両種魔桁菌は……倒木の隣接エゾマツ立木樹幹皮部に与

へし過擦傷面より侵入せし結果を示せり o ......練って択伐林にありてはその研伐に当りて如斯傷療を隣接

エゾマツ立木に与ふる機会極めて多きが放に本種の菌害木も従って多き所以なれ以此処研伐に当りでは

能ふる限り傷害を残存木に与へざる様留意せざる可らず。……"といっている。

タカネウロコタケ Hymenochaete (Veluticeps) sp. (Veluticeρs angulaη・S (LLOYD) AOSHIMA 

3t FURUKAWA チズガタサルノコシカケ，クスリウロコタケ〕制

山本(和〕・伊藤(武) (1936)53日(昭 11) は「属柏の抹香禽に就て」でタイワンヒノキの材質魔朽につ

いて次のように述べている。“……伐採されたる扇柏の樹幹を見るに， 心材部に腐朽を生じてゐるものが

甚だ多く，その数半ば以上に及んでゐる。 この宵何には柚夫によって抹香鷹叉は飛膏と呼ばれてゐるもの

と，麦稗賓と呼ばれてゐる 2 種類あって，一般に是等は別々の樹に発生してゐるが，稀には同じ樹に発生

している。争1<香寓は亀裂性褐色魔朽と称すべきものであるが，その禽朽した材は濃褐色を呈し，指先にて

容易に粉末になり且つ特殊なる香気を放ち，精や抹香に似たところがあるので， 斯る名称が附けられたの

である。……"といい，“被害樹の観察"では“内部に抹香魔の発生してゐる樹は概して下の側校が早く

より衰弱枯死し，脱落欠除してゐるものが多い。従って長い通直な幹を現し，一見して良好なる長大材を

取れ得る様な外観を呈し，樹冠は生気旺盛でない。 魔桁樹幹の横断面-…・・を見れば主として心材部に淡褐

色乃至栗褐色した……。 膏朽した材は柔軟脆弱にして，……指先にて容易に粉末にすることが出来る。即

ち本実桁は HUBERT (1924)剖の Brown cubica1 rot なる魔朽型を表するものである。次に樹幹の縦断

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , pp. 386~387 (1955) 

長2 青島清雄・林 康夫・古川久彦:木雪地方のヒノキ， サワラの心寓れ病について.72 回目林講 p. 

309 (1962). 

*3 HUBERT , E.E.: The diagnosis of decay in wood. Jour. Agr. Res. , 29, pp. 523~567 (1924). 
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面により腐朽を見れば， 本腐朽は樹幹の地際部より地上数十 m の梢頭部に至る聞に於て， 一個所或は数

個所から現れ，その魔朽は初め折損した或は痕跡状に残存してゐる側枝の内部に生じ， 後之より側枝に沿

ふて幹の中心に向って進み， 遂に心材部に到達したる時は，その附近に褐色……の宵桁が一個乃至数個現

れる。 ……是等の各商朽は初め不規則に散在するが，後に漸次相癒合し，終に樹幹に沿ふて走る甚だ不規

則なる梼桁となり，下方は根に，上方は樹幹梢頭部及び各側枝に達する魔朽となる。……"。次に“病原菌

の形態"につづいて，“本菌の分類学的考察"では，本菌は Veluticeps fusca HUMPHREY et LONG に

はなはだよく似ているが，これと同定しがたい点があるので“H ・ H・此処では Hymenochaete (Veluticeps) 

sp. として置き尚詳細は既往の種類と比較した上，最後に確定したいと思ふ。何れにしても本邦に於ては

未知の種類であると思はれるので，本菌草にタカネウロコタケ(高嶺鱗茸〕なる和名を与へたいと思ふ。"

としている(156 ページ参照〉。 なお本報告には以下“本菌の寄主植物並に分布"および“本菌の培養基

上に於ける性質"が述べられている。

ベッコウタケ POかρorus semilaccalus BERK. , Polyporus rhodophaeus LEV. , Fomitoρsis semiｭ

laccatus (BERK. ex COOKE) S. ITO , comb. nov制 (Fomitoρsis cytisina (BERK.) BOND. et SING.)*2 

(180 ページ参照、〕

小野進 (1927)制(昭 2) は“……私は，友人を誘うて〔明治神宮〕外苑の方へ散歩に出ました。兼(予〉

ねて悶いて居った名木，ナンヲヤモンヲヤを見たいと思ひましたが， まだ工事中だので自由に出入りする

事が出来ません。それで工務所を訪ねた所，折よく T技師の御好意により詳細な説明を承はったので，取り

敬へずお知らせ申します。 同氏の談によれば， ["大正十四年初夏の頃，ナンジヤモンジヤが病気に掛(権〉

った。それは根の部分に卵黄色の吹出物が現れたもので， 早速白井光太郎博士の診断を乞ふと『少し手お

くれだ』と悲観的なお話で，叉病原はサルノコシカケの類かと申された。 これはキノコの類で菌糸によっ

て殖えるものだが，こんなに外部に現れる頃は既に病膏育に入ったものである。次に大外科手術が始まっ

た。第一病菌の着いて居る部分は見える丈け菌糸を取除き，コシカケは鋭利な小万で切りとられた。第二

に幹の既に膏ったと見えた部は切りとった。上部の大きな傷あとはそれである。 第三に小万で切りとった

部分には，凡て丁寧に防膏剤を塗布した。第四に根の露出部と附近の土には，噴霧器で消毒剤を撒布し

た。第五に患部空洞等には，すべて消毒漆喰をうめた。最後に幹板(校)等に石炭(灰〉漆喰を撤き，時

々ボルドー液を撒き，土にも同様な手当をして治療が終った。何分重病の事故其の後の静養手当にも，非

常な苦心をした。夏の盛りから秋迄，杉丸太で小屋掛けをして，強い日光にも当てない様に簾でかこっ

たJo ..・ H・"と述べている(第 95 図参照)。

小野(1. c.) の著書は遇俗科学書であり，病原はただ“サルノコシカケの類"としてくわしくは記され

ていない。 この本体について詳述したのは今関(1935)'問(昭 10) の「東京の名木ナンヲヤモンジヤの死

因となったベツカウタケに就て」で，これには“明治神宮外苑の名木ナンヂヤモンヂヤ(注原文のまま〕

即ちヒトツパタゴ (Chionanthus retusus LIND et PAXT.) が長い間癌疾に悩まされ，故白井博士その他

の名医の手厚い看護の甲斐がなく遂にその命脈を絶ってから最早 2 ヶ年に垂んとしている。其死因に就て

悉しい事は知らないが，ずっと前から樹幹の地際部にベツカウタケ (Polyρorus semilaccatus BERKELEY) 

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 305 (1955). 

制青島清雄:ベッコウタケの学名について.日林誌 45 (7) , pp. 231-233 (1963) 

制小野進:自然の国宝と日本人.小坂， pp. 96-98 (1927). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉 -229 

第 95 図 ベッコウタケに侵された神宮外苑

ナンツャモンツャの外科手術

左上一本立時代;右上 ベッコウタケに侵された
部分;右中 患部を切開したあと;右下ベッコウ

タケの子実体;中央外科手術後新装をこらして公

開を待つナンジャモンジャ;下 外科手術のあと

手術のかいもなく数年後これは完全に枯死した一

小野進 (1927). r 自然の国宝と日本人」による

なる害菌が繁殖してゐた事から考へると恐ら

くはこの菌の侵害にその直接の原因があった

のではなかったかと想像される。幾度か施さ

れた外科的手術によって痛ましくも傷けられ

た彼の瀕死の名木の姿は思い出すも尚涙を催

さしめられる…・・・。 1 昨年の夏丁度彼樹が息

を引きとって問もない頃筆者は外苑……で是

を訪れ，当時我物顔に差を張ってゐたペツカ

ウタケの一片を採集して来た。……扱て此の

ベツカウタケは普通 Prunus 属の植物に発生

する菌で，我国では各地に広く分布する害菌

である。安田氏引は産地として仙台・愛新知

(愛知〕・(新〉潟等を報じ，沢田氏(1931)'0日

は台湾，筆者は仙台・東京・千葉等で採集し

ている。 LLOYD によれば東洋方面に広く産

し，アメリカには無いといふ。……"とし，

次に本菌の形態を記載している。

逸見・赤井(1939)647】(昭 14) の「ベツコ

ウタケの樹病学的研究」ではまず“1.緒言"

で“ベツコウタケは本邦内に広く分布し，尚

生活力旺盛なる潤葉樹の材幹不(腐〉朽を基

因す。筆者等は近畿地方に於て，サクラ，ニ

セアカシヤ， ネムノキ， ピワ， モミヂ， カ

キ，シヒ，イチヰガ、ン，タブノキ等の主とし

て幹の基部近くに発生せしものを採集したるが，特に桜及びニセアカシヤに多きが如し。筆者等は昭和 12

年 7 月……北海道札幌市に於て帝国大学構内及び円山公園に本菌子実体が多数発生し居るを認めたるが，

同地に於ても特にニセアカシヤ及び桜の被害甚大なる点に興味を感じ， 帰学後直ちに本研究に着手せり。

・'とこの研究の動機を述べ，“ 11.名称，形態及び分布"では，“ベツコウタケなる和名は大正元年に

故安田……の命名したるものにして，従来本邦に於て本菌に就き記載せられたもの決して直接からざれども，

その著者等・・・・は何れも之に Polyporus semilaccatus BERK. なる学名を当てられたり。然るに今年今

関 (1939)山は之に Polyρ抑制的odoPhaeus L企v. なる学名を当て，永年採用せられ来りたる，前記学名

をその異名と見倣されたり。……筆者等はその資料に乏しき故を以て，本菌の分類学的検討を試みざるも，

. P. semilaccatus BERK. と P. rhodo�haeus L圭 v. とが全く同一菌なりとせば， 先命権に基き本菌

学名として後者を採用するを正しとす。"といい， 次に形態をくわしく記載， 本菌の分布については“・・

…本邦に於ける分布は極めて広く，殆ど全国に産するものと認定し得可し。…"と記している。“III.菌

糸の発育と培養温度との関係"についで，“IV. 被害ニセアカシヤ樹幹の腐桁状態"では“暴に今関……

持l 安田 篤:菌類雑記(十).植物学雑 26 (309) , pp. 298~300 (1912). 
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……は本菌が......名木ナンツヤモンヲヤの死因をなしたることを報じたるも， 氏はその材質魔朽状態に就

き何等記載する処なし。従って筆者等の調査せる範囲に於ては，本菌の樹病学的性状は全然未知の領域に

属するものの如し。……"とし著者らは“……伐採当時尚生活力を保有し……H ていた材料によって調

べ“…・・腐朽は幹の材部に留ることなく，根部も亦著しく侵害せられ居れれ被害樹幹の横断面に就きて

見るに通常魔朽は周聞の辺材部に発し， 次第に心材の中心部に向って進行するものの如……"く， また

“……横断面の周辺部に最も膏朽の進みたる部分あるも，腐朽部の幅は一様ならざるのみならず， 心材の

中心部に近く膏朽の柏々進展せし部分あり。斯の如き場所に.於ては春材の寓朽特に著るしきものありて，

年輪の境界に治ひて同心円状に最も柔軟なる部分を生じ居れれ …・・・最も腐朽の進展せる部分の横断面を

見るに辺材部に始まりし膏朽が材の中心部に向って進行する速度一様ならずして， 一部分既に中心に達す

るも，尚周辺部に健全部残留す。而して腐朽の上下に進む速度は，放射方向に進む速度に比し大にして，一

度心材の中心部に達したる腐朽はその附近に於て容易に上下に進展するものの如く， 従って幹の横断面に

於て，周縁の一部と中心部とに魔朽部を見出すも，その中間全く健全なることあり。 …・・本菌による材質

の膏朽は HUBERT (1924) の白腐れ (white rot) に属すること明かにして Zone Lines の形成は認め

得ざりき。"と病状所見を述べ，“V. BA VENDAMM 氏反応による樹病学的診断"では"・..本実験結果

はベツコウタケが・…..Korrosionspilze に隷属することを暗示するものなり。……"といっている。

偶然にも逸見・赤井(1. c.)"" と時を向くして伊藤〈ー〉も本菌の研究を行ない，その結果は 1940 年71町と

1941 年759) に発表された。次には「潤葉樹根株部魔初の原因をなすべツコウタケの研究J (1941)159) (昭 16)

の概要を述べる。“1.緒言" に“筆者も亦，偶々昭和 9 年秋田県下に於てニセアカシアの並木に移しく

発生せる本菌の子実体を発見し，その後屡々本菌の被害を蒙りたる樹木を認め， 爾来興味をいだき若干の

観察，実験を続け今日に至る。…・・・"といい，“ II. 学名並に形態" "III.宿主植物並に地理的分布"と

つづき， “ IV. 被害状況及び侵入径路"では， “本菌はH ・ H・ニセアカシア， サクラ類に最も普通に見らる

るものにして，その他多種の潤葉樹の材部魔朽を基因し， 殆ど総て地際に近き樹幹部及び根部に子実体の

形成を見る。 …・・筆者の観察せるものの中にも，子実体の多数発生せるウラヲロゴシユユは遂に枯死し，

叉トゲナシニセアカシアは次第に樹勢衰へ今や瀕死の状態にあり。 …・・・筆者の観察によれば本菌の被害に

よる魔朽は樹幹の地際部及び根部に於て特に甚しく， 漸次上部に進み，且つ魔朽部附近には例外なしに傷

療が認められ，禽朽程度は心材部及び死せる樹皮組織に於て大なり。即ち本菌は初め根及び幹の傷療より

侵入し漸次進行せるものの如く推察せらる。"といっている。“V. 担子胞子の発芽"， “VI.培養上の諸

性質"とつづき， “VII. 本菌の各樹種に対する腐朽力"では“…・・本菌は針， 潤両葉樹に対し， 相当猛

烈な寓朽力を有するものにして， 就中アカマツ，ハンテンポク，ソメイヨシノ等最も甚しく，ニセアカシ

ア，スギは比較的軽微なれ而して辺材，心材の何れが魔朽され易きゃをみるに・…・・辺材部は著しく魔朽

せらるるをみる。……"と，フラスコ法による試験材片の腐朽程度を記している。なお， “VIII.材質魔朽

性に関する観察" “ IX. 厚膜胞子"， “ X. 考察並に結言"でこの報文は終わっている。

シマサルノコシカケ Fomes lamaoensis (MURR.) SACC. et TROTT. CCry.ρtoderma lamaense 

(MURR.) IMAZEKI]制(クスの立枯病菌，センダンの蜂禽病菌)

沢田 (1928) 66) (昭 3) は「障立枯病に就て」で次のように述べている。 “緒言 …・・樟樹の・…・・造林地

引伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 361 (1955). 
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に於て十数年を経過したる成木が各地に於て立枯するものが発見された。而して吾人の注意を喚起したの

が大正六，七年頃である。例を以て示せば・…・・北投の陸軍用地に造林された樟は今回数十本宛約三箇所枯

れて終った。叉台北チ卜卜・・…の小南湾の造林地には十数本宛二箇所枯死したのを見た。 ……即ち此立枯病は

殆んど全島に広布されて居るものである。是等の枯死したる樹は大抵植付三年位から十数年を経過した

ものである。而して障の場合は大抵十年生以上の樹で……。"次に“世界に於ける歴史"では“H・...此

子実体は此立枯病々原菌のものであることは錫蘭の Petch によりて同定された。即ち此病原菌の学名は

Fomes lamaoensis (Murr.) Sacc. et Trott.とされてゐる。" とし，この菌の“外国に於ける既知寄生

植物"をあげ，“病徴"を記載，“病名" については， “Petch に従へば此病気の名称を Brown Root 

Disease (褐色根魔病〕といふて居る。……此病気を褐色根魔病と……呼んでも差支ないが台湾に於て樟の

此病気の発見当初立給するから立枯病といふて置いたが今日一般に皆律立枯病の名を以て呼んで居るから

私は一般に通ずる名前として此処には偉立枯病なる名称を採用して置く。"としている。“病原菌" につい

ては"...・..Petch が…・・茶樹パラゴムノキの病根……に形成された子実体は Fomes lamaoensis と符合

すべきものであるとしている。 ……自分は未だ台湾に於て此菌輩を嘗て発見し得ない。然し台湾に於て障

及其他の樹を立枯せしむる病菌の菌糸の形態， 性質及病徴等は全くそれに符合して居るから確かに此者と

同物であるものと信ずる。"といっている。さらに“病菌の伝矯"，“防除法"で本報交は終っている。

山本(和) (1936)530) (昭 11) r台湾の木材質朽 I.センダンの蜂禽魔」には次のようにある。“センダン

…uは本島に於ける主要樹木の一種で……。……遺憾ながら是等樹幹の内部に白色斑点状， 或は蜂筒状腐

朽の生じてゐるものが甚だ多い。 この禽朽の発生により，現今健全なる長大材を得る事が頗る図難とされ

てゐる状態である。著者は台北市近郊の数箇所に於て被害樹上に発生した Fomes 属のサルノコシカケを

採集…・・。 このサルノコシカケは本膏朽の病原体として誤りない事が確められた。……未だ学界に本腐朽

の様な魔朽の報告を見ないので，主主にこの帯電朽に就て報告したいと思ふ。"次に“魔朽状態の観察"では

“本魔朽菌は初め生木の心材部を侵害し，後に辺材部に及ぶ。甚しき時は樹を衰弱せしめ，遂に枯死せしむ

るに至る。被害樹幹の心材部には白色斑点、状或は蜂窮状の腐朽が現れる。……"と魔朽材について詳細に

記載， “……白色繊維状を呈している被害管壁は……殆んど木質の反応を呈しないが， ……繊維質の反応

を呈した。依って各管壁は本腐朽菌によって初め木質が分解され， 後に繊維質が残り，之も最後には分解

されるものと思はれる。"としている。“魔朽菌の形態"を記し，“腐朽菌の分類"では文献によって検討

の結果“……本腐朽菌を Fomes senex NEES et MONT.制か或は之に近縁なる種類として留め置き，後

目標本と比較或は魔朽型の比較を行って確定したいと恩ふ。"と述べ，なお“培養基上に於ける魔朽菌の

発育H についても記している。

ヒイロタケ Polystictus sanguineus (L.) FR. r Trametes sanguinea (L. ex FR.) LLOYD J剖

平山 (1929)'日(昭 4) rひいろたけに関する研究」の“緒言"に "......poかstictus 属に隷入すべき菌

類中本邦に産し赤色を呈するもの二種ありとされ， ーを Polystictus cinnabarinus CJacq.) Fr. 他を

Polystictus sanguineus (L.) Fr.と称せらる。各種の樹木及その材に繁殖生育する事は既に報告され居

るも詳細なる菌学的研究及樹病学的研究につきて論及せられたること極めて砂し。著者等の研究室にては

長1 今関六也氏談によれば，本菌はシマサルノコシカケ Cryρtoderma lamaense (MURR.) IMAZEKI で

はあるまいかとのことである。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 236 (1955). 
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赤色の子実体を形成する POかstictus 属菌が京都附近には極めて普通に発生し， 樹病学並に木材腐朽学的

見地より決して軽視すべからざるを認め，其研究を計画せり 0 ・…・・"といい，“分類学的考察"において

は文献によって Polystictus sanguineus (L.) FR. と POかstictus cinnabarinus (JACQ.) FR. を比較，

供試菌の分類学的所見を述ぺて，これを Polystictus sanguineus (L.) FR. としている。“生理学的研究"

では“分離及純粋培養"， “本菌の発育に及ぼす温度の影響"“本菌の生成する色素及色素形成に関する

光線の影響"の諸項目について述ぺ， 吋樹病学的研究"に関しては， “本菌の寄生せる桜樹の腐朽"を肉

眼的観察，材中に於ける菌糸の分布および各種木材に対する本菌の接種試験結果を記している。 なお本菌

の材質商朽性については“H ・ H・著者の観察によれば桜に於ける本菌の魔朽状態は先づ辺材を侵し後次第に

心材に及ぶものにして，膏朽部は Hubert (1924) の所謂 Brown spongy rot に極めて類似の外観を呈

す。"といっている。

マンネンタケ Polyporus jaρonicus FR. CGanoderma lucidum (LEYSS. ex FR.) KARST.]制

野島 (1930)140) (昭 5) は「マンネンタケ〈霊芝)に関する二三生理学的並に病理学的実験に就いてJ で

腐朽材の性質，培養上の性質および子実体形成について述べている。

同氏 (1931) 196) (昭 6) I霊芝(マンネンタケ)の研究J で上の事項を含めて詳細な報告を行なっている。

“緒言"で“・…・・我国に於て今日迄に発表せられたる霊芝の学術的記載を見るに， 其殆んど総ては単なる

分類学的形態の記載に止りて樹病学的並に生理学的研究の行はれたるものあるを知らず。……"とし，“学

名の考察"では j ，...・..予は本菌を一年生なりと認むるが故に Fomes 属に隷入するよりは Polyporus 属

に隷入するを至当と見倣し，本論文に於てはマンネンタケの学名として ， POか'porus jaρonicus Fr. を用

ふることとせり。"といい“形態"を詳述， 次の“樹病学的研究"では， "...・..今日迄に蒐集し得たる採

集品の発生箇所及び状態より観るに， 其の大多数は朽株，切株叉は地上部等にして一見腐生菌の如く思は

るるも，亦時に立木の幹・根元にも発生する事より考ふれば，純粋魔生菌にも非らざる如し。予は後者の

場合先づ傷療部より寄主体内に侵入し，漸次生活細胞をも侵すに至るものと認むるを妥当と信ず。 ……被

害音:~......材質部を検するに其の大部分は……白色を呈し， 材質脆弱となり指頭に依りても容易に破砕せら

るる程度に軟化し・…・・。……本菌は明かに Lignin 溶解菌にして Cellulose 質物を残留し， white rot を

生ずるものなることを知る。而して予は本菌被害材は HUBERT (1924) の所謂 White spongy rot に該

当するものと思考すo ・ H・"といっている。次に“生理学的研究"の一部として BAVENDAMM 氏反応を

検し，本菌は酸化帯を形成することを認めている。 そして“人工培養法による子実体形成に関する実験"

では“エルレンマイエル・フラスコを用ひ，赤松鋸屑， アラガシ鋸屑叉は之等鋸屑上に赤松材の小材片を

置きたるものに人工培養を行ふ時は，色沢・形状不正なる多数の菌柄を形成す。偶々綿栓を除く時は菌柄

は緩口より更に抽出発育し，色沢・形状殆んど完全なる菌柄となれれ内 1 f固は匙状の小菌傘を作り初

め，下面に少数の管孔さへ認めたるが，完成を見ずして発育を停止せり。…一"と。

逸見 (1936)'山(昭 11) I霊芝(マンネンタケ〕の研究J には“樹病学的所見"に“…一本菌による被

害材は魔朽の進まざるものに於て Hubert 民(1924) の White mottled rot と称せし魔朽型に類する状

態を示すが，魔朽の進みしものは White spongy rot に該当する。……"とし，“純粋培養"について記

し，“人工培養法による子実体形成に関する実験"では“植木鉢培養"によって正常な本菌子実体を形成

することができたと述べている。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 341 (1955). 
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さらに，逸見・田中(伊) (1936)495) (昭 11) は「霊芝(マンネンタケ〕の子実体形成に関する実験」と

題する報文においてこれをくわしく述べ，“……菌糸が硝子円筒内の培養基底部迄充分に発育するを待ち，

培養基を原形の健取り出し，鉢内土壌に埋めて戸外に並置し，時々瀧水……"する“植木鉢栽培"法によ

って， "...・..自然発生のものと類似せる形態"の子実体を得ることができたといっている。

コフキタケ(コフキサルノコシカケ) Fomes aρρlanatus (PERS.) WALLR. (Eぴ.vingia aρ'Planata 

(PERS.) KARST.)制

横木 (1930) 1501 (昭 5) は「コフキタケの寄生に基因する柑橘類の株魔病に就きて」で"....・・コフキタケ

は…・H柑橘類に寄生し地際部及び根部の組織を禽朽枯死せしむ。本邦各地の柑橘園に其の発生を認む。加

害状況よりして本菌による病害を柑橘類の株腐病と命名する。 ……コフキタケの寄生を受けたる柑橘は徐

々に衰弱して遂に枯死するに至るべく，被害材部は黄白色，脆弱となり……。本菌はリグニン溶解菌に属

す。"と述べている。

山野 (1931)211) (昭 6) は rOn the morphology and physiology of Fomes applanatus (FR.) GILL 

and its alliesJ と題する論文を公にしている。まず“Materials" ではトドマツ 1 種のほかはすべて広葉

樹の標本 30 個について“Morphological studies" を詳細に行ない，次に“Physiological studies" で

ははCharacteristics of the mycelium on the plate cultures" , "Growth characteristics in the liquid 

media" と記し， “ Intracellular enzymes" については， invertase , lactase , amylase , cellulase, 

pectinase その他多数について実験を行なっている。 そして“Conclusion" では本菌の学名に Fo刑es

G戸planatus (FR.) GILL. をあて，多数の synonyms を掲げ，形態の記載文を記している。なお，本菌

類似の菌として Fomes vegetus (FR.) COOKE および Fomes vegetus (FR.) COOKE var. leucostratus 

n. n. をあげている。しかし後二者は現在いずれもと Fomes aρρlanatus (EZfvingia applanata (PERS.) 

KARST.)制してとりあっかわれている。

カンパタケ Polyρorus betulina (BULL.) FR. (Piptoporus betulinus (BULL. ex FR.) KARST.)制

逸見・倉田(1931)160) (昭 6) rカンパタケの樹病学的研究」の“ I 緒論"に， “カンパタケは……天

然には主として様類にのみ生ずるものにして，稀に撫に生ず……。広く欧米諸国並に亜細亜に分布し，最

も人口に胞茨せる材質腐朽蕗のーにして， 樺類の存する森林には必ず其発生を認め得るものなりと……。

著者等の蒐集したる標本を検するに本邦に於ても亦樺太， 北海道並に長野県に至る迄の分布明らかなり 3

市して本菌の樹病学的性質に就きでは既に…・・等の興味ある報告に接すれども， 純粋培養による樹病学的

叉は生理学的攻究は極めて限られたる問題に就いてのみ行なはれ，尚検討を要する点砂なからざるが如し。

……"とし， “ II 子実体の形態と被害樹幹の腐朽状態"には“本菌の子実体は被害樹幹の側面に樹皮を

破りて着生するものにして，…ー"といってから子実体の形態を記載し， “カンバタケが生活力ある樺を

侵害することに就きでは， 1884 年-…・・既に記るされたる処なるが，其後多数の研究者により確められ，

最早疑ふの余地なきが如し。著者等の研究室に保存せらるる被害樺材幹は其樹種名を詳かにせずとSilí，

一種ならざるが如く，而も其魔朽状態は総て同一なれ即ち樺材幹の魔朽は周囲の辺材に発し，次第に心

材の中心部に向って進行し，之を柔軟ならしめ， 遂には脆くして軽く，指聞に挟みて採む時には容易に粉

化する状態となる。一様に淡黄褐色を呈するも材の変色は左程著しくは認め難し。"と。“III 分離並に純

長l 伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 347 (1955). 

制一一一一一・ 同 . 2 (4) , p. 296 (1955). 
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粋培養上の性質"の次に“IV 樹病学的診断"では肉眼観察， BAVENDAMM 氏反応および腐朽材切片の

検鏡，顕微化学的反応結果から“……これ本菌に因る腐朽材の細胞膜に於ては……セルローズ質が次第に

消失し，遂に全く欠如するに至る…・・・もの……"で，本菌は Destruktionspi1ze (Zellulosespezialisten) 

に属すものといっている。“V 菌糸の発育と培養温度との関係"“VI 他菌との対崎培養に於ける行動"

および“摘要"で本論文は終わっている。

カワウソタケ(カハヲソタケ) Polyporus mikadoi・ LLOYD (lnonotus cuticularis (BULL. ex FR.) 

KARST.J引

逸見・野島 (1931) 162) (昭 6) は「カハヲソタケ (Polyporus Mikadoi・ Lloyd) に就きて」次のように述

べている。“カハヲソタケは……近畿地方にては澗葉樹の枯損し叉は枯損に瀕せる樹幹に極めて普通に発

見せらるるものにして，筆者等は特に桜及び梅の樹幹に生ずる場合を多く認めたり。京都嵐山，奈良公園

其他の名所に於て， 枯損せる桜樹の側面高さ 1-2 メートルの範囲に亘り，一面に本菌の発生せるを認め

たること屡々なれ而して筆者等は本菌が本邦以外の国に産することを知らざれども，本邦に於ては其分

布極めて広きものの如し。 ……筆者等は常に樹病学的に本菌が寄主材質に及ぼす影響に就きて研究せられ

たる報告なきを遺憾とせり。然るに......京都市嵐山中の島公園にて伐採せる本菌被害の桜樹枯損木材幹の

見事なる標本を入手し得たるにより， 愛に子実体の形態並に本菌に因る桜樹材幹の魔朽状態を記載せんと

欲す。蓋し本研究は本菌に関する最初の樹病学的貢献なりと信ずればなり。"といい，“子実体の形態並に

菌の名称"をくわしく述ペ，次の“桜樹材質に及ぼす影響"では，“カハヲソタケが生活力ある樹木に病

原性を有するや否やは尚全く不明なれども， 少くとも材質魔朽の原因をなすことは諸種の点より見て疑ふ

余地なき処とす。 …・・辺材部に相当する部分も明かに魔朽し，膏朽は更に樹皮に及ぺり。此点より見れば

本菌も亦……傷療等より侵入し， 尚生活力ある樹木に在って既に心材の腐朽を開始することあるは想像に

難からざる処とす。…・・禽朽状態並に顕微鏡化学的研究結果より見れば，本菌は疑もなく R. Falck (1927) 

の所謂 Korrosion なる現象を基因するものにしてLigninzersetzer に属するものなるを知る。叉 Hubert

(1924) の White pocket rot と称したる魔朽型を示す……"と記している。

オオチリメンタケ*' Lenzites gibbosa (PERS.) HEMMI , comb. nov. [Trametes gibbosa (PERS. 

ex FR.) FR.J制

逸見・池屋(1933)270) (昭 8) は「木材腐朽菌レンチテス・テヌイスに就きて」と題する短報を公にして

いるが， それから 6 年後同氏ら (1939)制) (昭 14) は「潤葉樹材の膏朽を基因するオホチリメンタケの研

究」という標題で同一菌について報告している。 まず“子実体の形態"を記し，“分類学的所見"で本

菌の学名を文献によって検討，これを新たに Lenzites gibbosa (PERS.) HEMMI , comb. nov. とよんで

いる(177 ぺーヲ参照〕。次に“オホチリメンタケとチリメンタケの異同"ではチリメンタケ (Lenzites

repanda (MONT.) FR.) と本種との異同を論じている。つづいて“菌糸の発育と培養温度との関係"を

記し，“分布並に木材魔朽菌としての特性"では，“本菌は通常生活力なき枯損木の材質魔朽，叉は橋梁，

枕木，建築材等の寓朽を原因するものの如く，……， 生樹の侵害力を具備するものとは決して推定し得ざ

るものなれ…・・本菌の分布……北は北海道，樺太より南は四国に及ぶこと明かなり。而して……寄主判

組伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 358 (1955). 

制本菌は普通生立木を侵すことはない。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 230 (1955). 
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明して居るものはイタヤカヘデ及び樺類……， ブナ，アカメガシハ，ポプラ， トチノキ，柳類……，モミ

ヂ， ミヅキ，ヤマシパカヘデ，……シデ類， ソヨゴ，サカキ，カツラ等……クマノミズキ，……カシ材…

…本菌は寄主選択性乏しく，各種の科に隷属する多数の潤葉樹材を侵害すること明かなH・H・。"り，

としている。“……各樹種によりて……魔朽状態に多少の差異あるも， 大体に於て同一にして，魔朽部は

健全部に比し次第に由化し，最も脅朽したる部分は恰も栖されしが如く全面白色を呈す。……本菌はリグ

ニン溶解菌……にして，白色朽を基因するものと見倣し得可く， F ALCK (1927) の所謂 Korrosion なる

魔朽型を示すものなること明かなり。"といい， BAVENDAMM 氏反応を検した結果は陽性で，“……この

事実は本菌…・・が正しく Korrosionspilze 即ちLigninzersetzer に属することを暗示するものにして，前

述の脅朽状態による結論を全く裏書する成績なり。……"といっている。

コカサウロコタケ (ミヤマウロコタケ)剖 StereUIIl induratulIl BERK. (L/oydella subρileata 

(BERK. et CURT.) v. HﾖHN. et LITSCH.J制

逸見 (1933)267) (昭 8) は「殻斗科樹材の腐朽を基因するミヤマウロコタケとホウロクタケに就きて」で，

本菌について次のように述べている。“本菌は……，その本邦に於ける存在並に和名は……安田(1916)制の

発表命名したる処なり。然れども氏は菌の形態を簡単に記載したるのみにして，其寄主を明かにせず。叉

筆者は海外に於ても本菌の寄主及び魔朽型を記述したる文献あるを知らず。 …・・・筆者は 1926 年より 1932

年迄の聞に京都府鞍馬山，奈良公園及び高知県……の国有林より多数の本菌標本を得たり。而して寄主の

判明せるものは悉くウラジロガシ・シラガシ・イチヰガシ等の樫類にして， その材質腐朽状態は総て同ー

なり。"次に本菌形態の記載を行なってから， この材質禽朽性について“本菌に因る腐朽材の横断面を見

るに直径 1 乃至 2mm. 位の不正円形の小孔一面に散在し，孔の内部には通常白色繊維状物充満し，、腐朽の

最も激しき部分に於てのみ子Lの内部略空虚なり。 …・・・本菌は HUBERT (1924) の……white pocket rot 

なる脅朽を示すものにして， F ALCK (1927) の……Korrosionspilze に属し， リグニン溶解菌 (Lignin­

zersetzer) なること明かなり。…・・

井上〈義) (1935)山) (昭 10) は「ミヤマウロコタケ Stereum induratulll BERK. の二三生理学的性質

に就きてJ，“培養基上の性質"，“菌糸の発育と培養温度との関係"を記し，“BAVENDAMM 氏酸化酵

素反応"を実験，本菌は本反応陽性であることを明らかにし，“……依りて本菌は Korrosionspilze に属

し， Ligninzersetzer なる事明かにして，嚢に逸見 (1933J の論断せし処と一致す。"といっている。

北島 (1927)山(昭 2) ["各地方の森林に於て注意せらるるに至りたる新病害に就て」に記され，のちに同

氏 (1933)問) (昭 8) ["樹病学及木材腐桁論J (pp. 81-82, pp. 91-92) におさめられている， 材質腐朽性

病害にはすでに述べたほか， Hスギの心腐病"および“ヒノキの心材腐朽"があるが， これらはともに現

在も病因未定とされている。

高木(1934)379) (昭 9) ["主として魔朽菌に基因する桐樹の被害例」では，朝鮮においてキリ生木に見ら

れる材質魔朽菌としてスエヒロタケ，カイガラタケ，カワラタケをあげている。

カワラタケ，アラゲカワキタケ (Panus rudis FR.) およびエノキタケの寄生性に関する短報が松濡

(1934)368)369), (1935)459)によって発表された。

副本菌は普通生立木を侵すことはない。

制伊藤誠哉:日本菌類誌. 2 (4) , p. 148 (1955). 

制安田 篤:菌類雑記(四九)-植物学雑 30 (351) , pp. 66-68 (1916). 
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逸見ら (1945)89 1) (昭 20) の「木材膏朽菌に関する研究J (謄写刷〕は次の諸項目からなっている。

1. 逸見武雄・合田ふさ・山蔵紀葉:木材魔朽菌ウサギタケの研究

2. 逸見武雄:高温過湿の場所に使用する針葉樹材の腐桁原因に就いて

3. 逸見武雄・山蔵紀葉・林文恵・石橋冨美:木材宥朽菌ハチノスタケの研究

4. 逸見武雄・水本晋:近畿地方産カヒガラタケ属木材腐朽菌の褐色種とその発育温度の比較(予報〉

5. 逸見武雄・長見壱郎:木材寓朽菌スエヒロタケの研究

6. 逸見武雄:潤葉樹材の腐朽を基因するクロサルノコシカケの研究(予報〉

7. 逸見武雄・石橋冨美・林文恵・山蔵紀葉:木材腐朽菌メシマコブの培養

8. 逸見武雄:菌類に因る樹木の材、質並に木材魔朽の研究

9. 逸見武雄・森秀策:キチリメンタケに対する塩化亜鉛の殺菌作用に関する研究 第 I 報(予報〕

10. 逸見武雄・森秀策:キチリメンタケに対する塩化亜鉛の殺菌作用に関する研究 第 II報(予報)

材賀腐朽および変色の研究

笠井 (1936)507) (昭 11) は「樹木及び木材の魔桁現象」に“先づ木材魔朽菌の感染， 其れに亜いで起る

腐蝕現象に就いて説明し，更に樹木の害菌に対する自衛抵抗，免疫に関し論ずる所あり， 次ぎに樹幹への

魔朽の侵入， ~頃病環境，魔朽菌の生物的並に経済的意義，樹木の疾病に対する保護手段，伐木の魔朽，用

材の魔朽等の諸事項につき論量せり"とむずかしい言葉でいっているが， 内容は木材腐朽の解説にすぎな

い。また向氏(1937)554) の「脅朽せる木材の診断」も“木材腐朽現象における二段階，魔朽の行程，膏朽

菌の分類，及び魔朽材の外貌等……"についてその概要を解説したものである。

腐朽材の物理・化学的変化

強度変化

十代田(1936)523) (昭 11) は「人工培養に依る魔朽の研究〔第 1 報〉 建築用木材の腐朽に依る重量並に

強度変化比較実験」で， クリ， ヒパ， ヒノキ，エ、ノ、マツ，アカマツ，カラマツ，スギ，ツガ，ベイマツ，

ペイツガを供試，ワタグサレタケ制を接種，フラスコ法によって， それぞれ 3 か月および 6 か月間， 280C 

に培養後，重量減少率および圧縮強度減少率を測定した。 6 か月後の結果は， 重量減少率ではヒパが最小

で以下ヒノキ，ベイツガ，アカマツ，スギ，エゾマツ，カラマツ，クリ，ベイマツ，ツガの順， また強度

減少率でもやはりヒパが最小で， ヒノキ，ペイツガ，アカマツ，クリ，エゾマツ， スギ， カラマツ，ペイ

マツ，ツガの順になっている。そして川結言"で次のようにいっている。“1.魔朽は意外に迅速なること

四囲の状況其他の条件が最悪なる場合……は意外に其膏朽速度が迅速である事が推定される。 6 ヶ月の

腐朽実験にてツガは 93.3% の強度を失って居る。 H ・ H ・ 2. ヒパは耐朽性最大 …・・ヒノキの耐朽性はヒパ

次ぐ。クリは一般に耐朽力大なるが如く認められ土台等にしばしば用ひられるが今回の実験の結果に於

ては 10種類中 5~6 番目の順位である。但し健全材の圧縮強度が大なる為め腐朽しでも相等の強度を残存

する。 3. ツガは魔朽性最大 ……米松之に次ぐ。 4. 外観と強度及び重量変化 腐朽程度は肉眼的観察に

比して強度及び重量変化の方が迄かに大である。・…・・之は構造上危険性が多い事を示す。 5. 重量変化と

強度変化 大体に於て脅朽に依る重量変化大なる木材程強度変化が大きい。 しかし，一般に重量変化より

強度変化の方が大である。...

持1 268 ぺ-:;脚注制参照。
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つづいて同氏 (1936)"'> (昭 11) [""同上(第 2 報〕心材と辺材との腐朽に依る重量並に強度減少率比較

実験」ではヒノキ，スギ，マツの心材と辺材とについて上と同じ試験を行ない 3 カ月後に調査した。その

結果は“圧縮強度減少率はヒノキ，スギ，<ツ共に心材より辺材の方が大であ" り，また“重量減少率

はヒノキ，マツ共に心材より辺材の方が大であるが，スギのみは辺材より心材の方が大であ"った。同氏

第 96 図十代田三郎(1936).

「人工培養に依る腐朽の研究(第 I 報〕建築用木材の腐朽に
依る重量並に強度変化比較試験J のタイトノレ・ページ

持1268 ベーヲ閥l注射参!照。

(1937)584> (昭 12) [""人

工培養に依る腐朽の研

究」中の“心材と辺材

との 6 ヶ月腐桁に依る

重量並に強度減少率比

較実験"結果は，やは

りヒノキ，スギ，マツ

につき 3 か月後の試験

と同一傾向を示してい

る。

十代田 (1936)問> (昭

11) は [""Study of 

wood-rot by artificial 

cultureJ の第一実験

でクリ，ヒパ，ヒノキ，

エゾマツ，アカマツ，

カラマツ，スギ，ツガ，

米松(ダグラスファー〉

および米栂 (Tsuga

heteroρhylla) の 10 種

を供試，フラスコ法に

よってワタグサレタ

ケ引を接種，それぞれ

3 か月および 6 か月後

における重量減少率に

よって各樹種の耐朽性

をしらぺ，さらに腐朽

による材の強度(圧縮

強度)減少率を明らか

にしている。重量減少

率によるとヒパ， ヒノ

キ，米栂，アカマツ，
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クリ，エゾマツ，スギ，カラマツ，米松，ツガの順に耐朽性は小になり， 一方強度減少率は重量減少率と

大体平行する結果となっている。第二実験ではヒノキ，スギ，アカマツのそれぞれ心材および辺材につい

て 3 か月， 6 か月後の重量減少率および強度減少率を調ベ， 概して辺材ば心材に比して重量減少率は大，

強度減少率は明らかに辺材部が大という結果を示している。第三実験ではアカマツ，スギ，ツガ，米松に

ついて含水率と重量減少率および強度減少率の関係を調べ，各樹種とも含水率 50% において重量減少率，

強度減少率とも最大であるとしている。第四実験ではヒノキ，ヒパ，スギ，ケヤキ，アカマツにつき， 280C 

で 1-6 か月後の重量減少率を調べ， 寓桁は経過日数とともに進むが， ヒパとヒノキは耐桁性大で，なお

スギ，ケヤキ，アカマツの順に耐桁性は小になっている。第五実験では各地方産別にアカマツ，チョウセ

ンマツ，ヒノキ， ペニヒ (Chamaecyρaris obtusa f. formosa) ， 米檎 (C. lawsoniana) , ヒノ-{，アラス

カヒノキ (C. nootkatensis) ，スギ，米杉 (Thuja ρlicata) ， ツガ，米栂について重量減少率および強度減

少率を調べ，ヒパとヒノキは耐朽性最も大で， 青森産ヒノ-{，木曾産ヒノキが最もすぐれた耐朽性を示し 7て

おり，重量減少率が大きなものほど強度減少率も大きい傾向が認められる。

十代田 (1938)印) (昭 13) ï含水率を異にする杉材の 3 ヶ月人工禽何に依る重量並に強度減少率比較実

験」ではフラスコ法，ワタグサレタケ引により，基質とした鋸屑に 12 等級の含水率を与え，供試材片の含

水率は実験終了後“……直ちに汗定したる宵桁材の重量より其絶乾重量を差引き之を絶乾重量にて除して

求め"た。その結果は“……供試体の含水率 800/W (80%J 前後に於て最も魔桁康IJ しく含水率減少するに

従ひ腐桁減少し，含水率 200/W (20%J 以下に於て全く宵朽せず。叉含水率 800/W (80%J 前後より増加

するに従ひ大体に於て魔何は減少し 2500/W (250%J 以上になれば殆んど祷何せず。……含水率を異にす

る供試体の魔何に依る重量減少率と圧縮強度減少率との大小の)1頂位は極めて類似の傾向を有する……"と

している。なお前年同氏(1937)584) (昭 12) は「人工培養に依る魔桁の研究」中の“含水率を異にする木

材の 3 ヶ月魔朽に依る重量並に強度減少率比較実験"でスギ，マツ，ツガ，ペイマツの 4種類について得

た結果として“…・・各材種共に……含水率 500/W 前後に於て H・ H・重量並に強度減少率最大・で含水率が之

より減少し叉は増加するに従ひ重量並に強度減少率小となる。今回の実験に於ては含水率約 500/W 乃至約

1500/W の聞の間隔が大き過ぎ其聞に於て或は宵桁に依り好条件なる含水率あるやも計りがたきを以て引

続き含水率の等級の数を増加して目下実験中である"といっている。

十代悶 (1939)問) (昭 14) は「木材の魔桁に依る重量減少と強度減少との関係に就てJ，まず“魔朽材の

重量減少の理由"を説明，“魔桁材の強度減少の理由"についてはは……木材は宵桁作用に依て含有成分

中の略半量を占むる繊維素を激減する事は前項で述べた如くである。此繊維素より成る繊維が魔朽菌の分

泌する酵素に依て溶解されると繊維の集成する細胞管墜が破壊される。之が木材の魔桁に依り其強さを減

少する主要原因と考へられる。" としている。次に本論文の核心である“魔朽材の重量減少率と庄縮強度

減少率との関係"については自ら行なった実験結果から次の実験式を導いている。

“1.木材の帯電桁に依る圧縮強度減少率と比重減少率との関係

F-F'ρ-p' 
一言一 =C一一一 C=3-6 (平均 4め
rρ 

2. 木材の腐朽に依る減少圧縮強度と減少比重との関係

F-F' =C. K (p 一ρ')

引 268 ページ脚注射参照。
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。を健全材の圧縮強度と比重との関係を示す極坐標の動角とすれば ρ= 0.25~0.65 の範囲に於て

K= 旦=tan (j 0 = 450~60o (平均 52030')
p 

F=健全材の繊維方向圧縮強度(絶乾，単位 kgjcm')

F'= 魔朽材の繊維方向圧縮強度(絶乾，単位 kgjcmう

p= 健全材の比重(絶乾〉

p' = 脅朽材の比重(ク)"

矢沢(1940)746) (昭 15) は「樺太に於けるトドマツ， エゾマツ風倒木並に虫害枯損木の腐朽と其の腐朽

菌類に就いて」で， 材質腐朽菌類として，シハイタケ，ウスパシハイタケ，キカイガラタケ，ツガサルノ

コシカケその他をあげ，なおシハイタケによるエゾマツ魔朽材およびツガサルノコシカケによるエゾマツ・

トドマツ材の強度を測定，健全材と比較している。

矢沢 (1941)790) (昭 16) は「エゾマツ禽朽材の機械的性質に就いて」枯損当年~満 8 年経過した材の各

種強度を実測し， その結論を次のように述ぺている。“ 1) 禽朽材にあっては含水率の変化が圧縮強さに

及ぼす影響は健全材に比して小さいo 2) 魔朽材は健全材に比し弾性携度が甚だ増加し，其の他の曲げ諸

性質及圧縮強さは減少する。而して曲げ弾性係数は魔朽に因り減少すること最も少く， 曲げ弾性限界係

数，圧縮強さ及曲げ強さ等の減少は之に亜ぎ，曲げ試験の破壊時の援みの減少が最大である。叉禽朽材に

あっては比重の減少率に比し一般に機械的性質の減少率の方が大であって且魔桁が進行するに伴ひ是等両

減少率の比は増加する傾向を示す。 3) 腐朽材は健全材に比し其の容積比重が同一若は少しく大きい場合

でも其の機械的性質は健全材に比し棺当減少してゐる。之れ魔朽が木材の工芸的利用上の欠点として重視

せねばならぬ一証である。…… 4) 木材膏朽の経過……初期時代は比重及曲げ弾性係数の減少は未だ比較

的少いが，他の曲げ諸性質及圧縮強さは既に相当減少してゐる。 そして典型時代に於ては比重の減少が増

加すると共に其の機械的性質の減少が益々甚しくなる。"

矢沢のトドマツ・エゾマツ枯損木の宵朽およびその材の機械的性質の研究はやがて「トドマツ・エゾマ

ツ枯損木の腐朽及該材の機械的性質に関する研究J (1943)868) (昭 18) と題して大成された。次にその要点

を摘記する。

“第 1 篇 トドマツ，エゾマツ風倒枯損木の魔朽に関する研究 1.風倒木に寄生する腐朽菌の種類及そ

の子実体の発生 1) 風倒後満 3~4 年目に於てトドマツ，エゾマツ風倒枯損木上に発生せる魔朽菌……

として次の 12 種を認め得たり。即ちシハイタケ，ウスパシハイタケ，キカヒガラタケ，ツガサノレノコシカ

ケ，アラゲカハラタケ，スエヒロタケ，アカウロコタケ， ヒラタケ， アシグロタケ， キクラゲ，カイメン

タケ，チウロコタケモドキ。…… 2) シハイタケは主としてエゾマツ……に多く発生し，ウスパシハイタ

ケは主としてトドマツ…・・に多く発生する傾向あれの 風倒後満 3 年目の調査によれば両樹種の風倒木

に発生せる子実体の大部分はシハイタケ及キカヒガラタケなるも， 風倒木の毎木調査によればシハイタケ

はキカヒガラタケに比し其の発生本数率大にして即ち前者は平均 49.8%，後者は平均 32.4%の発生本数率

を示したり。 5) シハイタケ及キカヒガラタケに就き調査せる所によれば，風倒木の胸高直径増加せば魔

朽菌の子実体発生本数率は増加する傾向を示したり。・…・。

2. 耐朽性 1) 風倒後満 3 年目に於けるトドマツの全腐朽率は 20.7~39.2%，平均 29.2%. エゾマツの

夫れは 27.6~81.1%，平均 46.5% を示したり。…… 3) エゾマツはトドマツに比し腐朽率大，従ひて耐朽
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第 97 図矢沢亀吉(1943).

「トドマツ，エゾマツ枯損木の腐朽及該材の機械的性質に

関する研究」のタイトル・ぺージ

性小なることが認めらる。之が

原因としてはエゾマツはトドマ

ツに比し直径同一なる場合に於

て其の辺材率大なること及心材

の耐朽性はトドマツに比し小な

ること等を挙げ得べし。 4)

…樹種を異にせば，魔朽菌子実

体の発生率と該材の魔朽率との

間に必ずしも正の相関関係は存

在せず。.

“第 2篇 ヤツバキクヒムシ

に因るエゾマツ枯損木の寓朽及

該材の機械的性質に関する研究

1. エゾマツ虫害枯損木を変

色並に魔朽せしむる菌類 ヤツ

バキクヒムシによる……枯損木

を俺桁せしむる最も重要なる禽

朽菌はシハイタケ……及ツガサ

ルノコシカケ……なり。叉エゾ

マツ青変菌[Cerafosfomell a 

ρiceae MUNCH) は主として枯

損当年及枯損後満 1 年目に豆り

其の辺材部を青変せしむ。......

以上の外，エゾマツ虫害枯損木

を腐朽せしむる菌としてはカボ

チヤタケ [Polyρorusfibrillorus 

KARST.) 及ケニクアミタケ

[Fomes subroseus (WEIR) 

OVERH.) が本供試木中に 1 例

づっ認められ，叉ウスパシハイ

タケ……も若干認められたり。 2. …… 3. 

4. 比重・圧縮及曲げ試験成績 1) 虫害枯損木の平均比重は健全木の約 0.9 倍に当る……。 2) 腐朽

材に就き含水率 1% の変化が圧縮強さに及ぼす影響を検するに1.4-3.6%. 平均 2.5% にして， 健全材の

場合に比し其の影響は小なり・…・・。 6) 腐朽材に於ける比重(百倍値) 1 単位の変化が絶乾圧縮強さ，気

乾圧縮強さ，曲げ強さ及弾性機度に及ぼす影響を検するに・…・・。魔朽材は健全材に比し比重の変化が機械

的性質に及ぼす影響は大なり。 7) ……枯損後の経過年数が同一なる場合にありでは，比重の減少率に比

し各種機械的性質の減少率は一般に相当大なり。之れ，枯損腐朽材の利用上注目すべき点なるべし。……
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8) …・・・同一なる比重の減少率に対し，強さ及弾性諸性質の減少率の関係は夫々異り， 即ち曲げ弾性係数

の減少率は最も少く，曲げ弾性限界係数，弾性限界の比仕事量， 曲げ強さの順に其の減少率は増加し，曲

げ試験の破壊時の携みの減少率及弾性擦度の増加率は最も多し。 ……機械的諸性質の減少率は比重の減少

率に比し相当大なることを示し，且枯損後の経過年数が増大するに伴ひ両者の比は益々大となれれ即ち

此の点よりせば一般に枯損木の機械的性質は経過年数の増加に伴ひ比重よりも大なる加速度を以て悪化し

ゆくものと謂ふを得べし。 ……9) 枯損腐朽木(主としてツガサルノコシカケによる後期腐朽材)に就き

圧縮強さと曲げ強さとの関係を検したるに，後者は前者の 0.46~ 1.62 倍，平均1.03 倍に当る。エゾマツ健

全木の夫れは1.75~2.10 倍，平均1.90 倍なるに比すれば，膏朽材にありては曲げ強さは圧縮強さに比し減

少の程度が大なり。 10) 枯損宵朽木に於ける幽げ弾性係数及弾性限界係数を健全木の数値と比較して検

したるに，其の減少程度は曲げ強さに比し小なり。…… 12) 魔朽材は健全材に比し其の容積比重が仮令

同一若は少しく大なる場合にありても其の機械的性質は健全材に比し相当減少せり。 …・・・而して此の事実

は魔朽が木材の工芸的利用上の欠点として如何に重視せざるべからざるかを示す一証なりと謂ふべし。 … 

16) 木材魔朽の経過を所謂初期時代及典型時代に大別せば，初期時代は比重及曲げ弾性係数の減少は

未だ比較的少きも，他の曲げ諸性質及圧縮強さは既に相当減少せり。市して魔朽の典型時代に至れば比重

の減少が増加すると共に其の機械的性質の減少は益々甚しくなる。.

5. 偏光顕微鏡による魔朽材の調査 ……ツガサルノコシカケによる後期脅朽材は繊維素の存在を示さ

ざるもの多きも，シハイタケによる後期脅朽材は尚繊維素の存在を示す0 ・

6. 枯損後の経過年数と魔朽部の幅及利用率との関係…… 7. 枯損後の経過年数と穿材性昆虫の虫孔

との関係……。"

膏朽材の機械的性質に関する試験研究は海外では多数報告されているが， わが国ではきわめて少なく，

十代田および矢沢のこの方面の業績ははなはだ貴重なものといわなければならない。矢沢は木材物理学を

専門とする研究者であるが，その後も木材の変色・魔朽現象に興味を持ちつづけたようである制抑制。

化学的変化

腐朽木材の化学的変化を実験的に調べたわが国の初期的業積としては片山 (1914)桝(大 3) がマツおよ

びスギについて行なった報交がある。

北島 (1931)183)はモミサルノコシカケ (Phellinus hartigii) によるアスナロ(ヒノ~)材について“・・

…分析試験の結果によりリグニン及び繊維素の量を観るに両成分共に著しき減少を来さざるもりグニンは

セルローズに比して多量に減少せることは明か……なりとす。"と記している。

西国・仲 (1931)山) (昭 6) は「魔桁木材の化学的研究 (第一報) 涙菌に因る魔朽木材に於ける成分の

変化に就て」で"・..九州帝国大学農学部農芸化学教室は，大正十二年六月の竣成にかかるものである

持1 矢沢亀吉氏が樺太庁中央試験所技師当時行なった業績である.第二次世界大戦後，岐阜大学農学部教

授， さらに北海道大学農学部教授に転じたが， 昭和 40 年北大在職中不幸にも死去された。

長2 矢沢亀吉ら:名古屋営林局管内のブナ材に関する研究第 5 報林内予備防魔防虫試験並びにブナ昼状

偽心材生成のー原因について.名古屋営林局， pp. 56 (1957). 

制一一一一一:同 第 6 報 ヒバ油による防魔試験，林内予備防膏防虫試験並びにブナ星状偽心材の人工

形成実験.名古屋営林局， pp. 39 (1958). 

制片山徹吉:木材の腐朽に際し起る化学変化附白蟻巣の化学的成分.工業化学雑誌 17, pp. 611~ 
615 (1914). 
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につきでは明らかにせず……。"とし，詳細な化学分析表をかかげているが， それらのうちから要点を上

表に摘記する。

この成績は褐色魔朽材の化学変化を示す好資料としてしばしば引用されている。

つづいて西田・深水 (1931) 19日は「同 第二報涙菌に因る腐朽木材に於ける灰分の組成分について」

もまた報じている。

三浦(伊) (1931) 19') (昭 6) は「椎茸菌に依る木材組成分の変化に就て」化学分析結果をかかげ， その

“梗概" に，“・…一椎茸菌の繁殖するに従ひ木材質は漸次分解され純粋培養に於て 100 日後に 16.57%， 250 

日後に 23.95% の減少を見た。 ・…・・冷水， 温水抽出物は初めの内は分解の進行により漸次増加し後漸次減

少する。本抽出物中の糖分含有量は漸次減少する 0 ・…・・繊維素及リグニンは漸次減少する，繊維素中日繊

維素は漸次減少し抵抗性弱き ß， r 繊維素の割合を増加する。…・・・"と述べている。

小原・足立(1932)'同(昭 7) は「菌糸ノ木材細胞膜魔蝕作用ニツイテJ，“木材魔蝕菌々糸が木材細胞膜

ヲ貫通スルニ際シ後者ニ穿チタル貫通孔周縁部ノ:微細構造ヲ検シ， 以テ菌糸ノ木材細胞膜貫通ノ機構ヲ究

メント……"し，“供試材料トシテハ主トシテ Tramefes Pini (BROT.) FR. 菌〔マツノカタワタケ〕ニ

依リテ侵蝕セラレタルえぞまつ材及ビ Fomes ulmarius FR. 菌〔オオシロサルノコシカケ〕に依リテ侵

蝕セラレタルすぎ、材ヲ用"いた。その結果“菌糸貫通孔周縁部ハ塩化亜鉛沃度，……，フロログルチン塩

酸等ノ如キ呈色反応ニテ何等ノ異状ヲモ認ムルコト能ハズ。反之種々ナル色素ニ依リテ染色シタル場合テ

ハ貫通孔周縁部ハ明カナル輸帯ヲ形成シ，未蝕健全ナノレ細胞壁ニ対シテ明瞭ナル対照ヲナス。 ……菌糸貫

通孔周縁部ノ偏光光学的性質ハ健全ナル細胞膜ノ夫ト同様ナリ。之等ノ事実ノ、余等ノ観察セル範囲内ニテ

ハ，白色桁，褐色朽ノ何レノ場合ニモ通用ス。以上ノ事実ヨリ，菌糸貫通孔周縁部木材細胞膜ガ少ウ L 毛

其ノ微細構造ニ於テ変化ヲ蒙レルコトヲ認メタリ。"と記している。

建築・土木用材等の腐朽

木造建築の腐朽

笠井 (1931) 177) (昭 6) は「木造建築の魔朽に就て」で， “雨の多い国柄としての我国の木造建築には特

色があるといふ点に出発して， 用材の魔朽の原因及誘因を述べ，石，コンクリート……と接蝕せる木材の

腐朽……最後に魔朽に対する防備，駆除防魔剤について自分の考へを述べたものである。"といい， 次に

諸項目について記述しているが，そのほとんどは文献によった啓蒙的記事である。'‘緒言"，“木材宥朽園

としての日本"“純日本建築の特色"“誤れる我国の洋風木造家屋"，“用材の変遷と其の短命" "魔朽

の原因'ヘ“乾何 (Dry rot) 及其原因"，“乾何の起る場合の諸条件"，“乾朽は如何なる場合に起るか"，

“建造物の魔朽の誘因"，“石.コンクリ-1'-. レンガと接触せる木材の魔朽"，“窓や戸の保護"，“涙菌

について"，“魔朽の防備'\“乾賓の駆除"…

十代田(1932)'町(昭 7) は「中空通気壁構造の防腐防署及防湿的効果」でまず“......関東大震災後鉄筋

コンクリート建築の増加に伴ひ木骨中空塗壁建築が益々激増して来て居る。市街地並に郊外の商店建築を

始め所謂文化住宅，地方都市の劇場，学校，教会……ホテル，クラブ， 料理店等の洋風建築の大部分は此

構造である。施工簡易にして工費低廉，而かも一見コンクリート建築と同様の外観を呈するを以て其利用

範囲極めて広く将来も益々増加の傾向がある。然るに此木骨中空塗壁建築は其外観全くコンクリート建築

と同一手法を以て設計され木骨に対して何等考慮されて居らぬ為め自然大きな欠陥がある。其欠陥の主な
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るものは木骨の脅桁と夏季屋内の過熱である。此何れの欠陥よりしても特に暑気に於て湿気多き我国に於

ては何等かの改良を施さざる限り其存在を許されざる建築構造である。……"といい"・-・木骨中空塗

壁建築の二大欠陥"については， “……諸外国に於ては其害少き洋風木構造即ち在来中空壁構造も我国に

於ては木材質朽菌の繁殖に最も適し其被害も亦甚しい。関東大震災後外部塗壁下地に多くは防水紙を用ゐ

るに至りたるも壁内が空気の流通遮断され蒸される状態に置かれる事は同様で矢張宵朽の被害を免がれな

い。北伊豆並に北関東の震災地を視察せし際も其被害の大なることを痛感した。即ち此の木骨の魔朽が中

空壁構造の第一欠陥である。塗壁家屋に於ては軌部木材の腐朽の状態が外部より監視し得ざるを以て耐震

的に頗る危険である。木骨膏朽の数例を挙ぐれば……"として静岡県三島，鎌倉市，東京等の実例をあげ

ている。つづいて“……木骨中空構造の第二の欠陥は暑季屋内の過熱である。……"といい，さらに語を

ついで，“H ・ H・以上の魔朽過熱の何れの欠陥よりしても特に暑季根気多き我国に於ては其存在を許されざ

る構造である。然るに前述せる如く事実は之に反して決河の勢を以て此構造が普及し如何とも堰き止め難

い情勢にある。結局何等か改良を施して前述の二大欠陥を除去し我国に於て木骨塗壁建築の存在を価値あ

る構造に導く事は目下の急務である。……"としている。

木造洋風家屋の脅朽についてはすでに川村(清) (1916)制(大 5) および北島 (1923)相(大 12) によっ

てくわしく報告されているが，十代田(1. C.)255) は建築学の専門家としてその重要性を改めて指摘してい

るのである。

十代田 (1935)473) (昭 10) í柱根の膏朽に関する研究」では“木造建築の木骨中最も腐桁し易き部分は構

造上最も重要なる柱根である。其実例として一般建築並に古社寺の柱根魔朽の状況を述べ…・・"ており，

“古社寺の柱根傭朽の実例"として法隆寺金堂，東大寺南大門，法隆寺三経堂，喜光寺， 輿福寺東金堂内

陣，大阪天王寺五重塔， 京都下加茂神社鳥居等をあげている。次に“各種木材の吸水比較試験"をヒノ

キ， ヒパ，ツガ，スギ，マツ，カラマツ，エゾマツ， 米マツ，米ツガについて行ない， 川……木骨中柱根

が最も腐朽し易き事は実例の示す所であるが……今回の実験結果によって柱根の腐朽は其底部よりの毛管

作用に依る吸水に原因する事が明らかになった。"とし， その防止法として“……此柱根の毛管作用を利

用して柱根の底面より防腐剤を吸収せしむる方法を提案し……ぺ“木造建築に於て柱根の腐朽は耐震上，

耐風上危険多く且根継工事の為め建築全体を持ち上げ叉は解体を要する如きは不経済の至りである。然る

に一般に土台の防憾に就ては留意されて居るが柱根の防腐は等閑視され易い。耐震上，耐風土叉経済上柱

根の魔朽に対しでも適当の防止法の普及が望ましい。"と結んでいる。

ト代田 (1939)682) (昭 14) は「木造建築の一般防禽構造法」でまず材質禽桁菌繁殖の四条件をあげ，“木

材腐朽防止法の要蹄(諦)は此繁殖条件の何れか一つ叉は二つ以上を欠除せしむるか其好適範囲を可及的

脱せしめる事である。"とし，具体的に次の事項をあげている。“1. 基礎 ……基礎杭，算盤木等の如く

地中に埋没さるる木材は地下水面下に没するやう設計すべきである。…… 2. 掘立て柱は臨時の建築以外

用ひざる事 …日。床 ……1.床下の通風換気を図る事 …・・ 2. 地面より床下への湿気を防ぐ事

3. 床束下に防魔剤を施すか座板(木座)を設ける事 ……4. 転し床の床下は特に魔朽防止に注意を要す

….. 5. コンクリート床上に置かれたる木造床下も換気を充分に図る事 ……6. 煉瓦壁に埋込み支へら

制 JII村清一:我国ニ於ケル木造洋風家屋ト其ノ魔朽.農商務省山林局. pp. 1~33 (1916). 

器2 北島君三:震害後観察セル木造洋風家屋ノ腐朽並焼死木ニ発生セル澄黄色菌ニ就テ.林試案報特別

号 pp. 71~80 (1923). 
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るる木造梁端は受石を設け，梁端の周囲の換気を良好ならしむる事……8. 床下腐朽並に其防止法の外国

の例 ……"。なおこれらに関連して工法上の注意も述べられている。

十代田 (1939)683) (昭 14) ["木造建築の魔朽実例調査報告」は“洋風住宅の魔朽実例所在東京市千駄

ヶ谷 …・・構造 木骨外壁木摺上防水紙敷入鉄網モルタノレ塗屋根瓦葺 建築年代 大正 13 年…・・・各部材

質構造と腐桁状態外観殆んど被害なき為め道路改修に際し其僅移築せんとして工事着手して見ると土台，

柱根の被害大なるを発見…...。……和風住宅の魔初実例 所在東京市牛込区…・・ 構造和風木造瓦葺

建築年代 明治 40 年 ……洋風車庫の腐桁実例 和風住宅屋根腐桁の実例 …・・・板塀膏朽の実例……

電停プラットホーム家柱の腐朽実例……"の各々について，また魔朽部の材種，膏朽状態，腐朽の原因お

よび魔朽部と健全材との圧縮強度比較等の諸事項を詳述，次のように“結言"している。 “以上の腐朽実

例 8 箇所 16 件に就て調査せる結果を綜合すれば大要次の如くである。…… (1) 和風真壁式建築より外部

鉄網モルタル塗りの洋風大壁式建築の方が耐久年限が短かい。 (2) 和風建築に於ても洋風建築に於ても柱

根が最も早く魔朽し易く被害も最も大きい。 (3) 自然魔朽に依る圧縮強度減少率は重量減少率より大なる

事は人工腐桁の結果と同様である。 (4) 肉眼的脅桁部より相等(当〉離れた見掛の健全部材から純粋培養

に依り魔朽菌が発見され，重量並に圧縮強度を減少して居り魔朽部に近き程減少率大である。……

十代田 (1941)'附(昭 16) は「我国に於ける木造建築の変遷と魔桁J で“木造建築の欠陥と現状..“我

国の気候と木材の梼朽.. ，こついて解説， “我国に於ける木造建築梼桁の実例"では“和風建築と腐朽"，

“洋風建築と腐朽"の実例を多数，写真をかかげて説明，次に“木造建築の脅桁の震風害"の項では“…

…木材の木造建築の設計の当初予期され居った強度を稼桁に依て減少し或は全く之を失ふ場合が少なくな

い。然るに木造建築は構造上最も重要なる土台，柱根等が最も魔朽し易く， 魔朽しでも平時は壁体其他の

構造部に依て支へられ家の形を存して成(居〉るが一旦風叉は地震の衝動を受けると此膏朽部が原因とな

って家屋を破壊叉は倒壊するヲ ……依て膏何は木材保存上重要である許りでなく，叉災害防止上一日も等

閑に附し得ない事柄である。"として震害地あるいは風害地における実例をいくつか述べている。

鉄道枕木の腐朽および腐朽菌

中村(忠) (1928)問(昭 3) は「並枕木耐久力試験成績」で，大正 5 年日豊線田野清武聞に布設されたク

リ枕木の耐久力は， 5 年 6 か月で 2.9%， 6 年 6 か月で 20%，さらに 11 年後には全部交換したが，それら

交換枕木の約 93% は魔何によるものであることを報じ，広葉樹類の素材枕木には防腐処理の必要なことを

述べている。

笠井 (1929)'9) (閉めは「ブナ枕木に関する諸問題」で“本邦に於て蓄材積最も多く，防魔枕木の七割

を占むるブナの枕木に関し，先づ該材の有する特殊の性質を論じ， 擬心材とフケ材及び此等変異と注入作

業との関係を述べ…・・， 畢寛ブナ枕木の素材検収に際し特別の注意を必要とする旨を指摘し……"， 次の

諸項目について記述している。“独逸国有鉄道枕木仕様書"，“独逸に於けるブナ注入枕木の歴史μ，“ブナ

材の特色"，“ブナ材の組織中への防魔剤注入の径路'二“擬心材とは何か"，“フケ (Ersticken ， Vermucｭ

ken) といふ現象" ，.立木の保護'二“伐採の季節..“製材後林中に於ける枕木の取扱"，“貯木場での取

扱"，“注入に適する枕木の具備すべき絶対必要条件"“注入前に施すべき枕木への加工"・・・。

同氏 (1930)125) (昭 5) は「枕木問題打合会記録J に， “枕木の腐桁現象"を述べ， “本邦の気候と木材

帯電朽"， “木材の魔朽現象"， “青朽菌の形態"および“ブナ枕木の擬心材とフケ"について解説してい

る。さらに氏 (1935)440) (昭 10) は「ぶなノ施薬枕木殊ニ其ノ腐朽菌ニ就テ」には“ぶな材ノ特色及其ノ
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擬心材ニツキ一言シ，枕木トシテノぶな材ノ長所ト短所トヲ述べ， 次ギニ同枕木ノ魔朽ノ原因ヲ為ス所ノ

菌類ノ主要ナノレ種類ヲ掲記……"している。

笠井(1931)178) (昭 6) は「枕木を膏桁させる菌類第一報緋色茸，黒雲茸及ヌメリスギタケに就て」

“最も普通に見出さるる……三つの菌類の形態，生理及木材腐朽について参考になるべき事柄を常識的に

記述し……ヘ同氏 (1932)削) (昭 7) I同第二報未広茸に就て」は“潤葉樹及針葉樹の色々の材種の

枕木に極めて普通に発生し其の魔朽を禍する所のスエヒロタケといふ菌の形態，性質， 生理並びに木材質

蝕現象に関し現在吾々が知ってゐる所の事実を一括し枕木魔桁研究への参考に供せんとしたのもであ…

…"り，同氏 (1932)山) I同 第三報黄貝殻茸に就て」は“マツ類の枕木及スギ電柱，其他此の種の材

で作った土工用材， 柱杭などに普通に発生し其の魔桁を醸す所のキカヒガラタケといふ菌に就いて私の知

ってゐる所の色々の事柄を纏めたもので……"また同氏(1933)283) (昭 8) I同 第四報 まつおほぢ，い

てふたけ及あみすぎたけニ就テ」は，これら 3 種の菌と枕木の魔朽との関係を述ベたものである。笠井の

以上に関する記述は詳細をきわめているが，そのほとんどは内外の文献によったものである。

桂 (1937)556) (昭 12) は「鉄道枕木の魔朽を基因するホウロクタケの研究」を公表しており (216 ペー

ジ参照)，また北島(1942)813) , 中村(忠) (1942)削) (昭 17) は「北支鉄道枕木脅朽状態調査報告」を行

なっている (285 ぺーヲ参照〉。

電柱の耐久年限

坂巻 (1935)"日〔昭 12) は「電柱の耐久年限に就て」と題する報文を公にしているが， これは電柱とし

て用いた各種木材，防禽処理の有無， 使用された環境等とその耐久年限との関係とを主として建替年限に

よって調査した結果を述べたものである。

木材パルプの変質・腐敗

木材ノ'1;レプの貯蔵中における変質・魔敗については海外では多数の研究報告が公表されており， 西門

(1940)737) (昭 15) によってその一部は紹介されたところである。わが国におけるこの方面の試験研究成績

はまことに乏しく， 実験的報交として昭和初期に発表されたものは当時帝室林野局林業試験場で簡易ソー

ダバルプの製造試験に従事していた三好東ーの業績のみではあるまいか。

三好(東) (1942)8問(昭 17) は「曹達木材パルプの魔敗に関する研究」と題する報交を発表している

が，これは材質魔桁菌十数種，および変色菌 1 種その他を人工接種して調ベたもので， 実験結果について

…供試料パルプの種別に依る魔敗現象は各々特徴を有し，一様ならざるも，概してアカマツパルプは

魔敗の程度著しく，アスナロパルプは比較的僅少なれ此処に接種せし菌類がパルプ繊維に及ぼす影響の

程度に依り，被害大なるもの，被害軽微なるもの， 被害を認めざるもの等に類別すれば成績次ぎの如し。

"被害大なるもの ツガサルノコシカケ， ニクウスパタケ， ヒメシロカヒガラタケ， エゴノキタケ，ダ

イダイタケ，ワタクサレタケ，スエヒロタケ" “被害軽微なるもの ミダレアミタケ，クロコブタケ，ヒ

イロタケ，カハラタケ，カタシラゲタケ，クロクモタケ，クリタケ" “被害認めざるもの ブナ青変

菌〔褐変菌)，マンネンハリタケ，マスタケ〔アイカワタケ)"と述べている。

シイタケ椅木の害菖

シイタケ栂木のいわゆる雑菌として多数の材質魔朽菌類が次の報文にとりあげられている。西円・三橋

(1942)821) I椎茸橋木の害菌に関する研究(第一報) ウロコタケ属菌数種に就てJ，西門・宮脇 (1942)825r

「椎茸橋木を侵害する二三主要害菌の防除についてJ，西門・三橋・中山 (1942)悶) IIllustrations and 
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descriptions of fungi injurious to the culture of Siitake muschroom 1 j , 同 (1942)脚) í椎茸楕木の

害菌類図説第一報j. 同 (1943)附) �Illustrations and descriptions of fungi injurious to the cultures 

of Siitake mushroom IIj，同(1944)882) r椎茸楕木の害菌図説 (第二報)j。

木材の変色およびその防止に関する試験研究

笠井 (1937) 555) (昭 12) í木材の変色の種類，其の原因並びに防止」は，“木材の変色には色々の種類が

ある。松材の育変などは其の一つである。 ……本報告は木材の変色には如何なる種類があるか。其れ等は

如何なる原因で惹起せられるか。変色を防止するには如何なる手段を講ずべきであるか。等の事柄につき

"綜合解説したもので，化学的変色，菌類に因る変色の両者につき各樹種の変色について詳細に述べ

られている。

マツ類の青変菌

マツ材の青変菌に関する本格的研究は海外においてはすでに VON SCHRENK (1903)*' , HEDGCOCK 

(1906)汽 MﾜNCH (1907-1908)制らによって行なわれており，わが国では笠井 (1917)制(大 6) の研究

をもって鳴矢とする。笠井に直ちにつづくものがなく，しばらく中断されていたのであるが，昭和年代に

入るに及び，本邦でも活発にこれがとりあげられて見るべき成果がおさめられた。

西門 (1932)252) (昭 7) は「松樹材質の青変に就きて(予報)j で次のように述べている。“緒言松樹の

材質に其立木の億で， 或は伐採して後に薄墨を流した様な或は更に之よりも濃い着色の表はれる事があ

る。斯うした木材の変色に就いては我国でも久しい前から当業者の間にはよく知られて居た物であるが，

問題視されて来たのは数数年来の事の様である。特に之が為めに松樹の枯死を来すといふので一層問題が

面倒になった様である。私が此の研究に着手したのは今春来の事で大阪営林局から話があって其から得た

兵庫県下の材料によって菌学的病理学的方面から研究に歩を進めて居り目下単に其緒に就いただけである

…・"と本研究着手の端緒についていっている。“名称"，“研究の歴史"，“青変松材の肉眼的状況"“青

変松材の顕微鏡的性状"と記し“病原菌の名称"では“H・H・大正六年笠井幹夫氏が……研究し之が原因

とした菌を……セラトストメラ・ピリフエラ・ウインター (Ceratostomella pilifera WINTER) にあて…

…た。私の扱ふて居る菌は此笠井氏の……とは……判然たる差がある。..・H・今春北米でカロリーヌ・ルン

ボルト (C. .RUMBOLD) 博士が発見記載した菌と極めてよく類似H ・ H・。……比較の結果……私の菌はルン

ボルト……博士によりて新らしく命名された……セラトストメラ・イプス・ノレンボルト (Cerafostomella 

ips RUMBOLD) と同定する。……H としている。つぎに“寄主植物"，“青変菌の発生と甲虫の喰害との

関係"では海外の文献のごく概要を紹介したのち“……我邦でも兵庫県下の各地の風致保安林の松樹の枯

長1 SCHRENK , H. VON: The “ bluing" and the “ red rot" of the western yellow pine , with 

special reference to the Black Hills Forest Reserve. U. S. Dept. Agr. Bur. Pl. Ind. Bull., 
36, pp. 1-40 (1903). 

発2 HEDGCOCK , G. G.: Studies upon some chromogenic fungi which discolor wood. Missouri 
Bot. Gard. Ann. Rept. , 17, pp. 59-114 (1906) .. 

持3 MÜNCH , E. : Die Blauf孟ule des Nadelholzes. Naturw. Zeits. f. Land.u. Forstwirts. , 5, pp. 

531-573 (1907); 6, pp.297-323 (1908). 
制笠井幹夫:木材を青変する慈姑徽に関する研究. 鉄道院総裁官房研究所業務研究資料 5 (5) , pp. 
1-51 (1917). 

持5 RUMBOLD , Caroline T.: Two blue.staining fungi associated with bark.beetle infestation of 

pines. Jour. Agr. Res. , 43, pp. 847-873 (1931) 
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第 99 図 SCHRENK， H. , VON (1903). 
iTh巴“bluing" and the “ red rot" of the western 
yellow pine, with special reference to the Black 
Hills Forest ReserveJ (マツの青変および赤色朽)の

タイトル・ペーツ

死の直接の原因が或るコキクヒムシ類

の喰害と関係があり，之が喰害を受け

た松樹材に育変の起るのが常である。

H ・ H・"といい，“松樹内の水分を青変

との関係"の項では海外の成績をあげ

てから， “……私の行った実験でも同

様な結果になっている。即ち月々松樹

を伐採して伐採直後に青変菌を接種し

たものや其含有水分が……失はれてか

ら接種した物の青変の早さを検した0

.・・・伐採直後の材へ接種した物では一

箇月後では切口から三糎以上青変して

居る物は殆んどなかったが全量の-0

%一十五%の水分を失った材ではず

っと深く青変して居る事が分った。…

…"と述べ，“防除法"で本報交は終

っている，

この詳細は西門・山内(1934)'73) (昭

9) r木材の育変に関する知見(第一

報〕 西部日本に於ける松材の青変を

起すセラトストメラ・イプス菌に関す

る研究」と題して報じられた。この論

文では本菌の形態，分類および生理が

述べられ，本菌の和名については“…

.・・著者の研究では本邦には松材を青変

する Ceratostomella 菌は一種でない

事が明らかになった故此を互に区別

する事も必要である。それで本菌，

Ceratostomella ips Rumbold に対

する和名に就き……「松の立枯性青変菌J と呼ぶも便利であろう。叉学名を其僚に「松のイプス青変菌」

と呼ぶも亦一法かと思ふ。"といっている。なお本論文の内容は西門・山内 (1933)306) rContributions to 

the knowledge of the sap stains of wood in Japan. 1. Studies on Ceratostomella i_ρs Rumbold , 

the cause of a blue stain of pine trees in Western JapanJ と題して英文でも発表された。

西門・山内 (1934)374) (昭 9) r木材の青変に関する知見第二報松材の青変を起すセラトストメラ・

ピニー菌に関する研究J の“緒言"では“・…・前報告で記した様に Ceratostomella ips Rurnbold 菌は

兵庫県，大阪府等瀬戸内海沿岸地方では赤松及黒松の立木に発生し其立枯の原因となり或は之が枯死を

著しく促進する物である。然し該菌は比較的初期の被害部に見る物で被害程度の進んだ赤松叉は黒松では
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前記の C. ips 葱の存在は比

較的少なく Ceratostomella

pini Münch 菌の侵害が主の

様である。之は…… C. pini 

菌糸の生長速度が極めて大で

ある事や，又後に記さんとし

て居る C. piceae Münch 等

の菌に比して立木に侵害蔓延

するに好都合な性質を具有す

る事のための様である。斯う

した次第で C. pini M�ch 

菌は赤松及黒松の材質を青変

し叉は之が立木の枯死を誘起

し或は促進する菌としては最

も重視すべき菌の一つであ

る。のみならず製材後の松材

を青変する菌としても其分布

の広さに於ても其発生の程度

に於ても最も著甚な物で普通

に青変松材として知らるる物

の大部分は本菌の被害材であ

る。"といっている。本報告

では“病徴"“形態"“分

よ
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第 100 図 MUNCH， E. (1907). 

["Die Blauf舫le des Nadelholzesj (針葉樹材の青変〕
のタイトル・ページ

ふ。" としている。本論文とほとんど同一内容のものが， 西門・山内(1934)375) ["Contributions to the 

knowledge of the sap stains of wood in Japan. II. Studies on Ceratostomella pini Münch, the 

cause of a blue stain of pine treesj と題して英文でも発表されている。

マツ材の育変菌としていま 1 種は西門・山内(1935)465) (昭 10) ["木材の青変に関する釦見第三報 松

材の育変を起すセラトストメラ・ピセエ菌に関する研究j，同 (1935)468) ["松材の青変を起すセラトストメ
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ラ・ピセエ菌に関する知見」およ

び同(1935)'間 iContributions 

to the knowledge of the sap 

stain of wood in Japan. III. 

Studies on Cerfostomella piceae 

Münch , the cause of a blue 

stain of pine treesJ で報告さ

れた。本菌に関する研究内容を第

一の論文によって紹介すると次の

とおりである。主な項目は“病

状..“本菌の形態'V “本菌の分

類学的考察"，“本菌の生理"，“本

菌の殺滅並に発育制止に関する試

験"からなっている。本菌の寄

主植物としてはクロマツ，アカマ

ツ， ヒメコマツ， ヒノキ， サワ

ラ，エゾマツ，アカエゾマツ，コ

ナラ，ハリギリ，ホオノキ， .ズ

ザクラ (マメザクラ)， シラカン

パおよびイタヤカエデの針・広葉

樹があげられており，また本菌の

摺 和名は“……「エゾマツの育変菌」

第 101 図 西門義一・山内己酉(1933).

rContributions to the knowledge of the sap stain 

of wood in Japan. 1. Studies on Cerafosfomella ips 

RUMBOLD, the cause of a blue stain of pine trees 
in western. JapanJ (日本における木材の変色に関する

研究.1. 西日本のマツ材育変菌 Ceratosfomella ψs) 

のタイトノレ・ページ

~ 

叉は「エゾマツのクワイカビ」の

名を使用するが最も好適の様であ

る。……けといっている。

μ病状"については“本菌によ

る被害は主として伐倒後製材中或

は製材後の木材に表はれ貯木場に

多く発生する物である。貯木場で

は単に赤松，黒松，エゾマツのみ

ならず各種の樹種に見出される。

…叉立木に発生する事もない訳

でなく本著者も夫を見ている。鳥取県下の砂丘地で多年砂に埋まれ樹勢の衰弱した黒松は樹冠には立派に

生葉をつけて居ながら樹幹は本菌の侵害を受けて育変して居た。……"と述べている。

西門らとほとんど時を同うして発表されたものに河原松実 (1933)286) (昭 8) r松樹の育変菌に就いてJ

がある。 これは三重高等農林学校学生の卒業論文で高橋隆道教授の指導によって行なわれたもので，兵庫

県および三重県で採集した育変菌について述べられ， 短期間の実験観察としてはよくまとまっている。そ
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してアカマツの育ー変菌を Ceratostomella 戸ini MÜNCH と同定している。

西門ら (1932~ 1935) の以上の研究によって本邦でマツ類の青変を起す菌として ， Ceratosto卸1ella iρS 

RUMBOLD , C. pini MÜNCH および C.ρiceae MÜNCH の 3 種が明らかにされたのであるが， これら 3

種の比較結果が山内(1934)395) I本邦に於ける松材育変に関する知見J，西門(1935)刊日(昭 10) I松材の青

変と其原因に就て」および西門・山内(1935)'67) I松材を侵害する青変菌三種の比較研究(概報)J で要領

よくとりまとめられている。

育変菌属名 Ceratostomella はその後 Ophiostoma組あるいは Endoconi・'dioPhora とよばれた時代があ

り，最近では Ceratocystis に一応おちついている。そして Ceratostomella iρS RUMBOLD , C. pini 

MUNCH および C. Piceae MÜNCH はそれぞれ Ceratocystis ips (RUMB.) C. MOREAU , Ceratocystis 

minor (HEDGC.) HUNT および Ceratocystis piceae (MﾜNCH) BAKSHI とされている制。

なお最近青島・林(1956)制によってマツの育変菌としてさらに 1 種 0ρhiostoma coeruleum (MﾜNCH) 

H. et P. SYDOW が追加され， 氏らによればかつて笠井(1917)制によって Ceratostomella pilifera 

(FR.) WINTER とされたものは本菌にほかならないという。

マツ材の含水率と青変との関係については海外では MÜNCH (1908~1909)制ほか数氏による詳細な報

告がある。わが国では西門・山内(1935)462) (昭 10) I松材の含水量と青変菌の発育との関係」で Cerato・

stomella iρs ， C.ρini および C.ρiceae の 3 種で実験の結果，含水量 149る(乾重量に対して 25%) では

わずかに菌糸の発育を認めたが青変は起らないけれども 17% (乾重量対 30%) ~78% (乾重量対 140%)

では湿度が増加するにつれて青変作用がはなはだしく現われると報じている。北島(1938)616) (昭 13) は

「アカマツ材の含有湿度と青変との関係」で Ceratostomella ρilぴ'era (注著者のまま〉および C.ψs

両菌について実験，含水率約 20% (湿重対〉以下では菌糸は微量発育するが育変は起らず，約 25% (湿重

対〉以上になると菌糸の発育・変色ともに顕著になると述べている。

マツ材の青変防止試験が北島によって行なわれた。氏(1939)663) (昭 14) の「アカマツ丸太材の青変防

止試験」では， 氏の創製した第 24 号薬(木タール 69，松根ピッチ 26，消石灰 5) または第 18 号薬

(変性アルコール 26，国松脂 48，消石灰 4，石綿粉末 10ムクレオソート 10) を木口に塗布，さらに第

13 号薬〔水 91 cc，工業用硫酸銅 4g，アンモニア水 (28%) 5 g)を丸太の周囲に塗布することによって青

変を防止することができると報じている。 また氏(1941)766) (昭 16) の「アカマツ板材の防菌試験」の結

果は，“……製材後速急に板を発送する場合には薬剤処理を必要とする。けれども生材の処理は薬剤の効

果不充分であるから之れを 80% 以下の含水率迄乾燥し， 然る後此の板を硫化加里の 1% 液中に 2分間浸

潰して其のまま結束運搬すれば防菌上大なる効果を認むる……"としている。

*' MELIN , Elias and J. A. NANNFELDT: Researches into the blueing of ground woodpulp. 
Svenska Skogsvardsf. Tidskr., 32, pp. 397~616 (1934). 

発2 HUNT , J. : Taxonomy of the genus Ceratocystis. Lloydia 19, pp. 1~59 (1956). 
制青島清雄・林康夫:マツの青変菌 0ρhiostoma coeruleum (MむNCH) H. et. P. SYDOW. 林試

研報 92， pp. 41~50 (1956). 

桝笠井幹夫:木材を青変する慈姑微に関する研究.鉄道院総裁官房研究所業務研究資料 5 (5) , pp. 1 
~51 (1917). 

制 MÜNCH ， E.: Die Blauf邑ule des r、~adelholzes. Naturw. Zeits. f. Land-u. Forstwirts. , 5, pp. 

531~573 (1907); 6, pp. 297~323 (1908). 
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エゾマツの青変菌

沼田(1931) 198) (昭 6) は「育変菌か小重量虫か乾燥か」で“此所数年樺太の北半では， ヤツパコシンク

ヒによるエゾマツの被害が注意を玄、くやうになり……。 此の…・・被害木を検するならば，その辺材に一抹

の淡い入墨のやうな青色を認めることが出来る。 これが木材の青変菌による青変で……青変によって工芸

的価値を下落せしむる……。"とし，次に木材の青変菌について内外文献を紹介してから，“……昨秋兵庫

県明石公園の黒松枯死の現状を視察して， これも小震虫類の一種(マツカハノキクヒムシ)……に近因を

帰せしめられるやうな被害であった。而してエゾマツのそれに於ても，またクロマツのそれに於ても等し

く材の青変を来し，尚ほ枯死に到る経過が非常に速かなのも一致して居るのである。 私は……虫害のみが

死命を制するものでなく，青変菌も与って力あるものである……"といっている。

第 102 図 栃内吉彦・坂本正幸 (1934).

「エゾマツ材の育変に就てJ のタイトル・ぺーヲ

ついで栃内・亀井・坂本

(1934)386) (昭 9) í北海道に於

けるエゾマツ青変菌に就て」お

よび栃内・坂本(1934)町) íエ

ゾマツ材の青変に就て」が公表

されたのであるが，次には後者

によってその大概を述べる。

“緒言"“材育変の一般病

状"， “研究歴史" とつづき

“エゾ7 ツ材の青変"では“本

道に於ける重要材種たるエゾマ

ツ材の青変をおこす育変菌・…­

に関して簡単に述べて見たい。

札幌附近に於ける観察では，本

病は大体五月中旬から十一月に

至る約半ヶ年の発生期間を有

し，六月から九月までの聞に於

て最も著しく現はれるものであ

る。道内の他地方に於ても之と

大差ないものと思はれる。…

…"とし，“病原菌の形態"の

項では，この菌の各胞子世代に

ついて記載してから“……ここ

で……本菌の学名について述ぺ

ておく事にする。従来松楢材の

育変菌は一律に…...Ceratostoｭ

mella pilifera Wint. とされて

居ったのである。しかし一九O
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七年独逸の・… ..Ernest Münch の研究の結果，セラトストメラ・ベリフエラは次に挙げる四種の菌 …・ー

Ceratostomella pini , .… ..Cerat. piceae...…Cerat. cana 及び-…ーCerat. coerulea の集合種なることが明

になった。吾々は本道に於て普通に見られるエゾマツ青変菌は……。その形態及び培養試験等を試みたる

結果-…・セラトストメラ・ピセーに一致する事を明になし得たのである。 ……参考の為に附記しておきた

ヤのは， 昨秋樺太北大演習林より寄贈せられたヱゾマツ青変材より分離せる菌はその形態及び材に現はす

病徴等に於て本道のエゾマツ青変菌とは非常に異るものがある事である。……"としてエゾマツの青変菌

は 1 種だけではないことを示唆している。“被害組織の観察"では顕微鏡的特徴を述べ，なお“防除法"

で本論文は終わっている。

河野広道 (1938)6山(昭 13) は「エゾマツ， アカエゾマツの立枯とキクヒムシ類及び青変菌との関係」

でつぎのように記している。まず“III エゾマツの青変菌"については“……庫太及北海道で， エゾマ

ツを害する育変菌は少くとも二種あり，そのーは材の中心に向って模状に侵するもので，他は辺材部のみ

を年輪に沿ふて輪状に青変せしむるものである。後者は栃内・坂本両氏〔昭 9) により Ceratostomella

piceae M ünch なることが確められた0 ・…・・この種類は......樺太，北海道では，エ、ノマツ，アカエゾマツ，

及びトドマツに寄生して居る極めて普通の種類である。 エゾマツを害する育変菌には以上二種以外にも若

干の種類がある様に思はれるが， まだ充分研究されて居ない。" といい， “ IV キクイムシと青変菌の関

係"は内外文献を引用してから“……樹木が衰弱し， 樹体内に水分が欠乏して来ると樹脂の分泌力を弱

め，同時にキクヒムシや象鼻虫の如き樹皮穿孔性害虫の襲ふ所となり， 叉青変菌その他の病菌に侵される

ことになる。 ……白然界に於ては青変菌は無庇の樹皮を有する樹木には寄生して居ないから，先づキクイ

ムシ類その他の穿孔虫の震入が先で， それに伴ってキクヒムシ類の加害部から青変菌が侵入するものと思

はれる。"としている。

翌年矢沢 (1939)6附(昭 14) は「棒太に於けるトド 7 ツ・エゾマツ材の青変に就いて」で次のように述

べている。“本島に於けるトドマツ， エゾマツの生材剥皮丸太や挽材の……主として辺材部表面に小黒粒

点状の菌体が多数発生し叉其の材の内部が淡黒色叉は淡青色を呈するに至ることは屡々見られる所であっ

て，之れ所謂木材の青変現象であり此の変色の為に木材の利用価値は減少し製材業者及びパルプ業者間に

相当大なる問題となってゐる。 ……叉是等の樹種が林地に於て昆虫特にキクヒムシ類，カミキリムシ類等

の被害に因り樹勢の衰頚を来した場合にも亦殆ど必らず本青変現象が伴ひ起り其の枯死を早めるのであっ

て，更に昭和十一年秋本島を襲った大暴風雨が惹起した巨額なるトドマツ， エ、ノマツ風倒風折木に目下本

菌が蔓延しつつあるので利用処分上問題視されて来てゐる事実もあるのである。而して筆者が昭和八年以

来トドマツ， ェ、ノマツ丸太に就き屋内に於ける天然乾燥状況の調査……中・…・・供試丸太に著しい青変を惹

起したので之， を機としてトドマツ及エゾマツの製材や丸太及虫害木で育変を起した試料…・・を採集……

調査を施行した。 其の結果本島に於てトドマツ，エ、ノマツ材に発生する是等の青変現象は…・・セラトスト

メラ・ピセー菌 (Ceratostomella piceae Münch) に因るものであると信ずるに至った。"とし， 氏が採

集した青変菌の形態を詳細にわたって記している。

後年青島・林(1955)引はエ、ノマツの青変菌として Endoconidio戸hora coerulescens MﾜNCH (Ceraｭ

tocystis coerulescens (MﾜNCH) BAKSHI)引を追加した。

相青島清雄・林康夫:ェ、ノマツの青変菌 Endoconidioρhora coerulescens MÜNCH の研究.林試研

報 81 ， pp. 19~28 (1955). 

持2 HUNT, J.: Taxonomy of the genus Ceratocystis. Lloydia 19, pp. 1~59 (1956). 
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ブナ材の変色菌

昭和年代に入るに及び広葉樹林の利用開発剖が本邦林業政策の一環として大きくとりあげられ，特に莫

大な蓄積を有するブナにその焦点がむけられた。 ところで北島(1933)294) (昭 8) íブナ材を変色するブナ

クワヰカビ」に“本邦の森林中には之れが利用的立場より観て重要なる各種の澗葉樹材を多量に産し，主主

に述べむとするブナ材の如き甚しく多量の蓄積を有する潤葉樹材の一種である。而してナラ・ケヤキ・カ

ヘデ・セン・ホホノキ等の如きものは己に早くから利用の道開けたるに対して， ブナ材に至つては通常の

雑木父は薪炭材視来れるは如何なる理由，如何なる原因に基因するであらふか。単に材の色沢・強度等か

ら観ればブナ材は決して他種の滴葉樹材に優るとも劣るものではない。 併しながら材の取扱ひが其の当を

得ざる場合には材質の硬きに比して「クノレヒ J を来たし易く且つ甚しく腎朽し易く叉極めて変色し易き特

性を有する。之れブナ材が他種の潤葉樹材に比してその利用の道の開けなかった大なる理由である。斯く

の如き不良なる性質の因って来る所以を研究調査して之が欠点を軽減するは， ブナ材の利用開発の根本義

であって…--J' と述べられているのが当時の状態であった。狂いやすい性質の是正は人工乾燥技術の進歩

によって遂次解決してゆき， 魔何しやすい性質を補うためには防禽剤注入が実施されてブナ材の利用が大

いに進むのであるが，ここでとりあげるのは“……山地に於て 4 月， 5 月頃から 9 月下旬の候に亘って伐

倒されたるブナ丸太の新しき木口に fある種のカピ〕が発生…・・， その最も発生の旺盛なる季節は 7 月 8

月の候であってこの季節に於ては 7 日間乃至 10 日間も放置すると，その木口に本菌の発生を見，之れと共

に内方に向ひ淡褐色，褐色，黒褐色の変色部を出現する。木材業者は之れをブナ材の魔朽と称して健康材

に比較して策価に取引きして居る。 併しながらこの……ブナ材は決して魔朽したるものではなく変色であ

る。"

北島 (1933)293) (昭 8) は「ブナ材の変色に就てJ で次のように記している。“……著者は昭和六年十月

以来ブナ材の変色及び之れが防止手段に就き東京営林局より之れが研究を依頼され， 繭来……寄生菌に対

する生理的実験を行なふと共に， ……実地の試験を実行したる結果主主に其の原因も確定し防止に関する

大体の方法も判明するに至った次第である。..・H・次に其の概要を記する事とする。"として， “変色の状

態"，“菌の寄生性と他樹に対する変色性"，“菌の形態及分類上の位置"， 川本菌の発育と温度の関係"お

よび“本菌に対する防除試験"の各項目について述べている。そして，本変色菌については“……子嚢菌

類中の Ceratostomella 属に該当するものであるが之れが種名に関しては今暫らく其の決定を保留して置

く。……著者はブナの本菌に対して「ブナクワヰカピ」としたいと思ってゐる。"とし，また“第一号"

“第一0号"の薬剤を防除試験に供試している。

またブナ材を変色させる菌類として北島(1935)" 9) (昭 10) は「ぶな丸太材の変色の原因と之れが防止方

法」で次のように述べている。“……著者は各営林局の伐倒地で得た各被害丸太から形態的に異なる次の

3 種の変色菌を分離した。即ち第 1 Endoconidio帥ora sp. (著者は嚢に本菌に対しては Ceratostomella 

として発表したのであるが MÜNCH制氏の分類に従ひ本属に改むる事とした〉。第 2 Cerafostomella sp. 

第 3 Graρhium sp. 而して之等の 3 菌を別々のブナ丸太に人工接種して見ると其の菌糸の繁殖すると共

に木口面は勿論， 材の内方部迄も変色して其処に激烈なる着色上の変化のある事を常に例外なく認めた。

制 C J: 討論題澗葉樹林の利用開発方案に就て (昭和四年林学会春季大会討論会講演).林学

会雑. 11 (10) , pp. 509~566 (1929). 
制 MÜNCH ， E.: Die Blauf詰ule des Nadelholzes. Naturw. Zeits. f. Land-u. Forstwirts. , 5, pp. 

531~573 (1907). 
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「ブナ丸太材変色の原因をなすエンドコニデイ

オフオラー及び之れが発生防止に関する研究」
のタイトル・ページ

-255-

…Endoconidioρhora 属に配属する

ことは言を侠たざる所なりとす。元来

本菌属は形態的に Ceratostomella 属に酷似せるものにして，其の異なる所は Cerafostomella に於ては，

其の分生胞子時代として Graρhium 叉は Cladosporia 等の如き形態を有して決して，菌糸の一端より形

成せらるる内生胞子を形成せざるも ， Endoconidioρhora に於ては明かに之を形成するを以て，此の点、に

於て両属聞に明瞭なる区別の存在することを知る可し。"としている。“IV. Endoconidioρhora 菌に関す

る既往の研究" には既知種をあげてから， H.H・..以上記述したる 5 種の Endoconidioρhora 菌に関して其

の形態並に生理関係を著者の菌と比較するに何れも一致せるものなく，唯 Endoconidiophora moniliform. 

is 菌は粉々近似せるが如きを以て……著者の菌と比較すれば次表の如し。……即ち上表を視るに両菌は

子嚢殻の頚の長さ H ・ H・刺毛の長さ…・・大型分生胞子の形…・・・担子使の大さ等に於て夫々大なる相違の点あ

る H ・ H・等より考察して著者の菌を新種と認め本菌が主としてブナ材に寄生して之れを変色せしむる意味よ
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りして学名を Endoco招idioρhora Bunae n. sp. となし和名をブナクワヰカビとせり。"といっている。

“ V. 接種試験"“VI.他種材に対する変色試験"，“VII.培養試験"“VIII.本菌の発育と温度との

関係ぺ“IX. 本菌分生胞子の死滅温度"，“ X. 本菌の発育に及ぼす各種糖類の影響"，“XI.本菌と酸化

両手ー素"，“XII.本菌の他種菌との対侍 [1持〕培養に於ける菌糸の発育状態"， "X 111. 本菌の発育に及ぼす

遊離酸素の影響"と型どおり本菌の生理的性質を述べ，“ XIV. 本菌の発育に及ぼすブナ材含有水分の影

響"では“……本菌はブナ材の含水率 15% [湿重比〕以下……〔では〕菌糸は全然発育不可能なるも 19~

25% [湿重比〕前後に於ては接種点の周囲に僅に発育……，而して 27~31% [向上〕内外に達せば材の全

面に極めて薄すく空中菌糸の蔓延を見るも未だ材の変色を来す程度に達せず。然れども 37% [向上〕以上

に於ては菌糸は猛烈なる発育をなすと共に材の変色も亦甚しくなり接種後 7 日内外にして無数の子嚢殻の

形成を認めたりと…・・"。述ぺている。以下“XV"~ “ XVIIl"は本論文の中核をなすもので多数の薬

剤を供試した変色防止試験成績を記している。 そして氏の創製した第四号薬(変性アルコール 26，クレ

オソート 10，松脂 48，石綿粉末 10ム消石灰 4めあるいは第 24 号薬(消石灰 5，木タール 69，松根ピ

ッチ 26) の木口塗布によってこの変色は防止することができるとしている。ただし第 18 号薬は夏季伐倒

丸太に，また第 24 号薬は冬季の丸太に用いるものである。

“ XX. 本研究結果実行上の効果"で， “昭和 9 及び 10 年両年度に於ける青森営林局管内に於て調製さ

れたる第 18 号薬の調製高は実に 5，5001 以上に達し之れが塗布総材積は 7，928 m' 以上に及べり。而して

第 24 号薬は・…・・研究発表の遅延せし為め，・…一昭和 10 年度に於て・…・・調製量 1 ，3001 にして塗布材積 2，256

m' なり……"と自ら述べているのであるが，これらの変色防止剤の使用量はその後漸次増大してゆく。

本論文の主な価値はその応用面にあると見るべきで， 殺菌剤が今日に比べて比較にならないほど少なか

った当時において， 氏自ら創製した薬剤によって変色防止に成功し，とにもかくにも業界の要望に一応答

えた功績ははなはだ顕著なものがあった。

第二次世界大戦後ふたたびこれが問題になり， 農林省林業試験場において新たな見地から試験されみる

べき成果がおさめられた制。なお北島によって新種として記載された変色菌(ブナクワイカピ) Endo・

conidioρhora bunae KITAJIMA は，後年青島清雄が送った林業試験場保存菌株によって北米合衆国の

HUNT (1956)制が比較検討し，古く HEDGCOCK (1906)制が記載した Ceratocystis moniliformis 

(HEDGC.) C. MOREAU と同定した。

褐変色菌のほかブナ材には背変菌も寄着することが近年明らかにされ，青島・林(1953)汽(1956)梢によ

って Ceratostomella piceae MﾜNCH (0ρhiostoma piceae (MﾜNCH) H. et P. SYDOW) [Ceratocystis 

ρiceae (MﾜNCH) BAKSHI]拙， Ophiostoma pluriannulatum (HEDG.) H. et P. SYDOW [Ceratocystis 

ρluriannulata (HEDGC.) C. MOREAU]制， 0ρhiostoma stenoceras (ROBAK) NANNF .*'および

制丸太保護研究班:ブナ丸太の防虫防菌に関する研究.林試研報 120, pp. 1~109 (1960). 
拙 HUNT ， J.: Taxonomy of the genus Ceratocystis. Lloydia 19, pp. 1~59 (1956). 
全日 HEDGCOCK , G. G.: Studies upon some chromogenic ﾌungi which discolor wood. Missouri 
Bot. Gard. Ann. Rept. , 17, pp. 59~114 (1906). 

制青島清雄・林 康夫:ブナの青変と青変菌について(予報).日林誌 35 (8) , pp. 268~269 (1953). 

前一一一一・一一一一: 3 種のブナの青変菌.日林誌. 38 (4) , pp. 151~155 (1956). 

制 MELIN ， Elias and J. A. NANNFELDT: Researches into the blueing of ground woodpulp. 

Svenska Skogsvardsf. Tidskr., 32, p. 409 (1934). 
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Le戸tograPhium sp. が報告

されている。

なお北島(1935) ， 45 1) (1936) 

510) の報告にみられる Cerato・

stomella sp. , GraPhium sp. 

は青島・林 (1953) の考証

によれば，これらは同一菌で

Ceratocystis ρiceae (MﾜNCH) 

BAKSHI にほカミならなし、と

いう。

タブの変色菌

笠井 (1939)661) (昭 14) は

「術の変色菌としての Gra-

Phium rubrum RUMB.J で

つぎのように記している。

川昭和 12 年 11 月私は変色し

た鮒に着生し， Carmì'ne 色の

露滴を頂いてゐる Graphium

を見付けた。此の露滴の

Carmine 色に興味を惹かれ

て培養して見た。何といふ菌

だろうと考証した結果，此菌

は今から僅か 4 年前の 1934

年に例の RUMBOLD制さん

が新種として発表…ーしてゐ

るところの Graphium rubｭ

rum RUMB. に外ならぬと信

ずるに至った。彼女之れを…

…ポプラ外 3 種の材に獲たと

いふ。日本にも亦産すといふ

ことを報ずると，……命名者以って一興とするじゃろ。寡間の範囲では此の菌が日本に産するといふ事は

今日まで知られてゐないやうに思ふ。 ・…・・私の取扱った材料の梼材は元来九州産のものである。故に此菌

も亦九州を故郷とするものと見るべきであらう。"なお“梼の変色" “変色部に於ける虫孔" "材の表

面に林立せる Graphium",“Graphium rubrum の全貌"， "Conidia の種類"および H培養"の諸項

目について簡単に述べている。

制 RUMBOLD ， Caroline T.: A new species of Graρhium causing lumber stain. Phytopath. , 24, pp. 
300~301 (1934). 
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緑変菌(ろくしょうぐされきん〉

校枯上に発生して材を鮮明な緑青色に変ずる子嚢菌に対して“緑青魔れ菌"という和名を附したのは安

田 (1912)制である。

赤井 (1934)山) (昭 9) は「緑変材を基因する Chlorosρlenium 属菌に就いて」で次の 3 種を記載して

u、る。

Chlorosplenium aeruginosum (OEDER.) DE NOT. クリ材

Chlorosplenium aeruginascens (NYL.) KARST. カシ材

Chlorosplenium aeruginellum (NYL.) KARST. ウルシ材

なおこれらの菌類は緑色色素を分泌して材を緑色に染めるものであるが， 氏は緑変材の解剖所見につい

ても述べている。

小林(義) (1937)565) (昭 12) は「日本産ろくしゃうぐされ菌属ノ二種」で，属名としで Chlorociboria

を採用し，次の 2種を記載している。

Chlorociboria aeruginosa (OED.) SEA VER (syn. Chlorosplenium aeruginosul仰 DE NOT.) (ロ

クショウグサレキン) (緑青魔菌〕

Chlorociboria versifo門刊is (PERS.) SEAVER (syn. Chlorosplenium versiforme DE NOT.) (ロク

ショウグサレキンモドキ一新称〕

竹製品の防菌試険

輸出用竹製品に発生するアオカピ， クロカピ， クモノスカピ等を防止する目的で，北島・ 111村(実〉

(1934)36日(昭 9) ， (1938)目的(昭 13) が「竹製品の防菌に関する実験」を行ない， テレビン紫蘇油 5% 液

あるいは結晶炭酸ソーダ 0.5% 液で竹材を処理することによってこの目的をほぼ達しうると報じた。

竹材の防菌についてはなお後年山本(和〕ら (1959)制(昭 34) によっても試験が行なわれた。

菌類に因らない木材の変色

関谷 (1933)目的(昭 8) í木材の褐色斑に就いて」および同氏(1934)'78) (昭 9) í木材に於ける褐色斑の

実用的意義」は木材中にしばしば認められる褐色斑は h明かに昆虫による病理的のものである"とし，こ

れが現われる樹種としてノブノキ， エノキ， ネムノキ，ニガキ，ウルシ，ヌルデ，ハリギリ，シオヲ，ク

サギその他をあげている。

三好(東〉・島倉(1934)371) (昭 9) は「洪水に因る立木の変色現象」を長野県木曾地方でサワラ，モミ，

ヒノキ，ツガ， ミズメ，ハンノキ，カンパ等で認め， この成因を“洪水によって鉄分を多量に含む土砂が

被害地に堆積した結果，根が侵害せられ，その生活細胞は枯死し， 次いで鉄を含む水分が材中に入ってそ

の中の単寧と結合し，これを変色させるに至った。"とみている。

偽心材の研究

ブナの偽心材

樹体についた傷策部を発端として材部に褐色物質が形成される病理的変化は保護材 (Schutzholz)，偽心

材 (falscher Kern) ，保護心材 (Schutzkern) 等の名でよばれる。ブナには普通心材の形成はみられず，

制安田篤:菌類雑記(六).植物学雑 26 (304) , pp. 119~120 (1912). 

者2 山本和太郎・前田巳之助:竹材に発生する徹に対する数種防徹剤の効果.兵庫農大研報 4 (1), pp. 

23~34 (1959). 
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辺材と熟材からなっているも

のであるが，しかし心材に類

似する着色材部が認められる

ことがきわめて多く，これを

偽心材とよぶ。

種々の樹木の材部に病的な

着色物質が形成される現象に

ついては古くは R. HARTIG 

(1878)制， FRANK (1884)制，

R. HARTIG ら (1884) ，

TUBEUF (1889), HERRMAｭ

NN (1902) , LINDROTH 

(1904) , TUZSON (1905), 

MﾜNCH (1910) その他の研

究がある。

FRANK (1884)制は生立木

の材部にゴム質が形成される

のは外敵の侵害がら保護し

ようとする生理的な意義が

あるとして， これを保護材

(Schutzholz) とよんだ。 R.

HARTIG • WEBER (1888)制

(Das Holz der Rotbuche, 
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ブナの心材形成〉のタイトル・ベーツ

長1 HARTIG, R.: Die Zersetzungserscheinungen des Holzes der Nadelholzb舫me und der Eiche. 
Berlin , vii + 151 + Taf. 21 (1878). 

持2 FRANK , B.: Ueber die Gummibildung im Holze und deren physiologische Bedeutung. Ber. 
d. Deutsch. Bot. Ges. , 2, pp. 321~332 (1884). 

勢3MむNCH， E.: Ueber krankhafte Kernbildung. Naturw. Zeits. f. Forst・u. Landw. , 8, pp. 533 
~547; pp. 553~569 (1910). 
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胞およびその他の組織にゴ

ム質 (Gummi) が浸潤す

る。枝の傷から空気が侵入

することによって生活柔細

胞の活動が高められて填充

体 (Thyllen) 細胞ができ

るとともに，柔細胞におけ

る木質ゴム (Holzgummi)

の形成が促される。黒褐色

心材部には非常にしばしば

菌類が認められる。偽心材

は病的なものではあるが，

重要な点において真の心材

と区別し得ないものであ

る。

TUBEUF (1889)引は着

色材部は菌類によって容易

に侵されるもので，また原

形質分離を起した死細胞組

織に心材物質が填充したも

のだという見解を表明して

いる。
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第 106 図 MÜNCH ， E. (1910). 

iUeber krankhafte KernbildungJ (病的心材形成)中の

ブナ偽心材に関する記述の一部

解されるであろうと述べている。

後1 TUBEUF, C. F. VON: Ueber normale und pathogene Kernbildung der Holzp自anzen und die 

Behandlung von Wunden derselben. Zeits. f. Forst-u. Jagdw. , 21 , pp. 385-403 (1889). 

勢2 HERRMANN , E.: Ueber die Kernbildung bei der Rotbuche. Zeits. f. Forst-u. Jagdw. , 34, pp. 

596-617 (1902). 
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同じような見解が TUZSON (1905)制 (Anatom. u. mykol. Urters. �er d. Zersetzung und Konｭ

servierung des Rotbuchenholzes , Berlin) によって発表されている。すなわち，ブナ偽心材におけるチ

ローズは菌の刺戟によってできるもので， 通気や傷療に対する反応ではない。傷療ゴム (Wundgummi)

の正体はなお不明である。赤色心材部は実際に辺材部よりも菌に対する抵抗力が大である。伐採後菌の侵

入によって材部に類似の心材形成現象(フケ現象 Ersticken) がみられることは重要である。立木の心材

化は木材の比重を高めるものである。 それから，ブナ偽心材形成の原因としてブナ材を侵す菌類を若干あ

げている。

LINDROTH (1904)制 (Beitr誼ge zur Kenntnis der Zersetzungserscheinungen des Birkenholzes) の

業績は保護材説 (Schutzholztheorie) の基盤に立ち，さらにその意義を論じたもので，氏は FRANK (1. 

c.) の“Schutzholz" に対して“Wundkernholz" という名のもとに詳細な記述を行なっている。

MﾜNCH (1910)制は樹木の病的心材形成に関する研究史をくわしく述べてから，保護材，傷療ゴムある

いは心材物質 (Kernstoめの成立について自分の見解を次のようにいっている。すなわち，この物質は決

して生活細胞から分泌されるものではなく，細胞の死後細胞内容物の酸化生産物として生成されるもので，

おそらくその一部は細胞膜あるいは樹液も関与するものである， とし，次にブナ偽心材の形成について論

を進めている。 枝の傷口から材質腐桁菌の菌糸が侵入，しだいに内部に蔓延，その結果としてまず菌の襲

撃をうけた周囲のなお生きている部分にチローズが形成され， 侵された部分は死後柔細胞内容物が心材物

質の生成によって褐変する。 この現象が樹幹中心部まで及んで偽心材となるもので，これは種々の菌類に

よる魔桁にほかならず，魔符初期におけるものはその強度はいささかも落ちていないが， 分解が進むと魔

朽心材 (Faulkern) となり工芸的価値を低下する a なお， ムラサキウロコタケ (Stereum purpureum 

(PERS. ex FR.J)，キウロコタケ (Stereum hirsutum (WILLD.) FR.J) およびスエヒロタケ (Schizo­

ρhyllum commune (FR.J) が多くの場合偽心材をおこす菌類であるとしている。

比較的近年ソ連〈アルメリア〕の JAROSCHENKO (1935)*' はブナ偽心材の形成は熟材部と密接な関係

があるもので星状偽心の凸出した最外部は熟材と辺材の境界都に接して形成される。 そして従来の見解に

よれば偽心の形成は菌類の侵入により， 枝の枯死部あるいは傷療部から導管内に空気が入ることが条件と

されていたが，これのみでは不充分で，枝の脱落は局部的な偽心形成に止まり， 幹の中心部を貫通する偽

心形成には太い校または梢部の折損と同時に根際または根に損傷のあることを必要とし， この両者によっ

て樹幹内に空気の透過が容易になり，偽心の発達を促進すると述べている。

LARSEN (1943)制はデンマークにおいて 1943 年にプナに心材形成されたのは 1941~2 年の冬季におけ

る氷点下 300C という異常低温による生理的乱調が主要原因で，これに菌類の二次的侵入が関連しているも

のと考えられると報じている。

わが国においては笠井(1929)89) (昭めが「ブナ枕木に関する諸問題」にブナ偽心材について外国文献に

制 MÜNCH ， E.: Ueber krankhafte Kernbildung. Naturw. Zeits. f. Forst,u. Landw. , 8, pp. 533 

~547; pp. 553~569 (1910). 

普'JAROSCHENKO ， G.: Der Einfluss der nat�lichen Reinigung des Stammes von Asten auf die 

Bildung des falshen Kerns bei der Buche und einiger 臧nlicher Bildungen bei anderen 

Holzarten. Forstw. Centralb. , 57, pp. 375~379 (1935). 
引 LARSEN ， P.: Die Bedeutung der Winterk邑lte f� die Kernbildung der Buche. Schweiz. Zeits. 

f. Forstw. , 94 , pp. 265-272 (1943). (Cited from R. A. M. 23 , p. 201 , 1944J この文献のわが

国における存否は不明。
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第 107 図 JAROSCHENKO. G. (1935). 

iDer Einfluss der nat�lichen Reinigung des Stammes 

von ﾄsten auf die Bi1dung des falschen Kerns bei der 

Buche und einiger 臧nlicher Bildungen bei anderen 

HolzartenJ (ブナその他の偽心材形成〉のタイトル・ページ

よってその成因等を紹介し，な

お鉄道枕木として偽心材がきわ

めて大きな欠陥となることを述

べ，また北島 (1933)四7) (昭 8)

はその著「樹病学及木材膏朽論

」で外国文献からその成因等に

ついて概略を記述した。

これに関する昭和初期までに

公表されたわが国の試験研究報

交は，小倉武夫 (1942)問) (昭

17)1ブナ材の偽心に就いてJ が

唯一のものといってよいであろ

う。次にこの報文の概要を記

す。

“ I 緒論 ……ブナ材には多

く偽心が存在し，本道〔北海道3

の業者間では此の偽心の比較的

大なるものを俗にアカブナ，小

なるものはアヲブナと称せられ

てゐる。而して偽心部の多いア

カブナは木工加工に於て優雅な

模様として利用される以外の多

くの場合は，一般に欠点多き為

に嫌忌され，アヲブナが重宝が

られてゐる。が何故に偽心に大

小の相違を生ずるのであろう

か。即ち何故にアカブナを生

じ，アヲブナを生ずるであらう

か? ブナ材の極めて多い独逸

に於ては之等偽心に関する研究

は既に前世期〈紀〉より行はれている。その大要を記せば次の如くである。" といって研究史のごくあら

ましを述べてから，“・…・・上述の学説を基礎として本道ブナ材の偽心の生〈成〕因を究明する事は時機を

得た問題と思考するものである。斯かる見地から筆者が昭和十六年二月函館営林区署管内に於て偽心に関

して柳カミ観察したので，その結果を取纏めて主主に発表する次第である。……"としている。

“ II 所謂アカブ、ナ，アヲブナに就ヤて……渡島地方に於て木材業者間の常用語として用ひられてゐ

る所謂アカブナ，アヲブナなる言葉を検討してみるに， 之等の名称は唯偽心の大なるもの及び小なるもの

に対して夫々業者が用ひてゐる言葉であって， 葉の形状及び種子等を観察するも， 亦解剖学上から観る
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も，之等を品種と見倣す事は出

来ず，従って決して学術的に区

はれる。"といい，偽心の形状

について“ブナ材の偽心の形状

は概念的には一般に円形の如く

思はれるけれども，些細に観察

してみれば全く多種多様でH・ H ・

極めて概略的に大別すれば次の

三つに分つ事が出来ると思はれ

る。(ー) 大体円形にして一様

に赤褐色を帯び，辺材部との境

界は多少暗褐色をなすもの。

(二〕 形状大体円形なるも，著

色一様ならずして菊花型の如く

濃淡交互になり，辺材との境界

は更に濃褐色のもの。(三〉 全

く不定形なるもの。偽心の形状

は同一樹木でもその位置によっ

て全く異にする場合がある。...

“ III 調査の方法 ……偽心

は樹幹の中心部のみならず外傷

其の他の庇傷に泊って不定形状

に形成されてゐる場合が極めて

多"い“ので，先づ偽心を有す

るブナ材を調査木として撰ぴ，

諸所を切断して偽心の分布状態を些細に観察した。市して偽心部……が，諸説の如く果して外傷其の他の

刺戟によって形戒されたものとすれば， 其周囲の組織は材の中央部の所講偽心の部分の組織と同様のもの

でなければならないと思料されるつ従って之等の両組織を顕微鏡的に検討し，内容物たる褐色物質を化学

的に比較し，更に材の偽心部は必ず之等外傷部四回の褐色部と連絡せるかを憶めて， 以て偽心部の形成さ

れた経過を考究して，その生(成)因をも併せて考察してみたものである。"

“ IV 調査結果 ー偽心の形状及ひ'分布状態に就いて"では 3 本の調査木について樹幹解析を行ない，

偽心の分布と樹幹の外傷等について詳細に述べている。“二顕微鏡的観察 A 菌糸の存否菌糸

の存否を知る"ために切片を染色して検鏡したが“……菌糸は認められなかった。従って健全なる偽心材

部内には菌糸は無いものと見倣し得る。"と述ぺ， なお“辺材部と偽心部との比較"“入皮"“髄"の

諸項について所見を記し，次に“三 偽心部の内容物に就いて"化学的記述を行なっている。
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"V 偽心の生(成〕因に関する考察"では“……筆者の観察した範囲内に於て， ブナ材の偽心の生

(成〉因らしきものは既往の……諸氏の説と一致するものである。..・H・偽心は或は入皮を生じて傷害組織

を形成される部分，或は縛裂を生じたるその四囲の部分， 或は折損して枯死枝を包蔵する部分及び枝折口

を包蔵する部分等に形成される事は確認することが出来るのである。即ち偽心は樹，幹根を間はず入皮，

鱒裂，枝折或は禽朽等の外界の刺戟によって此の附近の組織を生理的に保護する目的を以て柔細胞，髄線

細胞等に所謂傷害電護諜質を生成滞溜して形成されるものと思はれる。 …・・・叉之等の偽心を形成せしむべき

原因の位置に因つでも偽心に大小の相違を与へ， 所謂アカブナ或はアホ(ヲ〉ブナを生ぜしめるものと思

はれる。即ち偽心となる内容物は髄及び髄線に沿って進捗形成せられたるが如き点より観て， 是等の原因

が根部に存在する場合には偽心の大なるものが形成されるべく， 上部叉は髄より遠く離れて存在する場合

には，内容物は其の部分を中心として，上，下へ漸減し，偽心の比較的小なるものと見倣される 0 ・

小倉は植物病理学者でもまた菌学者でもなく木材物理学を専門とする研究者である制。この論文はその結

論においては既往の研究結果をしのぐ点はないとしても， 調査および研究の進め方はきわめて周到j綿密で

充実した内容を持っており，海外の論文を凌駕するものがある。氏は前掲 JAROSCHENKO (1935) の論文

をみていないようであるが，ブナ偽心の成因についてこれに極めて近い考を述ペていることは興味深い。

後年伊藤(ー) (1953)*2 (昭 28) は“多くの研究報告を綜合してみると，偽心材の成因に菌類が主要な

役割を果している場合があるとしても，これはその極めて小部分を占めるに過ぎないもので， 多くは生立

木が受けた傷療部を発端として生理的に生成される傷療ゴムの滞溜によるものと考うべきで， 叉傷療部か

らの通気即ち酸素の供給による酸化現象もまた補助的成因となるものであろう。"とした。

最近矢沢ら (1957)嗣(昭 32) はブナ偽心の成因について川……偽心が星状形に発達する原因について

は生立木時に入った穿孔虫の穿孔が関係しているものと考えられるJ' と報じ，さらに同氏ら (1958)桝(昭

33) は“ブナ星状偽心材の人工形成実験"を行ない，生立木に人工的に穿孔して比較的短期間に偽心材を

形成することに成功し， “……樹木の傷害， 空気の流入等による酸化現象の促進が星状偽心材における主

要な原因のーっと考えられ……更に……偽心材の形成も辺材部に含まれているフエノール物質が辺材の細

胞の不活性化に伴う酸化酵素の活性化， 含水率の低下による空気量の増大等によって酸化重合して褐色物

質を生じるためではないかと考えられた。"としている。

カシ類の偽心材

永井(行) (1943)855) (昭 18) は「カシ類の擬心材に関する研究 (1) 擬心材の耐朽性」で次のように

述べている。まず“1. 緒言"では川……カシの擬心材は本邦に於ては極めて普遍的のものであるが其の

成因に関しては未だ詳にされてゐない。 ……マツ，クリの心材は枕木として耐朽性大なるに反しブナ擬心

材は腐朽早く枕木としては出来得る限り擬心材部の小なる事が望ましいのである。 同一樹種に於て心材と

擬心材と何れが耐朽性が大であるかはブナに於ては明確なる心材を欠く為比較困難であるがカシに於ては

健全樹は明確なる心材を有するを以て心材と擬心材との耐朽牲を比較せんとして本実験を行った。"とし，

持1 前農林省林業試験場木材部長・現永大産業株式会社中央研究所長。

引伊藤一雄:木材億朽.東京， p. 17 (1953). 

制矢沢亀吉・樋口隆昌・町井茂:名古屋営林局管内のブナ材に関する研究第 5 報林内予備防魔防

虫試験並びにブ、ナ星状偽心材生成のー原因について.名古屋営林局， pp. 56 (1957). 

制一一一一・一一一一一・一一一一一:同上 第 6 報 ヒパ油による防腐試験.林内予備防魔防虫試験並び

にブナ星状偽心材の人工形成試験について.名古屋営林局， pp. 39 (1958). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉 -265-

“ 2. 試験方法"では， ウラヲロガシおよびツクパネカeシ材片について flask 法により，クロクモタケほ

か 6 種の材質腐桁菌をそれぞれ人工接種し， 試験前後の絶乾重量減少率によって耐初性の比較を行ない，

“4. 考察"で， “……コフキサルノコシカケ〔コフキタケ J. キウロコタケの 2種の魔朽菌に対しては心

材の方がやや擬心材よりも耐朽性が大であるが他の菌に対しては何れもウラジロガシ，ツクパネガシ共に

擬心材の耐何性が心材よりも大である。 ……クロクモタケに対しては擬心材の方が心材よりも耐朽性が大

であり，コフキサルノコシカケに対しては反対の結果を表した事は注目すべき事柄と思える。……"とし

ている。

後年，伊藤(ー) (1953)制(昭 28) は“常緑カシ類にブナの偽心材に似た現象が屡々認められ，俗に「ボ

タン」等と言う名でよばれている。 この成因に関しては今日まで実験的に研究されたものはないが，ブナ

の場合と同様偽心材的現象と考えられる。「ボタン」を形成しているカシ類の樹幹には殆ど例外なしに昆虫

の食痕が存在することは注目すべき点であり……"と記している。

木材の耐朽性に関する試験

北島 (1928)48) (昭 3) は「木材の耐朽性試験方法」で次のように述べている。“木材の耐朽性を試験せ

んと思ふならば，使用せむとする目的に向って， 実際これを使用して見るが最も安全且確実なる事は勿論

のことである。 併しながら日本の如き所に於ては，毎年其の気温及湿度は異なり，従って木材魔朽の原因

を為す魔朽菌の発育は， 一年中の或る時期に制限せらるる関係上右の如き方法では其の結果を見るまでに

可なり長き年月を経過せなければならぬ。 ・…・・一方に於て実際問題として木材の耐桁性の決定は可なり急

速を要する問題が多いのであるから ……如何にせば其の成績を速かに且つ比較的確実に挙げ得るかと云

ふ事に関して，常に苦心して居る次第である。現在木材の耐朽性を試験する方法としては種々ある様であ

るが，其の装置が比較的簡易で且つ実際に近い結果を得られる方法に就き…・・記述して御参考に供したい

と思ふ。此の方法は先づ供試材から，任意の試験材を採り(……著者が現在使用しつつあるものは 2xlx

6 糎の小片である〕これを絶対乾燥状態として， 其の時の重量を正確に測定し， 別に三角フラスコに鋸屑

......を入れ，之に蒸潤水を入れたものを蒸気消毒した後で，前記の重量を測定した試験材を入れ， 更に蒸

気消毒するのである。 次に実験に使用する木材申書朽菌は別に人工培養基で純粋に培養しであるもの〔の〕

一片を取って，前記の消毒して置いた試験材及其の底部にある鋸屑の部分に接種し， 接種後は之に堅く綿

栓を施し， 夏季ならば自然気温，冬季ならば摂氏二十五度内外を保てる定温器内に入れ置くのであるが，

斯くの如くすると膏朽菌は三角フラスコ内の湿気と外界の温度の好状態の下に， 旺盛なる発育を行ふを認

めるのである。斯くして約 1 ヶ年も経過した後で， 再び試験材を取り出して絶対乾燥として其の重量を測

定して，実験前後に於ける試験材の重量の差を算定するのであるが，此の場合の重量の差の大なるもの程，

耐朽性に乏しい事を示し，反対に小なるもの程耐朽性の大なることを語るものである。此の方法は欧米各

国で行はれて居る実験法抑制であって……。"

制伊藤一雄:木材質朽.東京， p. 19 (1953). 

制 HUMPHREY ， C. J.: Laboratory tests on the durability of American woods-1. Flask tests 

on conifers. Mycologia 8, pp. 80-92 (1916). 
普3 : Decay of lumber and building timbers due to Poria incrassafa (B. et C.) 

BURT. Mycologia 15, pp. 258-277 (1923). 
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木材耐朽性の室内試験法はその結果を速かに得ることができる反面， 自然状態下のそれとは異なるもの

である。それで HUBERT (1929)制は自然条件下で長年月かけて知られるいわば真の耐朽性 (absolute

durability) に対して室内試験によるものを比較耐朽性 (relative durability) として区別されるべきだと

した。そして氏はこれらの性質を混同することを避けるため，腐朽に対する木材の耐朽力を decay duraｭ

bility といい，実験室内の調節された一定条件下における木材の魔朽に対する relative resistance (比較

抵抗性〕を decay resistance と称して，両者を区別すべきであるとした。すなわち，自然条件下のもの

は dura bili ty (耐朽性)， 室内でものは resistance (抵抗性〉だというのである。 しかし英語のニュアン

スからすればこれらの 2 語は判然と区別できるのかも知れないが日本語ではそうもゆかないようである。

ここでいう耐朽性は上の 2 つの場合を区別せずに使用することにする。

大正末期に北島(1924)制(大 13) は重量減少率による木材の耐桁性を調べたが，この当時はまだわが国

ではフラスコ試験法(自ask test) を採用するに至らなかった。しかるに昭和年代に入るに及び耐朽性の試

験にフラスコ試験法が広くとり入れられて多くの試験成績が公表された。 もっとも，この時代になっても

なお，田中(勝) (1927) 28) (昭 2) ， 永山 (1928)58) (昭 3) ， 北島 (1942)8山(昭 17) ， 北村 (1944)877) (昭

19) のように自然状態において調べられた耐朽性試験成績が報告されている。

田中(勝) (1927)加(昭 2) は「木材腐朽度比較試験」成績を公にしているが，これは"...・..各種木材

ヲ一定期間土壌中ニ埋没シタル時其ノ膏朽ノ程度ヲ知リ且ツ其ノ比較ヲ為サント……" したもので，供試

樹積は次の 30 種である。

“本邦産量|葉樹 とどまっ，えぞまつ，あかまっ，ひのき，あすなろ， íカラフト」からまつ，すぎ 本

邦産潤葉樹 おにぐるみ，みづなら，しらかんば，ははのき，はんのき，しほぢ，ぶなのき，かつら，と

ち北米産針葉樹「アメリヵ」すぎ， íアメリヵ」ひのき， íアメリカ」つが 南洋産潤葉樹ぷーな，

まらむ，そえんたい， ぱがとぱー らわん， まいやん，ちーく， びんたんごー， あびとん， まんがしの

ろ，かるんち"。そして結論として， H.H・..邦産針葉樹ニ就キテ観Jレニ其ノ腐朽執レモ類似シテ大ナラズ。

えぞまつノ二・ O二%ヲ以テ最小トシすぎノ五・九六%ヲ以テ最大トス。之レニ反シ潤策樹ニ於テハ其

ノ禽朽一般ニ甚シクおにぐるみハ六・二九%ニシテ比較的小ナルモとち， しほぢニ至リテハ非常ニ大ニ

シテ就中しほぢノ禽朽度ハ三六・六七%ニ達セルヲ見ル。次ニ北米産針葉樹ニ於テハ之レ亦邦産針葉樹

ト大同小異ニシテ一般ニ魔朽シ難ク南洋材ニ於テぷーなノ二・ 0四%ヲ以テ最小トシあぴとんノ一三・

一九%ヲ以テ最大トシ一般ニ其ノ脅何度邦産潤葉樹ニ比シテ小ナルヲ認ム可シ。……"といっている。

台湾産材の耐朽性

永山(1928)叩(昭 3) は「本島産主要材ノ耐朽性比較試験(第一回報告)J を行なっているが，供試樹種

は 84 の多きをかぞえている。 この試験は“……其査定法ノ実際使用ノ状況ニ近ク最モ簡単ニシテ， 然カ

モ短期間ニ其結果ヲ収メ得ル方法ノ、， ……地中湿気ノ作用ヲ受ケシムニアリ ， ~nチ供試材ヲ杭木状トナシ

其一半ヲ埋植スル・…"方法によったものである。

*' HUBERT, E. E.: A study of laboratory methods used in testing the relative resistance of 
wood to decay. ldaho Univ. , School Forstr. Bull., 3, pp. 1~44 (1929). 

筆者はこの文献を閲覧することができず，逸見・赤井 (1945). 木材腐朽菌学. p. 111 によった。

これは逸見らが引用していることから京都大学に閲覧を申し出たところ，この論文は所蔵文献カード

には確かに記載されているが，現品は目下行方不明であるとの回答に接した。本論文のわが国におけ

る存否は現在のところ不明。

後2 北島君三:日米針葉樹材ノ耐朽比較試験.林試葉 13, pp. 87~91 (1924). 
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南洋材の耐朽性

北島 (1929)叩(昭 4) は「南洋材ノ i耐朽性試験J で，“近来南洋方面ヨリ本邦ニ輸入セラルル木材ノ……

耐朽性ニ関シテハ未ダ其ノ研究成績ノ発表サレタルモノナク而カモ各種材ノ耐朽性ノ優劣ヲ知ルコトハ実

際問題トシテ必要欠クヘカラサル事項ナルヲ以テ……"，“北ボルネオ，フイリッピン，シヤム，南ボルネ

オ"産の 24 種についてフラスコ試験法によって耐朽性を試験した。供試魔朽菌はヒイロタケである。そ

の結果，“……各材耐桁性ノ程度ヲ列記スレハ次ノ如シ ー.耐朽力甚大ナルモノ 「ガギールJ. íパンキ

ラィ J. í ピリアン J. í タンギールJ. í ミラボーJ. íカポールJ(北ボルネオ産〉 ニ.耐朽性大ナルモノ「ヤ

カールJ. í タペック J ， íセランガンバト J (一号〉 三.耐朽力中ナルモノ「セランガンバト J (二号). íギ

ボー J. íヤングJ ， íニヤトー」 四.耐朽力絹弱キモノ 「ランポン J (赤)， í コーワ J ， í セラヤプテ J

五.耐朽力弱キモノ 「トンプト J. íアピトン」六.耐朽力甚弱キモノ 「カポールJ (南ボルネオ産). íハ

ローJ. íホワイトラワンJ ， íセランガンバト J (三号)， íランポンJ (白)"

十代田 (1942)叩) (昭 17) í南洋木材の耐腐朽度に関する実験的研究J にはタイヘイヨウテツボク，ウド

イド，ココヤシ，タマナ，パラオタマナ，オオバナヒルギ， フタパナヒルギ，ベニガクヒルギ，ホウガン

ヒルギ，カロリンシマポウ，セタック，アムクラアル， プラキオス， アンムイ， トオンの 15 種の南洋材

につき，ワタグサレタケ引を接種，フラスコ法によって重量減少率および圧縮強度減少率を， 1 か月後お

よび 3 か月後のそれぞれについて求めた。その結果は“南洋材 15 種類中， 耐膏朽度量大なるものはウド

イド及びタイへイヨウテツポクの心材で， ヒルギ科木材，タマナ等之に次ぎ， 耐魔朽度小なるはタイヘイ

ヨウテツボクの辺材，アムクラアル，アンムイ， トオン等で， 此中トオン材が最も耐腐朽度小である。 1

ヶ月間の人工膏朽に依る圧縮強度減少率に於てタイへイヨウテツポクは O で全然禽朽して居らないのに対

し， トオンは減少率 67.7% で圧縮強度を半分以下に減少して居る。 3 ヶ月人工宵朽に於てはウドイドの重

量減少率僅かに1.3% で，殆んど禽桁して居らぬのに対して， トオンは約 60% で半分以下に減じ，圧縮強

度減少率は 90%. アムクラアルの圧縮強度減少率は 100% で強度 O である。"と結んでいる。

針葉樹材の耐朽性

北島 (1931)'州(昭 6) は「日本産針葉樹材の耐朽性に関する研究」でスギ，ヒノキ，モしツガ，アカ

マツ，カラマツ， ヒメコマツ，チョウセンマツ， トドマツ，エゾマツおよびアスナロ(ヒパ〉の 11 種につ

いて，針葉樹魔桁菌および広葉樹傷桁菌 31 種を使用. 1.023 個に達する試験材片によりフラスコ試験法を

採用して調べた結果を次のように記している。“……針葉樹材の耐朽性は， 魔朽菌に由りて多少異なるも

のにして，例へば「すぎ材」は「わたぐされたけ」制に対して甚しく禽朽し易すきも. íこげいろかひがらた

け」に対して大なる耐朽性を有し.叉ひのきは「えごのきたけ」に対して極めて徴弱なる耐朽性を有する

も「れんぐね(あ〕たけ」に対しては大なる耐朽性を有するが如し。而して魔朽力は各種の腐朽菌に由り

て著しく異なるものにして「わたぐされたけ」及び「えごのきたけJ の如きは其の腐朽力最も大なるも

「れんぐあたけ」及「こげいろかひがらたけ」の如きは，其れに比して精々劣るが如し。斯くの如く魔朽

菌の種類に依り， 其の魔朽力に大なる差あるを以て同じく「ひのきJ 叉は「すぎ」材と称するも其れを実

際に使用した場合，或る物は比較的平ゃく腐朽したるに反し， 他の物は長き使用に堪え得るが如きは有り

得可きことにして，殊に「わたぐされたけJ の如き腐朽力の大なる種類が発生したる場合， 其の環境が其

れが発育に適当したる場合は其の宵朽作用は猛烈となり，従って木材は速かに梼朽を来すものなれ以上

制 268 ページ脚注射参照。
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の如き実験結果に基き， 土木建築用材に発生する 10 種類の腐朽菌に就き其の成績を， 調査したるに耐桁

性の最も大なるほ「ひば」材にして「からまっj ， Iすぎj ， Iひのき」之れに次ぎ， [-えぞまつj， I とどま

っ」の如きは最も耐朽性に乏しきものとす。而して本実験に於て最も意外に感じたるは「てうせんまつ」

の耐朽性なりとす。元来「てうせんまつ」は「ひめこまつ」叉は「あかまっ」の如きものと略同一程度の

耐桁性を有するものの如く，一般に考へらるるが如きも，著者が針葉樹腐朽菌 17 種の実験成績に徴せば，

常に相当大なる耐符性を有するもの〔の〕如し。……ヘ

北島 (1932)245) (昭 7) I米国産針葉樹材の耐朽性に就て」には“米国から日本に輸入せらるる針葉樹の

耐符性に就きでは林業試験禁報第十三号制に於て之れを報告したのであるが， 当時に於ける試験方法は魔

朽菌の自然発生に待ちたること及び魔朽菌の単一なりしこと並実験材料の不充分なりしこと等の為め，之

れが結果に於て亦不充分の点があったので更に同一種材に就き三種の木材腐朽菌を人工的に接種して試験

を行ひたるに，其の結果は前回報告と多少相異なる点あるも大体に於て同一なる結果に到達した……"と

し，ワタグサレタケ剖，イチョウタケおよびコゲイロカイガラタケの 3 菌を用い，“アメリカスギ" Thuja 

plicata (Western red cedar 米杉)， “アメリカヒノキ " Chamaecyparis lawsoniana (Port Orford 

cedar 米檎)， “アメリカマツ " Pseudotsuga douglasii (Douglas fir 米松)， “アメリカモミ " Abies 

concolor (white fir 米機)，叫アメリカツガ" Tsuga heteroPhylla (western hemeock 米栂〉および

“アメリカヒパ" Chamaecyρaris nootkatensis (Alaska cedar 米ひぱ〉の 6 種の比較耐朽性を調ペた結

果を報じている

北島 (1933)288) (昭 8) は「建築用針葉樹材の耐朽性に関する研究J と題し同氏 (1931)1聞論文内容の詳

細を述べている。すなわち，供試樹種はスギ， ヒノキ，モミ，ツガ，アカマツ，カラマツ， ヒメコマツ，

チョウセンマツ， トドマツ，エゾマツ， ヒパ(アスナロ〕の 11 種，また用いた腐朽菌はクロクモタケ〔カ

ワラタケ]， レングヮタケ， ヒイロタケ，アラゲカワラタケ，カワラタケ，ダイダイタケ，マスタケ〔アイ

カワタケ]，ェピタケ〔キヌハダタケ? ]，ネンドタケ，カイメンタケ，ワタグサレタケ制，ナミダタケ，モ

ンパタケ，マツノカクワタケ，ツガサルノコシカケ，コフキサルノコシカケ〔コフキタケ]，ホクチタケ，

ヒロパノキカイガラタケ，エゴノキタケ， ヒメシロカイガラタケ，コゲイロカイガラタケ，カイガラタケ，

カタウロコタケ，スエヒロタケ， ナラタケ， クロコブタケ， ニクウスパタケ， イチョウタケの 28 種であ

るが“・-…ナミダタケ， ナラタケ及クロコブタケ， カタウロコタケの各菌は充分なる結果を得ること能は

ざるを以て是等の実験成績中より除外……"した。

制北島君三:日米針葉樹材ノ耐朽比較試験.林試集 13, pp. 87 ~91 (1924). 

者2 青島清雄:オホウヅラタケについて.木材工業 17 (187) , p. 31 (1962) に次のような重要なことが

記されている"・-日本で広く知られ， ]lS 規格菌に指定されているワタグサレタヶ Poria vapoｭ

raria (PERS. ex FR.) COOKE...... と呼ばれている菌は故北島君三先生によって戦前に分離培養さ

れていたもので……この培養系統は現在林業試験場……に保存されているが，同ーのものが故北島…

…先生から日本全国の研究所に譲渡されている。この培養系統は・…・ . Poria vゆorarza ではないこ

とは筆者にわかっていたが，正確な同定は下し得なかった。ところが……乃romyces palustris と和

合性を持っていることが，筆者のアメリカ滞在中に確かめられた。したがって，いままでワタグサレ

タケ・…・・の和名と Poria 叩ρora円ia の学名の下に日本で取扱われた培養を使つての研究報交はすべ

て同定違いで，正しくはオホウヅラタケ Tyromyces palustr付 (BERK. et CURT.) MURR. とすべ

きである。
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49 本試験結果を次のように摘録

している。 “ (1) 針葉衝材中耐

朽性の最強なるはヒパにして，

カラマツ，スギ， ヒノキ，テウ

センマツ之に次ぎモミ，ツガ，

アカマツ， ヒメコマツの如き

は，腐朽甚くトドマツ，ヱゾマ

ツは最腐朽し易し。 (2) 実験

に供したる 24 種の木材腐朽菌

中ヒパ材に発育して之れを魔朽

せしめたるものは，ヱゴノキタ

ケ，モンパタケ，ニクウスパタ

ケ，ツガサルノコシカケ，イテ

フタケの 5 種にして他の 19 種

のものは全然発育せず。 (3) ス

ギ材は各種の腐朽菌に対して耐

朽性甚く大なるもワタグサレタ

ケには極めて腐朽し易し。 (4)

テウセンマツは一般にはアカマ

ツ， ヒメコ 7 ツ材と其耐朽性同

一級なるが如く信ぜらるるも，

此れが性質は迄かに強大にし

て，其の理由は材中に木材魔朽

菌に対し，有毒なる水溶性物質

を含有するに因る。 (5) 自然

に於て潤葉樹材に発生する腐朽

菌類は一般に針葉樹材には魔朽

力甚く微弱なるも， ヱゴノキタケ，モンパタヶ，ニクウスパタケの 3 腐朽菌は針葉樹材腐朽菌と雄魔朽し

能はざるもの多きヒパ材をも禽朽せしむるものなれ (6) スヱヒロタケは菌糸の発育旺盛にして，木材の

僅少の亀裂部にも菌体を発達せしむるも腐朽力は極めて微弱なり。 (7) 木材梼朽菌の腐朽力は種類により

て極めて差違あるものにして針葉樹材に対して， ワタグサレタヶ， ツカ守サルノコシカケは其の腐朽力極め

て強大にして，ナミダタケの魔桁〔力〕亦大なるが如し。 (8) 生立木の心材を腐朽せしむるツガサルノコ

シカケ，マスタケ，カイメンタケ，マツノカタハタケ菌に因る実験室内の魔朽力は， 相当大なるを以て，

湿潤なる個所の用材に斯くの如き菌の被害部が残留するときは其の被害部は漸次進展するものの如し。"

北島 (1934)362) (昭 9) は「テフセンマツ材の耐朽性に就てJ で，同氏 (1933)288) の試験においてチョウ

センマツ材の耐朽性が案外大であったことに注目し， さらに調べた結果を次のように報じている。“元来

日テフセンマツの耐朽性は一般にはヒメコマツ，叉はアカマツ程度の如く考へられたのであるが，著者
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-・の……耐朽試験の結果を綜合して比較して見ると， 其の耐桁性は甚だしく強大なることを認めたので

……心材部より大さの一定したる一定量の鋸屑を秤定して之より……浸出液を採り，之れを……寒天培養

基に加へて所定の濃度のものを作弘之れに……「イテフタケ」……を接種してその発育の有無及び良否を

観察したるにテフセンマツ材よりの浸出液は他の……樹種のものに比して著しく有毒なる事を認めた。即

ちテフセンマツの材中には水中に浸出せらる〔る〕所の一種の有毒成分が含有さるる事が考察されるので

ある。……"と。

北島 (1938)617) (昭 13) r各種針葉樹辺材の耐朽性に就て」に“青森産のヒパ材は極めて耐朽性に富んで

居るのは周知の事で，……緩めて長い保存期間を有して居るのは……今夏述べる迄もない。併し之れは心

材に就てのみ云ひ得可き事で辺材に於ては事実でない。所が実際に於ては辺材を有するヒパ材を使用し其

の辺材が魔朽した結果からヒパ材の耐桁力を云々する場合もある事を聞き及んで居るので， 耐朽力の強大

なる心材を有するヒパ材でも其の辺材が如何に耐朽力に乏しきかを知る為， ヒパ辺材を初めとして各種針

葉樹辺材の耐朽力を試験した……。"とあり，供試樹種はヒパ〔アスナロ)，カラマツ，アカマツ，スギ，

ヒノキおよびチョウセンカラマツの 5，接種した脅朽菌はコゲイロカイガラタケ， ワタグサレタケ制， イ

チョウタケ，マスタケ〔アイカワタケ)， ツガサルノコシカケ， マツオウジの 6 種である。 この試験結果

を， ‘……各樹種の辺材は何れも禽朽し易いものでスギ， カラマツ， テウセンカラマツの如きは何れの魔

朽菌に依っても猛烈に腐朽を受け，叉心材としては耐朽力特に強大なるヒバ材を初めとしてヒノキ， カラ

マツ及びスギの如きも其の辺材は甚しく湾初し易すい事が判る。……"と述べている。

本試験は辺材のみについて行なわれているが，同一丸太の辺材部と心材部からそれぞれ試験材片をとり，

辺，心両材の耐桁性を平行して調査したら， 辺材部の魔朽しやすいことがいっそうはっきりとしたであろ

うが，この点がはぶかれている。

卜代田 (1938)632) (昭 13) r菌種別に依る木材魔朽の実験的研究」および同氏(1939)680) r向上 (第 2

報)J には，ワタグサレタケ制， スエヒロタケ， ナミダタケの 3 脅朽菌を用い 280C ， 6 か月の成績および

250 , 200C, 3 か月の人工腐朽の成績が示されている。供試樹種はエゾマツ，アカマツ，スギ，ツガ，ベイ

マツ，ベイツガの 6 種で， なお重量ならびに強度減少率によって 3 腐桁菌による脅朽程度を比較したもの

で，実験結果を綜合して次のように述べられている。“1. 280 C , 250 C , 200C の各温度の何れの場合に於

ても…… 6 種類の木材に対する魔朽力は……ワタグサレタケが最大で他の 2 菌は共に迄かに魔朽力劣り，

……スエヒロタケの方がナミダタケより魔桁力檎大なる傾向を示する。 2. ワタグサレタケの魔桁に依る

木材の圧縮強度減少率は重量減少率より大"であり， “……スエヒロタケ，ナミダタケの場合は其傾向が

著しく一般に重量減少率に比して圧縮強度減少率の方迄かに大である。"

十代田(1939)67η(昭 14) r 自然温度に於て人工培養に依る木材腐朽の研究」では実験方法および供試様

種は上と同じであるが， 3 月から 9 月に至る 6 か月ならびに翌年 6 月までの 1 か年間自然温度においた成

績を示している。そして“人工培養に依る腐朽の研究(第 1 報)533) の結果と対照しつつ今回の自然温度に

依る実験結果の要点を挙ぐれば次の如くである。1. ヒパは耐朽性最大 2. エソ鴨マツは魔朽最大 第 1 報

に於てはツガが……膏朽最大でエゾマツが之に次ぐ順序であったが， 今回……はエゾマツが腐朽最大……

4. 梅雨期を経過する半年は腐朽迅速であるが冬季を経過する半年は腐朽緩慢である……" と結んでいる。
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十代田 (1939)問) (昭 14) は「建築用木材の脅朽度と耐朽度」と題する論文で， まず“膏朽度"につい

ては， (A) 木材組成分の減少率に依る腐朽度表示法， (B) 木材の重量減少率に依る腐朽度表示法，

(C) 木材の圧縮強度に依る宵朽度表示法の各々について論じてから“・…・・膏朽度を示す場合 (A) 法で

はく繊維素量)， (B) 法では〈重量)， (C) 法では(圧縮強度〉 と但書きを必要とする訳であるが此中

(B) 法が測定簡易であるが (C) 法は腐朽度の連想に適切であるから (C) 法即ち圧縮強度減少率を以

て魔朽度を表示する事に決定し得れば特に膏朽度の後に但し書きを必要とせず且つ百分率の%を略して例

へば魔何度 50 とか 75 とか減少率を数字のみを以て示す事が出来る。即ち魔朽度 75 とは腐朽材の圧縮強

度減少率が 75% で膏桁材の圧縮強度が健全材の 25% しかないと云ふ事を示し得る訳である。著者は魔朽

度を示すに此圧縮強度減少率に依るものを最も適切な表示法とし，百分率の%を省略して用ひる方法を提

案するものである。"といっている。次に氏は吋木材の禽桁に対する耐久性を特に耐朽性と名付け此耐朽

性の程度を定量的に表示した数値を耐朽度と命名した。"そして“耐朽度"については“……魔朽に依る

木材の重量残存率に依ても魔朽度は決定出来るが重量の減少率は樹種に依る差が少ない。圧縮強度残存率

の方は樹種に依る差著しく，湾桁し易い樹種に於ては残存率殆んど O に近くなって居り而かも耐朽性大な

る木材は 90% 以上である。依て木材の耐朽度を定めるには此圧縮強度残存率を以て決定する事が最も適

切と考へる。即ち一般に耐何性大なりと考へられて居る樹種と逆に極めて耐朽性小なる樹種と耐朽性全く

未知の樹種とを同一条件下に於て耐桁性最小なる木材の圧縮強度残存率 10% 以下になる迄同一期間膏何

せしめて各樹種の圧縮強度残存率

F-F' 
(l-F一)X100 (F=健全材の圧縮強度， F'二魔符材の圧縮強度〉

を測定し其百分率の 1/10 指数を小数点以下 l 位迄の数値を求めて之を 4 捨 5 入した 1 単位の数値を以て

耐朽度とする。"とし，この方法による“耐朽度" (280 C, 6 か月) ヒパ 10， ヒノキ 9，アカマツ 6，ク

リ 5，ベイツガ 7，カラマツ 3，ベイマツ 2，ツガ 1，エゾマツ 4，スギ 3 と表示している。

本論文には腐朽程度および耐朽性の程度を定量的に表示するための努力がなされている。

十代田 (1940)叫) (昭 15) は「防費処理木材の耐朽比に就てJ と題する論文で， アカマツ， スギ，ツガ

の 3 種の供試材について， 各種防腐剤を 1 回および 2 回塗布したものを無処理材とともにワタグサレタ

ケ制によって人工魔朽試験を行ない， 3 か月後の圧縮強度減少率を測定し， 各種防魔処理材と無処理材の

それを比較，防腐剤塗布の効果に論及している制。

ヒパ材の耐朽性

大正年代に北島 (1918)剖(大 7) は青森産ヒパ材の耐朽性が大である原因は同材中に含まれる揮発性油

が魔朽菌の発育上すこぶる有害なことに原因があるらしいといっているが， 同氏 (1930)'30) (昭 5) Iひば

揮発油ノ殺菌性ニ就テ」次のように述べている。“……わたぐされたけ制ハひば揮発油0 ・ー「パーセン

ト」ニ於テ僅少ニ発育スルカ叉ノ、全然発育不可能ナルモノニシテ 0 ・二「パーセント」以上ニ於テハ事モ

発育スルコト能ハス 然ルニ「フエノール」性分(?)ハ 0 ・ー「パーセント」ニ於テモ既ニ全ク発育ヲ

防止スルコト明ナリ……前述シタル……影響ノ、培養六日目ニ調査シタルモノニシテ……接種シタル菌叢ヲ

長1268 ぺ-'"脚注制参照。

者2 耐朽性に関する十代田の報交はほかに 236~239 ペーヲ参照。

制北島君三:青森産ひば材ノ耐朽原因ニ就テ.林試報 17, pp, 67~72 (1918). 
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取リ出乙テ......油ヲ含有セサノレ通常ノ……培養基ニ移植シテ各菌糸ノ発育状態ヲ検シタルニひば揮発油

0 ・ー「パーセント J ノモノハ菌糸ノ発育最モ旺盛ニシテ0 ・二「パーセント」之ニ次キ 0 ・三「パーセ

ント」ノモノモ発育シタルモ他ノ二者ニ比シテ緩漫ナルコトヲ認メタリ 然ノレニ粗成「フエノール」性分

ヲ含有シタノレモノハ何レモ全然発育セサル事実ヨリ考察スル卜キハ其ノ菌糸ハ……死滅シタルコト明ナリ

即チひば揮発油中ニ含有セラルル「フエノール」性分ハ著シキ殺菌カノアルコトハ右ノ実験結果ニ拠リ

明確ニ断定スルコトヲ得ルナリ。.

北島・川村(実) (1931) 1附(昭 6) は「高級脂肪酸類の木材腐朽菌に対する殺菌性に就て」次のように

述べている。“・…・・ヒバ材…・・・の殺菌性成分としてフエノール性物質並に一種の不飽和脂肪酸 C， oH 1802 を

検出し此の酸は恐らく l ロヂン酸(若しくはメントネン酸〉なるべきことを推論せり。然るに脂肪酸が木

材宵朽菌に対して斯く強力なる殺菌性を有することは従来の文献に見当らず従って多少の疑問を懐き…

…ままに更に脂肪酸族酸類卜数種を用ひ菌としてワタグサレタケ削……及イテフタケ……の両腐朽

菌に就き実験を行"なった。その結果“一塩基性脂肪酸は C，のヴアレリアン酸に於て既に可なりの殺菌

力を示しそれより炭素数増加するに従ひ著しく強力となるも C12 以上に及べば急激に殺菌力を減退する。

・・二塩基酸は…・・・予想……に反し…・・・何れも殺菌力甚徴(微)弱… "であった。

なお北島 (1938)叫1 (昭 13) は「各種ヒパ材の耐朽力試験」で“本邦には一般にヒパと云ふ名称の下に

ヒパ(青森地方)，アテ(石川県能登地方マアテ，カナアテ，クサアテ)， アスナロ(長野県木曾地方〕等

各種の材があるが，之等の材が如何なる程度に耐朽力の優劣を有して居るかと云ふ事は， 之等の材の利

用的立場から観ても亦分類学的に考へて見ても興味ある問題である。……" とし， ヒバ(青森産)， マア

テ(石川県産)，カナアテ(同)， クサアテ(同)およびアスナロ(長野県産〉について，供試禽朽菌はコ

ゲイロカイガラタケ，エゴノキタケ， ワタグサレタケ制， イチョウタケおよびツガサルノコシカケの 5 種

類としてそれぞれの耐朽性を調べた。その結果， “アスナロは各種の腐朽菌に因って猛烈なる魔朽を来た

して居る事から観て，単に耐朽力の点だけで云ふならばヒパ及びアテ材に比較して劣って居る事が判然と

窺はれる。 ……而してヒパ及びアテ材はエゴノキタケで稲々腐朽を来たした許りで他の腐朽菌は全然菌糸

の発育を許さない。 ……尚膏何菌糸が発育しないと云ふのは接種用の菌糸が不良だと云ふ事ではなく材の

有する有毒成分に原因するもので……ある。……"と述べている。

ところで北島(1. C.)618l の各種ヒパ材の耐朽試験成績をよくみると，供試コゲイロカイガラタケ，ワタグ

サレタケベ イチョウタケおよびツガサルノコシカケ 4菌種による重量減少率は‘'ヒバ" (青森産)，“マ

アテ" (石川産)，“カナアテ" (同)，“クサアテ" (同)のいずれも 0% であるのに対して“アスナロ"

(長野産)は 44~58% と著しく高くなっている。いわゆる“ヒパ"は樹木分類学上かなりやっかいなもの

らしく，いくたの変遷をみているが，現在は一応 アスナロ(ヒノ九アテ ) (Thujoρsis dolabrata 5IEB. 

et ZUCC.) とヒノキアスナロ(アスナロヒノキ ) (Thujopsis dolabrata 5IEB. et ZUCC. var. hondai 

MAKINO) に分けられ，なお後者の分布は本州北部および北海道となっている。それで北島(1. C.)' 18l が供

試した長野県木曾産の“アスナロ"は，分類学的には青森産“ヒノ{"および石川県能登産“マアテ"

“カナアテ"“クサアテ"と同種であるべきなのに，その耐朽性においてこのように著しい差が現われて

いるのはどうも納得がゆかない。北島が用いた川アスナロ(長野県木曾産)"材はあるいは全く異なる樹

美1 268 ページ脚注制参照。
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種であったのではないかと大きな疑問がもたれ，筆者は確実な“木曾産アスナロ"材について再検討する

必要があると考えつつもついに果さず今日にいたっている。

ブナ材の耐朽性

逸見・赤井・大野 (1941)750) (昭 16) は「腐朽に対する掬材の比較抵抗力に関するー研究」 と題する論

文で， “・・・・・・掬は素材叉は施薬不完全なるものに於て， 多種の腐朽菌類に侵害せられ得るものなること明

かなり。従って本邦に於て如何なる菌種が掬材を侵害し，夫等が如何なる膏朽状態を基因するかを闘明す

ることは，之が防止策の検討に先立ち極めて肝要なることを信ず。"としてフラスコ!試験法によって，ブナ

材の比較耐朽性を調べた結果を報じている。氏らが供試した腐朽菌はアラゲカワラタケ，コフキタケ， ヒ

イロタケ，ペッコウタケ，ニクウスパタケ，マンネンタケ，アズマタケ， オニカワウソタケ， カワウソタ

ケ，カタウロコタケ， ミヤマウロコタケ，カイメンタケ，カンパタケ，アイカワタケ，ホウロクタケの 16

種で，その結果を次のように摘要している。“H・H・ 5. 供試菌中掬材を最も激しく侵害し，乾燥重量の最大

減少率を示さしめたるは，カハヲソタケ〔カワウソタケ〕にして，平均 60.92% の減少なれ反之，最も

侵害力弱かりしは，カタウロコタケなりしも，尚乾燥重量平均 11.15% の減少を示さしめたり。…… 9. 本

実験により，自然界に於て，通常針葉樹を侵害する菌も亦，環境如何によりでは， ì筒葉樹材を侵害するこ

とあるべき旨暗示せられたり。"

北島 (1942)812) (昭 17) í本邦産木材耐朽比較試験」は室内のフラスコ法によらずに，自然条件下で長期

間の試験で， その要旨は次のとおりである。“1.本試験は大正 14 年朝鮮京城に開催せられた農林省， 北

海道，朝鮮総督府， 台湾総督府並に南満洲鉄道株式会社から出席した林業試験関係者に依り其の試験方法

及供試樹種並に太さ調査方法等を協定し翌日年 8 月から開始した。1.供試樹種は次の如きものである。

北海道産 カラマツ，エゾマツ，ニレ， カツラ， ヤチダモ，シラカパ(計6 種〉 内地産 ヒパ，アカ

マツ，スギ，ヒノキ， シラカシ， クリ， シヒノキ， ブナ(計 8 種〕 戟鮮産 テウセンタウヒ，テウセン

カラマツ， テウセンマツ， テウセンアカマツ， コナラ， ミヅナラ(計 6 種〕 台湾産 ペニヒ，タイワン

ヒノキ，アミガシ，シヒノキ，フクシユウスギ(計 5 種〉 即ち針葉樹 13 種，潤葉樹 12種，合計 25 種を

使用した。之等の樹種の心材部から 10 センチ角，長さ 40 糎，二方柾のものを木取り之れを 111砂を盛った

日陰地に其の半分を埋めて毎年其の腐朽状態及魔朽材から発生して来る腐朽菌の種類を調査して， 試験終

了せるものは此の部分から引き抜き除去し，満九ヶ年に亘り観察した。1.耐朽性の最大なるものは， ヒ

パ，スギ，ペニヒ， タイワンヒノキ及クリ等で之れに次ぎヒノキ，カラマツ， テウセンカラマツ， フクシ

ユウスギ，シヒノキ(台湾)，コナラ， アミガシ等強く， エゾマツ， テウセンタウヒ， シラカパ等は耐朽

性乏しく，ブナは最も魔朽し易すい。而してアカマツ，テウセンアカマツ， テウセンマツ， コジヒ，カツ

ラ，ニレ，ヤチダモ， ミヅナラ，シラガシ等の各種は大体に於て前記各種の中間に在るものと認められ

る。"

北村(1944)877) (昭 19) í野幌国有林産材の耐朽性に就ては」北海道産材を“…-ー・自然環境に於ける腐朽

の状態を観察すると共に或期間経過後に於ける圧縮強の減少によって魔朽性を数字で以て表はさんとした

もので……。五年目迄に於ける経過を取纏めH・H・"た。試験“結果によって耐朽性を定むれば次の如くな

る。 耐朽性甚だ弱き樹種 ミヅキ，エゾモミヂイタヤ，オヒョウ，キタコブシ，シウリ，サハシパ 耐

朽性弱き樹種 アサダ，コシアブラ，ナナカマド，エゾヤマザクラ，エゾノシラカンパ，ニガキ，アヅキ

ナシ，ヒロハノキハダ 耐朽性強き樹種 ケヤマハンノキ， カツラ， ヤマグハ， アヲトドマツ，ヤチダ
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モ，ハシドヒ，アカダモ 耐朽性甚だ強き樹種 イヌエンジユ，パツコヤナギ，カラマツ，ハリギリ。"

矢沢 (1941)山) (昭 16) は「トドマツ，エゾマツ風倒木の耐朽性，街朽菌及含水率に就いて」で， 腐朽

菌としてシハイタケ，ウスパシハイタケ，キカイガラタケ， ツガサルノコシカケ， アラゲカワラタケ，ス

エヒロタケ，カイメンタケその他をあげ，なお次のように述べている。“1) トドマツ，エゾマツ両材の脅

朽率を風倒後満3-4 年目の枯損木H・H・に就き調査した所に拠ると， 常にエゾマツはトドマツに比し耐朽

性が小さい。…… 3) シハイタケはエゾマツ枯損木に主として発生し， ウスパシハイタケはトドマツ枯

損木に多く発生する傾向がある。…… 5) ……風倒木に於てトドマツはエ、ノマツに比し腐朽率は小さい

が，子実体の発生本数は大きいo ..・H ・ 7) 風倒後満 3-4 年目の調査によれば， トドマツ風倒木はエゾ

マツに比し含水率が相当大きく……。"

木材中の成分と耐朽性

三浦(伊〉・右田 (1936)叫) (昭 11) は「二三木材の菌類に対する抵抗性に就て」で， “……木材質中の

如何なる物質の存在が魔敗作用に抵抗し， 叉如何なる物質の存在が魔敗作用を誘致するかと云ふことに関

しては， ヒパ材の如き特殊なる樹種を除いては殆ど報告せられて居ない様である。本邦産の木材中最も耐

魔性が強いと考へられて居る樹種として，針葉樹……はヒパ，潤葉樹……はクリ，叉最も魔敗し易いと見倣

されて居る樹種として針葉樹……はモミ， 澗葉樹……はブナを……対象に次の……方法で耐腐性の試験を

行った。……各樹種の心材部より……木粉を製し之を原試料となし更に原試料を温水，アルコール，ベン

ゾールの混合液， 1% のアルカリ等で処理して之等の各溶媒に可溶性なる物質を除去したる 3 種試料を調

製した。 而して…・・・之にボ(ポ〉リア菌を 100 日間接種し，その接種前後の重量差から魔欺の程度を測定

した。..・H・以上の実験と同時に温水及びアルコール，ベンゾール混合液によって抽出せられてくる物質に

付いて......耐魔殺菌試験を行った。..・H・実験結果を綜合すれば，……次の如き結論に到達する。 H・H・ヒパ

材はアルコール・ベンゾール混合液抽出物を除去したる木粉試料が著しく耐魔性を失ひ， 温水抽出物を除

去したるものについても耐魔性が可成り低下して居り， 且つアルコール・ベンゾール混合液抽出物並びに

温水抽出物は明かなる殺菌性を示して居る故にヒパ材中の耐魔性は両材中に含有せられて居る揮発性物質

の存在に基くものと考へられる。..・H・クリ材は温水抽出物を除去したる……試料が耐魔性を減じ，且温水

抽出物がヒパ材程著しくはないが菌の発育を阻止することからその耐魔性のー原因が温水抽出物中〔に〕

存在することが肯定せられる。..・H・モミ材も H・H・樹脂の如きものが幾分その耐魔性に関係あるものと考へ

られるのであるが， …・・抽出物はヒパ材の場合と異って全然殺菌性を具へて居らないから単に物理的に脅

敗を阻止する程度に止まるものであらう。 ブナ材は原試料並びに各種の化学的処理を施したる試料共一様

に菌の発育が良好であり且抽出物は何等の殺菌性をも示して居らない。 RPち同材を構成する物質の各部が

木材魔敗菌の養分として適して居ることが想像せられる。"

同様な実験結果が，三浦(伊〉・杉山(1936)513) í数種木材の菌類に対する抵抗性に就て」でヒノキ(心

材，辺材)，コウヤマキ(心材)， アカエゾマツ(心材)， ミズナラ(心材)，ホオノキ(心材，辺材〉につ

いて，また三浦(伊〉・杉本 (1936)514) í数種木材の木材腐敗菌に対する抵抗性に就いて」ではスギ(心材，

辺材)，イチイ(心材)， トドマツ(心材)，アサダ(心材)， ドロノキ(心材，辺材)， シラカンパ(心材〉

についてそれぞれ示されている。

堀岡・海藤 (1942)805) (昭 17) は「強化木及積層材の理化学的研究第 2報其の魔朽性に就て」で，

“強化木及積層材が木材の具有する各種の欠点を補ひ木材々質の改良に一大革新を招来した事実は，夙に
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之等研究の創始者H ・ H・の努力に拠るH・ H ・ 0 併し其の耐魔桁性に関しては何等見るべき研究に乏しく唯是に

使用される修着剤が石炭酸フォルマリン樹脂なるが故に耐膏朽性が大であろうと推論的に記述されてゐる

のを断片的に認めらるるに過ぎない。著者等は此の問題を実験的に明らか……"にするためワタグサレタ

ケを使用し，ーフラスコ法によって，試験前後の重量減少率を求めて耐朽性を調べた結果，……“Poria に

対して強化木及積層材が腐朽現象を呈さない"ことを認め，その“原因は之等合成材の冷水抽出処理に依

て遊離する成分に存することを確かめ， 其の成分の内殺菌性ある物質として……"フェノール，ヘキサメ

チレンテトラミンを確認した。

竹材の耐朽性

宇野 (1934)391) (昭 9) は「竹材に関する研究 11. 竹材の魔朽に就て」で，マダケ，ハチク，モウソウ

チクその他につき， フラスコ法によってワタグサレタケおよびニクウスパタケを接種，その繁殖による魔

朽量を実験した結果を次のように述べている。“……供試竹材の……脅朽量を該竹幹壁の内部と外部に分

け夫々平均すれば内部は 36.43%. 外部は 20.19% である。……各竹種毎にH・...魔朽量の内外部分の平均を

求め其少いもの即ち耐朽性の強いものから順次に記録すれば次の如くである。苦竹，孟宗竹， 刺竹， 石

竹，疏竹，長校竹，淡竹，泰山竹。 …・・供試竹材(苦竹を除く〉は概ね 11'pex consors 菌の繁殖に依る

よりも Poria vaporaria 菌の繁殖に依る方が禽朽し易いものの如くである。 H・...竹材の方が……木材よ

りと耐朽性に乏しと云へょう。"

鈴木(丙) (1933)312) (昭 8) は「苦竹の脅朽に就て(第一報)J で，マダケにヒイロタケを接種，重量減

少率および強度を調べ， なお， 同氏 (1935)414) (昭 10) í若竹の膏朽に就て(第二報)J では，マダケ材の

年令別による魔朽量について. 1 年生より 12 年生までの材について，ワタグサレタケを接種，重量減少率

をもとめ， なお各年令別繊維細胞膜の厚さと対照、， “……苦竹材の強度並に耐符朽力は約 5 年生材乃至 6

年生材以後に於て強大なる傾向あるものの如くである。……"といっている。

十代田 (1941)四日(昭 16) は「竹の素材と防禽処理材との耐魔朽度比較実験報告」を行なっているが，

これはモウソウおよびマダケの素材と防魔剤クレオソート油を注入した防費処理材とを 280C でワタグサ

レタケ引によって 3 か月間人工膏朽させて，重量減少率および圧縮強度減少率で比較し，その結果を次の

ように述べている。“1.孟宗竹の耐魔朽度〔耐朽度 271 ベーツ参照〕は 5 叉は 6 でアカマツよりは小であ

るがベイマツ・ベイツガ・エ、ノマツ・スギ・ツガより大である。 2. 孟宗竹，苦竹共に表皮付のものは表

皮無きものより耐腐朽度輸大である。 3. 孟宗竹にクレオソート油を注入せる防脅処理材は素材より迄かに

耐禽朽度を増加しアカマツより大となる。 4. 孟宗竹の防禽処理材の端部は中央部より耐魔朽度大で端部

の耐魔朽度はヒパ・ヒノキの耐腐朽度に匹敵する。 中央部の耐魔朽度の劣るのは防膏剤の注入の不充分に

依るもので......0 5. 苦竹にクレオソート油を注入せる防魔処理材は素材より迄かに耐寓朽力大であるが

中央部は端部より精劣る。"

材質禽朽性食用菌人工栽培技術の進歩

シイタケを中心にして材質魔朽性食用菌の人工栽培の歴史はかなり古いもので， 明治時代にはいわゆる

銘目式胞子液接種法が行なわれてかなりの成果が収められた。

普1 268 ページ脚注射参照。
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ところで，昭和年代にいたり

これは劃期的な発展をみるので

あるが， そのそもそもは北島

(1935)452) [C昭 10) の「椎茸栽

培上種菌としての培養菌糸の価

値」が発端である。これはわず

か 1 ページ半にもみたない短報

であるが次にその要点を摘記す

る。 “椎茸の人工栽培が開始さ

れて以来，長い間其の接種元と

して使用されたものは胞子であ

って，其の水との混和液を如露

を用ひて撒布し，叉はタワシの

如きもので塗布し，或は胞子注

入器によりて原木の樹皮に傷を

与ふると共に此の部分に椎茸の

胞子を接種する等の如きことが

実行されて来たが……楕木に椎

茸の発生が必しも常に充分であ

るとは云ひ得なかった。斯くの

如き結果は槽木に対する環境の

影響も大にあることと思ふけれ

ども，接種元として使用したも

のが胞子であったと云ふことも

其の原因のーっとして考へられ

る。元来接種されたる胞子が菌

糸となるには先づ発芽管を出し

て発育を開始するのであるが此

の時代は外囲の各種の不良状態に対して最も抵抗力の微弱な時である。従って過乾過湿共に之れが発育上

大なる障害となることは云ふ迄もない。所が各地で埋木割引が実行される様になって椎楕(茸〕の栽培は

甚しく確実性を帯びて来た感がある。此の方法は発育旺盛なる椎茸菌糸が充分に蔓延せる椅木を原木に挿

入する方法であって云はば一種の菌糸接種である。然るに右接種用の種木は雑菌菌糸の混入せるものの不

可なることは勿論，菌糸の発育の不充分なるものも亦不可である。叉数回椎茸を発生せしめたる，所謂衰

退期にある菌糸を有する槽木も種木として極めて不良なるものである H ・ H-J' と従来の栽培法を批判し，

次に“著者は……過去 10 年来榎茸の人工栽培を実行して来てゐる。初めは通常の椎茸栽培の如く詑目を

袋1 埋木法あるいは埋楕法ともいう。

担金子誠次郎:実験埋楕式椎茸栽培.東京， viii + 120 (1936). 
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加へ胞子を接種して来たのであるが， ..・ H・優茸の培養菌糸を接種元として使用する様になって其の発生量

は倍以上となり，且つ従来 1 ヶ年を要したものが 6 ヶ月内外で原木から発生することを実験した。其処で

此の方法を椎茸に応用して従来の胞子を使用したもの，楠木を使用し埋木を行ひたるもの，及び培養菌糸

を使用したるものの三様に区分して……"試験を行なったところ， “……胞子のものは今日の所肉眼的に

は菌糸の発育は全然認め難く， 埋木のものは其の種木の良好なるものは菌糸が相当に発育し接種部附近は

己に組織が腐桁して菌糸の発育せるを明かに認めらるるもの多数あった。所が培養菌糸を充填したものは

其の接種部には白色の椎茸菌糸が蔓延して接種後其の部分を被覆するに使用する樹皮は菌糸の為め丁度膏

薬を張り附けたるが如く楕木の樹皮面に密着し其の部分近くの組織は柔軟と化して菌糸は旺に蔓延し殊に

約 1 寸 5 分内外の小径木に於ては其の全体に発育して今秋は椎茸が発生するのではないかと，思はれる位に

発生してゐるのを認めた。..・H・著者が培養菌糸を接種元として椎茸栽培を試みてから未だ甚だ短時日であ

って其の結果の断定は出来ないのであるが， 兎も角も昨年 4 月下旬に接種したものに本年の春は僅少なが

ら椎茸の発生を見た詐りでなく，原木に菌糸の発生が極めて迅速で雑菌の発生を許さないことは， 否定出

来ない事実であって椎茸人工栽培上興味あることであって著者はナメコ，白木耳， 松茸其の他各種の食用

茸に対しても此の方法に依り実験を進めてゐる。……"と。

翌年の同氏 (1936)511) (昭 11) í純粋培養菌種に依る椎茸栽培」では技術的にもだいぶかたまり， なお

“純粋培養菌種" という名で種菌をよぶようになり， さらに同氏 (1937)制(昭 12) í純粋培養菌種接種法

に依る椎茸，なめこ， 榎茸人工栽培法」によって氏の技術体系がようやく整えられ，シイタケのみならず

ナメコおよびエノキタケもまたこの方法によって人工栽培が確実に可能であるとしている。 もっともナメ

コについてはその人工栽培試験成績はややおくれ，同氏 (1939)66') (昭 14) íナメコの人工栽培に関する基

礎的実験」と題して報告された。

機をみるに敏な，時の農林省林業試験場長藤岡光長博士は， この研究をもとにして予算を獲得， “人工

培養菌種"の配布事業を昭和 12 年度から行ない，これは同 15 年度まで継続された。有償としてほとんど

全国的に配布された種菌数は昭和 12 年 12 月~同 15 年 3 月までに約 4 万 4 千スポン棋を数えているがその

大多数はシイタケで，このほかナメコおよびエノキタケもまた含まれていた制制。

この配布事業によって北島氏創製の種菌は全国のほとんど津々浦々にまでゆきわたり， 好成績がおさめ

られたのでその声価は非常に高まった。従来経験と勘にのみたよって不安定であったシイタケ栽培がこの

科学的な方法の採用できわめて確実な事業に発展， わが国の産業上寄与した北島氏の功績はまことに偉大

である。 氏の種菌は広葉樹(主としてブナ〉鋸屑と米糠を基質とし，これに水を加えて加圧殺菌後接種源

を投じて無菌的に培養したものである。氏ののち他の人々によっていくつかの改良が加えられ，小さな模

形や円筒形の木質中に純粋培養した硬質の種菌も考案されたが， ‘純粋培養した種菌を原木に接種してキ

ノコを栽培する' というプリンシブルはあくまでも北島氏のアイディアでそれ以外の何物でもなく， その

後の種菌の改良はいずれもこの亜流というべきで， シイタケおよびナメコの人工栽培が今日の隆盛をみる

に至ったそもそもの発端は氏のすぐれた着想によるものである。

制北島君三:純粋培養菌種接種法に依る椎茸， なめこ， 榎茸人工栽培法(興林叢書第 17 号).東京，

iv+89 (1937). 

制スポンというのは種菌 1 個の単位で，特製大型深シャーレ 1 個分である。

制北島君三:農林省林業試験場に於ける菌種培養設備と配布状況.林試案 46, pp. 105~110 (1938). 

制一一一一:農林省林業試験場に於ける培養菌種の配布状況.同 49 , pp. 47~54 (1940) , 
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しかし北島氏のこの工夫は一朝にして成ったものではない。氏がキノコ類の人工栽培法の改良に関心を

持ったのは自らいっているようにかなり古いことで. íえのきたけ栽培試験 (1926)制(大 15) ， í副業とし

ての榎茸の新人工栽培J (1927) 等の報交によってもそれは知られるところであるが， これらはいずれも

胞子接種法を採用したものである。 氏はまたエノキタケのいわゆる瓶栽培をこれらの報交の発表前後に試

みたようであり， その後木材耐朽性の試験においてフラスコ試験法を 1930 年ごろから採用， その基質と

して鋸屑を用いており，禽符菌の発育によって菌糸が繁殖した鋸屑に接することがしばしばで， これらの

ことからヒントを得て‘鋸屑を基質とした種菌'を原木に接種してキノコを栽培する方法を思いついたの

ではあるまいか。 もっとも，鋸，腎と米糠等を用いて行なう，いわゆる瓶栽培そのものは北島氏の発案では

ないようで，森本彦三郎(1928) 51) (昭 3) の「なめ茸制と椎茸の鋸屑培養法」で当時かなりよく知られて

いた開制。北島氏はこの鋸屑培養を一歩すすめて種菌として栽培用原木に接種することを思いついた最初

の人である。人あってあるいは，‘なんだ，そんなチヨットしたことか'というかも知れない。 しかしその

チヨットしたことを思いついて，それを発展させてものにするということは仲々容易な業ではない。 ナメ

コの人工栽培法にいたっては全く氏によって初められたものである。

“純粋培養菌種接種法に依る"椎茸，ナメコ等の人工栽培法が完成された直後， これについて特許をと

ることを進められたが，北島氏は“こんなつまらないものを。 自分のやったことがいくらかでも世の中の

ためになるならばそれでよいではないか……" といって，ついにその気ぶりも示さなかったことを筆者は

覚えている。ところが氏のこの寛大さが仇となって第二次世界大戦後われわれはいたい目にあった。 それ

は一民間人が培養種菌による食用菌人工栽培法について広い範囲の特許をとってしまったのである。終戦

直後のいまだ混沌たる時代ではあり，戦災を蒙った林業試験場のこととて， うかつにも特許出願公告をみ

るいとまがなく，したがってこの特許申請に異議申し立てを行なわなかったことがたたって， われわれが

知ったときには，この特許によって林業試験場で考案したプリンシプルが大幅に制限され， 手も足も出な

い状態で，いたずらにー業者の私腹を肥やす結果になったのである。 この民間人はのちに食用菌栽培の権

威者として非常に有名になり数々の栄典をうけているが， かつては北島氏に教えを乞うてしばしば林業試

験場に足を運んだ人であるとだけはここに明言しておく。何故ならば今日となっては，このことを知って

いる者は筆者とその人以外にほとんど全くいないからである。

筆者は昭和 12 年， 川純粋培養菌種"配布事業の発足ととも林業試験場に職を奉じ， この予算の終了と

時を同じくして昭和 16 年 4 月にひとまず退職した。その問“培養菌積"の製造を直接行ない，なお福島

県山口営林署管内および山形県寒河江営林署管内の， いずれも深山に設定されたナメコ人工栽培試験地を

数回訪れて北島氏をすこしばかり手伝ったのであるが，それからはや約 30 年の歳月が流れてしまった。

なお材質膏朽性食用菌人工栽培に関する基礎的研究は広江ら (1934)35 1). (1937)552), (1939)655う伊藤

(ー) (1941)760)，近藤(寓)ら(1933)" 8)，西門ら (1938)629)63ペ(1939)672ヘ (1942)8221) ， (1943)田町その

他によっても行なわれた。

発l 北島君三:えのきたけ栽培試験.林試集 19, pp. 67-74 (1926). 

制ここでいう「なめ茸」とはエノキタケのことでナメコではない。

制三浦・岩出(1927)叩(昭 2) í椎茸の室内人工栽培 (第一報)J で， 瓶内(鋸屑培地〉に子実体が生

ずることがすでに記されている。
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満蒙・北支の菌類・樹病等謂査

本邦人による満洲，蒙古および北支における菌類・樹病に関する調査研究報告としては次のものがある。

すなわち，原 (1927') ， 192830っく昭 2， 3) r東亜菌類誌j，三浦 (1928)問(昭 3) r満蒙植物誌第三輯 隠

花植物，菌類j，本間 (1930)121) (昭 5) rNotes on the Erysiphaceae of Manchuriaj，温水 (1939)間〉

(昭 14) r浄日揮実験林菌類(担子菌類)調査j，平塚 (1941戸内昭 16) rMaterials for a rust園自ora of 

Manchoukuo Ij，同 (1942)8.町 rDitto. IIj，逸見 (1942)791) (昭 17) rCercospora 属菌に因る北支那の植

物病害に就て(予報)j，逸見 (1942)79町「満洲国及び北支に於ける公園樹と街路樹の二，三病害に就きて」。

もっとも原(1927') ， 19283•つは“緒言"で“大正十五年九月十四日朝鮮釜山に上陸，爾来大連を発す

迄約二旬，朝鮮裡里群山・京城仁川・平嬢。満洲安東・奉天・撫順・公主嶺・長春・吟繭賓・湯嗣子・熊

岳域・大連・旅順を見学し其間採集したる菌類少からず。……"といっているから，朝鮮で採集したものも

若干これに含まれているかも知れない。

次には以上の文献から樹病関係の菌類をひろいあげてみる。

Plasmopara viticola (B. et C.) BERL. et TONI ヤマブドウ 三浦 (1928)55)

Synchytrium puera門iae MIYABE (Synchytrium minutum (PAT.) G五UM.)制クズ三浦 (192町55)

Botryosphaeria berengerina DE NOT. チャンチン原 (1927)叫

Cenangium jaρonic即時 (P. HENN.) M. MIURA , sp. nov. (syn. Cenangium abietis (PERS.)REHM. 

var. japonica P. HENN. (Cenangium fe付uginosum FR. ex FR.)制マツ類三浦 (1928)55)

Diaporthe eres NIT. サクランボ(胴枯病菌〉 逸見 (1942)7附

Dothidella betulina (FR.) SACC. トウカンパ三浦 (1928)5日

Dothidella ulmi (Duv.) WINTER ニレ三浦 (1928)55)

Erysiρhe ρisi DC. メドハギ，イヌハギ，ニセアカシア 本間(1930)12 1)

Gno畑oniella koreaeana HARA ガマズミ 原 (1927)"

MicrosPhaera alni WINT. モウコナラ，クロツパラ 三浦 (192町田)，本間 (1930)12 1)

Microsphaera b舫mleri P. MAGN. クサフヲ本間 (1930)'21)

Microsρhaera berberidis (DC.) Lﾉv. トウメギ三浦 (1928)55)

Microsphaera que1'Cina (SCHW.) BURR. ミズナラ，モンゴリナラ 本間 (1930)'2 1)

Mycos戸haerella alarum ELL. et HALST. カエデ原 (1927)'九三浦 (1928)55)

MycosPhaerella fushinoki M. MIURA , sp. nov. フシノキ 三浦 (1928)叩

MycosPhaerella mandshurica M. MIURA , sp. nov. テリハドロ 三浦 (1928)55)

Mycosphaerella 戸aulo却問iae SHIRAI et HARA キリ 原 (1927)的

MycosPhaerella staPhyleae M. MIURA, sp. nov. ミツバウツギ三浦 (1928)55)

Parodiella ρuncta SACC. (?)エンジュ 原 (1927)“

Phyllact�ia corylea (BERK.) KARST. テリハドロ，シンラュ，サワシパ 三浦(1928)55)，本間

(1930) 121) 

制伊藤誠哉:大日本菌類誌 1, pp. 38-39 (1936). 

帯2 小林享夫・真宮靖治:マツ類の皮目枝枯病菌.林試研報 161 , pp. 123-150 (1963). 
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Phyllactinia fraxini (DC.) HOMMA コオノオレ，テリハドロ 本間 (1930)12 1)

Phyllactinia moricola (P. HENN.) HOMMA ヤマグワ 本間(1930)山〉

Podosρhaera leucotricha (ELL. et Ev.) SALMON "ンシュウズミ 三浦 (1928)'5)

Rhytisrna lonicericola P. HENN. ハナヒョウタンポク 三浦 (1928)55)

Rhytisma �unctatum (PERS.) FR. トウハヴチワカエデ，カラコギカエデ三浦 (1928)問

Rhytisma salicinum (PERS.) FR. ヤナギの 1 種三浦 (1928)問

Sawadaea aceris (DC.) MIY ABE イタヤカエデ，マンシュウイタヤ 原 (1927)ペ三浦(1928)55)

Sawadaea tulasnei (FUCK.) HOMMA マンシュウイタヤ 本間 (1930)121)

Sρhaerotheca lanestris (HARKN.) SACC. カシワ原 (1927)り

Taρhrina cerasi (FUCK.) SADEB. CTaρhrina wieseri (RATHAY) MIXJ*1 サクラ類三浦 (1928)55)

Taρhrina trunαicola KUSANO コニワザクラ 三浦 (1928)55)

Uncinula clandestina (BIV.) SCHROET. アキニレ，ハルニレ原 (1927)へ三浦 (1928)5 5)

Uncinula kenjiana HOMMA , Sp. nov. ノニレ本間 (1930)12り

Uncinula mandshurica M. MWRA , sp. nov. テリハドロ 三浦 (1928)55)，本間 (1930)121) 

Uncinula mか'abei (SALM.) SACC. et SYD. ハンノキ本間 (1930) 山〉

Uncinula necator (SCHW.) BURR. ヤマブドウ，ミヤママタタビ三浦 (1928)55)

Uncinula salici司gracilistylae HOMMA , sp. nov. ネコヤナギ本間 (1930)121)

Uncinula salicis (DC.) WINT. ヒロハコリヤナギ，エゾヤナギ，ハコヤナギ，ハイイロヤナギ ー

浦 (1928)55)，本間(1930)山〉

Uncinula salmoni SYD. マンシユウトネリコ，ヤチダモ 三?浦甫 (ο19但28め)5日5日へ〉ヘ，本間 (ο19偲30め〕

U日cin削ul山la sengokui SALMON ツルウメモドキ 原 (1ω92幻7)戸4叫)，三浦 (ο19但28め)5日5町>

Vals“a mali MIYABE et YAMADA リンゴ三浦 (ο19但28め〕日

Ve仰，却ûuri勿a tか7陀emulae (FRANK) ADERH王. (伊syn. Fusiたclμadiu附n叩z tケreω9例?仰仰zulωae FRANK) モニリへラヤマナラ

シ，テリハドロ 三浦 (ο19白28)戸5日5町) 

Chrysomyxa rhododendri (DC.) DE BARY エゾムラサキツツジ 三浦(1928)町，平塚 (1941)752)

Cronartium asclφiadeum (WILLD.) FR. [Cronartium flaccidum (ALB. et SCHW.) WINT. ヤマ

シャクヤク，シベリヤシャクヤク 三浦 (1928)5ベ平塚 (1941)752)

Cronartium ribicola FISCHER D. W ALDH. オオモミラスグリ，マンシュウスグリ 平塚 (1941)752)

Melamρsora fa門inosa SCHROET. オオパヤナギ原(1928)30)

Melamρsora larici-φitea KLEB. タイリクキヌヤナギ平塚 (1941)752)

Melam�sora larici-�o�ulina KLEB. ドロヤナギ原 (1928)30)

Melamρsora magnusiana G. WAGNER チョウセンヤマナラシ 平塚(1942)802)

Pucciniastrum coryli KOMAR. ハシバしオオハシバミ 三浦 (1928)間，平塚(1941)'52)

Pucciniastrum tiliae MIY ABE アムールシナノキ 三浦 (1928)5 5)

後1 MIX , A. J.: Additional and emendations to a monograph of the genus Ta�hrina. Trans. 
Kansas Acad. Sci. , 57, pp. 55~65 (1954). 
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Uredinoρsis adianti KOMAR. クヲャクシダ三浦 (1928)55)

U何dinopsis hirosakiensis KAMEI et HIRATSUK. f. , ヒメシダ平塚 (1942)802)

Uredinoρsis kameiana F ALL ワラビ平塚 (1942)80幻

Uredi仰向is pteridis DIET. et HOLW. ワラビ三浦(1928)5幻
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Coleosporium asterum (DIET.) SYD. ヒメシオン，シラヤマギク，シベリアノコンギク 三浦

(1928)叩，平塚 (1941)752)

Coleosρorium cacaliae OTTH カラフトミミコウモリ，ウラゲヨプスマソウ 平塚 (1941)752)

Coleos戸orium camρanulae (PERS.) Lﾉv. ツリガネニンヲンの類，ヒロハシャヲン，マンシュウツリ

ガネニンジン 三浦 (1928)55)，平塚 (1941)'問

Coleosporium melampyri (REBENT) KLEB. (Coleosporium melamρ'Yri TUL.J チシマママコナ

三浦(1928)55九平塚 (1941)752)

Coleosporium ρhellodenari KOMAR. ヒロハノキハダ，アムールキハダ 三浦 (192的問，平塚

(1941)752) 

Coleosporium senecionis (PERS.) TR. コウリンギク，ヒロハハンゴンソウ 三浦 (1928)55)，平塚

(1941)752) 

Coleosρorium saussureae THむ M. ヒメヒゴタイ 三浦(1928)町

Gymnosporangium haraeanum SYD. マルメロ，ナシ，イヌナシーピャクシン 原 (1928)30九三浦

(1928)55) ，平塚 (1942)80幻

Gymnosporangium yamadae MIYABE リンゴーピャクシン 三浦 (1928)55)，平塚(1941)752)

Nothoravenelia japonica DIET. ヒトツパハギ平塚 (1941)752)

Puccinia ρoae.ρratentis M. MIURA , Sp. nov. クロウメモドキ 三浦 (1928)町

Uromyces 仰向urensis KOMAR. イヌエンヲュ 三浦(1928)55)

Uromyces itoana HIRATSUKA , f., マルパヤハズソウ 平塚 (1941)752)

Uromyces lespedezae.ρrocumbentis (SCHW.) CURT. ハギ，メドハギ，マルパハギ，エゾヤマハギ，

オオメドハギ，シペリヤメドハギ，カラメドハギ原 (1928)30)，三浦 (1928)55ヘ平塚 (1941)752)

Uromyces orobi (PERS.) L企V. ナンテンハギ三浦 (1928) 55)

Uromyces soPhorae.jaρonicae DIET. エンヲュ 原 (1928)30)

Uromyces sophorae.ftavescentis KUSANO クララ平塚 (1941)752)

Uroρ'Yxis fraxini (KOMAR.) MAGNUS ?ンシュウトネリコ 三浦 (1928)55)

Aecidium sambuci SCHW. エゾニワトコ 三浦 (1928)55)

Aecidium stゅhyleae M. MIURA , Sp. nov. ミツバウツギ三浦(1928)55)

Cercospora aceri仰 HARST. (?J 多宝楓逸見 (1942)'97)

Cercospora cerasella SACC. サクランボ逸見 (1942)191)

Cercospora circumscissa SACC. サクラ逸見 (1942)191)

Cercosρora cladrastidis JACZ. イヌエンジュ 三浦 (1928)55)

Cercospora cydniae ELL. et Ev. ボケ逸見(1942)'9円

Cercosρora destructiva RA V. マサキ逸見(1942)'97)
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Cercosρora lythracearum HEALD et WOLF サルスペリ 逸見 (1942)797)

Cercosporiopsis araliae (HENN.) M. MIURA , comb. nov. (syn. Cercosρora araliae P. HENN.) 

オニダラ 三浦 (1928)55)

Cercosporiopsis gotoanus (TOGASHI) M. MIURA , comb. nov. (syn. Cercos，ρora gotoana TOGAｭ

SHI) ホザキナナカマド 三浦 (1928)5町

Cercosporiopsis vitis (L企 v.) M. MIURA , comb. nov. (syn. Cercospora vitis (Lﾉv.) SACC.) ヤ

マブドウ 三浦 (1928)55)

Cercospora sp. ネジキ(?) 逸見 (1942)797)

Coniothecium album M. MIURA , sp. nov. オオパエノキ 三浦 (1928)附

Coniothyrium celtidicola M. MIURA , sp. nov. エゾエノキ 三浦 (1928)55)

Coniothyrium dumeei BR. et. CA V. クロウメモドキ 三浦 (1928)日〉

Coniothyrium fraxini M. MIURA , sp. nov. マンシュウトネリコ 三浦 (1928)55)

Coniothyrium ρopulicola M. MIURA , sp. nov. ドロノキ 三浦 (1928)日〉

Coryneum crataegicola M. MIURA , sp. nov. オオサンザシ三浦 (1928)5町

。tospora chrysosperma (PERS.) FR. テリハドロ，モニリへラヤマナラシ，ヤナギ類三浦 (1928)5町

Dothiorella kilinensis M. MIURA , sp. nov. キパナタイゲキ 三浦 (1928)55)

Gloeosporium kawakamii MIYABE キリ 三浦 (1928)55)

Gloeosporium quercuum M. MIURA , sp. nov. モウコナラ 三浦(1928)55)

Marssonina populicola M. MIURA , sp. nov. (Marssonina brunnea (ELL. et Ev.) MAGN.J制

テリハドロ 三浦 (1928)55)

Melasmia lonicerae JACZ. ハナヒョウタンポク 三浦 (1928)55)

Melasmia ulmicola B. et C. (Rhytisma ulmi FR.J嗣ノニレ三浦 (1928)55)

Microstroma juglandis (BERENG.) SACC. 7'ンシュウグルミ 三浦 (1928)55)

Monochaetia mali (ELL. et Ev.) SACC. et D. SACC. マンシュウズしアズキナシ三浦(1928)日〉

Phyllosticta acanthopa仰の SYD. マンシュウウコギ三浦 (1928)55)

Phyllosticta allantospora ELL. et Ev. (syn. Phyllosticta maculザormis SACC.?) Alnus sp. 原

(1927)叫

Phyllosticta bellunensis MART. ハユノキ三浦 (1928)55)

Phyllosticta caprifolii (OPIZ.) SACC. ツキヌキモドキ 三浦 (1928)55)

Phyllosticta crataegicola SACC. オオサンザシ三浦(1928)55)

Phyllosticta negundinis SACC. et SPEG. トネリコパノカエデ三浦 (1928)55)

Phyllosticta platanoides SACC. マンシュウイタヤ 三浦 (1928)5日

Phyllosticta po，ρulea SACC. テリハドロ 三浦 (192町田》

Phyllosticta robiniella M. MIURA , sp. nov. ハリエンヲュ(ニセアカシア) 三浦 (1928)55)

Phyllosticta ulmicola SACC. チョウセンニレ，ハルニレ，ノニレ 原(1927)的，三浦(1928)5日

制小林享夫・千葉修: Fungi inhabiting poplars in Japan. 1.林試研報 130， pp. 1-43 (1961). 

制原摂祐:日本菌類目録. p. 317 (1954). 
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Phyllosticta vogelii (SYD.) DrEDICKE アムールシナノキ 三浦 (1928)問

Phyllosticta vulgaris DESM. var. ρhiladelphi SACC. ウスパヒメバイクヮウツギ三浦 (1928)55)

Phleospora microspora M. MIURA ,Sp. nov. "7ンシュウズミ 三浦 (1928)5日

Septoria ampeloρsidis-heterophyllae M. MIURA , Sp. nov. ノブドウ 三浦(1928)55)

Sφtoria chinensis M. MIURA , sp. nov. トウカンパ三浦 (1928)55)

Septoria lonicerae-maackii M. MIURA , sp. nov. ハナヒョウタンボク 三浦 (1928)55)

Septoria sydowii P. HENN. et SACC. サワフタギ三浦 (1928)55)

Seψρtω0グi必a ulmi HARA ハルニレ， /ニレ原(1928)30)勺'三浦〔ο19児28め)5日5)

Seφ'ptωoria yo吋ko拍h如az即iJωy収ai HARA ハノルレニレ 原 (ο19但28め)30円》う，三浦 (ο19位28め〉日

S均ph加aer仰0φρSl“s vis幻ci (βSOLLM.) SAC∞C. ヤドリギ三浦(1928)55)

温水(1939)61町昭 14) r浄日揮実験林菌類(担子菌類〉調査」および北島 (1942)813) (昭 17) r北支鉄道

枕木魔朽状態調査報告 第一篇 枕木の脅朽並に魔朽菌に就て」その他に現われる材質腐朽菌類は次の諸

種である。

Daldinia concentrica (BOT.) CES. et DE NOT. (チャコブタケ) 北島(1942)'印

Hyρoxylon annulatum (SCHW.) MONT. (クロコブタケ〉 北島 (1942)'山

Auricularia auricula.judae (L.) SCH. (BULL. et FR.) QUﾉL)*1 (キクラゲ) 温水 (1939)675)

Auriculari・aρolytri・cha (MONT.) PAT. ((MONT.) SACC.)制(アラゲキクラゲ) 温水(1939)61日

Hymenochaete rubiginosa (DICK.) Lﾉv. ((DrcKS. et FR.) LÉv.)制(エビウロコタケ)北島

(1942)8日〉

Stereum sρadiceum FR. (Stereum gausapatum FR.)制(チウロコタケ〕 温水 (1939)615)

Hydnum erinaceus (BULL.) FR. (Hericium erinaceus (BULL. ex FR.) PERS.)制(ヤマブシタケ〉

温水 (1939)615)

Iゆex fusco・violaceus FR. (Hirschioporus fusco-violaceus (SCHRAD. ex FR.) DONK)制(ウスパ

シハイタケ〕 北島 (1942)813)

Lenzites acuta BERK. (Trametes acuta (BERK.) IMAzEKI)制(オオカイガラタケ) 北島 (1942)813)

Lenzites betulina FR. ((L.) FR.)剖(カイガラタケ〕 温水 (1939)615)

Lenzites seρiaria (WULF.) FR. (CloeoPhyllum seρiarium (WULF. ex FR.) KA宜ST.)制(キカイ

ガラタケ〉 北島 (1942)81 3)

Lenzites subferruginea BERK. (CloeoPhyllum subferrugineum (BERK.) BOND. et SING.)制(ヒ

ロハノキカイガラタケ〉 北島 (1942)813)

Lenzites trabea (PERS.) FR. (Cloeophyllum trabeum (PERS. ex FR.) MURR.)制 (キチリメンタ

ケ)北島 (1942)81 3)

POか'porus squamosus (HUDS.)' FR. (Polyρorellus squamosus (HUDS. ex FR.) KARST.)制(アミ

ヒラタケ) 温水(1939)'15)

Polyρorus sulρhureus FR. (マスタケ) [Laetiρorus sulρhureus (BULL. ex FR.) BOND. et SrNG. 

アイカワタケ〕引温水 (1939)615)

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , (1955). 
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POかstictus abietinus FR. [Hirschi必oρorus abiμetμinus (DICKS. ex FR.) DONKJ株制1 (シハイタケ) ~北七

島 (ο19倒42わ)8目813口3

Polか'ystictus cin附nabar灯バius (JACQ.) FR. , P. sanguineus (L.) FR. [Trametes sanguinea (L. ex FR.) 

LLOYDJ引(ヒイロタケ〕 温水 (1939)6751，北島(1942)813)

Polystictus hirsutus (WULF.) FR. [Coriolus hirsutus (WULF. ex FR.) QUÉL.J引(アラゲカワラ

タケ〉 北島(1942)8131

Polystictus versicolor (L.) FR. [Coriolus versicolor (L. ex FR.) Qu企 L.J制(カワラタケ〕 温水

(1939)問1，北島(1942)8131

Polystictus versicolor FR. var. nigricans LASCH. (クロクモタケ) [Coriolus versicolor (L. ex 

FR.) Qu企 L. カワラタケ〕制温水 (1939)6751，北島 (1942)8山

Poria vaporaria PERS. [(FR. non PERS.) COOKEJ制(ワタグサレタケ〉 北島 (1942)813)

Trametes dickinsii BERK. (ホウロクタケ〕 北島(1942)'131

Trametes odorata (WULF.) (ニオイタケ) [Gloeoρhyllum odoratum (WULF. ex FR.) IMAZEｭ

KIJ引 ニオイアミタケ〕制 ~t島(1942)8131

Trametes trogii BERK. (ウサギタケ〉 温水(1939) 675 1 ，逸見 (1942)7附，北島 (1942)813)

Armillaria mellea VAHL. [Armillariella mellea (VAHL. ex FR.) KARST.J制 (ナラタケ) 混水

(1939)6751 

Collybia veutipes (CURT.) FR. [Flammulina velutipes (CURT. ex FR.) SING.J制温水 (1939)6751

めρholoma fasciculae FR. [Naematoloma fasciculare (HUDS. ex FR.) KARST.J*2 (ニガクリタ

ケ〉 温水(1939)6751

Lentinus lepideus FR. (マツオオジ) ~t島 (1942)8131

Lentinus rudis (FR.) P. HENN・ [Panus rudis FR.J*2 (アラゲカワキタケ〉 北島(1942)813~

Pholiota adi戸osa FR. [(FR.) QUÉL.J剖 (ヌメリスギタケ) 温水(1939)問1，北島 (1942)813)

Schizophyllum commune FR. (スエヒロタケ〕 温水(1939)6751，北島 (1942)8131

逸見 (1942)"町昭 17) iì荷洲国及び北支に於ける公園樹と街路樹の二・三病害に就きて」には次のものが

記されている。

サルスベリの褐斑病 “サルスペリ(百日紅〕は北支で紫破と称し，古くから到る処に見られる観賞植

物である。筆者は昭和十六年八月……に山東省青島特別市第一公園に於て，その葉に黒褐色の病斑を生じ，

枝幹に触れると容易に落葉する病害が著しく蔓延し，その被害決して軽視し得ないものであることを知っ

たが，帰校後標本を鏡検して夫は Cercosρora 叉は Cercosμrz即属菌に基くものであることを明かにし

た。…・・・"といい，病徴を記載したのら“…・・・筆者は北支産の本病々原菌に Cercoゆora Lythracearum 

HEALD et WOLF (Cercos戸orina Lythracearum (HEALD et WOLF) SACC.) なる学名を当てることと

した。"としている。

ヤナギ，ポプラ類の胴枯病 (84 ページ参照〕

ウサギタケに因るヤナギ，ポプラ類の材質腐朽性疾病 (221 ペーツ参照)

制伊藤誠哉:日本菌類誌 2 (4) , (1955). 
制一一一一:日本菌類誌 2 (5) , (1959). 
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サクラノサルノコシカケに因るモモの心材脅朽性疾病 (220 ページ参照〉

温水 (1940)739) (昭 15) は満洲における「テウセンマツ(紅松〕生立木の心材帯電朽に関する調査」を行な

っているが，調査地は“間島省迂清県図柄営林署管内天橋嶺事業所"である。“調査地の概況"，“心材腐

朽菌の種類並魔朽状態の概要"，“被害状況と之が防除上の考察"，“被害木の造材歩止り"，“心材腐朽木

(カイメンタケ寄生〕の樹幹析解"および“調査結果の摘要"から本報告は成っている。その摘要には

( 45 ) 

第 111 図 温水竹則(1940)・「テウセンマツ(紅松)生立木の

“1.紅松の心材費朽菌には，カ

イメンタケ，ツガサルノコシカ

ケ，マツノカタハタケの 3 種類

があり，調査木中，被害木は之

等菌の判明せるもの 33.3%，不

明なるもの 7.8%，合計 41.1%

である。 2. ……被害木の被害状

況を胸高直径別に観るときは，

…50cm 以上の大径木に被害

大にして小径木に少ない。叉 3

腐朽菌の寄生関係はカイメンタ

ヶ 27.7%. ツガサルノコシカケ

17.3%，マツノカタハタケ 55%

にして，且つマツノカタハタケ

による被害は径級の大小に拘ら

ず甚大なるも一般に径級の大な

るものに被害が多い。 3. 被害木

は長さ 1m~2m 毎に横断して

樹幹の梼朽状態を観察して造材

歩止りを調査した結果，ツガサ

Jレノコシカケ，マツノカタノ、タ

ケの被害木は胸高部に其の被害

を現はすときは魔朽のみならず

伐倒の際折れて損傷を受け造材

するに足りないが，カイメンタ

心材腐朽に関する調査」のタイトル・ページ
ケの被害木は根部から魔朽し漸

次樹幹の心材を禽朽するので割合に造材が得られる。其の造材率は同材を健全木と看飲したる造材率より

平均 30% の減少である。 4. 菌の侵入経路は枯枝及び樹幹部に受けたる各種の傷口及び細根の枯死せるも

の……等の如き傷療部から侵入するものもある……。"

中村(忠) (1942)820) (昭 17) は「北支鉄道枕木膏朽状態調査報告書第二編枕木の魔朽状態に就て」の

“緒言"に次のように述べている。..・H ・ ..3. 線路状況の悪、い所にあった米松枕木は表面は良好に見えても

パラストに接して居る部分の腐朽は甚しい。甚しきものは枕木厚の 2/3 は魔朽してゐる。 4. 線路状況の良
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い所にあった米松枕木の魔朽状況は軽微で……。 5. 線路状況の良否に従って取替を要する迄の使用年限は

即ち不良な場合は五一七年で再用に困難なるも良好な場合は異なるが概略七年を中心として差を生ずる。

ドロノキは一一二年で全く魔朽し取替の際に七一九年で再用が可能である。……10. 現地材の中ヤナギ，

は枕木形状を留めぬものが多い。…… 12. 規格材中マツは魔朽が顕著であり二一三年にして取替を要する

に至って居る 0 ・…・・ 14. 以上の如き現状より推して今後敷設すべき枕木は総て防魔処理材に転換すべきで

ある。素材として使用を許すべき樹種は総て耐久性を有するものたることが必要である。 H・"。

樹病の著書

摂祐著:実験樹木病害篇(1927)汽昭 2)原

摂祐著"となっており，その“自序"には次のように記されて原本書はれ理学博士白井光太郎閲

u、る。

公園，街路の樹木，小にしては各自の庭園樹木，花木及び盆栽“大にしては到るところの森林を始め，

樹木は惨然枯死して其跡を絶つ，其被害は国家個人共に損失の莫大等に至る迄，一朝病害の侵害せんか，

然れ共世人の多くは，是等病害に対する知識乏しく，自然に放任なるは吾人常に遺憾とするところなり。

斯の如き情

況の一半は，樹木病害の防除に関する成書無き

に拠ると謂ふべし。是を以て著者獲に「樹病各

論」と題し，自家出版を成せしが，時恰も樹病

し，其害をして益々大ならしむるのみならず，其被害区域をも拡大ならしむるの情況にあり。

学絶無の際とて，幸ひ世の歓迎を受け，期年な

らずして二版を重ぬるに至り，其二版も亦既に

尽き，世人の要求切なるものあるも，該書は其

排列並に内容一般当業者に対して，程度税高き

に失するの憾みあり。且つ学友諸氏の忠言もあ

りしを以て，本書は全然稿を新になし，排列に

大改良を加へ，且つ出版者……は多数鮮明なる

図版の挿入を諾されたるを以て，改めて「実験

樹木病害篇」として世に出づるに至れれ・…・・

本書の汎論は唯各論翻読の術語解に止めたり。

叉樹病学に附随して木材魔蝕論も記さざるべか

らざるも，本書には之を略し，主として活物寄

生に近き菌類のみを集輯したり。故に樹木害菌

学と称するが適当ならんかとも思はるることを

断り置くべし。……本書の病害記事は殆ど著者

中には

参考文献中より転載せしもの少からず。樹病学

は本邦に於ては猶ほ処女林の感あり。今後此種

の専門家続出せられ，斧鍛を加へ美林の造成に

が実物により研究記述せしものなれど，

開
樹
本
渇
安
司
篇

求
手
奏
資
全
体
以
斤

第 112 図原撰祐 (1927).

「実験樹木病害篇」の扉ページ
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努めらるることならんと信ず。斯の如く樹病に関しては，研究の業績に乏しく，本書の完からざるも，亦

之に帰因するものなり。"

本書の内容を，その目次によって大略を示せば次のとおりである。

“第一編汎 論

第一章緒 言

第二章疾 病

第三章病 徴

第四章病 原

第五章誘因及び素因

第六章抵抗性

第七章菌類一班

第八章寄主選択と寄主輪廻

第九章寄生菌の寄生による寄主の影響

第十章菌類の分類法

真菌部第一藻菌族第二子嚢菌族第三担子嚢菌族第四不完全菌族

第十一章樹木病害の治療法

第一節内科療法

第二節外科療法

第十二章樹病の間接的防除法

第十三章病害の直接的防除法

第一節 病害防除薬剤Ij (殺菌剤〉と其調製法

第二節土壊消毒法

第十四章薬剤の撒布法

第一節薬剤の使用法

第二節薬剤撒布器具

第二編各 論

第一章針葉樹の病害

第一節杉の病害

第二節 扇柏及び花柏の病害

第三節松類及び落葉松の病害

第四節税・唐檎其他の病害

第二章潤葉樹の病害

第一節桐の病害

第二節桜の病害

第三節 梅其他の花木の病害

第四節 ミヤマザクラ及びオホズミ類の病害

第五節 カシ類の病害
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第六節 ナラ類の病害

第七節樺・榛及び赤楊類の病害

第八節栗類の病害

第九節 ブナ類の病害

第十節械類の病害

第十一節柳類の病害

第十二節擾及び樺類の病害

第十三節棟及び胡桃類の病害

第卜四節梧桐及び山茶類の病害

第十五節朴..燭及び越橘其他の病害

第十六節偉類の病害

第卜七節 アヲキ，及びクチナシ類の病害

第十八節相思樹及び藤類の病害

第十九節 トベラ及びチャンチンの病害

第二十節 マサキ及びボダイジユ類の病害

第三章竹の病害

第一節苦竹類の病害

第二節女竹類の病害

第四章野鼠駆除法

第五章寄生植物

附録

第一害虫駆除薬剤一斑

第二石灰硫黄合剤締釈法

第三樹木薬剤撒布暦"

本書の特徴は“自序"で述べていることにつきるが，旧著「樹病学各論」制にくらべて内容，体裁とも

見ちがえるほど充実しており，“汎論"の部分もまことに要領のよい記述を行なっている。本書では各病

害ごとに参考文献をあげていることも旧著にはみられない心のくばりかたである。 なお本書にはタケ類の

病害ほか 1 葉の着色図が巻頭を飾っている。本書は後で発行される樹病の著書の模範となっていることか

らでもわかるよう l乙けだし名著といっても過褒の言ではないであろう。

北島君三著:樹病学及木材腐朽論(1933)叩>(昭 8)

本書の“自序"に次のように記されている。“森林撫育作業のーっとして，害菌に対する観察並に病害

に対する適当なる処置の，甚しく重要なることは何人も異論のない所である。殊に林業も粗放から集約へ

と進む現代に於ては，更に其重要性を増加するものと信ずる。而して，一方林木が用材として使用された

後，材の魔朽の迅速なる点に於て，全世界中最も甚いと称せらるる我邦に於ては，是等木材腐朽の原因を

究めて木材の保存期を可及的に長大ならしめ，以て木造建築物の保存方法を講ずることも亦閑却すべから

普1 原摂祐:樹病学各論.静岡， iv+281 (1923). 
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ざる重要なる問題なるに係らず是等林木の病害及び木材魔朽に関係した著書は極めて砂いのは誠に遺憾で、

ある。著者は大正三年以来故恩師理学博士白井光太郎先生の指教と，林学博士白沢保美氏の指導の下に，

農林省林業試験場に於て樹病及び木材腐桁の研究に従事せし以来既に拾九年を閲し，齢己に不惑を過ぎた

りと雄も，著者の不明なる為め未だ充分に其道に達し得ざるを思ふ時，日募れて道遠きの感深きものがあ

る。然りと雄も過去二拾年に近き歳月の問，耳采に響き眼に映じ且つ自ら研究調査したる事項も亦相当多

く堆積してゐるので，是等の事項を訂正補綴し，更に各研究者の業績を引用したものが本書であって，之

が編著に当つでも両先生の厚意に対して深き感謝の念を禁じ得ない。……唯，著者が主主に返す返すも断腸

;構病事及木材腐朽論

I鯵
ι、

良林1'1林業試11!裕 4主御

北応対三著

. -・

東京・ }J rt. 

義 'Llt 常務行

, 933 
第 113 図北島君三 (1933).

「樹病学及木材腐朽論」の扉ぺーツ

次に本書の内容をその目次によって示す。

“第一編樹病防除論

緒論

第一章樹病の防除方法

第一節樹病の関接防除法

第二節樹病の直接防除法

第二章薬剤の撒布

の思ひあるは昭和七年五月三十日に於て，慈父

の如き恩師白井博士が忽然として不帰の客とな

られたことで，本書を霊前に捧ぐるに付けても

転た世相の有為転変を嘆ぜざるを得ないのであ

る。……" 次に“凡例"から 2， 3 を拾いあげ

ると次のとおりである。

‘一. 本書は主として林業当事者及び林業当

業者並に一部建築業者の参考に資せむが為め

に，編著したるものであるから，病原菌に関す

る詳細なる菌類学上の記載も成るべく之を避け

た。叉参考の為め病原体の確定しないものも病

徴及び其応急策を附加して読者将来の研究の資

に供した。"

‘一. 本書に於て講述した各種の病害は主と

して，苗圃及び造林地に関するもののみに止

め，特用作物及び純然たる園芸品種である果樹

類及び花升類の病害は之を除いた。"

‘一. 記述の順序も従来の病理学書と異っ

て，林業方面に関係する読者に便なるが如く，

薬剤，根癌，菌根の順に記述し・…・。

“一. 木材魔朽論の部に於ては，著者の行ひ

たる実験の方法及び其成績を檎々詳しく挙げて

置いた・・・・・・。"
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第二編根癒及び菌根に関する問題

第一章根 癌

第二章菌 根

第三編樹病各論

第一章竹林の病害

第一節 マダケ・ハチクの病害

第二節寄生菌に因る斑竹

第三節其の他各種竹類の寄生菌

第二章針葉樹の病害

第一節スギの病害

第二節 ヒノキ，サワラ， ヒパ，ピヤクシンの病害

第三節 マツ類の病害

第四節 タウヒ，モミ及び其他の病害

第三章潤葉樹の病害

第一節 クス及びタブの病害

第二節 カシ，シヒ，ツバキ，サザンクワ類の病害

第三節 クリ及びクワの病害

第四節 サクラ及びキリの病害

第五節 ナラ，モミヂ，カヘデ類の病害

第六節 ブナ，エノキ，ケヤキ，ウルシ類の病害

第七節 ヤマナラシ及びヤナギ類の病害

第八節 ハンノキ，ツツ~，シャクナゲ類の病害

第九節 ニレ，クルミ，相恕樹，クロキ及び其の他の病害

第十節 モチノキ，カナメモチ，ホホノキ及び其他の病害

第四編木材魔朽論

第一章木材腐朽

第一節木材魔朽現象並に魔朽の原因

第二節木材梼朽の経過及び其名称

第三節腐朽材の帯線

第四節木材の伐採季節と魔朽

第二章木材の変色

第一節菌類に因らざる木材の変色

第二節菌類に因る木材の変色

第三節変色菌発生と木材水分の関係

第四節青変作用の材質に及ぼす影響

第五節材変色の防除法

第六節 ブナ材のフケ現象及び偽心材
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第三章木材魔桁菌の発育と環境の影響

第一節温度の関係

第二節湿度の関係

第三節酸素の関係

第四節営養の関係

第四章木材魔朽菌の高熱に対する抵抗力

第五章乾魔と木造洋風家屋の腐朽

第六章木材の防魔

第七章木材脅桁菌の人工培養

第八章木材防魔剤の殺菌濃度及び試験方法

第九章木材の耐朽性と之が理化学的性質との関係

第十章木材の耐朽性試験

第卜一章各種木材腐桁菌の形態

第一節 イボタケ科に属する魔桁菌

第二節 ハリタケ科に属する膏朽菌

第三節 サルノコシカケ科に属する魔朽菌

第四節 胞子層は欄状をなす腐朽菌

第五節子嚢菌に属する寓朽菌"

矢野宗幹引(1933)'叩(昭 8) は本書の紹介記事の中で次のように批評している。“……書名にも示された

やうにこの書は二部から出来て居る。即ち樹病学と木材宵桁論とである。前者は主として樹木の生育に対

する病理の研究であり，後者は木材保存を目的とする魔桁の研究である。 この意味に於てこの書は二つの

本に別けて考へらるべきものであろう。其為めか記述の内容にも前後で多少の差異が認められる。少くと

も私は後者の禽朽の理論の甚だ根本的な問題に触れて居るのに対して，前者が，病気の種類を挙げるに力

を尽された割合に，其理論に就ての総論を余りに抄略されたのを遺憾に思ふ。著者はこの点について恐ら

く他の病理学書によって明かであることを前提としての事と思はれるが，樹病学の成書としては矢張菌類

の植物に対する病害的作用の根本的の問題を述べて置かれた方が，読者に解りやすかったと恩ふのであ

。る

矢野(1. c.) の書評のとおり，本書の前半は「樹病学」とはいうものの，学問的体系によって述べたもの

ではなしいわば樹病各論である。 しかし著書北島が自ら行なった試験研究成績を豊富にとり入れ，これ

に内外研究者による報告を加えて，当時までに判明していた重要樹病をほとんどあますところなく記述し

ている。この書の特徴は後半の「木材魔朽論」にあり， E. HUBERT の著書(後出〉を手本にしたとはい

え，きわめて体系的な充実した記述を行なっていることは見事というべきである。本書はこの分野におけ

る名著の名に恥じないもので，のちに数回改訂増補販が出された。

これについて北島氏は後年筆者に"・-ある人に君は本の書き方を知らない。あれは樹病学と木材魔朽

論を別々の本として出版すべきであった。そうすれば，だいいち印税がたくさん入って結構ではないかと，

いわれたよ"と笑いながら話し，また別の機会に“自分の書物が出ることになったために，出版社では原

則当時における林業試験場生病理部(病理・昆虫試験研究部門)主任技師，昆虫学者。
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さんの書物(注原摂祐著実験樹木病害篇 (1927) (昭 2) を絶版にすることにしたそうだ。なんだか原さ

んに悪くてね……。"とも語ったことを記憶している。

笠井幹夫・田村隆共著:木材の耐久 (1944)"町昭 19)

本書の“はしがき"には次のように述べられている。“木材は其れ自身として頗る耐久性に富むところ

の有機物である。故に木材を廃類させる諸原因が介在しない環境下に使用せられる場合には木材の寿命は

頗る永遠であり得ることは星紅i幾千年の久しきに及ぶ古建造物の証する所である。然るに其の反面木材に

は構築用材としての種々の欠点、を持ってゐる。即ち生物に蝕害され易く可燃性で，摩耗風化により変質廃

第 114 図笠井幹夫・田村 隆 (1944).

「木材の耐久」の扉ページ

第 2 節保存耐久法の史的考察

第 2章腐朽並防腐

第 1部魔朽

第 1 節木材の魔朽

第 2節木材腐朽蘭に関する常識

第 3節木材禽桁に関する常識

第 4 節 目本の気候と木材の魔朽

第 5 節菌類に因る木材の禽朽

第 6節木材膏朽菌の発育

頚することである。枕木，電柱，橋梁，臨海用

材，砿山坑木などの虫rr きは僅々数年乃至十数年

にして壊廃するに至り，叉壮麗を誇る大慶高楼

も一夜火災の襲ふ所となれば，忽ち穫花一朝の

夢と化し去ってしまふ。何れの国家でも等しく

嘗めて来た経験のーっとして文化の進歩につれ

木材の需要が多きをかlへ来ると共に，従来は人

工的に何等耐久法を講ぜず生地のi憾で使用しで

も能く耐久するといふ優良樹種の供給が不足乃

至欠乏するに至るといふ一事がある。世界有数

の森林国たる日本も亦其の例に洩れない。特に

資源愛護の叫ばれる今日，主要資源である木材

を保存耐久せしめるのは一日と雄も忽諸に出来

ぬ緊喫事と信ずる。浅学罪才をも顧みず之を上

梓する所以は，幾分でも此の点で御役に立ち度

いとの念願に外ならぬのである。-

次に本書の目次の大略を示す。

“第 l編総論

第 1章序説

第 1 節木材廃頚の諸原因と木材耐久

の基調
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第 7 節木材膏何菌の生理

第 8 節子実体形成の生理

第 9 節 木材魔桁菌の発育に及ぼす電気の影響

第10節魔桁せる木材の診断

第11節枕木を魔符させる菌類

第12節 木材の変色の種類其の原因並びに防止

第13節木材腐桁の研究史

第 2部素材

第 1 節 防宵加工せんとする木材に関する常識

第 2 節 ブナの偽心材と“ふけ"

第 3 部防魔剤総論

第 4 部防腐剤合論

第 3章防火

第 4章防 虫

第 5章機械的損耗と風化

第 2編各 論

第 1 章電 村:

第 2章枕 木

第 3 章木造建築

第 4章車繭用材

第 5 章砿山の坑木

第 6 章農家用柵桓杭類

第 7 章 パルプの変質と其の予防

附 録"
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本書の特徴は防宵，防虫および防火法を述べた後半にあり，前半の木材膏朽の部分にはさしたる新味も，

叙述の工夫もみられない。

逸見武雄・赤井重恭共著:木材腐朽菌学(1945)890) (昭 20)

“序"文の一部を次に摘記する。“本書を敢て「木材腐朽菌学J と題したが，海外にも未だ類書がないか

ら，この名称の誕生に対して，筆者等は学徒としての大きな喜悦と責任を感ずる者である 0 ・…・・筆者が…

…単行本として本書の出版を企図するに至ったのには 3 つの理由があるコ筆者が……樹木の材質魔朽性疾

病並に木材寓桁の研究に着手したのは，大正 15 年の初夏であって，爾来 20 年に近き歳月を経過したが，

大正 13年 2 月古都京都に職を奉ずる身となって以来，幽遼荘厳な神苑・林泉を訪ぬるの機会に恵まれ，屡

々老樹名木の魔桁.f;lll:損に心を痛めたことが，その動機と成ったのである。 筆者は…・ー既に発表せしこの

分野の業績数は，決して多いと云ふことが出来ない。併し，その期間に蒐集せし材料は意外に豊富であっ

たから，夫等を一応整理することが，筆者自身のためにも，研究室員諸氏のためにも，今後の研究に対する

大きな示唆ともなり，好個の参考資料ともなるであろうと推定したことが第 1 の理由である。次に大東亜

戦争勃発と共に，海外の図書雑誌類の輸入は全く社絶したから……夫等に代るべき良参考書を熱望するこ
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第 2 節菌類の栄養器官と繁殖器官

第 3節菌類の生活法

第 4節木材魔朽現象並にその主因と誘因

第 2章膏朽材の特徴

第 1 節木材魔朽の類別

第 2節魔朽材の帯線

第 3節腐朽材の化学的変化

第 4節腐朽材の物理学的変化

第 5節木材の変色現象

第 3章腐朽材の顕微鏡的特徴

第 1 節 腐朽材の顕微鏡的変化並に材中の菌糸その他の形態

第 2節腐朽材組織中の菌糸識別法

第 4 章木材膏朽菌の発育並に木材の腐朽と環境

第 1 節木材魔朽菌の発育並に木材の腐朽と温度との関係

第 2 節木材魔朽菌の発育並に木材の脅朽と水分との関係

第 3 節木材費朽菌の発育並に木材の魔朽と酸素及び光線との関係

第 4節木材の伐採時期と木材の符朽との関係

第 5章木材の耐朽性

第 1 節木材の物理学的性質と耐朽性

第 2節 心材物質と材の耐朽性との関係

第 3 節 含窒素化合物と木材魔朽との関係

第 4節 木材の耐朽性と比較抵抗力並に脅朽菌の侵害力

第 6 章木材腐朽菌の生理学的性質

第 1 節木材腐朽菌の人工培養

第 2節木材魔朽菌の発育と栄養との関係

第 3 節 木材質朽菌の発育と水素イオン濃度との関係

第 4節木材腐朽菌担胞子の発芽

第 5節木材腐朽菌の混合培養

第 6 節 木材腐朽菌に於ける生理的分化現象並に性別問題

第 7 節木材腐朽菌の高温並に低温に対する抵抗力

第 8 節木材膏桁菌の呼吸生理

第 9節木材腐朽菌の酵素

第10節 BAVENDAMM 氏反応

第11節木材腐朽菌の子実体形成

第 7 章 樹木の材質商朽防除並に木材の防腐

第 1 節 樹木の材質及び木材腐朽の防除対策

第 2節木材質朽菌の薬剤に対する抵抗力

-295 ー
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第 3 節木材防魔法

第 8 章木材魔朽菌並に魔朽材の利用

第 9 章木材魔朽菌の分類学的所属

第 1 節菌類分類の大綱

第 2節帽菌亜日の特徴と分類

後編各 論

第 1 章 イボタケ科 (Thelephoraceae) に属する木材魔朽菌

第 2 章 ハリタケ科 (Hydnaceae) に属する木材魔朽菌

第 3章湖獄眼科 (Polyporaceae) に属する木材魔朽菌

第 4章欄菌科 (Agaricaceae) に属する木材祷朽菌

第 5 章帽菌亙目に隷属せざる木材腐朽菌

第 6 章木材変色菌類"

本書は「木材魔朽菌学j という名のもとにその体系づけに苦心のあとがうかがわれる。 なお参考文献は

ひじように充実しており， しかも実に正確で，後輩の研究者に対する深い思いやりがしのばれる。

以上のほか樹病関係の記事に多くの紙幅をついやしている著書を次にあげておく。

川村清一著:原色版日本菌類図説 (1929)9日(昭めには主な材質腐朽菌の若干が原色で図示されており，

松浦 勇著:応用菌草学研究 (1934)369'>(昭めでは材質魔朽性食用菌および槽木のいわゆる雑菌としての

腐朽菌がとりあげられ，また原 摂祐箸:日本害菌学 (1936)48町(昭 11) は著者が"...・..本著は樹木病害

篇の書き替へではないが著者としては智孝 禅童女の為め其篇の代りと思ひたい"といっているように樹

病学と因縁浅からぬものがある。

朝比奈泰彦監修:日本隠花植物図鑑 (1939)63川昭 14) の“菌類"の部は，小林義雄・今関六也・明日

山秀文の分担執筆になるもので，樹病病原菌および材質魔朽菌が多数図説されている。遠藤茂著:庭木

と草花の病害 (1940)69町昭 15) の前半には樹病の記述に多くのページをさいており，逸見武雄箸:植物

病学の諸問題 (1940戸内昭 15) には特に“樹病及木材魔朽菌の研究"という一編があり，また赤井重恭

著:植物商痩の研究 (1944)86町昭 19) は総ぺーヲ数 100 にみたないものながら樹病が多数とりあげられて

し、る。

帝室林野局林業試験場(帝室林野局東京林業試験場)編:森林病虫害図説病i害編 第 1-5 号(1938

-1944) (昭 13-19)

場長中村賢一郎の名で第 1 号の序文に次のように記されている。 “苗賓並森林に於ける病虫害を未然に

防止せんには早期に其処置を講ずるを以て要諦となす。故に病徴，原因，経過，処置等を詳にするは当時

者の最も必要とする処なれ因て当場に於ては各支局出張所と提携して病虫害発生系統の連絡調査を行ふ

と同時に当局事業に至大の関係を有する主要病害に就ては夙に技師長谷川孝三，技手野原勇太をして調査

研究せしめつつあり。放に成績の一部を纏めて森林病虫害図説病害編第一輯を刊行して事業の参考に資せ

んとす。本編刊行に当り尽力せられたる東京帝国大学農学部農学士小川隆氏並に中村気和氏に対し深謝の

意を表す。"

本図説に収められている病害は次のとおりである。

第 1 号 (193859 9) ，昭 13) “ヒノキ稚苗のリゾクトニア病， ヒノキの葉フルヒ病， ヒノキのナラタケ病，
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第 116 図〔長谷川孝三・小川 隆J (1938). 

「森林病虫害凶説病害編第一号」の表紙

スギ苗の癌腫病，シヒの絹皮病"

第 2 号 (1939'43)，昭 14) “ヒノキ苗の裾腐

病，カラマツ苗の裾脅病，エゾ7 ツ苗の雪枯病，

マツの癒病，モチノキの校枯病"

第 3 号 (1940'向，昭 15) “マツの青変病，キ

リの魔欄病，ヤドリギ，マツグミ"

第 4 号 (1942'.5)，昭 17) “マツ子苗の立枯

病，スギの癌病，アスナロの天狗巣病，ツガの

鋳病"

第 5 号(1944870 ) ，昭 19) “ヒノキ天然生稚樹

の黒腐病，マヤハンノキの褐斑病，エンジユの

鋳病，マウサウチク街の立枯病"

本図説刊行にあたって専門的立場から大いに

尽力したと考えられる小川 隆氏はこの間の事

情について“……病害編の巻頭に場長が序文を

書いて居らるる通りに小生が一人でやったので

はありません。小生は只この図篇刊行に尽力し

た一人であるのです。大部分は長谷川〔孝三〕さ

んが書かれたもので，画家，病理の方を担当し

て居られた野原勇太様他林試の人々がやったの

で小生は主に菌の事をやらされたので，今から

見ると誤りやミスプリント等冷汗ものですc"

と当時の模様を筆者にお知らせ下さった。

この図説は本邦で刊行された最初の充実した樹病の原色図鑑で，内容，色彩とも実にすばらしいもので，

多大の経費と長年月をかけて，林業当事者のためにこれを世に出した当時の帝室林野局の英断には敬服の

ほかない。

HUBERT , E. E. (1931)制著 IAn outline of forest pathology J は北米合衆国で出版され，著者は

ldaho 大学， School of Forestry の林学教授。本書の内容は“lntroduction",“Forest pathology" お

よび“Wood pathology" の 3 部から成っている。

第一部“Introduction" では，ごく簡単な樹病学史，樹病の分類法，樹病による経済的損失，病徴・

診断等のあらましが述べられている。第二部“Forest pathology" には病因によって分けられた各穏疾病

が記述されている。すなわち，非生物的病因による疾病と生物的病因による疾病とに大きく分け，後者は

さらに細菌類，藻菌類，子褒菌類，担子菌類および種子植物と病原体を区分してそれぞれによる疾病を説

明し，なお疾病防除法についても原則的な記述を行なっている。 量的にこの第二部に最も多くのペー少数

(約 330 ページ〕がさかれている。第三部“Wood pathology" は本書の最も特色のあるところで，腐朽

持1 HUBERT, Ernest E.: An outline of forest patholog. New York , viii+543 (1931). 
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第 117 図 HUBERT， E. E. (1931). 

I An outline of forest pathology J (樹病学(森林

病学)概論)の扉ぺーヲ

司島

許

による木材の物理的・化学的性質の変

化，木材の耐朽性(比較抵抗性)， 建

築材の褐色魔朽，枕木・電柱・坑木等

の膏朽，丸太およひ'パルプの魔朽・変

色，各種菌類による変色，変色菌の発

育条件，変色菌の木材の性質に及ぼす

影響，木材の変色による損失，防除法

等について詳述されている。

本書の全般にわたって )t、えること

は，材質魔朽性病害，木材の腐朽・変

色に関する部分は特に独創的で記述も

精彩を放っているが，それは著者がこ

の分野における専門家で自ら公表した

多数の研究成績をずいしょに組み込ん

でいるからである。著者は本書を

Yale 大学教授 J. S. BOYCE 博士に

献呈している。

北島 (1933) I樹病学及木材儲朽論」

に与えた本書の影響は非常に大きく，

氏の木材魔朽論の部分は E. E. 

HUBERT のこの著書を手本にして書

かれている。

BOYCE, J. S. (1938)制著 IForest

pathologyJ も北米合衆国で出版され

たもので，著者は Yale 大学の樹病学

教授であった。本書の内容を目次によって示せば次のとおりである。

“ Introduction" , “ Disease" , “ The fungi",“Noninfectious diseases" , "Seedling diseases" , 

“ Root diseases" , “ Foliage diseases of hardwoods",“Foliage diseases of conifers" , "Stem di. 

seases: Rusts of conifers",“Stem diseases: Rusts of conifers (continued): White pine blister 

rust",“Stem diseases: Cankers of conifers" , “ Stem diseasea: Canker of hardwoods" , e ‘Stem 

diseases: Galls and witches' brooms" , “ Stem diseases: Diebacks and wilts'二 “ Stem diseases 

caused by mistletoes, dwarf mistletoes, epiphytes , and climbers" , “ Stem disease: Decay", 

“ The rots" , “ Deterioration of dead timber" , “ Deteriolation of forest products: Decay", 

“ Deteriolation of forest products: Sap stains", “ Principles of forest-disease control", “ Ap-

pendix A: Fungicides" , “ Appendix B: List of common names of plants used with scientific 

制 BOYCE ， J. S.: Forest pathology. New York & London , x+600 (1938). 
なお本書は再版 (1948) および，三坂 (1961) がすでに出版されている。
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第 118 閃 BOYCE ， J. S. (1938). 

炻orest pathology J (樹病学，森林病学〕の扉ページ

equivalents" . 

本書にはいわゆる樹病と木材魔朽・変色のす

べてにわたってバランスのとれた書き方がされ

ており，樹病は主として侵される部分および病

徴によって分類，配列されている。引用文献も

また富豊で完備されている。 1938 年に初版発

行後すでに改版されること 2 度，如何に名著と

して高く評価されているかはこの一事から容易

に知られるであろう。

著者 J. S. BOYCE 博士は数年前来日，各地

を視察して帰米，すでに隠退して現在は Yale

大学名誉教授。訪米するわが国の森林病害虫研

究者は必ず一度は博士を訪れるほど，その人格

と識見をしたわれている人でもある。

大学および専門学校における

樹病の講義

京都大学

大正 13 年，京都帝国大学農学部農林生物学

科設置，授業課目設定， 3 講座設置。同 14 年 5

月全講座改正により植物病理学講座となり，ひ

きつづぎ逸見武雄が担任。

いつから樹病の講義が行なわれたかについて

前京都学芸大学教授永友勇博士(昭 4 農林

生物学科卒)に問い合わせたところ， “近畿大

学の安部さん〔安部卓爾J (昭 2 農林生物学科

卒〕と〔京都〕府立大学農学部の徳永さん〔徳永雅明J (昭 3 農林生物学科卒〉におききしました所御両

人とも樹病学の講義はなかったということであります。私どもは逸見先生の「樹病学J の講義を聴きまし

た。安部さんのお話では昭和 2 年から逸見先生の「樹病学」の講義ははじまったとのことであります……"

との回答をいただいた。

東京農工大学農学部教授鈴木橋雄博士(昭 4 農林生物学科卒〉もまた“逸見先生の樹病の講義は私が

永友君らとともに昭和 2 年に聴いたのが初めではないかと思います。逸見先生は，とても自分は樹病学と

いうような体系だった講義を行なうことはできないが， Vorlesung f� Krankheiten der Waldb邑ume と

して，きいてほしい， という意味のことを申されたと記憶しています"といっておられる。

上記永友，鈴木両博士によって京都大学における樹病の講義は昭和 2 年逸見武雄担当で開始されたこと

は確かである。講義の内容は後年逸見自らその著「木材腐朽菌学J (1945，昭 20) の序文で“本書は最初

『樹病及木材魔朽』と題し，筆者が現に京都大学に於て，農林生物学科並に林学科学生に，聴講せしめて居
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る講義の草稿を整理し……"と述べていることから容易に察知されるところである。

昭和 2 年~同 24 年までは逸見が担当し，それ以後旧制大学では昭和 28 年まで赤井重恭が議義を行なっ

た。昭和 27 年以降の新制大学では「森林病理学」という名で赤井が担当。なお昭和 38 年 10月以降，新制

大学の木材工学専攻の学生に対して赤井が「木材腐朽論J を講じている。

三重高等農林学校(三重農林専門学校，三重大学農学部〉

大正 11 年 4 月より昭和 14 年 3 月まで「植物及樹病」として高橋隆道が林学科で講義。それ以後ひきつづ

き旧制専門学校としての終り，すなわち昭和 26年 3 月まで，岩田吉人が「樹病学」として講義を行なった。

この間昭和 19 年 4 月より同 26 年 3 月まで三重農林専門学校と改称。昭和 24年 5 月より新制三重大学農

学部となる。

昭和 26 年 4 月より矢頭献ーが「樹病学」の講義を行ない現在tこいたる。 なお昭和 38 年 6 月より赤井重

恭は「森林菌学J (木材魔朽論〉を講じている。

宮崎高等農林学校(宮崎農林専門学校，宮崎大学農学部〕

本校は大正 13 年 9 月農学，林学および畜産の 3 学科により設立され，翌 14 年 4 月開講。

林学科の学科目に「樹病学及樹病実験」があり，大正 15 年 3 月~昭和 17 年 11 月まで日野巌が担当し

た。この間遠藤茂は，昭和 4-14 年 6 月まで樹病実験を行ない，また日野の外遊中(昭和 9-11 年)は

講義も担当した。昭和 17 年 11 月 -20 年 12 月の聞は日野登米雄が担当。

昭和 19 年 4 月宮崎農林専門学校と改称。昭和 21 年 6 月 -25 年 9 月まで北島君三が講義を行ない，樹病

実験を平田正ーが担当した。 昭和 24 年 5 月新制宮崎大学農学部となり，昭和 29 年 1 月以降現在まで農学

科および林学科の「樹病学」は赤井重恭が非常勤講師として講義を行なっている。

宇都宮高等農林学校(宇都宮農林専門学校，宇都宮大学農学部〉

昭和 5 年より同 26年まで「樹病学」として一週 2 時間 1 か年(必修科目〉渡辺龍雄担任で講義が行なわ

れた。その間昭和 19年から宇都宮農林専門学校と改称。

昭和 25年，宇都宮大学農学部となり，ひきつづき渡辺龍雄が林学科において一週 1 時間，半か年間(選

択科目) 1樹病学」講義を行ない現在にいたる。

鳥取高等農林学校(鳥取農林専門学校，鳥取大学農学部〉

昭和 17 年に林学科が開設され，翌 18 年に「樹病学」の講義が斎藤雄ーによって行なわれ，氏は新制鳥

取大学農学部となってからもひきつづき昭和 33 年まで担当した。同 34-36 年には橋詰隼人が，同 37年に

は近藤芳五郎が，そして同 38 年以降は小笠原隆三がそれぞれ担当。 なお昭和 37 年からは必修科目となっ

fこ。

樹病学実習は昭和 16-25 年には造林学実習の一部として斎藤雄ーが，また同 26-36 年には森林保護学

実習の一部として近藤芳五郎が行なった3 同 37年以降は森林保護学実習は廃されて「樹病学及昆虫学実

習」となり，昭和 37 年には近藤芳五郎が，また同 38 年以降は小笠原隆三がそれぞれ担当。

台北帝国大学附属農林専門部(台中農林専門学校〉

元台北帝国大学理農学部教授松本 説博士によれば“樹病学は台北高農〔台北帝大附属農専の前身〕時

代には開講されて居りません。……台大附属専門部は台大関学の時，即ち昭和 3 年 3 月 31 日に発足致しま

した。"ということで，調査の結果同 3 年 4 月林学科第 2 年の学生を対象に行なわれたことが確められた。

台大附属農林専門部における樹病の講義について氏は 11...・-・小生は……盛岡〔高等農林学校〕と台北との
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記憶が混同して居る様ではっきり致しませんから，伊藤〔武夫〕氏の記憶によるのが一番確実だと存じま

す"といっておられる。

農林省林業試験場関西支場保護部長伊藤武夫氏(昭 7 林学科卒〉によれば次のとおりである。"...・..一

回先輩の中条道夫さん(香JI[大学学芸学部教授 昭 6 卒)に問合せましたところ次のような回報に接しま

した。1.講義を受ける学生 3 年生? (これは 2 年生が正しいと思いますー伊藤武夫氏注) 1.講義時間

週 1 回 1 時間 1.実験 週 1 回 3 時間 1.講義は台大理農学部教授松本製氏が農専兼任教授として担当

1.実験担当 松本教授，大学助手の山本和太郎氏が農専兼任講師として松本教授の手助けをされた。松本

教授は決して山本講師にまかせっぱなしにするというようなことはなく，毎回講話訓話をされつつ学生の

手をとって実験指導された。山本氏は終始助手的役割をつとめられた。 以上のとおりで私の記憶より正確

と存じます。"とし，さらに“-…・〔戦後〕引揚の時〔松本〕先生の講義のノートだけは持ち帰りましたが

受講年を記録していません。 しかし多分林学科では第二年目(私の場合は昭和 5 年〕だったと思います。

講義の表題は独乙語，そして文中にも独語の術語が非常に多くつかわれています。先づ『鯵・病学の定義，

病気の原因による分類，寄生生活の状態による分類，病原菌の分類，素因，病徴，標徴』が松本先生。

次に『樹病に対する一般的防除法』が山本和太郎先生，更に『非寄生病学各論，寄生病学各論』が松本先

生の講義となっております。……実験があり…・・プレパラートを作って検鏡し，スケッチを提出した(山

本先生が指導されましたが，その前松本先生の御教示もあったように思います〉ように記憶しています。

〔私の記憶は〕一寸心許ありませんので，樋口正二三君(昭 10 林学科卒〉にH・ H・尋ねましたら， c樹病

学〕は第二年目の 1 年間行なわれ，松本先生の講義と，実験は山本先生で，午後の実験には相当時聞がか

かったと申しておりました。また那須精明君(昭 13 林学科卒〕にききましたところでは，第二年目に山

本先生にお習したといっていますから，昭和 11 年頃には山本先生の担当だったのではないでしょうか…

…J' と自分の記憶および同窓生の回答結果をお知らせ下さった。

以上のとおり昭和 3 年農林専門部発足直後松本製担当で樹病学講義は開講され，実験の山本和太郎とと

もに， 1 か年間というきわめて充実した内容のものが行なわれた。昭和 11 年 4 月からは山本が専らこれを

担当した。

松本氏によれば“……昭和 16 年 4 月からは阿部徳夫氏が病理関係全部を受け持たれました。尚同専門部

は昭和 18年 4 月分離独立，台中市に移転し，台中高等農林学校となりましたが阿部氏が引き続き授業を担

任されました。"ということである。

昭和 16 年以降について静岡大学農学部教授岡部徳夫博士に問い合わせたところ“H・...昭和 16 年 4 月以

降は林学科学生に対し毎週 2 時間，半年にわたって樹病の講義をしていたことは，記憶をたどってみます

と，確かです。台中移転によって台中農林専門学校になってからも同様です。樹病学実験はやらなかった

と記憶しております"との回答をいただいた。

樹病研究者小伝

笠井幹夫 (1882~1944) 

明治 15 年 11 月，岡山県上道郡富山村に生る。 明治 39 年 9 月札幌農学校本科に入学，同 42 年 7 月東北

帝国大学農科大学(現北海道大学農学部)を卒業。

明治 42 年 9 月北海道鉄道局雇，同 44 年 12月鉄道院鉄道技手，大正 4 年鉄道技師に昇進。一身上の都合
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と u、うことである。"刑制

により退職帰郷，大正 8 年 5 月大原奨農会農業

試験所(注大原農業研究所の前身〉病虫部員，

両 同 9 年 11 月間植物病理部長。大正 15 年 1 月岡

山県農会技師に転じ，さらに昭和 3 年 4 月，古

巣の鉄道省官房研究所に勤務， 同 17 年 4 月辞

職。その筒大正 5 年，日本植物病理学会設立に

大いに尽力，昭和 4 年度および同 5 年度日本植

物病理学会会長。昭和 19 年 8 月殺す刑制。

氏は鉄道省(鉄道院総裁官房〕技術研究所持

代に樹病関係の報文を多数公にしている。中で

も青年時代に行なった木材腐朽・変色菌に関す

る研究は，わが国におけるこの方面の最初の本

格的研究といってよく，その他スギ赤粕病，ス

ギ商菌核病および鉄道枕木の魔朽菌，エゾマツ

荷雪魔病， ヒノキ漏脂病等多くの報文を発表し

ている。“鉄道技術研究所技師田村隆との共著

木材の耐久は氏の遠逝 2 目前に病床に到着した

が終にこれを一覧する力もなく息を引きとった

“氏は文筆に秀で語学に優れ……。俳句連句には特別の趣味を有し，盆栽殊に蘭を愛好した。茶も好き

であった。'叩そうで，誠に趣味豊かな風流人といわなければならない。氏の報交を見てもこれらのことは

充分に偲ばれ，語嚢豊かで行文流麗，その巧みな表現はとても一介の学究のものではない。 しかしこのこ

とは必ずしも氏にとってプラスになっていない面があり，絢胸たる文章の割合には内容に乏しく，特にこ

のことは氏の後期の報交に強く感じられる。 これは氏が置かれた立場上実験的研究ができないためであっ

たかも知れないが，語学に秀でていたこ E からか外国文献の紹介が主体となって氏自らの観察実験ははな

はだ貧弱で，内容は紹介記事に終わっているものが大部分である。氏は本邦において木材魔朽・変色の研

究に本格的に取りくんだ先達といってよく，そのままのペースで進めば偉大な業績を残したと考えられる

が，研究環境が悪かったためか，あるいは才子多芸が禍いしてか，不本意な結果に終わっていることは惜

まれてならない。ともあれ，氏がとりあげた樹病研究は，たとえそれが充分なものではなかったにせよ，そ

の後の研究進展上貴重な礎石となった功績は没することができず，この方面における氏の先見の明ととも

に樹病学史上に永くその名を止めなければならない人であることには何人も異論のないところであろう。

沢田兼吉(1883-1950)

明治 16 年 12 月岩手県盛岡市に生る。 同 36 年 3 月岩手県立盛岡中学校卒業。 同 36 年 6 月~同 41 年 7

月，盛岡高等農林学校雇，植物学教室，図書館勤務。同 41年 8 月台湾総督府農事試験場技手，植物病理部

制日野厳:植物病学発達史.東京， pp. 241-242 (1949). 

制卜蔵梅之豆:卜蔵七十年の回顧. pp. 172 (1963). 

制笠井幹夫・田村 隆:木材の耐久.東京， ii+vii+604+Liv+xxix (1944)876). 
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勤務。同 43 年 7 月間図書館取扱主任。大正9

年 7 月同植物病理部長心得。 同 10 年 3 月台湾

総督府殖産局農務課勤務，植物検査に関する事

務嘱託。 同 10 年 8 月台湾総督府中央研究所技

手，農業部植物病理科勤務。 同 10 年 9 月台湾

総督府殖産局植物検査所勤務。 同 11 年 9 月間

上解嘱託，兼任台湾総督府技手，殖産局農務課

勤務。

大正 12 年 4 月台湾総督府高等農林学校講師。

同 14 年 1 月兼任同特産課。同 14 年 9 月間高等

農林学校教授。昭和 2 年 5 月台湾総督府台北高

等農林学校教授。同 3 年 4 月台北帝国大学農林

専門部教授。同 6 年 9 月同大学司書官。

同 6 年 9 月台湾総督府中央研究所植物病理科

勤務，台湾産菌類に関する研究調査事務嘱託。

同 6 年 10 月台湾総督府殖産局農務課勤務， 病

虫害に関する事務嘱託。 同 14 年 4 月台湾総督

府農事試験場病理昆虫科勤務，台湾産菌類に関

する研究調査事務嘱託。 同 17 年 1 月依願免本

官。 第 120 図沢田兼吉
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昭和 17 年 2 月 -3 月台北帝国大学，図書目録に関する事務嘱託。 同 17 年 10 月~同 18 年 3 月台北帝国

大学理農学部講師。 同 19 年 3 月 -20 年 3 月同大学農学部講師。 同初年 7 月同大学農学部外捕研究室勤

務。同 20 年 11 月中華民国国立台湾大学農学院に留用さる。

昭和 22 年 5 月引き揚げ。同 22 年 10 月盛岡農林専門学校科学研究嘱託(無給〉。同 23 年 7 月農林省林業

試験場助手，青森支場好摩分場勤務。同 25 年 4 月残す。

氏の研究論文はイネのいもち病，イネの菌核病，赤衣病ほか各種農作物，果樹の病害にわたり，また「台

湾産菌類調査報告」の大著は特に有名である。樹病関係としては灰色こうやく病菌，褐色こうやく病菌，

紫紋羽病菌， くもの巣病菌(クス大粒白絹病菌，イネ紋枯病菌)，クスの菌核病菌の研究ほか，氏の命名に

よる病原菌類は枚挙にいとまがない。うどんこ病菌科属 Sawadaea MIYABE (カエデのうどんこ病菌〕は

この研究者である氏に献名されたものであり，同じく Uncinulopsis SA WADA (エノキのうどんこ病菌〉

は氏によって新たに創設された属である。氏の分類学的研究は藻菌類から担子菌類のキノコまで広範囲に

及んでいる。

戦後引き揚げて盛岡農林専門学校(現岩手大学農学部)植物学教室の一隅で，林業試験場職員として，

かつて若い時代に山田玄太郎とともに採集，保存されていた標品と，引き揚げ後自身で採集したものによ

って「東北地方菌類調査報告則、制」を大成した。

長1 沢田兼吉:東北地方に於ける針葉樹の菌類. 1.スギの菌類.林試研報 45, pp. 27-53 (1950). 

則一一一一:向上. II. スギ以外の針葉樹の菌類.同 46, pp. 111-150 (1950). (剖
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郷里感情市で令兄のもとに身をよせて鋭意研究中長年労苦を共にされた令夫人を失ったが， それにもめ

げず日夜努力「東北地方菌類調査報告」のぼう大な成果を脱稿，その後間もなく他界され，大部分は遺稿

となって死後に印刷l公表された。

氏が「東北地方における針葉樹の菌類」研究中，林業上の重要樹種であるスギ， マツ類およびカラマツ

においてすら，続々と新種の病原菌を記載する運びとなったとき，筆者に「林業試験場では北島君をはじ

めとして君らは一体永い問何を研究しておったのだ……J とのお叱りをうけて閉口頓首したことを覚えて

u、る。

歌人石川啄木(本名 ー〕と氏は盛岡中学時代同期ということなので筆者がある機会に啄木について聴

いたところ“ああ ー(はじめ〕か。生意気でひょんたな奴肘であった"とたったひとことで多くを語ろ

うとはしなかった。

筆者は氏について多くは知らない。 謹厳な学究であるばかりでなく趣味も豊かな人であったという。氏

は釣を愛し，所蔵する魚拓はぼう大なものであるとともに，その記録は実にたん念で，魚の大きさ，釣場，

年月日の記載は誰でもするが，氏のはその日の天候から気ìlJ~，水混等詳細にわたるものであった。

静岡大学農学部教授岡部徳夫博士は氏の女婿である。

原摂祐(1885~1962)

明治 18 年 1 月岐阜県恵那郡川上村に生る。 小学校卒業後明治 33 年岐阜県農学校に入学，植物病理学に

興味を持ったが 2 年で退学。 同 37 年 11 月名和昆虫研究所で開催された全国害虫駆除講習所に出席，爾来

同所に出入して昆虫を研究，また冬虫夏草を調べて菌類に興味を覚えた。明治40年 4 月，長野菊次郎が名

和昆虫研究所に附設した農学校に入学したが同年 10月退学，上京して東京帝国大学農科大学の無給介補と

なり白井光太郎および三宅市郎に師事，植物病理学を学ぶ。同 43年 6 月同学助手。病を得て一時帰郷した

が療養中にも各地を旅行して菌類を採集した。 同大学助手を辞し，大正 7 年 9 月宮部金吾の推薦で静岡県

農会技師となり，静岡県害虫駆除委員，農事講習所講師，農事試験場病害調査員，静岡県農業教員養成所

教授嘱託などを兼務。昭和 5 年 4 月，郷里に帰り伴野農薬製造所技師。氏は帰郷後も研究を廃せず多数の

論文を公表，また日本菌類学会を創立，その機関誌「菌類」を刊行したが惜しくも 3 号で休刊した。 昭和

30 年 4 月， r日本菌類目録編纂並びに本邦菌学に対する貢献」に対して日本植物病理学会賞を授けられた。

昭和 37 年 8 月残す刑制。

氏は一般農作物病害，果樹病害，茶樹病害，樹木病害等広範聞にわたって研究を行ない，実におびただ

しい数の論文・著書を出しているが，最も得意としたところは子麗菌類の分類学的研究にあったようであ

る。氏の樹病関係の業績としては， rタケ類の菌類J， r コリヤナギの黒枯病J， Iスギの赤枯病J， Iナシの三

方赤星病」その他多方面にわたり，病原菌の分類学的研究が主体となっている。また「樹病学各論則。」ぉ

制沢田兼吉:東北地方菌類調査報告(I ).粉病菌科.林試研報 50， pp. 97~140 (1951). 

制一一一一:向上 (II). 子嚢菌及び原菌類.同 53, pp. 135~194 (1952). 

制一一一一:同上(I1I).鋳菌類.同 57, pp. 7~85 (1952). 
制一一一一:向上 (IV). 不完全菌類.同 105, pp. 35~140 (1958). 
普7 盛岡地方の方言で「風がわりでおかしな奴」というような意味。杉森久英: I啄木の悲しき生涯.東京
pp. 258 (1965) 参照。

長8 日野厳:植物病学発達史.東京， pp. 298~299 (1949). 

制一一一一:原撰祐翁.日植病報 28 (5) , (1963). 
後 10 原摂祐:樹病学各論.静岡， iv+281 (1923). 
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よび「樹病学提要制」はわが国における先駆的

樹病学著書で，また「実験樹木病害篇」は名著

のほまれが高い。氏が発見した Haraea 属〈チ

マキザサの熊斑病菌〉は SACCARDO ・ SYDOW

両氏によって氏に献名されたものであり，また

Erwinia harai (HORI et MIYAKE) OKABE 

et M. GOTO (syn. Bacillus harai HORI et 

MIYAKE) (コリヤナギの黒枯病病原細菌〉は

氏の本病発見の名誉のためにこのように命名さ

れたものである。氏の命名にかかる樹病病原菌

にいたっては枚挙にいとまがない。

氏が行なった菌類の分類学的研究に対して

“功罪相半ばす"と評価する人々がある。率直

にいわせていただけば，氏の多数の論文の中に

は確かにこのように評されてもいたしかたがな

い杜撰粗漏なものもいくつかあることは否定で

きない。しかし氏の経歴，時代の背景，置か

れた立場等を考えに入れるならばいちがいにそ

第 121 図原 摂祐 れらを責めるのは酷であろう。それはそれとし

て，氏が明治，大正，昭和の三代にわたって行なった樹病学上の貢献は偉大という外なく，本邦における

樹病学の創立および発展に寄与した先覚者の一人としてその名は永久にたたえられるべきである。

筆者が十数年前に， I日本樹病学史」編さんを意図して氏に文献借用およびその他の教示を申し出た際

筆者に寄せられた氏の手紙の一節に“……扱て小生が日本の樹病学を樹立したといふことを煩する一文を

要求するところがあります。 自分ではそんなことは書けませんが，どうか貴殿にてこ百乃至四百字位に

書いて下さいませんか。御願申上げます。……治草史は生きた人の事を書くのですから書きにくいもの

です……。" とあった。筆者はついに氏の生前お目にかかる機会が一度もなかったが，誠に率直で好感の

もてる申し出であるとともに，氏の樹病学に対する自負心が偲ばれる言葉でもある。幸か不幸か筆者は氏

の生前に本稿を公にすることができなかったのはいささか心残りでもある。

逸見武雄(l889~1959) 

明治 22 年 9 月東京市に生る。同 42 年 9 月東北帝国大学農科大学(注北海道大学農学部の前身)農学

科に入学，大正 4 年 7 月同卒業，直ちに東北帝国大学大学院に入学， 同 7 年 4月北海道帝国大学官制発布

と共に向大学大学院に編入，同 9 年 7 月岡大学院卒業， I本邦産炭痘病菌の形態並に生理に関する知見」に

よって農学博士の学位を授与された。

大正 10 年 7 月植物病理学研究のため北米合衆国，イギリスおよびドイツに留学，同 12 年 12 月帰朝。同

13 年 2 月京都帝国大学教授に任ぜられ，植物病理学の講義を担当。昭和 10 年 10 月京都帝国大学農学部

長，同 11 年 11 月同部長辞任。同 24 年 1 月日本学術会議会員，同 24 年 9 月退官。この間昭和 3， 21 ， 22, 

制原摂祐:樹病学提要.静岡， iv+74 (192め.
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23 および 24 各年度日本植物病理学会会長制。

昭和 25 年 9 月京都大学名誉教授。同 27 年 4

月大阪府立大学教授，同 33年 12月同大学退職。

同 34 年 10 月残す。

氏の業績は炭痘病菌の形態・生理，イネの各

種病害，その他農作物および果樹病害等きわめ

て広範囲にわたり，また菌学にも造詣深くその

発表論文，著書はぼう大なものである。

樹病関係としては，宮部金吾(1951)制(昭 26)

が「逸見武雄先生還暦記念論文集」の“序文"

において，“H・...大正元年に逸見君は......我植

物病理学教室に入られ，鋭意勉学よく同輩を抜

き，其研究に対しては綿密精確を期せられた。

卒業論文の題目として，当時札幌附近の桜樹を

枯らし，大害を与えつつあった Valsa の一種

に就き研究を続けて居ったが，此問題の解決を

逸見君に託した。其卒業論文の題目は On a 

New Canker disease of Prunus yedoensis, 

P. Mume and other Species Caused by 

Valsa japonica Miyabe et Hemmi*2と言うの

であって，実に堂々たる立派な論文で，学位論文としても充分価値があると思われた位である。" と述ぺ

ているように，若い時代からこの方面に興味をもち，上記サクラのがんしゅ病菌のほか，キリのふらん病

菌をはじめとして各種樹木寄生炭痘病菌，材質膏朽菌(木材魔桁菌〉の生理・魔朽性の研究等多数の報交

がある。特に研究生活の後半には多数の門下生とともに材質魔朽菌類に関する研究に力をつくし， この分

野でも偉大な貢献をなし，赤井重恭との共著になる「木材魔朽菌学」は欧米にさきがけて学問的体系づけ

を行なった好著である。 氏は終始一貫して樹病に深い関心を持ちつづけ，この方面にも有能な門下生を育

て，大正年代以降におけるわが国の樹病学発達につくした功績は甚大である。

“氏は慎重といふ点では他学者にその匹俸がなく，最も学者的良心に富んだ人であ"った制。氏が恩師宮

部金吾に宛てた手紙(昭和 23 年 1 月 5 日附〉の一節に“過去 20 年小生は学者たらんとして研究に精進す

ると共に，教育者としての責任を忠実に守り参りし積に御座候，教授と指導に全力を傾注し参り候が，こ

れは全く先生の小生共に対する御教導の御方針をうけつぎし結果と信じ感謝罷在候，……小生は研究員の

論文草稿の加筆に最大の努力を払い居候，場合によりでは殆んど書き改める事すら有之候が是は小生が先

生の研究室にて御指導相受け居候節にいつも真赤に御加筆被下候御恩を忘れざるために御座候，右の次第

制逸見武雄先生還暦記念論文集(植物病害研究第 4 集) (1951). 

勢2 逸見武雄: On a new canker.disease of Prunus yedoensis, P. Mume and other species caused 

by Valsa jaρonica MIYABE et HEMMI , sp. nov. 東北農科大学紀要 7 (4) , pp. 257-319 (1916). 

制日野巌:植物病学発達史.東京， pp. 239-240 (1949). 
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にで小生自身の研究は華々しき成果を挙げざりしも，研究室から多数の優秀な人物を世に送り候点、にて柳

か慰められ侯……円引とあるが，氏は研究者としてもまた教育者としても稀にみる誠に立派な人であり，

その門下から各方面に優秀な研究者を多数輩出したのは故なしとしない。

北島君三 (1890-1950)

明治 23 年 1 月宮崎県延岡に生る。同 45 年 7 月鹿児島高等農林学校農学科卒業。大正元年 8 月 -11月同

校植物学教室で研究。同 3 年 1 月 -5 月東京帝国大学農科大学介補，白井光太郎に師事。同 3 年 10月農商

務省山林技手，林業試験場勤務。同 8 年 7 月林業講習講師。同 13 年 12 月林業試験場技師。

昭和 13 年 4 月「ブナ丸太材変色の原因をな

すエンドコニデイオフオラー及び之れが発生防

止に関する研究」によって農学博士。 同 16 年

9 月中華民国へ出張。 同 21 年 2 月林業試験場

田野試験地詩。同年 3 月依願免本官。同 21 年

3 月 -24 年 3 月林業試験場嘱託(木材魔朽の

試験研究に関する事務〉。昭和 18-25 年東京大

学農学部講師。 昭和 21-25 年宮崎農林専門学

校講師。鹿児島高等農林学校講師として一時講

義を行なったこともある。

退官後郷里延岡市に帰り，北島菌類研究所を

主宰するほか，特に乞われて宮崎県森林組合連

合会会長をつとめ，なお東京大学および宮崎農

林専門学校で非常勤講師として樹病学を講じ

た。氏は頭髪あくまでも黒く耳架大きく，いわ

ゆる長寿の相をそなえていたが，退職と戦後激 第 123 図北島君三

変した環境に対処するを余儀なくされての心労のためか比較的早く他界されたのは意外であった。昭和 25

年 9 月殺す。

氏は川村清ーのあとを襲って林業試験場で樹病部門の試験研究を担当，ほとんどその全生涯を樹病，菌

類の研究に捧げられ，スギ赤枯病の研究にはじまり，タケ類の病害，針・広葉樹の各種病害，針葉樹の材

質魔朽性病害，材質膏朽菌，木材耐桁性，ブナおよびマツ変色菌等樹病全般にわたり数々の報文を公表，

著書「樹病学及木材魔朽論」は名著として好評で，数回にわたって増補改訂出版された。 なおシイタケ，

ナメコ等の人工栽培につくした功績も大きく，これらが今日事業として確立されるに至ったのには氏の試

験研究があずかつて力があった。林業関係の病害・菌類研究分野における氏の功績は末永くたたえられる

であろう。 Sclerotinia kitajimana K. ITO et HOSAKA (スギ首の菌核病菌〕は筆者らが氏に献名したも

のである。

氏は日頃“どうも自分は頭がよくなくて困る"といっていた。筆者は直接の部下として氏に親しく接し

て感じたことを率直にいわせていただくならば，氏自らいわれるように頭脳明敏型の人ではなかった。 し

かし才子才におぼれ，いわゆる秀才くずれして，業績らしい業績を残さずに生涯を閉じる人の数ある世の

制逸見武雄先生還暦記念論文集(植物病害研究第 4 集) (1951). 
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中に，われわれは氏に学ぶべき点が多々あると思う。氏はまさに努力型の人であった。温厚篤実は人格者

で，声を荒げたのをただの一度も耳にしたことがなかった。戦時中は退役陸軍少尉として長い逸物の軍刀

を腰にたばさみ，張りきって在郷軍人の集会にまめに出席する愛すべき稚気と実直さをかねそなえた人で

もあった。

氏の逝去直後筆者がものした「北島君三先生の憶い出」制には次のように記されている。“北島先生は…

…去る 9 月 4 日永眠された。誠に哀惜の極み，断腸の思いである。十数年間親しく御指導をうけ先生の膝

下で林業試験場に人となった私にとっては特に思い出深いことがらが数々ある。……先生は日頃寡黙謹厳

極めて質素な方であったが，旅に出られると行くさきざきで最高級の旅館を選ばれ，特に立派な客室に旅

装を解かれるのが常であった。温泉には日程を少々無理しでもよく立寄られた。しかしこれと言って理由

があるわけではないようで，酒を飲まれるわけでもなし叉温泉に浴すこと自体をとりわけお好きでもな

いらしい。ただ関寂な環境を愛され，清潔な雰囲気にひたるのに無上の慰安をおぼえると言った風にしか

見受けられなかった。お供で畏っている私の気特をやわらげるお心遣いからであろうか，女中を相手に日

頃の無口にも似合わず軽い冗談を飛ばして笑わせて下さったものである。平常実に筆まめな方であったが

旅先でよく手紙を書いておられた。 その宛先は大概『北島光子殿』とされていた。私は初めの頃，たぶん

お嬢さんにでもつれづれに旅の便りをしたためておられるのであろうと思っていたが，間もなくそれは奥

様だと知って大いに感心してしまった。先生は身長こそあまり高くはないが退役陸軍少尉だけあってがっ

ちりとしておられ，斗酒尚辞せずと言う風に見受けられるがそれは外見だけで，実験のためにアルコール

の臭いをかいだだけでも酔うほど酒には弱く，叉タバコも殆んど喫われなかった。 それにもかかわらず先

生のポケットには当時の最高級品『琉泊』の箱がしのばされてあった。私はひやかし半分に『先生，その

琉泊はやはり武士のたしなみのうちですか』と愚問を発したら破顔一笑『いやそれほど風流でもないよ。

ただ時々吹かすと，のむのじゃないよ，部屋の中に実によい香気がただょうからね』と至って風流な御答

であった。先生は無趣味で学究一本の人と自他ともに認めておったようであるが，しかし私はこの見方に

いささか異議がある。先生の正調博多節をたった一度ではあるが拝聴したことがある。どうしてどうして

実に大したものである。……先生はどのルートから仕入れられたか存ぜぬが堂々たる本物であった。叉先

生は同学の先輩笠井幹夫宗匠に師事され立派な俳号をもたれる俳人であることを知る人はあまり多くはな

いであろう。……。"

農林省園芸試験場環境部長北島 博博士は氏の令息である。

松本媒(1891- ) 

明治 24 年 2 月東京市京橋区銀座 3 丁目 15 番地に前田喜兵衛の第二子として生れ，叔父松本家を嗣ぐ。

大正 5 年東北帝国大学農科大学農学科(北海道帝国大学農学部の前身)を卒業，翌 6 年北米合衆国に渡

り，カリフォルニア州立大学農学部大学院およびセントルイス市ワシントン大学大学院に学び，つづいて

英国ロンドン大学生理学教室で研究。帰朝して大正 10 年盛岡高等農林学校教授。同 15 年台湾に招璃され

た後，ふたたび 2 か年間英国， ドイツおよび北米合衆国に留学， 台湾総督府高等農林学校， 台北高等農林

学校教授を経て昭和 3 年台北帝国大学教授兼附属農林専門部教授となり，理農学部勤務。第二次世界大戦

後も特に乞われてひきつづき台湾にとどまり国立台湾大学農学院教授。昭和 40 年退職。

制伊藤一雄:北島君三先生の憶い出.林試月報第 10 ・ 11 ・ 12 号 p. 6，昭 25， 12 月 (1950).
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この聞大正 13 年， í リゾクトニア・ソラニの生

理学的研究J で農学博士，昭和 19 年には「植物

バイラスの免疫学的研究」に対して日本農学会

賞を授与された制。

氏の樹病関係の業績としては大正時代にヤナ

ギ・ポプラ類に寄生する Melampsora 属さび

菌類の異種寄生性を接種試験によって実験的に

証明した研究はこの方面の先駆的論文である。

中でもポプラ葉さび病菌 Melampsora lariciｭ

poρulina KLEB. が本邦に存在することを確認

し，その中間寄主はカラマツであることを実験

的に明らかにした業績は林業上重要で，近年い

わゆる改良種ポプラが広く植栽されるに及び本

菌によるさび病はその最も重要な病害ーとして注

目されている。また農業・林業共通の植物病原

菌である Rhizoctonia solani KÜHN の生理学

的研究割引制， さらに昭和年代に行なわれたく

もの巣病菌(イネ紋枯病菌)に関する研究はと

もに樹病研究上にとっても重要な貢献である。

氏は Melamρsora 属菌研究の動機および経

過について次のようにお知らせ下さった。“大正二年大学に入って間もなく宮部〔金吾〕先生から「柳鋳病

菌の異株寄生」と云う問題を戴き，先生御指導の下に研究を始め大正四年(1915)梢その一部を札幌博物学

会会報に掲載，未解の分は丁度その頃卒業論文(いもち病〉に取っかかりましたので，そのまま放置し，

卒業の翌年(大正六年〉米国に留学後も Rhizoctonia 菌の生理学的研究のため Melampsora の方はその

ままとなり，時々 H震を見でまとめましたものを当時の私の指導教授 B. M. DUGGAR 先生の好意によ P 私

共の大学 Washington University の機関誌 Annales of the Missouri Botanical Garden制に発表致し

ました。その後日本に帰りまして盛岡高農に奉職(大正十~十五年〉やはり引き続き主として Rhizoctonîa

の方をやって居りましたが…・・偶々採集旅行の際 Chelidonium の Caeoma 時代を見つけましたので，昔

制日野巌:植物病学発達史.東京， p. 301 (1949). 

制松本議: Studies in the physiology of the fungi XII. Physiological specialization in Rhi・zo・

cto耳切 solani KUEHN. Ann. Missour. Bot. Ga,rd., 2, pp. 1-62 (1921). 
制一一一一一: Further studies on physiology of Rhizoctonia solani KUEHN. 盛岡高農学術報 5，

pp. 1-64 (1923). 

制一一一一一: Supplementary note on-~the enzyme activity of Rhizoctonia solani KUEHN. 同 8，

pp. 1-13 (1924). 

-*5'~ 松本裁: Impfversuche mit Melampsora auf Japanischen Weiden. 札幌博物学会報 6, pp. 

22-37 (1915). 

制一一一一一: Culture experiments with Melampsora in Japan. Ann. Missouri Bot. Gard. , 6, 

pp. 309-316 (1919). 
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を思い出し，日震にまかせて接種試験を行ひ Salix Pierotii との関係を確め，これを……植物学雑誌 (1926)

引に発表致しました。…...

氏が終戦後も台湾に留まることになったいきさつについて“H・...当一九四五年台湾光復，台北帝国大学

改為国立台湾大学之際，松本教授感於学校当局挽留之熱誠，曾有「決意埋骨在台湾」之願望，蓋所以報知

遇也0 ・…"制とあり，また氏について“…・・・可知一個理想的学者，未必就是一位理想的教育家，反之一位

優良的教師，更不一定合乎作一位名学者的理想標準。所以二者兼而有之的，真所謂鳳毛麟角，極難能而可

貴了。"制とあるように，その学識はいわずもがな，教育者としての高遇な人格は彼我等しく認めるところ

である。

西門義一 (1892- ) 

明治 25 年 7 月大阪府に生る。 同 43 年 3 月大阪府立茨木中学校卒業。大正 2 年 3 月盛岡高等農林学校卒

業。同 2 年 4 月~同 3 年 3 月盛岡高等農林学校講師(植物学および植物病理学)。同 3 年 3 月~同 4 年 7 月

農林省農事試験場に入り，上田栄次郎に師事して細菌学を研究。 同 4 年 7 月財団法人大原農業研究所員，

同 14 年同所病理部長。同 14 年 6 月 -15 年 5 月鳥取高等農業学校講師。

練、

側肝細磁嗣 1暴露趨端 機蝿

第 125 図西門義一

昭和 3 年 6 月「日本産禾本科植物のへリミン

トスポリウム病の研究」で農学博士。同 4 年 8

月ドイツに留学，ベルリン大学生理学教室で

H. KNIEP に師事，また国立農林生物学研究所

で H. W. WOLLENWEBER に学び，同 6 年 9

月北米合衆国経由帰朝。この間同 6 年 4 月「日

本産禾本科植物のヘルミントスポリウム病の研

究」に対して日本農学会賞を授けられた。同 7

雪 年 12 月 -18年 12月大阪営林局研究嘱託。同 12
嘗
4 年 9 月~同 14 年 3 月第六高等学校(岡山)講

師。 同 16 年 5 月大日本農会より有効章を授与

された。同 18 年 12 月~同 20 年 8 月拓務省，

大東亜省嘱託。

昭和 21 年 3 月~周辺年 12 月財団法人大原

農業研究所副所長。同 23 年 1 月 ~27 年 3 月同

所長。同 24 年 1 月日本学術会議会員。同 26 年

4 月岡山大学教授，同農業研究所長。 同 28 年

8 月~同 33 年 10 月岡山大学教授，農業生物研

究所教授，同所長。同 27 年 7 月~同 28 年 6 月

倉敷ロータリークラブ会長。 同 28 年 7 月~同

33 年 10 月倉敷ユネスコ協会長， ユネスコ岡山

出松本裁 On the relationship between Melamlうsora on Salix Pierotii MIQ. and Caeoma on 

Chelidonium majus L. and Corydalis incisa. 植物学雑 60 (471) , pp. 43-47 (1926). 

制〔国立台湾大学農学院J: 松本裁教授任教国立台湾大学三十週年紀念論文集.台北， pp. 356 (1961). 



日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉 311 

県連理事。同 33 年 10 月岡山大学退職。

昭和 34 年 1 月財団法人全国椎茸普及会食用菌研究所顧問。 同 34 年 4 月農林省林業試験場研究顧問(関

西支場)。同 34 年 8 月西門菌類研究所長。同 34 年 10 月大阪府立大学農学部講師。この間昭和 34年度日本

植物病理学会会長則。

氏の研究はブドウ房枯病，フザリウム菌の生理的分化，コムギ条斑病，禾本類のヘルミントスポリウム

病，蓮根腐敗病，ムギ赤かび病ほか一般作物，園芸作物等広範囲に及び，その発表論文は実にぼう大なも

のである。

樹病関係としてはマツ類青変菌の本格的研究によってその種名を明らかにしなお青変と環境因子を解

明したすぐれた業績。シイタケの性および材質魔朽菌の細胞学的研究は H. KNIEP に師事した後の仕事で

あるが，これらはわが国におけるこの方面の先駆的論文である。針葉樹および広葉樹の各種病害の研究，

食用菌類の研究，シイタケ楕木の雑菌としての材質腐朽菌の記述等多方面にわたっている。最近のものと

じて「クリ胴枯病の被害発生の羅病実態調査」報告制は学術的にもまた実用的にも極めてすぐれた業績で

ある。

氏の編さんによる「本邦における植物病害に関する文献呂録」門主関係文献の収録がほとんど完壁で，筆

者は本稿を編述するにあたってこれに負うところが極めて多い。

氏は温厚篤実な人格者で，真撃な学究であるとともに，また敏腕な実業家でもあるという。 氏はこれら

両面をかねそなえた稀な人物といえよう。 われわれはるか後輩の者にも常にもの腰やわらかで慰霊裂鄭重な

応対にはいつもながら恐縮にたえない。

亀井専次 (1893~1964) 

明治26年 9 月香川県に生る。丸亀中学校を経て大正 2 年 9 月東北帝国大学農科大学(注:北海道大学農

学部の前身〉予科に入学，同 8 年 7 月北海道帝国大学農学部林学科を卒業。 同年 8 月同大学副手(農学部

林学教室)，宮部金吾に師事。 同 9 年 7 月帝室林野局札幌支局嘱託(造林学，森林保護学並実習講師)。同

9 年 9 月北海道帝国大学林学実科講師。同年 10 月同大学農学部実科講師兼任。同 15 年 4 月北海道帝国大

学助教授。

昭和 2 年 6 月北海道帝国大学農学部植物学第一講座分担，同 4 年 4 月同大学植物学第一講座分担を免ず。

同 14 年 4 月間大学農学部実科授業嘱託。 同 15 年 4 月「日本産権羊歯銭菌の生活史に関する研究J で林学

博士。同 16 年 6 月北海道庁嘱託(樹病及木材魔朽に関する試験〕。

昭和 25 年 5 月北海道大学と改称，ひきつづき同大学助教授，農学部勤務。 同 28 年 4 月北海道大学教授

(生物学)。同 28 年 5 月北海道学芸大学教授(札幌分校〕。 同 32 年 4 月北海道大学農学部非常勤講師。同

34 年 3 月退職。同 34 年 4 月農林省林業試験場研究顧問(北海道支場〉。同 34 年 5 月帯広畜産大学非常勤

講師。この間昭和 30 年 11 月北海道新聞社より北海道新聞文北賞を，同 35 年 5 月北方林業会より北方林業

会賞(功績賞〕を贈られた。昭和 39 年 5 月急逝制。

氏は北海道大学において森林植物学を講じ，また同大学林学実科では樹病学を担当したが，学部におけ

制日野巌:植物病学発達史.東京， p. 242 (1949). 

後2 西門義ーら:クリ胴枯病の被害発生の実態調査.農林水産技術会議 pp. 111 (1963). 

制←一一一一:本邦に於ける植物病害に関する文献目録.農学研究

嗣今井三子:亀井専次博士.日植病報 29 (4) , pp. 173~174 (1964). 
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第 126 図亀井専次

る森林病理学の講義は退官後非常勤講師となっ

てからはじめて行なったもののようである。し

かし氏の研究は専ら樹病学関係に終始し，北方

樹種の病害は手がけないものはほとんどないと

いってよいほど広範囲にわたっている。中でも

約 15 年間にわたるモミーシダさび菌の分類・生

活史・異種寄生性に関する研究は精細を極め，

本邦におけるこの分野の開拓者であり，この業

績は高く評価されている。そのほか氏の主な研

究としてはエ、ノマツ， トドマツ等針葉樹の材質

腐朽菌，近年では炭鉱坑木の魔朽菌( トドマ

ツの胴枯病汽北海道風害森林と病害・菌害ベ

ポプラのさび病ベ トドマツのがんしゅ病問等

がある。最近ストロープマツが北方造林樹種と

して脚光を浴びるに及び，欧米において本樹種

の最大の障害となっている発疹さび病 (blister

rust) に注目，門下の五十嵐恒夫博士らととも

に調査，本病病原菌 (Cronartium ribicola 

FrSCH. DE W ALDH.) が北海道の一部に存在す

ることを再確認，この本格的研究を計画，大い

に意欲をもやしていたが，着手後間もなく他界されたことは惜しまれてならない制。本邦林業初まって以

来の惑質な疾病として騒がれているカラマツ先枯病の最初の発見者もまた氏である制。 なお著書としては

「樹病診断」制， 1木材魔朽」嗣， 1カラマツの病害と魔朽」制。， 1とどまっの樹病と木材腐朽」制1および「スト

ローブマツの病害」叫がある。 氏はその生涯を北方樹種の病害研究に捧げて数々のすぐれた業績を残した

功績は誠に偉大である。 Uredinoρsis kameiana FAULL (トドマツーワラビさび菌〉はハーバード大学教

制亀井専次:北海道に於ける炭鉱坑木の腐朽.第 1 報腐朽菌.日林誌 32 (4) , p. 149 (1950). 

畑一一一一:トドマツ胴枯病菌の生態観察に就て.北大農演習林報 17 (2) , pp. 513-522 (1955). 

制一一一一:病害および菌害.北海道風害森林総合調査報告. pp. 231-290 (1958). 

制一一一一・佐藤隆行:ポプラ一銭病菌に関する試験及び観察.北海道の林木育種 4 (1) , pp. 3 -14 
(1961). 

剖一一一一一:トドマツがんしゅ病に関する研究.林試北海道支場年報 (1961) ， pp. 12泡-144 (1962). 

制亀井専次・五十嵐恒夫:北海道におけるストローブマツ発疹さび病研究のー進展.日林北海支講 12, 
pp. 100-102 (1963). 

者7 一一一一:初期におけるカラマツ先枯病研究等について.森林防疫ニユース 10 (8) , pp. 157-160 
(1961). 

制一一一一:樹病診断.林業解説シリーズ 30， pp. 33 (1950). 

制一一一一:木材腐朽.同上 34， pp. 39 (1951). 

制一一一一:カラマツの病害と魔朽.北方林業叢書 6，カラマツ保護編. pp. 1-43 (1956). 

制一一一一:とどまっの樹病と木材魔朽.同上 12, pp. 77-160 (1959). 

発12 一一一一一:ストローブマツの病害.向上 14, pp. 165-223 (1959). 
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授(当時) J. H. FAULL 博士によって，また Septobasidium kameii K. ITO (トドマツ・エゾマツこう

やく病菌〉は筆者によってそれぞれ氏に献名された菌類である。

筆者は約 30 年前から氏の教示をうけているが，盛岡市在住当時宛名が“森岡市上田……"としたため

られた手紙を 2， 3 度いただいたことを記憶している。停年退職後林業試験場北海道支場で研究顧問を依

嘱，週数回試験場に出勤，貴重な経験と該博な学識によって場員を指導されるほか，自宅に標本類を持ち

込んで鋭意研究を継続していたという。筆者が北海道に出張するたびごとに山帽，山服で必ず調査地に同

行されるのには恐縮した。

氏は敬度なクリスチャンで，温厚鄭重，遠慮深いほど控え目で人間的にも誠に立派な方であった。晩年

氏は高血圧症のため健康に自信を失いかけ，汽車，汽船での上京が少々おっくうだといわれ“飛行機の旅

はどんなものか"と問われるので“非常に快適で身体も楽ですから，ぜひご利用になるよう"にと答えた

が，持ち前の慎重さのせいが実行するまでにはかなりの日時を要したという。氏の告別式の模様について

北大農学部教授村山大記博士は"・..しめやかな中にも非常に盛大で亀井さんの生前のお人柄，ご人徳が

偲ばれましたou----" とお知らせ下さったのであるが，さもありなんと思われた。

栃内吉彦 (1893~ ) 

明治 26 年 12 月東京市に生る。大正 7 年 7 月東北帝国大学農科大学(注北海道大学農学部の前身〉農

学科第三部卒業。同年 8 月北海道帝国大学農学部実科講師，同 8 年 5 月北海道帝国大学農学部助手，同 10

年 5 月同大学助教授，植物学第三講座分担。

同 14 年 7 月「亜麻立枯病菌・炭痘病菌の生理

に関する比較研究」によって農学博士。昭和

2 年 5 月植物学第一講座分担。同 3 年 2 月米

・英・独 3 国に留学，同 5 年 3 月帰朝。同 5

年 5 月北海道帝国大学教授，植物学第一講座

担任。

昭和 8 年 9 月満洲国に出張，同 11 年 4 月

北海道帝国大学農学部附属植物園長兼務。同

14 年満洲国および中華民国に出張。同 17 年

8 月蒙彊，満洲国および中華民国に出張。

昭和 25 年 12 月北海道農業試験場長，同 26

年 1 月北海道立農業試験場長をそれぞれ兼

務。同 27 年 4 月北海道大学農学部長。同 28

年 12 月日本学術会議会員に当選。同 29 年 4

月北海道大学農学部長に再任。その間昭和

25~30 各年度日本植物病理学会会長。昭和

32年 3 月停年退官制汽同年北海道大学名誉

教授。

発1 日野巌:植物病学発達史.東京， pp. 290~291 (1949). 

制栃内吉彦・福士貞吉両教授還暦記念論文集.札幌 (1955). 

第 127 図栃内吉彦
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昭和 30 年以降札幌矯正管区矯正審議部会長，周辺年以降北興化学工業株式会社顧問，同 39年以降北海

道公安委員会委員等の公職にある。

氏の研究はアマの立枯病・炭痘病，コムギのさび病，イネの馬鹿苗病，イネのごま葉中古病そのほか広範

囲にわたり，病原菌の生理的分化，抵抗性理論にもくわしい。樹病関係の業績としてはエゾマツの心材魔

朽菌，エ、ノ、マツの青変菌，材質腐朽菌の生理，材質膏朽菌の嫌触現象，針葉樹首立粘病制その他の研究が，

また総説としては「東亜に於けるゴム樹 (Hevea brasiliensis) の病害」がある。氏の「植物病理学通論」制

は名著のほまれ高く，この書の樹病関係部分は量としてはそう多くはないが，独創的な書き方がなされ，

また博学ぶりの片鱗をうかがうことができる。

小川隆 (1894~ ) 

明治 27年 9 月静岡県に生る。第三高等学校(京都)を経て大正 6 年東京帝国大学農科大学に入学，同 9

年 7 月東京帝国大学農学部農学科(注大正 8 年 4 月東京帝国大学農科大学は東京帝国大学農学部と改称)

を卒業。同年 9 月間学部で白井光太郎教授の助手を勤めながら同 14年 9 月まで大学院学生として同教授の

指導をうけた。その後もひきつづき同大学助手，昭和 18 年 7 月依願退職。 その間昭和 13 年ごろから昭和

第 128 図小川隆

19 年まで，帝室林野局(東京)林業試験場より

「林木の病害鑑定事務j， I天敵利用によるブナ材

防梼の研究」その他を嘱託された。

東大在職中の昭和 12 年 11 月ごろから陸軍獣

医学校の依頼によって「野草の徹の研究j， I牧

草の病害j， I放牧地の病害虫の防除」等の研究

を行ない陸軍技術嘱託となり，陸軍登戸研究

所，陸軍糧稼廠でも食糧の確保，病害虫防除，

かびの分解作用による木材の飼料化，麹かび利

用による籾殻の飼料化，飼料ノTルプの製造等種

々の仕事を行ない，昭和 20 年 8 月第二次世界

大戦の終了によって陸軍関係の仕事は全部消

滅。昭和 21 年 7 月進駐米軍顧問となり，調布

水耕農場で病虫害防除に従事， 同 36 年 6 月退

職。

氏の樹病関係の業績としては「松の木痩病菌

の寄主輪廻に就てj， Iタウカヘデの新梢首垂病

〔首垂細菌病)j および IGraρhiothecium kusaｭ

noz sp. nov. に因るツバキの斑点病]等の論文

のほか，帝室林野局林業試験場嘱託として同場発行の「森林病虫害図説病害編(第 1'-'5 号)j 編さんに

尽力，不滅の好著を世に出したことなどがある。

氏はまことに博学でまた語学に秀で，沢田兼吉が農林省林業試験場在職中にとりまとめた「東北地方に

持l 栃内吉彦・今井三子:針葉樹種子の発芽増進に関する研究.寒地農学 2 (3) , pp. 241~251 (1948). 
制一一一一;植物病理学通論.東京， iv+vi+vii+464+xiv (1938). 
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おける針葉樹の菌類」および「東北地方菌類調査報告」中の新種菌類のラテン語の記載交は氏を煩わした

ものである。

十代田三郎(1894- ) 

明治27 年 1 月長野県に生る。大正 3 年 3 月長野県立長野中学校卒業，同 4 年 4 月早稲田大学予科に入

学，同 8 年 7 月同大学理工学部建築学科卒業。

大正 8 年 7 月逓信省経理局営繕課勤務，同 15年 6 月同省同局同課を依願免官。同年 6 月早稲田大学助教

授嘱任。昭和 11 年 11 月欧米留学を命ぜられ翌 12 年 11 月帰朝3 同 16年 2 月「木材の魔朽並防腐に関する

研究」によって工学博士の学位を授与された。

同年 7 月早稲田大学教授嘱任。 同 24 年 7 月早

稲田大学施設部長嘱任(兼務)，同 26 年 4 月早

稲田大学大学院工学研究科教授嘱任(兼務)，同

33年 4 月間理工学部建築学科主任嘱任，同 39年

3 月停年退職。同年 4 月国土館大学工学部建築

学科主任教授嘱任，同年 5 月同大学および学術

会議よりベルギーリエーヲ市における RILEM

国際会議に派遣され，同年 7 月欧米各国の建築

を祝察して帰朝。

この間昭和 15 年 4 月建築学会学術賞受賞，同

39 年 7 月建設大臣より大臣賞(銀盃〕を授与さ

れ，同年 11 月藍綬褒章を賜わる。同 31 年 1 月

日本建築学会副会長，同 34 年 4月日本建築学会

建築材料の耐候性研究委員会委員長，同 36 年 4

月岡高分子材料の耐候性研究委員会委員長，同

38 年 4 月間接着工法研究委員会委員長， 同 39

年 4 月間タイル接着工法研究委員会委員長。発

明特許は自動廻転扉，二重三枚昇降窓，連動二 第 129 図十代田三郎

重窓の装置，自動調節換気装置，高周波応用木材含水率計ほか卜数件。

氏の業績は建築材料，建築工法等建築学全般にわたっているが，これらの分野に関しては筆者は語る資

格がない。樹病学関係では氏の少荘時代に行なわれた木造建築の禽朽，木材の魔朽および防魔ならびに南

洋材の耐朽性等に関する研究がある。 なかでも木材の耐朽性について人工脅朽による重量減少率のみなら

ず圧縮強度減少率に注目，これを耐朽性の定量化にまで発展させた功績は大きい。

氏の著書としては建築構造，建築施工に関するもののほか， 1""木材の耐朽性」引がある。

富樫浩吾 (1895-1952)

明治 28 年山形県に生る。大正 11 年北海道帝国大学農学部農業生物学科を卒業，ひきつづき同学大学院

に学び宮部金吾教授に師事。大正 13 年 6 月京都帝国大学農学部助手，同年 9 月講師，翌 14 年助教授。大

正 15 年 3 月盛岡高等農林学校教授。 昭和 6 年， 1""桃樹胴枯病の病理学的研究J によって農学博士の学位を

制十代田三郎:木材の耐朽性.東京， ix+240 (1949). 
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授与された。昭和 11 年 4 月から 2 か年間，米­

英・独・瑞諸国に留学。昭和 19年，華北産業科

学研究所の招請で作物病害調査のため中華民国

に出張。昭和 21 年 7 月，神奈川青年師範学校

長兼盛岡農林専門学校教授。学制改革により，

昭和 24 年横浜国立大学教授。昭和 27 年 7 月

残す制。

氏は果樹病学の権威であるとともに菌類分類

学にも造詣が深く，著書「果樹病学」ベ fBio-

logical characters of plant pathogens -Tem-

perature relations-J制のほか多数の論文があ

る。

樹病関係としては「モモ・サクラのがんしゅ

病J， 1"キリのふらん病」等 Valsa 属およびそ

の近縁属菌による疾病ならびに病原菌の形態・

生理に関する研究，ツバキ， トチノキ等の新寄

性菌の記載などがある。 中でも Valsa および

第 130 図 富樫浩吾 Leucostoma による疾病の発病機作に関する研

究は独創性豊かで，これは樹木の胴枯性疾病一般の発病機構の解明に一大進歩をもたらしたもので樹病研

究上特記しなければならない重要業績である。

氏が盛岡高等農林学校教授時代に筆者は親しく教えをうけた。植物形態学の講義では原稿を用いたが，

樹病学では時に数枚のカードを持参することもあったが，大概全くの原稿なしで理路整然たる講義を行な

い，その博覧強記に驚ろいた印象が強く残っている。拙著「樹病学概論」制はその骨子において氏の当時の

講義に負うところがきわめて多い。ポプラの褐斑病菌 A今cosphaerella togashiana K. ITo et T. Koｭ

BAYASHI は筆者らによって氏に献名されたものである。

氏は頭脳明敏な人でこのことは氏の論文における表の作り方一つからでもその一斑をうかがうことがで

きる。また語学に塔能であったがこれはどうも読み書きに限られていたようで，北米合衆国に留学した頃

彼の地の研究者は氏に「君の英語の論文は君自身が書いたのか」と質問したほど，会話の英語はあまりう

まくなかったという，なかば伝説化したいいったえがあるが，これは氏の口から直接でた本当の話である。

英会話の巧拙は知らないが，氏の日本語には強い山形なまりが終生消えなかったが，しかし言語は極めて

明析であった。頭を心持ち振りながら語尾の“す"に力を入れてやや伸ばす話し振りでつづけられる氏の

明快な講義は 30 年以上経た今日でもありありと思い起される。

氏は明朗潤達で門下生を愛すること慈父の如く，盛岡高等農林学校時代の教え児で親しく師事した人々

制平塚直秀:宮樫浩吾博士.日植病報 18 (1), (1952). 
後2 富樫浩吾:果樹病学.東京， xiii + 383 (1950). 

制一一一一一: Biological characters of plant p剖hogens -Temperature relations-. 東京， ii+478 
(1949). 

制伊藤一雄:樹病学概論.東京， ii+iv+180 (1960). 
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は香月繁孝博士を中心に毎年正月三日には氏の家庭に集まって歓談することを楽みにしていたのである

が，氏亡きのちでも令夫人を招いて慰める行事は今なおつづいている。氏とその家庭が如何に温いもので

あったかはこの一事からでも容易にうかがわれるであろう。 氏は常日頃自分の健康に絶対の自信を持って

おり，終戦後多方面にわたる精力的な活動をしつづけて過労を招き病をえて比較的短命に終わったことは

惜しまれる。

日野巌 (1898~ ) 

明治 31 年 9 月山口県に生る。青森県立青森中学校を経て大正 9 年 7 月第六高等学校(岡山〉二部丙卒

業。同 9 年 9 月東京帝国大学農学部農学科に入学，同 12 年 4 月同大学卒業。

大正 12 年 4 月九州帝国大学助手(農学部勤

務〉。同 15 年 3 月宮崎高等農林学校講師。昭和

3 年 9 月宮崎高等農林学校教授。同 4 年 5 月京

都帝国大学農学部講師嘱託。同 5 年 9 月「土壌

繊毛虫の生理学的研究」で農学博士の学位を授

けられた。同 9 年 2 月フランス，ブラジル，北

米合衆国に留学。 同 10 年 7 月第 3 四国際土壌

学会議(オックスフォード〉日本代表。同 10 年

8 月第 6 回万国植物学会議(アムステルダム〉

日本代表。同 11 年 6 月帰朝。

昭和 11 年 7 月宮崎高等農林学校農業博物館

長兼務，同 15 年 1 月 ~17 年 5 月東京帝国大学

農学部講師嘱託。 同 16 年 3 月都市計画宮崎地

方委員会委員(内務省)。同 17 年 11 月陸軍司政

官。同 18 年 1 月クアラルンプール博物館長，セ

ルダン農業学校講師。 同 20 年 5 月印度支那農

業畜産総監兼水利山林総監，農林研究所長，農

林大学長，獣医大学長，向 20 年 6 月印度支那大

学理学部長兼務。同 21 年 4 月復員。

昭和 21 年 8 月山口獣医畜産専門学校講師嘱

軍蝿
踊

解轟

第 131 図日野巌

託。同 22 年 6 月支部教官，山口獣医畜産専門学校教授。同 23 年 6 月~同 26年 3 月山口県立医科大学予科

講師嘱託。同 25 年 6 月山口大学農学部教授，同 28 年 4 月~同 37 年 3 月山口大学文理学部講師併任。同

28 年 6 月山口大学農学部長併任，同 30 年 6 月間農学部長併任(再選)，同 33 年 3 月間学部長併任(三選〕。

同 33 年 8 月山口県農業会議々員。同 36 年 7~9 月南西諸島(沖縄)へ出張。同 37 年 3 月 íIcones fungoｭ

rum bambusicolorum Japonicorum (日本産タケ・ササ類の菌類研究)J で理学博士。同 37 年 3 月山口大

学教授を停年退官。 この間昭和 26 年 12 月山口生物学会々長，同 31 年 8 月山口県科学教室会長，同 35 年

8 月山口県自然公園審議委員会長，同 36 年度日本植物病理学会々長を歴任。

昭和 37 年 4 月宇部短期大学教授，同 37 年 4 月山口大学講師委嘱，同 40 年 7 月山口県文化財専門委員。

その他山口県社会教育委員，防長民俗学会々長等の公職にある。
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昭和 33 年 6 月ブラヲル国リオデジャネイロ植物園記念牌受領， 同 33 年 11 月中国文化賞受賞， 同 34 年

1 月紺綬褒章，同 35 年 11 月文化財功労者表彰(文部省)， 同 35 年 11 月山口県選奨(学術文化貢献)，同

40 年 11 月産業教育功績者表彰(文部大臣〕等数々の栄典を授けられている。

氏の初期の研究は土壌原生動物の生理学的研究および禰地の研究であったが，また微生物の相互関係，

天敵菌の研究もある。 恩師白井光太郎の本草学研究の影響をうけて，夜苓，霊芝，山姥の髪毛，虎斑竹，

豹紋竹，日向斑竹，仙人杖等の名実を考証し学名を考定した。外国留学後はウイルス病の研究に転じ，こ

とにその診断学的研究を行ない，硫酸銅法を提唱，樹木ウイルス病の研究としてはクスのモザイク病の報

文がある。のちタケ・ササ類の菌類研究に没頭，多数の菌類を記載した刑制。

氏の研究対象は非常に広範聞にわたり，原生動物，ウイルス，菌類とゆくとして可ならざるはなく，ま

た考古学・民俗学・方言学にも造詣深く，語学に堪能で，これらのどの分野でも一家を成している。その

博学なことスケールの大きいことは現今他に比類をみず誠に偉大な学者といわなければならない。氏のよ

うに多方面にわたる研究を行ない， しかもいずれにおいても一頭地を抜く博識の土はおそらく今後出現し

ないであろう。“微生物学・菌学を知らずして植物病理学を語るなかれ"という氏の教えを筆者はけんけ

ん服ょうしている者の一人である。

氏の研究論文は数百に及んでいるが，著書としては「微生物学汎論」刑， I植物病浬学大系」制.1植物疾病

診断学J六「植物病学発達史」削， I新制植物病理学講義J引等があり，また古文献あるいは古書籍の印行出

版にも意をつくした。 これらの著書はいずれも創意にみちた叙述がなされているが，中でも「植物病学発

達史」は欧米における太古代から筆をおこし中古代，中世代，近世代，現代に及び，本邦の部では上古

代，中古代，近古代，近世代，明治時代以降と実に数千年にわたる発達史をそれぞれの資料によって記述

している。おそらく資料蒐集には永年にわたる苦心があったことと考えられるが，たとえ資料が手元にそ

ろったとしても誰でもがこれを編述できるというものではない。深い哲学的思索，思想史の素養および透

徹した史眼の持ち主である氏にしてはじめて成し得たものといってよいであろう。筆者はこれを世界的名

著と称するゆえんはここにあり，国際語にあらざる日本語で書かれていることはまことに惜しまれる。

早逝したが日野登米雄(九州大学卒，植物病理学専攻〉は氏の令弟であり， また農林省中国農業試験場

日野稔彦博士は令息である。

吉井甫(1900~ ) 

明治 33 年 3 月東京市に生る。大正 6 年 3 月第二神戸中学校卒業。同 10 年 3 月第四高等学校(金沢〕第

二部内類卒業。同 10 年 4 月東京帝国大学農学部農学科に入学，同 13 年 3 月右卒業。

大正 13 年 5 月朝鮮総督府勧業模範場技手。昭和 3 年 3 月九州帝国大学助教授(農学部勤務〕。同 14年 12

月九州帝大農学部植物病理学講座分担。同 16 年 3 月向上担任。同 16 年 10 月九州帝国大学教授(農学部植

物病理学講座担任)。同 19 年 4 月「スイクヮ蔓割病に関する研究」で農学博士。同 26 年 4 月「イネ線虫心

各1 日野巌:植物病学発達史.東京， pp. 301~302 (1949). 

制一一一一一Icones fungorum bambusicolorum Japonicorum. 山口， pp. 335 (1961). 

制日野巌:微生物学汎論.東京， ix+410 (1931). 

制中田覚五郎・日野巌:植物病理学大系.東京， 1, iv+252 (1938); 2, vi+293 (1941). 

制日野厳:植物疾病診断学.東京， xii+399 (1948). 

制一一一一一:植物病学発達史.東京， xvi + 313 (1949). 

引一一一一:新制植物病理学講義(第 7 版).東京， iv+344 (1956). 
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第 132 図吉井甫

枯病に関する研究」で日本農学会賞受賞。同 26

年 7月九州大学評議員。同 32年 1 月日本学術会

議会員。周辺年 8 月 -10 月ドイツ，フランス，

イタリア等へ出張。同 37 年 10 月林業試験場研

究顧問(九州支場〉。同 38 年 3 月停年退官。同

年 7 月九州大学名誉教授。 その問昭和 35 年度

日本植物病理学会々長。

氏の研究はトウガラシの軟化細菌病，スイク

ヮの蔓割病，イネのいもち病，イネの紋枯病，

イネの線虫心枯病，各種ウイルス病等広範囲に

及びいずれも時代の最尖端をゆく，またきわめ

て独創的なものである。

樹病関係としては若い時代に行なわれたキリ

のてんぐ巣病病原がウイルスであることを立証

して永年の通説を打破した劃期的業績，キリの

炭痘病およびとうそう病(黒痘病)に関する精

細な研究等があり， I樹木の寿命j39町立氏の精

神的煩悶時代の所産であるという。病態解剖j学

にくわしく，河村栄吉との共著「解剖植物病理

学」普1は KÜSTER引の崎形学に偏することなく，きわめて独創性に富んだ名著で世界的にみてもこれに匹敵

するものはなく，増補改訂版が強く要望されるゆえもまたここにあるつ本書中の木本性植物に関する部分

はそのほとんどが氏の分担執筆にかかるもので，キリのてんぐ巣病，マツのこぶ病，フツのこぶ病(がん

しゅ病)，灰色こうやく病等未発表の研究成績がずい処に織り込まれている。氏はまた値物疾病耐病性引の

理論においても独自の見解を持ち，この方面の業績も多数公表されている。

筆者が在学当時，氏の樹病学は材質宵桁菌〈木材禽朽菌)各論で，自ら採集したすばらしい標本によっ

て講義は進められた。サルノコシカケ類の標本を集めた動機をただしたところ，“停年にでもなってすこし

暇ができたら，キノコの研究でもしょうかと思ってね。 それよりもだいいち，サルノコンカケ類を磨いて

飾ると，怪しげな骨董品をながめるよりは迄かによいではないか……"とのお答であった。

名優羽左エ門(先代)ばりの風貌からうける氏の感じは一見気むずかしく近づき難いようであるが，少

なくとも筆者が教えを受けるようになってから以降は決してそうではなく，ザックパランで口が少々お悪

いところは江戸ッ子気質とでもいうのであろうか。また親切で非常に思いやりが深く，門下生の面倒はよ

く見て下さるが，さればとて甘やかすことはなかった。酒が少々入ると門下生に「テーマは何を選んでも

よいから個性的な仕事をせよ。他人が何といおうと，その人の体臭がむんむん発散するような個性の強い

アルバイトをせよ」と研究面の訓辞をたれることが時々あった。 そのせいかどうかう知らぬが，氏の門下

普1 吉井甫・河村栄吉:解剖植物病理学.東京， ii+vi+281 (1947). 

味2 KÜSTER , E.: Pathologische Pflanzenanatomie (zweite Auflage). Jena , xi+447 (1916). 

制吉井甫:植物の耐病性.農業及園芸 17 (1) , 25-28; 17 (2) , 183-188 (1942). 



320 林業試験場研究報告第 193 号

生は各方面できわめてバラエティに富んだ仕事をしている。

氏は門下生に対しては寛大であるが自分には極めて厳しい人で，日曜日も祭日も研究室に出動しては実

験を行ない，論文の写真，図は氏自らの手で作製，度の強い拡大鏡を用いては図に墨入れし，いやしくも

助手その他の手を煩わすことは全く無かった。筆者が氏の教室で教えを受けたのは氏が40才を少し越した

頃であったが，“先生ご自身でそんなことまでなさらなくても……"とし、うと“いや，性分でね。 こんな

のを貧乏性というんだよ"と答えていっこう気にする風は見えなかったが，これは仲々できかねることで

筆者自らの所業を顧みて恒慌たるものがある。 かなり老境に進んでもこれは相変らずで，自分の実験はす

べて自分でやられ，おか持ちに重い器具類を入れてはとことこ二階からガラス室に降りて行く。暑い季節

には顔中汗びっしょりなので，見るに見かねて若い教室員が“先生，私どもが運びますから，ご自分でや

られることはお止め下さい"というと“君だちは私の楽みを奪うつもりか……"とのお陥りだという。こ

れでは教室員一同顔を見合わせて恐縮してしまうばかりであろう。

停年後の今日でも相変らず意欲的な実験を行ない斬新な研究論文を発表していることは敬服のほかな

く，不肖の弟子はただただ恥入るばかりである。

山本和太郎 (1902-1962)

明治 35 年 11 月大阪府に生る。大正 14年 3 月盛岡高等農林学校を卒業，直ちに北海道帝国大学農学部農

業生物学科に入学，昭和 3 年 3 月同大学卒業。卒業後青森県農林投手(農事試験場勤務〕。

第 133 図山本和太郎

昭和 4 年 4 月台北帝国大学に移り，同 20 年 9

月まで同大学理農学部および同大学附属農林専

門部で講師または助教授，南方資源科学研究所

勤務。終戦後の昭和 20 年 11 月より同 22 年 4

月まで中華民国国立台湾大学に副教授として留

用された。引き揚げ後同 22 年 7 月~同 25 年 8

月，大阪府農事試験場勤務。 同 25 年 8 月兵庫

農科大学教授。同 25年 8 月「煤病菌の分類学的

ならびに生態学的研究」によって農学博士。同

学位請求論文に対して昭和 36 年度日本植物病

理学会賞を授与せらる。昭和 37 年 1 月急逝制。

台北帝国大学在職中は「ペニヒの蓮根街病J.

「ヒノキの抹香腐病J. Iセンダンの蜂寓魔病」

等生立木の材質梼朽性病害の研究を行ない，ま

た Cercosρora 属菌，すす病菌の分類学的研

究の中には樹病関係のものが多数含まれてい

る。

戦後兵庫農科大学(現神戸大学農学部〉に転

じてからも，各種菌類の分類学的研究のかたわ

制宮本雄一:山本和太郎博士を偲びて.関西病虫研報 4, (1962). 
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ら樹病に関する多数の報交を会にしている刷、制。。氏もまた若い時代に手がけた樹病研究を終生にわたって

継続，本邦樹病学発達に貢献した学者の一人である。

筆者は一度も氏におめにかかったことなし論文以外のことについては語るぺきものを全く持ち合わせ

ない。

農林省林業試験場関西支場保護部長伊藤武夫氏は“H・H・山本先生のお人柄などについてですが，体躯の

ガッシリした大きな方でしたがーー先輩はすでに『象使い』というニックネームを奉っておりました一一

非常に温厚な方で，私は在学中はもちろん……勤めてからも月に二・三日は教室にお邪魔してご厄介になっ

ておりましたので，時々失敗してご迷惑をおかけしたことがあったと思いますが，一度も叱られた記憶が

ありません。……太平山へ採集に連れて行っていただいたことがありましたが，その道中は全く標本採集

の鬼といった感じで， 柳行李が張りさけるほど一杯の採集品をつめ込んで帰りました。 H・H・山本先生とご

一緒に材料採集に山を歩き廻りましたが，真面目な研究者という以外言葉がありません。暑い台湾のこと

で，巨大な体躯は大汗かきとでもいうのでしょうか，冷蔵庫や冷凍室にはフラスコ (2~31) に水が冷しで

あり，よくそれをゴクゴクと飲んでおられました。そして一寸見には不器用に思える手つきで，顕微鏡を

細かく操作され，ツァイヘン・アパラートで美しいスケッチをものされたことなどとくに印象深く目に残

っていますon----" と氏の台北時代のJ思い出を筆者にょせられた。

兵庫農科大学教授宮本雄一博士によれば“山本先生はH・H・日曜も祭日もなく 1 年 365 日朝から夜まで顕

微鏡にしがみついておられたことが最も印象に残っております0......" ということで，また叫H・H・宿腐の

糖尿病に悩まされながら，ご逝去の 1 週間前までひたむきに研究室へ通われたH・ H・"そうである。

平塚直秀 (1903~ ) 

明治36年 8 月北海道栗山町に生る。北海道庁立札幌第一中学校を経て大正 9 年 9 月北海道帝国大学付属

大学予科に入学，同 12 年 3 月間上卒業。 同 12 年 4 月北海道帝国大学農学部農業生物学科植物学分科に入

学，同 15 年 3 月向上卒業。 同 15 年 4 月北海道帝国大学大学院に入学，宮部金吾および伊藤誠哉の指導を

受けた。

昭和 3 年 4 月北海道帝国大学農学部講師嘱託。同 4 年 4 月鳥取高等農業学校教授。同 4年 5 月鳥取県実

制山本和太郎・前田巳之助・大安範子:寄生菌に因る斑竹の研究 第 l 報 ハチクの褐色雲紋病(新称)，

所調雲紋竹に就いて.兵庫農大研報 1 (2)，農学篇 pp. 59~63 (1954). 

制一一一一: Species of Sψtobasidium from ]apan. 日植病報 21 (1) , pp. 9~12 (1956). 

制一一一一・前田巳之助・大安範子: Some Nectriaceae and Elsinoe species from ]apan. 兵庫農大

研報 3 (1)，農業生物学編 pp. 15~18 (1957). 

制一一一一・大安範子:クリの幹枯病(新称〉について.植物防疫 12 (8) , pp. 365~366 (1958). 

制一一一一・前田巳之助:サンショウの胴枯病(新称〉について.植物防疫 12 (2) , pp. 65~66 (1958). 

制一一一一一・一一一一・大安範子: Taxonomy of the fungi occurring on bamboos. 1. Aspergillus. 

兵庫農大研報 3 (2)，農業生物学編 pp. 94~98 (1958). 

相一一一一一・一一一一一一: Ditto. II. Penicillium, Alter円nar門i.ι Curt仰vulari句a， Sco.ρulariopsis， Papularia 

and Fusarium. 同 4 (1) , pp. 7~16 (1959). 

制一一一一・一一一一:竹材に発生する徹に対する数種防徽剤の効果.向 4 (1) , pp. 23~34 (1959). 

制一一一一:サンショウ胴枯病を起こす Nectria elegans と Hypomyces solani との比較. 日植病報

26 (5) , pp. 206~210 (1961). 
刊一一一一: Glomerella と Guignardia に属する種類.特にその不完全世代.兵庫農大研報 5 (1) , 
pp. 1~12 (1961). 



322 林業試験場研究報告第 193 号

第 134 図平塚直秀

業補習学校教員養成所講師を嘱託さる。 同 11 年

9 月「プクキニアストルム亜科分類誌」によって

農学博士。同 15 ， 16 年満洲国へ出張。同 21 年 1

月鳥取農林専門学校農業専修科科長。同 21 年 10

月東京農業教育専門学校教授。 同 24 年東京教育

大学教授。同 27 年 5 月~同 29 年 3 月横浜国立大

学教授(学芸学部〉に併任。

昭和 28 年 11 月日本学術会議の推薦により「日

本列島銭菌フロラに関する研究」に対し毎日学術

奨励金を受く。 同 29 年 2 月「日本列島鋳菌フロ

ラに関する研究」で理学博士。 同 31 年 4 月「日

本における植物鋳菌に関する研究」によって日本

植物病理学会賞を受く。 同 37 年 5 月「鋳菌類に

関する研究J に対して日本学士院賞を授けらる。

同 37 年度目本植物病理学会会長，同 37， 38, 39, 

40, 41 年度目本菌学会会長。なお財団法人全国椎

茸普及会菌輩研究所長を兼ねる制。

氏の研究はさび菌フロラおよび分類学的研究な

らびにさび病抵抗性育種の研究等さび菌に関する

こと全般にわたっている。柄生さび菌科では樹病に特に関係の深いものとしてハギのさび菌 Uromyces

lesρedezae-þrocumbentis (SCHW.) CURT. の寄生性分化に関する研究がある。層生さび菌科および内生

さび菌科にいたっては樹病病原菌がこれら両科に非常に多い関係もあって，樹病病原学の大きな部門を占

めており，これらの分類，異種寄生性，生態的性質等が氏によって解明されたことがその後の樹病の試験

研究に与えた貢献ははかり知れないものがある。 というよりは氏のこの分野における研究があまりに偉大

なために圧倒されて手も足も出なかったのであるが，近年にいたって氏の研究成果を基にして，応用面で

われわれの研究がようやくこれを拡大発展させる方向に進みつつある，というのが正しい表現であろう。

氏の研究報文は実にぼう大なものであるが，なお著書としては「植物鋳病とその病原菌J*2および「植物

鋳菌学研究」制その他がある。

“私の父〔直治博士〕…・・は，・…・・札幌農学校に学び，宮部金吾教授…・・指導のもとに植物病理学および

菌学を専攻，明治 29 年…・・・，同校を卒業した。父の卒業論文の題呂は， On the Melampsorae of ]apan 

であり，……。この論文は，…ーその後…… 1 部が学界に公表された。……父は引きつづきこの鋳菌類と

くに層生鋳菌科……の分類学的研究の継続を熱望していたが，不本意ながらこのような研究に専念できる

境遇になかったので，無念にも研究を中断せざるを得なかった。私が，はじめて鋳菌を採集し，その胞子

を顕微鏡で見たのは中学 2 年生……の秋……であったと思う。父につれられて……札幌市郊外円山公園に

持1 平塚直秀博士還暦記念〔刊行物J. 財団法人全国椎茸普及会菌輩研究所(鳥取)， pp. 57 (1963). 

制平塚直秀:植物鋳病とその病原菌.東京， iv+152 (1950). 

剖一一一一:植物銭菌学研究.東京， iv+382 (1955). 
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出掛けた…・・。このとき……数種の鋳菌を父の指示で採集した。帰宅してから父の書斉で，採集した鋳菌

の胞子を顕微鏡で見せてもらい，いろいろ教示をうけた。……当時，父は自分が不本意ながら未完成に終

っている層生鋳菌科……の分類学的研究をできることなら，長男の私に継続してもらえたらと思っていた

に違いない。私もできることならやって見たいと思いだしたのもその頃である。H制と氏自らさび菌研究に

志したその発端を後年述懐しているように，研究者として恵まれた環境に育ったことは幸であった。

爾来さび菌研究ひとすじに四十数年間超人的な活躍をしつづけて父君直治博士の期待に見事答えたわけ

であるが，まさに出藍の誉とはこのようなことをさすのであろう。 なお氏の令息保之博士および夫人利子

博士もそれぞれさび菌を専門とする菌学者である。林学，植物病理学，菌学の分野において親子二代にわ

たる研究者は外国でも，またわが国でも締でないが，しかし親子三代となるとどうであろうか。 ドイツに

おける林学の Ludwig HARTIG , Theodor HARTIG および Robert HARTIG の親子三代を筆者は思いつ

くだけである。しかし HARTIG 家三代の専門をよくみると Ludwig は森林経理学， Theodor は森林植

物学・樹病学，そして Robert は森林植物学・樹病学とその専門は全く同ーとはいえず，平塚家のように

さび菌という特定の分野には限られてはいなL、。平塚家はまさにさび菌に魅入られた家系とでもいうので

あろうか。

氏は明朗糊達，真撃な研究者であり，また非常に責任感の強いき張面な方でもある。数年前農林省の応

用研究「導入外国樹種の病害虫に関する研究」の主任研究者をひきうけた際，繁さな事務処理をいとわ

ず，また氏自らタイプライトし，ガリ版を切って毎度非常に立派な報告書を提出されたのは敬服にたえな

かった。

富美子前夫人が永の病床にあった当時，氏の夫人に対するいたわりと思いやりは夫婦愛の鑑みとしてい

まだに美しい語りぐさになっている。“……家内の富美子は，とくに終戦後の過労がもとで胸部疾患のた

めたおれ，それ以来，彼女はおよそ 5 カ年間病床にあったが，昭和 29 年……12 月 6 日についに昇天した。

私は富美子とは昭和 3 年 11 月結婚してから 26 ヵ年間苦楽を共にし，陰に陽に私の鋳菌研究にも家事のか

たわら協力して1呉れたことは感謝に耐えない。彼女の研究への積極的な協力の最後となったのは，富美子

の死後，昭和 30 年…… 10 月，……刊行された「植物鋳菌学研究」の原稿整理であった。"引と氏自ら記し

ているが，これからでも富美子夫人の献身的な内助の功が充分しのばれるとともに，氏によってこのよう

な謝意を表された夫人は幸せであったといわなければならない。 そしてまた新夫人を迎えた後において何

のわだかまりもなくすなおに前夫人に心からの謝意を俸げる氏のお人柄に筆者は深い感銘をうけるのであ

る。

今関(旧姓野口〉 六也 (1904- ) 

明治37年 3 月 7 日東京に生れ，のちに農学博士今関常次郎家を嗣ぐ。千葉県立安房中学校，第七高等学

校造士館(鹿児島〕文科甲類を経て大正 14 年 4 月東京帝国大学農学部農学科に入学， 昭和 3 年 3 月同卒

業。同 3 年 4 月 -4 年 3 月，東京帝国大学農学部大学院， 向 4 年 4 月東京帝国大学農学部副手，草野俊助

の指導を受けた。

昭和 6 年 8 月東京科学博物館嘱託，同 12 年 3 月東京科学博物館学芸官補，同 16 年 2 月同学芸官，同 21

年 4 月文部技官。同 21 年 9 月林業試験場嘱託(菌類の研究に関する事務)。同 22年 3 月農林技官(林業試

長1 C平塚直秀J: 思い出の記. 平塚直秀博士還暦記念〔刊行物J. 財団法人全国椎茸普及会菌輩研究所，
pp. 31-51 (1963). 
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験場在勤)，同 22 年 3 月東京科学博物館嘱託，

同 23 年 7 月林業試験場保護部長，同 25 年 5 月

林業試験場浅川分室主任兼務，同 29 年 4月植物

保護研究連絡委員会委員委嘱(日本学術会議)，

同 30 年 10 月林業試験場浅川分室主任解除，同

31年 9 月林業試験場保護部樹病科長事務取扱併

任，同 34年 9 月林業試験場保護部樹病科長事務

取扱を免ずる。同 36 年 8 月オーストリア，ドイ

ツ，スイス，フランス連合王国，オランダ，デ

ンマーク，アメリカ，カナダの各国へ出張(昭

和 36 年 9 月 5 日出発，同年 12 月 14 日帰国〉。

同 37 年 4 月林業試験場に出向，林業試験場保護

部樹病科菌類研究室に転任。同 37 年 10 月東京

大学農学部講師併任。昭和 41 年 3 月退職。同

年 4 月農林省林業試験場研究顧問。

この間「木材魔朽菌の分類学的ならびに生態

学的研究」によって昭和 35 年度植物病理学会

賞受賞，昭和 38 年度目本植物病理学会会長。

第 135 図 今関六也 氏はキノコの分類学を専門とし，中でもサル

ノコシカケ科は安田篤の後を継ぎ， さらにこれを飛躍的に発展さて，いわゆる草新分類体系をととのえた

功績は偉大である。この道に進んだ動機について“東京大学農学部植物病理学教室でブラプラしていたら

草野〔俊助〕先生にキノコの研究でもやってみないか，といわれてやりはじめたH・ H・"と語ったことをおぼ

えている。氏が研究の対象としたキノコ類は広範囲にわたっているが，樹病学の分野では，サルノコシカ

ケ科，コウヤクタケ科，ハリタケ科が特に重要である。初期の研究は分類学にほとんど限られているが，

のちには分類学的研究のみならず生態学的研究分野も開拓した。氏の主たる業績論文，著書制引制はキノ

コ類に関するものであるが，のちには森林の生物社会学に興味を示し制→7，森林病害虫のいわゆる“生態

防除法"を提唱した。

第二次世界大戦後農林省林業試験場に転じ，保護部長として在職約 15年，その間本・支場の森林保護研

究体制の整備に力をつくした。 このことが反面氏自身の研究にとって大きなマイナスになったのではある

まいか。氏はまことに博学で明朗，文章・話術に巧みでスポーツを好み音楽を愛す趣味豊かな人である。

制今関六也・本郷次雄:原色日本菌類図鑑.大阪， viii + 181 (1957). 

者2 _一野一一:原色キノコ.東京， vi + 231 (1959). 

制一一一一一・本郷次雄:続原色日本菌類図鑑.大阪， viii+235 (1965). 

制一一一一:森林社会政策.林業技術 198, pp. 1-3 (1958). 

制一一一一一: Basic view for the control of forest diseases and pests. 1. On the social policy 

for forest community. 2. The occurrence of diseases and pests in forests and the environｭ

mental conditions. 農林省林業試験場 pp. 1-12 (1962). 

制一一一一ー:植物の病気発生の生態学的意義.日植病報 28 (3) , pp. 101-104 (1963). 

軒一一一一ー:病害の生態的防除.生態学大系 6，応用生態学(下) pp. 160-196 (1963). 
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その温容は初対面の人に対しでも親みやすさと話しやすさを感じさせるが，外柔内剛でおだやかな中にも

一徹さを兼ねそなえた明治生れのパック・ボーンの所有者である。また色紙に“Mycologists， be ambiｭ

tious !"と自ら達筆をふるって，これを居室に掲げ，出入の人々の目をひいてはひそかに悦に入る愛すべ

き稚気を失わないところもある。身だしなみ，人との対応はきわめてき張面で人ざわりがよく最高の紳士

であるが，他方居室でのさまは対照的に乱雑で整理が悪く，これで一体分類学者なのかと首をかしげるほ

ど無頓着なのはどうしたことか。思うにこれは氏の育ちのよさ，おおらかさによるものであろうが，はな

はだ不思議である。

河村栄吉 (1905-1945)

明治 38 年 7 月福岡県柳河町に生る。福岡県立中学伝習館を経て大正 12 年 4 月佐賀高等学校理科甲類に

入学。同 15 年 4 月九州帝国大学農学部農学科に入学，昭和 4 年 3 月同大学を卒業。

昭和 4 年 4 月朝鮮総督府専売局技手，同 4 年

5 月朝鮮総督府専売局属兼任。同 5 年 4 月依願

免本官並兼官。同 5 年 5 月九州帝国大学副手

〈農学部勤務〉。同 13 年 9 月願に依り副手嘱託

を解く。同 13 年 9 月鹿児島高等農林学校講師。

同 16 年 4 月願に依り鹿児島高等農林学校講師

帰託を解く。 同 16 年 5 月九州帝国大学農学部

副手。

昭和 17 年 3 月農林省農事試験場技師。同 17

年 4 月食糧増産技術中央本部々員を命ず(農林

省)。同 20 年 3 月死去。

氏はワイルス病，細菌病，イネのいもち病，

イネの紋枯病等の研究を行ない，樹病関係とし

てはクリの芽枯病(細菌病)，ナシの赤星病菌

ロタリズムおよび材質商朽菌の性に関する研究

がある。中でもヒラタケ， ヒイロタケの性およ

び遺伝の研究は精細を極めている。著書として

は吉井甫との共著「解剖植物病理学」その他が

ある。

氏は頭脳明析，知識該博でその業績はウイルス，細菌類から菌類，それも担子菌類のキノコ類にいたる

まで広範囲に及び，また実験が非常に巧みであった。

Gymnosporangium haraeanum SYD. のヘテ

寝
静

第 136 図河村栄吉

農事試験場(現農業技術研究所〕時代の氏の日常は必ずしも恵まれたものではなかったようである。戦

時下食糧増産の至上命令の重圧とこれに加えるに対人関係が円滑でなかったことが，それまで長い間学校

関係において比較的自由な環境で過ごし，また神経の細かい氏にとっては耐えられない苦痛であったらし

い。上中里駅のペンチに腰をおろし，同窓の後輩に対する気易さからか，農事試験場における苦渋に満ち

満ちた毎日について緩々筆者に語ってくれた氏の姿が今でも眼底から消えないが，それからはや二十数年
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を経過してしまった。 当時の社会環境下の悪条件に加えるに職場における精神的消耗が氏の早逝を招いた

ものと想像される。享年40才であったが誠に惜みでもなお余りありというべきで，かすに今すこし齢をも

ってしたならば氏はおそらくさらに偉大な業績をあげたであろう。

千葉大学園芸学部教授河村貞之助博士(河村栄吉氏と九州大学時代同期)は最近“……かねて結核で静

養中の栄吉君は，埼玉県与野の寓居の近くに空襲爆撃あり，そのショックによって……四十年の生涯に終

止符をうったとききました。 当時神戸の疎開先で小生はこの悲報をうけとりました。……彼の死去数か月

前に生まれた一人息子要助君と未亡人ヨシ子さんは実兄河村敬吉氏(開業医〕に引きとられ現在に至って

います。なお実妹春子さんも……二年程前御主人をなくして独りで住んでいます。独立美術会員の女流画

家です。-…・"とお知らせ下さった。

永井行夫(1908-1957)

明治 41 年 3 月広島市に生る。広島高等学校(旧制)を経て昭和 9 年 3 月東京帝国大学農学部農学科を卒

業。同年 4 月同学部副手，草野俊助の指導をうけた。

第 137 図永井行夫

昭和 10 年 4 月農林省林業試験場嘱託，同 12

年 4 月林業試験場技手，同 16 年 7 月林業試験場

技師。同 21 年 4 月農林技官。同 31 年 9 月休

職，同 32 年 12 月死去。この間林業試験場保護

部菌類研究室長，同部樹病科長。

氏の業績としては東大農学部勤務中に行なっ

たカモジグサのさび菌に関する研究引のほか，

キリの炭痘病，腐らん病およびカシ偽心材に関

する報文があり，また戦後にはブナ材の耐朽

性ペムキタケ等の性汽シイタケ桝射を研究の

対象としてとりあげ，著書としてはシイタケ栽

培法制がある。キリ腐らん病の外科手術による

治療法の研究は林木に関するものとしてはわが

国初の充実した業績といってよいであろう。

氏はまことに頭脳明敏，趣味豊かな人で，絵

画をよくし，動物飼育，園芸，スポーツその他

娯楽一般，ゆくとして可ならざるはなかった。

最初工学方面を志したが，途中健康上の理由か
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ら農学に転じたとかで，建築の設計，監督等は玄人の域に達していた。 このため時の林業試験場長からひ

どく重宝がられて建築土木主任的な扱いをうけ，頭の廻転が早く，行政的センスにすぐれていることから

若くして場長のブレーンとして場の運営に縦横の才腕をふるった。第二次世界大戦後事態は一変，真撃な

研究生活へ方向転換すべき時期が到来したのであるが，華やかな存在であった過去の反動と，長い研究上

のブランクから脱脚することは容易でないらしく，慎悩の日日がつづいたように見うけられた。 そうこう

しているうちに健康を害し，晩年の 3-4 年は宿病(腎臓結核〕のため正常な勤務はほとんどしなかった。

ありあまる才能を持ちながら，自動的にしろあるいは他動的にしろ，その発揮すぺき方向を狂わせたが

故に，研究者としては大成することなく早逝したことはまことに惜しまれる。 ある意味では才子多芸が禍

した，時代の犠牲者というべきで，氏の永からぬ生涯に対して哀惜の情を禁じえない。

要約

北は樺太，北海道から南は沖縄，台湾，それに朝鮮，満洲，北支と東亜の広域にわたってさび菌フロラ

の研究が行なわれ，またこれに並行してとりあげられたさぴ菌の分類学的研究は精細をきわめた。 多くの

樹病病原菌を含むさぴ菌の研究成果はそのまま樹病学の発達に貢献するところがはなはだ大きい。 有寄生さ

び菌科では大正年代にすでに出つくした感のあった Gymnosρorangium 属はいっそうかためられ，本属

菌によるナシ赤星病の研究はさらに深められたほか，このヘテロタリズムが実験的に証明された。また

Maravalia hyalospora (SAWADA) DIET. (Pileotelium hyalosρora (SAWADA) MAINSJ (相思樹さび

病菌〕の寄生性に関する興味ある報交が公にされ，なお Skierka agallocha RACIB. (オキナワジンコ

ウ)， Uropyxis fraxini (KOMAR.) MAGNUS (アオダモ，チョウセントネリコ)， Zaghouania Phillyreae 

PAT. (ヒイラギ，モクセイ)等珍奇な樹木寄生さび菌の報告にも接した。 Uromyces lespedezae-ρrocum­

bentis (SCHW.) CURT. (ハギのさび病菌)については広汎な接種試験によって本菌の生態種(specialized 

form) の存在が明らかにされたことは，ハギの経済的価値は別として，樹木のさひ閣に関するこの方面の

研究が極めて少ないことからみて貴重な貢献といわなければならない。

柄生さぴ菌科もさることながら，樹病上極めて重要な諸属を含む層生さび菌科および内生さび菌科の分

類学的研究はいっそう注目しなければならない。 この分野は明治，大正の両時代においてすでにみるべき

ものがあったが，昭和時代に入り僚乱たる開花期を迎えた。すなわち Chrysomyxa， Cronartium , Melamρ-

sora , Melampsoridium , Phakopsora , Pucciniastrum , Thekoρsora， Coleosρorium 各属その他に関す

る平塚直秀， Hyaloρsora ， Milesina , Uredinoρszs 各属等いわゆる fern-rust に関する亀井専次の研究は

特記されなければならない。

さび、菌の異種寄生性については明治以来着々とつみ重ねが行なわれて来たのであるが，昭和初期にはさ

らに飛躍的な発展をみた。すなわち Cronartium， Hyaloρsora ， Melampsora , Melampsoridiam , Mileｭ

si叩， Pucci・niastrum ， Uredinoρsis， Coleosρorium 等諸属の重要な種について周到な接種試験によって

その異種寄生性が初めて明らかにされ， あるいは再確認されたのであるが， これらはほとんど平塚および

亀井の努力によるものである。 Gym仰sporangium 属における平塚，河村栄吉，河村貞之助，樹木類寄生

Puccinia 属菌における伊藤誠哉，明日山秀文，原摂祐その他の報告もまた貴重なものである。樹病学上世

界的に著名で、かつ重視しなければならない Cronartium ribicola FISCH. DE W ALDH. (五葉マツ発疹さ

び病菌)のわが国における存在はすでに明治時代に知られていたが， 昭和に入って北海道のほか樺太， 台
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湾および朝鮮にも分布することが明らかにされた。しかしそれらはすべて Ribes (スグリ〉属植物上の夏・

冬胞子世代のみに限られていたのであるが，昭和 11 年 (1936) 高木五六が朝鮮京畿道でチョウセンマツ造

林木に発見したものが平塚によって本菌のさび胞子世代と同定された。 これが本邦における本菌さぴ胞子

寄主の初の発見といわれ，その後確認されたものは今日までないようで，高木の採集品はおそらく唯一の

わが国産資料ではあるまいか。

土壌伝染病では明治，大正にひきつづきナラタケ病が林木に少なからざる被害を与えてその調査報告が

公にされ，エゾマツ苗に寄生するネグサレセンチュウの研究は林木における線虫の害を報じた先駆的貢献

であるばかりでなく，ネグサレセンチュウの存在を確認した本邦最初の人として山口捨雄の名は永くとど

められるであろう。農林蚕業共通の著名な病害である紫紋羽病は明治時代の研究にはじまり，大正時代の

詳細な実験にもかかわらず， その純粋培養は不可能なものとされていたのであるが，昭和時代初期も末近

くになってようやくその成功の報がもたらされた。

病因不明の新病害としてスギの溝腐病， スギの黒粒葉枯病， アスナロの飛腐病等林木の重要病害が報じ

られたのもこの時代である。 これらの病因決定は後年の昭和時代中期まで待たなければならないが，それ

はそれとして上記諸病害に注目して記録に止めた北島君三の報交は，その後の研究の進展に寄与した点で

有意義であった。後年カラマツ四大病警のーとして大きな問題になる落葉病およびトドマツ造林木に大き

な被害を与える胴枯病のそれぞれ最初の研究成績が公にされたのも昭和初期で，これらはのちに詳細な研

究が行なわれるいとぐちになった。北海道においてエゾマツ苗の養成に甚大な障害を与える雪腐病に対し

て初の科学的メスが入れられた。昭和中期の再検討によってこの時代に病原菌とされた Rosellinia heゆ0・

trichioides HEPTING et DA VIDSON は本病とは無関係であることが明らかにされた。すなわち当時は病

原菌の同定に重大な誤りをおかしていたとはいえ，とにもかくにも五里霧中であった本病の病因を菌類に

求めた努力は認められなければならない。原因泰らによって行なわれた本病の防除試験は殺菌剤の種類が

少なかった当時としては非常な労作といってよいであろう。 エゾ、マツ苗をふくめて針葉樹苗雪腐病の研究

は昭和時代中期にいたって完成の域に達し，なお殺菌剤の改良進歩によってさしも難渋を極めた本病の防

除が今日容易に可能になった背景には先人の努力のあったことを忘れてはならない。

Valsa およびその近縁属菌類による広葉樹の枝枯性・胴枯性疾病の病理学的研究はこの時代に著しい進

展をみた。すなわち P問nus 属植物を侵す Valsa japonica MIY ABE et HEMMI および Leucostoma

persoonii (NIT.) V. HﾔHNEL (syn. Leucostoma ρersoonii (NIT.) TOGASHI) 両菌の形態および生理

の比較研究が行なわれ， さらに長期測定による樹体温度の変化がこれらの菌類の寄生性に及ぼす影響を精

査し，枝枯・胴枯病の発生機作を実証した富樫治吾の業績は全く見事というほかなく， これは主としてモ

モを対象にして，やられた研究ではあるが，広〈樹木の胴枯性疾病に適用できるものと考えられ， 樹病研

究に新分野を開拓した功績は偉大である。 Valsa ρaulowniae MIYABE et HEMMI によるキリの腐らん

病(立枯病)の発生と温度との関係についても実験・考察が富樫らによって行なわれたが， なお外科手術

による本病の治療試験をとりあげ\ 適正な時期・方法を選ぶことによって高い成功率をあげ得ることを実

験的に明らかにした北島君三・永井行夫の業績は， 少なくとも森林病害の分野においてはわが国最初の試

みといってよく，その実用化の問題は別にして注目すべきものといってよいであろう。

ポプラの Cytosþora chrysosperma (PERS.) FR. のわが国での発見はすでに大正時代末期に行なわれ

ていたが，本菌による疾病(キトスポラ胴枯病，魔らん病，粗皮病，がんしゅ病〉について亀井専次が北
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海道における被害状況および病徴を述べ，氏と前後して満洲からもこれが報じられた。本病の本格的な調

査研究は最近改良種ポプラがわが国でも栽培されるようになってようやくふたたびとりあげられているの

であるが，その先駆的研究は昭和時代初期にさかのぼる。

大正年代に病原菌の原産地問題で大きな論争をまきおこしたクリの胴枯病は， ょうやく大正末年に実験

的研究が行なわれ， つづいて昭和年代に入るに及び各地でこの被害がみとめられるようになり各方面で調

査研究の対象にされた。 これらの中で，本邦産病原菌の詳細な比較研究を行なった北島君三，本病の発生

および被害と誘因の関係を調査した奈良県立農事試験場， 本病抵抗性品種をそのタンニン含量との関連に

おいて論じた青柳寅雄らの努力は記録に止める必要がある。

広葉樹の細菌性疾病としてはクリの芽枯病， アカメガシワの斑点細菌病(細菌性斑点病)， カエデの首

垂細菌病(新梢首垂病〉およびモチノキの枝枯細菌病(枝枯病〉がそれぞれ新病害として記載された。

明治以来キリ栽培上最も被害のはなはだしい病害としてよく知られていたてんぐ巣病の病原は Gloeo­

ゆorium kawakamii MIYABE とされ，久しい関何人もこれに対して疑念をいだく者がなかった。ところ

が吉井甫は本菌とてんぐ巣病の聞には直接の関係はなく，これはほかに求めるべきでありとし， 本病の病

原はおそらく伝染性病毒であろうと極めて注目すべき発表を行なった。 これがキリてんぐ巣病のいわゆる

ウイルス病原説で，その後の研究によって吉井説は実験的に証明されて不動なものになるのであるが， 氏

の見解は数卜年間にわたる本病病原の誤りを正した劃期的業績である。その後 Gloeosporium kawakamii 

はキリに炭痘病を起すこと， 炭痘病ととうそう病(黒痘病〉の比較等本菌の精細な研究は氏自らの手によ

って公表された。

古来キりの実生苗育成は非常に困難なものとされていた。すなわち播種すると発芽そのものは極めて良

好であるが，稚苗は消失していって得苗はほとんど皆無なのが常である。 この原因について科学的調査研

究が永井行夫， 倉田益二郎によって手がけられて炭車病がその一つであることが明らにされて永年の謎の

一端がとかれた。 昭和時代中期にいたりこれらの業績が基礎になって，いっそう精細な研究が行なわれ，

炭痘病防除ほか一連の手段を講ずることによってキリ実生苗を容易に養成する方法が見出される。

新たな広葉樹の病害としてはアオキの炭痘病，オリーブの炭痘病，クルミの葉枯病(=白かび葉枯病?)，

ニレの黒斑病，ネムノキ苗の立枯病，ツバキの斑点病， ムクゲの褐斑病，ハンノキ類の褐斑病， アオガシ

およびタブノキの黒穂病， ツツヲ類の各種病害， ハンノキ類のくもの巣病(大粒白絹病〉その他が研究の

対象になった。中でもハンノキ類の褐斑病(西門義ーら)， ネムノキ苗の立枯病(西門ら)，およびハンノ

キ類のくもの巣病(岩田吉人ら〕は林業上重要な疾病であるが， これらはいずれも昭和時代初期に研究対

象としてとりあげられ，後年の試験研究遂行に与えた影響は少なからぬものがある。

明治，大正時代の樹病研究は病原学に偏していたのは学問の進歩過程からみて止むを得ないことであっ

た。昭和時代に入るに及び， 病原学的研究は斯学の現況からみてやはり重要な部門を占めていたことは当

然ではあるが，漸次病理学的研究分野も開拓されて行った。 この一連の動きとして病態解剖学的研究がキ

リの炭痘病・とうそう病(吉井甫)， マツ類の青変材(西門義ーら)， 魔朽木材(逸見武雄ら)， 紫紋羽病

(吉井・伊藤(ー〉等についてとりあげられたのであるが， Exobasidium 属菌による肥大性疾病および斑

点性疾病等に真正面から取り組んだ赤井重恭の研究は新風を吹き込んだ業績といってよいであろう。

斑竹菌の分類学的見解が華々しい論争のたねになったことも逸してはならない興味ある問題であった。

明治時代に岡山産虎斑竹(とらふだけ)を研究した川村清ーはこの斑竹菌を本邦特産の菌と考え， 新属
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Miyoshia (のちに氏自ら Miyoshiella と変更)を創設した。その後 20 年を経過した昭和初年にいたり，

台湾の斑竹菌を調べた朝比奈泰彦の発表がきっかけになって， 以後永年にわたる論争が展開されるのであ

る。すなわち朝比奈は台湾産斑竹菌の所見から川村の Miyoshia 属に疑問をいだいたのに対し，川村は自

説をもち出してこれは内地産虎斑竹菌 Miyoshia fusispora KA  W AMURA と別種ではあるが，やはり同

属に入れるべきだとして，台湾産斑竹菌に Mかoshia macrospora KA  W AMURA の新学名を付しこの斑

竹を豹紋竹とよんだ。 これに対して原慎祐はこれらの斑竹菌類はいずれも Chaetosphaeria 属に隷属すべ

きもので，川村の Miyoshia 属はその存在することを許すペきでないとし，その菌名を ChaetosPhaeria

macrospora (KA WAMURA) と正した。日野桜もまた原の所説を支持して Chaetosphaeria 属の採用を妥

当とみとめた。 しかるに川村はなおも自説をまげず， 日本産斑竹菌の属名として氏の創設した Miyoshia

( Miyoshiella) をとるべきだと強く主張した。 日野はふたたびこれについて詳細な研究結果を公表，やは

り虎斑竹菌および豹紋竹菌は Chaetosphaeria 属のものとすべきで，川村の Mかoshia (Miyoshiella) 属

は抹殺されなければならないとした。 ここに永い間の論争にようやく終止符が打たれたわけで，現在原・

日野両氏に従って， 川村の Miyoshia (Miyoshiella) 属の使用を避け， ChaetosPhaeria 属のものとして

取りあっかうことに落ちついている。

病原菌の分類学的研究としては本間ヤス(のちに井口と改姓)のうどんこ病菌科， 山本和太郎によるす

す病菌がいずれも大物で，なお沢田兼吉の台湾産菌類調査報告とともに， これらの中には樹病病原菌が多

数記載されている。 くもの巣病菌(大粒白絹病菌，イネの紋枯病菌〉に関する松本鋭の分類学的検討も注

目すべき見解である。本菌およびこれにごく近縁の苗立枯病菌 (Rhizoctonia solani KÜHN , Corticium 

vagum B. et C.) は分類学上の難物で，松本以後本邦のみならず諸外国においても多数の人々によって論

議されながら今もって明確な意見の一致はみられていない。 しかし氏が，それまで Hyρoch抑制 sasakii

SHIRAI とされて来た本菌を Corticium 属に移したことは少なくとも一歩前進した見識と認めるべきで

あろう。

病原菌の分類・同定の研究はタケ・ササ類・ソテツヲュロ・ピンローラ・ヤシ類・針葉樹および広葉樹

の各樹種にわたって多くの人々によって研究され， これらの中には新種あるいは本邦初発見とされたもの

が多教含まれている。

満蒙・北支等の菌類調査が三浦道哉(密成)，本間ヤス，原摂祢，逸見武雄等によって行なわれ，それぞ

れ報告されているが，中でも三浦の調査は充実したもので， これには多数の樹病病原菌が記載されてい

る。

材質商朽菌(木材膏朽菌)の分類学的研究は明治末期から大正年代に主として安田篤によって行なわれ

多数のものが記載された。いうまでもなくこれらは古典派分類体系に従ったものであるが， 昭和時代初期

にはサルノコシカケ科 (Polyporaceae) について今関六也がわが国ではじめていわゆる革新分類体系を採

り，従来の分類学を一新したことは最も注目されなければならない。すなわち肉眼的特徴による古典派分

類体系をーてき， 内部組織学的特徴をも重視，系統分類学思想に則って再検討を加えて新分類を行なった

ことは画期的業績といわなければならない。 これによって多型的なるが故に混乱していた本科菌類の大部

分の分類はすっきりしたものになった。欧米諸国の樹病学者は今日なお依然として古典分類を使としてこ

れを墨守しているのに対して，わが国では現在そのほとんどが革新分類学に従っていることからみても今

関の業績がこの分野に与えた影響が如何に大であったかが容易にうなずけるところである。 なおキクラゲ
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科 (Auric ulariaceae) およびシロキクラゲ科 (TremeUaceae) における小林義雄，コウヤクタケ科 (Corti­

ciaceae) における伊藤篤太郎，今関，伊藤誠哉，今井三子，ハリタケ科 (Hydnaceae) における今関，マ

ツタケ目 (Agaricales) における今井，伊藤(誠)，日野巌の貢献も忘れてはならない。

材質腐朽菌の生理学的および病理学的研究は昭和時代に入って本格的にとりあげられ， 各種の菌につい

て詳細な報告が発表された。 明治・大正時代は分類・同定が主流をなしこれらの点、にふれた報文は誠に

多々たるものであったが，機が熟したとでもいったらよいであろうか，この方面の研究はすこぶる活淡に

なり，数々の知見が公にされ，欧米諸国のそれにおくれること十数年，ょうやくこの分野は一大発展をと

げた。まず生立木の材質魔朽性疾病をおこす主要な菌についてその被害状況， 材質魔朽性，侵入経路等が

追求された。逸見武雄とその門下によるオオシロサルノコシカケ，アズマタケ，カイメンタケ，ベッコウ

タケ， ヒイロタケ，マンネンタケ，カンパタケ，マスタケ〔アイカワタケ]，カワウソタケ，サクラノサルノ

コシカケその他， 北島君三およびその門下によるカラマツ腐心病菌としてのカイメンタケ，アスナロ溝魔

病菌としてのモとサルノコシカケ，ベッコウタケ，マイタケ， 山野義雄による北海道における工、ノマツ・

トド 7 ツ生立木のエゾサノレノコシカケ，ニセカイメンタヶ， トウヒカワラタケ， 台湾においては山本和太

郎および門下によるペニヒ蓮根腐病菌カサウロコタケ， ヒノキ抹香魔病菌タカネウロコタケ〔チズガタウ

ロコタケ]，山本(和)と‘沢田兼吉によるクス立枯病菌・センダン蜂窃病菌シマサルノコシカケ等がとりあ

げられた主な魔朽菌である。逸見はまた台風被害と生立木材質魔朽の問題を多数の実例をあげて論じ，樹

病学におけるその重要性を強調した。

材質魔朽菌胞子の発芽生理，培養菌叢の特徴，菌糸発育に及ぼす環境条件，高昔話[度に対する抵抗力，代

謝生理等の生理一般および BAVENDAMM 氏反応の有無等多くの腐朽菌につき各種の性質が明らかにされ

た。この種菌類においてはその材質腐朽性は樹病学的に最も重視されなければならない性質である。木材

の寓桁は褐色魔朽と白色魔朽に大別され， これらはまた各々各種の腐朽型 (type) に細分されるのである

が，これについては北米合衆国 E. E. HUBERT (1924) の分類がよく知られている。わが国ではこの腐朽

型について逸見の提案が出されたが，大綱においては HUBERT の分類方式が是認されている。 褐色魔朽

をおこす菌は材中から主としてセルローズを， また白色魔朽をおこす菌は主としてリグニンを溶解利用す

るとの単純な見解がこの時代には一般に支持されていた。 BAVENDAMM (1928) が，ある種の試薬を微量

添加した培地に材質魔朽菌を培養すると白色腐朽を起す菌では陽性に， また褐色魔朽の菌では陰性の反応

が現われることを発見， これはのちに BAVENDAMM 氏反応とよばれた。試験法が比較的簡単なために

本反応はその後各国で採用され， わが国でも材質膏朽性診断上重要な手段として多くの菌についてこれが

試みられ，本反応が陽性であればその菌はリグニン溶解菌， また陰性ならばセルローズ溶解菌と速断する

研究者が多い反面， 本反応を重視して材質魔朽性を論断することに疑問を投げた者も少数ながらあった。

近年の研究によって材質魔朽菌の生化学が急速に進展， かつてリグニン溶解菌と単純によばれたものは，

リグニンのみならずセルローズをも溶解するものであること，そしてまた BAVENDAMM 氏反応は菌の分

泌するラッカーゼおよびチロスナーゼの反応であることが明らかにされ， この有無による材質腐朽性の診

断には慎重でなければならないことがようやく広く認められるようになっている。

菌類の性 (Sexualit邑のあるいは雌雄異体 (heterothallism) の実験的研究は外国て、はすでに本世紀初頭

に行なわれていた。その後帽菌類 (Hymenomycetes) も研究の対象とされ，特に KNIEP (1913-1923) , 

V ANDENDRIES (1923~ 1927) および BULLER (1931) の業績はよく知られていた。 KNIEP (1928) お
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よび BULLER (1931) の著書によって刺戟されたためであろうか，昭和年代に入るに及びわが国でも帽菌

類の性あるいは遺伝現象に興味をもっ者が現われて各種の菌を材料として研究が行なわれた。 この方面の

権威者である H. KNIEP に直接師事した西門義一およびその協力者によるキウロコタケ， シイタヶ，河

村栄吉によるシイタケ，ヒラタケ， ヒイロタケ，及川公平によるシイタケ， 伊藤一雄によるペッコウタケ

がこの時代にとりあげられた主要菌類である。特にわが国特産物として林業上重要な地位を占めるシイタ

ケの性については， 河村(栄)，西門，及川が各々単独に， 何の連絡もなくこの研究を行ない， ほとんど

時を問うしてその成果を発表したことは生物学史上興味深い。そして河村(栄〕と西門は本菌はヘテロタ

リックで 4極性であるとしたのに， 及川はこれを 2極性として各々対立したのであるが，この解決ははる

か後年に持ち越され，本菌は本質的には 2 極性であるが被覆 4極性の現象を現わすことから， 外観上 2極

性と 4 極性の両者にうけとられでもいたしかたがないことが最近明らかにされた。

魔朽に伴う木材の物理〈機械〉的および化学的変化について欧米諸国ではすでに充実した研究成績が公

表されていたが，それまでわが国ではあまりみるべきものがなかった。人工腐朽試験法をとり多くの樹種

について圧縮強度減少率によって脅朽材の強度変化を明らかにした十代田三郎， エゾマツ， トドマツ材に

ついてやはり膏朽が圧縮強度に及ぼす影響を調べた矢沢亀吉の研究はわが国で行なわれた貴重な業績であ

る。すでに諸外国では明らかにされていたことではあるが， 腐朽による材の重量減少率にくらべて圧縮強

度減少率は著しく高率に現われることを報じ， なお十代田は魔朽による木材の圧縮強度減少率と比重減少

率との関係を一定の実験式で示し得るとした。

西国佑二らはナミダタケによる魔朽材の成分変化を追求， 掲色魔朽における典型的な一例を提示し，三

浦伊八郎はシイタケによる木材組成分の変化について化学分析結果をかかげている。 また一風変ったとこ

ろでは小原亀太郎らが腐朽菌の木材細胞膜貫通機構を微細構造の面から追求した。

木材を利用する各方面によって木材保存の立場から魔朽現象の調査研究が行なわれたことはこの時代に

おける一つの大きな特色といってよいであろう。従来主として林業試験場の樹病研究者によって行なわれ

て来た木造建築の魔朽は，建築学専攻の十代田によってとりあげられ， その調査研究結果を木造建築の構

造および工法の改善にまで発展させたことは特記すべき成果で， これは十代田のような異色の人が木材庸

朽現象を研究対象としたから成し得たわけで， 氏の樹病学への転進はわれわれの力及ばぬ方面を開拓した

ことになり，その慧眼には深く敬意を払わずにはおられない。 このほか鉄道枕木の腐朽および魔朽菌は笠

井幹夫，中村忠雄，北島君三，桂埼ーによって，また電柱の耐久年限は坂巻菊治によって， さらには木材

パルプの変質・腐敗は三好東ーによって， シイタケ栽培用楕木の害菌としての材質魔朽菌は西門らによっ

てそれぞれ調査研究が行なわれ， この分野における研究者は各業界にわたりきはめてバラエティに富んで

いることは一つの特色といってよいであろう。

木材耐朽性のフラスコ試験法(flask test) がわが国でとりあげられたのは昭和時代に入ってからであ

る。 しかし耐朽性の調査においてフラスコ試験法は自然状態における耐朽性試験法にくらべて一長一短が

あるため，この時代においても両者が採用されているが， 短期間に成績が得られる利点、からフラスコ法に

よる室内試験法を採るものがようやく多くなった。 この時代に行なわれた耐朽性の試験としては台湾産材

について永山規短雄， 南洋材については田中勝吉，北島，十代田，日本産および北米産針葉樹材について

は北烏，十代田，ブナ材については逸見ら，本邦産広葉樹については北島，十代田， 北海道産材について

は北村義重， トドマツ・エゾマツについては矢沢の成績が公表されている。 ヒパ(アスナロ〕材の耐朽性
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は他にくらべて著しく大であることはすでに大正年代において確認され， これは材中に含まれる揮発性油

が材質魔朽菌の発育にすこぶる有害なことに原因があるらしいとされた。北島および川村実平はさらにこ

れを解明するための諸実験を行ない， ヒパ揮発性泊中のフェノール性成分が殺菌力の主体であろうと述べ

た。材の成分と耐朽性の関係については上のほか北島はチョウセンマ、Yの耐朽性が大であるのは，材中に

含まれる水溶性成分によるものらしいとし， また三浦(伊〕らも数穫の木材の耐朽性と含有成分との関係

について試験成績を報じている。

十代田は人工魔朽試験(フラスコ法〕による各種木材の耐朽性に関する多くの結果から， 木材の腐朽程

度および耐朽性の程度を定量的に表示する努力を行ない，氏の算出方法による“魔朽度"および“耐朽度"

の採用を提案しているが， これらの表示は魔朽による材の圧縮強度減少率あるいは圧縮強度残存率をもと

にしたものである。

竹は木に次ぐの材，とでもいうのであろうか，竹材の耐朽性はフラスコ試験法により宇野昌一， 鈴木丙

馬および十代田によって調べられた。

木材の変色に関してはすでに大正初期に笠井幹夫がマツの青変について充実した研究報告を行なってい

る。しかしその後長い間わが国では笠井につづく者がなかったのであるが， 昭和時代に入るに及びマツ青

変菌，ブナ変色菌その他について多くの研究が行なわれた。 まず西内らはマツ材の青変菌について精細な

研究成績を公表， Ceratostostomella ips RUMBOLD (マツノイプスクワイカピ)， C. pini MUNCH (マ

ツイクワイカピ)および C.ρiceae MUNCH (エゾマツノクワイカピ)の 3 種を述べている。マツ青変菌

の発育と温度， 湿度条件の試験および青変防止試験も西門らおよび北島によってとりあげられて見るべき

成果が収められた。青変菌属名 Ceratostomella はその後 ophiostoma あるいは Endoconidiophora と

された時代もあったが現在は Ceratocystis に一応落ちつき，それぞれ Ceratocystis i戸S (RUMB.) C. 

MOREAU , C. minor (HEDGC.) HUNT および C. piceae (MむNCH) BAKSHI とされている。エゾマ

ツ材の青変菌については沼田大学， 栃内吉彦らおよび矢沢の所見が公表され，本菌は Ceratostomella

ρiceae MÜNCH と同定された。針葉樹材の育変菌は昭和時代中期に青島清雄らによって研究が継続発展

され上記菌類のほか Ceratocystis coerulescens (MﾜNCH) BAKSHI 等がつけ加えられる。

昭和年代初頭において広葉樹の利用開発がわが国の林業政策に大きくとり入れられ， 中でも莫大な蓄積

を有しながらほとんど未開発の状態にあったブナ林が注目された。 しかしブナ材利用上の一大欠陥とされ

ていた腐朽，変色が防止されない限りこれは至難なこととされていた。 このような背景のもとに登場した

のが北島によるブナ丸太材の変色菌の研究である。a:，.はまずこの変色現象の主因および誘因を明らかに

し， 主因となる変色菌を新種とみとめて Endoconidioρhora bunae KITAJIMA (ブナクワイカピ〉と

命名，本菌の生理，生態的性質を調べ， さらに自ら創製した薬剤塗布によってこの変色防止に成功，こ

れが事業的に採用されてブナ材利用上多大の貢献をなした。 なお後年，北島が新種とした本変色菌はす

でに古く外国で記載されたものと同一であるとされ，今日では Ceratocystis moniliformis (HEDGC.) C. 

MOREAU とよぶのが正しいといわれている。北島のこの研究がもとになって第二次世界大戦後使用薬剤

に検討が加えられた結果防虫をもかねる改良法が考案され， ブナ丸太の予備防寓防虫法が一応完成されて

業界の要望に答えることになるが，その基礎は北島の試験研究に源を発しているのである。

なお菌類に因らない興味深い木材の変色現象が関谷文彦，三好東ーらによって報じられている。

ブナ偽心材およひ守その成因についてはすでに前世紀からドイツにおいて詳細な研究が行なわれていた。
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一方わが国でもこの現象は広く知られていたにもかかわらず研究対象としては全くとりあげられていなか

った。昭和時代初期も末近くになって小倉武夫はこの本格的研究成績を公表している。氏は木材物理学専

攻者であるがその調査研究は詳細にわたっている。 これはわが国における最初のそして唯一のブナ偽心材

の実験的研究成績といってよいであろう。 なおこれと前後してカシ類偽心材の耐朽性について永井行夫が

短報を公にしている。

シイタケを中心とする材質商何性食用菌の人工栽培に関する試験研究は明治時代からとりあげられてお

り，昭和時代に入る頃には，胞子接種法および埋楕法が一般に知られていた。北島は純粋培養菌種接種法

によるシイタケ，ナメコ等の人工栽培法を考案， これによって食用菌類の栽培は事業としても安定確実な

ものになった。氏以後今日まで栽培法にはいくたの改良が加えられたが，純粋培養した菌糸を原木に接種

する氏のプリンシプルを越えたものはない。材質腐朽菌の培養および木材耐朽性試験からのヒントでこの

栽培法を思いついたと考えられるが， 氏の着想が今日の食用菌栽培に与えた影響は甚大でわが国産業上寄

与したところがすこぶる大きい。

樹病専門の著書としては原摂祐(1927) 著実験樹木病害篇，北島君三(1933) 著樹病学及木材朽腐論，笠

井幹夫・田村隆 (1944) 共著木材の耐久および逸見武雄・赤井重恭(1945) 共著木材脅朽菌学と 4 冊を数え，

これらの書名から明らかなように材質魔桁に多くの紙幅が費されていることは注目に価する。 なお帝室林

野局林業試験場 (1938~1944) llJ行の森林病虫害図説病害編は着色図の正確なことおよび説明文の要を得

ている点などまことに立派なもので，本邦における最初の森林病害原色区|説として高く評価されるべきで

ある。

大学および専門学校におけるその後の樹病学講義の状況をーべつするならば，京都帝国大学農学部(現

京都大学農学部〉では昭和 2 年に，三重高等農林学校(現三重大学農学部〉では昭和 15年からそれぞれ単

独学課として，宮崎高等農林学校.(現宮崎大学農学部〉では大正 15年から，宇都宮高等農林学校(現宇都

宮大学農学部〕では昭和 5 年から，鳥取高等農林学校(現鳥取大学農学部)では昭和 18年から，また台北

帝国大学附属農林専門部では昭和 3 年からそれぞれ樹病学の講義が行なわれた。 このような状態で，その

内容，程度には差があったかも知れないが，農学部林学科を有する大学および多くの農林専門学校では一

応樹病学が講じられることになった。

-昭和時代初期における樹病研究は，明治・大正と重要な貢献をなした北海道大学ではひきつづき伊藤誠

哉，栃内吉彦，亀井専次，今井三子，坂本正幸らによって行なわれ，明治時代には一方の雄であったにも

かかわらず大正時代にはほとんど見るべきものが無かった東京大学では限られた部門ながら明日山秀文が

斯学に興味をしめした。大正時代にすぐれた樹病研究を行なった逸見武雄は京都大学に転じ，ここでその

門下赤井重恭，平山重勝，野島友雄，永友 勇，倉田(丹羽〕静子らとともに広い分野にわたって多くの業

績をあげたことは特筆されなければならない。九州大学における吉井 市，河村栄吉は数こそそう多くは

ないが独創的な研究成果を発表したことは注目に価し，なお台北大学では松本 雛，山本和太郎，平根誠

一，伊藤武夫の研究があり，さらには早稲田大学で建築学を専門とする異色の十代田三郎は木材腐朽の研

究に新風を吹き込んだ。

盛岡高等農林学校の富樫浩吾とその門下は校粘性・胴枯性疾病の病理学的研究に新分野を開拓，北海道

大学から鳥取高等農業(林)学校に転じた平塚直秀はさび菌の研究を，宮崎高等農林学校では日野 巌，遠

藤 茂らが主として病原菌の分類学における多彩な成果を報じ，文部省東京科学博物館の今関六也はサル
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ノコシカケ科を中心とする材質魔桁菌の分類学的研究を行ない，大原農業研究所では西門義ーとその門下

によって樹病全般の研究がとりあげられて多数のすぐれた成果があげられた。

鉄道大臣官房研究所の笠井幹夫，田村 隆らは鉄道防雪林の病害および枕木を中心とする木材腐朽の研

究に取り組み，台湾における沢田兼吉，それに原 摂祐は明治，大正にひきつづき主として病原菌の分類

学的研究に活躍，なお台跨における橋岡良夫はさび菌フロラの研究で平塚に協力した。

帝室林野局関係者では山野義雄，長谷川孝三，小)1 1 降，野原勇太らによって研究が行なわれ，農林省

林業試験場においては北島君三が円熟の域に達して精力的に数々の業績をあげ，氏のもとで永井行夫，伊

藤一雄がようやくこの道に進み，また同場から満洲国に転じた温水竹則は比較的短期間ながら彼の地で樹

病・菌類の調査試験に従事した。

昭和時代初期はわが国の有史以来最も多難な時期といってよく，これが小にしてはわが樹病の試験研究

に対しでも至大の影響を与えたことは当然といわなければならない。満洲事変，日支事変，大平洋戦争，

第二次世界大戦と戦火が拡大してゆくとともに，ある時期にはいわゆる大東亜共栄閤の旗印のもとに好む

と好まざるとにかかわらず樹病研究者は遠く現地に赴いて調査研究を行ない，あるいは応召によって研究

生活を中断するの止むなきに至り，はたまた戦争末期には極度の物質欠乏，激化する本土空襲によって研

究の継続がほとんど不可能になり，乏しきにたえてようやく得られた研究成績もその発表の方途は絶たれ，

ついには運命の日，昭和 20 年 8 月 15 日の終戦を迎えることになった。 それ以後は虚脱と混迷にほんろう

される日月がつづき，学界活動の正常化は昭和 24年ごろまで待たなければならなかった。樹病学研究は第

二次世界大戦後，文化国家建設理念の提唱，林政統一等を背景として農林省林業試験場を中心に拡大強化

されて著しい発展をみるのであるがそれは後日のことである。 ともあれ，本邦の樹病学史上昭和時代初期

を一言にしていうならば，材質禽桁および材質魔朽菌研究時代と名づけられるのではあるまいか。

本報の編述にあたって前報同様，筆者は各方面から絶大なご協力とご教示をいただいた。北海道大学農

学部教授村山大記博士には栃内吉彦博士の経歴調査および同氏写真の入手に多大の労を煩わし，また同大

学所蔵文献の関覧に便宜をいただいた。岩手大学農学部教授永井政次博士は同植物病理学研究室所蔵松

本製博士写真の復写を快諾された。農林省農業技術研究所梶原敏宏'博士は故河村栄吉氏の経歴諦査をこ

ころよくお引きうけ下され，なお同所所蔵文献閲覧に配慮をいただいた。 農林省蚕糸試験場石家卓繭氏に

は岡場所蔵文献の復写を煩わし，農林省園芸試験場環境部長北島 博博士はご所蔵文献をこころよく貸し

出され，また元台北帝国大学理農学部教授松本製博士は筆者の申し出に対して台北帝国大学附属農林専

門部における樹病学講義その他のことについて懇切なご回答をいただいた。静岡大学農学部教授阿部徳夫

博士は松本博士後の台北帝大附属農林専門部およびその後身台中農林専門学校における樹病学講義の状況

を教示され，なおご所蔵の貴重な文献をお貸し下さった。故沢田兼吉氏の写真は十数前に同博士から借用，

復写したものである。 前国立横浜大学学芸学部教授今井三子博士はご自身の論文を貸し出され，国土館大

学工学部教授十代田三郎博士は筆者のあつかましい申し出を許されて，氏の履歴書，論文別刷および写真

のすべてにわたってご好意をいただいた。元東京大学農学部助手，元帝室林野局林業試験場嘱託小川 隆

氏(東京都杉並区上高井戸 3-643 在住)には同試験場刊行森林病虫害図説出版のいきさつについて，また氏

自身のご経歴についてご教示をいただき，数少ない氏の写真を借用する無理をお許し下さった。千葉大学

園芸学部教授河村貞之助博士には故河村栄吉氏のことおよびそのご遺族についてお知らせをいただき，な
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お故河村氏の写真についてもご配慮をいただいた。 故河村栄吉氏の写真は同夫人河村芳子様(東京都杉並

区善福寺 2-34-2 在住)から拝借したものを本編では使用した。故河村氏は第二次世界大戦の敗戦間近かに

死去されたこともあって，氏の正確な経歴調査は意外に手間どり，これには九州大学農学部山本重雄氏，

梶原敏宏博士のほか河村貞之助博士および河村芳子夫人からも一部資料をいただいた。 故永井行夫氏の写

真は同豊子夫人(東京都品川区旗の台 6-1-16 在住)から借用したものを使用した。

京都大学農学部教授赤井重恭博士には京都大学における樹病学講義についてご教示をいただき，同植物

病理学教室ご所蔵文献の閲覧を許され，なお故逸見武雄博士の写真をお貸し下さった。東京農工大学農学

部教授鈴木橋雄博士および前京都学芸大学教授(現帝国女子大学教授〉永友 勇博士には京都大学におけ

る樹病学講義の開始期の状態についてご調査を煩わし，あるいはご記憶をご通知下さった。東京教育大学

農学部佐藤昭二博士には同大学教授平塚直秀博士の経歴調査を煩わし，前山口大学農学部教授日野厳博

士の経歴調査については同大学教授森津孫四郎博士のご協力をいただいたが，なお日野博士に直接お願し

て氏の贋歴書の写しをいただいて完壁を期した。 日野博士からはまた本編執筆上きわめて有益なご助言を

賜わった。神戸大学農学部教授宮本雄一博士は故山本和太郎博士の写真を貸し出され， また故山本博士の

思い出を寄せられ，鹿児島大学農学部教授権藤道夫博士は閲覧困難な同大学所蔵文献の復写の労をとって

下さった。

前宇都宮大学農学部教授渡辺龍雄博士には宇都宮高等農林学校(現宇都宮大学農学部)，三重大学農学部

教授平山重勝博士および農林省農業技術研究所病理昆虫部長岩田吉人博士には三重高等農林学校〈現三重

大学農学部)，鳥取大学農学部小笠原隆三氏には鳥取高等農林学校(現鳥取大学農学部)，宮崎大学農学部

教授平田正一博士には宮崎高等農林学校(現宮崎大学農学部)それぞれにおける樹病学講義の変遷につい

て労の多いご調査を煩わした。

本編にかかげた写真のうち，故富樫浩吾博士は令嬢郁子様(現農林省林業試験場青島清雄博士夫人)，故

笠井幹夫氏と西門義一博士は東京都経済局副主幹白浜賢一博士のご好意によったものであり， また故原

摂祐氏のそれは氏の生前筆者が直接いただいたものである。

岡山大学農業生物研究所所蔵文献については同所長杉山章午博士，また九州大学農学部所蔵文献は同大

学農学部教授松本筋博士をそれぞれ煩わして復写していただいた。

東京大学農学部所蔵文献の閲覧にあたっては同大学農学部植物学教室大橋弘YUrl氏のご好意を受けた。 な

お本編をとりまとめるのに必要な外国文献でしかも本邦での所在がどうしても不明なものについては，

オーストリア国 Forstliche Bundes・Versuchsanstalt Mariabrunn の E. DONAUBAUER 博士の手を煩

わして閲覧した。

以上各方面の方々のご協力によって本報の編述はようやく成ったもので，そのご好意に対して衷心から

おネしを申しあげなければならない。

資料の蒐集，整理にあたっては，農林省林業試験場北海道支場横田俊一博士，同東北支場佐藤邦彦氏，

庄司次男氏，岡林業試験場保護部青島清雄博士，林康夫氏，高井省三博士，小林享夫氏，魚住正氏，

林 弘子氏，同関西支場伊藤武夫氏，寺下隆喜代氏，同九州支場徳重陽山博士，堂園安生氏，四国支場陳

野好之氏を煩わした。労のみ多くして興味がわかないであろうとの仕事に黙々と助力して下さった上記当

場員の方々に対して心から謝意を表する。
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付記 筆者が“日本樹病学史"の編述を宏、してからはや十数年，“明治時代"，“大正時代"を終りよ

うやくにして“昭和時代初期"にたどりついた。思えば気の重い長い歳月であった。本邦における樹病研

究は第二次世界大戦後農林省林業試験場本・支・分場における研究体制の拡充強化等もあって著しい発展

をみた。そして昭和 35 年 (1960 年)，カラ 7 ツの先枯病が北海道および東北地方に激発し，わが国林業史

はじまって以来の悪疫とされて大問題になったことが契機となり，さらに一大飛躍をとげた。筆者は終戦

後から昭和 35 年ごろまでの約 15 年聞を“日本樹病学史"上“昭和時代中期"とよんで一つの区切りとし

たい考を持つのはこのような理由からである。

しかし“昭和時代中期"を客観的に述べるには筆者にとって現在あまりに生々しく，筆をとる心境には

とうていなれない。それに，ある程度予期はしていたが，これまで“日本樹病学史"を明治時代~昭和時

代初期と編述してみて，これはおそろしく骨の折れる仕事で，予想をはるかに上回る苦難の道であったこ

とを卒直に告白する。 そのうえ昨今は「このような労のみ多いことをやりとげたとて， どれほどの意義が

あるのか……」というひそかな疑惑が筆者の脳裡を去来することもしばしばである。

もしも幸いにして筆者に長寿が与えられたら，さらに十数年後，“昭和時代中期"を客観的に編述できる

心境になるかも知れないが，将来のことは肉体的にも精神的にもとうてい自信が持てない。筆者の“日本

樹病学史"は“昭和時代初期"をもって幕を閉じる公算が大である。しかし，これまで述べてきたことが

らについては，あるいは筆者の偏見による誤謬がないとは保しがたいし，また脱落した事項があるかも知

れない。これらについては後日訂正，補遺して責を果たしたいと考えている。
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日本における樹病に関する文献

明治 37 年 (1904)

草野俊助:遠藤理学士千島占守島採集菌類.植物学雑 18 (212) , 198. 

明治 45 年 (1912)

(II!村清一J: 日本菌類図譜第一集.農商務省山林局第 1~4 図版.

大正 2 年 (1913)

(II!村清一J: 日本菌類図譜第二集・農商務省山林局第 5~8 図版.

川村清一:西洋風木造家屋の誤られたる構造と其腐朽.東洋学芸雑 30 (378) , 113~128; 30 (378), 

165~173. 

大正 3 年 (1914)

片山徹吉:木材の腐朽に際し起る化学変化 附 白蟻巣の化学的成分.工業化学雑 17， 611~615. 

CII!村清一J: 日本菌類図譜第三集.農商務省山林局第 9~12 図版.

大正 4 年(1915)

(II!村清一J: 日本菌類図譜第四集.農商務省山林局第 13~16 図版.

大正 6 年(1917)

豊平金助:野幌国有林におけるトドマツのサルノコシカケの発生期に就て.北海道林業会報 15 (8), 

11~13. 

安田 篤:台湾の菌類.理学界 15 (3) , 171~178. 

大正 7 年 (1918)

〔北島君三J: スギ苗木の新病害.大日本山林会報 427， 54~55. 

大正 13 年 (1924)

富樫浩吾: Some studies on a Japanese apple canker and its causal fungus, Valsa Mali 北大

農紀要 12 (3) , 265~324. 

大正 14 年 (1925)

〔農林省林業試験場J: 日本菌類図譜第五集第 17~20 図版.

大正 15 年 (1926)

逸見武雄:植物治病学汎論.東京， iv+xi+408+v. 

中田覚五郎:菌核菌一名白絹病菌 (Sclerotium Roぴsii SACC.) に就て.第一報機触現象と種類との

関係.九大農学芸雑 1 (4) , 177~190. 

中田覚五郎:菌核菌一名白絹病菌 (Sclerotium Rolfsii SACC.) に就て.第二報 嫌触現象の形態的
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観察並に其原因.九大農学芸雑 1 (5) , 310-318. 

中目覚五郎:菌核菌一名白絹病菌 (Sclerotium Rolfsii SACC.) に就て.第三報 菌核菌の胞子型及之

れと Hyρochnus Centrifugus (L企 v.) TUL. , H. Solani PRILL. et ÐELACR. , H. Cucumeris FR. 

との系統的関係並に Sclerotium coffeicolum STAH. との種類的関係に就て.九大農学芸雑 2 (1) , 

7-19. 

昭和 2 年 (1927)

1) 朝比奈泰彦:奮軒独語(其十二).植物研究雑 4 (1) , 2-5. 

2) 花田乾助:北島技師の徳利病に就て.高知林友 92, 6-9. 

3) 原摂祐:実験樹木病害篇.東京， v+402+ix. 

4) 原摂緒:東亜菌類誌.静岡県農会報(附録) 359, 1-10; 360, 11-16; 361, 17-26; 362, 27-36. 

5) 逸見武雄・野島友雄: Contributions to the knowledge of anthracnoses of plants. 1. Notes 

on three new or littie known anthracnoses of the cultivated plants in Japan. 京大農紀要

3 (2), 25-39. 

6) 逸見武雄:奈良公園春日神社境内杉老樹材質腐何のー原因(要旨).林学会雑 9 (3) , 44. 

7) 平塚直秀: Studies on the Melampsoraceae of Japan. 北大農紀要 21 (1) , 1-41. 

8) 平塚直秀: Beitr臠e zur einer Monographie der Gattung Pucciniastrum OTTH. 北大農紀要

21 (3) , 63-119. 

9) 平塚直秀: A contribution to the knowledge of the Melampsoraceae of Hokkaido. 日本植物

学輯報 3 (4) , 289-322. 

10) 平塚直秀: On two species of Coleosporium parasitic on the Japanese Compositae. 札幌博物

学会報 9 (2) , 217-224. 

11) 平塚直秀: A list of Uredinales collected in the vicinity of Lake Akan, Hokkaido. 札幌博物

学会報 9 (2) , 225-238. 

12) 平塚直秀:カラマツ属に寄生する本邦産「メラムプソラ」に就きて (メラムプソラ科の研究 第四
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261) 卜蔵梅之ï!iii:日本に於ける農作物主要病害の分布並に被害状況(ー).病虫害雑 20 (8) , 606~618. 

262) 遠藤茂: Influence of salt on the pathogenicity of 局ψochnus Sasakii SHIRAI.鳥取農学会

報 4 (3) , 362-367. 

263) 福井武治: La raportoj de la nova plantparazitfungoj. Pro la memoro de la perledzigho, 1~6. 

264) 福井武治:観賞植物病害調査報告.三重高農学術報 2, 11-24. 

265) 後藤和夫: Sclerotium Rolfsii の胞子形成に関する其後の研究(要旨).日植病報 2 (6) , 544~ 

545. 
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266) 後藤和夫: Sclerotium Rolfsii SACC. in perfect stage. 1. Some correlation between sporation 

and cultural characteristics. 台湾博物学会報 23 , 37-43; 75-90. 

267) 逸見武雄:殻斗科樹材の腐桁を基因するミヤマウロコタケとホウロクタケに就きて.植物病害研究

2, 328-333. 

268) 逸見武雄:二三の木材腐桁菌に就きて(要旨).日植病報 2 (6) , 564-566. 

269) 逸見武雄:菌類の植物分類学上の位置並にその生活法に関する諸学説 (1] ， (II]. 植物及動物 1 

(1), 35-39; 1 (2) , 192-200. 

270) 逸見武雄ー池屋重吉:木材腐朽菌レンチテス・テヌイスに就きて(要旨).日植病報 2 (6) , 563-

564. 

271) 逸見武雄・倉田静子:日本産菌類考察(-).植物分類地理 2 (2) , 109-117. 

272) 逸見武雄・倉田静子・東原好雄:オリーブ及び波稜草の炭痘病に就きて.日植病報 2 (6) , 550-

552. 

273) 平塚直秀: Inoculation experiments with heteroecious species of the Japanese rust fUilgi-1 . 

植物学雑 47 (562) , 710-714. 

274) 平塚直秀:日光及ピ其近郊ニ産スル「メラムプソラ」科ノ種類ニ就テ.鳥取農学会報 4 (3) , 143-

155. 

275) 平塚直秀:こけももノ茎ニ寄生スル鋳菌ノ一種 Calyρtosρora Goφρertiana KﾜHN. 植物研究雑

9 (4) , 276-277. 

276) 平塚直秀:松の葉鋳病菌の一種 Coleosρorium Cam仰nulae の異種寄生性に関する実験.病虫害

雑 20 (7) , 526-529. 

277) 平塚直秀・橋岡良夫: Uredinales collected in Formosa-1 . 鳥取農学会報 4 (3) , 156-165. 

278) 今井三子:食用菌なめこニ就キテ.植物学雑 47 (557) , 384-389. 

279) 今井三子: Gloeostereeae S. Ito et lmai , a new tribe of Thelephoraceae. 札幌博物学会報 13 

(1) , 9"-'11. 

280) 亀井専次:シシガシラに寄生するヒアロプソラ属の一新種と其生活史に就て〔要旨). 日植病報

2 (6) , 567. 

281) 亀井専次:縦属鋳菌と羊歯鋳菌との関係に就て.札幌農林会報 24 (111) , 364-365. 

282) 亀井専次・今井三子:トドマツ溝腐病菌に就て.日植病報 2 (6) , 566-567. 

283) 笠井幹夫:枕木ヲ腐朽サセノレ菌類 第四報 まつおほぢ，いてふたけ及あみすぎたけニ就テ.鉄道

大臣官房研究所業務研究資料 21 (15) , 1-12. 

284) 笠井幹夫:松大父.病虫害雑 20 (1) , 1-6. 

285) 勝叉要:奉果の紫紋羽病防除に就て.病虫害雑 20 (1) , 52-57. 

286) 河原松実:松樹の青変菌に就いて.三重高農同窓会学術集 2, 177-195, 

287) 河村栄吉:ヒラタケの性に就て(予報).植物及動物 1 (12) , 1765-1768. 

288) 北島君三:建築用針葉樹材の耐朽性に関する研究.林試報 33, 49-102. 

289) 北島君三: On the durability of the wood of Hiba (Thujoρsis dolablata) product of Aomori 

Districts. 林試報英文抄録 2, 13-14. 
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290) 北島君三: Researches on the red-plagues of Sugi , Cryρtomeria jaρonica seedlings (Second 

Report). 林試報英文抄録 2， 15-18. 

291) 北島君三: Studies on the canker-disease of Sugi seedling (Cryptomeria japonica). 林試報英

文抄録 2, 19-21. 

292) 北島君三:ブナ材の変色菌に就て(要旨).日植病報 2 (6) , 566. 

293) 北島君三:ブナ材の変色に就て.林学会雑 15 (5) , 369-374. 

294) 北島君三:ブナ材を変色する「プナクワヰカビJ. 植物及動物 1 (4) , 517-520. 

295) 北島君三:ぶな材変色の原因と之が防止法.山林 602， 20-22_

296) 北島君三:桐樹に発生する病害に就いて.山林 610, 59-63. 

297) 北島君三:樹病学及木材腐朽論.東京， iii +xii + 505. 

298) 近藤高太郎・笠原安夫: Versuche bez�lich der Aufbewahrung der Sporen von Shiitake , 

Cortinellus Shiitake SCHROET. 大原農研報 6 (1), 27-40. 

299) 松本規・山本和太郎・平根誠一: Physiology and parasitism of the fungi generally referred 

to as めφoc抑制 Sasakii SHIRAI. II. Temperature and humidity relations. 熱帯農学 5， 332

-345. 

300) 松本規・平恨誠一: Physiology and parasitism of the fungi generally referred to as 

均φochnus Sasakii SHIRAI. III. Histological studies in the infection by the fungus. 熱帯農

学 5 ， 367-373. 

301) 松村義敏:ゃなぎまったけニ就テ.植物研究雑 9 (2) , 145-152. 

302) 永井政次・島村光太郎:千島国後島採集菌類に就て.札幌農林会報 25 (114) , 71-89. 

303) 内藤喬: Ueber einige Schimmelpilze der Fichtenborke. 鹿児島高農博物会報 3 (11) , 5-

13. 

304) 西門義一:松樹材質の青変に就ての研究予報.農学研究 21 ， 319-329. 

305) 西門義一:松樹材質の青変に就きて.日本学術協会報 8 (3) , 394-399. 

306) 西門義一・山内己酉: Contributions to the knowledge of the sap stains of wood in Japan. 

1 . Studies on Ceratostomella iρS RUMBOLD , the cause of a blue stain of pine trees in 

Western Japan. 大原農研報 5 (3.4) , 501-538. 

307) 野島友雄: ["オニカハヲソタケ」及び「カハヲソタケ」の樹病学的研究(要旨).日植病報 2 (6) , 

573-574. 

308) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告 第六編.台湾中研農業部報 61 ， 1-99. 

309) 関谷文彦:木材の褐色斑に就いて.三重高農学術報 2， 3-19.

310) 瀬戸房太郎:植物病原菌類に於ける繊維素分解作用の比較(要旨).日植病報 2 (6) , 556-558. 

311) 十代田三郎: Advantage of hollow draft wall, against wood-decay , overheating, and damp. 

早稲田大学理工学部紀要 9， (1-10). 

312) 鈴木丙馬:苦竹の腐朽に就て(第一報).林学会雑 15 (11) , 989-1002. 

313) 武内晴好・立石磐:檎柏の梨赤星病冬胞子堆に対する薬剤撒布.病虫害雑 20 (4) , 264-271. 

314) 栃内吉彦・鐘江英夫:木材腐蝕菌の生理に関する研究(予報) (要旨).日植病報 2 (6) , 558-562. 
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315) 栃内吉彦・亀井専次:エゾマツ心材腐朽病に関する研究予報(要旨).日植病報 2 (6) , 568-573. 

316) 富樫浩吾:分類学的に観たる病原菌の発育と温度との関係(要旨).日植病報 2 (6) , 556. 

317) 富樫浩吾・内村家苗:称l樹の立枯病と温度との関係.農業及園芸 8 (5) , 1145-1154. 

318) 富樫浩吾・内村家苗: A contribution to the knowledge of parasitism of Valsa ρaulowniae， 

in relation to temperature. 日本植物学輯報 6 (3) , 477-487. 

319) 山本和太郎・伊藤武夫:紅槍の白色穴腐ー名蓮根腐に関する研究 (II). 台湾博物学会報 23 

(124) , 44-54. 

320) 山野義雄:エゾマツ及トドマツ樹根の白斑腐朽の原因に就て.林学会誌 15 (6) , 463-468. 

321) 山野義雄:檎造林地被害原因調査.御料林 60， 2-7.

322) 山野義雄:エゾマツ， トドマツ樹根の白斑腐朽の原因に就て.御料林 65, 23-30. 

323) 矢野宗幹:北島君三氏著樹病学及木材腐朽論.林学会雑 15 (3) , 222. 

324) 吉井甫: Gloeosρorium Kawakamii MIY ABE に関する研究. IV. 本病菌によって起る桐の炭痘

病に就て.九大農学芸雑 5 (5) , 524-545. 

325) 吉井甫:赤星病菌の駆除に硫黄合剤の撒布〔実験室の窓より (三)].病虫害雑 20 (4) , 315-

316. 

昭和 9 年 (1934)

326) 赤井重恭:線変材を基因する Chlorosρlenium 属菌に就いて.植物及動物 2 (5) , 834-840. 

327) 朝比奈泰彦:夜苓ト其類似品植物研究雑 10 (12) , 778-783. 

328) 明日山秀文: Corynelia uberata FR. 土佐ニ産ス.植物研究雑 10 (11) , 718-722. 

329) 遠藤茂:ヌメリツパタケ日向に産す.植物及動物 2 (4) , 757-758. 

330) 福井武治: Coccochora 属の一新種に就て.三重高農同窓会学術重量 3, 79-82. 

331) 後藤和夫: Sclerotium Rolfsii SACC. in perfect stage. II. Studies on S. Rolfsii of foreign 

origin in comparison with some strains of Formosa. 熱帯農学 5, 374-382. 

332) 後藤和夫: Observations on spore discharge in perfect stage of Sclerotium Rolfsii SACC. 

熱帯農学 6, 609-618. 

333) 原摂祐:日本に珍しい Zagouania制菌且植物及動物 2 (2) , 441-442. 

334) 長谷川孝三・野原勇太:杉苗の耐病と耐寒性に関する一二の観察.御料林 71 , 34-41. 

335) 逸見武雄:植物病理に関聯せるこ三菌学の問題に就きて.植物及動物 2 (1) , 271-293. 

336) 逸見武雄: Coccochora 属菌と Coccochorella 属菌に就きて.植物及動物 2 (4) , 661-670. 

337) 逸見武雄・倉田静子: Contributions to the knowledge of anthracnoses of plants. 11. On 

Gloeosporium Olivarum ALM. causing the olive anthracnose. 熱帯農学 6, 573-583. 

338) 逸見武雄・倉田静子:日本産菌類考察(二).植物分類地理 3 (2) , 71-80. 

339) 日野巌:湘妃竹に就て(要旨).日植病報 3 (1), 104-105. 

340) 日野巌:虎斑竹菌ノ胞子.植物研究雑 10 (8) , 527-528. 

341) 日野巌・日高醇:日向斑竹に就て.植物及動物 2 (7) , 1187-1195. 

制 Zaghouania の誤記。
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342) 日野巌・日高醇: Black culum rot of bamboo-shoots. 宮崎高農学術報 6， 93~99. 

343) 平根誠一: Some remarks on the fungus Uromyces hyalosporus SA W ADA. 熱帯農学 6, 683 

~686. 

344) 平塚直秀: Inoculation experiments with heteroecious species of the ]apanese rust fungi II. 

植物学雑 48 (571) , 463~466. 

345) 平塚直秀:松の葉銭菌に就て.日植病報 4 (1. 2) , 101~102. 

346) 平塚直秀:日本産銭菌類雑記 (其ー)， (其二)， (其三)， (其四)， (其五).植物研究雑 10 (1) , 

1~8; 10 (3) , 129~136; 10 (4) , 220~227; 10 (8) , 469~473; 10 (10) , 617~623. 

347) 平塚直秀: On some new species of Phragmidium. 札幌博物学会報 13 (3) , 134~138. 

348) 平塚直秀:高山産鋳菌に就て.植物及動物 2 (3) , 540~550. 

349) 平塚直秀・橋岡良夫: Uredinales collected in Formosa II. 植物学雑 48 (568) , 233~240， 288. 

350) 平山重勝:リグニン溶解菌の代謝生理に関する一考察(要旨).日植病報 4 (1. 2) , 115. 

351) 広江 勇制:菌翠人工栽培の基礎的研究.日林誌制 16 (5) , 420~421. 

352) 樋浦 誠:梨赤星病菌の活動に及ぼす気象の影響(要旨).白植病報 4 (1. 2) , 81~82. 

353) 市川親交:癒病ノ化学的一考察.植物学雑 48 (569) , 354-357. 

354) 井手清治:木犀鋳病の病徴経過に就て.鹿児島高農博物会報 4 (13) , 46~49. 

355) 今関六也:瑞祥植物「高年茸J.自然科学と博物館 61, 11~15. 

355') 伊藤誠哉: Cultures of ]apanese Uredinales. 植物学雑 48 (572) , 531~539 

356) 亀井専次: Identification of a per対ermal stage on the seedlings of Abies Mayriana and 

injury caused thereby. 札幌博物学会報 13 (3) , 153-161. 

357) 笠井幹夫:樹木及木材の腐朽と酸素(-)， (二).病虫害雑 21 (1) , 1~6; 21 (2) , 83~86. 

358) 河村栄吉:粟の芽枯病に就て.日植病報 3 (1) , 15-21. 

359) 河村栄吉:ヒイロタケの性に就て(要旨).日植病報 4 (1. 2) , 104. 

360) 河村栄吉:梨赤星病菌の精子の機能に就て.農業及園芸 9 (6) , 1299~1300. 

361) 木村雄四郎:渓苓ニ就テ 邦産薬用植物生産状況調査.植物研究雑 10 (1) , 46~50. 

362) 北島君三:テフセンマツ材の耐朽性に就て(要旨).日植病報 3 (1), 103. 

363) 北島君三:木材腐朽菌の形態並に生理に関する研究.鹿児島高農開校廿五周年記念論文 1, 143-

290. 

364) 北島君主:ブナ丸太材変色の原因と之れが防止に関する研究(予報).林試集 36， 1-41. 

365) 北島君三・ )11村実平:竹製品の防菌に関する実験(第一回報告).林試案 36, 43~67. 

366) 近野英吉:竹の開花に関する境説に就て.日林誌 16 (7) , 529-535. 

367) 松本線: Some remarks on the taxonomy of the fungus 均pochnus Sa抑制 SHIRAI.札幌博

物学会報 13 (3) , 115-120. 

368) 松濠誠道:カハラタケの寄生性に就て(要旨).日植病報 4 (1. 2) , 102-104. 

369) 松薄誠道:アラゲカハキタケに就て(要旨).日植病報 3 (1) , 105-106. 

369') 松浦勇制:応用菌翠学研究.東京， iii+ロiii+1259+v+iii +xii+x. 

後1 松浦勇は広江と改姓。

特2 林学会雑誌は日本林学会誌と改題。
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371) 三好東一・島倉己三郎:洪水に因る立木の変色現象.植物及動物 2 (9) , 1512-1518. 

372) 永友 勇:針葉樹の心材腐朽を基因するカイメンタケ (Polyρorus Schweinitzii FR.) の研究.鹿

児島高農開校廿五周年記念論文集 1, 325-347. 

373) 西門義一・山内己酉:木材の青変に関する知見(第一報〉 西部日本に於ける松材の青変を起す「セ

ラトストメラ・イプス」菌に関する研究.農学研究 22, 290-350. 

374) 西門義一・山内己酉:木材の青変に関する知見第二報松材の育変を起す「セラトストメラ・ピ

ニー」菌に関する研究.農学研究 23, 352-391. 

375) 西門義一・山内己酉: Contributions to the knowledge of the sap stains of wood in Japan. 

II. Studies on Ceratosto明ella ρini MÜNCH, the cause of a blue stain of pine trees. 大原農
研報 6 (3) , 467-490. 

376) 野口六也制:こげいろかひがらたけ及ピ其他二三ノ近似種ニ就テ.植物研究雑 10 (8) , 531-539. 

377) 沢田兼吉:台湾菌類資料(第 30) ， (第 31) ， (第 32). 台湾博物学会報 24 (131) , 123-129; 24 

(134), 298-307; 24 (135) , 450-460. 

378) 関谷文彦:木材に於ける褐色斑の実用的意義.日林誌 16 (3) , 252-258. 

379) 高木五六:主として腐朽菌に基因する桐樹の被害例.病虫害雑 21 (2) , 112-117. 

380) 武田憲治:夜苓ニ関スル化学的研究(第三報〉 夜苓ノ化学成分ニ就テ.鳥取農学会報 5 (1), 62 

-73. 

381) 武田憲治:夜苓に関する化学的研究(第四報〕 かpachyman と類似糖類との関係に就ての考察.

日農芸化誌 10 (7) , 679-684. 

382) 武田憲治:夜苓に関する化学的研究(第五報) Pachyman の栄養価値e 日農芸化誌 10 (7) , 685 

-690. 

383) 武田憲治:疾苓に関する化学的研究(第六報〕 濃硫酸及濃硝酸によるかpachyman の分解酸化生

成物.日農芸化誌 10 (10) , 1006-1009. 

384) 武田憲治:茨苓に関する化学的研究(第七報〉 過酸素酸使用による ß-pachyman の Acetolysis

に際し Tetracetyl glucuronic acid の生成.日農芸化誌 10 (10) , 1006-1009. 

385) 栃内吉彦・山極末男: Note on some new species of fungi collected in Mt. Taisetsu. 札幌博

物学会報 13 (2) , 144-148. 

386) 栃内吉彦・亀井専次・坂本正幸:北海道に於けるエソ渦マツ育変菌に就て(要旨). 日植病報 4 

(1. 2), 104-105. 

387) 栃内吉彦・坂本正幸:エゾ7ツ材の青変に就て.北海道林業会報 32 (7) (379), 334-342 

388) 富樫浩三:桐の立枯病の分布に就て(要旨).日植病報 3 (1) , 104. 

389) 富鹿浩吾・小田耕次郎: Spore-size variability in subsequent spore prints of some hymenoｭ

mycetous fungi.札幌博物学会報 13 (3) , 121-125. 

390) 富樫浩吾・小沼総治: A list of parasitic fungi collected on Mt. Hayachine, Iwate Prefecture_ 

盛岡高農学術報 17, 1-74. 

391) 宇野昌一:竹材に関する研究 II. 竹材の腐朽に就て.宇都宮高農学術報 4, 47-56. 

持1 今関と改姓。
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392) 山野義雄:エゾマツ及トドマツ樹根の白斑腐朽菌ニセカイメンタケ及其近似種の性状の差異並に被

害駆除予防法に就て(上)， (下).御料林 73, 59~75: 74, 2~18. 

393) 山本和太郎: Cercospora from Formosa 1. 札幌博物学会報 13 (3) , 139~143. 

394) 山本和太郎: Cercosρora・Arten aus Taiwan (Formosa) II. 熱帯農学 6, 599~608. 

395) 山内己酉:本邦に於ける松材育変に関する知見(要旨).日植病報 4 (1 ・ 2) ， 105~106. 

396) 吉井甫:樹木の寿命.病虫害雑 21 (1) , 38~45. 

昭和 10 年 (1935)

397) 赤井重恭:山茶花の餅病々理解剖について(要旨).日植病報 5 (1) , 93~94. 

398) 明日山秀文:異種寄生性 Puccinia の生活環 I.カモジクサの黒稗鋳蘭及シパの鋳菌. 日植病報

5 (1) , 23-29. 

399) ト蔵梅之遜:商木に依て伝揺する果樹類の根頭癌腫病と其防除.病虫害雑 22 (2) , 97-103. 

400) 遠藤茂: Studies on the antagonism of microorganisms V. Pathogenicity of 局φochnus

sasakii SHIRAI，均ρochnus centnjugus TUL. , and Sclerotium oryzae-sativae SAWADA as 

influenced by the antagonistic action of the filtrates of certain fungous antagonists. 宮崎

高農学術報 8, 61-72. 

401) 遠藤茂・日高醇: A new scJerotium disease of bamboo shoots of Phyllostachys 何ticulata

C. KOCH and PhyUostachys nigra MUNRO var. henonis STAFF. , caused by Sclerotium 

japonicum n. sp. 宮崎高農学術報 8, 79~85. 

402) 後藤和夫: Sclerotium Rolfsii SACC. in perfect stage. III. Variation in the cultures origi司

nated from basidiospores. 熱帯農学 7, 331-345. 

403) 原摂祐:日本産 Myriangiaceae. 植物及動物 3 (2) , 468~471. 

404) 原摂祐: Haraea 属に就て.植物及動物 3 (8) , 1471-1474. 

405) 橋岡良夫:茸の崎形に就て( 1 ). 茸類の研究 1 (1) , 22-23. 

406) 逸見武雄:樹木の心材腐朽性疾病と険風被害(要旨).日植病報 5 (1), 97-98. 

407) 逸見武雄:随風被害と樹病学の問題.植物及動物 3 (1), 307-327. 

408) 平塚直秀: Uredinales collected in Korea 1. 植物学雑 49 (579) , 145-152. 

409) 平塚直秀: Phakoρsora of Japan 1 , II. 植物学雑 49 (587) , 781~788; 49 (588) , 853-860. 

410) 平塚直秀:赤星病菌属分類上の 2， 3 の知見(要旨).日植病報 5 (1) , 92-93. 

411) 平塚直秀: Phragmidium of Japan. 日本植物学輯報 7 (3 ・ 4) ， 227-299. 

412) 平塚直秀: Hamasρora of Japan. 植物分類地理 4 (4) , 195-201. 

413) 平塚直秀: A contribution to the knowledge of the rust-flora in the alpine regions of high 

mountains in Japan (Contributions to the rust-flora of Eastern Asia-1 J. 鳥取高農学術報

3 (2) , 125-247. 

414) 平塚直秀: Uredinales collected in Korea II. 鳥取農学会報 5 (3) , 231~236. 

415) 平塚直秀: Uredinales collected in Kiushu (1) , (II). 植物研究雑 11(1), 38-43; 11 (10) , 

702-711. 
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416) 平塚直秀:朝鮮産鋳菌ニ関スル文献.植物研究雑 11 (12) , 112-116. 

417) 平塚直秀:伊豆半島並ニ伊豆諸島ニ於テ採集サレタル鋳菌ノ種類.植物研究雑 11 (4) , 275-285. 

418) 平塚直秀:日本産鋳菌類雑記(其六).植物研究雑 11 (5) , 330-334. 

419) 平塚直秀:朝鮮産鋳菌ニ関スル文献補遺.植物研究雑 11 (6), 425-426. 

420) 平塚直秀:日本産鋳菌の異種寄生性に関する既往の研究(明治 32 年~昭和 9 年).植物及動物 3 

(3) , 561~574. 

421) 平塚直秀・橋岡良夫: Uredinales collected in Formosa III, IV. 植物学雑 49 (577) , 19-26. 

44; 49 (584) , 520-524. 567. 

422) 平塚直秀・橋岡良夫: Uredinales collected in Formosa V. 鳥取農学会報 5 (3) , 237-244. 

423) 平塚直秀・飛永英次:日本産ハギ及びヤハズサウ両属植物に寄生する Uromyces 属菌に就て. 日

植病報 4 (3 ・ 4) ， 145-171. 

424) 平塚直秀・吉永虎馬: Uredinales of Shikoku (Contributions to the rust.flora of Eastern Asia-

IIJ. 鳥取高農学術報 3 (2) , 249-377. 

425) 平山重勝:木材腐朽菌の代謝生理に関する考察.日本学術協会報 10 (3) , 769-772. 

426) 堀 正太郎・石井章吾:松江市城山公園の天然記念物クロガネモチ樹衰弱の原因及び其の救治策.

庭園と風景 17 (7) , 9-12. 

427) 井手清治:はまもくこくニ寄生スル Coleopuccinia 菌.植物研究雑 11 (5) , 334-339. 

428) 今井三子: Studies on the Hypocreaceae of Japan II. 札幌博物学会報 14 (2), 101-106. 

429) 今関(野口〕六也:東京の名木ナンジヤモンヲヤの死因となったベツカウタケに就て. 日植病報

4 (3 ・ 4) ， 205-207. 

430) 今関(野口)六也:まんねんはりたけ属ノ研究.植物研究雑 11 (7) , 514-521. 

431) 井上義孝:ミヤマウロコタケ Stereum induratum BERK. の二三生理学的性質に就きて. 日植病

報 5 (1), 1-9. 

432) 伊藤誠哉: Notae mycologicae Asiae or匂ntalis II. 札幌博物学会報 14 (2) , 87-96. 

433) 伊藤武夫:造林木の病害に就て.台湾の山林 106, 33-40. 

434) 亀井専次: On Milesina Itωna ， sp. nov. and its peridermal stage. 札幌博物学会報 14 (2) , 

97-100. 

435) 亀井専次:ミレシナ属の生活史に就て(要旨).札幌農林会報 26 (124) , 574-576. 

436) 亀井専次:椴松鋳菌ミレシナ属の生活史に就て(要旨).札幌農林会報お(124) ， 577-578. 

437) 笠井幹夫: RUDGE 氏の木材腐朽に関する異説.日植病報 4 (3 ・ 4) ， 197-201. 

438) 笠井幹夫:木材の市場保護の一手段として菌害予防に就て.日植病報 5 (3) , 270-274. 

439) 笠井幹夫:省営ノ苗圃ニテノ合歓木(ねむのき〉苗木枯死ノ原因.鉄道大臣官房研究所業務研究資

料 23 (13) , 1-10. 

440) 笠井幹夫:ぶなノ施薬枕木殊ニ其ノ腐朽菌ニ就テ.鉄道大臣官房研究所業務研究資料 23 (36) , 1-

24. 

441) 笠井幹夫:木材組織中の菌糸の染色方法制.病虫害雑 22 (7) , 533-535. 

制外国文献紹介。
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442) 笠井幹夫:貯木或は用材の腐朽.病虫害雑 22 (12) , 917-924. 

443) 河村栄吉:梨赤J呈病菌の性(要旨).日植病報 4 (3 ・ 4) ， 236. 

必4) 河村栄吉:シヒタケの性.科学 5 (9) , 371-372. 

445) 河村栄吉:ヒラタケの不和合性交配に就て.科学 5 (10) , 410-411. 

446) 川村清一:柱の通風と腐朽との関係に就て.木材保存会誌 3 (2) , 6-7. 
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447) 木村勝太郎: ["ウスベニクハタヶJ (新称〉の寄生による桑樹の株腐病に就て.茸類の研究 1 (2) , 

9-16. 

448) 木村勝太郎:ヒラタケの寄生に因る秦樹の株腐病に就て.茸類の研究 1 (2) , 43-46. 

449) 北島君三:ぶな丸太材の変色の原因と之れが防止に関する研究(要旨).日植病報 4 (3 ・ 4) ， 240-

241. 

450) 北島君三:ブナ丸太材の変色の原因と之れが防止方法.日植病報 5 (2) , 164-167. 

451)子北島君三:ブナ丸太材変色の原因並に之れが防止に関する研究(続報).林試集 38, 21-32. 

452) 北島君三:椎茸栽培上種菌としての培養菌糸の価値.日林誌 17 (9) , 744-745. 

453) 北島君三:東京営林局管内八ヶ岳国有林の害菌(高等菌類〉に就て.東京営林局 1-22. 

454) 真木元・根岸竹次:桑の紫紋羽病に就て〔第 1 報〕 本病菌の寄主との関係に就て.蚕糸界報 44

(516) , 65-66. 

455) 真木元・根岸竹次:桑の紫紋羽病被害地の土壌消毒に就て.蚕糸界報 44 (519) , 48-50. 

456) 松田孫治:植物崎形集 (其ー)， (其三).植物研究雑 11 (5) , 347-352; 11 (11) , 789-793. 

457) 松田孫治:っきよだけノ二三ノ観察.植物研究雑 11 (12) , 853-856. 

458) 松本鏡・山本和太郎:的ρochnus Sasakii SHIRAI in comparison with Corticium stevensii 

BURT and Corticium Koleroga (COOKE) v. HÖHN. 台湾博物学会報 25 (141) , 161-175. 

459) 松濡誠道: ["エノキタケ」の寄生性に就て(要旨).日植病報 5 (1), 94-95. 

460) 三宅市郎: Ueber die Ursache der Rotsterbkrankheit der Cryρtomeria japonica. 東京農大紀要

4, 1-15. 

461) 西門義一:松材の青変と其原因に就て.日本学術協会報 10 (3) , 765-769. 

462) 西門義一・山内己酉:松材の含水量と青変菌の発育との関係(要旨).日植病報 5 (1), 66-67. 

463) 西門義一・山内己酉: Contributions to the knowledge of the sap stains of wood in Japan. 

III. Studies on Ceratostomella ρiceae MUNCH , the cause of a blue stain of pine trees. 大

原農研報 6 (4) , 539-560. 

464) 西門義一・山内己酉: Studies on the heterothallism of Cortinellus Berkeleyanus ITO et IMAI , 

an economically important edible mushroom in Japan. 大原農研報 7 (1) , 115-128. 

465) 西門義一・山内己酉:木材の青変に関する知見第三報 松材の青変を起す「セラトストメラ・ピ

セエ」菌に関する研究.農学研究 24, 283-316. 

466) 西門義一・山内己酉:シヒタケの性とその鋸屑培養に就て.農学研究 25, 474-505. 

467) 西門義一・山内己酉:松材を侵害する青変菌三種の比較研究(概報).病虫害雑 22 (1) , 26-32. 

468) 西門義一・山内己酉:松材の青変を起すセラトストメラ・ピセエ菌に関する知見.植物及動物 3 

(2) , 365-376. 
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469) 西門義一・山内己酉:シヒタケの性に就て.茸類の研究 1 (2) , 31-39. 

470) 及川公平:しひたけの性.植物学雑 49 (583) , 453-455. 

471) 坂巻菊治:電柱の耐久年限に就て.木材保存会誌 3 (2) , 8-42. 

472) 沢田兼吉:台湾菌類資料(第 33) ， (34) , (第 35) ， (36) , (37) , (38) , (39). 台湾博物学会報 25 

(136-139) , 42-52; 25 (140) , 132-139; 25 (141) , 176-183; 25 (142) , 232-239; 25 (143) , 

255-260; 25 (145) , 331-338; 25 (146) , 420-428. 

473) 十代田三郎:柱根の腐朽に関する研究.建築雑誌臨時増刊大会論文集 186-195. 

474) 鈴木丙馬:苦竹材の腐朽に就て(第二報).日林誌 17 (9) , 671-679. 

475) 武田憲治: Chemical studies on “ Bukuryô" , sclerotia of Pachyma Hoelen RUMPH. (1). 

The chemical structure of polysaccharose, ß-pachyman , obtained from “ Bukuryô" and 

its determination. 鳥取高農学術報 3 (1) , 1-123. 

476) 武田憲治:夜苓(フクレウ〕より得らるるー多糖類の化学構造に就て.日本学術協会報 10 (1) , 81 

-86. 

477) 富樫浩吾:植物病原菌の温度に対する諸性質 (3J ， (4J , (5J , (6J. 農業及園芸 10 (7) , 1615-1624; 

10 (8) , 1873-1881; 10 (11) , 2497-2510; 10 (12) , 2720-2728. 

478) 内田謙司:ヒノキパヤドリギの寄主.植物及動物 3 (4) , 833-835. 

479) 山野義雄:エゾマツ心材白斑腐朽菌タウヒカハラタケ及其近似種の性状と侵入の径路並に予防法に

就て.日林誌 17 (8) , 646-656. 

480) 山野義雄:エゾマツ心材白斑腐朽菌タウヒカハラタケ及其近似種の性状と侵入の径路並に予防法に

就て.御料林 85 ， 29-45.

481) 吉井甫・山本重雄:樟の黒斑病接種試験成績(要旨).日植病報 5 (1) , 47-48. 

昭和 11 年 (1936)

482) 赤井重恭:餅病菌に因る繕肥大芽の維管束変化に就て(要旨).日植病報 6 (2) , 187-188. 

483) 青柳寅雄:栗胴枯病に関する研究 第一報.徳島農試特別報 1, 1-19. 

484) 明日山秀文:異種寄生性 Puccinia の生活環 II. メダケ， アヅマネザサの葉鋳菌， Puccinia 

Kusanoi DIET. 日植病報 6 (1), 27-29. 

485) 福井武治:観賞植物病害調査報告(其二).三重高農同窓会学術集 5, 53-60. 

486) 後藤和夫: Sclerotium Rolfsii SACC. in perfect stage. IV. Cytological observations. 日植

病報 6 (2) , 101-118. 

487) 後藤和夫:菌類遺伝学の発展と植物病理学上の二三の問題 (IJ. 農業及園芸 11 (10) , 2529-2535. 

488) 原摂祐:日本害菌学.東京， vii+iv+358. 

489) 原 摂徐:造園樹木に発生する徹振病と防除法.農業及園芸 11 (1), 176-180. 

490) 橋岡良夫: Mat合iaux pour la fiora des Uredin馥s de l'i!e de Saghaline septentrionale. 植物

研究雑 12 (12) , 882-886. 

491) 橋岡良夫:台湾に於ける薬用菌翠.茸類の研究 2 (2) , 85-89. 

492) 逸見武雄: 1鄭濁類の花の一病害に就きて.日植病報 6 (1) , 89-91. 
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493) 逸見武雄:椎樹の心材腐朽に就きて(要旨).日植病報 6 (2) , 188-189. 

494) 逸見武雄:霊芝(マンネンタケ)の研究.日本学術協会報 11 (3) , 384-386. 

495) 逸見武雄・田中伊之助:霊芝(マンヰンタケ〉の子実体形成に関する実験.植物及動物 4 (6) , 

1005-1015. 

496) 日野登米雄:傷斑と病斑との解剖学的差異.植物及動物 4 (11) , 1874-1878. 

497) 平塚直秀: Phakopsora of japan-III.植物学雑 50 (589) , 2-8. 

498) 平塚直秀: Inoculation experiments with heteroecious species of the japanese rust fungi III. 

植物学雑 50 (592) , 213-216. 

499) 平塚直秀: Gymnosρorangium of Japan. 1 , II , III, IV. 植物学雑 50 (597) , 481-488; 50 

(598) , 549-555; 50 (599) , 593-599; 50 (600) , 661-668. 

500) 平塚直秀: A monograph of the Pucciniastreae. 鳥取農専学術報 4， 1-374. 

501) 平塚直秀:日本産赤星病菌属の種類.日植病報 6 (1), 82-83. 

502) 平塚直秀:日本産鋳菌類雑記(其七)， (八).植物研究雑 12 (3) , 161-164; 12 (9) , 673-678. 

503) 平塚直秀: Uredinales collected in Kiushu. (III). 植物研究雑 12 (4) , 265-272. 

504) 平塚直秀: Kuehneola of japan. 植物研究雑 12 (11) , 809-815. 

505) 今関六也:安田先生の菌類標本についてー植物学部新着標本一.自然科学と博物館 81， 12-13. 

506) 伊藤武夫: Loρhodermium ρinastri 及び均φoderma brachysporum に因る松類の葉ふるひ病.

台北農林学会報 1 (3) , 297-302. 

507) 笠井幹夫:樹木及び木材の腐朽現象.鉄道大臣官房研究所業務研究資料 24 (12) , 1-21. 

508) 川村清一:翠菌類ノ崎形ニ就テ(其ー).植物研究雑 12 (1), 65-70. 

509) 川村清一:虎斑竹並ニ豹紋竹ノ鑑紋形成菌ニ就テ.植物研究雑 12 (8) , 579-592. 

510) 北島君三:ブナ丸太材変色の原因をなすエンドコニデイオフオラー及び之れが発生防止に関する研

究.林試報 35, 1-134. 

511) 北島君三:純粋培養菌種に依る椎茸栽培.山林 645, 15-22. 

512) 三浦伊八郎・右田伸彦:二三木材の菌類に対する抵抗性に就いて.木材保存会誌 4 (1) , 26-28. 

513) 三浦伊八郎・杉山政雄:数種木材の菌類に対する抵抗性に就て.木材保存会誌 4 (1), 28-34. 

514) 三浦伊八郎・杉本虎吉:数種木材の木材腐敗菌に対する抵抗性に就いて.木材保存会誌 4 (1), 34 

-37. 

515) 永井行夫:東北地方に於ける桐苗木の炭痘病.日植病報 5 (4) , 364-366. 

516) 永井行夫:東北地方に於ける桐樹の主なる病害.林試案 40， 29-36.

517) 西門義一・山内己酉:ネムノキ苗の立枯病に就いて.日植病報 6 (2) , 180-183. 

518) 西門義一・山内己酉:ネムノキ苗木立枯病の一因としての Neocosmosρora vasinfecta の本邦に

於ける発生及び其の形態.病虫害雑 23 (10) , 744-748. 

519) 野原勇太:リゾクトニア菌によるヒノキ稚苗の菌敗病に就て(予報).御料林 93， 37-40. 

520) 沢田兼吉:台湾に発生する規那疫病に就て.台湾農事報 32 (5) , 1-21. 

521) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (40). 台湾博物学会報 26 (153) , 262-268. 

522) 瀬戸房太郎:植物病原菌類の繊維素分解の比較.日植病報 5 (4) , 308-317. 
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523) 十代田三郎:人工培養に依る腐朽の研究(第 1 報〉 建築用材の腐朽に依る重量並に強度変化比較

実験.建築学会論文集 1 (大会号)， 9-18. 

524) 十代田三郎:人工培養に依る腐朽の研究(第 2 報〉 心材と辺材の腐朽に依る重量並に強度減少率

比較実験.建築学会論文集第 2 号 10. 

525) 十代田三郎: Study of wood.rot by artificial culture. 木材保存会誌 4 (1), 1-25. 

526) 武田憲治:夜苓に関する化学的研究 11. 筏苓内容物細胞体の二三化学的構成及び主成分たるー多

糖類「パキマン」の生理的意義に関する考察 (1) ， (2). 茸類の研究 2 (1) , 1-9; 2 (2) , 45-91. 

527) 田中伊之助:霊芝(マンネンタケ〉の子実体形成に関する実験(要旨).日植病報 6 (1) , 88-89. 

528) 富樫i浩吾: A contribution to the parasitic fungus flora of Mt. Iwate, Iwate Prefecture. 盛

岡高農学術報 22, 1-61. 

529) 山本和太郎: Cercosρora.Arten aus Taiwan (Formosa) III.台湾博物学会報 26 (154) , 279-

286. 

530) 山本和太郎:台湾の木材腐朽 I.センダンの蜂禽腐.台北農林会報 1, 90-96. 

531) 山本和太郎・伊藤武夫:扇柏の抹香腐に就て.日植病報 5 (4) , 2!)3-307. 

昭和 12 年 (1937)

532) 卜蔵梅之i!iii::種苗に依て伝播する病害並に之が検査取締の現況(ー).病虫害雑 24 (2) , 91-100. 

533) 原探祐:植物病名集.病虫害雑 24 (8) , 589-592. 

534) 橋本亮:本邦産茨苓ニ子実体ノ発生ヲ見ル.植物研究雑 13 (11) , 824-829. 

535) 橋岡良夫:台湾に産する鋳菌のー珍種.植物及動物 5 (10) , 1922-1923. 

536) 橋岡良夫:雷丸菌に就て.菌類の研究 3 (1) , 9-10. 

537) 逸見武雄・赤井重恭:椎の心材褐色朽に関する研究.植物病害研究 3, 58-70. 

538) 逸見武雄・赤井重恭:椎の材質腐朽を基因するワヒダタケに就きて.植物病害研究 3, 342-346. 

539) 逸見武雄・丹羽(旧倉田)静子:桜樹の材質腐朽を基因するアラゲカハラタケに就きて.植物病害

研究 3, 336-341. 

540) 日野巌. ，夜苓ノ子実体.植物研究雑 13 (9) , 672-674. 

541) 日野 !被:霊芝と欧米産 Ganoderma lucidum との異同.植物及動物 5 (5) , 917-924. 

542) 日野厳:邦産 Chaetosþhaeria に就て.植物及動物 5 (11) , 2009-2021. 

543) 平根誠一:相思樹鋳病菌 Maravalia hyalosρora (SAW.) DIET. の寄生性に関する研究 I.仮葉

成熟度の銭菌に対する反応.台湾博物学会報 27 (163) , 69-89. 

544) 平塚直秀: Gymnosρorangium of ]apan V. 植物学雑 51 (601) , 1-8. 

545) 平塚直秀: Conc1usive summary of the positive results of the inoculation experiments with 

heteroecious species of the ]apanese rust fungi (1899-1936). 鳥取農学会報 6 (2) , 122-

134. 

546) 平塚直秀開 Miscellaneous notes on the East.Asiatic Uredinales with special reference to the 

]apanese species (1) , (11). 植物研究雑 13 (4) , 244-251; 13 (8) , 587-594. 

547) 平塚直秀:日本産「ウロミケス」属菌.植物研究雑 13 (10) , 729-747. 
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548) 平塚直秀:日本産 Pucciniastrum ， Thekoρsora 及び Calyρtosρora 3 菌属の種類に就て.植物及

動物 5 (1), 80~88. 

549) 平塚直秀:台湾で採集された鋳葱のー珍種.植物及動物 5 (11) , 2096~2097. 

550) 平塚直秀 : Cumminsiella sanguinea (PECK) ARTHUR に就て.植物及動物 5 (12), 2261~ 

2262. 

551) 平塚直秀・橋岡良夫: Uredinales collected in Formosa VI.植物学雑 51 (602) , 41~47. 

552) 広江 勇・神吉箆蔵:シヒタケ菌糸の発育に及す水素イオン濃度の影響(I) (食用茸類人工栽培

の基礎的研究 XVII 報).茸類の研究 3 (2) , 11~16. 

553) 本間ヤス: Erysiphaceae of Japan. 北大農紀要 38 (3) , 183~461. 

554) 笠井幹夫:腐朽せる木材の診断.鉄道大臣官房研究所業務研究資料 25 (4) , 1~1l. 

555) 笠井幹夫:木材の変色の種類，其の原因並びに防止.鉄道大臣官房研究所業務研究資料 25 (26) , 

1-35. 

556) 楼埼ー:鉄道枕木の腐朽を基因するホウロクタケの研究.植物病害研究 3， 268~288. 

557) 北島君三:推茸栽培と菌種(種子〉の問題.日植病報 7 (1) , 28~31. 

558) 北島君三:培養菌種に依る椎茸の人工栽培.農業及園芸 12 (4) , 1179~1187. 

559) 北島君三:赤松材の青変防止方法に就て.病虫害雑 24 (12) , 927~929. 

560) 北島君三:ブナ丸太材変色の原因を為すヱンドコニデイオフオラー及び之が発生防止に関する研究

(要旨).木材保存則 5 (1) , 1-3. 

561) 北島君三・川村実平:アカマツ材の育変防止試験(経過報告).林試葉 43， 25-30. 

562) 小林奈:ヒノキ徳利病予防に関する一考察.東京営林局報 44， 142~ 143. 

563) 小林義雄: Several luminous mycomycetes from Bonin Islands. 日本生物地理学会報 7 (1) , 

1-7. 

564) 小林義雄:ミクロネシヤ及ビ小笠原諸島ノ高等菌類研究史.植物研究雑 13 (2) , 95~ 104. 

565) 小林義雄:日本産ろくしゃうぐされ菌属 (Chlorociboria) ノ二種.植物研究雑 13 (6) , 468-

470. 

566) 小林義雄:ブ盲ルガリア菌類群ニ就テ.植物研究雑 13 (7) , 510~520. 

567) 近野英吉:竹林特にマダケ林の開花現象と其恢復策に就て.山林葉 32 (2) , 65~126; 32 (3) , 

9-14. 

568) 松田係治:植物崎形集(其四).植物研究雑 13 (1) , 38~43. 

569) 三宅勉:シツソノキの鋳病に就て.台湾の山林 138， 1~10. 

570) 永友勇: Notes on two diseases of ornamental plants caused by Cercosþora. 植物病害研

究 3， 109~114. 

571) 中野久子:台湾産の民間薬用菌草に就て.茸類の研究 3 (2) , 153~ 155. 

572) (奈良県立農事試験場] :栗胴枯病に関する調査研究.病虫害雑 24 (9) , 709-711. 

573) 西門義一・山内己酉: On Neocosmosρora vasinfecta SMITH, a causal fungus of seedlings-wilt 

of silk-tree, Albizzia julibrissin DURRAZ. 大原農研報 7 (4) , 549~556. 

制木材保干字会雑誌改題。
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574) 西門義一・山内己酉: Temperature relations to the vegetative and reproductive growth and 

the pathogenicity of Neocosmosρora vasinfecta SMITH. 大原農研報 7 (4) , 557-572. 

575) 西門義一・山内己酉:ネムノキ商立枯の一因としてのヰオコスモスポラ・パシンフエクタ菌に就て

第一報本邦に於ける発生及形態.農学研究 27， 345-355. 

576) 西門義一・山内己酉:同 上第二報発育と培養温度との関係.農学研究 27， 357-378. 

577) 西門義一・山内己酉:向 上第三報 ネムノキ苗，ワタ商等に関する病原性と環境要素，特に温

度との関係.農学研究 27, 366-378. 

578) 西門義一・樋口達雄:シヒタケ菌糸の四極性に関する研究補遺.農学研究 28, 431-439. 

579) 小川 隆:タウカヘデの新梢首乗病.日植病報 7 (2) , 125-135. 

580) 大友悌一:ヒノキ人工造林地に於ける徳利病と立地関係.東京営林局報 46, 110-116. 

581) C埼玉県立農事試験場J: 紫紋羽病に関する分担試験.病虫害雑 24 (11) , 879. 

582) C埼玉県立農事試験場J :甘藷紫紋羽病予防に関する調査.病虫害雑 24 (11) , 879-880. 

583) 関谷文彦:樹木の外科手術.東京， ii+ii+ 196. 

584) 十代田三郎:人工培養に依る腐朽の研究.建築学会論文集 4， 7-15.

585) 高木五六:朝鮮に於て新に発見されたるテウセンマツの病害.朝鮮山林会報 151, 19-24. 

586) 内田繁太郎:正法寺虎斑竹の成因.植物及動物 5 (2) , 441-445. 

587) 亘理俊次:崎形植物雑狙(其ー).植物研究雑 13 (11) , 809-824. 

588) 山口千之助:木材の腐蝕度に及ぼす蜜素化合物の影響制.北海道林業会報 35 (417) , 412-413. 

589) 山本和太郎:数種の針葉樹の腐蝕に対する抵抗性に就て(要旨).日植病報 7 (1) , 78-81. 

昭和 13 年 (1938)

590) 赤井重恭:ハゼ材の班点性白色朽を基因するカタウロコタケ類似菌に就て.日植病報 8 (1) , 71-

72. 

591) 明日山秀文:タウコ・7の Phyllosticta とアヲキの Phomoρsis. 日植病報 8 (2) , 167-169. 

592) 後藤和夫: Sclerotium roぴ'sii SACC. in perfect stage. V. Inoculation studies with natural 

strains, basidiospores, single basidiospore isolates, and some F ,-, F,' and back cross strains 

obtained by mating. 日植病報 7 (3 ・ 4) ， 203-220. 

593) 後藤和夫:完全時代に於ける Sclerotium Rolfsii 菌 VI.遺伝学的研究(要旨). 日植病報 8

(2) , 195-196. 

594) 原撰祐:所謂シヒノキの斑葉病に就て(要旨).日植病報 8 (1), 73-74. 

595) 原 摂拡:白井博士を記念する邦産菌類.植物及動物 6 (4) , 785-788. 

596) 原 摂祐:ヒトツパハギの鋳病.農業及園芸 13 (3) , 867-868. 

597) 原摂祐:邦産鋳病菌報告.農業及園芸 13 (8) , 1928-1929. 

598) 原摂祐:虎斑竹に就て.病虫害雑 25 (6)，似3-449.

599) C長谷川孝三・小川 隆J :森林病虫害区|説 病害編〔帝室林野局林業試験場) 1, 13+5 図版.

600) 日野厳: I11ustrationes fungorum bambusicolorum. 宮崎高農学術報 10, 55-64. 

制外国文献の抄録。
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601) 平根誠一:相思樹銭病菌夏胞子の発芽及発芽管の発達に及ぼす寄主仮葉汁液の効果に就て(要旨).

日植病報 8 (1) , 76-77. 

602) 平根誠一:相思樹銭病菌 Maravalia hyalosρora (SAW.) DIET. の寄生〔性〕に関する研究 II. 

夏胞子の発芽及発芽管の発達に及ぼす仮葉汁液の効果に就て(1).台湾博物学会報 28 (183) , 421 

~430. 

603) 平田幸治:白渋病菌の寄主範閉鎖観.日植病報 8 (2) , 170-178. 

604) 平塚直秀:梨の赤星病の防除に就ての 2， 3 の知見(要旨).日植病報 8 (2) , 188-189. 

605) 平塚直秀: Miscellaneous notes on the East-Asiatic Uredinales with special reference to 

the Japanese species (III) , (IV). 植物研究雑 14 (1) , 33-38; 14 (9) , 558-563. 

606) 平塚直秀:満洲国所産鋳菌に関する文献解題.植物及動物 6 (12) , 2066-2070. 

607) 平塚直秀:有用植物に寄生する鋳菌の種類.農業及園芸 13 (6) , 1461-1469. 

608) 平山重勝: Studies on the metabolism of some wood-destroying fungi. 日植病報 8 (1), 9-22. 

609) 今井三子: Studies on the Agaricaceae of Hokkaido 1 , II. 北大農紀要 43 (1) , 1-178; 43 

(2) , 179~378. 

610) 今関六也:菌類ハーバリアムの完成を期す.日植病報 8 (1) , 47-48. 

611) (石川県立農事試験場) :栗の病虫害防除試験.病虫害雑 25 (1) , 73-74. 

612) 伊藤誠哉:大日本菌類誌 2 (2)，鋳菌目 層生鋳菌科東京， 249. 

613) 伊藤誠哉・本間ヤス: Notae mycologicel Asiae Orientalis. III.札幌博物学会報 15 (3) , 113~ 

128. 

614) 笠井幹夫:タイヤの古チューブ利用の柵杭の防腐法制.病虫害雑 25 (12) , 883-889. 

()15) 木村劫ニ: Fusicoccum 属菌による桜樹の萎凋病に就いて(要旨).日植病報 8 (1), 74~76. 

616) 北島君三:アカ 7 ツ材の含有湿度と青変との関係.林試案 45 , 1~10. 

617) 北島君三:各種針葉樹辺材の耐朽性に就て.林試糞 46, 1-10. 

618) 北島君三:各種ヒパ材の耐朽力試験.林試案 46， 11~20. 

619) 北島君三:培養菌種に就いて.山林 670， 35-40. 

620) 北島君三・川村実平:竹製品の防菌に関する実験(第二回報告).林試集 45， 11~19. 

621) 小林義雄:しままんねんたけ九州ニ産ス.植物研究雑 14 (7) , 489. 

622) 近野英吉:竹林の開花現象と其依復策.日林誌 20 (1) , 1~9. 

623) 河野広道:エゾマツ，アカエゾマツの立枯とキクヒムシ類及び青変菌との関係ートドマツ， エゾマ

ツ類の害虫調査報告第 9 報 .北海道林業会報 36 (6) (426) , 231~242_ 

624) 松田孫治:植物崎形集(其五)， (其六).植物研究雑 14 (2) , 137~140; 14 (10) ，~684~69L 

625) 松村義敏:帯化植物小目録.植物研究雑 14 (4) , 274-279. 

626) 中島友輔・中川九一:和梨赤星病に関する研究(第 1 報).朝鮮農試葉 10 (3) , 21O~219. 

627) (奈良県立農事試験場) :梨赤星病発生時期に関する調査.病虫害雑 25 (1), 69. 

628) C奈良県立農事試験場) :栗lIIo.j枯病に関する調査研究.病虫害雑 25 (9) , 715~716. 

629) 西門義一:シヒタケの性並に其品種改良.日本学術協会報 13 (2) , 247~250. 

制外国文献の紹介。
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630) 西門義一・樋口達雄:二三重要食用菌類の純粋培養菌糸の生存期間と温度との関係.農学研究 29. 

371~379. 

631) 西門義一・木村劫二:桜樹の萎凋病に就いて.農学研究 30，必4~467.

632) 卜代田三郎:菌種別に依る木材腐桁の実験的研究.建築学会論文集(大会号) 9, 11~16. 

633) 卜代田三郎:含水率を異にする杉材の 3 ヶ月人工腐朽に依る重量並に強度減少率比較実験.建築学

会論文集 11, 1~5. 

634) 十代田三郎:木造建築の腐朽に就て.木材保存 6 (2) , 41~48 ・ 1......2.

昭和 14 年 (1939)

635) 赤井重恭: Exobasidium 属菌の侵害を蒙れる山茶花肥大葉の病態組織に就きて.日植病報 9 (2) , 

61~68. 

636) 赤井重恭:もち病菌ニ因ル椿肥大芽ノ解剖j学的研究.植物学雑 53 (627) , 118......125. 

637) 赤井重恭:かしをしみ(ねぢき〉ノ餅病肥大新梢病態解剖ニ就キテ.植物研究雑 15 (8) , 484 ...... 

488. 

638) 青柳寅雄:栗胴枯病菌の発育並に感染性に及ぼす単寧酸の影響.病虫害雑 26 (3) , 180......185. 

639) 明日山秀文・小林義雄・今関六也:朝比奈泰彦監修日本隠花植物図鑑.東京， i+992+ILV. 

640) 茅野一男:木材腐朽と防腐に関する一知見 (1) ， (2). 御料林 128, 52......68; 129, 28......42. 

641) 浜田稔: Studien �er die Mykorrhiza von Galeola septentrionalis REICHB. f.-Ein neuer 

FaIl der Mykorrhiza.Bildung durch intraradicale Rhizomorpha. 日本植物学輯報 10 (1 ・ 2) ，

151~211. 

642) 原 摂祐:スズタケの銭病菌 Puccinia sasaecola HARA の生活環に就て.纏物及動物 7 (9) , 

1618......1620. 

643) (長谷川孝三・小川 隆) :森林病虫害図説病害編(帝室林野林試) 2, 11+5 図版.

644) 服部定一・田村 隆:木材腐朽菌の発育に及ぼす電気の影響.日植病報 9 (4) , 211......222. 

645) 服部定一・田村 隆:木材腐朽菌の発育に及ぼす電気の影響.鉄道大臣官房研究所業務研究資料

27 (19) , 1......9. 

646) 逸見武雄・池屋重吉: i筒葉樹材の腐桁を基因するオホチリメンタケの研究. 日植病報 9 (1) , 1 ...... 

15. 

647) 逸見武雄・赤井重恭:ベツコウタケの樹病学的研究.日植病報 9 (4) , 199......210. 

648) 日野巌:邦産 Cicinnobella 菌に就て.植物及動物 7 (8) , 1395......1397. 

649) 平根誠一:相思樹鋳病菌 Maravalia hyalos戸ora (SAWA.) DIET. の寄生性に関する研究 II. 夏

胞子の発芽及発芽管の発達に及ぼす仮葉汁液の効果に就て (2). 台湾博物学会報 29 (184 ・ 185) ，

13......21. 

650) 平塚直秀:露西亜菌類嚢 (1895......99) ニ発表サレタル東亜産鋳菌類(其-)， (其二). 植物研究雑

15 (3) , 167,......177; 15 (5) , 319......333. 

651) 平塚直秀: MisceIlaneous notes on the East-Asiatic Uredinales with special reference to the 

Japanese species (V) , (VI). 植物研究雑 15 (7) , 433......439; 15 (10) , 621......627. 
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652) 平塚直秀:松ノ“木痩"ヲ利用シタ「パイプJ. 植物研究雑 15 (10) , 662. 

653) 平塚直秀: Uredinales coUected in Korea III.鳥取農学会報 6 (3) , 185-190. 

654) 平塚直秀:日本産「ギムノスポランギウム」属菌の種類.植物及動物 7 (4) , 743-749. 

655) 広江勇・神吉寵蔵:乙ヒタケ菌の品種に就て.食用茸類人工栽培の基礎的研究 第 XVIII 報.

茸類の研究 4 (1) , 4-5. 

656) 市川親交:癒病の化学的研究.植物及動物 7 (3) , 610-613. 

657) 今関六也:日本産マンヰンタケ属.東京科学博物館研報 1, 29-52. 

658) 今関六也:日本産輩類考察(其ー)， (其二)さるのこしかけ科， (其三)硬質， 多年生うろこたけ

ノ数種.植物研究雑 15 (5) , 301-309; 15 (7) , 440-449; 15 (9) , 578-588. 

659) 伊藤誠哉・今井三子: Fungi of the Bonin Islands III.札幌博物学会報 16 (1) , 9-20. 

659勺徐己得:竹の開花に就て.朝鮮山林会報 170， 59-61. 

660) 亀井専次:椴松茎幹枯死のー原因.札幌農林会報 31 (153) , 386. 

661) 笠井幹夫:附の変色菌としての Graphium rubrum RUMB. 日植病報 8 (4) , 327-330. 

662) 木村一雄:広葉杉の葉振病に就て.台湾山林会報 52, 12-13. 

663) 北烏君三:アカマツ丸太材の青変防止試験.林試案 47, 1-29. 

664) 北島君三:ナメコの人工栽培に関する基礎的実験.林試集 47, 31-52. 

665) 北島君三: ["しひたけ」と「なめこ」の人工栽培.農業及園芸 14 (4) , 1101-1110. 

666) 北島君三:各種針葉樹材の耐朽性に就て.病虫害雑 26 (4) , 233-239. 

667) 黒沢英一:日本産癒痴病菌に就て(要旨).日植病報 9 (2) , 129-133. 

668) 松田孫治:植物崎形集〈其七)， (其八)， (其九).植物研究雑 15 (3) , 152-163; 15 (8) , 495-

503; 15 (9) , 566-571. 

669) 松村義敏:崎形植物集報 CIXJ ， CXJ. 植物及動物 7 (2) , 440-必4; 7 (7) , 1306-1309. 

670) 内藤中人:満洲に於て今後警戒を要する梨腐欄病に就いて (附〉ポプラ類の胴枯病に就いて.農業

の満洲 11 (9) , 703-707. 

671) 中島友輔・中川九ー:和梨赤尿病に関する研究(第二報 完).朝鮮農試案 10 (4) , 245-254. 

672) 西門義一:培養種菌による改良椎茸栽培法.農学研究 31 , 393-405. 

673) 西門義一・木村劫二・宮脇雪夫:マサキの褐紋病に就て.農学研究 31, 349-367. 

674) 西門義一・木村劫二・宮脇雪夫:ボケの葉を侵害する褐斑病菌他ー菌に就て.農学研究 31, 369-

377. 

675) 温水竹則:浄日揮実験林菌類(担子菌類)調査.実験林時報(満洲国林野局) 1, 28-39. 

676) 斎藤雄一:ヒノキのナラタケ病に就て.御料林 134, 48-54. 

677) 十代田三郎:自然温度に於て人工培養に依る木材腐朽の研究.建築学会論文集 12, 1-6. 

678) 十代田三郎:木材の腐朽に依る重量減少と強度減少との関係に就て.建築学会論文集 13, 1-7. 

679) 十代田三郎:建築用木材の腐朽度と耐朽度.建築学会論文集 14, 1-7. 

680) 十代田三郎:菌種別に依る木材腐朽の実験的研究(第 2 報).建築学会論文集 15, 1-10. 

681) 十代田三郎:木材腐朽の原因及腐朽菌の繁殖条件.建築雑誌 昭和 14 年 3 月号， 362-373. 

682) 十代田三郎:木造建築の一般防腐構造法.建築雑誌 昭和 14 年 6 月号， 789-802. 
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683) 十代田三郎:木造建築の腐桁実例調査報告.建築雑誌 昭和 14 年 10 月号， 1201-1210. 

684) 十代田三郎:木材の腐朽に関する研究(続報).木材保存 7 (2) , 55-63. 

685) 高木五六:瞥戒を要するこ，三の病害虫.朝鮮山林会報 175, 26-27. 

686) 立石 砦:翠果の苗木と根頭癌腫病及毛根病の発病に就て.日植病報 9 (3) , 181-183. 

687) 遠山富太郎:俸太原生林に於るエゾトドの腐朽に就て.日林講(昭和 14 年度)， 603-608. 

688) 矢沢亀吉:樺太に於けるトドマツ・エ、ノマツ材の育変に就いて.樺太山林会報 43, 15-24. 

689) 吉川宥恭:エゾマツ矯種苗越年の枯損に就て.北海道林業会報 320, 513-517. 

昭和 15 年 (1940)

690) 赤井重恭:種名未定の Exobasidium 属菌に図る倦の健病葉柄及び葉の病態組織に就きて.日植病

報 10 (2 ・ 3) ， 104-109. 

691) 赤井重恭: Studies on the pathological anatomy of the hypertrophied buds of Camellia 

jaρonica caused by Exobasidium Camelliae (Abstふ日本植物学輯報 10 ， 31. 

692) 赤井重恭:エノキタケの子実体形成に及ぼす光線の影響.植物及動物 8 (4) , 687-693. 

693) 遠藤茂:庭木と草花の病害.東京， iii + xii + 386. 

694) 浜田総: Physiologisch.morphologische Studien �er Armillaria mellea (VAHL.) Qu企L. ，

mit besonderer R�ksicht auf die Oxals舫rebildung. Ein Nachtrag zur Mykorrhiza von 

Galeola seρtentrionalis REICHB. f. 日本植物学輯報 10 (4) , 387-463. 

695) (長谷川孝三・小川 隆J: 森林病虫害図説病害編(帝室林野林試) 3, 9+4 図版.

696) 服部静夫・木下三郎:さくらノ天狗巣病菌 TaPhrina cerasi ノ作用物質ニツイテ(予報).植物学

雑 54 (638) , 58-63. 

697) 逸見武雄:植物病学の諸問題.東京， vi+viii+xiv+479+vi+v. 

698) 逸見武雄・池屋重吉: Studies on Lenzites gibbosa (PRES.) HEMMI , n. comb. causing wood. 

rot of deciduous trees (Abstふ日本植物学棋報 10 (4) , 40. 

699) 日高醇: Note on a new spotted bamboo “ Yôraku.montiku" caused by Lembosia 

tikusiensis n. sp. 日植病報 10 (2 ・ 3) ， 150-153. 

700) 日野巌:斑竹ニ関スル研究 1.斑竹名葉考.宮崎高農学術報 11, 1-53. 

701) 日野厳・遠藤茂:菌核病菌を侵す Trichoderma 菌に就て.日植病報 10 (2 ・ 3) ， 231-241. 

702) 平根誠一:相怒樹鋳病菌 Maravalia hyalospora (SAW.) DIET. の寄生性に関する研究 III.夏

胞子の感染に対し抵抗性を異にする仮葉各部の細胞学的研究.日植病報 10 (2 ・ 3) ， 171-185. 

703) 平塚直秀: Materials for a rust-flora of Riukiu Islands. 1 , II. 植物学雑 54 (641) , 157-166; 

54 (646) , 373-377. 

704) 平塚直秀: Uredinales coUected in Korea IV. 植物学雑 54 (647) , 427-432. 

705) 平塚直秀 A new species of Pucciniastrum on Acer rufinerve. 日植病報 10 (2 ・ 3) ， 154-155. 

706) 平塚直秀 Additional notes on Uredinales of Shikoku. 植物研究雑 16 (6) , 327-329. 

707) 平塚直秀: Miscellaneous notes on the East鳴Asiatic Uredinales with special reference to 

the Japanese species. (VII). 植物研究雑 16 (10) , 613-617. 
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708) 平塚直秀: Materials for a rust.fiora of Kiushu. 札幌博物学会報 16 (3) , 139~146. 

709) 平塚直秀: Studies on Uromyces Lesþedezae.ρrocumbentis in ]apan. 鳥取農学会報 7, 63-

79. 

710) 平塚直秀・野見山光義:天然紀念物「古処山ツゲ原始林」内のツゲ類に寄生する鋳菌の 1 種に就て.

植物及動物 8 (6) , 1063. 

711) 平塚直秀・平良芳久:琉球沖縄島に於て発見されたる鋳菌の 1 珍種.植物及動物 8 (10) , 1641-

1642. 

712) 今関六也:日本産的押zenochaete 属の研究.東京科学博物館研報 2， 1~22. 

713) 今関六也: Studies in Ganoderma of Nippon (Abst). 日本植物学輯報 10 (4) , 4L 

714) 今関六也:日本産菌輩類考察(其四)， (其五〉数種ノ褐色さるのこしかけニ就テ.植物研究雑 16 

(5) , 264~272; 16 (10) , 583~59L 

715) 今関六也:輩類報知(ー).茸類の研究 4 (2) , 12-14. 

716) 伊藤一雄: ì闇葉樹根株部腐朽の原因をなすべツコウタケに就て.日林誌 22 (3) , 126~140. 

717) 伊藤一雄:材質腐朽菌類の繊維素溶解に就て.日林誌 22 (5) , 263~274. 

718) 伊藤誠哉・今井三子: Fungi of the Bonin Islands IV , V. 札幌博物学会報 16 (2) , 45-56; 16 

(3) , 120~138. 

719) 伊藤誠哉・赤塚耕三:満洲憾の叉枯病.札幌農林会報 32 (157) , 55~62. 

720) 亀井専次: Studies on the cultural experiments of the fern rusts of Abies in Japan. 北大農

紀要 47 (1), 1~9L 

721) 亀井専次: Studies on the cultural experiments of the fern rusts of Abies in ]apan 11.北

大農紀要 47 (2) , 93~19L 

722) 笠井幹夫:鉄道防雪林に於けるヒノキの漏脂病とエゾマツの雪腐病.鉄道大臣官房研究所業務研究

資料 28 (9) , h7. 

723) 勝叉 要:栗のダイメヤウキクヒムシ並に胴枯病の駆除予防に就て.病虫害雑 27 (3) , 194-199. 

724) 河村栄吉: Gymnos，ρorangium Haraeanum SYD. に関する研究(第 1 報〕 本菌のヘテロタリズ

ム.日植病報 10 (2 ・ 3) ， 84~92. 

725) 北島君三:各種ヒバ材の耐朽性に就て.日植病報 10 (1), 36-41. 

726) 北島君三:赤松材の青変防止.山林 695， 40~44. 

727) 北島君三:菌類と林業との諸問題.植物及動物 8 (1), 210~214. 

728) 小林義雄:樺ノ癌腫体ニ就テ.植物研究雑 16 (11)，槌4~688.

729) 倉田益二郎:桐の矯種に関する基礎的研究(其ー).種子に就て.日林誌 22 (10) , 586~59L 

730) 松田係治:植物崎形集(其卜)， (其十一).植物研究雑 16 (5) , 297-304; 16 (9) , 546~550. 

731) 松井清:色素の性質と木材腐朽菌に対する毒性試験.木材保存 8 (2) , 56~65. 

732) 松村義敏:帯化植物其後ノ物色.植物研究雑 16 (2) , 112~114. 

733) 松村義敏: I崎形植物集報 (XI). 植物及動物 8 (4) , 759~76L 

734) 内藤中人: Studies on septorioses of plants VII. New or noteworthy species of Seρtoria 

found in ]apan. 京大農紀要 47, 31~43. 
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735) 内藤中人: Notes on some new or noteworthy fungi of Japan. 京大農紀要 47, 45-52. 

736) 西門義一:植物病原菌の性に関する管見.植物及動物 8 (1), 167-172. 

737) 西門義一:製紙用木材パルプの変質並に貯蔵に関する研究制.病虫害雑 27 (4) , 290-295. 

738) 温水竹則:食用菌輩調査報告.実験林時報(満洲国林野局) 2 (1), 35-44. 

739) 温水竹則:テウセンマツ〈紅松〕生立木の心材腐朽に関する調査. 実験林時報(満洲国林野局〉

2 (1), 45-47. 

740) 温水竹則:食用菌草増殖に関する実験報告(其ー).実験林時報〔満洲国林野局) 2 (2) , 166-

181. 

741) 小川隆: GraPhiotheciurn Kusanoi sp. nov. に因るツバキの斑点病(予報). 日植病報 10

(2 ・ 3) ， 271-279. 

742) 十代田三郎:防腐処理木材の耐朽比に就て.建築学会論文集 17, 171-176. 

743) 田中祐一:エゾマツ， トドマツ原生林に於ける腐朽倒木上の前生稚樹.棒太山林会報 47, 37-

45. 

744) 富樫浩吾:枝の切方と癒合組織の形成(-)， (二).病虫害雑 27 (1), 52-57; 27 (2) , 98-107. 

745) 山本和太郎: Formosan Meliolineae 1 , 11. 台湾博物学会報 30 (200-201) , 148-158; 30 (206 

-207), 414-425. 

746) 矢沢亀吉:樺太に於けるトドマツ，エゾマツ風倒並に虫害枯損木の腐朽と其腐朽菌類に就いて.樺

太山林会報 47， 6-36.

昭和 16 年 (1941)

747) 赤井重恭:ハゼ材の斑点性白色朽を基因するーウロコタケ属菌の研究. 日植病報 10 (4) , 343-

344. 

748) 原摂祐:病害雑録.病虫害雑 28 (4) , 237-240. 

749) 逸見武雄・赤井重恭・大野文夫: ]傑朽に対する掬材の比較抵抗力に関する一研究. 日植病報 10 

(4) , 3ゆ4-316.

750) 逸見武雄・赤井重恭・大野文夫:各種木材腐朽菌類の掬材侵害力の比較(要旨). 日植病報 10 

(4) , 344-345. 

751) 平塚直秀: Materials for a rust.flora of Formosa. 植物学雑 55 (654)，部7-273.

752) 平塚直秀: Materials for a rust.flora of Manchoukuo. 1. 札幌博物学会報 16 (4) , 193-208. 

753) 平塚直秀: Uredinales of Okinawa Island (Contributions ωthe rust. flora of Eastern Asia 

111). 札幌博物学会報 17 (1) , 16-39. 

754) 平塚直秀:梨赤星病に関する研究.鳥取農学会報 8 (1) , 11-53. 

755) 平塚直秀:鳥取高農構内に於て採集されたる鋳菌類.鳥取農学会報 8 (1) , 111-116. 

756) 広江勇・橋本一広:ツキヨタケに関する研究(第 1 報).鳥取農学会報 8 (1) , 1-10. 

757) 今井三子: Studia Agaricacearum Japonicarum. 11. 植物学雑 40 (658)，斜4-451.

758) 今関六也:南洋群島産高等菌類資料ω 植物研究雑 17 (3) , 175-184. 

制外国文献紹介。
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759) 伊藤一雄:澗葉樹根株部腐朽の原因をなすべツコウタケの研究.林試報 37, 1~36. 

760) 伊藤一雄:椎茸，ナメコ及榎茸菌糸の生存期間と低温度との関係に就て.林試実 50， 68~84. 

761) 伊藤一雄: rマヒタヶ」に関する二，三の研究.日林誌 23 (10) , 562~574， 23 (11) , 593~610. 

762) 亀井専次:えぞまつ類雪腐病文献摘録.北海道林業会報 39 (452) , 2~8. 

763) 亀井専次:椴松胴枯病と其接種試験に就て(要旨).日植病報 11 (1) , 53~54. 

764) 河村栄吉: Gymnosρo叩ngium Ha1"aeanum SYD. に関する研究. (第 2 報〕 昆虫による本菌精子

の伝達.日植病報 10 (4) , 297~303. 

765) 河村栄吉:帽菌の性に関する研究.九大農学芸雑 9 (3) , 337~382. 

766) 北島君三:アカマツ板材の防菌試験.林試案 51, 29~41. 

767) 北島君三:ヒバ飛腐被害部進展試験.林試案 51, 43~47. 

768) 小出良吉:“枝打に関する研究" (第四報〉校の枯稿経過とその腐朽落下に就て. 日林誌 23 (7) , 

363~379. 

769) 河野広道:トドマツの煤病と昆虫との関係.応用動物学雑 13 (3 ・ 4) ， 172. 

770) 倉田益二郎:桐の播種に関する基礎的研究(其ニ〕 予備調査試験.日林誌 23 (2) , 56~59. 

771) 松田孫治:ポプラの異常葉 3 型.科学 11 (12) , 516. 

772) 松田孫治:マンシウクロマツの異常盤花.植物及動物 9 (10) , 375~376. 

773) 松井清:水素「イオン」濃度の変化に依る木材腐朽菌の発育状態に関する試験並に腐朽菌の発育

曲線に就いて.日林誌 23 (9) , 499~509. 

774) 松井清:腐朽菌による木材腐朽の原因に関する研究(中間報告).木材保存 9 (3) , 107~114. 

775) 松井清:各種腐朽菌の松，杉，桜の鋸屑に依る高層培養発育試験.木材保存 9 (1), 31~36. 

776) 松村義敏:崎形植物集報 (XIII). 植物及動物 9 (11) , 480~481. 

777) 松島盛大:釧路地方御料林に於ける針葉樹立枯被害及び其の施業対策に就て. 日林講(昭和 15 年

度春季) 530~537. 

778) 松島盛大:釧路地方御料林に於ける針葉樹立枯被害及其の施業対策.御料林 152, 19~33. 

779) 西門義一: On the heterothallism of phytopathogenic fungi. 大原農研報 8 (4) , 477~488. 

780) 西門義一:椎茸増殖に関する基礎的研究 第三報 椎茸楕木を侵害する二三主要害菌の防除に就い

て.大阪営林局 1~1O. 

781) 西門義一・宮脇雪夫:ボケの葉を侵害する菌類に関する続報.農学研究 32， 461~466. 

782) 温水竹則:熱河五寵山(霧霊山)の菌輩類.実験林時報(満洲国林野局) 3 (1) , 76~78. 

783) 温水竹則:帝嶺実験林菌類(輩類〕調査.実験林時報(満洲国林野局) 3 (2) , 197 ~205. 

784) 大野文夫:ニクウスパタケ Iゆex consors BERK. のニ，三生理的性質に就きて.日林講(昭和 15

年度春季) 538~543. 

785) 十代田三郎:竹の素材と防腐処理材との耐腐朽度比較実験報告.建築学会論文集 21 (大会号)，

169~174. 

786) 十代田三郎:我国に於ける木造建築の変遷と腐朽 (1) ， (2). 工業雑誌機械と材料 968, 1~8; 969 , 

1~9. 

787) 山本和太郎! Formosan MeIioIineae. III, IV , V , VI. 台湾博物学会報 31 (208) , 14~30; 31 
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(209) , 47 ~60; 31 (210) , 125~137; 31 (211) , 216~231. 

788) 山本和太郎: Perisporiaceae 煤病菌の寄生並に腐生(1 ).熱帯農学 13 (4) , 307~313. 

789) 山内俊枝:被害徴候に基く森林病虫害の識別法.御料林 161, 1~12. 

790) 矢沢亀吉:エゾマツ腐朽材の機械的性質に就いて.日林誌 23 (6) , 333~342. 

791) 矢沢亀吉:トド7 ツ，エゾマツ風倒木の耐朽性，腐朽菌及含水率に就いて.日林誌 23 (7) , 396~ 

407. 

昭和 17 年 (1942)

792) 後藤和夫: Brown spot disease of Hibiscus syriacus caused by Corynesρora Hibisci nov. sp. 

日植病報 12 (1) , 14~23. 

793) 原娯祐:鋳病菌と竹類諸属.自然科学と博物館 13 (1), 25~28. 

794) 原田 泰・柳沢聡雄:雪腐病防除試験に就いて(エゾ7 ツ苗木の雪害に関する調査研究 第一報).

帝室林野北海道林試集 2, 1~26. 

795) C長谷川孝三・小川 隆J: 森林病虫害図説病害編(帝室林野東京林試) 4, 7+4 図版.

796) 逸見武雄:満洲国及び北支に於ける公園樹と街路樹の二，三病害に就きて. 教育農業 11 (11) , 

1255~1267. 

797) 逸見武雄: Cercosρora 属菌に因る北支那の植物病害に就て(予報).医学と生物学 1 (10) , 494~ 

498. 

798) 逸見武雄:満洲及び北支に於ける果樹の二，三病害に就きて.病虫害雑 29 (1), 1~6; 29 (2) , 66 

~71. 

799) 平塚直秀: Uredinales collected in Korea. V. 植物学雑 56 (661) , 53~61. 

800) 平塚直秀: Notae Uredinologiae Asiae Orientalis, 1. 植物学雑 56 (668) , 374~382. 

801) 平塚直秀:南支那銃菌考.植物研究雑 18 (10) , 563~572. 

802) 平塚直秀: Materials for a rust-flora of Manchoukuo. 11. 札幌博物学会報 17 (2) , 77~81. 

803) 平塚直秀:鋳菌類の外来種に就て.札幌農林会報 35 (2) , 49~57. 

804) 平塚直秀: ì'l'縄島銭菌「フロラ」に就て.植物及動物 10 (1), 9~14. 

805) 姻岡邦典・海藤精一郎:強化木及積層材の理化学的研究 第 2 報其の腐朽性に就て.日林誌 24

(12) , 631~634. 

806) 今井三子: Caeoma Abietis-Mayrianae n. sp. によるトドマツ苗木の被害とその病原菌の生活史

〔要旨).日植病報 12 (1), 68~69. 

807) 今井三子:樹病学概説(ー)， (二).北海道林業会報 40 (458) , 1~7; 40 (459) , 67~72. 

808) C井上元則J :実用森林生物被害防除提要(虫害，菌害，鳥害，獣害編).札幌，本文 262.

809) 岩田古人・細田禎一:ヤシヤブシ及ヒメヤシヤブシ苗木の大粒白絹病に就て(ー)， (二).病虫害雑

29 (5) , 240~242; 29 (6) , 271~276. 

810) 亀井専次:椴松腐朽新知見.日植病報 12 (1) , 69. 

811) 川村清一:霊芝の学名に就て.植物及動物 10 (5) , 464~468. 

812) 北島君三:本邦産木材耐朽比較試験.林試報 38, 53~61. 
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813) 北島君三:枕木の腐朽並に腐朽菌に就て(北支鉄道枕木腐朽状態調査報告第一編).華北交通株式会

社 1-71.

814) 北島君三:北支方面に於ける鉄路枕木の腐朽.木材保存 10 (3) , 98-103. 

815) 小林義雄: On the genus Auricularia from Eastern Asia (Fungorum ordinis Tremellarium 

studia monographica V). 満洲中央博物館論叢 4, 19-35. 

716) 倉田益二郎:桐の燐種に関する基礎的研究(其五〉 稚苗の菌害.日林誌 24 (6) , 315-322. 

817) 松井清:水素「イオン」濃度の変化に依る木材腐朽菌の発育状態に関する試験並に腐朽菌の発育

率曲線に就いて(其二).日林誌 24 (1) , 20-30. 

818) 松村義敏:崎形植物の集報 [XIVJ. 植物及動物 10 (6) , 587-588. 

818') 三島 慾:傑太のトドマツ，エゾマツ天然林に於ける林木の枯損に就て. 日林誌 24 (3) , 138-

143. 

819) 三好東一:曹達木材「パルプ」の腐敗に関する研究.帝室林野林試報 4 (2) , 1-36. 

820) 中村忠雄:枕木の腐朽状態に就て(北支鉄道枕木腐朽状態調査報告書第二編). 華北交通株式会社

72-101. 

821) 西門義一・三橋 健:椎茸栂木の害菌に関する研究(第一報〉ウロコタケ属菌数種に就て. 日植病

報 12 (1) , 78-79. 

822) 西門義一・木村部J二・宮脇雪夫:械樹の粗皮病.農学研究 34, 365-376. 

822') 西門義一・木村部J二・宮脇雪夫: Studies on the e任ect of kinds of tree in culture medium 

upon the growth of Cortinellus Berkeleyanus. 1. The mycelial growth in pure culture on 

the sawdust medium prepared of various kinds of tree. 大原農研報 9 (1) , 39-60. 

823) 西門義一・三橋健・中山隆夫: Illustrations and descriptions of fungi injurious to the culture 

of Siitake mushroom 1. 大原農研報 9 (1) , 61-70. 

824) 西門義一・宮脇雪夫:ギンモクセイの褐斑病に就いて.農学研究 33, 445-453. 

825) 西門義一・宮脇雪夫:椎茸楠木を侵害する二三主要害菌の防除について.農学研究 33， 455-464. 

826) 西門義一・宮脇雪夫:ヒメヤシヤブシの褐斑病菌に就きて.農学研究 34, 349-356. 

827) 西門義一・宮脇雪夫:械樹萎凋病.農学研究 34, 357-364. 

828) 西門義一・三橋 健・中山隆夫:椎茸楠木の害菌類図説(第一報).農学研究 34， 446-460. 大阪

営林局局報附録 1-15. 

829) 小倉武夫:ブナ材の偽心に就て.北海道林業会報 40 (459) , 50-66. 

830) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (42) ， (45) , (46) , (48) , (49). 台湾博物学会報 32 (220) , 21-30; 32 

(224) , 211-229; 32 (225) , 247-251; 32 (230) , 336-340; 32 (231) , 368-372. 

831) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告 第七編.台湾総督府農試報 83， 1-70. 

832) 沢田兼吉:台湾の菌類 (1) ， (II). 台湾農事報 38 (9) , 693-703; 38 (10) , 774-782. 

833) 十代田三郎:南洋木材の耐腐朽度に関する実験的研究.建築雑誌 25 (大会論文集)， 197-204. 

834) 栃内吉彦:木材腐蝕菌数種間に於ける嫌触現象に就て.病虫害雑 29 (1) , 10-17. 

835) 栃内吉彦:東亜に於けるゴム樹 (Hevea brasiliensis) の病害発1 [1J , [2J , [3J , [4J , [5J. 農業及園

長l 文献による総説。
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芸 17 (6) , 727~731; 17 (7) , 865~870; 17 (8) , 985~990; 17 (9) , 1133~1138; 17 (10) , 1252 

~1258. 

836) 富樫浩吾: New species of parasitic fungi III.札幌博物学会報 17 (2) , 96~101. 

837) 富樫浩吾・川村正二:岩手県に於ける栽培植物病害の基礎的調査第一報(昭和 16 年度).岩手県農

試集 8, 1~28. 

838) 山本和太郎: Perisporiaceae 煤病菌の寄生並に腐生 (2). 熱帯農学 14, 30~41. 

839) 山本和太郎:黒色天驚紋状煤病菌の数種に就て.熱帯農学 14, 92-107. 

昭和 18 年(1943)

840) 赤井重恭:つつじ類ノ花部萎倒ヲ基因スル菌核病菌分生胞子ノ花鱒侵入ニ就キテ.植物研究雑 19 

(12) , 400~404. 

841) 赤井重恭 :i鄭燭類の花を侵害する菌核病菌菌核の形態に就て.植物及動物 11 (9) , 7l0~712. 

842) 赤井重恭: 2, 3 サクラ属植物の葉に於ける穿孔性病害の解剖に就て.植物及動物 11 (10) , 789~ 

792. 

843) 逸見武雄:朝鮮森林植物病原菌類の研究.植物分類地理 13, 33-44. 

844) 逸見武雄・大野文夫:木材腐桁菌コパノウスパタケの研究.植物及動物 11 (4) , 291~296. 

845) 日野巌:やまうばのかみのけニ就テ.宮崎高農学術報 13, 53-62. 

846) 平塚直秀: Notae Uredinologiae Asiae Orientalis. II.植物学雑 57 (680) , 279-284. 

847) 平塚直秀:中園地方山地帯所産層生鋳菌科の種類.植物分類地理 13, 56~74. 

848) 平塚直秀:台湾鋳菌類誌(東亜鋳菌フロラに関する研究 IV). 鳥取高農学術報 7 (1) , 1~90. 

849) 堀岡邦典:強化木及積層材の耐腐性並に耐火性に就て.木材保存 11 (2) , 46-53. 

850) 今関六也:日本産サルノコシカケ科の諸属.東京科学博物館研報 6, 1~11 1. 

851) 今関六也:まひたけ属 Grifola S. F. GRA Y 東亜産さるのこしかけ科(其ー).植物研究雑 19 

(12), 381~390. 

852) 伊藤誠哉・村山大記: Notae Mycologicae Asiae Orientalis. IV. 札幌博物学会報 17 (3 ・ 4) ， 160 

-172. 

853) 北島君三・永井行夫:桐樹病害防除試験(第 2 報〉 腐欄病害部の手術方法に関する試験. 服部報

公会研報 10, 353-355. 

854) 倉田益二郎:桐の耐病性品種.日林誌 25 (11) , 568. 

855) 永井行夫:カシ類の擬心材に関する研究 ( 1 ) 擬心材の耐朽性.林試奨 54, 45-55. 

856) 西門義一:新見営林署部内幼令林造林地の扇柏，杉及び松の枯損に関する調査報告.大阪営林局報

58, 5~12. 

857) 西門義一:山崎営林署部内幼令造林地のヒノキの葉振ひ病に関する調査報告.大阪営林局報 61 , 1 

-3. 

858) 西門義一・宮脇雪夫: On the relation of temperature and light to the development of sporo. 

phores in Cortinellus Berkeleyanus. 大原農研報 9 (2) , 230-237. 

859) 西門義一・三橋健・中山隆夫: Illustrations and descriptions of fungi injurious to the 
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cultures of Siitake mushroom. II. 大原農研報 9 (2) , 252-258. 

860) 温水竹則:食用菌草増殖に関する実験報告(其の二).実験林時報(満洲国林野局) 5 (1), 98-

106. 

861) 大西英郎:南方材の耐久性剥.木材保存 11 (1), 26-38. 

862) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告 第八編.台湾総督農試報 85， 1-130. 

863) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告.第九編.台湾総督農試報 86, 1-178. 

864) 沢田兼吉:台湾菌類資料 (50) , (51) , (52). 台湾博物学会報 33 (232) , 6-10; 33 (233) , 30-

34; 33 (235) , 96-100. 

865) 沢田兼吉:台湾の菌類(三).台北農林学会報 7 (1) , 23-43. 

866) 沢田兼吉:台湾の菌類 (4). 台中農林会報 7 (2) , 108-128. 

867) 高木五六:コノテガシハの葉枯病(仮称〕に就て(予報).朝鮮山林会報 213, 9-12. 

868) 矢沢亀吉:トドマツ.エゾマツ枯損木の腐朽及該材の機械的性質に関する研究.棒太中央試験所報

22，第 2 類(林業) 14, 1-185+ 101. 

昭和 19 年 (1944)

869) 赤井重恭:植物菌痩の研究.東京， ii+82. 

870) [長谷川孝三・小川 隆J: 森林病虫害図説病害編(帝室林野東京林試) 5, 8+4 図版.

871) 日高 醇:長野県下伊那郡大島村に於ける梨赤星病の大発生に就て.農業及園芸 19 (10) , 944. 

872) 平塚直秀:日本列島層生鋳菌科誌(東亜鋳菌「フロラ」に関する研究 V). 鳥取農専学術報 7 

(2) , 91-273. 

873) 今関六也:しはいたけ Hirschioporus DONK 東亜産さるのこしかけ科(其二).植物研究雑 20 

(5) , 276-280; 20 (6 ・ 7) ， 282-289. 

874) 伊藤一雄:材質腐桁菌の一種ベツコウタケのヘテロタリズムに就て.日林誌 26 (6) , 185-191. 

875) 伊藤一雄:紫紋羽病に関する研究 III. 病原菌の担胞子よりの分離に就て(予報). 日林誌 26 

(7) , 211-214. 

876) 笠井幹夫・田村 隆:木材の耐久.東京， ii+vii+604+Liv+xxix. 

877) 北村義重:野幌国有林産材の腐朽性に就て.北海道林試木材利用試験集 2, 1-14 (謄写原11).

878) 北島君三・平間推男:秩父演習林産材質腐朽菌目録.東大農演習林 6, 41-48. 

879) 倉田益二郎・中平幸助:桐の矯種に関する基礎的研究(其七〉高萩出張所に於ける試作結果に就て.

附 日本桐と台湾桐の比較.日林誌 26 (9) , 255. 

880) 西門義一:ヒノキ，スギ及びアカマツの幼令林を害するナラタケに就いて(概報).農学研究 36, 

339-350. 

881) 西門義一:ヒノキ葉振ひ病に就て.農学研究 36, 351-360. 

882) 西門義一・三橋健・中山隆夫:椎茸得木の害菌図説〔第二報).農学研究 36， 303-337. 

883) 西門義一・宮脇雪夫:ビヤクシンの芽枯病.農学研究 36, 361-364. 

884) 西門義一・大島俊市:ハナズハウの角斑病及び褐紋病.農学研究 36, 411-415. 

持1 文献紹介記事。
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885) 坂巻菊治:電柱及び腕木の耐周年限，使用成績並に使用上の注意に関する調査.木材保存 11 (4) , 

131-176. 

886) 沢田兼吉:台湾産菌類調査報告 第十編.台湾総督農試報 87， 1-96. 

887) 内田繁太郎:盛岡市付近に多量に結実せる笹の種類に就て.日林誌 26 (9) , 257-258. 

888) 吉井甫・伊藤一雄:甘藷紫紋羽病菌に就て〈予報)， (本菌の分離並にその寄主侵入方法につい

て).農業及園芸 19 (1), 17~18. 

昭和 20 年 (1945)

889) 逸見武雄:ピル?の植物病害及び菌類とその研究引. (lJ , (2J. 農業及園芸 20 (1), 29-32; 20 

(3), 119-123. 

890) 逸見武雄・赤井重恭:木材腐朽菌学.東京， v+xxi+496. 

891) 逸見武雄他:木材腐朽菌に関する研究.京都帝大植物病理学研究室業績戦時特別発表 5， 1-62 (謄

写刷).

892) 北島君三・矢野宗幹制:桐樹の病虫害と其の駆除法.林業叢書第 4 輯(農林省山林局) 1-32+10 

図版.

制外国文献による総説。

発2 奥付に発行年月なく不詳なるも，筆者の記憶によれば昭和 10 年ごろの発行ではあるまいか。
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11 下から

日本における樹病学発達の展望 (III) (伊藤〉

正誤表

伊藤一雄:

日本における樹病学発達の展望

一一日本樹病学史一一

(II) 
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正

2 1 Phyllosti・cta (Phoma) cryρtome- 1 Phyllosticta (Phoma) cryptomeriae 
rza 

21 ["杉菌の苗核病及 「杉苗の菌核病及

32 12 1 Melampsora arici-ρoρulina 1 Melamρsora larici-ρopulina 

33 1 第 23 図説明文 1 Chrysomyxaexpan sa DIET. 1 Chrysomyxa expansa DIET. 

40 1 下から 12 1 (Chorostale) [chorostate] sp. 1 (Chorostale) [Chorostate] sp. 

97 1 17, 18 1 斑紋病 |班紋病

118 1 3 1 Epiccocum 1 E.ρicoccum 

121 1 16 1 本病病原菌 |本菌

123 

123 

131 

137 

137 

140 

145 

183 

191 

下から

下から

下から

19 I MacroPhoma camelliaicola 
2 1 perfect stage of Diaρorthe 

15 1 AMES.]制

MacroPhoma camelliaecola 

perfect stage Diaporthe 

AMESJ制

10 1 BURT. 1 BURT 

13 1 Trametes heteropora 1 Trametes heterospora 

17 1 [Sptobasidium tanakae 1 (Septobasidium tanakae 

71 ナラタケ [A門担illariella (V AHL. 1 ナラタケ (Armillariella mellea 
ex I (V AHL. ex 
2 1 29 (339) , 115-11 129 (339) , 115-117 
111 大正 10 年(1923) 大正 12 年 (1923)


